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ゴルフ規則のオフィシャルガイドの説明
R&AとUSGAはこのゲームのすべてのレベルでゴルフの運営に従事する人たちの参考書
としてゴルフ規則のオフィシャルガイドを作成しました。

ゴルフ規則と詳説

このオフィシャルガイドの第一節では2023年1月に発効するゴルフ規則を扱っていま
す。ゴルフ規則の全文がこのオフィシャルガイドの中に収録されており、参照しやすいよ
うに網掛で掲載されています。

規則には「詳説」が追加され、関連する各規則の最後に、規則と区別しやすいように
白色の背景で掲載されています。

コース上で生じる疑問の大部分はゴルフ規則を参照することだけで解決できるでしょ
う。具体的な論点についてのガイダンスを求めてこの「詳説」を参照する前に、関連す
る規則をすべて見直すことを強く推奨します。

「詳説」は追加の説明が必要と考えられる規則の状況についてのみ規定されており、
説明と共に、多くの場合、例題を用いて規定されています。

委員会の措置

「委員会の措置」という表題のついた第二節はゴルフコースでの日々のプレーやこの
ゲームのすべてのレベルにおける競技会を運営することに従事する人たちのための実
用的なガイダンスを収録しています。この委員会の措置では、その内容は重複すること
が多いことを認識しつつ、「一般的なプレー」（委員会が競技を運営していない）のた
めのガイダンスと「競技会」のためのガイダンスに分けています。

委員会の役割（コースマーキングとセットアップ方法、競技の条件とローカルルールの
制定、スタートと集計、プレーのペースの方針や行動規範の制定）は委員会の措置で
扱っている題材のほんの一部です。

委員会の措置のセクション8では、委員会が地域的なニーズに適うように採用すること
ができるローカルルールひな型を規定しており、そのローカルルールひな型とは異なる
ローカルルールを採用することに関する重要なガイダンスも提供しています。

読者が特定の項目を見つけることができるように、委員会の措置についてとても詳細な
目次があります（431ページ参照）。

ゴルフ規則のオフィシャルガイドの説明
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ゴルフ規則のオフィシャルガイドの説明

英語版の優先

ゴルフ規則の解釈について紛議が生じた場合、英語版の規則にしたがって解釈されま
す。
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2023年ゴルフ規則の主要変更点
 特定の規則

規則1.3c(4)　複数の規則違反に対する罰の適用
規則が改訂され、違反が関連していたのか、関連していないのかの決定はも
はやその適用には関係なくなり、その結果、複数の罰が適用される事例はよ
り少なくなるだろう。

規則3.3b(4)　スコアカードにハンディキャップを示すこと、または
スコアの加算をすることはプレーヤーの責任ではない
規則が改訂され、プレーヤーはスコアカードに自分のハンディキャップを示
すことをもはや要求されない。その競技のためのプレーヤーのハンディ
キャップストロークを計算し、そのハンディキャップストロークをプレー
ヤーのネットスコアを計算するために使用することは委員会の責任である。

規則4.1a(2)　ラウンド中に損傷したクラブの使用、修理、交換
規則が修正され、クラブを乱暴に扱ったことによる損傷でなければ、プレー
ヤーは損傷したクラブを取り替えることが認められる。

規則6.3b(3)　誤って取り替えた球にストロークを行う
誤って取り替えた球をプレーしたことに対する罰が一般の罰から1罰打に軽
減された。

規則9.3　自然の力が動かした球
新しい例外2はドロップ、プレース、リプレースした後に球がコースの他の
エリアに動いた場合、その球をリプレースしなければならないことを規定し
ている。このことは、球がアウトオブバウンズに止まった場合にも適用する。

規則10.2b　他の援助
規則10.2bは明確化と、2019年規則を補足するために2019年4月に発効され
た詳説の重要な原則を組み入れるために書き換えられた。

規則10.2b(1)と(2)は、キャディーまたは他の人はプレーの線や他の方向の情
報(例えば、プレーヤーが旗竿の場所を見ることができないときなど)について
プレーヤーを援助するために物を置いてはならず、ストロークを行う前に置
いた物を取り除くことによって罰を免れることはできないことが規定された。

主要変更点
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主要変更点

規則11.1b　動いている球が偶然に人や外的影響に当たる：球をプ
レーしなければならない場所
規則11.1bは明確化のために書き換えられた。

規則11.1b(2)は修正され、パッティンググリーンからプレーされた球が虫、
そのプレーヤー、そのストロークを行うために使用されたクラブに当たった
場合、その球はあるがままにプレーしなければならず、そのストロークを再
プレーしてはならない。

規則21.1c　ステーブルフォードの罰
規則は修正され、クラブ、スタート時間、不当の遅延に関する罰が一般のス
トロークプレーと同じ方法でそのホールに適用されることになる。同様の修
正が規則21.3c(パー/ボギーの罰)にも行われた。

規則25　障がいを持つプレーヤーのための修正
新しい規則25の導入はこの規則に規定される修正はすべての形式を含むすべ
ての競技に適用することを目的としている。

 一般的な変更
後方線上の救済の手続き
後方線上の救済の手続きは修正され、プレーヤーは線上にドロップすること
が求められる。ドロップしたときにその球が最初に地面に触れた線上の箇所
が救済エリアを定め、その救済エリアはその地点からどの方向にも1クラブ
レングスとなる。この修正は規則14.3b(3)、規則16.1c(2)、規則17.1d(2)、
規則19.2b、規則19.3、定義「救済エリア」にも反映される。

ストロークを再プレーしなければならない場合の処置の方法
「ストロークはカウントしない」(例えば規則11.1b)という文言が使用され
るいくつかの規則は修正され、再プレーを要求されているのに、そうしな
かった場合、関連する規則の違反となるが、失格となる可能性はもはやな
い。
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詳説の修正

2023年の詳説と委員会の措置の修正
下記は2019年版ゴルフ規則のオフィシャルガイド以後の詳説の改訂箇所を探す
読者を援助するための新しい詳説、削除された詳説、移動した詳説のリストと
なります。必要に応じて、変更の根拠が記されています。

参照をしやすくするために、新規および改訂されたローカルルールひな型のリ
ストと共に、委員会の措置の重要な修正のリストも掲載されています。

 新しい詳説
1.3c(4)/1	 �介在する出来事がある場合、プレーヤーは2つの1罰打を受ける

1.3c(4)/2	 �プレーヤーが規則に違反した後、次のストロークの一部として
別の規則に違反する

3.2b(1)/2	 �ホールの結果がすでに決定している場合、コンシードは有効と
はならない

3.2c(1)/2	 �ハンディキャップマッチの前にプレーヤーが相手に正しくない
ハンディキャップの情報を与える

3.2d(4)/1	 �規則3.2d(4)の「同意」の意味

3.3b(4)/1	 �運営上の誤りを故意に委員会に通報しないプレーヤーに対する罰

4.3a/1	 グリーンリーディング資料の使⽤についての制限

4.3a/2	 アラインメント機器の使⽤が規則違反となる場合

5.2/1	 規則5.2の「コース」の意味

6.4b(1)/1	 �プレーヤーが前のティーイングエリアで違う順番でプレーした
場合の規則6.4b(1)の「同じ順番」の意味

9.2b/1	 �用具が関連しているときにプレーヤーの行動が球を動かす原因
となったのかどうかの決定

10.2b/1	 �アラインメントを援助するための自立式パターの使用は認めら
れない

11.1b/3	 �パッティンググリーン以外の場所からプレーされた球が動物に
よって方向を変えられたり、拾い上げられた場合にすること

14.1c/2	 動かされた球をふくことができる場合
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詳説の修正

14.2c/3	 球をリプレースするときに、地面に押し込んではならない

15.3/1	 �プレーの援助または障害となる球やボールマーカーを動かす方
法

16.3b/1	 �球の直後の箇所がジェネラルエリアではない場合の地面にくい
込んだ球の救済

アドバイス/3	 公開されている情報を含む発言がアドバイスとなる場合

委員会/1	 委員会のメンバーの任務と責任の制限

救済エリア/1	 球が救済エリアにあるかどうかの決定

 削除された裁定
1.3c(4)/1	 �違反と違反の間に介在する出来事があると罰は重課する
	 規則1.3c(4)で扱われることになった。

1.3c(4)/2	 �1回の行為による複数の違反は1つの罰となる
	 規則1.3c(4)で扱われることになった。

1.3c(4)/3	 �関連しない行為の意味
	 改訂された規則では廃止となったコンセプト。

1.3c(4)/4	 �球をリプレースしないことは別の関連しない行為とみなされる 
	 規則1.3c(4)とその例外で扱われることになった。

3.2c(2)/1	 �マッチでハンディキャップストロークを適用していなかったこ
とがそのマッチの後半で発覚する

	 規則3.2c(2)で扱われることになった。

3.2d(1)/1	 �プレーヤーがプレーする順番であればホールのプレーですでに
行ったストローク数を教える必要はない

	 規則3.2d(1)ですでに扱われている。

3.2d(3)/2	 �前のホールで間違ったマッチのスコアに同意したことがマッチ
の後半で発覚する

	 規則3.2d(3)ですでに扱われている。

3.3b(1)/1	 �別のプレーヤーの間違ったスコアを故意に証明するマーカーは
失格とすべき

	 規則3.3b(1)で扱われることになった。
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3.3b(1)/2	 �マーカーが同意しない場合にはプレーヤーのスコアを証明する
ことを拒否できる

	 規則3.3b(1)で扱われることになった。

3.3b(2)/2	 �スコアカードの記載内容を変更する場合に追加の証明は不要
	 規則3.3b(2)で扱われることになった。

3.3b(4)/1	 �プレーヤーがスコアカードに示さなければならない「ハンディ
キャップ」の意味

	� スコアカードにハンディキャップを示す責任はもはやプレー
ヤーにはない。

3.3b(4)/2	 �委員会が間違ったハンディキャップを示したスコアカードを用
意してもプレーヤーは罰を免除されない

	� スコアカードにハンディキャップを示す責任はもはやプレー
ヤーにはない。

3.3b(4)/3	 �多いハンディキャップが影響しない場合には罰はない
	 �スコアカードにハンディキャップを示す責任はもはやプレー

ヤーにはない。

4.1b(1)/1	 �クラブヘッド単体とシャフト単体はクラブではない
	 規則4.1b(1)で扱われることになった。

4.1b(1)/2	 �壊れてバラバラになったクラブは14本のクラブ制限にカウン
トしない

	 規則4.1b(1)で扱われることになった。

4.1b(1)/4	 �次のストロークを行ったときにクラブは追加されたとみなされる
	 規則4.1b(1)で扱われることになった。

4.3/1	 �プレーヤーがホールとホールの間で規則4.3の違反をした；罰
の適用方法

	 規則4.3の罰則で扱われることになった。

4.3a(2)/1	 �風に関する情報を得るために人工物を使用することは認められ
ない

	 規則4.3a(2)で扱われることになった。

4.3a(4)/1	 �コースで放映されている映像を見ること
	 規則4.3a(4)で扱われることになった。

詳説の修正
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5.2b/2	 �ホール終了後の練習ストロークはラウンドとラウンドの間で
あっても認められる

	 規則5.2bで扱われることになった。

5.7d(1)/2	 �プレーを再開するときに球をリプレースする前のルースインペ
ディメントの取り除き

	 規則15.1a例外1で扱われることになった。

6.1/1	 �ティーマーカーが1つ、あるいは両方なくなっている場合には
どうすべきか

	 規則6.2b(4)で扱われることになった。

6.2b(6)/1	 �ティーイングエリアに止まった球をあるがままにプレーする必
要はない

	 規則6.2b(6)ですでに扱われている。

6.5/1	 �ホールを終了していたことを知らずに別の球をプレーした
	 規則6.5で扱われることになった。

8.1b/1	 �「クラブを軽く地面に置く」の意味
	 規則8.1bで扱われることになった。

9.4b/2	 �「見つけようとしている」の意味
	 規則7.4で扱われることになった。

10.1a/2	 �球を正しく打つためにプレーヤーはクラブヘッドのどの部分を
使ってもよい

	 規則10.1aで扱われることになった。

11.2c(1)/1	 �球がペナルティーエリアの中に止まっていたと推定される場合
の選択肢

	 規則11.2cの新しい例外で扱われることになった。

12.2b(3)/1	 �プレーヤーはバンカーの外側で救済を受けた後にコース保護の
ために砂をならすことが認められる

	 規則12.2b(3)で扱われることになった。

13.1c(2)/1	 �偶然に損傷させたパッティンググリーン上のプレーの線は修理
することができる

	� 規則13.1c(2)の「パッティンググリーン上の損傷」の意味で扱
われることになった。

詳説の修正
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13.1d(1)/1	 �パッティンググリーン上で球やボールマーカーが偶然に動かさ
れても罰はない

	 規則13.1dと規則9.4b例外3ですでに扱われている。

13.2b(1)/1	 �旗竿に付き添う人はどこに立ってもよい
	 規則13.2bですでに扱われている。

14.1a/1	 �球はどのような方法で拾い上げてもよい
	 規則14.1の「拾い上げる」の意味で扱われることになった。

14.2/1	 �プレーヤーが別の場所からプレーする場合、球を元の箇所にリ
プレースする必要はない

	 規則14.2cで扱われることになった。

14.3c(2)/1	 �正しい方法で2回ドロップされ、救済エリアの外側に止まった
球は、その救済エリアの外側にプレースされる可能性がある

	 規則14.3c(2)で扱われることになった。

15.1a/1	 �ルースインペディメントを取り除くこと（他人からの援助を含
む）

	 規則15.1aで扱われることになった。

15.1a/2	 �プレーヤーはルースインペディメントの一部を折って取り除く
ことが認められる

	 規則15.1aで扱われることになった。

16.2a/1	 �危険なコース状態からの罰なしの救済はない
	 規則16.2aで扱われることになった。

17.1a/1	 �ペナルティーエリアが適切にマーキングされていなかったとし
ても球はペナルティーエリアの中にある

	 定義「ペナルティーエリア」で扱われることになった。

17.1d(2)/1	 �プレーヤーが基準線に物理的に基点をマークすることの推奨
	� 新しい後方線上の処置では基点はもはやなくなりこのコンセプ

トは削除された。

18.3b/1	 �どのようなことが暫定球の宣言とみなされるのか
	 規則18.3bで扱われることになった。

18.3c(2)/2	 �プレーヤーは他の人たちに自分の元の球を捜さないように依頼
できる

	 規則18.3c(3)で扱われることになった。

詳説の修正
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18.3c(3)/1	 �元の球がアンプレヤブルであったり、ペナルティーエリアの中
にある場合、暫定球をインプレーの球の代わりにはできない

	 規則18.3と定義「暫定球」ですでに扱われている。

19.2c/1	 �球が地面にない場合のラテラル救済の基点
	 規則19.2cで扱われることになった。

19.3b/1	 �最初にバンカー内でアンプレヤブルの球の救済を受けた後で、
バンカーの外側でアンプレヤブルの球

	 規則19.2と詳説19.2/1ですでに扱われている。

20.1c(3)/4	 元の球と第2の球をプレーする順番はどちらからでもよい
	 規則20.1c(3)ですでに扱われている。

20.2d/1	 間違った裁定は運営上の誤りとは異なる
	 �改訂された規則20.1d(1)と規則20.1d(2)で扱われることになった。

20.2d/2	 運営上の誤りは常に訂正されるべきである
	 改訂された規則20.1d(1)と規則20.1d(2)で扱われることになった。

20.2e/1	 �プレーヤーに参加資格がなかったことが競技中、あるいはマッ
チの結果が最終となった後や競技終了後に発覚した

	 新しい規則20.2fで扱われることになった。

22.1/1	 �個々のハンディキャップをスコアカードに記入しなければなら
ない

	� スコアカードにハンディキャップを示す責任はもはやプレー
ヤーにはない。

23.5a/1	 �共用のキャディーの行動で両方のパートナーが罰を受ける結果
となることがある

	 規則10.3a(2)で扱われることになった。

24.2/1	 �失格はティームプレーの1ラウンドあるいはすべてのラウンド
に適用できる

	 詳説1.3c/1で扱われることになった。

動物の穴/1	 �単独の動物の足跡や蹄の跡は動物の穴ではない
	 定義「動物の穴」で扱われることになった。

境界物/2	 �境界物に取り付けられている門のステータス
	 定義「境界物」で扱われることになった。

境界物/3	 �動かせる境界物や境界物の動かせる部分を動かしてはならない
	 定義「境界物」ですでに扱われている。

詳説の修正
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クラブレングス/1  計測するときの「クラブレングス」の意味
	 定義「クラブレングス」で扱われることになった。

用具/1	 �プレーヤーのために誰か他の人が持ち運んでいるアイテムの
ステータス

	 定義「用具」で扱われることになった。

旗竿/1	 �物が旗竿として使われる場合、その物は旗竿として扱われる
	 定義「旗竿」で扱われることになった。

ルースインペディメント/5  生きている虫は球に貼り付くことはない
	 定義「ルースインペディメント」で扱われることになった。

紛失/1	 �球を紛失と宣言することはできない
	 定義「紛失」で扱われることになった。

紛失/2	 �プレーヤーは利益を得るために捜索の開始を遅らせることは
できない

	 定義「紛失」で扱われることになった。

動かせる障害物/1  遺棄された球は動かせる障害物である
	� 定義「障害物」と定義「動かせる障害物」ですでに扱われている。

障害物/１	 ペイントされた点や線のステータス
	 定義「障害物」で扱われることになった。

外的影響/1	 �人工的に引き起こされた風や人工的に流された水のステータス
	 定義「外的影響」で扱われることになった。

リプレース/1	 球をクラブでリプレースすることはできない
	 定義「リプレース」で扱われることになった。

詳説が削除された場合、既存の詳説は順番に配列するために番号が付け直され
ました。このことは削除の番号と論理番号を保持したいという要望によるもの
です。ある規則から他の規則に移動しただけの詳説は次の通りです。

 移動した詳説
6.5/1	 �ホールとホールの間での練習はいつから認められるか(旧

5.5b/1)
	 詳説はより関連している規則6.5に移動した。

7.4/3	 捜索を一時的に止めているときに球が動く(旧9.4b/3)
	 詳説はより関連している規則7.4に移動した。

詳説の修正
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2023年の委員会の措置の修正(セクション8を除く)

 新しいセクション
4A(1)	 スタート間隔

5D	 規則25を使う障がいを持つプレーヤーのための参加資格の決定

5J(7)	 「歯止めとなる」ことを防ぐためのガイダンスと説明

6C(1)	 レフェリーと委員会のメンバーの任務と権限

6C(5)	 正しい情報をレフェリーに提供するプレーヤーの責任

 削除されたセクション
6C(1)	 マッチプレーのレフェリー
	 この情報は定義「レフェリー」に移動した。

6C(2)	 ストロークプレーのレフェリー
	 この情報は定義「レフェリー」に移動した。

6C(3)	 委員会のメンバーやレフェリーの役割を制限する
	 この情報は詳説委員会/1に移動した。

 実質的な変更
5A(1)c	 アマチュア資格規則

5F(2)	 ホールロケーションの選択

5I	 行動規範の方針

6C(9)a	 �マッチのプレー中にレフェリーによる間違った裁定を訂正する
こと

6C(10)d	 �レフェリーがプレーヤーに間違った情報を与える；プレーヤー
がその後のプレーでその情報に基づき行動する

7C	 賞を授与する

委員会の措置の修正
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2023年のローカルルールひな型の修正

 2023年の新しいローカルルールひな型
A-3	 境界フェンスは異なった方法で扱われる

D-4.2	 目的外グリーンのフリンジからのプレーを禁止する

E-10.2	 若木の保護

E-12	 フェアウェイマットの強制的な使用

F-5.2	 パッティンググリーンに近接する動かせない障害物

F-24	 ペナルティーエリア内の動かせない障害物からの罰なしの救済

F-25.1&	 �異常なコース状態の上、中、下を通さずに完全な救済のニヤ
F-25.2	 レストポイントを決定する

F-26	 境界フェンスや壁の門

G-9	 壊れた、または著しく損傷したクラブの取り替え

G-10	 46 インチを超える⻑さのクラブの使⽤を禁⽌する

G-11	 グリーンリーディング資料の使⽤を制限する

G-12	 �パッティンググリーンからのストロークのためにプレーの線
を読む支援となる資料の使用の禁止

L-1	 �プレーヤーまたはマーカーの証明がないことに対する規則
3.3b(2)に基づく罰の修正

L-2	 スコアカードのハンディキャップをプレーヤーの責任とする

M-1	 �車輪付きの移動器具を使用するプレーヤーのための球のプレース

M-2	 �車輪付き移動器具を使用するプレーヤーに対する特定のバン
カーからの罰なしの救済

M-3	 �運動失調症やアテトーシスのプレーヤーのための規則
10.1b(クラブをアンカリングすること)の制限された例外

委員会の措置の修正
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 2023年に削除されたローカルルールひな型
A-3	 公道がコース内を通り抜けている場合のアウトオブバウンズ
	 ローカルルールひな型A-2と合体した。

F-9.2	 フェアウェイにある、または近接する木の根からの救済
	 ローカルルールひな型F-9.1と合体した。

K-3	 �ステーブルフォードのためのホール毎とショット毎のプレー
のペースの方針

	 規則21.1cの罰の適用が改訂されたことにより削除された。

K-4	 �パー/ボギー競技のためのホール毎とショット毎のプレーの
ペースの方針

	 規則21.3cの罰の適用が改訂されたことにより削除された。

セクション8L  認められないローカルルール
	� セクション8Lの情報は更新されたセクション8の前文に組み込

まれた。

委員会の措置の修正
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I　ゲームの基礎 (規則1～4)  ��������������������������������������������������������������037

規則1 － ゲーム、プレーヤーの行動、規則  �������������������������������������������038
1.1　ゴルフゲーム  ������������������������������������������������������������������������������������������038
1.2　プレーヤーの行動基準  ����������������������������������������������������������������������������038
1.3　規則に従ってプレーする  ��������������������������������������������������������������������������039
	� 詳説
	� 1.2a/1 – プレーヤーが重大な非行をしたかどうかの決定  ������������������������������043
	� 1.3b(1)/1 – 知っている規則を無視することに同意したプレーヤーを失格にする  ����044
	� 1.3b(1)/2 – 規則や罰を無視することに同意するにはプレーヤーはその規則の 

存在を知っていなければならない  ��������������������������������������������������������������045
	� 1.3c/1 – そのラウンドがカウントされない場合、プレーヤーは競技会の失格には 

ならない  ������������������������������������������������������������������������������������������������046
	� 1.3c/2 – ストロークプレーのプレーオフでの失格の罰の適用、コンシードと 

間違ったストローク数の通知  ��������������������������������������������������������������������046
	 1.3c(1)/1 – プレーヤーのために規則違反をする別の人の行動  ������������������������046
	 1.3c(4)/1 – 介在する出来事がある場合、プレーヤーは2つの1罰打を受ける  ������ 047
	� 1.3c(4)/2 – プレーヤーが規則に違反した後、次のストロークの一部として 

別の規則に違反する  ������������������������������������������������������������������������������� 047

規則2 － コース  ������������������������������������������������������������������������������048
2.1　コースの境界とアウトオブバウンズ  �������������������������������������������������������������048
2.2　定義されたコースエリア  ���������������������������������������������������������������������������048
2.3　プレーの障害となる可能性がある物や状態  �������������������������������������������������050
2.4　プレー禁止区域 ���������������������������������������������������������������������������������������050
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	 詳説
	� 3.2b(1)/1 – プレーヤーたちはマッチを短縮するためにホールを 
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有効とはならない  ������������������������������������������������������������������������������������063
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有効とはならない  ������������������������������������������������������������������������������������063
	� 3.2c(1)/1 – 多いハンディキャップを宣言することはホールを 

まだプレーしていなくても違反となる  ����������������������������������������������������������064
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	� 3.2c(1)/2 – ハンディキャップマッチの前にプレーヤーが相手に 
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規則 1

 1.1　ゴルフゲーム
ゴルフは1つの球を1つのクラブで打つことによってコース上の18ホール(ま
たはそれ以下)の1ラウンドをプレーする。

各ホールはティーイングエリアからストロークをして始まり、球がパッティ
ンググリーンのホールに入ったとき(または規則が別途、そのホールの終了を
規定しているとき)に終わる。

各ストロークについて、プレーヤーは：

•• コースはあるがままにプレーする。

•• 球はあるがままにプレーする。

しかし、規則がプレーヤーにコース上の状態を変えることを認める例外や、
球がある場所とは違う所からその球をプレーすることを要求したり、認めた
りする例外がある。
 

 1.2　プレーヤーの行動基準
1.2a　すべてのプレーヤーに期待される行動
すべてのプレーヤーは次の行動をとることによってゲームの精神の下でプ
レーすることが期待される：

•• 誠実に行動すること－例えば、規則に従う、すべての罰を適用する、プ
レーのあらゆる面で正直である。

規則の目的：
規則1はプレーヤーに対してこのゲームの主要な原則を説明している：

•• コースはあるがままにプレーし、球はあるがままにプレーする。
•• 規則に従い、ゲームの精神の下でプレーする。
•• 規則に違反した場合は、マッチプレーの相手やストロークプレーの他のプ
レーヤーたちより潜在的な利益を得ることがないように自分自身で罰を適
用する責任がある。

ゲーム、プレーヤーの行動、 
規則

規則 

1
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•• 他の人に配慮を示すこと－例えば、速やかなペースでプレーする、他の人
の安全に気を配る、他のプレーヤーの気を散らさない。プレーヤーのプ
レーした球が誰かに当たる危険があるかもしれない場合、プレーヤーはす
ぐに注意を喚起(「フォアー」のような伝統的な警告など)するべきであ
る。

•• コースをしっかりと保護すること－例えば、ディボットを元に戻す、バン
カーをならす、ボールマークを修理する、不必要にコースを傷つけない。

この方法で行動しなかったことに対して規則に基づく罰はない。ただし、プ
レーヤーが重大な非行をしたと委員会が考えた場合、その委員会はゲームの
精神に反する行動をしたことに対してそのプレーヤーを失格とすることがで
きる。

「重大な非行」は、競技会からプレーヤーを排除するという最も厳しい制裁
措置が正当化されるほどにゴルフで期待される規範から大きく逸脱したプ
レーヤーの行動である。

プレーヤーの非行に対する失格以外の罰は、それらの罰を規則1.2bに基づく
行動規範の一部として採用する場合にだけ課すことができる。

1.2b　行動規範
委員会はローカルルールとして採用する行動規範の中にプレーヤーの行動に
ついての委員会独自の基準を規定することができる。

•• この規範にはその基準の違反に対する罰(例えば、1罰打や一般の罰)を含
めることができる。

•• 委員会はこの規範の基準に反する重大な非行に対してプレーヤーを失格と
することもできる。

委員会の措置、セクション5I(採用することができる行動規範の基準の説明)参
照。

 1.3　規則に従ってプレーする
1.3a　「規則」の意味；競技の条件
「規則」という用語の意味：

•• ゴルフ規則の規則1～25と、この規則の定義。

•• 委員会が競技やコースに対して採用するすべての「ローカルルール」。

規則 1
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プレーヤーは委員会が採用するすべての「競技の条件」(例えば、参加要件、
プレー形式、プレーの日程、ラウンド数、1ラウンドのホール数、ホールの
順番)にも従う責任がある。

委員会の措置、セクション5C(ローカルルール)とセクション8(認められる
ローカルルールひな型一式)；セクション5A(競技の条件)参照。

1.3b　規則を適用すること
(1)	プレーヤーは規則を適用する責任がある。プレーヤーは自分自身に規則
を適用する責任がある：

•• プレーヤーは規則違反をしたことを認め、自分自身の罰を適用すると
きには正直であることが期待される。

»» プレーヤーが罰を含む規則に違反したことを知っていて、故意にそ
の罰を適用しなかった場合、そのプレーヤーは失格となる。

»» 複数のプレーヤーが知っている規則や罰を適用しないことに同意し
てそれらのプレーヤーのうちの誰かがラウンドを始めた場合、そのプ
レーヤーたちは失格となる(プレーヤーたちがその同意に関してまだ
行動していなかったとしても)。

•• 事実問題を決定する必要がある場合、プレーヤーはその事実に関して
自分が知っている事実だけではなく、合理的に入手できるすべての他
の情報についても検討する責任がある。

•• プレーヤーはレフェリーや委員会に規則について援助を求めることが
できる。しかし、援助を合理的な時間内に受けられない場合、そのプ
レーヤーはプレーを続け、後にそれができるようになったときにレフェ
リーや委員会にその問題を提起しなければならない(規則20.1参照)。

(2)	規則を適用するときに、場所の決定に関するプレーヤーの「合理的な判
断」を受け入れること。

•• 多くの規則がプレーヤーに規則に基づいて箇所、地点、線、縁、区
域、またはその他の場所を決定することを要求している：

»» 球がペナルティーエリアの縁を最後に横切った場所を推定するこ
と。

»» 救済を受けるときに球をドロップ、またはプレースする場所を推定
したり、計測すること。

規則 1
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»» 球を元の箇所にリプレースすること(その箇所が分かっている場合
か、推定する場合かにかかわらず)。

»» 球がコース上にあるかどうかを含め、球があるコースエリアを決定
すること。

»» 球が異常なコース状態に触れているか、または中や上にあるかを決
定すること。

•• そのような場所に関する決定は速やかに、かつ慎重に行われる必要が
あるが、多くの場合、正確にはできない。

•• プレーヤーが正確な決定を行うためにその状況下で合理的に期待され
ることを行っていれば、そのプレーヤーの合理的な判断は、たとえス
トロークを行った後にビデオの証拠や他の情報によりその決定が間違
いであることが示されたとしても、受け入れられる。

•• ストロークを行う前にプレーヤーが間違った決定に気づいた場合は訂
正しなければならない(規則14.5参照)。

1.3c　罰
(1)	罰が生じる行為。罰は規則違反がプレーヤー自身の行為、またはプレー
ヤーのキャディーの行為の結果である場合に適用する(規則10.3c参照)。

罰は次の場合にも適用する：

•• プレーヤーやキャディーが行っていたとしたら規則違反となる行為を
プレーヤーの要求によって別の人が行った、またはその行為を別の人
が行っていることをプレーヤーが承認していた。

•• 別の人がプレーヤーの球や用具に関連して行為を行おうとしている場
合で、プレーヤーが、もしプレーヤーやキャディーがその行為を行っ
ていたら規則違反になることを知っているのにそれに反対する、また
はそれを止めるための合理的な対策を講じないで見ていた。

(2)	罰のレベル。罰はプレーヤーが受ける潜在的な利益をなくすことを意図
している。罰には主に3つのレベルがある：

•• 1打の罰。この罰は、マッチプレーとストロークプレーの双方におい
て、次のいずれかの場合に特定の規則に基づいて適用する。(a)違反に
よる潜在的な利益が少ない場合、または(b)プレーヤーが元の球が止
まっていた場所とは違う所から球をプレーすることによって罰ありの
救済を受ける場合。

規則 1
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•• 一般の罰(マッチプレーではホールの負け、ストロークプレーでは2打
の罰)。この罰は、潜在的な利益が1罰打だけの適用で済む場合よりも
大きいほとんどの規則の違反に対して適用する。

•• 失格の罰。マッチプレーとストロークプレーの双方において、特定の
行為や規則違反があり、それが重大な非行に関わる場合(規則1.2参照)
や、スコアが有効であると考えるには潜在的な利益が大きすぎる場
合、プレーヤーが競技から失格となることがある。

(3)	罰を変える裁量はない。罰は規則に規定されている通りに適用しなけれ
ばならない：

•• プレーヤー、委員会のいずれも規則とは異なる方法で罰を適用する権
限はない。

•• 罰の誤った適用や、罰を適用しなかったことは、それを訂正するのが
遅すぎた場合にだけ、そのままとなる(規則20.1b(2)、規則20.1b(3)、
規則20.2d、規則20.2e参照)。

マッチプレーでは、プレーヤーと相手が知っている規則や罰を適用する
ことを無視することに同意するのでなければ、プレーヤーたちは規則問
題を決定する方法に同意することができる(規則20.1b(1)参照)。

(4)	複数の規則違反に対する罰の適用。プレーヤーが複数の規則に違反し
た、または同じ規則に複数回違反したことに対して複数の罰を受けるの
かどうかは、介在する出来事があったのかどうか、そしてプレーヤーが
何をしたのかによる。

この規則を適用する場合、2つの介在する出来事がある。

•• ストロークの終了。

•• 規則違反に気づいている、または気づく(プレーヤーが規則違反をした
ことを知っている場合、そのプレーヤーが違反を知らされた場合、ま
たはそのプレーヤーが規則に違反をしたかどうか不明確な場合を含
む)。

罰は次の通りに適用される：

•• 介在する出来事の間の複数の違反に対して適用される1つの罰：プレー
ヤーが介在する出来事の間に複数の規則に違反した、または同じ規則
に複数回違反した場合、そのプレーヤーは1つの罰だけを受ける。

違反した規則が異なる罰である場合、プレーヤーは重い方の罰だけを受
ける。

規則 1
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•• 介在する出来事の前や後の違反に対して適用される複数の罰：プレー
ヤーが規則に違反した後、介在する出来事を挟んで、同じ規則、また
は別の規則に違反した場合、プレーヤーは複数の罰を受ける。

例外－動かされた球をリプレースしなかった：プレーヤーが規則9.4に
基づいて動かされた球をリプレースすることを要求されているのに、
リプレースせずに誤所からプレーした場合、そのプレーヤーは規則
14.7aに基づく一般の罰だけを受ける。

しかし、罰ありの救済を受けるためにプレーヤーが受ける罰(例えば、規
則17.1,規則18.1,規則19.2に基づく1罰打)は他の罰に追加して常に適用さ
れる。

規則1.2 詳説：プレーヤーの行動基準
1.2a/1 – プレーヤーが重大な非行をしたかどうかの決定
プレーヤーが重大な非行をしたかどうかを決定する際、委員会はすべての状況
を考慮しなければならない。委員会がその非行が重大であると決定したとして
も、最初の違反でプレーヤーを失格にする代わりに、その非行を繰り返した
り、同様の非行があった場合には失格にするとプレーヤーに警告することがよ
り妥当であるという見解をその委員会が持つこともあるだろう。

重大な非行とみなされる可能性が高いプレーヤーの行動の例は次を含む：

•• パッティンググリーンへ深刻な損傷を故意に与える。

•• コースセットアップに異議を唱え、ティーマーカーや境界杭を独断で決めて
動かす。

•• 例えば、別のプレーヤーや観客のいる方向に向けてクラブを投げることに
よって、他の人の安全を脅かす。

•• 他のプレーヤーがストロークを行っている間に故意に気を散らす。

•• 他のプレーヤーからルースインペディメントや動かせる障害物をその場所に
残しておいてほしいと依頼された後で、他のプレーヤーの不利益となるよう
にそのルースインペディメントや動かせる障害物を取り除く。

•• ストロークプレーで、別のプレーヤーの障害となる場合に、止まっている球
の拾い上げを繰り返し断る。

•• プレーヤーのパートナーの支援となるように(プレーヤーのパートナーがパッ
ティンググリーンの球の曲がり具合を知る手助けとなるようにするなど)、故
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意にホールとは別の方向にプレーしてからホールに向けてプレーする。

•• 故意に規則にしたがってプレーせず、その関連する規則の違反に対して罰を
受けるが、そうすることで潜在的にかなりの利益を得る。

•• 下品あるいは不快な言葉遣いを繰り返す。

•• 不当な利益をもたらす目的で取得したハンディキャップを使う、またはそう
したハンディキャップを取得するためにプレーしているラウンドを利用す
る。

•• プレーヤーの球と思われる見つかった球を確認することを拒む。

非行を伴うが、重大な非行とみなされる可能性が低いプレーヤーの行動の例は
次を含む：

•• クラブを地面に投げつけ、そのクラブを損傷させるが、芝へ与えた損傷は小
さい。

•• ゴルフバッグに向けてクラブを投げたところ、意図せず別の人に当たってし
まう。

•• 不注意で別のプレーヤーがストロークを行うときに気を散らしてしまう。

規則1.3 詳説：規則に従ってプレーする
1.3b(1)/1 – 知っている規則を無視することに同意したプレーヤーを
失格にする
2人以上のプレーヤーが適用することを知っている規則や罰を無視することに
同意する場合、その同意がラウンド前に行われ、その同意に関与したプレー
ヤーの誰か1人がそのラウンドを始める前にその同意を破棄するときを除き、
そのプレーヤーたちは失格となる。

例えば、ストロークプレーで、ホールから１クラブレングス以内のパットは
ホールに入ったものとみなすことに2人のプレーヤーが同意した(この2人は各
ホールでホールアウトしなければならないことを知っていた)。

最初のパッティンググリーン上で、その組の別のプレーヤーがこの同意に気づ
いた。そのプレーヤーはこの同意をした2人のプレーヤーはホールアウトしな
ければならないと主張し、この2人は言われた通りにホールアウトした。

この同意をしたいずれのプレーヤーもホールアウトをしないという行動をとっ
ていなかったとしても、この2人は規則3.3c(ホールアウトしない)を無視するこ
とに同意したので依然として失格となる。
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1.3b(1)/2 – 規則や罰を無視することに同意するにはプレーヤーはその
規則の存在を知っていなければならない
プレーヤーが知らなかった規則を無視することに同意したり、罰があることを
知らずにその罰を適用しなかった場合、規則1.3b(1)は適用されず、罰はない。

2人のプレーヤーが規則を知らなかった、あるいは罰を適用しなかった場合
で、規則1.3b(1)に基づき失格とはならない例は次を含む：

•• マッチで、2人のプレーヤーは特定の長さ以内のすべてのパットをコンシー
ドすることに事前に同意したが、規則がそうした方法でパットをコンシード
することに同意することを禁止していることを知らなかった。

•• 36ホールのマッチの前に、2人のプレーヤーは18ホールだけプレーして、そ
の時点でリードされているプレーヤーがそのマッチをコンシードすることに
同意したが、そうした同意は競技の条件に従っていないことを知らなかっ
た。

そのマッチは同意した通りに進められ、18ホール終了時点でリードされて
いたプレーヤーがそのマッチをコンシードした。プレーヤーたちはそうした
同意が認められないことを知らなかったので、そのコンシードは成立する。

•• ストロークプレー競技で、プレーヤーとそのマーカー(同じくプレーヤー)
は、修理地の救済エリアが1クラブレングスなのか2クラブレングスなのか自
信がなかった。規則を知らなかったので、プレーヤーたちは2クラブレング
スであると同意して、そのプレーヤーは完全な救済のニヤレストポイントか
らほぼ2クラブレングスのところに球をドロップして救済を受けた。そのラ
ウンドの後半に、委員会がこの事実を知った。

プレーヤーたちはこの規則を知らなかったので規則1.3b(1)に基づきどちら
も失格にはならないが、そのプレーヤーが誤所からプレーしたので、規則
14.7(誤所からプレーすること)に基づき罰を受ける。ゴルフ規則に関して偶
然に間違った情報を与えたことについて罰はない。

規則1.3b(2)に関連する詳説：合理的な判断
•• 9.6/2 – どこから動かされたのか分からないときに球をリプレースする場所

•• 17.1a/1 – ペナルティーエリアかペナルティーエリアに隣接する異常なコー
ス状態のどちらかで球が紛失

•• 17.1d(3)/2 – 球がペナルティーエリアの縁を最後に横切ったと推定した場所
に基づいてプレーヤーは球をドロップしたが、それは間違った地点であった
ことが判明した



規則 1

46

1.3c/1 – そのラウンドがカウントされない場合、プレーヤーは競技会の
失格にはならない
すべてのラウンドをカウントしない競技会では、プレーヤーは1つのラウンド
で失格となったことについてその競技会の失格にはならない。

例えば、4人のプレーヤーから成るティーム競技で、各ラウンドのベスト3名の
スコアの合計が各ラウンドのティームのスコアとなるとき、プレーヤーが第2
ラウンドで誤球のプレーの訂正をせずに失格となった。そのプレーヤーの第2
ラウンドのスコアはそのティームのスコアにはカウントされないが、その競技
の他のラウンドではそのプレーヤーのスコアはカウントされ得る。

1.3c/2 – ストロークプレーのプレーオフでの失格の罰の適用、コン
シードと間違ったストローク数の通知
ストロークプレー競技のプレーオフでは、規則は次のように適用される：

•• プレーヤーが失格となる場合(不適合クラブでストロークを行うなど)、その
プレーヤーはプレーオフだけ失格となり、その競技自体で獲得していた賞品
を受け取る権利がある。

•• 2人のプレーヤーでプレーオフを行う場合、一方のプレーヤーが他方のプ
レーヤーにプレーオフをコンシードすることが認められる。

•• プレーヤーAが誤ってプレーヤーBに間違ったストローク数を伝え、その間
違いによってプレーヤーBが自分の球を拾い上げることになった場合(プレー
ヤーBがプレーヤーAとのプレーオフに負けたと考えた場合など)、プレー
ヤーBはその球を罰なしにリプレースしてそのホールを終えることが認めら
れる。プレーヤーAに罰はない。

1.3c(1)/1 – プレーヤーのために規則違反をする別の人の行動
別の人の行動がプレーヤーに関して規則違反となる場合、その行動がそのプ
レーヤーの要請によって行われたとき、またはそのプレーヤーがその行動を見
ていて、認めていたときは、そのプレーヤーはその責任を負う。

プレーヤーがその行動を要請していたり、その行動を認めていたという理由で
その罰を受ける場合の例は次を含む：

•• プレーヤーは自分の球の近くにあったルースインペディメントを動かすよう
に観客に頼んだ。その球が動いた場合、そのプレーヤーは規則9.4b(球を拾
い上げること、故意に球に触れること、球を動かす原因となったことに対す
る罰)に基づき1罰打を受け、その球をリプレースしなければならない。
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•• プレーヤーの球は高く茂った草の中で捜索中であった。観客がその球を見つ
け、その球の周辺の草を踏みつけて、そのストロークに影響を及ぼす状態を
改善した。そのプレーヤーがその観客が高く茂った草をまさに踏みつけよう
としているのを見ていたにもかかわらず、その観客を止めるための合理的な
措置を取らなかった場合、そのプレーヤーは規則8.1a(ストロークに影響を
及ぼす状態を改善するプレーヤーの行動)の違反について一般の罰を受ける。

1.3c(4)/1 – 介在する出来事がある場合、プレーヤーは2つの1罰打を
受ける
プレーヤーが1罰打の規則違反をしてその違反に気づいた後で、同じ規則違反
をした、または1罰打となる別の規則に違反した場合、そのプレーヤーは両方
の罰を受け、合計で2罰打を受ける。

例えば、プレーヤーがジェネラルエリアで球の箇所をマークをせずに確認のた
めに球を拾い上げた。別のプレーヤーがそのプレーヤーに罰があることや、そ
のプレーヤーが規則7.3に基づいて1罰打を受けることを伝えた。その球をリプ
レースする前に、そのプレーヤーは確認のために必要以上にその球をふき、ま
た規則7.3の違反をした。そのプレーヤーは最初の罰に気づいたときに介在する
出来事があったことになり、したがってそのプレーヤーは球をふいたことに対
しても1罰打を受け、合計で2打の罰を受けることになる。(新)

1.3c(4)/2 – プレーヤーが規則に違反した後、次のストロークの一部と
して別の規則に違反する
プレーヤーが違反に気づかずに規則に違反した後で、その球をプレーする際に
同じ規則、または別の規則に違反した場合、そのプレーヤーは1つの罰だけを
受ける。

例えば、ストロークプレーで、プレーヤーはパッティンググリーン近くの動かせ
ない障害物から救済を受けたが、誤って、球を誤所にドロップした。その球をプ
レーする前に、そのプレーヤーは規則8.1aに違反してジェネラルエリアのプレー
の線上にある砂を取り除き、そして誤所からストロークを行った。砂を取り除い
たことと、誤所から球をプレーしたことの間に介在する出来事がなかったので、
そのプレーヤーは1つの一般の罰の2罰打だけを受ける。(新)
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 2.1　コースの境界とアウトオブバウンズ
ゴルフは委員会によって設定された境界を持つコース上でプレーする。コー
ス上ではない区域はアウトオブバウンズとなる。

 2.2　定義されたコースエリア
5つのコースエリアがある。

2.2a　ジェネラルエリア
ジェネラルエリアはコース全体を扱っている。ただし、規則2.2bに規定され
ている4つの特定のコースエリアを除く。

「ジェネラルエリア」と呼ばれる理由：

•• コース上の大半を占め、プレーヤーの球がパッティンググリーンに到達す
るまで最も頻繁にプレーされる。

•• そのエリアにあるすべての種類の地面、生長または付着している物を含む
(例えば、フェアウェイ、ラフ、木)。

規則の目的：
規則2はコースについてすべてのプレーヤーが知っておくべき基本事項を説
明している：

•• 5つの定義されたコースエリアがある。
•• プレーの障害となる可能性のあるいくつかの種類の定義された物や状態が
ある。

これらは球をプレーするときや救済を受けるときのプレーヤーの選択肢に影
響を及ぼすことが多いため、球があるコースエリアと障害となっている物や
状態のステータスを知ることは重要である。

コース
規則 

2

規則 2
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ジェネラルエリアは次以外の
コース全体を扱っている。

ティーイングエリア
ペナルティーエリア

バンカー
パッティンググリーン

1

2

4

3

3
2

1
2

3
4

図2.2：定義されたコースエリア

2.2b　4つの特定のエリア
特定の規則はジェネラルエリア以外の4つのコースエリアに特別に適用す
る：

•• プレーヤーがプレーするホールをスタートするときに使用しなければなら
ないティーイングエリア(規則6.2)。

•• すべてのペナルティーエリア(規則17)。

•• すべてのバンカー(規則12)。

•• プレーヤーがプレーしているホールのパッティンググリーン(規則13)。

規則 2
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規則 2

2.2c　球があるコースエリアの決定
プレーヤーの球があるコースエリアはその球をプレーするとき、または救済
を受けるときに適用する規則に影響を及ぼす。

球は常に1つのコースエリアにだけあるものとして扱う：

•• 球の一部がジェネラルエリアと4つの特定のコースエリアのいずれかと両
方にある場合、その球はその特定のコースエリアにあるものとして扱う。

•• 球の一部が2つの特定のコースエリアにある場合、球は次の順番で最初と
なる特定のエリアにあるものとして扱う：ペナルティーエリア、バン
カー、パッティンググリーン。

 2.3　プレーの障害となる可能性がある物や状態
特定の規則は次のような定義された物や状態による障害からの罰なしの救済
(罰を受けなくてもよい救済)を与えることがある：

•• ルースインペディメント(規則15.1)。

•• 動かせる障害物(規則15.2)。

•• 異常なコース状態である動物の穴、修理地、動かせない障害物、一時的な
水(規則16.1)。

しかし、プレーの障害となる境界物と不可分な物から罰なしの救済はない。

 2.4　プレー禁止区域
プレー禁止区域は異常なコース状態(規則16.1f参照)、またはペナルティーエ
リア(規則17.1e参照)に定められた部分で、プレーすることは認められない。

プレーヤーは次の場合、救済を受けなければならない：

•• プレーヤーの球がプレー禁止区域にある。

•• プレー禁止区域が、そのプレー禁止区域の外側にある球をプレーするとき
にプレーヤーの意図するスタンス区域、意図するスイング区域の障害とな
る(規則16.1fと規則17.1e参照)。

委員会の措置、セクション5I(2)(行動規範はプレーヤーにプレー禁止区域に
一切入らないように命じることができる)参照。
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規則 3

 3.1　すべての競技の主な要素
3.1a　プレーの形式：マッチプレー、またはストロークプレー
(1)	マッチプレー、または通常のストロークプレー。プレー形式が大幅に異
なる：

•• マッチプレー(規則3.2参照)では、プレーヤーと相手がホールの勝ち、
負けまたはタイに基づいて互いに対して競う。

•• ストロークプレーの通常の形式(規則3.3参照)では、すべてのプレー
ヤーが合計スコアに基づいて他のプレーヤーと競う。つまり、すべて
のラウンドの各ホールの各プレーヤーの合計ストローク数(行ったスト
ロークと罰打を含む)を加算する。

ほとんどの規則は両方のプレー形式に適用するが、特定の規則はどちら
か1つにだけ適用する。

委員会の措置、セクション6C(11)(1つのラウンドで2つのプレー形式を同
時に行う競技を運営する委員会のための検討事項)参照。

(2)	ストロークプレーの他の形式。規則21はストロークプレーの他の形式
で、異なるスコアリング方式を採用しているもの(ステーブルフォード、
最大スコア、パー/ボギー)を扱っている。規則1～20はこうしたプレー形
式にも適用するが、規則21により修正される。

規則の目的：
規則3はすべてのゴルフ競技の3つの主な要素を扱っている：

•• マッチプレーかストロークプレーでプレーする。
•• 個人としてプレーするか、サイドの1人としてパートナーと共にプレーす
る。
•• グロススコア(ハンディキャップストロークを適用しない)か、ネットスコア
(ハンディキャップストロークを適用する)のいずれかでスコアをつける。

競技
規則 

3
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規則 3

3.1b　プレーヤーが競う方法：個人として、あるいはパートナーとし
てプレーする
ゴルフは個々のプレーヤーが単独でプレーするか、パートナーたちがサイド
として共にプレーする競技である。

規則1～20と規則25は個人プレーを対象としているが、次の競技にも適用す
る：

•• パートナーが関連する競技(フォアサムとフォアボール)。規則22と規則23
により修正される。

•• ティーム競技。規則24により修正される。

3.1c　プレーヤーがスコアをつける方法：グロススコア、またはネット
スコア
(1)	スクラッチ競技。スクラッチ競技では：

•• プレーヤーのホールまたはラウンドの「グロススコア」は、そのプ
レーヤーの合計ストローク数となる(行ったストロークと罰打を含む)。

•• プレーヤーのハンディキャップは適用しない。

(2)	ハンディキャップ競技。ハンディキャップ競技では：

•• プレーヤーのホールまたはラウンドの「ネットスコア」は、グロスス
コアをそのプレーヤーのハンディキャップストロークで調整したスコ
アである。

•• これは技量の異なるプレーヤーがフェアな方法で競技ができるように
するためである。

規則の目的：
マッチプレーには特別規則がある(特に、コンシードと、すでに行ったスト
ローク数についての情報を与えることについて)。その理由は、プレーヤーと
相手は：

•• すべてのホールで単に互いに対して競う。
•• 互いのプレーを見ることができる。
•• プレーヤー自身の利益を守ることができる。

 3.2　マッチプレー
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規則 3

3.2a　ホールとマッチの結果
(1)	ホールの勝ち。次の場合、プレーヤーはホールの勝ちとなる：

•• プレーヤーが相手よりも少ないストローク(行ったストロークと罰打を
含む)でそのホールを終了した。

•• 相手がそのホールをコンシードした。

•• 相手が一般の罰(ホールの負け)を受けた。

そのホールをタイとするためには動いている相手の球がホールに入る必
要がある場合で、その球がホールに入る合理的な可能性がないときに(例
えば、ホールを通り過ぎて転がり、戻って来ることはない)、誰かによっ
て方向を故意に変えられたり、止められたときは、そのホールの結果は
プレーヤーが勝ったものとして決定される(規則11.2a、例外参照)。 

(2)	ホールのタイ。次の場合、ホールはタイ(通称「ハーフ」)となる：

•• プレーヤーと相手が同じストローク数(行ったストロークと罰打を含
む)でホールを終了した。

•• プレーヤーと相手がそのホールをタイとして扱うことに同意した(しか
し、これは少なくともプレーヤーの1人がホールを始めるためにスト
ロークを行った後においてのみ認められる)。

(3)	マッチの勝ち。次の場合、プレーヤーはマッチの勝ちとなる：

•• プレーヤーが残りのホール数よりも多く相手をリードした。

•• 相手がマッチをコンシードした。

•• 相手が失格となった。

(4)	タイのマッチの延長。最終ホールを終えてマッチがタイの場合：

•• そのマッチを勝者が決まるまでその都度1ホールを延長する。規則5.1
参照(延長したマッチは同じラウンドの継続であり、新しいラウンドで
はない)。

•• ホールは、委員会が別の順番を設定しているのでなければ、そのラウ
ンドと同じ順番でプレーする。

しかし、競技の条件でマッチを延長するのではなくタイで終わらせるこ
とを規定することができる。
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規則 3

(5)	結果が最終となるとき。マッチの結果は委員会が決めた方法で最終となる•
(その方法は競技の条件に明記するべきである)。例えば：

•• 結果を公式のスコアボード、または他の特定の場所に表示したとき。

•• 結果を委員会が特定した人に報告したとき。

委員会の措置、セクション5A(7)(マッチの結果を最終とする方法に関す
る推奨)参照。

3.2b　コンシード
(1)	プレーヤーはストローク、ホール、マッチをコンシードすることができ
る。プレーヤーは相手の次のストローク、ホール、またはそのマッチを
コンシードすることができる：

•• 次のストロークのコンシード。相手が次のストロークを行う前であれ
ばいつでも認められる。

»» 相手はコンシードされたストロークを含めたスコアでホールを終了
したことになる。その球は誰が取り除いてもよい。

»» 相手の球が直前のストロークの後でまだ動いている間に行ったコン
シードは相手の次のストロークに適用する。ただし、その球がホー
ルに入った場合を除く(この場合、そのコンシードは問題とはならな
い)。

»» プレーヤーは動いている相手の球の方向を変えたり、止めることに
よって相手の次のストロークをコンシードすることができるが、そ
れらの行為を次のストロークをコンシードするために明確に行って
いる場合で、球がホールに入る合理的な可能性がないときに限る。

•• ホールのコンシード。プレーヤーがホールをスタートする前を含め、
ホールが終了する前であればいつでも認められる(規則6.5参照)。

しかし、プレーヤーと相手はそのマッチを短縮するために互いにホー
ルをコンシードすることに合意することは認められない。プレーヤー
たちがそうすることは認められていないことを知っていた場合、その
プレーヤーたちは失格となる。

•• マッチのコンシード。プレーヤーがマッチをスタートする前を含め、
マッチの結果が決定する前であればいつでも認められる(規則3.2a(3)と
(4)参照)。
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規則 3

(2)	コンシードを行う方法。コンシードは明確なやりとりがあった場合にの
み成立する：

•• コンシードは言葉、またはストローク、ホール、マッチをコンシード
するプレーヤーの意図を明らかに示す行為(例えば、身振り手振り)のい
ずれかで成立する。

•• プレーヤーの発言や行為が次のストローク、ホール、マッチをコン
シードしたものと誤解を与えてもやむを得ないものであったために相
手が規則に違反して自分の球を拾い上げた場合、罰はなく、その球は
元の箇所(分からない場合は推定しなければならない)にリプレースしな
ければならない(規則14.2参照)。

コンシードは最終で、辞退することも撤回することもできない。

3.2c　ハンディキャップマッチでのハンディキャップの適用
(1)	ハンディキャップの宣言。プレーヤーと相手はマッチの前に互いにハン
ディキャップを伝えるべきである。

プレーヤーがマッチの前またはその最中のいずれかで間違ったハンディ
キャップを宣言し、そして相手が次のストロークを行う前にその誤りを
訂正しなかった場合：

•• 宣言したハンディキャップが多すぎる。このことがプレーヤーが与え
たり受けたりするストローク数に影響した場合、プレーヤーは失格と
なる。影響しなければ、罰はない。

•• 宣言したハンディキャップが少なすぎる。罰はなく、プレーヤーは宣
言した少ないハンディキャップをそのプレーヤーが与える、または受
けるストローク数を計算するために使用しなければならない。

(2)	ハンディキャップストロークが適用されるホール。

•• ハンディキャップストロークがホールごとに与えられ、ネットスコア
が少ない方がそのホールの勝ちとなる。

•• タイのマッチが延長される場合、ハンディキャップストロークがその
ラウンドと同じ方法でホールごとに与えられるが、委員会が別の方法
を設定する場合を除く。
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委員会が設定したハンディキャップストロークの割り当て(普通はスコア
カード上に記載されている)に基づいて、ハンディキャップストロークを
与えたり、受けるホールを知っておくことは、各プレーヤーに責任があ
る。

プレーヤーたちがあるホールにハンディキャップストロークを適用しな
かった、または誤ってハンディキャップストロークを適用した場合、そ
の同意したホールの結果がそのまま有効となるが、プレーヤーたちが時
間内にその誤りを訂正した場合を除く(規則3.2d(3)参照)。

3.2d　プレーヤーと相手の責任
(1)	すでに行ったストローク数について相手に教えること。ホールのプレー
中、またはホールを終了した後、いつでも、相手はプレーヤーがその
ホールですでに行ったストローク数(行ったストロークと罰打を含む)につ
いてそのプレーヤーに尋ねることができる。

これにより相手は次のストロークやそのホールの残りをどのようにプ
レーするのかを決定することができるし、終了したばかりのホールの結
果を確認することができる。

すでに行ったストローク数を尋ねられた場合、あるいは尋ねられていな
くても情報を教える場合：

•• プレーヤーはすでに行った正しいストローク数を教えなければならな
い。

•• 相手の要求に答えなかったプレーヤーは、すでに行った正しいスト
ローク数を教えなかったものとして扱われる。

プレーヤーが相手に間違ったストローク数を教えていた場合、次の時間
内にその誤りを訂正しなかったとき、そのプレーヤーは一般の罰(ホール
の負け)を受ける：

•• ホールのプレー中に教えられた間違ったストローク数。プレーヤーは
相手が別のストロークを行う前に、あるいは類似の行動をとる前に(例
えば、そのプレーヤーの次のストロークやホールをコンシードする)、
すでに行った正しいストローク数を教えなければならない。 

•• ホール終了後に教えられた間違ったストローク数。プレーヤーは次の
時間内にすでに行った正しいストローク数を教えなければならない：

規則 3
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»» いずれかのプレーヤーが別のホールを始めるためのストロークを行
うか、同様の行為(例えば、次のホールやマッチをコンシードする)
を行う前。

»» そのマッチの最終ホールの場合は、マッチの結果が最終となる前(規
則3.2a(5)参照)。

例外－ホールの結果に影響しなければ罰はない：ホール終了後、プレー
ヤーがすでに行った正しいストローク数を教えなかったが、そのホール
の勝ち負け、またはタイについて相手の認識に影響を及ぼさなかった場
合、罰はない。

(2)	罰を受けたことを相手に教えること。プレーヤーが罰を受けた場合：

•• 相手との距離や他の現実的な要素を考慮し、合理的にできる限り速や
かに、その罰を相手に教えなければならない。それは必ずしも相手が
次のストロークを行う前にその罰を相手に教えなければならないとい
うことではない。

•• この要件は、プレーヤーがその罰について知らなかったとしても適用
する(なぜなら、プレーヤーたちは規則違反をしたときにはそれを認識
するべきであるので)。

プレーヤーがそれをせず、相手が別のストロークを行う前に、あるいは
同様の行動(例えば、そのプレーヤーの次のストロークやホールをコン
シード)をとる前にその誤りを訂正しなかった場合、そのプレーヤーは一
般の罰(ホールの負け)を受ける。

例外－相手がプレーヤーの罰を知っていた場合は罰はない：相手がプレー
ヤーが罰を受けたことを知っていた場合(例えば、プレーヤーが明らかに
罰ありの救済を受けていることを見ていた場合)、プレーヤーが罰を相手
に教えなかったことに対する罰はない。

(3)	マッチのスコアを知ること。プレーヤーはマッチのスコア、つまりどち
らが具体的に何ホールリードしているのか(マッチの「勝ち越しホール
数」)、あるいは、そのマッチはタイ(通称「オールスクエア」)なのかど
うかを知っていることを期待される。

プレーヤーたちが間違ったマッチのスコアに誤って同意した場合：

•• いずれかのプレーヤーが別のホールをスタートするためのストロークを
行う前に、または最終ホールの場合にはマッチの結果が最終となる前に•
(規則3.2a(5)参照)、そのマッチのスコアを訂正することができる。

規則 3
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•• その時間内に訂正しなかった場合、間違ったスコアがそのマッチの実
際のスコアとなる。

例外－プレーヤーが時間内に裁定を要請した場合：プレーヤーが適時に
裁定を要請し(規則20.1b参照)、相手が(1)すでに行った正しいストローク
数を教えなかったか、(2)罰をプレーヤーに教えていなかったことが分
かった場合、マッチの間違ったスコアを訂正しなければならない。

(4)	自身の権利と利益を守ること。マッチのプレーヤーは規則に基づく自ら
の権利と利益を守るべきである：

•• 相手が罰のある規則に違反したことをプレーヤーが知っているか、そ
う思う場合、プレーヤーはその違反に関して行動するかしないかを選
ぶことができる。

•• しかし、プレーヤーと相手が適用となる違反や罰を知っているのに、
それを適用しないことに同意して、いずれかのプレーヤーがラウンド
をスタートした場合、両者は規則1.3bに基づいて失格となる。

•• プレーヤーと相手が、どちらかに規則違反があったかについて意見が
合わない場合、いずれのプレーヤーも規則20.1bに基づいて裁定を要
請することによって自らの権利を守ることができる。

レフェリーがひとつのマッチのラウンド全体に割り当てられた場合、そ
のレフェリーは自分が目にしたり、報告されたすべての規則違反に対応
する責任がある(規則20.1b(1)参照)。

規則の目的：
ストロークプレーには特別規則(特にスコアカードやホールアウトについて)
がある。その理由は：

•• 各プレーヤーはその競技のすべての他のプレーヤーと競うため。
•• すべてのプレーヤーが規則に基づいて平等に扱われる必要があるため。
ラウンド後、プレーヤーとマーカー(プレーヤーのスコアを記録する人)は、
そのプレーヤーの各ホールのスコアが正しいことを証明しなければならず、
そのプレーヤーはそのスコアカードを委員会に提出しなければならない。

 3.3　ストロークプレー

規則 3
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3.3a　ストロークプレーの勝者
最も少ない合計ストローク数(行ったストロークと罰打を含む)ですべてのラ
ウンドを終えたプレーヤーが勝者となる。

ハンディキャップ競技では、最も少ない合計ネットスコアのプレーヤーが勝
者となる。

委員会の措置、セクション5A(6)(競技の条件はタイの決定方法を規定するべ
きである)参照。

3.3b　ストロークプレーのスコアリング
プレーヤーのスコアはマーカーがそのプレーヤーのスコアカードに記録す
る。マーカーは委員会が特定した人、または委員会が承認した方法でプレー
ヤーが選んだ人のいずれかとなる。

プレーヤーはラウンド全体で同じマーカーでなければならないが、委員会が
マーカーの変更の前、または後にその変更を承認した場合を除く。 

(1)	マーカーの責任：スコアカードにホールのスコアを記入し、証明するこ
と。ラウンド中の各ホール終了後に、マーカーはそのホールのストロー
ク数(行ったストロークと罰打を含む)をプレーヤーに確認し、そのグロス
スコアをスコアカードに記入するべきである。

ラウンドが終了したとき：

•• マーカーはスコアカードのホールのスコアを証明しなければならな
い。

•• プレーヤーに複数のマーカーがいた場合、各マーカーはマーカーをし
ていたホールのスコアを証明しなければならない。しかし、そのマー
カー達の一人がそのプレーヤーがすべてのホールをプレーするのを見
ていた場合、そのマーカーはすべてのホールのスコアを証明すること
ができる。

マーカーは自分が間違っていると考えるホールのスコアを証明すること
を拒否することができる。そのような場合、委員会はそのプレーヤーの
そのホールのスコアについて利用できる証拠を考慮して裁定をする必要
がある。そのマーカーがそのプレーヤーのスコアを証明することを依然
として拒否する場合、その委員会はそのホールのスコアを証明するか、
あるいは問題となっているそのホールのプレーヤーの行動を見ていた誰
かによる証明を受け入れるべきである。

規則 3
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マーカー(プレーヤーでもある)が、あるホールについての間違ったスコア
を知っていて証明した場合、そのマーカーを規則1.2aに基づいて失格と
すべきである。

(2)	プレーヤーの責任：ホールのスコアの証明と、スコアカードの提出。ラ
ウンド中、プレーヤーは各ホールの自分のスコアの記録をつけるべきで
ある。

ラウンドが終了したとき、プレーヤーは：

•• マーカーが記入した各ホールのスコアを注意深く確認し、問題があれ
ば委員会に提起するべきである。

•• マーカーがスコアカードのホールのスコアを証明していることを確認
しなければならない。

•• マーカーが記入したホールのスコアは変えてはならない。ただし、
マーカーの同意、または委員会の承認がある場合を除く(しかし、プ
レーヤーやマーカーはどちらも変更されたスコアの追加の証明を行う
必要はない)。

•• スコアカードのホールのスコアを証明し、速やかに委員会にスコア
カードを提出しなければならない。その後はスコアカードを変更して
はならない。

プレーヤーが規則3.3bのこれらの要件に違反した場合、そのプレーヤー
は失格となる。

例外―マーカーが責任を果たさないことが違反の原因である場合、罰は
ない：プレーヤーの規則3.3b(2)の違反がマーカーが責任を果たさないこ
とが原因であり(例えば、マーカーがスコアカードを持ち去った、または
スコアカードを証明せずに立ち去った)、プレーヤーにとって不可抗力で
あったと委員会が判断した場合、プレーヤーに罰はない。

委員会の措置、セクション5A(5)(スコアカードを提出した時点を明確に
する方法の推奨)参照。

委員会の措置、セクション8 ; ローカルルールひな型L-1(ホールのスコア
が証明されずにスコアカードを提出することに対する罰の軽減)参照。

規則 3
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図3.3b：ハンディキャップストロークプレーのスコアカードの責任

(3)	ホールの間違ったスコア。プレーヤーがホールについて間違ったスコア
のスコアカードを提出した場合：

•• 提出されたスコアが実際のスコアよりも多い。そのホールに対して提
出された多いスコアが有効となる。

•• 提出されたスコアが実際のスコアよりも少ない、またはスコアが提出
されなかった。そのプレーヤーは失格となる。 

例外－知らなかった罰を含めなかった場合：プレーヤーがスコアカード
を提出する前には受けていたことを知らなかった1または複数の罰打を含
めなかったことにより、1または複数のホールのスコアが実際のスコアよ
りも少なかった場合：

•• プレーヤーは失格とはならない。

•• その代わりに、その誤りが競技終了前に分かった場合、委員会は、規
則に基づいてそのホールのスコアに含めるべきであった罰打を加える
ことによってそのプレーヤーのそのホールのスコアを修正する。

規則 3
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この例外は次の場合には適用しない：

•• 含まれなかった罰が失格の場合。

•• プレーヤーが罰が適用となるかもしれないと言われていた、または罰
の適用に疑義があったがスコアカードを提出する前に委員会にそれを
提起しなかった場合。

(4)	スコアカードにハンディキャップを示すこと、またはスコアの加算をす
ることはプレーヤーの責任ではない。プレーヤーのハンディキャップが
スコアカード上に示されること、またはプレーヤーが自身のスコアを加
算することについての規定はない。プレーヤーが、ハンディキャップを
示すことや、適用することを間違えた、あるいはそのスコアの加算を間
違えたスコアカードを提出した場合、罰はない。

委員会がラウンドを終了したプレーヤーからスコアカードを受け取った
時点で、その委員会は次の責任がある。

•• そのプレーヤーのスコアを加算すること。

•• その競技のためのそのプレーヤーのハンディキャップストロークを計
算すること、そしてそのプレーヤーのネットスコアを計算するために
それを使用すること。

委員会の措置、セクション8；ローカルルールひな型L-2(スコアカード上
のハンディキャップについての責任をプレーヤーに負わせること)参照。

3.3c　ホールアウトしない
プレーヤーは1ラウンドの各ホールをホールアウトしなければならない。も
し、ホールアウトしなかったホールがある場合：

•• プレーヤーは別のホールを始めるためのストロークを行う前に、あるい
は、そのラウンドの最終ホールではスコアカードを提出する前に、その誤
りを訂正しなければならない。

•• その時間内にその誤りを訂正しなかった場合、そのプレーヤーは失格とな
る。

規則21.1、規則21.2、規則21.3(スコアリング方法が異なりプレーヤーが
ホールアウトしなくても失格とはならないストロークプレーの他の形式(ス
テーブルフォード、最大スコア、パー/ボギー)に関する規則)参照。

規則 3
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規則3.2 詳説：マッチプレー
3.2b(1)/1 – プレーヤーたちはマッチを短縮するためにホールをコン
シードしてはならない
プレーヤーはホールが終了する前であればいつでも自分の相手にホールをコン
シードすることが認められるが、プレーヤーと相手はそのマッチを短縮するた
めにお互いにホールをコンシードすることに同意することは認められない。

例えば、マッチを始める前に、プレーヤーとその相手は6番、7番、8番、そし
て9番ホールを交互にコンシードし合うことに同意した。

プレーヤーたちが規則ではこうした方法でコンシードを行うことを認めていな
いことを知っており、この同意を破棄せずにそのマッチを始めた場合、両方の
プレーヤーは規則1.3b(1)(プレーヤーは規則を適用する責任がある)に基づき失
格となる。

プレーヤーたちがそうしたことは認められていないことを知らなかった場合、
そのマッチはプレーされた通り成立する。

3.2b(1)/2 – ホールの結果がすでに決定している場合、コンシードは有
効とはならない
プレーヤーが相手にホールをコンシードしたが、そのプレーヤーの方が少ない
ストロークでホールアウトしていたことに気づいた場合、そのコンシードはそ
のホールがすでに終了していたので、有効とはならない。(新)

3.2b(2)/1 – キャディーがコンシードしようとしてもそのコンシードは
有効とはならない
キャディーに認められない行動の1つに次のストローク、ホール、マッチを相
手にコンシードすることがある。キャディーがコンシードしようとしても、そ
のコンシードは有効とはならない。規則10.3b(3)(キャディーに認められない行
動)は罰を規定していないので、キャディーのそうした行動についてそのプレー
ヤーに罰はない。

キャディーがコンシードしようとしたことに基づいて相手が行動する場合(イン
プレーの球やボールマーカーを拾い上げるなど)、それは規則3.2b(2)に基づく
誤解を与えてもやむを得ないものであろう。罰はなく、プレーヤーがその後で
コンシードする場合を除き、その球やボールマーカーをリプレースしなければ
ならない。

しかしながら、有効とはならないコンシードをしたキャディーが相手の球や
ボールマーカー(あるいはプレーヤーの球やボールマーカー)を拾い上げていた

規則 3
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場合、そのキャディーのプレーヤーは、その行為が規則9.4や規則9.5の違反と
なっていた場合には、罰を受ける。

3.2c(1)/1 – 多いハンディキャップを宣言することはホールをまだプ
レーしていなくても違反となる
プレーヤーが影響するホールをプレーする前に自分の相手に多いハンディ
キャップを宣言していた場合、そのことは相手の戦略に影響していたかもしれ
ないので、そのプレーヤーは依然として失格となる。

例えば、そのマッチを始めるために最初のティーで待っている間に、プレー
ヤーAは実際のハンディキャップが11であるのに、自分のハンディキャップは
12であると宣言した。プレーヤーBは自分のハンディキャップは10であると宣
言し、1番ホールのプレーを始めるためのストロークを行った。

プレーヤーBはそのマッチでプレーヤーAがハンディキャップストロークを2つ
受けると理解したままでそのマッチのストロークを行ったので、プレーヤーA
は規則3.2c(1)に基づき失格となる。

3.2c(1)/2 – ハンディキャップマッチの前にプレーヤーが相手に正しく
ないハンディキャップの情報を与える
プレーヤーが相手にハンディキャップに関する正しくない情報を与えた結果、
そのプレーヤーが与えるストロークが少なかったり、そのプレーヤーが受ける
ストロークが多かった場合、そのプレーヤーは規則3.2c(1)に基づいて失格とな
る。

例えば、プレーヤーが計算を間違って正しくないハンディキャップインデック
ス、コースハンディキャップ、プレーイングハンディキャップを相手に教え、
それがそのマッチで使われるハンディキャップ数を決定するために使用され
た。その正しくない情報が原因でプレーヤーがハンディキャップストロークを
多く受けたり、少なく与える場合で、相手が次のストロークを行う前にその誤
りが訂正されなかったときは、そのプレーヤーは失格となる。(新)

3.2d(1)/1 – 「ホールの結果に影響しなければ罰はない」という例外の
意味
ホールのプレー中は、相手がそのホールをプレーする方法を決めることができ
るように、プレーヤーはすでに行った正しいストローク数を教えなければなら
ない。しかしながら、ホール終了後は、プレーヤーが間違ったストローク数を
教えたとしても、そのことでそのホールの勝ち、負け、あるいはタイについて
の相手の理解に影響しなかったのであれば、規則3.2d(1)例外に基づき罰はない。

規則 3
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規則 3

例えば、相手のスコアが「7」であったホールの終了後、プレーヤーが誤って
自分のスコアは「5」であったと述べた(そのプレーヤーの実際のスコアは「6」
であった)。次のホールを始めた後、そのプレーヤーは自分のスコアは「6」で
あったことに気づいた。その間違ったストローク数はそのプレーヤーがその
ホールに勝ったという事実を変えることはないので、罰はない。

3.2d(1)/2 – ホール終了後にプレーヤーが間違ったストローク数を教
え、その誤りが数ホール後になって発覚する
ホール終了後にプレーヤーが間違ったストローク数を教えた場合、その誤りが
そのホールの結果に影響し、時限内に訂正されないとき、そのプレーヤーは一
般の罰を受ける。そのような場合、そのマッチのスコアは訂正しなければなら
ない。

例えば、1番ホール終了後、プレーヤーは相手に自分のスコアは「4」であった
と伝えたが、実際のスコアは「5」であった。その相手のそのホールのスコア
は「5」であった。数ホールプレーした後で、そのプレーヤーは1番ホールにつ
いて間違ったストローク数を教えていたことに気づいた。

正しいストローク数を教えていたならばそのホールはタイとなっていたが、そ
の誤りはそのホールの結果の理解に影響していたので、そのプレーヤーは最初
のホールでそのホールの負けの罰を受ける。そのマッチのスコアは訂正しなけ
ればならない。

3.2d(1)/3 – ホール終了後にプレーヤーが間違ったストローク数を教
え、その誤りがマッチの結果が最終となった後で発覚する
ホール終了後に、プレーヤーが意図せずに間違ったストローク数を教えていた
が、その誤りをマッチの結果が最終となった(規則3.2a(5)-結果が最終となると
き)後まで気づかなかった場合、そのマッチの結果はプレーされた通り成立す
る。

例えば、17番ホール終了後、プレーヤーは相手に自分のスコアは「3」であると
述べたが、実際のスコアは「4」であった。その相手のそのホールのスコアは
「4」であった。そのプレーヤーと相手は18番ホールをプレーして、そのプレー
ヤーが1アップでマッチに勝ったという結果が最終となった。そのプレーヤーは
その後に17番ホールで相手に間違ったストローク数を教えていたことに気づい
た。

そのプレーヤーは間違ったストローク数を教えていたことを知らず、そのマッ
チの結果は最終となっているので、罰はなく、そのプレーヤーが勝者というそ
のマッチの結果は成立する(規則20.1b(3)-マッチの結果が最終となった後に裁定
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を要請する)。

3.2d(1)/4 – 罰ありの救済を受けることについて心変わりすることはす
でに行った正しくないストローク数を教えたことにはならない
すでに行った正しいストローク数とは、プレーヤーがすでに行ったストローク
とすでに受けた罰打だけを意味している。

例えば、プレーヤーの球はペナルティーエリアの中にあり、相手はそのプレー
ヤーにどのように処置するつもりなのかを尋ねた。その質問に答える必要はな
かったが、そのプレーヤーは罰ありの救済を受けると告げた。その相手がプ
レーした後で、そのプレーヤーはその球をペナルティーエリアの中からあるが
ままにプレーすることに決めた。

そのプレーヤーは考えを変える権利があり、将来の意図を述べることはすでに
行ったストローク数を教えることと同じではないので、考えを変えたことにつ
いて罰はない。

3.2d(2)/1 – 「合理的にできる限り速やかに」とは、必ずしも相手の次
のストロークの前ではない
「合理的にできる限り速やかに」という表現は、すべての関連する状況を考慮す
ることを許している(特にプレーヤーが相手とどれくらい近くにいるのか)。

例えば、プレーヤーがアンプレヤブルの球の救済を受ける場合に、相手はフェ
アウェイの反対側にいて、そのプレーヤーがその相手のところに罰を告げに歩
いて行ける前にその相手がプレーするとき、「合理的にできる限り速やかに」
とは、プレーヤーか相手が次のストロークを行う前にホールに向かって歩いて
行く間となるだろう。

どんなときが「合理的にできる限り速やかに」なのかを決定する決められた方
法はないが、それは必ずしも相手が次のストロークを行う前であることを意味
していない。

3.2d(3)/1 – 故意に正しくないマッチのスコアを教えたり、あるいは
マッチのスコアについての相手の誤解を訂正しないことは失格となるこ
とがある
規則3.2d(3)はプレーヤーがマッチのスコアを知っていることを期待している
が、プレーヤーが相手にそのマッチのスコアを教えることを要求していない。

プレーヤーが故意に正しくないマッチのスコアを教えたり、あるいは故意に
マッチのスコアについての相手の誤解を訂正しない場合、そのプレーヤーは間

規則 3
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違ったストローク数を教えたことにはならない。しかし、委員会はそのプレー
ヤーを規則1.2a(重大な非行)に基づき失格とすべきである。

3.2d(4)/1 – 規則3.2d(4)の「同意」の意味
自分の相手が罰を伴う規則の違反をしたことを知っている、あるいは違反をし
たと思っているマッチのプレーヤーは、その違反について行動しないことを選
択できる。しかし、そのプレーヤーと相手は適用することを知っている違反や
罰を無視することに同意してはならない。「同意」となるためには、両方のプ
レーヤーがその違反や罰を無視する決定に関与していたことが必要となる。

次の例は、プレーヤーと相手の間に同意がなかった場合を説明している。

•• ホールのプレー中、プレーヤーは相手がその球の箇所をマークせずに、確認
のために自分(相手)の球を拾い上げるのを見た。そのプレーヤーはマークし
なかったことは規則違反であると相手に伝えたが、自分(そのプレーヤー)は
その違反について行動するつもりはないと相手に告げた。その違反に行動し
ないというのはそのプレーヤーの単独の決定であり、その結果として、同意
はなかった。

•• ホールのプレー中、相手はプレーヤーに自分(相手)がバンカー内でバックス
イングをする際に砂に触れたことを告げた。そのプレーヤーは、そのことは
ホールの負けの罰であることを確認したが、自分(プレーヤー)はその違反に
ついて行動するつもりはないと相手に告げた。その違反に行動しないという
のはそのプレーヤーの単独の決定であり、その結果として、同意はなかっ
た。

プレーヤーが違反に行動しないという単独の決定をして、相手にその決定を伝
えるというようなケースでは、そのプレーヤーはどちらかのプレーヤーがその
ホールで別のストロークを行った後は(あるいは、そのホールでさらにストロー
クを行わない場合、次のティーイングエリアからどちらかのプレーヤーがスト
ロークを行ったならば)、その決定を変えることはできない。

次の例はプレーヤーと相手との間で同意があった場合を説明している：

•• ホールのプレー中、プレーヤーは相手がその球の箇所をマークせずに、確認
のために自分(相手)の球を拾い上げるのを見た。そのプレーヤーはマークし
なかったことは規則違反であると相手に伝えたが、話し合いの後で、そのプ
レーヤーと相手は規則違反で明らかな利益がない状況で罰を適用したくない
という結論を下した。両者はその状況の結果の決定に関与しており、その後
で両者は罰を適用しないことに同意したので、規則違反を無視することの同
意があったことになり、両者は規則1.3bに基づいて失格となる。
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•• ホールのプレー中、相手はプレーヤーに自分(相手)がバンカー内でバックス
イングをする際に砂に触れたことを告げた。そのプレーヤーは、そのことは
ホールの負けの罰であることを確認したが、相手はそのプレーヤーに実際に
は利益を得なかったのでその違反を見過ごすことを提案した。そのプレー
ヤーは罰を適用しないことに決めた。そのプレーヤーはその違反に行動しな
いという決定において相手の影響を受けたので、同意があったことになり、
両者は規則1.3bに基づいて失格となる。(新)

規則3.3 詳説：ストロークプレー
3.3b/1 – プレーヤーはラウンド全体を通じてマーカーを伴っていなけ
ればならない
マーカーの目的は、各ホールのプレーヤーのスコアがそのプレーヤーのスコア
カードに正しく記入されていることを証明することである。マーカーがそのラ
ウンド全体を通じてそのプレーヤーに同行していない場合、そのスコアカード
を正しく証明することはできない。

例えば、プレーヤーが自分のマーカーを伴わずに数ホールプレーして、その
マーカーがそのプレーヤーが単独でプレーしたホールのそのプレーヤーのスコ
アを記入する場合、そのスコアカードを規則3.3bに基づき正しく証明すること
はできない。

そのプレーヤーはマーカーにすべてのホールでそのプレーヤーに同行するよう
に主張すべきであった。そのマーカーが同行できなかった場合、そのプレー
ヤーは別の人に依頼して自分のマーカーとしての役目を果たしてもらうべきで
あった。それが不可能であった場合、そのプレーヤーはプレーを止めて、別の
マーカーを指定してもらうように委員会に報告する必要があった。

3.3b/2 – スコアカードの間違った場所に記入された情報は依然として
受け入れられる
規則3.3bのすべての要件はスコアカードを提出する前に満たしていなければな
らないが、正しい情報がスコアカードの本来の記入場所以外のところに誤って
記入されている場合、罰はない。ただし、スコアカードに記入される各ホール
のスコアは正しいホールが識別できなければならない(詳説3.3b(3)/1参照)。

例えば：

•• プレーヤーとマーカーが本来の署名欄とは逆の欄にそれぞれサインしてホー
ルのスコアを証明した場合、そのプレーヤーのスコアは規則3.3bに基づく要
求の通りに証明されたことになる。またフルネームではなく、証明にイニ
シャルだけを使った場合も同様に規則3.3bの要件を満たす。

規則 3
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•• プレーヤーのスコアがそのマーカーのスコアカードに記録され、そのマー
カーのスコアがそのプレーヤーのスコアカードに記録されたが、スコアは正
しく、両方のスコアカードが証明されている場合、プレーヤーたちが委員会
にどちらのスコアカードが自分のものであるかを伝えるのであれば、そのス
コアカードは受け入れられる。この誤りの本質は運営上の問題であるので、
そうした訂正を行う時限はない(規則20.2d(2)参照)。

3.3b/3 – 正式なスコアカードを損傷したりどこかに置き忘れた場合、
別のスコアカードを使うことができる
プレーヤーは委員会が渡したスコアカードを提出すべきだが、規則3.3bはその
スコアカードが損傷したり、どこかに置き忘れた場合にその同じスコアカード
を提出することを求めていない。

例えば、委員会が渡した紙のスコアカードをマーカーがどこかに置き忘れた場
合、スコアカードにプレーヤーの名前とホールのスコアが記入されており、プ
レーヤーとマーカーによる証明があるのであれば、別のスコアカード(倶楽部の
スコアカードなど)を使うことは受け入れられる。

電子スコアリングシステムが使われており、プレーヤーやマーカーがインター
ネットへの接続を失ったり、技術的な問題が発生した場合、そのプレーヤーた
ちはできるだけ速やかに、ラウンド終了直後よりも遅れることなく委員会にそ
の問題を提起すべきである。

3.3b(2)/1 – プレーヤーはスコアカードにスコアだけ入力することを求
められる
プレーヤーにラウンドのスコアをコンピュータに入力することを求めること(ハ
ンディキャップ目的など)と委員会によって承認されたスコアカードの電子
フォーム(モバイルスコアリングアプリなど)を使ってホールのスコアを入力す
ることを求められることには違いがある。

委員会は紙のスコアカード以外のスコアカード(スコアカードの電子フォームな
ど)を使うことをプレーヤーに求めることができるが、その委員会は所定の場所
にスコアを入力しなかったことについて規則3.3b(2)に基づき罰を課す権限はな
い。

しかしながら、運営上の事柄の支援(競技結果の効率的な作成と伝達など)とな
るように、委員会は所定の場所にスコアを入力しなかったことについて行動規
範(規則1.2b)に基づき罰を適用したり、あるいは懲戒処分(次の競技会への参加
を取り消すなど)を規定することができる。
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3.3b(2)/2 – マーカーがその責任を果たさない場合の例外の適用
規則3.3b(2)例外に基づき、スコアカードの要件の違反があったが、それがプ
レーヤーにとって不可抗力なマーカーの怠慢が理由である場合、プレーヤーは
罰を受けない。この例外が適用される方法は次を含む：

•• ラウンド後にマーカーがプレーヤーのスコアカードを持ったままコースを
去ってしまった場合、委員会はそのマーカーへの連絡を試みるべきである。
しかしながら、連絡が取れない場合、その委員会はそのラウンドを見ていた
誰かによるそのプレーヤーのスコアの証明を受け入れるべきである。そうし
た人が誰もいない場合、その委員会自らがそのプレーヤーのスコアを証明す
ることができる。

•• プレーヤーはマーカーからスコアカードの証明を受けた後でホールのスコア
を訂正する必要があったが、そのマーカーがその場にいなかったり、すでに
コースを去ってしまった場合、委員会はそのマーカーへの連絡を試みるべき
である。連絡が取れない場合、その委員会はプレーヤーのそのホールのプ
レーを見ていた誰かによる変更の証明を受け入れるべきであり、そうした人
が誰もいない場合、その委員会自らがそのスコアを証明することができる。

3.3b(3)/1 – スコアカードに記入されるスコアは正しいホールが識別で
きなければならない
規則3.3bに基づき、スコアカードに記入される各ホールのスコアは正しいホー
ルが識別できなければならない。

例えば、マーカーがプレーヤーの前半の9ホールのスコアを後半の9ホールの枠
に記入し、後半の9ホールのスコアを前半の9ホールの枠に記入した場合、その
スコアカードは記入されたスコアが各ホールの正しいスコアとなるようにホー
ル番号を変更することによってその誤りが訂正されるのであれば依然として受
け入れられる。

しかしながら、この誤りが訂正されず、その結果としてホールのスコアがその
ホールの実際のスコアよりも少なくなる場合、そのプレーヤーは規則3.3b(3)に
基づき失格となる。

3.3b(4)/1 – 運営上の誤りを故意に委員会に通報しないプレーヤーに
対する罰
委員会はプレーヤーのホールのスコアを加算する責任があり、そして、ハン
ディキャップ競技では、そのプレーヤーがそのラウンドで受けるハンディ
キャップストローク数を決定し、そのプレーヤーのネットスコアを計算する責
任がある。
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委員会がそうした責任を果たす際に誤りを犯した場合、それは運営上の誤りで
あり、その誤りを訂正する時限はない(規則20.2d(2))。しかし、プレーヤーがそ
の誤りに気付いた場合、その誤りを委員会に通報する責任がある。プレーヤー
がそのような誤りに気付いたのに、委員会にその誤りを故意に知らせなかった
ことが発覚した場合、委員会は規則1.2a(重大な非行)に基づいてそのプレー
ヤーを失格とするべきである。(新)
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クラブ、球、その他の用具の詳細な要件と、適合性審査のための相談や用具の
提出の手続きは、用具規則参照。

 4.1　クラブ
4.1a　ストロークを行うときに認められるクラブ
(1)	適合クラブ。ストロークを行うとき、プレーヤーは用具規則の要件に次
の時点で適合するクラブを使用しなければならない：

•• そのクラブが新品のとき。

•• そのクラブのプレー特性が何らかの方法で変えられたとき(しかし、ク
ラブがラウンド中に損傷した場合には規則4.1a(2)を参照)。

しかし、適合しているクラブのプレー特性が通常の使用での摩耗により
変わったとしても、そのクラブは適合クラブのままである。

「クラブのプレー特性」は、クラブの動きやアラインメントを援助すること
に影響を及ぼすいかなる部分、特徴、特性であり、重量、ライ、ロフト、•
アラインメント特性、そして認められる外部付属物を含むがこれらに限
られない。

(2)	ラウンド中に損傷したクラブの使用、修理、交換。適合クラブがラウン
ド中や規則5.7aに基づくプレーの中断中に損傷した場合、クラブを乱暴
に扱った場合を除き、プレーヤーはそのクラブを修理するか、他のクラ
ブに取り替えることができる。

規則の目的：
規則4はラウンド中にプレーヤーが使用することができる用具を扱ってい
る。ゴルフはその成功がプレーヤーの判断力、技術、能力によって決まる挑
戦するゲームであるという原則に基づいて、プレーヤーは：

•• 適合クラブと適合球を使用しなければならない。
•• 14本以下のクラブに制限される。
•• プレーヤーのプレーに人工的な援助を与える他の機器の使用は制限される。

プレーヤーの用具
規則 

4
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しかし、損傷の内容や原因が何であっても、そのラウンドの残りについ
ては引き続き適合として扱われる(しかし、ストロークプレーのプレーオ
フは新しいラウンドなので、そのラウンドの残りには含まない)。

そのラウンドの残りでは、プレーヤーは次のことができる：

•• その損傷したクラブで引き続きストロークを行うこと。

•• クラブを乱暴に扱った場合を除き、プレーヤーはそのクラブを修理す
るか、他のクラブに取り替えること(規則4.1b(4)参照)。

プレーヤーが損傷したクラブを他のクラブに取り替える場合、他のスト
ロークを行う前に、規則4.1c(1)の手続きによってその損傷クラブをプ
レーから除外しなければならない。

「ラウンド中の損傷」とは、クラブのプレー特性がラウンド中のすべて
の次の行為(規則5.7aに基づくプレーの中断中を含む)が原因で変えられた
場合を意味する。

•• プレーヤーによるもの(クラブでストロークや練習スイングを行う、ゴ
ルフバッグからクラブを出し入れする、クラブを落とす、クラブに寄
りかかる、クラブを乱暴に扱う)。

•• 他の誰か、外的影響または自然の力によるもの。

しかし、クラブのプレー特性がプレーヤーによってラウンド中に故意に
調整された場合、そのクラブは規則4.1a(3)で扱っているように「ラウン
ド中の損傷」とはならない。

(3)	ラウンド中にクラブのプレー特性を故意に変えること。プレーヤーは、
クラブのプレー特性をラウンド中(規則5.7aに基づくプレーの中断中を含
む)に次により故意に変えたクラブでストロークを行ってはならない：

•• 調整可能な機能を使用することや、物理的にクラブを変えること(ただ
し、規則4.1a(2)に基づいて損傷を修理することが認められる場合を除
く)。

•• ストロークを行うときの性能に影響を及ぼすためにクラブヘッドに異
質物を付けること(クラブヘッドをふくときを除く)。

例外－元の位置に復元された調整可能なクラブ、または認められない外
部付属物の取り除き：罰はなく、そのクラブを次の2つの状況でストロー
クを行うために使用することができる：
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•• クラブのプレー特性が調整できる機能を使用して変えられたが、まだ
そのクラブがストロークを行うために使用されていない場合、元の位
置に戻すための調整できる機能によって、元の位置にできるだけ復元
した。

•• そのクラブがストロークを行うために使用される前に、認められない外
部付属物(クラブフェース上のステッカーなど)をそのクラブから取り除
いた。

規則4.1aに違反してストロークを行ったことに対する罰：失格。

•• 不適合クラブや、プレー特性がラウンド中に故意に変えられたクラブを単
に持ち運んだだけでは(そのクラブでストロークを行わない)、この規則に
基づく罰はない。

•• しかし、そのようなクラブも規則4.1b(1)に基づく14本の制限にはカウン
トする。

4.1b　14本のクラブの制限；ラウンド中のクラブの共有、追加または
取り替え
(1)	14本のクラブの制限。プレーヤーは次のことをしてはならない：

•• 14本を超えるクラブを持ってラウンドをスタートすること。

•• ラウンド中に14本を超えるクラブを持つこと。

この制限はそのプレーヤーによって、またはそのプレーヤーのために持ち
運ばれているすべてのクラブを含む。しかし、ラウンドのスタートの時に
プレーヤーによって、またはプレーヤーのために持ち運ばれている壊れて
バラバラになったクラブの一部や組み立てていないクラブの部品(クラブ
ヘッド、シャフト、グリップなど)を含まない。

プレーヤーが14本より少ないクラブを持ってスタートした場合、そのプ
レーヤーは14本のクラブの制限までラウンド中にクラブを追加すること
ができる(そうするときの制限についての規則4.1b(4)参照)。

プレーヤーが追加されたクラブを持っている間に、どのクラブであって
も次のストロークを行った場合、そのクラブは追加されたものとみなさ
れる。プレーヤーが14本を超えるクラブを持っていてこの規則に違反し
たことに気づいた場合、そのプレーヤーは、規則4.1c(1)の手続きによっ
て他のストロークを行う前にその超過クラブをプレーから除外しなけれ
ばならない：
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•• プレーヤーは14本を超えるクラブでスタートした場合、どのクラブ(複
数の場合もある)をプレーから除外するのかを選ぶことができる。

•• プレーヤーがラウンド中に超過クラブを追加した場合、それらの超過
クラブはプレーから除外しなければならないクラブとなる。

プレーヤーのラウンドがスタートした後に他のプレーヤーが置き忘れた
クラブを拾ったり、プレーヤーが知らないところでクラブが誤ってその
プレーヤーのバッグに入れられたりした場合、そのクラブは14本の制限
についてはプレーヤーのクラブの1本とは扱われない(しかし、使用する
ことはできない)。

(2)	クラブの共有の禁止。プレーヤーのクラブはスタートした時点で持って
いたもの、または(1)で認められて追加されたものに制限される：

•• コース上でプレーしている他の誰かが使用しているクラブでストロー
クを行ってはならない(その他のプレーヤーが違う組や競技でプレーし
ている場合であったとしても)。

•• プレーヤーが別のプレーヤーのクラブでストロークを行ったことに
よって規則に違反したことに気づいた場合、プレーヤーは、規則
4.1c(1)の手続きにより他のストロークを行う前にそのクラブをプレー
から除外しなければならない。 

規則22.5と規則23.7(パートナーのいるプレー形式でのプレーヤーとパー
トナーで持っているクラブが14本を超えない場合にパートナーとクラブ
を共有することを認める限定的な例外)参照。

(3)	紛失したクラブの取り替えの禁止。プレーヤーが14本のクラブを持って
スタートした後、あるいは14本のクラブ制限までクラブを追加した後、
ラウンド中、または規則5.7aに基づくプレーの中断中にクラブを紛失し
た場合、プレーヤーはそのクラブを別のクラブに取り替えてはならな
い。

(4)	クラブを追加する、または取り替える場合の制限。規則4.1a(2)または規
則4.1b(1)に基づいてクラブを追加または取り替える場合、プレーヤーは
次のことをしてはならない：

•• 不当にプレーを遅らせる(規則5.6a参照)。

•• そのコースでプレー中の他のプレーヤー(その他のプレーヤーが違う組
や競技でプレーしていたとしても)によって、またはその他のプレー
ヤーのために持ち運ばれているクラブを追加する、あるいは借りる。
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•• プレーヤーまたは、そのコース上でプレー中の他のプレーヤー(その他
のプレーヤーが違う組や競技でプレーしていたとしても)によって持ち
運ばれている部品からクラブを組み立てる。あるいは、プレーヤーま
たは、そのコースでプレー中の他のプレーヤーのために持ち運ばれて
いる部品からクラブを組み立てる。

プレーヤーが認められていないのにクラブを追加したり取り替えたこと
によってこの規則に違反したことに気づいた場合、プレーヤーは、規則
4.1c(1)の手続きによって、他のストロークを行う前にそのクラブをプ
レーから除外しなければならない。

プレーヤーがラウンド前(規則4.1c(2))に、またはラウンド中(規則4.1c(1))
にプレーから除外をした後にまだ持ち運んでいたクラブでストロークを
行った場合、そのプレーヤーは規則4.1c(1)に基づいて失格となる。

規則4.1b違反の罰：罰はプレーヤーが違反に気づいた時点に基づいて適用す
る：

•• プレーヤーがホールのプレー中に違反に気づく。罰はプレー中のホール
を終えたときに適用する。マッチプレーでは、プレーヤーはそのホール
を終了し、そのホールの結果をマッチのスコアに適用した後で罰を適用
してマッチのスコアを調整しなければならない。

•• プレーヤーがホールとホールの間で違反に気づく。罰は次のホールでは
なく、終了したばかりのホールに適用する。

マッチプレーの罰―ホールを差し引くことによってマッチのスコアを修正す
る(最大で2ホール)：

•• これはマッチの調整の罰である－ホールの負けの罰と同じではない。

•• ホールのプレー中ではそのホールを終えた時点、ホールを終了した直後
はその時点で、マッチのスコアを違反が起きた各ホールに対して1ホール
を差し引く(そのラウンドでは最大2ホール)ことによって修正する。

•• 例えば、15本のクラブを持ってスタートしたプレーヤーが3番ホールをプ
レーしている間にその違反に気づき、その後にそのホールに勝ってその
マッチが3アップとなった場合、最大で2ホールの調整が適用となり、そ
のプレーヤーはその時点で1アップとなる。

ストロークプレーの罰―2罰打(最大4罰打)：プレーヤーは違反が起きた各ホー
ルに対し一般の罰(2罰打)を受けるが1ラウンドでは最大4罰打となる(違反が
起きた最初の2ホールにそれぞれ2罰打を追加する)。
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4.1c　クラブをプレーから除外するための手続き
(1)	ラウンド中。プレーヤーがラウンド中に規則4.1bに違反していることに
気づいた場合、プレーヤーはプレーから除外する各クラブを明確に示す
行動を次のストロークを行う前にとらなければならない。

これは次のいずれかによって行うことができる：

•• 除外することをマッチプレーでは相手、ストロークプレーではマー
カーかその組の別のプレーヤーに告げる。

•• 他の何らかの明確な行動をとる(例えば、そのクラブをバッグに逆さま
に入れる、ゴルフカートの床に置く、別の人にクラブを渡す)。

プレーヤーはプレーから除外したクラブを使ってラウンドの残りでスト
ロークを行ってはならない。

プレーから除外するクラブが別のプレーヤーのクラブである場合、その
別のプレーヤーはそのクラブの使用を続けることができる。

規則4.1c(1)の違反の罰：失格。

(2)	ラウンド前。プレーヤーがラウンドをスタートする直前に14本を超える
クラブを誤って持っていることに気づいた場合、そのプレーヤーはその
超過クラブを置いていく努力をするべきである。

しかし、罰なしの選択肢として：

•• ラウンドをスタートする前に、プレーヤーは(1)の手続きによりそのよ
うな超過クラブをプレーから除外することができる。

•• その除外した超過クラブをそのラウンド中にプレーヤーは所持するこ
とができ(しかし、使用してはならない)、それらのクラブは14本の制
限についてはカウントしない。

プレーヤーが故意に14本を超えるクラブを最初のティーイングエリアに
持ってきて、その超過クラブを置いていかずにそのラウンドをスタート
した場合、この選択肢は認められず、規則4.1b(1)が適用となる。
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 4.2　球
4.2a　ラウンドのプレーに認められる球
(1)	適合球をプレーしなければならない。各ストロークを行うとき、プレー
ヤーは用具規則の要件に適合する球を使用しなければならない。

プレーヤーはプレーするための適合球をそのコース上の別のプレーヤー
を含め誰からでも入手することができる。

(2)	故意に性能を変えた球をプレーしてはならない。プレーヤーは、例え
ば、球をこすったり、温めたり、何らかの物質を付けたりして(球をふく
ときを除く)性能特性を故意に変えた球でストロークを行ってはならな
い。

規則4.2aに違反してストロークを行ったことに対する罰：失格。

4.2b　ホールのプレー中に球が複数に割れる
プレーヤーの球がストロークした後に複数に割れた場合、罰はなく、そのス
トロークはカウントしない。

プレーヤーはそのストロークを行った所から別の球をプレーしなければなら
ない(規則14.6参照)。

規則4.2bに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則14.7aに
基づく一般の罰。 

4.2c　ホールのプレー中に球が切れる、ひびが入る
(1)	切れているか、ひびが入っているかを確かめるために球を拾い上げる。プ
レーヤーが自分の球がホールをプレーしている間に切れた、またはひび
が入ったと合理的に考える場合：

•• プレーヤーはそれを調べるために球を拾い上げることができる。しか
し：

•• 球の箇所を最初にマークしなければならず、球をふいてはならない(た
だし、パッティンググリーンを除く)(規則14.1参照)。

プレーヤーがこの合理的な考えなしに球を拾い上げたり(ただし、規則
13.1bに基づいてプレーヤーが球を拾い上げることができるパッティング
グリーン上を除く)、球を拾い上げる前にその球の箇所をマークしなかっ
たり、または認められていないのに球をふいた場合、プレーヤーは1罰打
を受ける。
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(2)	別の球に取り替えることができる場合。元の球が切れている、またはひ
びが入っていて、この損傷がプレーしているホールで起きたことが明確
に分かる場合だけプレーヤーは別の球に取り替えることができる。しか
し、単に引っ掻いた、擦った、ペイントが剥がれた、色あせただけの場
合は取り替えることはできない。

•• 元の球が切れたり、ひびが入った場合、プレーヤーが元の箇所に別の
球、または元の球のいずれかをリプレースしなければならない(規則
14.2参照)。

•• 元の球が切れていない、ひびが入っていない場合、プレーヤーは元の
球を元の箇所にリプレースしなければならない(規則14.2参照)。

プレーヤーが誤って取り替えた球にストロークを行った場合、そのプ
レーヤーは規則6.3bに基づいて1罰打を受ける。

この規則は、他の規則に基づいて、あるいはホールとホールの間に、プ
レーヤーが他の球に取り替えることを禁止していない。

規則4.2cに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則14.7aに
基づく一般の罰。

 4.3　用具の使用
規則4.3はプレーヤーがラウンド中に使用する可能性のあるすべての種類の
用具に適用する。ただし、適合クラブと適合球でプレーすることの要件はこ
の規則ではなく、規則4.1と規則4.2で扱われる。

この規則は用具の使用方法だけを対象としており、プレーヤーがラウンド中
に持ち運ぶ用具を制限するものではない。

4.3a　認められる、禁止される用具の使用
プレーヤーはラウンド中に自分のプレーを援助する用具を使用することがで
きる。ただし、次のことによって潜在的な利益を生み出してはならない：

•• ゲームの挑戦に不可欠である技術や判断の必要性を人工的に無くしたり、
軽減する用具(クラブと球以外)を使用すること。

•• ストロークを行うときに異常な方法で用具(クラブと球を含む)を使用する
こと。「異常な方法」とは、意図された使途とは根本的に異なる方法や、
ゲームをプレーすることの一部としては通常は受け入れられない方法を意味
する。
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この規則は、プレーヤーがクラブ、球、その他の用具を使用して行う行動を
制限している他の規則の適用に影響しない(例えば、クラブや他の物をプレー
ヤーが位置を合わせる援助とするために置くこと(規則10.2b(3)参照))。

この規則に基づいてプレーヤーのラウンド中に認められる、そして認められ
ない用具の使用の一般的な例。

(1)	距離や方向の情報。

•• 認められる。距離や方向に関する情報を得ること(例えば、距離計測機
器やコンパス)。

•• 認められない。

»» 高低差を計測すること。

»» 距離や方向の情報を解明すること(例えば、プレーヤーの球の位置に
基づき、推奨されるプレーの線やクラブの選択に関する情報を得る
ために機器を使用すること)。

»» 球に方向を合わせる援助となるアラインメント機器(用具規則の定義
参照)を使用すること。

委員会の措置、セクション8；ローカルルールひな型G-5(委員会は距離計
測機器の使用を禁止するローカルルールを採用することができる)参照。

(2)	風や他の気象条件に関する情報。

•• 認められる。

»» 天気予報から入手可能なあらゆる種類の気象情報(風速を含む)を得
ること。

»» コースの気温、湿度を計測すること。

•• 認められない。

»» コースの風速を計測すること。

»» 風に関する他の情報を得るために人工物を使用すること(例えば、風
向きを評価するために粉、ハンカチ、リボンなどを使用すること)。

(3)	ラウンド前やラウンド中に収集した情報。

•• 認められる。

»» ラウンド前に集められた情報を使用すること(例えば、過去のラウン
ドのプレー情報、スイングのヒント、使用クラブの推奨)。



81

規則 4

»» ラウンドのプレー情報や生理学的な情報を(ラウンド後に使用するた
めに)記録すること(例えば、クラブの距離、プレーのデータ、心拍
数)。

•• 認められない。

»» ラウンドのプレー情報を処理すること、または解明すること(例え
ば、現在のラウンドの距離に基づく使用クラブの推奨)。

»» ラウンド中に計測した生理学的情報を使用すること。

(4)	オーディオとビデオ。

•• 認められる。

»» プレーしている競技に関連しない出来事についてオーディオを聞く
こと、ビデオを見ること(例えば、ニュースレポート、BGM)。しか
し、そうする場合、他の人に配慮を示すべきである(規則1.2参照)。

•• 認められない。

»» 気を散らすものを排除するため、またはスイングのテンポに役立て
るために音楽や他のオーディオを聞くこと。

»» ラウンド中にクラブの選択をする、ストロークを行う、またはプ
レー方法の決定をするときに、プレーヤーを援助するためにその競
技のビデオを見ること。ただし、プレーヤーは電子ビデオスコア
ボードなどのゴルフ競技会の観客のためのビデオを見ることができ
る。

委員会の措置、セクション8；ローカルルールひな型G-8(委員会はラウン
ド中のオーディオ・ビデオ機器の使用を禁止、または制限するローカル
ルールを採用することができる)参照。

(5)	手袋やグリップ補助具。

•• 認められる。

»» 用具規則の要件に適合する単純な手袋を使用すること。

»» 松脂、粉や他の保湿剤、乾燥剤を使用すること。

»» グリップの周りにタオルやハンカチを巻くこと。

•• 認められない。

»» 用具規則の要件に適合していない手袋を使用すること。
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»» 手の位置やグリップ力に不当な援助を与える用具を使用すること。

(6)	ストレッチ機器とトレーニングまたはスイング補助器具。

•• 認められる。

»» 一般的なストレッチ(練習スイングを行う場合を除く)のための用具
を使用すること。その用具がデザインされている目的が、ストレッ
チのためなのか、ゴルフのときに使用するため(例えば、肩に沿って
乗せられるアラインメント棒)なのか、またはゴルフに関連しない目
的のため(例えば、ゴムチューブやパイプの切れ端)なのかは関係な
い。

•• 認められない。

»» いかなる種類のゴルフトレーニング補助器具、スイング補助器具(例
えば、アラインメント棒、加重ヘッドカバー、ドーナツ型重り)、不
適合クラブをプレーヤーがストロークのための準備やストロークを
行うときにプレーヤーを支援することにより潜在的な利益を生じさ
せる方法で使用してはならない(例えば、スイングプレーン、グリッ
プ、アラインメント、球の位置、姿勢の支援)。 

前記の用具の使用の更なるガイダンスと他の種類の用具(例えば、服装と
靴)は用具規則で閲覧できる。

特定の方法で用具を使用することができるかどうかについて疑問のあるプ
レーヤーは委員会に裁定を求めるべきである(規則20.2b参照)。

委員会の措置、セクション8；ローカルルールひな型G-6(委員会は動力付
き移動機器のラウンド中の使用を禁止するローカルルールを採用するこ
とができる)参照。

4.3b　医療上の理由のために使用する用具
(1)	医療上の例外。プレーヤーが次の条件を満たせば、病状を緩和するため
に用具を使用しても規則4.3の違反とはならない：

•• プレーヤーがその用具を使用する医学的根拠を持っている。

•• その使用によってプレーヤーが他のプレーヤーよりも不当な利益を得
ることはないと委員会が裁定する。

規則25.3a(義足のステータス);規則25.4f(移動補助器具に対する規則4.3
の適用)



83

規則 4

(2)	テープ、または類似のカバーする物。プレーヤーは粘着テープ、または
類似のカバーする物を医療上の理由のために使用することができる(例え
ば、怪我の防止や、すでにある怪我を保護するため)。しかし、テープと
カバーする物は：

•• 過剰に付けてはならない。

•• 医療上の理由のために必要以上にプレーヤーを援助するものであって
はならない(例えば、プレーヤーがクラブをスイングする援助とするた
めに関節を固定してはならない)。

テープや類似のカバーするものをどの場所に、どのように付けることが
できるか疑問のあるプレーヤーは委員会に裁定を求めるべきである。

規則4.3の違反の罰：

•• 最初の違反の罰：一般の罰。違反がホールとホールの間で起きた場合、罰
は次のホールに適用する。

•• 2回目の違反の罰：失格。この罰は、この2回目の違反の種類が最初の罰
の原因となった違反のものとはまったく違うものであったとしても適用す
る。この罰は最初の違反の後に介在する出来事(規則1.3c(4)参照)があった
場合にだけ適用する。

規則4.1 詳説：クラブ
4.1a(1)/1 – 通常の使用による摩滅は適合性を変えない
通常の使用には、ゴルフバッグからのクラブの出し入れなどの行為と同様に、
ストローク、練習ストローク、そして練習スイングを含む。通常の使用による
摩滅が生じた場合、そのプレーヤーのクラブは適合と扱われ、そのクラブを引
き続き使用することができる。

通常の使用による摩滅の例には次の場合を含む：

•• クラブヘッド内部の物質が壊れて分離し、ストローク中やヘッドを振ったと
きにカタカタと音が鳴ることがある。

•• クラブのグリップの指を据える場所に摩滅によるくぼみが形成される。

•• 繰り返しの使用によってクラブフェースにへこみが形成される。

•• クラブフェースの溝が摩滅する。
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4.1a(1)/2 – 不適合クラブでストロークしてもそのストロークを無視す
る場合には罰はない
プレーヤーが不適合クラブでストロークを行った場合、そのストロークをその
プレーヤーのスコアにカウントしないときは、そのプレーヤーは失格とはなら
ない。

プレーヤーが不適合クラブでストロークを行ったことについて罰を受けない場
合の例には次のときを含む：

•• プレーヤーが暫定球にストロークを行うために不適合クラブを使用したが、
その暫定球はインプレーの球にはならなかった。

•• プレーヤーはストロークを行うために不適合クラブを使用したが、そのスト
ロークが取り消された、再プレーされた、あるいは別の理由でカウントされ
なかった。

•• プレーヤーは規則20.1c(3)に基づく第2の球にストロークを行うために不適
合クラブを使用したが、その第2の球はそのプレーヤーのスコアにカウント
されなかった。

4.1a(2)/1 – 「修理」の意味
修理の例は下記を含む：

•• ストローク中に剥がれ落ちた鉛テープを元の位置に戻す。鉛テープの性質を
踏まえ、その鉛テープをクラブの同じ位置に貼ってもすぐに剥がれてしまう
場合、新しい鉛テープを使うことができる。

•• ラウンド中に緩んだ調節できる構造を有するクラブを締め直す(ただし、異な
るセッティングに調節しないこと)。

4.1b/1 – マッチでプレーヤーの１人がホールのプレーを始めた後の調
整の罰の適用方法
マッチのどちらかのプレーヤーがホールのプレーを始めた後に規則4.1bの違反
が発覚した場合、そのマッチの調整の罰はそのホールを終えた時点で適用され
る。違反をしたプレーヤーがそのホールをまだ始めていなかった場合、そのプ
レーヤーはホールとホールの間にいるので、次のホールでの違反とはならな
い。

例えば、1番ホールを終えた後で、プレーヤーは2番ホールのティーショットを
打った。相手がティーショットを打つ前に、その相手は自分が規則4.1b(1)に違
反して15本のクラブを持ち運んでいたことに気づいた。その相手はまだ2番
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ホールを始めていなかったので、マッチのスコアはプレーヤーに1ホールが与
えられるように調整されるだけであるが、2番ホールはそのプレーヤーが
ティーショットを打った時点で始まっていたので、そのマッチのスコアは2番
ホールが終了するまで変更されない。

4.1b(1)/1 – プレーヤーのために持ち運ぶクラブは14本のクラブ制限
にカウントする
14本のクラブ制限はプレーヤー、そのキャディー、あるいはそのプレーヤーが
クラブを持ち運ぶようにと依頼した他の人によって持ち運ばれているすべての
クラブに適用する。

例えば、プレーヤーが10本のクラブでラウンドを始め、その組に同行して歩
き、そのプレーヤーがそのラウンド中に自分のバッグに加えるつもりの追加の
8本のクラブを持ち運ぶように別の人に依頼する場合、そのプレーヤーは14本
を超えるクラブを持ってそのラウンドを始めたとみなされる。

4.1b(2)/1 – 複数のプレーヤーは1つのバッグにクラブを入れて持ち運
ぶことができる
規則は複数のプレーヤーたち(パートナー同士など)が自分たちのクラブを1つの
バッグに入れて持ち運ぶことを制限していない。しかしながら、規則4.1bに基
づく罰を受けるリスクを減らすために、各プレーヤーのクラブが明確に識別で
きるようにしておくべきである。

4.1b(2)/2 – プレーヤーのスコアにカウントするストロークではクラブ
の共有は認められない
クラブを共有することの禁止は、プレーヤーのスコアにカウントするストロー
クにだけ適用され、練習スイング、練習ストローク、あるいはホールの結果が
決定した後に行われたストロークには適用されない。

例えば、2つのホールのプレーの間で、プレーヤーが別のプレーヤーのパター
を借りて、終了したばかりのパッティンググリーン上で数回練習パットをした
場合、規則4.1bに基づく罰はない。

4.1b(4)/1 – プレーヤーによって、あるいはプレーヤーのために持ち運
ばれていなかったクラブの部品を組み立てることができる
規則4.1b(4)は、プレーヤーまたはそのコース上でプレー中の他のプレーヤーに
よって持ち運ばれている部品を使ってクラブを組み立てること、あるいは、プ
レーヤーまたはそのコースでプレー中の他のプレーヤーのために持ち運ばれて
いる部品を使ってクラブを組み立てることを制限しているが、プレーヤーがク
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ラブを組み立てるために部品を取りに行ったり、そのプレーヤーのために部品
を持ってきてもらうことを制限していない。

例えば、プレーヤーがクラブを追加すること(規則4.1b(1))や損傷したクラブを
取り替えること(規則4.1b(3))が認められる場合、クラブハウス(そのプレーヤー
のロッカーなど)、ゴルフショップ、あるいはメーカーのトラック、またはその
他の類似の場所から持ってきたクラブの部品は「そのラウンド中にそのプレー
ヤーのために誰かが運んでいた」とはみなされず、そのプレーヤーや他の誰か
がその部品を組み立てることが認められる。

規則4.2 詳説：球
4.2a(1)/1 – 適合球リストに掲載されていない球のステータス
最新の適合球リストに掲載されているブランドとモデルの球を使用することを
プレーヤーに求めるローカルルールを委員会が採用していない競技会では、プ
レーヤーは次の球を使用することができる：

•• テストされたことのないブランドとモデル－そうした球は適合していると推
定され、立証責任はその球が適合していないと主張する人に課せられる。

•• 以前は適合球リストに掲載されていたが、最新のリストに掲載するための再
提出が行われなかったブランドとモデル－そうした球は引き続き適合と推定
される。

しかしながら、テストされて用具規則に適合していないことが判明しているブ
ランドとモデルの球は、ローカルルールが採用されているかどうかにかかわら
ずプレーしてはならない。

4.2a(1)/2 – 「クロスアウトボール」、「再生ボール」、「練習用ボール」
のステータス
プレーヤーがメーカーによって「X-Out」や「Practice」とマーキングされた球
や、再生処理が施された球でプレーすることを選ぶ場合、そうした球は用具規
則に基づいて次のように扱われる：

•• 「X-Out(クロスアウト)」はメーカーが不良品とみなした球(多くの場合、ペ
イントや印字のエラーなどの審美的理由)に用いられる一般的な名称であり、
したがって、そのブランド名を消している。「再生ボール」とは、洗浄され
て「refurbished」あるいは類似の印字が施された中古のロストボールのこと
を言及している。

「クロスアウトボール」や「再生ボール」が用具規則に適合していないとい
う強い証拠がないのであれば、プレーヤーはその球を使うことが認められ
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る。

しかしながら、委員会がローカルルールとして適合球リストを採用している
場合、問題となっている球に施されている識別マークが適合球リストに掲載
されていたとしても、そうした球を使ってはならない。

•• 「練習用ボール」は一般に適合球リストに掲載されている適合球に
「Practice」や類似の印字が施された球である。「練習用ボール」はオウン
ネーム(倶楽部名、コース名、会社名、学校名、あるいはその他のロゴ)が施
された球と同じ方法で扱われる。

そうした球は委員会がローカルルールとして適合球リストを採用している場
合であったとしても、使用することができる。

4.2a(1)/3 – 不適合球をプレーしてもそのストロークを無視する場合に
は罰はない
プレーヤーが不適合球やローカルルールが採用されているときにリストに掲載
されていない球にストロークを行った場合、そのストロークをそのプレーヤー
のスコアにカウントしないときは、そのプレーヤーは失格とはならない。

プレーヤーが罰を受けない場合の例は、そのプレーヤーが次の球として認めら
れない球をプレーしたときを含む：

•• 暫定球として(しかし、その暫定球はインプレーにはならなかった)。

•• その球でのストロークが取り消された、再プレーされた、あるいは別の理由
でカウントされなかった場合。

•• 規則20.1c(3)に基づく第2の球として(しかし、その球はそのプレーヤーのス
コアにはカウントされなかった)。

規則4.3 詳説：用具の使用
4.3a/1 – グリーンリーディング資料の使⽤についての制限
規則4.3は、ゴルフはその成功がプレーヤーの判断⼒、技術、能⼒によって決ま
る挑戦するゲームであるという原則に基づき、プレーヤーのプレーの援助とな
るかもしれない⽤具や機器の使⽤を制限している。この規則4.3の詳説は、グ
リーンを読むというプレーヤーの能⼒がパッティング技術の本質的な⼀部であ
り続けるように、ラウンド中にプレーヤーがパッティンググリーンから行われ
るストロークのためのプレーの線を読む⽀援として使うことができる詳細な
パッティンググリーンマップや同様の電⼦的/デジタル資料のサイズと縮尺を制
限している。
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パッティンググリーンマップ

プレーヤーはパッティンググリーンマップやその他のパッティンググリーン情
報を使うことが認められるが、下記の制約がある：

•• パッティンググリーンの画像の縮尺は5ヤードに対して3/8インチ(1:480)以
下に制限される(「縮尺の制限」)。

•• パッティンググリーンマップや画像を含む本やその他の紙は4¼インチ
(10.8cm)×7インチ(17.8cm)を越えてはならない(「サイズの制限」)。ただ
し、1枚の紙に9ホール(あるいはそれ以上)を表⽰している「ホールロケー
ションシート」は、単⼀のパッティンググリーンの画像が縮尺の制限に適っ
ていることを条件にそれより⼤きくてもよい。

•• プレーヤーが普段装着している度付き眼鏡やコンタクトレンズ以外でパッ
ティンググリーン情報を拡⼤することは認められない。

•• パッティンググリーンについて⼿書きやメモで書き⼊れた情報はサイズの制
限に適った本や紙にプレーヤーやそのキャディーが⾃分で書き込む場合にだ
け認められる。

電⼦的/デジタルのパッティンググリーンマップ

電⼦的/デジタル形式においては、すべてのパッティンググリーン画像は上記の
「縮尺の制限」と「サイズの制限」に適っていなければならない。電⼦的/デジ
タルのパッティンググリーンマップが上記の制限に従っている場合でも、プ
レーヤーが下記のようにこの制限の⽬的に⼀致しない⽅法で機器を使う場合、
そのプレーヤーは規則4.3の違反となる。

•• 縮尺やサイズの制限を超えてグリーンの描写のサイズを拡⼤する。

•• プレーヤーの球の位置(あるいは推定位置)に基づく推奨されるプレーの線を
提⽰する(規則4.3a(1)参照)。(新)

4.3a/2 – アラインメント機器の使⽤が規則違反となる場合
プレーヤーが「アラインメント機器」(⽤具規則の定義を参照)をプレーの線を
⽰すように置き、⾃分の球をそのアラインメント機器の⽅向に基づいて置く場
合、そのプレーヤーは規則4.3aの違反となる。

例えば、プレーヤーの球がパッティンググリーン上に⽌まり、そのプレーヤー
が「アラインメント機器」でその球の位置をマークした。その際、そのアライ
ンメント機器はプレーの線を⽰すように置かれた。プレーヤーが球を拾い上げ
た後、その球のマーキングがアラインメント機器の向きに合うようにリプレー
スした場合、そのプレーヤーは規則4.3aの違反となる。(新)
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規則 4

4.3a(1)/1 – 傾斜を測定するための用具の使用制限
プレーヤーは傾斜や輪郭を判断したり、測定する支援のために自分のクラブを
測鉛線として使うことができるが、傾斜や輪郭を判断するためにプレーヤーが
使うことができないその他の用具がある。

例えば、プレーヤーは次のことによって傾斜を測定することは認められない：

•• 水準器として機能するように容器に入ったドリンクを置くこと。

•• 気泡水準器を持ったり、置いたりすること。

•• 測鉛線として糸に吊り下げた重りを使うこと。





II

ラウンドとホールを
プレーする

規則5～6
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規則 5

 5.1　ラウンドの意味
「ラウンド」とは委員会が設定した順番でプレーする18(またはそれ以下)の
ホールである。

ラウンドがタイで終わり、勝者が決まるまでプレーを続ける場合：

•• タイのマッチは1度に1ホールずつ延長される。これは同じラウンドが継
続しているのであり、新しいラウンドではない。

•• ストロークプレーのプレーオフ。これは新しいラウンドとなる。

プレーヤーはラウンドが始まってから終わるまでラウンドをプレーしている
ことになる(規則5.3参照)。ただし、規則5.7aに基づくプレーの中断中を除
く。

規則が「ラウンド中」に行われた行動に言及する場合、規則で別途規定してい
る場合以外は規則5.7aに基づくプレーの中断中は「ラウンド中」に含まない。

 5.2　ラウンド前やラウンドとラウンドの間にコース上で練習 
	 すること
この規則に関して：

•• 「コース上で練習すること」とは球をプレーすること、または球を転がした

規則の目的：

規則 

規則5はラウンドをプレーする方法を扱っている(例えば、プレーヤーはラウ
ンドの前やラウンド中に、コースのどこで、いつ練習を行うことができるの
か、ラウンドはいつ始まり、いつ終わるのか、また、プレーを中断するとき
や再開するときに何が起こるのか)。プレーヤーは次のことが期待される：

•• 各ラウンドを時間通りに始める。
•• ラウンドが終了するまで各ホールを中断することなく速やかなペースでプ
レーする。

自分のプレーの順番となったときに、40秒以内(通常はさらに短い時間で)に
ストロークを行うことを推奨する。

ラウンドをプレーすること5
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規則 5

り、表面をこすることによって、ホールのパッティンググリーン面をテス
トすることを意味する。

•• ラウンドの前やラウンドとラウンドの間でのコース上の練習の制限はプ
レーヤーだけに適用し、そのプレーヤーのキャディーには適用しない。

5.2a　マッチプレー
プレーヤーはマッチプレー競技のラウンドの前やラウンドとラウンドの間に
そのコース上で練習をすることができる。

5.2b　ストロークプレー
ストロークプレー競技の当日：

•• プレーヤーはラウンドの前にそのコースで練習をしてはならない。ただ
し、プレーヤーは次の練習をすることができる。：

»» プレーヤーの最初のティーイングエリアやその近くでパッティングや
チッピングの練習。

»» いかなる練習区域での練習。

»» 終了したばかりのホールのパッティンググリーンやその近くでの練習
(プレーヤーが同じ日にそのホールを再びプレーする場合であっても)
(規則5.5b参照)。

•• プレーヤーは、その日の自分の最終ラウンドのプレー終了後にそのコース
で練習をすることができる。

プレーヤーがこの規則に違反してストロークを行った場合、そのプレーヤー
はそのプレーヤーの最初のホールに一般の罰を受ける。そのプレーヤーがこ
の規則に違反して更にストロークを行った場合、そのプレーヤーは失格とな
る。

委員会の措置、セクション8；ローカルルールひな型I-1(いずれのプレー形
式でも、委員会はラウンドの前やラウンドとラウンドの間のコースでの練習
を禁止する、制限する、あるいは認めるローカルルールを採用することがで
きる)参照。
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規則 5

 5.3　ラウンドを始めること、終えること

5.3a　ラウンドが始まるとき
プレーヤーのラウンドは、自身の最初のホールをスタートするためにスト
ロークを行ったときに始まる(規則6.1a参照)。

プレーヤーは自分のスタート時間にスタートしなければならない(早くス
タートしてはならない)：

•• このことは、プレーヤーは委員会が設定したスタート時間にスタート地点
でプレーをすぐに始めることができる状態でなければならないことを意味
する。

•• 委員会が設定したスタート時間は正確な時間として扱う(例えば、午前9時
の意味は午前9時00分00秒であり、午前9時01分までの時間ではない)。

スタート時間が何らかの理由(例えば、天候、他の組のスロープレー、レフェ
リーによる裁定が必要)で遅れている場合、プレーヤーの組がスタートでき
るときに、プレーヤーがそこにいてプレーをすぐに始めることができるので
あれば、この規則の違反とはならない。

規則5.3aの違反の罰：失格。ただし、次の3つの場合を除く：

•• 例外1－プレーヤーが5分以内の遅れでスターティングエリアに到着し、プ
レーをすぐに始めることができる：プレーヤーは自身の最初のホールに適
用する一般の罰を受ける。

•• 例外2－プレーヤーが5分以内で早くスタートする：プレーヤーは自身の
最初のホールに適用する一般の罰を受ける。

•• 例外3－プレーヤーが時間通りにスタートできなかった例外的な状況があ
ると委員会が裁定する：この規則の違反とはならず、罰はない。

5.3b　ラウンドが終わるとき
プレーヤーのラウンドは次の場合に終わる：

•• マッチプレーでは、規則3.2a(3)や(4)に基づいてマッチの結果が決定したと
き。

•• ストロークプレーでは、プレーヤーが最終ホールをホールアウトしたとき
(例えば、規則6.1や規則14.7bに基づく誤りの訂正を含む)。

規則21.1e、規則21.2e、規則21.3e、規則23.3b(ストロークプレーの他の形
式とフォアボールでラウンドが始まるときと終わるとき)参照。
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 5.4　組でプレーすること
5.4a　マッチプレー
ラウンド中、プレーヤーと相手は同じ組で各ホールをプレーしなければならな
い。

5.4b　ストロークプレー
ラウンド中、委員会が事前または事後に変更を承認する場合を除き、プレー
ヤーは委員会が設定した組を変えてはならない。

規則5.4の違反の罰：失格。

 5.5　ラウンド中、またはプレーの中断中に練習すること
5.5a　ホールのプレー中、練習ストロークの禁止
ホールのプレー中、プレーヤーはコース上、またはコースの外のすべての球
に対して練習ストロークを行ってはならない。

次は練習ストロークではない：

•• 球を打つ意思なしに行われる練習スイング。

•• 単に親切心で、練習区域や別のプレーヤーに球を戻すために打つ。

•• ホールの結果が決定したプレーヤーがそのホールを終えるために行ったス
トローク。

5.5b　ホール終了後の練習ストロークの制限
ホールのプレーを終了した後で、別のホールを始めるためのストロークを行
う前に、プレーヤーは練習ストロークを行ってはならない。

例外－プレーヤーがパッティングやチッピングの練習をすることが認められ
る場所：プレーヤーは次の場所やその近くでパッティングやチッピングの練
習をすることができる：

•• 終了したばかりのホールのパッティンググリーンや練習グリーン(規則
13.1e参照)。

•• 次のホールのティーイングエリア。

しかし、このような練習ストロークをバンカーからしてはならず、プレーを
不当に遅らせてはならない(規則5.6a参照)。
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委員会の措置、セクション8；ローカルルールひな型I-2(委員会は、プレー
ヤーが終了したばかりのパッティンググリーンやその近くでパッティングま
たはチッピングの練習することを禁止するローカルルールを採用することが
できる)参照。

5.5c　プレーの中断中、または別の方法でプレーが中断している間
の練習
規則5.7aに基づくプレーの中断中、プレーヤーは練習ストロークを行っては
ならない。ただし、次の場合を除く：

•• 規則5.5bで認められている場合。

•• コースの外側の場所。

•• 委員会が認めるコース上の場所。

プレーヤーたちの同意によりマッチを中断し、同日に再開しない場合、プ
レーヤーはマッチの再開前であれば制限なしにそのコース上で練習をするこ
とができる。

規則5.5の違反の罰：一般の罰。

違反がホールとホールの間で起きた場合、罰は次のホールに適用する。

 5.6　不当の遅延；速やかなプレーのペース
5.6a　プレーの不当の遅延
プレーヤーは、ホールのプレー中、またはホールとホールの間のいずれでも
プレーを不当に遅らせてはならない。

プレーヤーは次のような特定の理由のために、少しの遅れが認められる場合
がある：

•• プレーヤーがレフェリーまたは委員会に援助を求めている場合。

•• プレーヤーが怪我をしたり、病気になった場合。

•• 別の正当な理由がある場合。

規則5.6aの違反の罰：

•• 最初の違反の罰：1罰打。

•• 2回目の違反の罰：一般の罰。
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•• 3回目の違反の罰：失格。

プレーヤーがホールとホールの間でプレーを不当に遅らせた場合、罰は次の
ホールに適用する。

規則25.6a (障害を持つプレーヤーへの規則5.6aの適用)参照。

5.6b　速やかなプレーのペース
ゴルフのラウンドは速やかなペースでプレーすることになっている。

各プレーヤーは自分のプレーのペースが他のプレーヤー(自身の組のプレー
ヤーと後続組のプレーヤーの両方を含む)のラウンドのプレー時間に影響を及
ぼす可能性が高いことを認識するべきである。

プレーヤーが速い組を先に行かせる(パスさせる)ことを推奨する。

(1)	�プレーのペースの推奨。プレーヤーは、次に要する時間を含め、ラウン
ドを通じて速やかなペースでプレーするべきである：

•• 各ストロークのための準備と、ストロークを行うこと。

•• ストロークとストロークの間の他の場所への移動。

•• ホールを終了した後、次のティーイングエリアへの移動。

プレーヤーは前もって次のストロークの準備をして、自分の順番になれ
ばすぐにプレーできるようにしておくべきである。

プレーヤーがプレーする順番になったときは：

•• 障害や気を散らすものがなく、プレーできるようになった後、40秒以
内にストロークを行うことを推奨する。

•• プレーヤーは通常、推奨されている時間より速くプレーすることがで
きるはずであり、そうするべきである。

(2)	�プレーのペースを支援するために順番を変えてプレーすること。プレー
の形式によっては、プレーヤーがプレーのペースを支援するために順番
を変えてプレーできる場合がある：

•• マッチプレーでは、プレーヤーたちの1人が時間節約のために違う順番
でプレーすることにそのプレーヤーたちが同意することができる(規則
6.4a例外参照)。

•• ストロークプレーでは、安全を間違いなく確保できる方法で「レ
ディーゴルフ」でプレーすることができる(規則6.4b(2)参照)。

規則 5
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(3)	�委員会のプレーのペースの方針。速やかなプレーの奨励と実行のため、
委員会はプレーのペースの方針を設定するローカルルールを採用するべ
きである。

この方針はラウンド、ホール、一連のホール、ストロークを終了するた
めの最大時間を設定することができ、そしてその方針に従わないことに
対して罰を設定することができる。 

委員会の措置、セクション5H(プレーのペースの方針の内容に関する推
奨)参照。

 5.7　プレーの中断；プレーの再開
5.7a　プレーヤーがプレーを中断することができる場合、または中断
しなければならない場合
ラウンド中、プレーヤーはプレーを中断してはならない。ただし、次の場合
を除く：

•• 委員会による中断。すべてのプレーヤーは委員会がプレーを中断した場合
にはプレーを中断しなければならない(規則5.7b参照)。

•• マッチプレーで同意によりプレーを中断する。マッチプレーのプレーヤー
はどのような理由であってもプレーを中断することに同意することがで
きる。ただし、そうすることで競技を遅らせる場合を除く。プレーヤーたち
がプレーを中断することに同意し、その後1人のプレーヤーがプレーの再
開を望む場合、その同意は終わり、もう1人のプレーヤーはプレーを再開
しなければならない。

•• 落雷を理由にプレーヤー個人でプレーを中断する。プレーヤーが落雷によ
る危険があると合理的に考えた場合、プレーを中断することができる。し
かし、できるだけ早く委員会に報告しなければならない。

コースを離れること自体はプレーを中断することにはならない。プレーヤー
のプレーの遅延はこの規則ではなく、規則5.6aで扱う。

プレーヤーがこの規則が認めていない理由によりプレーを中断した場合、ま
たは委員会に報告しなければならなかったのにそうしなかった場合、プレー
ヤーは失格となる。

規則 5
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5.7b　委員会がプレーを中断したときにプレーヤーがしなければな
らないこと
委員会のプレーの中断は2種類あり、プレーヤーがプレーを中断しなければ
ならないときに関して異なる要件を持つ。

(1)	�即時中断(例えば、切迫した危険がある場合)。委員会がプレーの即時中断
を宣言した場合、プレーヤーは委員会がプレーを再開するまでは別のス
トロークを行ってはならない。

委員会はプレーヤーに即時中断を明確に知らせる方法を使用するべきであ
る。

(2)	�通常の中断(例えば、日没やコースがプレー不能)。委員会が通常の理由で
プレーを中断した場合に次に行うことは、プレーしている各組がどこに
いるかによる：

•• ホールとホールの間。その組のすべてのプレーヤーがホールとホール
の間にいる場合、プレーヤーたちはプレーを中断しなければならず、
委員会がプレーを再開するまでは別のホールを始めるためのストロー
クを行ってはならない。 

•• ホールのプレー中。その組のプレーヤーが1人でもホールをスタートし
ていた場合、プレーヤーたちはプレーを中断するか、そのホールを終
了するか選択することができる。

»» プレーヤーたちには、プレーを中断するか、そのホールを終了する
かを決めるために少しの時間(通常は2分以内とするべきである)が認
められる。

»» プレーヤーたちがそのホールのプレーを続ける場合、プレーヤーた
ちはそのホールを終了するまで続けるか、またはそのホールを終了
する前に中断することができる。

»» プレーヤーが一旦そのホールを終了した場合、またはそのホールを
終了する前に中断した場合、プレーヤーは委員会が規則5.7cに基づ
いてプレーを再開するまでは別のストロークを行ってはならない。

プレーヤーたちがプレーを続けるかどうかについて同意しない場合：

»» マッチプレー。マッチでその相手がプレーを中断した場合、プレー
ヤーもまたプレーを中断しなければならず、両者は委員会がプレーを
再開するまでは再びプレーしてはならない。プレーヤーがプレーを中
断しなかった場合、そのプレーヤーは一般の罰(ホールの負け)を受ける。
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»» ストロークプレー。その組のプレーヤーはその組の他のプレーヤー
たちがプレーを中断することを決めたことに関係なく、プレーを中
断するか、続けるかを選択することができる。ただし、そのプレー
ヤーのスコアを記録するマーカーがいる場合に限り、そのプレー
ヤーはプレーを続けることができる。

規則5.7bの違反の罰：失格。

例外－プレーを中断しなかったことが正当であると委員会が裁定した場合、
罰はない：プレーヤーがプレーを中断しなければならなかったのにそうしな
かったことを正当化する事情があると委員会が裁定した場合、この規則の違
反とはならず、罰はない。

委員会の措置、セクション8；ローカルルールひな型J-1(委員会が即時、そし
て通常の中断をプレーヤーに知らせるための推奨される方法)参照。

5.7c　プレーを再開するときにプレーヤーがしなければならないこと
(1)	�プレーを再開する場所。プレーヤーはホールのプレーを中断した所、あ
るいはホールとホールの間の場合は次のティーイングエリアからプレー
を再開しなければならない(プレーが後日に再開される場合であっても)。

プレーヤーがプレーを中断した所とは違う箇所からプレーを再開した場
合については、規則6.1bと規則14.7を参照。

(2)	�プレーを再開するとき。プレーヤーは(1)で特定されている場所にいて： 

•• プレーを再開するために委員会が設定した時間にプレーできる準備が
できていなければならない。

•• プレーヤーはその時間にプレーを再開しなければならない(その時間よ
り早く再開してはならない)。 

プレーを再開することが何らかの理由により遅れた場合(例えば、前の組
のプレーヤーたちが先にプレーしていなくなるのを待っている場合)、そ
のプレーヤーの組がプレーを再開できるときにそのプレーヤーがいて、
プレーができる状態であればこの規則の違反とはならない。

規則5.7c(2)の違反の罰：失格。

時間通りに再開しなかったことに対する失格の例外：規則5.3aの例外
1,2,3と規則5.7b例外はここにも同様に適用となる。
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5.7d　プレーを中断する場合の球の拾い上げ；プレー再開のときのリ
プレースと球の取り替え
(1)	�プレーを中断するとき、またはプレーを再開する前の球の拾い上げ。こ
の規則に基づいてホールのプレーを中断する場合、プレーヤーは自分の
球の箇所をマークしてその球を拾い上げることができる(規則14.1参照)。

プレーを再開する前や再開するときのいずれの場合も：

•• プレーを中断したときにプレーヤーの球が拾い上げられていた場合。
そのプレーヤーはその元の球か別の球をその元の箇所(分からない場合
は推定しなければならない)にリプレースしなければならない(規則14.2
参照)。

•• プレーを中断したときにプレーヤーの球が拾い上げられていなかった
場合。プレーヤーはその球をあるがままにプレーすることができる。
またはその球の箇所をマークして拾い上げ(規則14.1参照)、その球か
別の球をその元の箇所にリプレースすることができる(規則14.2参
照)。

いずれの場合も：

•• 球を拾い上げた結果、球のライが変えられた場合、プレーヤーは規則
14.2dに基づいてその球か別の球をリプレースしなければならない。

•• 球を拾い上げた後でその球をリプレースする前にその球のライが変え
られた場合、規則14.2dは適用しない：

»» 元の球か別の球を元の箇所にリプレースしなければならない(分から
ない場合は推定しなければならない)(規則14.2参照)。

»» しかし、ストロークに影響を及ぼすライや他の状態がこの間に悪化
した場合、規則8.1dを適用する。

(2)	�プレーの中断中に球やボールマーカーが動かされた場合にすること。プ
レーヤーの球やボールマーカーがプレーの再開前に動かされた場合(自然
の力による場合を含む)、プレーヤーは次のいずれかをしなければならな
い：

•• 元の球か別の球を元の箇所にリプレースする(分からない場合は推定し
なければならない)(規則14.2参照)。

•• 元の箇所をマークするためにボールマーカーを置き、そして元の球か
別の球をその箇所にリプレースする(規則14.1と規則14.2参照)。
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プレーの中断中にプレーヤーのストロークに影響を及ぼす状態が悪化し
た場合は、規則8.1d参照。

規則5.7dに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則14.7aに
基づく一般の罰。

規則5.2 詳説：ラウンドの前やラウンドとラウンドの間にコース上
で練習をすること
5.2/1 – 規則5.2の「コース」の意味
規則5.2について、「コース」(明朝体の太字で使用されていない場合)という文
言は、その日にプレーされる競技のすべてのラウンドに使われるホールを意味
するために使用される。

ラウンド前に認められる練習の例には次の場合を含む：

•• 1つのコースで競技をプレーすることになっているプレーヤーは同じ日に前
もって他のコースでプレーすることができる(たとえ両方のコースの間に境界
がなく同じ敷地にあったとしても)。

•• 1番ホールから9番ホールでの競技をプレーすることになっているプレーヤー
は、同じ日に前もって10番ホールから18番ホールでプレーすることができ
る。(新)

5.2b/1 – ストロークプレーでの「その日の自分の最終ラウンドの終了」
の意味
ストロークプレーで、プレーヤーはその日の自分の最終ラウンドを終了し、そ
のコースではその日にそれ以上のホールを競技会の一部としてプレーすること
はなかった。

例えば、2日間で行われる36ホール競技の初日の第1ラウンドを終了した後で、
プレーヤーの次のラウンドが翌日になるまで始まらないのであれば、そのプ
レーヤーは規則5.2bにより、その日のうちに競技会で使うコースで練習するこ
とが許される。

しかしながら、そのプレーヤーが1つのラウンドを終了したものの、同日にそ
のコースで別のラウンドやラウンドの一部をプレーすることになっている場
合、そのコースで練習することは規則5.2bの違反となる。

例えば、マッチプレー競技に進むためのストロークプレーによる予選ラウンド
のプレーを終了した後で、プレーヤーがそのコースで練習した。すべてのプ
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レーが終わった後で、そのプレーヤーはマッチプレー競技に進む最後の順位に
タイとなった。タイは、同日そのコースでプレー終了後速やかにプレーされる
ストロークプレーによるホール・バイ・ホールのプレーオフで決定することに
なっていた。

そのプレーヤーがそのコースで練習したことが規則5.2bの最初の違反であった
場合、そのプレーヤーはプレーオフの最初のホールに適用される一般の罰を受
ける。それが２回目の違反であった場合、そのプレーヤーはプレーオフの前に
そのコースで練習したことについて規則5.2bに基づきプレーオフで失格とな
る。

5.2b/2 – 連日に及ぶ競技会ではラウンド前のコース上での練習が認め
られる場合がある
連日に及ぶ競技会がコースで予定され、委員会が一部のプレーヤーたちは初日
にプレーし、その他のプレーヤーたちは後日にプレーするように予定を決めて
いた場合、プレーヤーは自分のラウンドをプレーすることが予定されていない
日であればいつでもそのコースで練習することが認められる。

例えば、競技会が土曜日と日曜日に予定されていて、プレーヤーは日曜日にだ
けプレーする予定の場合、そのプレーヤーは土曜日にそのコースで練習するこ
とが認められる。

規則5.3 詳説：ラウンドを始めること、終えること
5.3a/1 – スタート時間の罰を免除する例外的な状況
規則5.3aに基づく例外3の「例外的な状況」という言葉は、プレーヤーの力の
及ばない不運や予期しない出来事を意味しているのではない。コースへ到着す
るための時間に余裕をもつことや、遅延の可能性を考慮に入れることはプレー
ヤーの責任である。

どういった場合が例外的であるのかは各ケースの状況次第であり、委員会の決
定に委ねられるので、それを決定するための具体的なガイダンスは規則に存在
しない。

次の例には含まれていない重要な要素として、委員会がその状況が例外的であ
るとみなすほどに複数のプレーヤーが関与している状況については考慮すべき
ということがある。

例外的とみなすべき状況の例は次を含む：

•• プレーヤーが事故現場に遭遇し、医療支援を行ったり、目撃者としての証言
を求められたが、そうしたことがなければ時間通りにスタートしていた。
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•• プレーヤーが宿泊していたホテルで火災報知機が鳴り、避難しなければなら
なかった。そのプレーヤーが部屋に戻って、着替えたり、自分の用具を回収
できたときには、そのプレーヤーは自分のスタート時間に間に合うことは不
可能となっていた。

通常、例外的とはみなされない状況の例は次を含む：

•• プレーヤーはコースに向かう途中で道に迷ったり、車が故障した。

•• コースへの道のりでひどい渋滞につかまったり、交通事故のせいで予想以上
の時間がかかってしまった。

5.3a/2 – 「スタート地点」の意味
規則5.3aの「スタート地点」とは、委員会が設定した、プレーヤーが自分のラ
ウンドを始めるホールのティーイングエリアのことである。

例えば、委員会は一部の組を1番ティーからスタートさせ、一部の組を10番
ティーからスタートさせることができる。「ショットガンスタート」では、委
員会は各組を異なるホールからスタートさせるように割り振ることができる。

委員会はプレーヤーがスタート地点に到着していることになる基準を定めるこ
とができる。例えば、委員会はスタート地点に到着していることになるために
はプレーヤーはプレーするホールのティーイングエリアのギャラリーロープ内
にいなければならないと規定することができる。

5.3a/3 – 「プレーをすぐに始めることができる状態」の意味
「プレーをすぐに始めることができる状態」という言葉は、プレーヤーが少な
くともすぐに使える準備ができている1本のクラブと１つの球を手にしている
ことを意味している。

例えば、プレーヤーがスタート時間までに1つの球と1本のクラブ(たとえ、その
プレーヤーのパターだけであったとしても)を手にしてスタート地点に到着して
いる場合、そのプレーヤーは「プレーをすぐに始めることができる状態」とみ
なされる。そのプレーヤーが自分のプレーする順番となったときに異なるクラ
ブの到着を待つことに決めた場合、不当の遅延(規則5.6a)について罰を受ける
だろう。

5.3a/4 – スタート地点にいたプレーヤーがスタート地点から離れる
プレーヤーはスタート地点でプレーをすぐに始めることができる状態であった
が、その後何らかの理由でスタート地点を離れた場合、適用される規則はその
プレーヤーがスタート時間にスタート地点でプレーをすぐに始めることができ
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る状態であったかどうかによる。

例えば、プレーヤーのスタート時間は午前9時00分であり、そのプレーヤーは
午前8時57分にはスタート地点に到着し、プレーをすぐに始めることができる
状態であった。そのプレーヤーはロッカーに何かを置き忘れたことに気づき、
それを取りに行くためにそのスタート地点を離れた。そのプレーヤーがスター
ト地点に午前9時00分00秒に戻って来なかった場合、そのプレーヤーは自分の
スタート時間に遅刻したことになり、規則5.3aが適用される。

しかしながら、そのプレーヤーが午前9時00分にスタート地点でプレーをすぐ
に始めることができる状態であり、その後で自分のロッカーに向かった場合、
そのプレーヤーは自分のスタート時間にスタート地点でプレーをすぐに始める
ことができる状態であったことにより規則5.3aの要件を満たしていたので、規
則5.6a(不当の遅延)に基づき罰を受けるだろう。

5.3a/5 – 両方のプレーヤーが遅刻した場合、マッチは2番ホールから始
まる
マッチの両方のプレーヤーは自分たちのスタート時間が過ぎてから5分未満に
スタート地点にプレーをすぐに始めることができる状態で到着し、どちらのプ
レーヤーにも例外的な状況(例外3)はなかった場合、両者ともにそのホールの負
けの罰を受け、最初のホールの結果はタイとなる。

例えば、スタート時間が午前9時00分のときに、プレーヤーはスタート地点に
プレーをすぐに始めることができる状態で午前9時02分に到着し、相手はプ
レーをすぐに始めることができる状態で午前9時04分に到着した場合、プレー
ヤーは相手よりも先に到着していたとしても両者ともにホールの負けの罰を受
ける(例外1)。したがって、1番ホールはタイとなり、そのマッチは2番ホールか
らオールスクエアで始まる。両者が2番ホールのティーイングエリアに向かう
ために1番ホールをプレーしても罰はない。

規則5.5 詳説：ラウンド中、またはプレーの中断中に練習すること
5.5a/1 – 適合球と同様のサイズの球で練習ストロークをすることは違
反となる
規則5.5aに基づく「練習ストローク」は、クラブで適合球を打つことだけでは
なく、プラスチック製の練習ボールなど、ゴルフボールと同様のサイズのその
他の種類の球を打つことも扱っている。

ティーや自然物(石や松ぼっくり)をクラブで打つことは練習ストロークではな
い。
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5.5c/1 – ストロークプレーのラウンドが再開したときは追加の練習の
許可はもはや適用されない
ストロークプレーで、中断していた後で委員会がプレーを再開した場合、その
中断の前にラウンドを始めていたすべてのプレーヤーはそのラウンドのプレー
を再開したことになる。その結果、そうしたプレーヤーは規則5.5b(ホールと
ホールの間の練習ストロークの制限)によって認められている以外の練習をする
ことはもはや認められない。

例えば、委員会がその日のプレーを中断し、プレーは翌日の午前8時00分に再
開することになっていた場合、特定のティーイングエリアからプレーする3番
目の組にいたプレーヤーは、プレーが午前8時00分に再開した後は指定練習区
域で練習を続けることは認められない。

プレーヤーの組がすぐに次のストロークを行うことができなかったとしても、
そのプレーヤーのラウンドは再開したことになる。認められる唯一の練習は、
終了したばかりのパッティンググリーン、練習パッティンググリーン、あるい
は次のホールのティーイングエリアやその近くでパッティングやチッピングを
行うことである。

規則5.6 詳説：不当の遅延；速やかなプレーのペース
5.6a/1 – 正当あるいは不当とみなされる遅延の例
規則5.6aの文脈でいう「不当の遅延」とは、他のプレーヤーに影響を及ぼした
り、競技会を遅らせるような、プレーヤーが自分でコントロールできる範囲の
プレーヤーの行為によって生じた遅延のことをいう。ラウンド中に起きる通常
の出来事の結果として、あるいはプレーヤーがコントロールできない短い時間
の遅延は一般的に「正当な」遅延として扱われる。

どういった行為が正当あるいは不当であるかの決定は、そのプレーヤーが同じ
組の他のプレーヤーや前の組を待っていたかどうかなどを含め、すべての状況
による。

正当と扱われる可能性の高い行為の例は次の通り：

•• 飲食物を入手するために、クラブハウスやコース売店に短時間立ち寄った。

•• 委員会が通常の中断(規則5.7b(2))をしたときに、そのホールのプレーを終わ
らせるかどうかを決めるためにプレーしている組の他のプレーヤーたちと相
談する時間を取った。

短い時間の遅延を超えたプレーの遅延を生じさせた場合に、不当の遅延と扱わ
れる可能性の高い行為の例は次の通り：
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•• 紛失したクラブを回収するために、パッティンググリーンからティーイング
エリアに戻った。

•• 認められている3分の捜索時間が経過した後に、数分間にわたり紛失球を捜
し続けた。

•• 委員会が認めていない場合に、飲食物を入手するためにクラブハウスやコー
ス売店に数分間を超えて立ち寄った。

5.6a/2 – 突然の病気や怪我に見舞われたプレーヤーには回復のため
に通常15分の時間が認められる
プレーヤーが突然の病気や怪我(熱中症になったり、蜂に刺されたり、飛んでき
たゴルフボールに当たったりなど)に見舞われた場合、委員会は通常そのプレー
ヤーに回復のために15分までの時間を認めるべきであり、プレーを続けない時
間が15分を超える場合にはそのプレーヤーはプレーを不当に遅らせていること
になる。

プレーヤーがラウンド中に怪我の症状を緩和するための処置を繰り返し受ける
場合にも、委員会は通常同じ制限時間(15分)をそのプレーヤーがその処置に費
やす合計時間に適用すべきである。

規則5.7 詳説：プレーの中断；プレーの再開
5.7a/1 – どのような場合にプレーヤーがプレーを中断したことになるか
規則5.7aの文脈でいう「プレーを中断する」とは、プレーヤーによる意図的な
行為や中断したことになるほど十分に長い遅延のどちらかである。一時的な遅
延は、正当であるか不当であるかにかかわらず、規則5.6a(不当の遅延)で扱っ
ている。

委員会がプレーを中断したことについて規則5.7aに基づいてプレーヤーを失格
とする可能性が高い例は下記の場合を含む：

•• プレーヤーがフラストレーションを溜めて、戻って来るという意図なしに
コースから歩いて立ち去った。

•• 委員会が認めていない場合に、プレーヤーが9ホール終了後にテレビを見る
ためや昼食を取るために長時間クラブハウスに立ち寄った。

•• プレーヤーがかなりの時間にわたって雨宿りをした。
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5.7b/1 – プレーが中断された後に球をドロップしたことはプレーを中
断しなかったことにはならない
プレーの中断後、球をドロップする、完全な救済のニヤレストポイントを決定
する、あるいは球の捜索を続けるなどプレーヤーが規則に基づいて処置する場
合、罰はない。

しかしながら、委員会が即時中断の合図を送った場合、規則5.7b(1)の目的に照
らして、すべてのプレーヤーがさらなる行動を取ることなく、直ちに避難する
ことが推奨される。

5.7b(1)/1 – プレーヤーがプレーを中断しなかったことが正当化される
状況
規則5.7b(1)に基づいて、委員会がプレーの即時中断を宣言した場合、すべての
プレーヤーは直ちにプレーを中断しなければならない。この中断の意図は雷な
どの潜在的な危険な状況が存在する場合に、できるだけ速やかにコースから人
を立ち去らせるようにすることである。

しかしながら、中断が宣言されたときに混乱や不確実性が生じることがあり、
プレーヤーが直ちにプレーを中断しなかった理由を説明したり、正当化する状
況もあり得る。そうしたケースでは、規則5.7b例外は委員会が規則の罰を課さ
ないことに決めることを認めている。

プレーが中断された後にプレーヤーがストロークを行った場合、委員会はその
プレーヤーを失格とすべきかどうか決定するときにすべての関連する事実を考
慮しなければならない。

委員会が中断後にプレーを続けたことが正当化されると決定する可能性の高い
例は次の場合を含む：

•• プレーヤーはコースの遠い場所におり、プレー中断の合図が聞こえなかった
り、その合図を車のクラクションなど、何かしら別のものと混同した。

•• プレーヤーはすでにスタンスを取り、クラブを球の後ろに構えていた、ある
いはストロークのためのバックスイングを始めていて、躊躇せずにそのスト
ロークを最後まで行った。

委員会が中断後にプレーを続けたことが正当化されないと決定する可能性が高
い例は、プレーヤーはプレー中断の合図が聞こえていたが、プレーを中断する
前にストロークを即座に行ってしまいたいと考えた場合(ショートパットを打っ
てそのホールを終えたり、望ましい風が吹いているうちにその恩恵を受けてプ
レーしたいなど)である。

規則 5
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5.7c/1 – 委員会が雷の危険はないと結論づけた場合、プレーヤーはプ
レーを再開しなければならない
プレーヤーの安全は最優先であり、委員会はプレーヤーを危険にさらすリスク
を取るべきではない。規則5.7a(プレーヤーがプレーを中断することができる場
合、または中断しなければならない場合)はプレーヤーが落雷による危険がある
と合理的に考えた場合、プレーを中断することを認めている。この状況では、
そのプレーヤーの考えが合理的である場合、そのプレーヤーが最終判断者とな
る。

しかしながら、委員会が雷による危険がもはや存在しないと結論づけるための
すべての合理的な方法を用いた後でプレーの再開を指示した場合、すべてのプ
レーヤーはプレーを再開しなければならない。プレーヤーが自分でまだ危険だ
と考えたことでプレーの再開を拒否する場合、委員会はそのプレーヤーの考え
は不当であると結論づけ、そのプレーヤーは規則5.7cに基づいて失格となるで
あろう。

5.7d(1)/1 – プレーヤーは中断中に改善されたり、悪化したバンカー
内のライを受け入れなければならないのかどうか
プレー再開のときに球をリプレースする場合、規則14.2d(元のライが変えられ
た場合に球をリプレースする場所)は適用されず、そのプレーヤーは元のライを
復元することを要求されない。

例えば、プレーが中断したときにプレーヤーの球はバンカーの砂にくい込んで
いた。プレーの中断中に、そのバンカーはメンテナンススタッフによって整備
され、砂の表面はスムーズにならされた。そのプレーヤーは、それが砂の表面
となり、砂にくい込まないことになったとしても、その球が拾い上げられたと
推定する箇所に球をプレースすることでプレーを再開しなければならない。

しかしながら、そのバンカーがメンテナンススタッフによって整備されなかっ
た場合、そのプレーヤーはプレーが中断する前のストロークに影響する状態が
必ずしも保証されていない。ストロークに影響する状態が自然の力(風や水な
ど)によって悪化した場合、そのプレーヤーはそのように悪化した状態を改善し
てはならない(規則8.1d)。

規則 5
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 6.1　ホールのプレーのスタート
6.1a　ホールをスタートするとき
プレーヤーはホールを始めるためにストロークを行ったときにホールをス
タートしたことになる。

ストロークをティーイングエリアの外から行ったり(規則6.1b参照)、スト
ロークが規則に基づいて取り消された場合であってもホールをスタートした
ことになる。

6.1b　球はティーイングエリアからプレーしなければならない
プレーヤーは規則6.2bに基づいてティーイングエリアから球をプレーするこ
とによって各ホールをスタートしなければならない。

ホールをスタートするプレーヤーがティーイングエリアの外(同じホールや別
のホールの異なるティーイング場所にある間違ったティーマーカーからプ
レーした場合を含む)からプレーした場合：

(1)	�マッチプレー。罰はない。しかし、相手はそのストロークを取り消すこ
とができる：

•• この取り消しは速やかに、そしていずれかのプレーヤーが別のスト
ロークを行う前にしなければならない。相手がストロークを取り消し
た場合、その取り消しを撤回することはできない。

•• 相手がそのストロークを取り消した場合、プレーヤーはティーイング
エリアから球をプレーしなければならず、次の打順はそのプレーヤー
となる。

•• 相手がそのストロークを取り消さなかった場合、そのストロークは

規則 6

規則の目的：

規則 

規則6はホールのプレー方法を扱っている。例えば、ティーイングオフに関
する特定の規則、取り替えが認められている場合を除いてホールを通して同
じ球をプレーすることの要件、プレーの順番(ストロークプレーよりマッチプ
レーにおいて重要)、そしてホールを終了すること。

ホールをプレーすること6
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規則 6

カウントし、その球はインプレーとなり、その球をあるがままにプ
レーしなければならない。

(2)	�ストロークプレー。プレーヤーは一般の罰(2罰打)を受け、ティーイング
エリアから球をプレーすることによってその誤りを訂正しなければなら
ない：

•• ティーイングエリアの外からプレーされた球はインプレーではない。 

•• そのストロークと、誤りを訂正する前に行ったストローク(行ったスト
ロークと単にその球をプレーしたことに対する罰打を含む)はカウント
しない。

•• プレーヤーが別のホールを始めるためのストロークを行う前に、または
そのラウンドの最終ホールではそのプレーヤーのスコアカードを提出す
る前にその誤りを訂正しなかった場合、プレーヤーは失格となる。

 6.2　ティーイングエリアから球をプレーする
6.2a　ティーイングエリアの規則を適用する場合
規則6.2bのティーイングエリアの規則は、プレーヤーにティーイングエリア
からプレーすることを要求する、または認める場合はいつでも適用され、次
の場合を含む：

•• プレーヤーがホールのプレーをスタートする場合(規則6.1参照)。

•• プレーヤーが規則に基づいてティーイングエリアから再度プレーすること
になる場合(規則14.6参照)。

•• ストロークの後や救済を受けた後にプレーヤーの球がティーイングエリア
でインプレーとなる場合。

この規則はプレーヤーがプレーするホールをスタートするときにプレーしな
ければならないティーイングエリアに対してのみ適用し、コース上の他の
ティーイングする場所(同じホールか、違うホールかは問わない)に対しては適
用しない。

6.2b　ティーイングエリアの規則
(1)	�球がティーイングエリアにあるとき。

•• 球の一部がティーイングエリアに触れている、またはその上にある場
合、その球はティーイングエリアの球である。
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•• プレーヤーはティーイングエリアの球にストロークを行うときに
ティーイングエリアの外側に立つことができる。

点線はティーイングエリアの外側の縁を定めている(定義「ティーイングエリア」参照)。
球の一部がティーイングエリアに触れている、またはその上にある場合、その球はティー
イングエリアの球となる。

ティーイングエリア

プレー方向 

ティーイング
エリア内

ティーイング
エリアの外

図6.2ｂ：球がティーイングエリア内にある場合

(2)	�球はティーアップできる、または地面からプレーできる。球は次のいず
れかからプレーしなければならない：

•• 地面に刺したり置いたティー。　

•• 地面から直接。 

この規則に関して、「地面」にはティーや球を乗せるための場所に置か
れた砂や他の自然の物質を含む。

プレーヤーは不適合ティーの上の球や、この規則で認められていない方
法でティーアップされた球にストロークを行ってはならない。

規則 6
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規則6.2b(2)の違反の罰：

•• 最初の違反の罰：一般の罰。

•• 2回目の違反の罰：失格。

(3)	�ティーイングエリアの特定の状態は改善することができる。ストローク
を行う前に、プレーヤーはストロークに影響を及ぼす状態を改善するた
めにティーイングエリアで次の行動をとることができる(規則8.1b(8)参
照)：

•• ティーイングエリアの地面を変えること(例えば、クラブや足で窪みを
作ること)。

•• ティーイングエリアの地面に付着している、または生長している草や
雑草、または自然物を動かしたり、曲げたり、折ること。

•• ティーイングエリアの砂や土を取り除いたり、押し付けること。

•• ティーイングエリアの露、霜、水を取り除くこと。

しかし、プレーヤーが規則8.1aに違反してストロークに影響を及ぼす状
態を改善するために他の行動をとった場合、そのプレーヤーは一般の罰
を受ける。

(4)	�ティーイングエリアからプレーするときにティーマーカーを動かすこと
の制限、またはティーマーカーがなくなっている場合。

•• ティーマーカーの位置は、各ティーイングエリアを定めるために委員
会が設定する。そしてそのティーイングエリアからプレーするすべて
のプレーヤーに対して同じ位置のままであるべきである。

•• プレーヤーがティーイングエリアからストロークを行う前にティーマー
カーを動かすことによってストロークに影響を及ぼす状態を改善した場
合、そのプレーヤーは規則8.1a(1)の違反に対して一般の罰を受ける。

•• ティーマーカーが1つ、あるいは両方なくなっていることにプレーヤー
が気づいた場合、そのプレーヤーは委員会に支援を求めるべきであ
る。しかし、妥当な時間内に委員会の支援が受けられない場合、その
プレーヤーは自分の合理的な判断(規則1.3b(2))を用いてティーイング
エリアの場所を推定すべきである。

すべての他の状況では、ティーマーカーは規則15.2で動かすことを認め
ている通常の動かせる障害物として扱われる。
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規則 6

(5)	�ストロークを行うまで球はインプレーとはならない。球がティーアップ
されたか、地面の上に置かれたかに関係なく、ホールをスタートする場
合や、規則に基づいてティーイングエリアから再びプレーする場合：

•• プレーヤーが球をストロークするまでその球はインプレーとはならな
い。 

•• ストロークを行う前であればその球を罰なしに拾い上げたり、動かす
ことができる。

プレーヤーがストロークを行う前にティーアップした球がティーから落
ちたり、そのプレーヤーによって落とされた場合、罰なしにそのティー
イングエリアのどこにでも球を再度ティーアップすることができる。　

しかし、球が落ちている間や、球が落ちた後にその球にストロークを
行った場合、罰はなく、そのストロークはカウントし、その球はインプ
レーとなる。

(6)	�インプレーの球がティーイングエリアにある場合。プレーヤーのインプ
レーの球がストローク後に(例えば、ティーアップされた球を空振りし
た)、または救済を受けた後にティーイングエリアにある場合、プレー
ヤーは次のことができる：

•• 罰なしに球を拾い上げたり、動かす(規則9.4b例外1参照)。

•• (2)に基づいて、ティーイングエリアからティーアップ、または地面か
らその球か別の球をプレーするか、球をあるがままにプレーすること
もできる。

規則6.2b(6)に違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則14.7a
に基づく一般の罰。

規則の目的：
ホールはティーイングエリアからパッティンググリーンそしてホールに入る
まで連続して行われるストロークでプレーする。ティーオフした後、プレー
ヤーは通常はそのホールを終了するまで同じ球でプレーしなければならない。
プレーヤーが誤球、または規則では取り替えが認められていないのに取り替
えた球に対してストロークを行った場合、そのプレーヤーは罰を受ける。

 6.3　ホールのプレーで使用される球
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6.3a　ティーイングエリアからプレーした同じ球でホールアウト
プレーヤーは、ティーイングエリアからホールをスタートするときは適合で
あればどの球でもプレーをすることができ、ホールとホールの間では球を替
えることができる。

プレーヤーはティーイングエリアからプレーした同じ球でホールアウトをし
なければならない。ただし、次の場合を除く：

•• 球が紛失となる、あるいはアウトオブバウンズに止まる。

•• プレーヤーが別の球に取り替える(そうすることが認められているかどう
かにかかわらず)。

プレーヤーはプレーしようとする球に識別マークを付けるべきである(規則
7.2参照)。

6.3b　ホールのプレー中に別の球に取り替えること
(1)	�プレーヤーが別の球への取り替えを認められる場合、認められない場合。
特定の規則ではプレーヤーがホールのプレーで使用している球をインプ
レーの球として別の球に取り替えることを認めているが、別の規則では
認めていない：

•• 球をドロップしたり、プレースするとき(例えば、球が救済エリアに止
まらない、またはパッティンググリーンで救済を受ける場合)を含め、
規則に基づいて救済を受ける場合、そのプレーヤーは元の球か別の球
のいずれかを使用することができる(規則14.3a参照)。

•• 直前のストロークを行った所から再びプレーする場合、そのプレー
ヤーは元の球か別の球のいずれかを使用することができる(規則14.6参
照)。

•• 球をある箇所にリプレースする場合、プレーヤーは球を取り替えるこ
とが認められず、元の球を使用しなければならない(特定の例外あり)
(規則14.2a参照)。

(2)	�取り替えた球はインプレーとなる。プレーヤーがインプレーの球として
別の球に取り替えた場合(規則14.4参照)：

•• 元の球はもはやインプレーの球ではない(それがコース上に止まってい
たとしても)。

•• 次の場合であっても、取り替えた球はインプレーとなり、元の球はイ
ンプレーの球ではなくなる：
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»» プレーヤーが規則が認めていない場合に元の球を別の球に取り替え
た(プレーヤーが別の球に取り替えていることに気づいていたかどう
かは関係ない)。

»» プレーヤーが取り替えた球を(1)間違った方法で、(2)誤所に、(3)適
用しない処置をとって、リプレース、ドロップまたはプレースし
た。

•• 取り替えた球をプレーする前に誤りを訂正する方法については、規則
14.5参照。

プレーヤーの元の球が見つかっておらず、プレーヤーがストロークと距
離の救済(規則17.1d、規則18.1、規則18.2bと規則19.2a参照)を受けるた
めに別の球をインプレーにした場合、または球に起きたことが分かって
いる、または事実上確実である場合に適用する規則(規則6.3c、規則9.6、
規則11.2c、規則15.2b、規則16.1e、規則17.1c参照)に基づいて認められ
るとおりに、別の球をインプレーにした場合：

•• プレーヤーはその取り替えた球でプレーを続けなければならない。

•• 元の球が3分の捜索時間が終了する前にコース上で見つかったとして
も、その元の球をプレーしてはならない(規則18.2a(1)参照)。 

(3)	�誤って取り替えた球にストロークを行う。プレーヤーが誤って取り替え
た球にストロークを行った場合、そのプレーヤーは1罰打を受け、その
誤って取り替えた球でそのホールを終えなければならない。

6.3c　誤球
(1)	�誤球でストロークを行う。プレーヤーは誤球に対してストロークを行っ
てはならない。

例外－水の中で動いている球：プレーヤーがペナルティーエリアの水や
一時的な水の中で動いている誤球に対してストロークを行っても罰はな
い：

•• そのストロークはカウントしない。

•• プレーヤーは、正球をそれが止まっていた元の箇所からプレーするこ
とによって、または規則に基づいて救済を受けることによって、規則
に基づいてその誤りを訂正しなければならない。

規則6.3c(1)に違反して誤球をプレーしたことに対する罰：

マッチプレーでは、プレーヤーは一般の罰(ホールの負け)を受ける：

規則 6
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•• プレーヤーと相手がホールのプレー中に互いの球をプレーした場合、
最初に誤球にストロークを行ったプレーヤーが一般の罰(ホールの負
け)を受ける。

•• しかし、どちらの誤球を最初にプレーしたか分からない場合、罰はな
く、そのホールは入れ替わった球のままでプレーを終えなければなら
ない。

ストロークプレーでは、プレーヤーは一般の罰(2罰打)を受け、元の球をあ
るがままにプレーしてプレーを続ける、または規則に基づいて救済を受け
ることにより誤りを訂正しなければならない：

•• 誤球に行ったストロークと、誤りが訂正されるまでのストローク(行っ
たストロークと単にその球をプレーしたことに対する追加の罰打を含
む)はカウントしない。

•• プレーヤーが別のホールを始めるためにストロークを行う前に、また
はラウンドの最終ホールでは、スコアカードを提出する前に誤りを訂
正しなかった場合、プレーヤーは失格となる。

(2)	�プレーヤーの球が誤球として別のプレーヤーによってプレーされた場合
に行うこと。プレーヤーの球が別のプレーヤーによって誤球としてプ
レーされたことが分かっている、または事実上確実な場合、プレーヤー
は元の球か別の球を元の箇所にリプレースしなければならない(分からな
い場合は推定しなければならない)(規則14.2参照)。

これは元の球が見つかったかどうかに関係なく適用する。

6.3d　プレーヤーが一度に複数の球をプレーすることができる場合
プレーヤーは次の場合にだけ1ホールで同時に複数の球をプレーすることが
できる：

•• 暫定球(規則18.3cの規定に基づき、インプレーの球となるか、放棄される
球となる)をプレーする場合。

•• ストロークプレーで、誤所からのプレーの重大な違反があると思われると
きに訂正のために2つの球をプレーする場合(規則14.7b参照)、またはとる
べき正しい処置について疑問がある場合(規則20.1c(3)参照)に2つの球をプ
レーする場合。
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規則の目的：
規則6.4はホールを通じてのプレーの順番を扱っている。ティーイングエリ
アからのプレーの順番は誰がオナーなのかにより、その後はどの球がホール
から最も遠いのかに基づく。

•• マッチプレーでは、プレーの順番は重要である；プレーヤーが違った順番で
プレーした場合、その相手はそのストロークを取り消し、そのプレーヤーに
再びプレーさせることができる。
•• ストロークプレーでは、違った順番でプレーしたことに対する罰はなく、
プレーヤーは安全を間違いなく確保できる方法で違った順番でプレーする
「レディーゴルフ」でプレーすることが認められ、または奨励される。

 6.4　ホールをプレーするときのプレーの順番

6.4a　マッチプレー
(1)	�プレーの順番。プレーヤーと相手は次の順番でプレーしなければならな
い：

•• 最初のホールのスタート。最初のホールでは、委員会が設定した組合
せ表の順番によりオナーが決まる。組合せ表がない場合には、同意ま
たは無作為な方法(例えば、コイントス)による。

•• すべての他のホールのスタート。

»» ホールに勝ったプレーヤーが次のティーイングエリアのオナーとな
る。

»» そのホールがタイだった場合、直前のティーイングエリアでオナー
のプレーヤーが再びオナーとなる。 

»» プレーヤーが適時に裁定を要請したが(規則20.1b参照)、まだ委員会
による裁定が行われておらず次のホールのオナーが誰であるのかに
影響を及ぼす可能性がある場合、オナーを同意か無作為な方法で決
める。

•• 両方のプレーヤーがホールをスタートした後。

»» ホールから遠い球を最初にプレーすることになる。

»» 両者の球がホールから同じ距離にある場合や、それらの相対的な距
離が分からない場合、最初にプレーする球は同意か無作為な方法に
よって決める。

規則 6
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(2)	�相手は違った順番で行われたプレーヤーのストロークを取り消すことが
できる。相手がプレーする順番のときにプレーヤーがプレーした場合、
罰はない。しかし、相手はそのストロークを取り消すことができる：

•• この取り消しは速やかに、そしてどちらかのプレーヤーが別のスト
ロークを行う前にしなければならない。相手がそのストロークを取り
消した場合はその取り消しを撤回することはできない。

•• 相手がそのストロークを取り消した場合、プレーヤーは自分がプレー
する順番のときに、そのストロークが行われた所からプレーしなけれ
ばならない(規則14.6参照)。

•• 相手がそのストロークを取り消さない場合、そのストロークはカウン
トし、プレーヤーはインプレーとなったその球をあるがままにプレー
しなければならない。

例外－時間節約のために同意によって違った順番でプレーする：時間節約の
ために：

•• プレーヤーは相手に違った順番でプレーするよう勧めることができる。
またはプレーの順番を変えることの相手からの要求に同意することがで
きる。

•• その後で相手が違った順番でストロークを行った場合、プレーヤーはそ
のストロークを取り消す権利を放棄したことになる。

規則23.6(フォアボールでのプレーの順番)参照。

6.4b　ストロークプレー
(1)	�通常のプレーの順番。

•• 最初のホールのスタート。最初のティーイングエリアのオナーは委員
会が設定した組合せ表の順番によって決まる。組合せ表がない場合に
は、同意か無作為の方法(例えば、コイントス)による。 

•• すべての他のホールのスタート。

»» ホールのグロススコアがその組で最も少ないプレーヤーが次の
ティーイングエリアでオナーとなる。2番目にスコアが少なかった
プレーヤーがその次にプレーするべきで、その後も同様となる。

»» ホールで複数のプレーヤーが同じスコアの場合、そのプレーヤーた
ちは前のティーイングエリアと同じ順番でプレーするべきである。
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»» ハンディキャップ競技であっても、オナーはグロススコアに基づ
く。

•• すべてのプレーヤーがホールをスタートした後。

»» ホールから最も遠い球を最初にプレーするべきである。

»» 複数の球がホールから同じ距離にある場合や、両者の相対的な距離
が分からない場合、最初にプレーする球は同意か無作為の方法に
よって決めるべきである。

プレーヤーが違った順番でプレーしても罰はない。ただし、複数のプ
レーヤーがそのうちの1人を有利にするために違った順番でプレーするこ
とに同意し、そしてその同意したプレーヤーの1人が違った順番でプレー
した場合、その同意をした各プレーヤーは一般の罰(2罰打)を受ける。

(2)	�安全を間違いなく確保できる方法で違う順番でプレーする(レディーゴル
フ)。プレーヤーは次のような場合、安全を間違いなく確保できる方法で
違う順番でプレーすることが認められ、推奨される：

•• 複数のプレーヤーが利便性や時間節約のためにそうすることに同意し
た。

•• プレーヤーの球がホールのすぐ近くに止まり、そのプレーヤーがホー
ルアウトを望んでいる。

•• (1)に基づいてプレーする順番のプレーヤーがまだプレーする準備がで
きていない状態で、他のプレーヤーを危険にさらしたり、気を散らし
たり、妨げとなることなく、先にプレーする準備ができているプレー
ヤーがいる。

しかし、(1)に基づいてプレーする順番のプレーヤーがプレーする準備が
できていて、先にプレーしたいという意思を示している場合、他のプ
レーヤーは通常はそのプレーヤーがプレーをするまで待つべきである。

プレーヤーは他のプレーヤーたちより優位に立つために違った順番でプ
レーするべきではない。 

6.4c　ティーイングエリアからプレーヤーが暫定球または別の球をプ
レーする場合
プレーヤーがティーイングエリアから暫定球または別の球をプレーする場
合、プレーの順番はその組のすべての他のプレーヤーがそのホールの最初の
ストロークを行った後となる。

規則 6
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複数のプレーヤーがティーイングエリアから暫定球や別の球をプレーする場
合、そのプレーの順番は前の順番と同じとなる。

違った順番でプレーされた暫定球や別の球については、規則6.4a(2)と規則
6.4b参照。

6.4d　プレーヤーが救済を受ける場合、またはティーイングエリア以
外の場所から暫定球をプレーする場合
次の2つの状況で規則6.4a(1)と規則6.4b(1)に基づくプレーの順番：

(1)	�球があった場所とは違う所から球をプレーする救済を受ける。

•• ストロークと距離の救済を受けなければならないことをプレーヤーが
知っていた場合。そのプレーヤーのプレーの順番はそのプレーヤーの
直前のストロークが行われた箇所に基づく。

•• 球をあるがままにプレーするか、救済を受けるかの選択肢をプレー
ヤーが持っている場合。

»» そのプレーヤーのプレーの順番は元の球があった箇所に基づく(分か
らない場合は推定しなければならない)(規則14.2参照)。

»» このことはプレーヤーがすでにストロークと距離の救済をとるこ
と、または元の球の位置とは違う所からプレーする救済を受けるこ
と(元の球がペナルティーエリアにある、またはアンプレヤブルとし
て扱われる場合)をすでに決めている場合でも適用となる。

(2)	�暫定球をプレーする。プレーヤーが暫定球をプレーする順番は、直前の
ストロークを行った後で他の誰かがプレーする前となる。ただし、次の
場合を除く：

•• ティーイングエリアからホールをスタートする場合(規則6.4c参照)。

•• 暫定球をプレーするかどうかをプレーヤーが決めかねている場合(この
場合のプレーヤーの順番は、プレーヤーが暫定球をプレーすることを
決定した時点で、直前のストロークが行われた箇所に基づく)。
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 6.5　ホールのプレーを終了する
次の場合、プレーヤーはホールを終了したことになる：

•• マッチプレー：

»» プレーヤーがホールアウトした、またはプレーヤーの次のストローク
がコンシードされた。

»» ホールの結果が決まる(例えば、相手がそのホールをコンシードした場
合、そのホールの相手のスコアがプレーヤーの可能性があるスコアよ
りも少ない場合、あるいはプレーヤーまたは相手が一般の罰(ホールの
負け)を受ける場合)。

•• ストロークプレー。プレーヤーが規則3.3cに基づいてホールアウトをした
場合。

プレーヤーがそのホールを終了していたことを知らずに、そのホールのプ
レーを終了しようとしていた場合、そのプレーヤーのさらなるプレーは練習
とはみなされず、そのプレーヤーは別の球(誤球を含む)をプレーしたことに
ついて罰を受けない。

規則21.1b(1)、規則21.2b(1)、規則21.3b(1)、規則23.3c (ストロークプ
レーの他の形式あるいはフォアボールでプレーヤーがホールを終了したこと
になる場合)参照。

規則6.1 詳説：ホールのプレーのスタート
6.1b(1)/1 – マッチプレーでティーイングエリアの外から球をプレーし
たが、相手がそのストロークを取り消さない場合
マッチプレーで、ホールのプレーを始めるときにティーイングエリアの外から
行われたストロークが取り消されない場合、規則6.1b(1)はそのプレーヤーはそ
の球をあるがままにプレーすると規定している。しかしながら、そのプレー
ヤーは必ずしもその球をあるがままにプレーすることが許されるとは限らない
場合もある。

例えば、ホールのプレーを始めるときにプレーヤーがティーイングエリアの外
(別に設置されていた間違ったティーマーカーなど)から打った球がアウトオブ
バウンズとなったが、相手はそのストロークを取り消さなかった。

そのプレーヤーのストロークは取り消されなかったので、その球はアウトオブ
バウンズとなることから、そのプレーヤーは直前のストロークを行った場所か
ら球をプレーすることでストロークと距離の救済を受けなければならない。し

規則 6
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かしながら、そのストロークはティーイングエリアの内側からプレーされては
いなかったので、その球はティーアップではなく、ドロップしなければならな
い(規則14.6b参照－直前のストロークをジェネラルエリア、ペナルティーエリ
ア、バンカーから行った)。

規則6.2 詳説：ティーイングエリアから球をプレーする
6.2b(4)/1 – 改善なしに動かされたティーマーカー
プレーヤーがティーマーカーを動かす原因となったが(例えば、つまずく、怒っ
て叩く、特に理由もなく拾い上げる)、そのストロークに影響を及ぼす状態を改
善しなかった場合、プレーヤーがそのティーイングエリアからプレーする前に
そのティーマーカーを元に戻さなかったとしても、罰はない。

しかし、ティーマーカーを動かすことはその競技に重大な影響を与えかねない
ので、プレーヤーは動かすべきではなく、もし動かした場合は、元の位置に戻
しておくべきである。

しかしながら、プレーヤーがティーマーカーを別の場所に置くべきと考えたか
らという理由で動かしたり、故意にティーマーカーを破壊した場合、委員会は
ゲームの精神に反する重大な非行についてそのプレーヤーを失格とすることを
選ぶことができる(規則1.2a)。

規則6.3 詳説：ホールのプレーで使用される球
6.3a/1 – 球がどこで入れ替わったのか分からない場合にはどうすべきか
ホールアウトした後で、２人のプレーヤーは自分たちがお互いの球でホールを
終えたことを知ったが、その球がそのホールのプレー中に入れ替わったのかど
うかを立証できない場合、罰はない。

例えば、ホールのプレーの後で、プレーヤーAがプレーヤーBの球で、プレー
ヤーBがプレーヤーAの球でホールアウトしていたことを知った。両方のプレー
ヤーは自分たちがティーイングエリアからプレーした球でホールアウトしたこ
とについては確信していた。

この状況では、プレーヤーは各ホールを適合であればどの球でも始めることが
認められているので(規則6.3a)、別の証拠がある場合を除き、その球はその
ホールを始める前に入れ替わったと決定すべきである。

6.3c(1)/1 – 「単にその球をプレーしたことに対する罰打」の意味
特定の球に行われたストロークがプレーヤーのスコアにカウントされない場合、
その球をプレーしている間にそのプレーヤーが受けた罰は、そのプレーヤーのイ
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ンプレーの球にも適用される罰を受けた場合を除き、カウントしない。

インプレーの球には適用されないので無視される罰の例は次を含む：

•• その球に故意に触れたり、動かす原因となった(規則9.4)。

•• スタンスをとる間にプレーヤーのキャディーが「制限される区域」に立って
いた(規則10.2b(4))。

•• ストロークのためのバックスイングで砂に触れた(規則12.2b(2))。

インプレーの球にも適用されるので無視されない罰の例は次を含む：

•• ホールのプレー中に練習ストロークを行った(規則5.5a)。

•• 誤球をプレーした(規則6.3c(1))。

•• アドバイスを求めたり、与えた(規則10.2a)。

規則6.4 詳説：ホールをプレーするときの順番
6.4b(1)/1 – プレーヤーが前のティーイングエリアで違う順番でプレー
した場合の規則6.4b(1)の「同じ順番」の意味
6.4b(1)の「同じ順番」という文言は、組のプレーヤーが違う順番でプレーして
いたとしても、その組のプレーヤーが前のティーイングエリアでプレーするは
ずであった順番について言及している。

例えば、6番ホールでプレーヤーAはオナーだったが、時間節約のためにプレー
ヤーBが先にティーイングエリアからプレーした。両者の6番ホールのスコアが
同じだった場合、プレーヤー達が「レディーゴルフ」を採用しなかったらプ
レーしていたのと同じ順番として、7番ホールのオナーはプレーヤーAとなる。
(新)

6.4c/1 – ティーイングエリアから違った順番で暫定球をプレーした場
合、そのストロークを取り消すことはできない
オナーであったプレーヤーが自分の相手が暫定球をプレーした後で暫定球をプ
レーすることに決めた場合、そのプレーヤーは規則6.4a(2)に基づいてその相手
の暫定球のストロークを取り消すことはできない。

例えば、プレーヤーAがオナーでティーイングエリアから最初にプレーした。
プレーヤーB(相手)は次にプレーし、アウトオブバウンズの可能性があったの
で、暫定球をプレーすることに決め、暫定球をプレーした。プレーヤーBが暫
定球をプレーした後で、プレーヤーAは自分も暫定球をプレーすることに決め
た。
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プレーヤーAはプレーヤーBが暫定球をプレーしたことを知った後になって初め
て暫定球をプレーするという意図を明らかにしたので、プレーヤーAはプレー
ヤーBの暫定球のストロークを取り消す権利を放棄していたことになる。しか
しながら、プレーヤーAは依然として暫定球をプレーすることができる。

規則6.5 詳説：ホールのプレーを終了する
6.5/1 – プレーヤーまたはサイドがホールを終了した時点
ホールが終了した時点を理解することが重要な規則がいくつかある(例えば、規
則4.1b, 規則4.3, 規則5.5b, 規則20.1b(2))。

プレーヤーがホールを終了し、ホールとホールの間にいる時の例：

マッチプレー：

シングル：プレーヤーがホールアウトした、プレーヤーの次のストロークがコ
ンシードされた、ホールの結果が決定した。

フォアサム：サイドがホールアウトした、そのサイドの次のストロークがコン
シードされた、ホールの結果が決定した。

フォアボール：両方のパートナーがホールアウトした、両方のパートナーの次
のストロークがコンシードされた、ホールの結果が決定した。

ストロークプレー：

個人：プレーヤーがホールアウトした。

フォアサム：サイドがホールアウトした。

フォアボール：両方のパートナーがホールアウトした、パートナーの一人が
ホールアウトし、他の一人がそのサイドのスコアより良くなることがない。

ステーブルフォード、パー/ボギー、最大スコア：プレーヤーがホールアウトし
た、スコアがゼロポイントとなった後に、そのホールの負けとなった後に、ま
たは最大スコアに達した後にピックアップした。





球をプレーすること

規則7～11

III
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 7.1　球をフェアに捜索する方法
7.1a　プレーヤーは球を見つけ、確認するために合理的な行動をとる
ことができる
プレーヤーは各ストロークの後に自分のインプレーの球を見つける責任があ
る。

プレーヤーは球を見つけて確認するために合理的な行動をとることにより球
をフェアに捜索することができる。例えば：

•• 砂や水を動かすこと。

•• 草、ブッシュ、木の枝、その他の生長または付着している自然物を動かす
こと、または曲げること。そしてそのような物を壊すこと。しかし、球を
見つける、または確認するために合理的な行動をとったが、結果として壊
してしまった場合に限る。

そのようなフェアな捜索の一部として合理的な行動をとることでストローク
に影響を及ぼす状態を改善した場合：

•• その改善がフェアな捜索の結果である場合、規則8.1aに基づく罰はない。

•• しかし、その改善がフェアな捜索のために合理的な限度を超えた行動の結
果である場合は、そのプレーヤーは規則8.1aの違反に対して一般の罰を受
ける。

球を見つけて確認しようとするときに、プレーヤーは、規則15.1で認められる

規則の目的：

規則 

規則7はプレーヤーが各ストロークの後に自分のインプレーの球をフェアに
捜索するために合理的な行動をとることを認めている。

•• しかし、プレーヤーが行き過ぎた行動をしてそのプレーヤーの次のスト
ロークに影響を及ぼす状態を改善する原因となった場合は罰を適用するこ
とになるので、プレーヤーは注意を払わなければならない。
•• プレーヤーが球を見つけようとする、または確認しようとするときにその
球を偶然に動かしても罰を受けないが、元の箇所にその球をリプレースし
なければならない。

球の捜索：球を見つけること、 
確認すること7
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規則 7

とおりにルースインペディメントを取り除くことができるし、規則15.2で認
められるとおりに動かせる障害物を取り除くことができる。

7.1b　プレーヤーの球を見つける、あるいは確認しようとしている間
に、その球のライに影響を及ぼす砂を動かした場合に行うこと
•• プレーヤーはその砂の中の元のライを復元しなければならない。しかし、
球が砂に被われていた場合はその球のほんの一部を見えるようにしておく
ことができる。

•• プレーヤーが元のライに復元せずにその球をプレーした場合、そのプレー
ヤーは一般の罰を受ける。

 7.2　球を確認する方法
止まっているプレーヤーの球は次のいずれかの方法で確認することができ
る：

•• それがプレーヤーの球であることが分かっている状況では、その球が止ま
るのを見ていたプレーヤーや他の誰かが確認する。

•• その球の識別マークを見ることによって確認する(規則6.3a参照)。しか
し、このことは、同じ識別マークの同一の球が同じ区域で見つけられた場
合には適用しない。

•• プレーヤーの球があると思われる区域で、そのプレーヤーの球と同じブラ
ンド、モデル、番号、状態である球を見つけることによって確認する。し
かし、これは、その同じ区域に同一の球があり、どちらがプレーヤーの球
であるかを知る方法がない場合には適用しない。

プレーヤーの暫定球が自分の元の球と区別ができない場合は、規則18.3c(2)
を参照。

 7.3　確認のために球を拾い上げること
ある球がプレーヤーの球である可能性があるが、あるがままの状態では確認
できない場合：

•• プレーヤーは確認のためにその球を拾い上げること(球を回すことを含む)
ができる。しかし、

•• 球の箇所を最初にマークしなければならず、球を確認するのに必要とする以上
はふいてはならない(ただし、パッティンググリーンを除く)(規則14.1参照)。
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拾い上げた球がプレーヤーの球、または別のプレーヤーの球であった場合、
その球を元の箇所にリプレースしなければならない(規則14.2参照)。

プレーヤーが球を確認する合理的な必要性がないのにこの規則に基づいて自
分の球を拾い上げたり(ただし、規則13.1bに基づいてプレーヤーが拾い上げ
ることができるパッティンググリーンを除く)、その球を拾い上げる前にその
球の箇所をマークしなかったり、認められていないのにその球をふいたりし
た場合は、プレーヤーは1罰打を受ける。 

規則7.3に違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則14.7aに基
づく一般の罰。

 7.4　�見つけようとしている、または確認しようとしていると 
きに偶然に動かされた球

見つけようとしている、または確認しようとしている間に、プレーヤー、相
手、他の誰かがそのプレーヤーの球を偶然に動かした場合、罰はない。しか
し、プレーヤーがその球を捜し始める前にそのプレーヤーがその球を動かす
原因となった場合、そのプレーヤーは規則9.4bに基づいて1罰打を受ける。

この規則でいう「偶然に」には、球を動かすことでその位置が明らかになる
可能性が高い状況で、誰かが球を見つけようとして、合理的な行動をとった
ことによって、球が動かされた場合を含む(例えば、長い芝草を足で掃いた
り、木を揺らすことなどによって)。

これらの状況では、その球を元の箇所にリプレースしなければならない(分か
らない場合は推定しなければならない)(規則14.2参照)。そうする場合は：

•• 球が動かせない障害物、不可分な物、境界物、生長または付着している自
然物の上、下にある、または寄りかかっている場合、その球はそのような
物の上、下、または寄りかかっていた元の箇所にリプレースしなければな
らない(規則14.2c参照)。

•• 球が砂に被われていた場合、元のライを復元しなければならず、その球は
そのライにリプレースしなければならない(規則14.2d(1)参照)。しかし、
そうする場合、プレーヤーは球のほんの一部を見えるようにしておくこと
ができる。

規則15.1a参照(球をリプレースする前に特定のルースインペディメントを故
意に取り除くことに関する制限)。

規則7.4の違反の罰：一般の罰。

規則 7
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規則7.1 詳説：球をフェアに捜索する方法
7.1a/1 – フェアに捜索する一部となる可能性が低い行動の例
フェアに捜索する一部として妥当とみなされる可能性が低く、ストロークに影
響を及ぼす状態の改善があった場合に一般の罰を受けることになる行動の例は
次を含む：

•• 球があると思われる区域を歩いたり、その区域の中にある球を捜索するため
に必要な程度を超えて芝草の区域を平らにする行動をとること。

•• その地面から生長物を意図的に取り除くこと。

•• 球が止まっている場所に行きやすくするために木の枝を折ること(その枝を折
らなくても球が止まっている場所に行くことは可能であった)。

規則7.2 詳説：球を確認する方法
7.2/1 – 回収することができない球の確認
プレーヤーには木の上、あるいはどこか別の場所にある球が見えているが、そ
の球を回収できない場合、そのプレーヤーはその球が自分の球であるとみなす
ことはできず、規則7.2に規定されている方法の一つでその球を確認しなければ
ならない。

そうした確認はたとえそのプレーヤーがその球を回収できなかったとしても、
次のことによって行うことができる：

•• その球が間違いなくプレーヤーの球であると確認できるマークを見るために
双眼鏡や距離計測器を使用する。

•• 別のプレーヤーや観客が、プレーヤーのストローク後にその球がその特定の
場所に止まるのを見ていたことが分かる。

規則7.4 詳説：見つけようとしている、または確認しようとしてい
るときに偶然に動かされた球
7.4/1 – 捜索中に動かされた球をリプレースする元の箇所の推定
プレーヤーの球が捜索中に偶然に動かされ、リプレースする元の箇所を推定し
なければならない場合、そのプレーヤーは動かされる前にその球が位置してい
た場所について利用できるすべての合理的な証拠を考慮すべきである。

例えば、球の元の箇所を推定する場合、そのプレーヤーは次のことを考慮すべ
きである：

規則 7
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•• その球がどのように見つかったのか(例えば、踏みつけられたのか、蹴飛ばさ
れたのか、あるいはクラブや手で探っていたときに動かされたのか)。

•• その球は見えていたのかどうか。

•• その球の地面や生長物との相対的な位置(その球は芝草に寄り掛かっていたの
か、埋もれていたのか、芝草の中でどれくらい沈んでいたのかなど)。

その球をリプレースするとき、ルースインペディメントはライの一部ではない
ので、プレーヤーは同時に動かされていたかもしれないルースインペディメン
ト(葉っぱなど)を元の位置に戻す必要はない。多くの場合、ルースインペディ
メントを元の位置に戻すことを要求したとしても、元の状況を復元することは
不可能に近いだろう。

例えば、ペナルティーエリアで落葉に覆われた球を捜索している間に、プレー
ヤーはその球を蹴飛ばし、球の近くの落葉も動かしてしまった。その球を元の
箇所、あるいは推定箇所にリプレースしなければならないが、たとえ球が間違
いなく落葉の下にあった場合でも、その落葉を元の位置に戻す必要はない。

7.4/2 – 「見つけようとしている」の意味
規則7.4と規則9.4例外2(球を見つける前の偶然の動き)では、その球を「見つけ
ようとしている」間に球が偶然に動かされた場合には罰はない。「見つけよう
としている」には、規則7.1(球をフェアに捜索する方法)によって認められる行
動を含み、その球を捜索している一部と合理的にみなすことができる行動を含
む。しかし、球があると思われる区域に歩いて行くなど、捜索を始める前の行
動は含まない。

例えば、プレーヤーの球が雑木林の方向に飛んで行った。そのプレーヤーはそ
の球が木に当たって方向を変えられ、ティーイングエリアの方向に戻ってきた
ことに気づいていなかった。そのプレーヤーがその球がありそうだと思った区
域から少し離れた場所で、捜索を始める前に、そのプレーヤーは偶然に自分の
球を蹴飛ばした。このことはその球を「見つけようとしている」間ではなかっ
たので、そのプレーヤーは自分の球を偶然に動かしたことについて規則9.4bに
基づき1罰打を受け、その球をリプレースしなければならない。

7.4/3 – 捜索を一時的に止めているときに球が動く
詳説7.4/2では、プレーヤーがその球を「見つけようとしている」間ではないと
きに球が動かされた場合、そのプレーヤーは罰を受けると規定している。

しかしながら、プレーヤーの力の及ばない状況のせいで捜索を一時的に止めて

規則 7
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いるときにプレーヤーが自分の球を偶然に動かした場合、球を動かしたことに
ついて罰を受けない。

例えば：

•• プレーヤーは先にプレーさせることにした別の組の邪魔にならないように移
動するために自分の球の捜索を止めた。そのプレーヤーが邪魔にならないと
ころに移動している途中に自分の球を偶然に動かした。

•• 委員会がプレーを中断し、プレーヤーがその区域から立ち去るときに自分の
球を偶然に踏みつけ、動かした。

規則 7
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 8.1　�ストロークに影響を及ぼす状態を改善するプレーヤーの
行動

「コースはあるがままにプレー」という原則を守るために、次の「ストロー
クに影響を及ぼす状態」(コース内外を問わず)は保護される。したがって、
この規則はプレーヤーが行う次のストロークに対してその状態を改善するこ
とを制限している：

•• 止まっているそのプレーヤーの球のライ、

•• そのプレーヤーの意図するスタンス区域、

•• そのプレーヤーの意図するスイング区域、

•• そのプレーヤーのプレーの線、

•• そのプレーヤーが球をドロップまたはプレースすることになる救済エリ
ア。

この規則はラウンド中と、規則5.7aに基づくプレーの中断中の両方で行われ
る行動に適用する。

この規則は次のことには適用しない：

•• 規則15の規定で認められる範囲でルースインペディメントや動かせる障
害物を取り除くこと。

•• 規則11で扱うプレーヤーの球が動いている間に行った行動。

規則 8

規則の目的：

規則 

規則8はこのゲームの主要な原則「コースはあるがままにプレー」を扱って
いる。プレーヤーの球が止まった場合、プレーヤーはストロークに影響を及
ぼす状態を通常は受け入れなければならず、その球をプレーする前にその状
態を改善してはならない。しかしながら、それらの状態を改善してしまうこ
とになったとしてもプレーヤーがとることができる特定の合理的な行動があ
る。そしてそれらの状態を改善したり、悪化させても罰なしにその状態を復
元することができる限定的な状況もある。

コースはあるがままにプレー8
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8.1a　認められていない行動
プレーヤーはストロークに影響を及ぼす状態が改善されてしまう場合には次
の行動をとってはならない。ただし、規則8.1b、c、dで認められた限定的な
方法を除く。

(1)	次の物を動かす、曲げる、壊す：

•• 生長または付着している自然物。

•• 動かせない障害物、不可分な物、境界物。 

•• ティーイングエリアから球をプレーするときのそのティーイングエリ
アのティーマーカー。

(2)	ルースインペディメントや動かせる障害物を所定の位置に置く(例えば、
スタンスの場所を作るため、またはプレーの線を改善するため)。

(3)	次のことを含め、地面を変える：

•• ディボットをディボット跡に戻す。

•• すでに戻されているディボット、またはすでに所定の位置にある他の
切り芝を取り除いたり、押し付ける。

•• 穴、窪み、起伏のある面を作ったり、なくす。

(4)	砂やバラバラの土を取り除く、または押し付ける。

(5)	露、霜、水を取り除く。

規則8.1aの違反の罰：一般の罰。

8.1b　認められる行動
ストロークの準備をしているときや、ストロークを行っているときに、プ
レーヤーは次の行動をとることができる。そして、その結果として、たとえ
そのストロークに影響を及ぼす状態を改善したとしても罰はない：

(1)	自分の球を見つけて確認するために合理的な行動をとることによって
フェアに捜索する(規則7.1a参照)。

(2)	ルースインペディメント(規則15.1参照)と動かせる障害物(規則15.2参照)
を取り除くために合理的な行動をとる。

(3)	球の箇所をマークするため、そして規則14.1と規則14.2に基づいてその
球を拾い上げ、リプレースするために合理的な行動をとる。

規則 8
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(4)	球の直前、または直後にクラブを軽く地面に置く。「クラブを軽く地面
に置く」とは、そのクラブの重さが地面や地面の上にある芝草、土壌、
砂、あるいは他の物質によって支えられても良いことを意味する。

しかし次のことは認められない：

•• クラブを地面に押し付ける。

•• 球がバンカーにある場合、球の直前、直後の砂に触れること(規則
12.2b(1)参照)。

(5)	スタンスをとるときに両足をしっかりと据える(合理的な程度で砂の中や
バラバラの土の中に足を潜り込ませることを含む)。

(6)	球の所に行きスタンスをとるために合理的な行動をとることによって
フェアにスタンスをとる。

しかし、そうする場合プレーヤーは：

•• 通常のスタンスをとったり、通常のスイングを行う権利はない。

•• その特定の状況に対応するために最も控えめな行動をとらなければな
らない。

(7)	ストロークを行う、またはその後に行うストロークのためのバックスイ
ングをする。

しかし、球がバンカーにある場合は、バックスイングのときにそのバン
カーの砂に触れることは規則12.2b(1)に基づいて禁止される。

(8)	ティーイングエリアで：

•• ティーを地面に刺したり、置いたりすること(規則6.2b(2)参照)。

•• 生長または付着している自然物を動かす、曲げる、壊す(規則6.2b(3)参
照)。

•• 地面を変える。砂や土を取り除いたり、押し付ける、または露、霜、
水を取り除く(規則6.2b(3)参照)。

(9)	バンカーから球をプレーしてそのバンカー外に出した後でコース保護の
ために砂をならす(規則12.2b(3)参照)。

(10) �パッティンググリーン上で、砂やバラバラの土を取り除いたり、損傷を
修理する(規則13.1c参照)。

規則 8
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(11) �自然物が分離しているかどうかを知るために動かす。

しかし、その物が生長または付着していることが分かった場合、付着し
ているままにしておかなければならず、できるだけ元の位置に戻さなけ
ればならない。

規則25.4g (移動補助具を使うプレーヤーがスタンスをとるときの規則
8.1b(5)の修正)参照。

8.1c　規則8.1a(1)や規則8.1a(2)に違反して改善した状態を復元す
ることによって罰を免れる
規則8.1a(1)に違反して物を動かしたり、曲げたり、壊したりして、または規
則8.1a(2)に違反して物を所定の位置に動かすことによってプレーヤーがスト
ロークに影響を及ぼす状態を改善した場合：

•• 次のストロークを行う前にプレーヤーが次の(1)と(2)が認める方法で元の
状態を復元することによって改善を無くした場合、罰はない。

•• しかし、プレーヤーが規則8.1a(3)～(5)によって扱われている行動をとる
ことによりストロークに影響を及ぼす状態を改善した場合、そのプレー
ヤーは元の状態に復元しても罰を免れることはできない。

(1)	物を動かす、曲げる、壊すことにより改善した状態を復元する方法。スト
ロークを行う前に、元の物を元の位置にほぼ同様に復元することによっ
て違反により生じた改善をなくせば、プレーヤーは規則8.1a(1)の違反の
罰を免れることができる。例えば：

•• 取り除いた境界物(例えば、境界杭)を元に戻すこと、または角度を変え
るために押した境界物を元の位置に戻すこと。

•• 動かした木の枝、草、動かせない障害物を元の位置に戻すこと。

しかし、次の場合、プレーヤーは罰を免れることはできない：

•• 改善がなくならない場合(例えば、境界物や枝を著しく曲げたり、壊し
たりしたので、元の位置に戻すことができない)。

•• 状態を復元しようとして元の物以外の何かを使用する場合。例えば：

»» 違う物や追加の物を使用する(例えば、境界杭を取り除いた穴に違う
杭を入れる、または取り除いた枝を元の場所に結ぶ)。

»» 元の物を修復するために他の物質を使用する(例えば、壊れた境界物
や枝を修復するためにテープを使用する)。

規則 8
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(2)	物を移動することによって改善した状態を復元する方法。ストロークを
行う前に、所定の位置に動かした物を元に戻すことによってプレーヤー
は規則8.1a(2)の違反の罰を免れることができる。

8.1d　球が止まった後に悪化した状態の復元
プレーヤーの球が止まった後にストロークに影響を及ぼす状態が悪化した場
合：

(1)	悪化した状態の復元が認められる場合。ストロークに影響を及ぼす状態
が、プレーヤー以外の人、または動物によって悪化した場合、規則8.1a
に基づく罰なしに、プレーヤーは次のことができる：

•• 出来る限りほぼ同様に元の状態に復元する。

•• 元の状態に復元するためにそうすることが合理的な場合、またはその
状態が悪化したときに物質が球の上に載ってしまった場合は、球の箇
所をマークして拾い上げて、ふいて、その球を元の箇所にリプレース
する(規則14.1と規則14.2参照)。

•• 悪化された状態が簡単に復元できない場合、その球を拾い上げて、(1)
ストロークに影響を及ぼす状態に最も似ていて、(2)元の箇所から1ク
ラブレングス以内で、(3)元の箇所と同じコースエリア(ホールに近づか
ない)で最も近い箇所に置くことよってリプレースすることができる。

例外－球を拾い上げた、または動かしたときやその後で、その球をリプ
レースする前に悪化した球のライ：このことは規則14.2dで扱う。ただ
し、中断して球を拾い上げた後でライが悪化した場合はこの規則を適用
する。

(2)	悪化した状態の復元が認められない場合。プレーヤーは次の原因によっ
て悪化されたストロークに影響を及ぼす状態を改善してはならない(ただ
し、規則8.1c(1)、規則8.1c(2)、規則13.1cが認めている場合を除く)。

•• そのプレーヤー(そのプレーヤーのキャディーを含む)。

•• そのプレーヤーによって承認された行動をしている人(レフェリーを除
く)。

•• 風、水などの自然の力。

プレーヤーが改善することが認められていない悪化した状態を改善した
場合、プレーヤーは規則8.1aに基づいて一般の罰を受ける。
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規則8.1dに違反して誤所からプレーしたことに対する罰：規則14.7aに基づ
く一般の罰。

規則22.2(フォアサムでは、パートナーはいずれもそのサイドのために行動
することができ、そのパートナーの行動はそのプレーヤーの行動として扱わ
れる)；規則23.5(フォアボールでは、パートナーはいずれもそのサイドのた
めに行動することができ、プレーヤーの球や用具に関係するパートナーの行
動はプレーヤーの行動として扱われる)参照。

8.2　�プレーヤー自身の止まっている球、または行うことにな
るストロークに影響を及ぼす他の物理的状態を変えるプ 
レーヤーの故意の行動

8.2a　規則8.2を適用する場合
この規則は自分の止まっている球や行うことになるストロークに影響を及ぼ
す他の物理的な状態を変えるプレーヤーの故意の行動を扱っている。

この規則は次のプレーヤーの行動には適用しない：

•• 故意に自分自身の球の方向を変える、または止める、あるいは球が止まる
かもしれない場所に影響を及ぼす物理的状態を故意に変える(規則11.2と
規則11.3で扱う)。　

•• そのプレーヤーのストロークに影響を及ぼす状態を変える(規則8.1aで扱う)。

8.2b　他の物理的状態を変える禁止行動
プレーヤーは、次の場所に影響を及ぼす他の物理的状態を変えるために規則
8.1aに掲載されている行動を故意にとってはならない(ただし、規則8.1b,c,d
で認められている場合を除く)：

•• 次のストロークや以降のストロークで球が行く、または止まる可能性がある。

•• プレーヤーの止まっている球がストロークが行われる前に動いた場合、そ
の球が行く、または止まる可能性のある場所(例えば、球が急な傾斜の上
にあり、ブッシュの中に転がっていくかもしれないとプレーヤーが心配し
ている場合)。

例外－コースを保護するための行動：プレーヤーがコースを保護するために
他の物理的状態を変えた場合(例えば、バンカーの足跡をならすこと、ディ
ボットをディボット跡に戻すこと)、この規則に基づく罰はない。
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規則8.2の違反の罰：一般の罰。

規則22.2(フォアサムでは、パートナーはいずれもそのサイドのために行動
することができ、そのパートナーの行動はそのプレーヤーの行動として扱わ
れる)；規則23.5(フォアボールでは、パートナーはいずれもそのサイドのた
めに行動することができ、プレーヤーの球や用具に関係するパートナーの行
動はプレーヤーの行動として扱われる)参照。

 8.3　他のプレーヤーの止まっている球、または行うことにな
るストロークに影響を及ぼす物理的状態を変えるプレー 
ヤーの故意の行動

8.3a　規則8.3を適用する場合
この規則は他のプレーヤーの止まっている球やその他のプレーヤーが行うス
トロークに影響を及ぼす物理的状態を変えるプレーヤーの故意の行動だけを
扱っている。

他のプレーヤーの動いている球の方向を故意に変える、止める、または球が
止まるかもしれない場所に影響を及ぼす物理的状態を変えるプレーヤーの行
動には適用しない(規則11.2と規則11.3で扱う)。

8.3b　他の物理的状態を変える禁止行動
プレーヤーは次のことをするために規則8.1aに掲載されている行動を故意に
行ってはならない(ただし、規則8.1b,c,dで認められる場合を除く)：

•• 別のプレーヤーのストロークに影響を及ぼす状態を改善または悪化させる
こと。

•• 影響を及ぼす他の物理的状態を変えること：

»» 別のプレーヤーの球がそのプレーヤーの次のストロークや以降のスト
ロークで球が行く、または止まる可能性がある場所。

»» 別のプレーヤーの止まっている球がストロークの行われる前に動いた
場合にその球が行く、または止まる可能性がある場所。

例外－コースを保護するための行動：プレーヤーがコースを保護する為に他
の物理的状態を変えた場合、この規則に基づく罰はない(例えば、バンカーの
足跡をならすこと、ディボットをディボット跡に戻すこと)。

規則8.3の違反の罰：一般の罰。
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規則22.2(フォアサムでは、パートナーはいずれもそのサイドのために行動
することができ、そのパートナーの行動はそのプレーヤーの行動として扱わ
れる)；規則23.5(フォアボールでは、パートナーはいずれもそのサイドのた
めに行動することができ、プレーヤーの球や用具に関係するパートナーの行
動はプレーヤーの行動として扱われる)参照。

規則8.1 詳説：ストロークに影響を及ぼす状態を改善するプレー
ヤーの行動
8.1a/1 – 潜在的な利益となる可能性が高い行動の例
ストロークに影響を及ぼす状態を改善しそうな(つまり、プレーヤーに潜在的な
利益を与える可能性が高い)行動の例は次の場合を含む：

•• プレーヤーがピッチマークやディボット跡に影響を受ける可能性のあるスト
ローク(例えば、パットや低く転がすチップ)を行う前に、自分の球の数ヤー
ド前方のプレーの線上にあるジェネラルエリアのピッチマークを修理した
り、ディボット跡にディボットを戻した。

•• プレーヤーの球がグリーン横のバンカーの中にあり、短い距離のショットを
プレーする前に球の前方の自分のプレーの線上にあった足跡をならしたが、
そのプレーヤーはそのならした区域を越えてプレーするつもりであった(規則
12.2b(2)参照－砂に触れた結果、罰を受けない場合)。

8.1a/2 – 潜在的な利益となる可能性が低い行動の例
ストロークに影響を及ぼす状態を改善しそうもない(つまり、プレーヤーに潜在
的な利益を与える可能性が低い)行動の例は次の場合を含む：

•• ジェネラルエリアから150ヤードのアプローチショットを行う前に、プレー
ヤーが自分の球の数ヤード前方のプレーの線上にあった小さなピッチマーク
を修理したり、バンカー内の足跡をならしたり、あるいはディボット跡に
ディボットを戻した。

•• プレーヤーの球が縦に長くて浅いフェアウェイバンカーの真ん中にあり、そ
の球の数ヤード前方のプレーの線上にあった足跡を長い距離のショットをプ
レーする前にならしたが、そのプレーヤーはそのならした区域を越えてプ
レーするつもりであった(規則12.2b(2)参照－砂に触れた結果、罰を受けない
場合)。

規則 8



142

8.1a/3 – 意図するストロークのための状態を改善したプレーヤーは別
のストロークを行ったとしても違反となる
プレーヤーが特定の方法で球をプレーしようとして、その特定のストロークに
影響を及ぼす状態を改善し、その状態を復元することによっても罰を免れない
場合、そのプレーヤーはその特定の方法でその球を次にプレーするか、改善し
たことに影響されない別の方法でプレーするかにかかわらず、規則8.1aの違反
となる。

例えば、プレーヤーが意図するストロークのためのスタンスやスイング区域に
障害となっていた枝を折り、その枝を折ることなくスタンスをとることができ
た場合、その球を別の方向にプレーしたり、その枝がストロークに影響しない
場所に救済を受けることで罰を免れることはできない。このことは、プレー
ヤーがホールを始めるときに枝を折って、ティーイングエリア内の別の場所に
移動した場合にも適用される。

改善した状態を復元することによって罰を免れることができるかどうかについ
ては規則8.1cを参照すること。

8.1a/4 – 動かせない障害物を動かしたり、曲げたり、壊す例
アウトオブバウンズにあるフェンス(そのフェンスは境界物ではない)の一部が
傾いてコース側に出ていたので、プレーヤーはそのフェンスが垂直になるよう
に押し戻した。この行為は動かせない障害物を動かすことでストロークに影響
を及ぼす状態を改善することを禁止している規則8.1aの違反となっていた。そ
のプレーヤーは規則8.1c(改善した状態を復元することによって罰を免れる)に
よって許されているように、自分の次のストロークの前にそのフェンスを元の
位置に戻すことでその状態を復元する場合を除き、一般の罰を受ける。

そうした状況では、規則8.1aは動かせない障害物を動かしたり、曲げたり、壊
すことを禁止しているが、プレーヤーには規則16.1b(異常なコース状態からの
救済)に基づいて、傾いてコース側に出ている動かせない障害物の一部による障
害からの罰なしの救済を受ける選択肢がある。

8.1a/5 – タオルなどの物を所定の位置に置いてスタンスの場所を作る
ことは許されない
定義「スタンス」には、プレーヤーが立つために自分の両足を据える場所だけ
ではなく、ストロークの準備や、ストロークを行うときのプレーヤーの全身の
位置を含む。

例えば、プレーヤーがストロークを行う間に自分の体を保護するためにタオル
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や他の物をブッシュの上に置いた場合、意図するスタンス区域を改善したこと
について規則8.1aの違反となる。

球が木の下にあるためにプレーヤーがひざまずいてプレーする必要があり、ひ
ざが濡れたり、汚れないようにとタオルを地面に敷く場合、そのプレーヤーは
スタンスの場所を作っていることになる。しかし、プレーヤーはそのショット
をプレーする前にタオルを自分の腰に巻いたり、レインウエアを着ることが認
められる(規則10.2b(5)参照－物理的な援助と気象条件からの保護)。

プレーヤーが認められない方法で物を所定の位置に置いたが、その球をプレー
する前にその誤りに気づいた場合、ストロークに影響を及ぼす他の改善がな
かったのであれば、そのストロークを行う前にその物を取り除くことによっ
て、罰を免れることができる。

8.1a/6 – スタンスの場所を作るために地面を変えることは許されない
プレーヤーはスタンスをとるときに自分の両足をしっかり据えることが認めら
れているが、スタンスをとる場所となる地面を変え、その地面を変えたことが
意図するスタンス区域を改善した場合は規則8.1aの違反となる。

地面を変えたことがストロークに影響を及ぼす状態を改善したことになりそう
な例は下記を含む：

•• そこに立つための水平な区域を作るために足でバンカーの側面の砂を落とし
た。

•• スタンスのためのよりしっかりとした土台を得るために柔らかい地面に過度
に足を潜り込ませた。

プレーヤーはスタンスの場所を作るために地面の状態を変えることによって状
態を改善した時点で規則8.1aの違反となり、その地面の状態を元の状態に復元
することを試みることによって罰を免れることはできない。

地面の状態を変えることの制限(規則8.1a(3))は、プレーヤーが球をプレーする
ために立つことになる場所から大量の松葉や落葉を取り除くなど、意図するス
タンス区域からルースインペディメントや動かせる障害物を取り除くことは含
まない。

8.1a/7 – プレーヤーは地面の下に木の根、岩盤、あるいは障害物があ
るかどうかを確認するために探ることができるが、状態を改善しない場
合に限る
規則8.1aはプレーヤーがその状態を改善しない限り、ストロークに影響を及ぼ
す状態に覆われている区域の地面に触れることを禁止していない。
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例えば、ストロークに影響を及ぼす状態を改善することがなければ、プレー
ヤーは球がコース上のどこにある場合でもそのストロークを行ったときに自分
のクラブが地面の下にある木の根、岩盤、あるいは障害物に当たる可能性があ
るかどうかを確かめるために、その球の周辺をティーや他の物で探ることがで
きる。

しかしながら、プレーヤーが砂の状態をテストするためにバンカーの砂を探っ
たかどうかについては詳説12.2b/2を参照すること。

8.1a/8 – 救済エリアの地面を変えることは認められない
救済を受けるために球をドロップする前に、プレーヤーは救済エリアの中にあ
るディボット跡にディボットを戻したり、ストロークに影響を及ぼす状態を改
善することになる方法で地面を変える他の行動をとってはならない。

しかしながら、その禁止事項はプレーヤーがその救済エリアに球をドロップす
ることが求められたり、認められることに気づいた後にだけ適用される。

例えば、プレーヤーが球をプレーして、そのディボットを元に戻した後にその
球がアウトオブバウンズであったり、ペナルティーエリアの中にあったり、ア
ンプレヤブルであったり、あるいは暫定球をプレーすべきという理由で自分が
ストロークと距離に基づいてその場所からプレーし直さなければならない、あ
るいはプレーし直すことができることに気づいた場合、その元に戻したディ
ボットがその救済エリアの中であっても、そのプレーヤーは規則8.1aの違反と
はならない。

8.1a/9 – どのような場合にディボットは元の位置に戻されたことになる
のか、また、取り除いたり、押さえつけてはならないのか
規則8.1a(3)はディボット跡にあるディボット(まだ活着したり、生長していな
かったとしても地面の一部として扱われ、ルースインペディメントとしては扱
われない)を押さえつけたり、取り除いたり、位置を変えることによってスト
ロークに影響を及ぼす状態を改善することを禁止している。

ディボットはその大部分が、根を下にして、ディボット跡の中にある場合、元
の位置に戻されたことになる(そのディボットが切り取られた跡と同じディボッ
ト跡の中にあるかどうかは問わない)。

8.1b/1 – プレーヤーはスタンスをとるときに何度でも両足をしっかり据
えることが認められる
規則8.1bはプレーヤーがスタンスをとるときに両足をしっかり据えることを認
めており、そのことはストロークを行う準備で何度でも行うことができる。
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例えば、プレーヤーはクラブを持たずにバンカーに入り、球をプレーするシ
ミュレーションとしてスタンスをとるときに自分の両足を砂に潜り込ませ、そ
のバンカーを出てクラブを取りに戻り、その後で再び自分の両足を砂に潜り込
ませてからストロークを行うことができる。

8.1b/2 – 「フェアにスタンスをとること」の例
プレーヤーはどの方向にもプレーすることが認められるが、通常のスタンスを
とったり、スイングを行う権利は保証されておらず、その状況に適応して最も
控えめに振舞わなければならない。

フェアにスタンスをとっているとみなされ、その結果として改善になっても規
則8.1bに基づいて認められる行動の例は次を含む：

•• 後ずさりで枝や境界物のある場所に入って行く(そうすることが、たとえその
枝や境界物を邪魔にならない場所に動かしたり、曲げたり、壊す原因となっ
たとしても、選択したストロークのためのスタンスをとる唯一の方法の場
合)。

•• 球をプレーしに木の下に入って行くために自分の手で枝を曲げる(そうするこ
とが、その木の下に入って行ってスタンスをとるための唯一の方法の場合)。

スタンスをとるために必要以上のことをしたことでプレーヤーが罰を受ける場
合については、詳説8.1b/3を参照すること。

8.1b/3 – 「フェアにスタンスをとること」にならない例
フェアにスタンスをとっているとみなされず、ストロークに影響を及ぼす状態
を改善した場合に規則8.1aに基づいて罰を受けることになる行動の例は次を含
む：

•• バックスイングやストロークの邪魔にならないようにするために故意に手や
足、あるいは体で枝を動かしたり、曲げたり、壊すこと。

•• そうしなくてもスタンスをとることができたのに、丈の高い草や雑草が意図
するスタンスやスイング区域の邪魔にならないように押し下げたり、押し分
ける方法でそうした丈の高い草や雑草の上に立つこと。

•• スタンスやスイングから離れた場所となるように、ひとつの枝を別の枝に
引っ掛けたり、２本の草を紐状に編むこと。

•• スタンスをとった後に球への視界を遮っていた枝を手で曲げること。

•• そうしなくてもスタンスをとることができたのに、スタンスをとるときに障
害となっていた枝を曲げること。
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8.1b/4 – ティーイングエリアの状態を改善することは地面に限定され
る
規則8.1b(8)はプレーヤーがティーイングエリアでストロークに影響を及ぼす状
態を改善する行動をとることを認めている。この規則8.1aの限定的な例外は、
球がティーアップされるか、地面からプレーされるかにかかわらず、(ティーイ
ングエリアで生長している自然物を取り除くことを含み)プレーヤーがティーイ
ングエリアそれ自体の内側の地面の物理的な状態を変えることだけを認めるこ
とを意図している。

この例外は、意図するスイング区域の障害となるかもしれないティーイングエ
リアの外側にある木の枝を折ったり、木はティーイングエリアの外側に根付い
ているが、ティーイングエリアに張り出しているその木の枝を折るなど、プ
レーヤーがティーイングエリアの外側で行動をとることによってティーショッ
トのためのストロークに影響を及ぼす状態を改善することを認めていない。

8.1b/5 – プレーヤーがバンカーからプレーして脱出した後で「コースを
保護するため」にバンカーをならす
バンカーにある球がプレーされ、その球がそのバンカーの外となった後で、規
則8.1b(9)と規則12.2b(3)は、復元することでプレーヤーのストロークに影響を
及ぼす状態を改善することになったとしても、「コースを保護するため」を用
いてプレーヤーがそのバンカーをあるべき状態に復元することを認めている。
このことはプレーヤーの行動が「コースを保護するため」と「ストロークに影
響を及ぼす状態を改善するため」の両方のために故意にとられたとしても当て
はまる。

例えば、プレーヤーの球がパッティンググリーンの近くの大きなバンカーの中
に止まっていた。ホールに向けてプレーすることができなかったので、そのプ
レーヤーはティーイングエリアの方向となるバンカーの後方に向けてプレー
し、球はそのバンカーの外に止まった。

この場合、プレーヤーは球をプレーした結果として変えた区域(その球に歩み寄
るときにできた足跡を含む)をならすことができ、プレーヤーが作ったか、その
バンカーからプレーするためにプレーヤーが立ち入った時にはすでに存在して
いたかどうかにかかわらず、そのバンカーの他の区域もならすことができる。

8.1b/6 – 損傷の一部がパッティンググリーン上で一部がパッティンググ
リーン外でも修理できる場合がある
単一の損傷区域がパッティンググリーン上とパッティンググリーン外の両方に
またがっている場合、その損傷した区域全体を修理することができる。
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例えば、ひとつのボールマークの一部がパッティンググリーン上で一部がパッ
ティンググリーン外となる場合、プレーヤーにパッティンググリーン上の損傷
部分だけ修理することを認めるのは合理的ではない。したがって、そのボール
マーク全体(パッティンググリーン上とパッティンググリーン外の両方)を修理
することができる。

同じことが他の単一の損傷区域(獣道や蹄の跡、あるいはクラブを落としてでき
た凹み跡など)にも適用される。

しかしながら、損傷部分がグリーン外まで及び、グリーン上の損傷の一部とし
て確認できない場合、修理することがストロークに影響を及ぼす状態を改善す
るときは、そのグリーン外の損傷部分を修理することはできない。

例えば、パッティンググリーン上から始まる靴跡それ自体がグリーン外まで及
んでいる場合、その靴跡を修理することができる。しかしながら、一方の靴跡
がパッティンググリーン上にあり、もう一方の靴跡がパッティンググリーン外
にある場合、その2つは別々の損傷区域なので、パッティンググリーン上にあ
る靴跡だけを修理することができる。

8.1d(1)/1 – 別の人の行動や外的影響によって変えられた状態をプレー
ヤーが復元することが認められる例
復元が認められる場合の例は次のときを含む：

•• プレーヤーのプレーの線が、そのプレーヤーの球が止まった後に誰かがプ
レーした球が作ったジェネラルエリアのピッチマークによって悪化した。

•• プレーヤーのライ、意図するスタンスやスイング区域が、別のプレーヤーの
ストロークがディボット跡を作ったり、プレーヤーの球の上や周辺に砂、
土、芝草、他の物質を堆積させたときに悪化した。

•• バンカー内にあるプレーヤーの球が、そのバンカー内にある別のプレーヤー
の球の近くにあり、その別のプレーヤーがストロークを行ったときのスタン
スやスイングがプレーヤーのストロークに影響する複数の状態を悪化させ
た。

そうしたすべての状況では、そのプレーヤーは罰なしに状態を復元することが
認められるが、必ずしもそうする必要はない。

8.1d(1)/2 – プレーヤーには球が止まったときにその場所にあったルー
スインペディメントや動かせる障害物をそのまま残しておく権利がある
一般的に言えば、プレーヤーは自分の球が止まったときに得ていたストローク
に影響を及ぼす状態についての権利がある。どのプレーヤーもルースインペ
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ディメントや動かせる障害物を動かすことができるが(規則15.1と規則15.2)、
そうしたことが別のプレーヤーのストロークに影響を及ぼす状態を悪化させた
場合、その別のプレーヤーは規則8.1dに基づいてそうした物を元の位置に戻す
ことによって、その状態を復元することができる。

例えば、プレーヤーが下りのパットをするときに、自分の球とホールの間に
あったルースインペディメントを拾い上げたが、ホールの後方にあった落葉は
故意にそのまま残しておいた。別のプレーヤーがプレーヤーの球の球止めとし
て役立つ可能性があったホールの後方のそのルースインペディメントを取り除
いた。

プレーヤーのストロークに影響する状態が悪化されたので、そのプレーヤーは
そのルースインペディメントを元の位置に戻すことが認められる。

8.1d(2)/1 – プレーヤーが悪化した状態を復元することが認められない
自然物や自然の力によって変えられた状態の例
規則8.1dはプレーヤーが自然物や自然の力(風や水など)によって変えられたス
トロークに影響を及ぼす状態を復元することを認めていない。

復元が認められない場合の例は次のときを含む：

•• 木から枝が落ちてきて、プレーヤーの球のライ、スタンスやスイング区域を
変えたが、その球を動かす原因とはならなかった。

•• ストロークに影響する複数の状態を変える場所に案内板や他の障害物が倒れ
たり、風で飛ばされた。その障害物からどんな救済を受けることができるの
かについては、規則15.2(動かせる障害物)と規則16.1(異常なコース状態)を
参照すること。

8.1d(2)/2 – キャディーやプレーヤーの要請で別の人が悪化させた場
合、プレーヤーはストロークに影響を及ぼす状態を復元することが認め
られない
プレーヤー自身が状態を悪化させた場合、そのプレーヤーはストロークに影響
する状態を復元することが認められない。そのことはその状態をプレーヤーの
キャディーやパートナー、プレーヤーの承認した行動をとっている別の人が悪
化させた場合も含む(ただし、レフェリーによって悪化させられたストロークに
影響を及ぼす状態は常にプレーヤーは修復することができる)。

その状態を復元することができない状況の例は次の場合を含む：

•• プレーヤーのキャディーやパートナーがレーキを取りにバンカーの中を歩い
て行き、砂に足跡を残してプレーヤーのプレーの線を悪化させた。
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•• プレーヤーが別の人にギャラリー整理用のロープを取り外すように依頼し、
そのロープを外しているときにロープで後方に引っ張られていた枝が元に戻
り、そのプレーヤーの意図するスイング区域を悪化させた。

8.1d(2)/3 – プレーヤーがプレーの線上のバンカーに入った場合、悪化
させた状態を復元してはならない
プレーヤーがストロークに影響を及ぼす状態に影響するかもしれない行動をと
る場合、そうした区域を悪化させることは、そのプレーヤーがその悪化した状
態を受け入れなければならないことを意味しているので、慎重になるべきであ
る。

例えば、プレーヤーが異常なコース状態からの救済をバンカーの近く(後方)で
受けているときに、ドロップした球がそのバンカーの中に転がり込んだ。その
プレーヤーが再ドロップのためにその球を回収しにバンカーに歩いて入る間に
足跡を作った場合、プレーヤーはその状態を悪化させたことに責任があったの
で、復元すると改善が生じる場合は、規則8に基づいてそのバンカーを以前の
状態に復元することは認められない。

そうした場合、そのプレーヤーは2回目のドロップのための別の球を使うこと
(規則14.3a)、あるいは元の球を回収するときに、ストロークに影響を及ぼす状
態を悪化させないようにさらに気をつけることができた。

規則8.2 詳説：プレーヤー自身の止まっている球、または行うこと
になるストロークに影響を及ぼす他の物理的状態を変えるプレー
ヤーの故意の行動
8.2b/1 – 自分自身のプレーに影響を及ぼす他の物理的状態を改善する
プレーヤーの故意の行動の例
規則8.2はプレーヤーの球がコース上に止まっているとき、あるいはプレーヤー
にインプレーの球がないときに、ストロークに影響を及ぼす状態以外の物理的
状態を変えることにだけ適用される。

自分自身のプレーに影響を及ぼす他の物理的状態を故意に改善するために行っ
た場合に、規則8.2の違反となる規則8.1a(状態を改善するために認められてい
ない行動)に掲載されているプレーヤーの行動の例(規則8.1bや規則8.1cで明確
に認められる場合を除く)は、次のときを含む：

•• プレーヤーの球はパッティンググリーンのすぐ手前にあり、プレーの線は
ホールまでの直線であったが、そのプレーヤーは自分の球が近くのバンカー
の中に止まる可能性があることを心配した。ストロークを行う前に、プレー
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ヤーはプレーしたショットがそのバンカーの中に入った場合には良いライと
なるように、そのバンカーの砂をならした。

•• プレーヤーの球は急な丘の頂上に止まっていたが、そのプレーヤーはその球
をプレーすることができる前に風が吹いて、球がその丘を転がり落ちてホー
ルから離れていくかもしれないと心配した。そのプレーヤーはその球が止ま
る可能性がある場合に備えて、その坂を下ったところの芝草を故意に押さえ
つけた。

規則8.3 詳説：他のプレーヤーの止まっている球、または行うこと
になるストロークに影響を及ぼす物理的状態を変えるプレーヤーの
故意の行動
8.3/1 – お互いが承知の上で物理的状態を改善した場合、両方のプレー
ヤーが罰を受ける
プレーヤーが別のプレーヤーに自分のプレーを改善する物理的状態を故意に変
えることを要請したり、承認したり、許した場合：

•• その要請に従って行動しているプレーヤーは規則8.3に基づく一般の罰を受
ける。

•• その改善を要請したり、承認したり、許したプレーヤーも規則8.1(ストロー
クに影響を及ぼす状態を改善するプレーヤーの行動)あるいは規則8.2(プレー
ヤー自身の止まっている球、または行うことになるストロークに影響を及ぼ
す他の物理的状態を変えるプレーヤーの故意の行動)のどちらか適用される規
則に基づく一般の罰を受ける。

例えば、ストロークプレーで、規則を知らずにプレーヤーAはプレーヤーBにプ
レーヤーAのプレーの線上にあった木の枝を折るように要請し、プレーヤーBは
それに従った。プレーヤーAはプレーヤーBがプレーヤーAの要請でその枝を
折ったので、規則8.1の違反について2罰打を受ける。プレーヤーBは規則8.3の
違反について2罰打を受ける。
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規則9はコース上に止まっているインプレーの球に適用し、ラウンド中と規則
5.7aに基づくプレーの中断中の両方に適用する。

 9.1　球はあるがままにプレーする
9.1a　球が止まった所からプレーする
コース上に止まっているプレーヤーの球はあるがままにプレーしなければな
らない。ただし、規則がプレーヤーに次のことを要求している、または認め
ている場合を除く：

•• そのコース上の別の場所から球をプレーすること。

•• 球を拾い上げ、その後でその球を元の箇所にリプレースすること。

9.1b　バックスイング中やストローク中に球が動かされた場合に行う
こと
プレーヤーがストロークを始めた後や、ストロークのためにバックスイング
を始めた後に、プレーヤーの止まっていた球が動き始めたが、プレーヤーが
そのストロークを続けた場合：

•• 球が動いた原因に関係なく、その球をリプレースしてはならない。

•• その代わりに、そのストローク後に球が止まった場所からその球をプレー

規則 9

規則の目的：
規則9はこのゲームの主要な原則「球はあるがままにプレー」を扱っている。

•• プレーヤーの球が止まり、その後、風や水などの自然の力によって動かさ
れた場合、そのプレーヤーは通常は新しい箇所からその球をプレーしなけ
ればならない。
•• 止まっている球が、ストロークが行われる前に誰かに、または外的影響に
よって拾い上げられたり、動かされた場合、その球は元の箇所にリプレー
スしなければならない。
•• プレーヤーは止まっている球の近くでは慎重に行動するべきであり、自分
の球や相手の球を動かす原因となったプレーヤーは通常は罰を受けること
になる(パッティンググリーンを除く)。

球はあるがままにプレー；止まってい
る球が拾い上げられる、動かされる9

規則 
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しなければならない。

•• プレーヤーが球の動く原因となっていた場合、罰があるかどうかは規則
9.4bを参照。 

規則9.1に違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則14.7aに基
づく一般の罰。

 9.2　球が動いたかどうか、そして動かした原因の決定
9.2a　球が動いたかどうかの決定
止まっているプレーヤーの球が動いたことが「分かっている、または事実上
確実」な場合にだけ動いたものとみなされる。

球が動いたかもしれないが、それが「分かっている、または事実上確実」で
はない場合、その球は動いていないものとして扱われ、その球をあるがまま
にプレーしなければならない。

9.2b　球を動かした原因の決定
止まっているプレーヤーの球が動いた場合：

•• その球を動かした原因を決定しなければならない。

•• その原因によって、プレーヤーがその球をリプレースしなければならない
のか、あるがままの状態でプレーしなければならないのか、また、罰があ
るのかを決定する。

(1)	可能性のある4つの原因。プレーヤーがストロークを行う前に、止まって
いた球が動いた場合、規則はその原因の可能性を次の4つに限定してい
る：

•• 風や水などの自然の力(規則9.3参照)。

•• プレーヤーの行動(そのプレーヤーのキャディーの行動を含む)(規則9.4
参照)。

•• マッチプレーの相手の行動(その相手のキャディーの行動を含む)(規則9.5
参照)。

•• 外的影響(ストロークプレーの他のプレーヤーを含む) (規則9.6参照)。

規則22.2(フォアサムでは、パートナーはいずれもそのサイドのために行
動することができ、そのパートナーの行動はそのプレーヤーの行動とし
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て扱われる)参照。；規則23.5(フォアボールでは、パートナーはいずれ
もそのサイドのために行動することができ、プレーヤーの球や用具に関
係するパートナーの行動はプレーヤーの行動として扱われる)参照。

(2)	球を動かした原因を決定するための「分かっている、または事実上確
実」の基準。

•• プレーヤー、相手、外的影響は、それが原因であることが「分かって
いる、または事実上確実」な場合にだけ、球を動かす原因となってい
たと扱われる。

•• 上記のうち少なくとも1つが原因であったことが「分かっている、ま
たは事実上確実」ではない場合、自然の力が球を動かしたものと扱わ
れる。 

この基準を適用する場合、合理的に入手できるすべての情報を検討しな
ければならない。つまり、これはプレーヤーが知っているすべての情
報、または合理的な努力によって、そして不当にプレーを遅らせること
なく得ることができるすべての情報を意味する。

 9.3　自然の力が動かした球
自然の力(例えば、風や水)が止まっているプレーヤーの球を動かす原因と
なった場合：

•• 罰はない。

•• その球を新しい箇所からプレーしなければならない。

例外1－パッティンググリーンの球が、その球をすでに拾い上げて元の箇所
にリプレースした後に動いた場合、その球をリプレースしなければならない
(規則13.1d参照)：パッティンググリーンのプレーヤーの球が、プレーヤー
がその球を拾い上げてリプレースした後にその箇所から動いた場合：

•• その球を元の箇所にリプレースしなければならない(分からない場合は推
定しなければならない)(規則14.2参照)。

•• これは球の動いた原因(自然の力を含む)に関係なく同じである。

例外2－ドロップ、プレース、リプレースした後に止まっている球がコース
の他のエリアに移動したり、アウトオブバウンズに移動した場合、その球を
リプレースしなければならない：プレーヤーが元の球か別の球をドロップ、
プレース、またはリプレースすることによってインプレーにした後で、自然
の力がその止まっている球を動かす原因となり、その球が他のコースエリ
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ア、またはアウトオブバウンズに止まった場合、その球は元の箇所にリプ
レースしなければならない(分からない場合は推定しなければならない)(規則
14.2参照)。しかし、パッティンググリーン上でリプレースされた球につい
ては例外1参照。

規則9.3に違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則14.7aに基
づく一般の罰。

 9.4　プレーヤーが拾い上げた、または動かした球
この規則はプレーヤー(そのプレーヤーのキャディーを含む)が止まっている
自分の球を拾い上げたり、プレーヤーまたはそのキャディーの行動が自分の
球を動かす原因となったことが「分かっている、または事実上確実」な場合
にだけ適用する。

9.4a　拾い上げた、または動かした球をリプレースしなければならな
い場合
プレーヤーが止まっている自分の球を拾い上げたり、その球が動く原因となっ
た場合、その球は元の箇所(分からない場合は推定しなければならない)にリプ
レースしなければならない(規則14.2参照)。ただし、次の場合を除く：

•• プレーヤーが救済を受けるために規則に基づいて球を拾い上げた場合、ま
たは違う箇所にその球をリプレースするために、その球を拾い上げた場合
(規則14.2dと規則14.2e参照)。

•• プレーヤーがストロークや、そのストロークのためのバックスイングを始
めた後に球が動き、そしてストロークを続けた場合(規則9.1b参照)。

9.4b　球を拾い上げること、故意に球に触れること、球を動かす原因
となったことに対する罰
プレーヤーが止まっている自分の球を拾い上げたり、故意に触れたり、動か
す原因となった場合、そのプレーヤーは1罰打を受ける。

しかし、5つの例外がある：

例外1－プレーヤーが球を拾い上げたり、動かすことが認められる：プレー
ヤーが次の規則に基づいて球を拾い上げたり、動かす原因となる場合、罰は
ない：

•• 球を拾い上げ、その後で元の箇所にリプレースすることを認めている規
則。
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•• 動かされた球を元の箇所にリプレースすることを要求する規則。

•• プレーヤーに球を再びドロップやプレースする、または違う所からプレー
することを要求する、認めている規則。

例外2－球を見つけようとしている、確認しようとしているときの偶然の動
き：プレーヤーが見つけようとしている、確認しようとしている間にプレー
ヤーが偶然にその球を動かす原因となった場合、罰はない(規則7.4参照)。

例外3－パッティンググリーンでの偶然の動き：プレーヤーがパッティング
グリーンの球を偶然に動かした場合、どのようにして動いたのかに関係なく
罰はない(規則13.1d参照)。

例外4－規則を適用している間のパッティンググリーン以外の場所での偶然の
動き：プレーヤーがパッティンググリーン以外の場所で次の合理的な行動を
とっている間に偶然に球を動かす原因となった場合、罰はない：

•• 球の箇所をマークする、または球を拾い上げる、リプレースすることが認
められているときに、そうする(規則14.1と規則14.2参照)。

•• 動かせる障害物を取り除く(規則15.2参照)。

•• 悪化した状態を復元することが認められているときに、そうする(規則
8.1d参照)。

•• 規則に基づいて救済を受けることができるかを決定するとき(例えば、あ
る状態からの障害があるかを確かめるためにクラブでスイングをする)、
または救済を受ける場所を決定するとき(例えば、完全な救済のニヤレス
トポイントを決定する)を含め、規則に基づいて救済を受ける。

•• 規則に基づいて計測する(例えば、規則6.4に基づいてプレーの順番を決定
する)。

例外5－球がプレーヤーや用具に寄りかかって止まった後に動く：プレーヤー
の球が、ストロークの結果(規則11.1)や、その球をドロップした結果(規則
14.3c(1))としてそのプレーヤーや、そのプレーヤーの用具に寄りかかって止
まった後に、プレーヤーが動く、またはプレーヤーがその用具を取り除く際
にそのプレーヤーが球を動かした原因となった場合、罰はない。

規則9.4に違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則14.7aに基
づく一般の罰。

プレーヤーが規則9.4に基づいて動かされた球をリプレースしなければなら
ないのに、リプレースせずに誤所からプレーした場合、そのプレーヤーは規
則14.7aに基づく一般の罰だけを受ける(規則1.3c(4)例外参照)。
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 9.5　�マッチプレーで、相手が拾い上げた、または動かした球
この規則は相手(相手のキャディーを含む)が止まっているプレーヤーの球を
拾い上げたり、相手または相手のキャディーが球を動かす原因となったこと
が「分かっている、または事実上確実」な場合にだけ適用する。

相手がプレーヤーの球を誤球としてプレーした場合、この規則ではなく、規
則6.3c(1)で扱う。

9.5a　拾い上げた、または動かした球をリプレースしなければならな
い場合
相手が止まっているプレーヤーの球を拾い上げたり、動かした場合、その球
を元の箇所にリプレースしなければならない(分からない場合は推定しなけれ
ばならない)(規則14.2参照)。ただし、次の場合を除く：

•• 相手が次のストローク、ホール、またはマッチをコンシードしている場合
(規則3.2b参照)。

•• プレーヤーに救済を受ける規則を適用する、または球を違う箇所にリプ
レースする規則を適用する意図があって、相手がそのプレーヤーの要請で
その球を拾い上げた、あるいは動かした場合。

9.5b　球を拾い上げること、故意に球に触れること、球を動かす原因
となったことに対する罰
相手がプレーヤーの止まっている球を拾い上げたり、故意に触れたり、動か
す原因となった場合、相手は1罰打を受ける。

しかし、いくつかの例外がある：

例外1－相手がプレーヤーの球を拾い上げることを認められている：次のと
きに相手がプレーヤーの球を拾い上げても罰はない：

•• そのプレーヤーにストローク、ホール、またはマッチをコンシードすると
き。

•• そのプレーヤーの要請によるとき。

例外2－誤ってパッティンググリーンのプレーヤーの球をマークし、拾い上
げる：相手がプレーヤーの球を自分の球だと勘違いしてパッティンググリー
ンのそのプレーヤーの球の箇所をマークして拾い上げた場合、罰はない。

例外3－プレーヤーに対するものと同じ例外：相手が規則9.4bの例外2,3,4,5
が扱っている行動をしている間に偶然に球を動かした場合、罰はない。

規則 9
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規則9.5に違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則14.7aに基
づく一般の罰。

 9.6　外的影響が拾い上げた、動かした球
外的影響(ストロークプレーの別のプレーヤーや別の球を含む)がプレーヤーの
止まっている球を拾い上げたり、動かしたことが「分かっている、または事
実上確実」な場合：

•• 罰はない。

•• その球を元の箇所にリプレースしなければならない(分からない場合は推
定しなければならない)(規則14.2参照)。

これはそのプレーヤーの球が見つかっていたかどうかにかかわらず適用する。

しかし、外的影響が球を拾い上げたり、動かしたことが「分かっている、ま
たは事実上確実」ではなく、その球が紛失となった場合、プレーヤーは規則
18.2に基づいてストロークと距離の救済を受けなければならない。

プレーヤーの球が別のプレーヤーによって誤球としてプレーされた場合は、
この規則ではなく、規則6.3c(2)で扱う。

規則9.6に違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則14.7aに基
づく一般の罰。

 9.7　拾い上げた、または動かしたボールマーカー
この規則は、拾い上げた球の箇所をマークしているボールマーカーを、その
球をリプレースする前に拾い上げたり、動かした場合に行うことを扱ってい
る。

9.7a　球やボールマーカーをリプレースしなければならない
プレーヤーのボールマーカーが、球をリプレースする前に、何らかの方法(自
然の力によるものを含む)で拾い上げられたり、動かされたことが「分かって
いる、または事実上確実」な場合、プレーヤーは次のいずれかをしなければ
ならない：

•• 球を元の箇所にリプレースする(分からない場合は推定しなければならな
い)(規則14.2参照)。

•• 球が元あった箇所をマークするためにボールマーカーを置く。

規則 9
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9.7b　ボールマーカーを拾い上げたり、動かす原因となったことに対
する罰
プレーヤー、またはマッチプレーでの相手が、球を拾い上げていてまだリ
プレースしていないときにそのプレーヤーのボールマーカーを拾い上げた
り、動かす原因となった場合、そのプレーヤーやその相手は1罰打を受け
る。 

例外－規則9.4bと規則9.5bの例外はボールマーカーを拾い上げること、また
はボールマーカーが動く原因となることにも適用する：プレーヤーや相手が
そのプレーヤーの球を拾い上げたり、偶然に球を動かす原因となっても罰を
受けない例外を適用する場合はいつでも、プレーヤーのボールマーカーを拾
い上げたり、偶然に動かしたことに対しても罰はない。

規則9.7に違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則14.7aに基
づく一般の罰。

規則9.2 詳説：球が動いたかどうか、そして動かした原因の決定
9.2a/1 – どのような場合に球が動いたとして扱われるか
定義「動いた」に規定されているように、止まっている球が元の箇所を離れて
他の箇所に止まり、それが肉眼によって見ることができなければならない。そ
の球が「動いた」として扱うためには、その球が動いたことが「分かってい
る、または事実上確実」でなければならない。

球が動いたことが「分かっている、または事実上確実」である例は：

•• プレーヤーはパッティンググリーン上の自分の球をマークし、拾い上げ、リプ
レースした。そのプレーヤーが球から遠ざかったときに、その球はわずかに転
がり、止まった。そのプレーヤーはそれを見ていなかったが、別のプレーヤー
がその球が動くのを見ており、プレーヤーに告げた。その球が動いたことは
「分かっていた」ので、そのプレーヤーは規則13.1d(2)(自然の力が動かした
球)に基づいてその球を元の箇所にリプレースしなければならない。

球が動いたことが「分かっている、または事実上確実」ではない例は：

•• プレーヤーAとプレーヤーBはそれぞれのアプローチショットをパッティング
グリーンに向けてプレーしたが、砲台グリーンであったので、プレーヤーたち
は２つの球がどこに止まったのかを見ることはできなかった。プレーヤーたち
の知らないところで、プレーヤーBの球は止まっていたプレーヤーAの球に当
たり、当てられたAの球はホールから遠くに多少の距離を転がって行った。プ
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レーヤーAが次のストロークを行う前にこの情報がプレーヤーたちの知るとこ
ろとならない限り、プレーヤーAはプレーヤーBの球が当たった後で自分の球
が止まったところからプレーしたことについて罰を受けることはない。

9.2a/2 – 球が動いたことに気づかなかったとしても、プレーヤーは球
を動かす原因となった行動に責任がある
詳説9.2a/1に規定されている通り、球がプレーされた時点でそのプレーヤーの
球が外的影響によって動かされていたことが「分かっている、または事実上確
実」ではなかった場合は、そのプレーヤーは誤所からストロークを行ったこと
にはならなかった。

しかし、その球を動かす原因となったのがそのプレーヤーの行動(あるいは、その
プレーヤーのキャディーやパートナーの行動)であった場合、そのプレーヤーは球
が動いたこと、そしてプレーヤーが球の動いた原因となったことを知っていたも
のとみなされる。このことは、自分の行動がその球を動かす原因となったことを
そのときに気づいていなかったとしても、規則違反についてのプレーヤーの知識
がないことは罰を免除する理由とはならないことと、同じである。

その例は次を含む：

•• プレーヤーの球はジェネラルエリアに止まっており、そのプレーヤーがその
球の近くのルースインペディメントを取り除いたことがその球を動かす原因
となった。プレーヤーはその球を見ていなかったので、その球が動いたこと
に気づかなかった。プレーヤーは規則15.1b(ルースインペディメントを取り
除いているときに球が動く)に基づいて1罰打を受け、その球をリプレースし
なければならない。

•• プレーヤーが別のプレーヤーのストロークが行われるのを見ている間、その
プレーヤーのキャディーやパートナーがローピングのロープと杭を取り除い
たところ、そのプレーヤーの球を動かす原因となった。規則15.2a(1)(動かせ
る障害物の取り除き)に基づいて、その球を動かしたことについて罰はない
が、そのプレーヤーはその球をリプレースしなければならない。

そうした状況の両方において、球が動いたことにプレーヤーが気づいていな
かったとしても、その後に球が動いたことに気づき、そのプレーヤーがその球
をリプレースせずにストロークを行った場合、そのプレーヤーは規則14.7a(球
をプレーしなければならない場所)に基づいて、誤所からプレーしたことについ
て一般の罰を受ける。

ガイダンスとして定義「分かっている、事実上確実」の詳説を参照のこと。
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9.2b/1 – 用具が関連しているときにプレーヤーの行動が球を動かす原
因となったのかどうかの決定
規則9.4はプレーヤーの行動が球を動かす原因となったことが「分かっている、
または事実上確実」な場合に適用する。このことは、プレーヤーの行動が、物
が球を動かす原因となっている場合も含む。しかし、規則9.4はプレーヤーの球
が動いたときにそのプレーヤーの用具が関連している場合に必ず適用となるわ
けではない。

プレーヤーが球を動かす原因となったことが「分かっている、または事実上確
実」であるので規則9.4が適用となる例は以下を含む：

•• プレーヤーが傾斜地にプレーヤーのバッグを置いたらすぐにそのバッグが球
の上に倒れて、その球を動かした場合。

•• プレーヤーが落としたクラブが球を動かす原因となった場合。

プレーヤーが球を動かす原因となったことが「分かっている、または事実上確
実」ではないので規則9.6が適用となる例は以下を含む：

•• プレーヤーが自分のバッグを置き、少し間があった後にそのバッグが球の上
に倒れて、その球を動かした場合。

•• プレーヤーがバッグの上に置いたタオルが、その後に風で地面に飛ばされて
球を動かす原因となった場合。

この原則はプレーヤーの相手がそのプレーヤーの球を動かす原因となったかど
うかを決定する際にも適用する(規則9.5)。(新)

規則9.3に関する詳説：
•• 詳説13.1d(2)/1－救済を受けて球をプレースした後にその球が動いた場合、
その球をリプレースしなければならない。

規則9.4 詳説：プレーヤーが拾い上げた、または動かした球
9.4a/1 – プレーヤーの球が木から落とされた場合の処置
規則9.4はインプレーの球がコース上にあるときにいつでも適用される。そのこ
とは球が木の上にある場合も含む。しかしながら、プレーヤーはその球をある
がままにプレーするつもりはないが、その球の確認だけはしようとしたり、別
の規則を援用するためにその球を回収しようとしている場合には規則9.4b例外
が適用され、罰はない。例えば：

•• 自分の球を捜索中に、プレーヤーは木の上にある球を見つけたが、確認する
ことができなかった。そのプレーヤーはその球を確認しようとして木に登っ
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たが、登っていく途中で偶然にその球を木から落としてしまった。その球は
そのプレーヤーの球であると確認された。

この場合、その球を確認する合理的な行動をとっている間にその球が偶然に
動かされたので、その球を動かしたことについて罰はない(規則7.4)。

そのプレーヤーはその球をリプレースしなければならない。あるいは、救済
規則(規則19－アンプレヤブルの球など)を直接援用することができる。

次の２つの状況では、そのプレーヤーの唯一の選択肢は救済規則に基づいて
救済を受けることである：

»» その球がプレーヤーの球であると確認された場合、そのプレーヤーはそ
の球が動かされる前にあった箇所に手が届かないため、その球をリプ
レースすることができない。

»» そのプレーヤーはその箇所(球が動かされる前にあった箇所)に手が届く
が、球がその箇所に止まらず、規則14.2e(球が元の箇所に止まらない場
合に行うこと)に基づいてその球が止まる箇所には手が届かない。

•• プレーヤーの球はまだ見つかっていなかったが、ジェネラルエリアの木の上
にあると思われた。そのプレーヤーは、その球が見つかった場合には規則19
に基づいてアンプレヤブルの球の救済を受けることをはっきりと表明した。
そのプレーヤーが木を揺すったところ、球が落ちてきて、捜索を始めてから
3分以内にそのプレーヤーの球であると確認された。

そのプレーヤーはその球を動かす原因となったことについて追加の罰を受け
ることなく、規則19(アンプレヤブルの球)に基づいて、この規則に規定され
ている1罰打だけを加え、救済を受けることができる。規則19を適用する場
合、球が木の上にあった箇所が分からないときは、そのプレーヤーはその箇
所を推定しなければならない。

しかしながら、そのプレーヤーがその球を確認しようとしていなかったり、別
の規則に基づいて救済を受けるつもりがなかったのにその球を動かした場合、
そのプレーヤーは規則9.4の違反について罰を受けることになる。例えば：

•• プレーヤーの球は木の上にあり、その球をプレーするつもりであった。スト
ロークのための準備をしている間に、そのプレーヤーは偶然にその球を木か
ら落としてしまった。

そのプレーヤーはその球を動かす原因となったことについて規則9.4に基づ
き1罰打を受ける。そのプレーヤーはその球をリプレースしなければならな
い。あるいは、救済規則に基づいて直接救済を受けることができる。そのプ
レーヤーが規則19に基づいて救済を受ける場合、合計2罰打(規則9.4に基づ
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く1罰打と規則19に基づく1罰打)を受ける。

9.4b/1 – 球が動かなくても、故意に球に触れたことでプレーヤーは罰
を受ける
プレーヤーがインプレーの球に故意に触れた場合、たとえその球が動かなかっ
たとしても、そのプレーヤーは規則9.4bに基づいて1罰打を受ける。

例えば、プレーヤーは次の場合に1罰打を受ける：

•• 球の箇所を事前にマークせずに、パッティンググリーン上でホールに向けて
商標マークを合わせるためにその球を回転させた(たとえその球が同じ箇所に
留まっていたとしても)。そのプレーヤーが球に触れたり、回転させる前にそ
の球の箇所をマークしていれば、罰はなかった。

•• 球の箇所を事前にマークせずに、コース上のどこであっても球を確認するた
めにその球を回転させ、その球がプレーヤーの球であった。

•• ストロークを行う準備をしている間に、クラブで球に故意に触れる。

•• ルースインペディメントを取り除いたり、球から何かを払いのける間にその
球が動かないようにするために自分の手でその球をしっかり押さえたり、松
かさや小枝をその球に寄り掛かるように置く。

9.4b/2 – 規則9.4b例外4の「規則を適用している間」の意味
例外4では、「合理的な行動」の結果として自分のインプレーの球を動かしたプレー
ヤーにこの例外が適用される期間を規定するために「規則を適用している間」という
表現を用いている。「合理的な行動」の意味については詳説9.4b/3を参照すること。

「規則を適用している間」という言葉を用いていることは、規則を適用すると
きの合理的な行動にはすべて始まりと終わりがあることを示しており、そうし
た行動をとっている間にその球の動きが生じた場合、この例外が適用される。

例外4が扱っている状況(したがって、その球を動かす原因となったことについ
て罰を受けない)の例は次の場合を含む：

•• プレーヤーが自分のインプレーの球であると思った球を見つけた。確認の過
程で、そのプレーヤーは球をマークして拾い上げるためにその球に歩み寄っ
たときに偶然に足を滑らせ、その球を動かした。

球が動かされたときに、プレーヤーはその球をマークしたり、拾い上げる行
為をしていなかったとしても、依然としてそのプレーヤーが球を確認してい
る間にその球が動かされたことになる。
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•• プレーヤーは救済を受けるときに球をドロップした後で救済エリアをマーク
していたティーを拾い上げるために手を伸ばした。立ち上がったとき、その
プレーヤーは手にしていたクラブを偶然に落として、そのクラブがインプ
レーの球に当たり、その球を動かした。

そのプレーヤーはすでに球をドロップしていたとしても、その球は救済を受
けている間に動かされたことになる。

9.4b/3 – 規則9.4b例外4の「合理的な行動」の意味
多くの場合、規則はプレーヤーに球の近くや隣で行動すること(拾い上げる、
マークする、計測するなど)を求めている。そうした「合理的な行動」をとって
いる間にその球が偶然に動かされた場合、規則9.4例外4が適用される。

しかしながら、プレーヤーが球から離れた場所で行動している他の状況があ
り、その球がそうした行動の結果として動かされる可能性があったとしても、
そうした行動は「合理的」であるので、例外4は同じく適用される。

そうしたことは次の場合を含む：

•• プレーヤーは救済を受けるために自分の球に歩み寄ったが、偶然に石を蹴飛
ばして、あるいは偶然に自分のクラブを落として、それが球に当たり、その
球を動かした。

•• プレーヤーは球の前方で少し遠くにあったギャラリー整理用の杭とロープ(動
かせる障害物)を取り除くことにして、杭のうちの１本を取り除いているとき
に、その他の杭も動かして地面に倒してしまい、それが自分のインプレーの
球を動かした。

•• プレーヤーは規則8.1d(球が止まった後に悪化した状態の復元)に基づいて、
自分の帽子を使ってグリーンのフリンジから砂を払い落とすことによってプ
レーの線を復元したが、砂が飛び散って球の上に落ち、その球を動かす原因
となった。

その他の状況では、プレーヤーの行動は「合理的」ではないので、規則9.4例外
4は適用されない。

そうしたことは次の場合を含む：

•• プレーヤーは救済を受けるために自分の球に歩み寄ったが、イライラして石
を蹴飛ばしたところ、その石が偶然に球に当たり、その球を動かした。

•• プレーヤーは計測するためにクラブを救済エリアに放り投げたところ、その
クラブが偶然に球に当たり、その球を動かした。
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•• プレーヤーはバンカーレーキ、あるいは自分のクラブをバンカーの外に放り
投げたが、そのレーキ、あるいはクラブが跳ね返ってバンカーの中に落ちて
きて、球に当たり、その球を動かした。

9.4b/4 – 罰なしの救済を認めている規則16.1bに基づいてプレーヤー
が球を拾い上げたが、その後で罰なしの救済を受けないことに決める
ジェネラルエリアで、プレーヤーは規則16.1b(異常なコース状態)に基づいて罰
なしの救済を受けるつもりで自分の球を拾い上げた。救済を受けることができ
たにもかかわらず、その後になって規則16.1bに基づいて処置しないことに決
めた場合、そのプレーヤーが規則16.1bに基づいて球を拾い上げる権利はもは
や無効となる。

球を拾い上げた後で、その他のことを何かする前であれば、そのプレーヤーに
は次の選択肢がある：

•• 1打の罰(規則9.4b)を受けて、その球を元の位置にリプレースする。

•• 1打の罰(規則9.4b)を受けて、その球を元の位置にリプレースしてから、規則
19.2(アンプレヤブルの球)に基づいて救済を受ける。この場合、追加の1打の
罰を受けるので、合計2罰打となる。

•• その球をリプレースせずに、救済処置の基点を決めるために元の球が止まっ
ていた箇所を用いて、直接規則19.2bまたは規則19.2cに基づいて救済を受け
る。この場合、規則19.2に基づく1打の罰と規則9.4bに基づく追加の１打の
罰を受けるので、合計2罰打となる。

•• 規則16.1bに基づいてその球をドロップしてから、罰なしにその球をあるが
ままにプレーするか、その球の新しい位置を基点として用いて、規則19.2の
選択肢の一つに基づいて救済を受ける(この場合、1打の罰だけとなる)。

•• 規則16.1bに基づいてその球をドロップせずに、直接ストロークと距離の救
済を受ける。この場合、規則19.2aに基づく1打の罰を受けるが、プレーヤー
は規則19.2aに基づいて救済を受ける前に新しい基点を定める必要はないの
で、規則9.4bに基づく罰はない。

規則9.4bに関する詳説：
•• 詳説7.4/2を参照－「見つけようとしている」の意味

•• 詳説7.4/3を参照－捜索を一時的に止めているときに球が動く
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規則9.5 詳説：マッチプレーで、相手が拾い上げた、または動かし
た球
9.5b/1 – プレーヤーが見つけた球を自分の球であると宣言したことが
理由となり、相手が別の球を拾い上げたが、その別の球がプレーヤーの
球であったことが判明した
規則9.5b例外のいずれかが適用されない限り、相手はプレーヤーの球を拾い上
げたことについて1罰打を受ける。

例えば、捜索中に、プレーヤーAは球を見つけ、その球が自分の球であると宣
言した。プレーヤーB(相手)は別の球を見つけ、その別の球を拾い上げた。プ
レーヤーAはその後になって見つけた球は実際には自分の球ではなく、プレー
ヤーBが拾い上げた球がプレーヤーAの球であったことに気づいた。

プレーヤーBがプレーヤーAの球を拾い上げたとき、その球は実際には見つかっ
ていなかった。したがって、その球は捜索中に偶然に動かされたとみなされ、
規則9.5b例外3が適用される。プレーヤーか相手はその球をリプレースしなけ
ればならず、誰にも罰はない。

規則9.6 詳説：外的影響が拾い上げた、動かした球
9.6/1 – 風によって動かされた外的影響が球を動かす原因となる
風それ自体は外的影響ではないが、外的影響がプレーヤーの球を動かす原因と
なった理由が風である場合、規則9.6が適用される。

例えば、プレーヤーの球が地面に落ちていたビニール袋(動かせる障害物)の中
に止まっていたときに、突風がその袋を吹き飛ばしてその球を動かした場合、
その袋(外的影響)がその球を動かしたとみなされる。そのプレーヤーは次のど
ちらかを行うことができる：

•• その球が動かされる前にそのビニール袋の中にその球が止まっていた場所の
真下の地点を推定することで、直接規則15.2aに基づいて救済を受ける。

•• 規則9.6を適用することによって、その袋によって動かされた球を(その球と
その袋を元の位置に戻すことによって)リプレースしてから、その球をあるが
ままにプレーするか、規則15.2a(動かせる障害物からの救済)に基づいて救済
を受けるのかを決める。
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9.6/2 – どこから動かされたのか分からないときに球をリプレースする
場所
球が外的影響によって動かされ、その球が止まっていた元の箇所が分からない
場合、そのプレーヤーは合理的な判断(規則1.3b(2))を用いて、その球が動かさ
れる前に止まっていた場所を決めなければならない。

例えば、特定のホールで、プレーヤーからはプレーしていくパッティンググ
リーンの一部と隣接区域が見えなかった。そのプレーヤーは球を手にした人(外
的影響)を目にしたが、その人はその球を落として走り去ってしまった。そのプ
レーヤーはその球が自分の球であると確認できたが、その球がパッティンググ
リーンにあったのか、ジェネラルエリアにあったのか、バンカーにあったの
か、ペナルティーエリアにあったのか、分からなかった。

その球をリプレースすべき場所を知ることは不可能であったので、そのプレー
ヤーは合理的な判断を用いなければならない。その球が止まっていたのがパッ
ティンググリーン、ジェネラルエリア、バンカー、あるいはペナルティーエリ
アなのか、その可能性が同じであれば、合理的な判断はその球はジェネラルエ
リアに止まっていたと推定することであろう。

9.6/3 – ストロークを行った後で、プレーヤーはその球が動かされてい
たことを知った
プレーヤーの球が外的影響によって動かされたことが「分かっている、または
事実上確実」ではない場合、そのプレーヤーはその球をあるがままにプレーし
なければならない。プレーヤーが球をプレーした後になってから、実際にはそ
の球が外的影響によって動かされていたという情報をプレーヤーが知った場
合、そのことはストロークを行ったときには存在しなかった事実なので、その
プレーヤーは誤所からプレーしたことにはならない。

9.6/4 – 止まっている球をプレーした後で、外的影響によって動かされ
ていたことが発覚した；その球は誤球と判明
プレーヤーが自分の球をプレーした後で、アウトオブバウンズに止まっていた
その球を外的影響がコース上に動かしていたことを知った場合、そのプレー
ヤーは誤球(定義参照)のプレーをしたことになる。その球をプレーしたときに
は、外的影響が球を動かしていたことは「分かっている、または事実上確実」
ではなかったので、そのプレーヤーは規則6.3c(1)に基づく誤球のプレーをした
ことについて罰を受けないが、それがいつ発覚したのかによって、規則
18.2b(球が紛失、またはアウトオブバウンズになった場合に行うこと)に基づい
て処置することでその誤りを訂正する必要があるかもしれない：
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•• マッチプレーでは、外的影響がその球をコース上に動かしていたことが発覚
したのが、相手が次のストロークを行うか、同様の行為(そのホールをコン
シードするなど)を行う前であれば、プレーヤーはその誤りを訂正しなければ
ならない。

そのことが発覚したのが、相手が次のストロークを行ったり、同様の行為を
行った後であった場合、プレーヤーはその誤球でプレーを続け、そのホール
を終えなければならない。

•• ストロークプレーでは、外的影響がその球をコース上に動かしていたことが
発覚したのが、別のホールを始めるストロークを行う前(最終ホールでは、自
分のスコアカードを提出する前)であった場合、プレーヤーはその誤りを訂正
しなければならない。

そのことが発覚したのが、プレーヤーが次のホールでストロークを行った後
(最終ホールでは、自分のスコアカードを提出した後)である場合、その誤球
でのプレーヤーのスコアをカウントする。
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10.1a　球を正しく打つこと
ストロークを行う場合：

•• プレーヤーはクラブと球の間に一瞬の接触があるようにクラブヘッド(ど
の部分でも)で正しく球を打たなければならず、球を押し出したり、掻き
寄せたり、すくい上げてはならない。

•• プレーヤーのクラブが偶然に2回以上球に当たった場合、1回のストロー
クとなるだけで、罰はない。

10.1b　クラブをアンカリング(固定)すること
ストロークを行う場合、プレーヤーはクラブを次のいずれかによりアンカリ
ング(固定)してはならない：

•• 体のどこかにクラブやクラブを握っている手を固定させることにより行う
直接的にアンカリングすること(ただし、プレーヤーがクラブやクラブを
握っている手をどちらかの手や前腕に固定させることは認められる)。

•• 「アンカーポイント」を使用した間接的なアンカリング。クラブを握ってい
る手を安定点(ここを安定点としてもう一方の手でクラブをスイングできる

規則 ストロークのための準備とストロークを
行うこと；アドバイスと援助； 
キャディー10

規則の目的：
規則10は、ストロークのための準備とストロークを行う方法を扱っており、
プレーヤーが他の人(キャディーを含む)から得ることができるアドバイスや
他の援助も含んでいる。その根底にある原則は、ゴルフは技術と個人の挑戦
のゲームであるということである。

規則の目的：
規則10.1はストロークを行う方法と、ストロークを行うときに禁止されてい
るいくつかの行為を扱っている。ストロークはクラブヘッドで球を正しく打つ
ことによって行う。基本的な挑戦は、クラブをアンカリングせずに自由にスイ
ングを行うことにより、クラブ全体の動きを管理・操作することである。

 10.1　ストロークを行うこと
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点)として使用するために前腕を自分の体のどこかに固定させることにより
行う。

プレーヤーのクラブ、握っている手や前腕をストローク中に体に固定させて
いるのではなく、単にプレーヤーの体や衣服に触れている場合、この規則の
違反とはならない。

この規則に関して、「前腕」とは肘関節より下の腕の部分であり、手首を含
む。

認められる 認められない

グリップを
前腕に当てる。

クラブを
おなかに
固定する。

前腕や握っている
手が体に
触れていない。

前腕や握っている
手を胸に
固定する。

図10.1b：クラブをアンカリング(固定)すること

規則25.3bと規則25.4h (義手や義足のプレーヤー、または移動補助器具を使
うプレーヤーに対する規則10.1bの修正)参照。

10.1c　プレーの線を跨いだり、踏みながらストロークを行うこと
プレーヤーは、故意に足をプレーの線(または球の後方延長線上)の両側に置
いたスタンス、またはいずれかの足でプレーの線(または球の後方延長線上)
に触れたスタンスでストロークを行ってはならない。

この規則に関してのみ、プレーの線にはその両側の合理的な幅を含まない。
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例外－偶然にそうしたスタンスをとった場合や、別のプレーヤーのプレーの
線を避けるためであった場合、罰はない。

規則25.4i (移動補助具を使用するプレーヤーのために、規則10.1cの修正に
は移動補助器具の部分を使ってとられるスタンスを含む)。

10.1d　動いている球をプレーすること
プレーヤーは動いている球に対してストロークを行ってはならない：

•• インプレーの球は、その球が１箇所に止まっていない場合、「動いている」ことにな
る。

•• 止まった球が揺れている(または振動している)が、元の箇所に留まってい
る、または戻っている場合、その球は止まっているものとして扱われ、動
いている球にはならない。

しかし、罰がない3つの例外がある：

例外1－プレーヤーがストロークのためにバックスイングを開始した後に初
めて球が動き始めた場合：この状況で動いている球に対してストロークを行
うことは、この規則ではなく、規則9.1bで扱う。

例外2－ティーから落ちつつある球：ティーから落ちつつある球に対してス
トロークを行うことは、この規則ではなく、規則6.2b(5)で扱う。

例外3－水の中で動いている球：球が一時的な水、またはペナルティーエリ
アの水の中で動いている場合：

•• プレーヤーは罰なしにその動いている球に対してストロークを行うことが
できる。

•• プレーヤーは規則16.1や規則17に基づいて救済を受けることができ、そ
の動いている球を拾い上げることができる。

いずれの場合も、プレーヤーは風や水の流れが球を良い所に移動させるため
にプレーを不当に遅らせてはならない(規則5.6a参照)。

規則10.1に違反してストロークを行ったことに対する罰：一般の罰。

ストロークプレーで、この規則に違反して行ったストロークはカウントし、
プレーヤーは2罰打を受ける。

規則 10
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規則の目的：
プレーヤーにとっての基本的な挑戦は自分のプレーのための戦略・戦術の決
定である。したがって、プレーヤーがラウンド中に受けることができるアド
バイスや援助には制限がある。

 10.2　アドバイスと他の援助

10.2a　アドバイス
ラウンド中、プレーヤーは次のことをしてはならない：

•• 競技に参加していてコースでプレーしている人にアドバイスを与えるこ
と。

•• プレーヤーのキャディー以外の人にアドバイスを求めること。

•• もし他のプレーヤーに与えたり、求めたりするとアドバイスとなる情報を
知ろうとしてその他のプレーヤーの用具に触れること(例えば、どのクラ
ブを使用しているのかを知るために他のプレーヤーのクラブやバッグに触
れる)。

このことはラウンドの前、規則5.7aに基づくプレーの中断中、競技の複数の
ラウンド間には適用しない。

規則10.2aの違反の罰：一般の罰。

マッチプレーとストロークプレーの両方で、罰は次の通りに適用される：

•• いずれかのプレーヤーがホールをプレーしているときに、プレーヤーがア
ドバイスを求めたり、与えた。そのプレーヤーはプレーしているホール、
または終えたばかりのホールに一般の罰を受ける。

•• 両方のプレーヤーがホールとホールの間にいたときに、プレーヤーがアド
バイスを求めたり、与えた。そのプレーヤーは次のホールに一般の罰を受
ける。

規則22,規則23,規則24(パートナーを伴うプレー形式では、プレーヤーは自
分のパートナーやそのキャディーにアドバイスを与えることができ、そして
そのパートナーやそのキャディーにアドバイスを求めることができる)参
照。

規則 10
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10.2b　他の援助
(1)	プレーの線や他の方向の情報についてキャディーから援助を受ける。プ

レーヤーのキャディーがプレーの線や他の方向の情報についてプレーヤー
を援助する場合、そのキャディーは次の制限を受ける：

•• キャディーはそのような援助を与えるために物を置いてはならない(そ
して、ストロークを行う前にその物を取り除くことによってプレー
ヤーは罰を免れることはできない)。

•• ストロークを行っている間、キャディーは次のことをしてはならな
い：

»» プレーヤーがプレーする方向の位置に立つこと。

»» �そのような援助を与えるために他の何かをすること(例えば、地面の
一点を指し示すなど)。

•• キャディーは規則10.2b(4)に基づいて許されない場合は制限される区
域に立ってはならない。

しかし、この規則は旗竿に付き添うためにキャディーがホールの近くに
立つことを禁止していない。

(2)	プレーの線や他の方向の情報についてキャディー以外の人から援助を受
ける。プレーヤーはプレーの線や他の方向の情報についてキャディー以
外の人から援助を受けてはならない。ただし、次の場合を除く：

•• その人は物に関連する公開されている情報を教えることによって援助
を与えることができる(見えないフェアウェイのセンターラインを示す
木を指し示すなど)。

•• そのプレーヤーの球がパッティンググリーンにある場合を除き、その
人はプレーヤーがプレーする方向の場所に立つことができる。しか
し、ストロークを行う前に離れなければならない。

しかし、この規則は旗竿に付き添うために誰かがホールの近くに立つこ
とを禁止していない。

(3)	目標を定める、スタンスをとる、スウィングすることを援助するために
物を置いてはいけない。プレーヤーは目標を定める援助とするため、ま
たは行うことになるストロークのためのスタンスをとる際の援助とする
ために物を置いてはならない(例えば、プレーヤーが目標を定める、また
は足を置くことになる場所を示すために地面にクラブを置くなど)。
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「物を置く」は、物が地面に接していて、そのプレーヤーがその物に触
れていないことを意味する。

プレーヤーがこの規則に違反した場合、ストロークを行う前にその物を
取り除くことによって罰を免れることはできない。

この規則は同様の目的のために行動をすることに対しても適用する。例
えば、スイングの援助とするためにプレーヤーが砂や露に印をつけるな
ど。

この規則は球の箇所をマークするために使用されているボールマーカー
や、ある箇所にプレースされる球に対しては適用しない。しかし、用具
規則の定義「アラインメント機器」に当てはまるボールマーカーは規則
4.3に基づいて扱われる。

規則25.2c(視覚障がいを持つプレーヤーに対する規則10.2b(3)の修正)参
照。

(4)	プレーヤーがストロークを行う前にキャディーに対して制限される区
域。プレーヤーがストロークのためのスタンスをとり始めて(スタンスの
ための場所に少なくとも片方の足を置くことを意味する)からストローク
を行うまでの間、プレーヤーのキャディーがいつ、そしてどのような理
由で球の後方のプレーの線の延長線上やその近く(「制限される区域」と
いう)に故意に立つことができるかに関しては、次の制限がある。

•• 目標を定めること。キャディーはプレーヤーが目標を定めるのを援助
するために制限される区域に立ってはならない。この援助にはキャ
ディーが何も言わずに立ち去ったが、意図する目標に対してプレー
ヤーが正しく目標を定められる合図をそのプレーヤーに与えた場合を
含む。しかし、ストロークを行う前にプレーヤーがその場を離れ、そ
のプレーヤーが再びストロークのためのスタンスをとり始める前に
キャディーがその制限される区域を離れれば、罰はない。

•• 目標を定めること以外の援助。目標を定めること以外でキャディーが
プレーヤーに特定の何かを援助している場合(例えば、バックスイング
中にプレーヤーのクラブが近くの木に当たるかどうかを知るために確
認しているなど)、そのキャディーは制限される区域に立つことができ
るが、キャディーはそのストロークが行われる前に離れなければなら
ず、そのように位置することが、いつもの手順の一部ではないことを
条件とする。

キャディーが偶然に制限される区域に立っていた場合、罰はない。
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この規則はプレーヤーのキャディー以外の人が球の行方を追う援助のた
めに制限される区域に立たせることによってプレーヤーが援助を受ける
ことを禁止していない。

規則22,規則23,規則24(パートナーやアドバイスギバーを伴うプレー形式
では、プレーヤーのパートナー、そのパートナーのキャディー、すべて
のアドバイスギバーは同じように制限される。)

規則25.2d(視覚障がいを持つプレーヤーに対する規則10.2b(4)の修正)参
照。

(5)	物理的な援助、気を散らすものを排除すること、気象条件からの保護。
プレーヤーは：

•• 自分のキャディーや他の人から物理的な援助を得ている間はストロー
クを行ってはならない。

•• 自分のキャディー、他の人、物を次のために故意に位置させてスト
ロークを行ってはならない。

»» 気を散らすものを排除するため。

»» 日差し、雨、風、その他の気象状況から保護を受けるため。

　この規則は、プレーヤーに次のことを禁止していない：

•• プレーヤーがストロークを行っている間に気象状況に対して自分自身
を保護するために行動することを禁止してはいない(例えば、保護服を
着る、自分の頭上に傘をさす)。

•• 故意ではなく位置していた人にそのままの位置に留まるように、ある
いは動くように依頼すること(例えば、観客がプレーヤーの球に影を
作っている場合など)。

規則10.2bの違反の罰：一般の罰。

規則の目的：
プレーヤーはキャディーを1人使用することが認められており、キャディー
にプレーヤーのクラブの運搬、アドバイスやその他の援助をラウンド中に行
わせることができる。しかし、キャディーに認められる行動には制限があ
る。プレーヤーはラウンド中のキャディーの行動について責任があり、その
キャディーが規則違反をした場合、罰を受けることになる。

 10.3　キャディー
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10.3a　キャディーはラウンド中にプレーヤーを援助できる
(1)	プレーヤーは一度に1人のキャディーだけが認められる。

プレーヤーは、そのプレーヤーのクラブを持って行く、運ぶ、扱う、ま
たはそのプレーヤーにアドバイスを与えたり、ラウンド中に規則で認め
られる他の方法で援助するキャディーを使用することができる。しか
し、次の制限がある：

•• プレーヤーはどの時点でも一度に複数のキャディーを使用することは
できない。

•• プレーヤーはラウンド中にキャディーを替えることができる。しか
し、単に新しいキャディーからアドバイスを受ける目的のために一時
的に替えることはできない。

プレーヤーがキャディーを使用しているかどうかにかかわらず、プレー
ヤーと一緒に歩いている、または乗っている人、またはそのプレーヤー
のために他の物(例えば、雨具、傘、飲食物)を持ち運んでいる人はそのプ
レーヤーのキャディーではない。ただし、そのような人であっても、プ
レーヤーがキャディーと指名していたり、プレーヤーのクラブを持って
行ったり、運んでいたり、扱っていたりしていればそのプレーヤーの
キャディーである。

(2)	複数のプレーヤーが1人のキャディーを共用することができる。共用の
キャディーの特定の行動に規則上の問題があり、どのプレーヤーのため
にとった行動であるのかを決定する必要がある場合：

•• そのキャディーの行動がそのキャディーを共用しているプレーヤーた
ちのうちの1人が出した特定の指示によるものであった場合、その行動
は、そのプレーヤーのためにとられたことになる。

•• その行動について特定の指示を出したプレーヤーがいない場合、その
行動はキャディーを共用しているプレーヤーたちのうち、球が関連し
ているプレーヤーのためにとったものとして扱われる。

•• キャディーを共用しているプレーヤーたちの誰もそのキャディーの行
動に特定の指示を出しておらず、そしてプレーヤーの誰の球も関連し
ていない場合、そのキャディーを共用しているすべてのプレーヤーが
罰を受ける。

規則25.2, 規則25.4, 規則25.5 (特定の障害を持つプレーヤーは補助員から
援助を受けることができる)を参照。
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委員会の措置、セクション8；ローカルルールひな型H-1(委員会はキャ
ディーの使用を禁止する、または要求するローカルルール、あるいはプレー
ヤーがキャディーを選択することを制限するローカルルールを採用すること
ができる)参照。

規則10.3aの違反の罰：

•• プレーヤーがホールのプレー中のどこかの時点で複数のキャディーから援
助を受けた場合、その各ホールに対して一般の罰を受ける。

•• 違反がホールとホールの間に起きた場合、プレーヤーは次のホールに対し
て一般の罰を受ける。または違反がホールとホールの間まで継続した場
合、プレーヤーは次のホールに対しても一般の罰を受ける。

10.3b　キャディーができること
次はキャディーに認められる行動、認められない行動の事例である：

(1)	常に認められる行動。規則に基づいて認められる場合、キャディーは常
に次の行動をとることができる：

•• プレーヤーのクラブや他の用具を持って行く、運ぶ、扱うこと(乗用
カートの運転や手引きカートを引くことを含む)。

•• プレーヤーの球を捜索すること(規則7.1)。

•• ストロークを行う前に情報、アドバイス、その他の援助を与えること
(規則10.2aと規則10.2b)。

•• バンカーをならす、またはコースを保護するために他の行動をとるこ
と(規則8.2例外、規則8.3例外、規則12.2b(2)(3))。

•• パッティンググリーンで砂やバラバラの土を取り除くことや、損傷を
修理すること(規則13.1c)。

•• 旗竿を取り除くこと、付き添うこと(規則13.2b)。

•• プレーヤーが規則に基づいて救済を受けると結論づける(行動や発言な
どから)ことが合理的であるときにプレーヤーの球を拾い上げる(規則
14.1b)。

•• パッティンググリーンのプレーヤーの球の箇所をマークして、その球
を拾い上げて、リプレースすること(規則14.1b例外と規則14.2b)。

•• プレーヤーの球をふくこと(規則14.1c)。

•• ルースインペディメントや動かせる障害物を取り除くこと(規則15.1と
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規則15.2)。

(2)	プレーヤーの承認がある場合にのみ認められる行動。規則がプレーヤー
にそうすることを認めており、プレーヤーの承認(ラウンドに対して全般
的に与えるものではなく、その都度具体的に与えなければならない)があ
る場合にのみ、キャディーは次の行動をとることができる：

•• プレーヤーの球が止まった後に悪化した状態を復元すること(規則
8.1d)。 

•• プレーヤーの球がパッティンググリーン以外の場所にある場合、リプ
レースを求める規則に基づいて、そのプレーヤーの球を拾い上げるこ
と(規則14.1b)。

(3)	認められない行動。キャディーがプレーヤーのために次の行動をとるこ
とは認められない：

•• 次のストローク、ホール、そのマッチを相手にコンシードをしたり、
マッチのスコアに関して相手に同意すること(規則3.2)。

•• 球をリプレースすること。ただし、キャディーが球を拾い上げてい
た、または動かしていた場合を除く(規則14.2b)。

•• 救済を受ける際に球をドロップ、またはプレースすること(規則
14.3)。

•• 規則に基づいて救済を受ける決定をすること(例えば、規則19に基づい
て球をアンプレヤブルとして扱うこと、または規則16.1や規則17に基
づいて異常なコース状態やペナルティーエリアからの救済を受けるこ
と)；キャディーはプレーヤーにそうすることをアドバイスはできる
が、プレーヤーが決定をしなければならない。

10.3c　キャディーの行動と規則違反に対するプレーヤーの責任
プレーヤーはラウンド中と規則5.7aに基づくプレーの中断中の両方でキャディー
の行動に対して責任があるが、ラウンドの前と後ではその責任はない。

キャディーの行動が規則に違反する、またはプレーヤーがその行動をとって
いたとしたら規則に違反する行動をキャディーがとった場合、そのプレー
ヤーはその規則に基づいて罰を受ける。

プレーヤーが特定の事実に気づいていたかどうかによって規則の適用を決め
る場合、そのプレーヤーの認識にはプレーヤーのキャディーが知っているこ
とすべてが含まれているものとして扱われる。
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規則10.1 詳説：ストロークを行うこと
10.1a/1 – 押し出したり、掻き寄せたり、すくい上げる例
こうした言葉は重複する意味を持つが、規則によって認められていない方法で
クラブを使う次の3つの例によって定めることができる：

•• プレーヤーはショートパットを、ビリヤードやシャフルボードのショットを
行うときに用いられる方法と類似の動作を用いて、クラブヘッドの底で球を
打つことでホールに入れた。そうした方法で球を動かすことは「押し出し
た」ことになる。

•• プレーヤーはクラブを自分の方向に引き寄せながら地表面に沿って動かし
た。そうした方法で球を動かすことは「掻き寄せた」ことになる。

•• プレーヤーはクラブを球の真下でその球のとても近くまでそっと差し込ん
だ。そのプレーヤーは上前方への動きを用いてその球を持ち上げて動かし
た。そうした方法で球を動かすことは「すくい上げた」ことになる。

10.1a/2 – ストローク中に球とクラブヘッドの間に他の物質が介在して
もよい
球を正しく打つとき、クラブヘッドが球と接触する必要はない。時には他の物
質が介在することがある。

球を正しく打つことの例は、球がアウトオブバウンズを定めるフェンスの台座
に寄り掛かって止まっていて、そのプレーヤーがその球を動かすためにその
フェンスのアウトオブバウンズ側からストロークを行う場合を含む。

10.1b/1 – プレーヤーは前腕を体にアンカリング(固定)してはならない
ストローク中に前腕を体に押し当てることはクラブをアンカリング(固定)する
間接的な方法である。

「アンカーポイント」が存在するためには、2つの要件がある：(1)プレーヤー
が前腕を体に押し当てる；そして(2)プレーヤーは両手が離れた位置でそれぞれ
の手が独立して機能するようにそのクラブを握る。

例えば、長尺パターでストロークを行うとき、プレーヤーの前腕は安定点を作
るために自分の体に押し当て、下側の手はクラブの下部をスイングするために
シャフトの下部を持っている。

しかしながら、アンカーポイントを作らない限り、プレーヤーはストロークを行
うときに片方あるいは両方の前腕を自分の体に押し当てることが認められる。
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10.1b/2 – ストローク中に故意に服に接触させることは違反となる
クラブやクラブを握っている手によって体に押し当てられた服は、規則10.1b
を適用するためにそのプレーヤーの体の一部であるかのように扱われる。自由
に流れるようなスイングという概念は、プレーヤーの体とクラブ(あるいは手)
との間に何かを介在させることで回避されてはならない。

例えば、プレーヤーがレインジャケットを着て中尺パターを使っているとき
に、そのクラブを自分の体に押し込む場合、そのプレーヤーは規則10.1bの違
反となる。

加えて、プレーヤーがストロークを行う間に、体のどの部分であっても着用し
ている服の一部をつかむためにクラブを握っている手を使う場合(シャツの袖を
手でつかむなど)、それはシャツの袖の意図された使用方法ではなく、シャツの
袖をつかむことはそのストロークを行うときにそのプレーヤーを援助する可能
性があるので、規則4.3(禁止される用具の使用)の違反となる。

10.1b/3 – ストローク中の故意ではない服への接触は違反とはならない
服の一部にクラブやクラブを持った手で触れた状態でストロークを行うことは
認められる。

そのことは次の場合に様々な状況で生じる可能性がある。プレーヤーが：

•• ゆったりとした服や雨具を着ている。

•• 生まれつきの体格や体形のせいで腕が体の近くにある。

•• 極端に体の近くでクラブを持つ。

•• 何かしらの他の理由によって、ストロークを行うときに自分の服に触れる。

規則10.2 詳説：アドバイスと他の援助
10.2a/1 – プレーヤーは共用のキャディーから情報を得ることができる
複数のプレーヤーが1人のキャディーを共用している場合、そのキャディーを
共用しているプレーヤーであれば誰でもそのキャディーからの情報を得ること
ができる。

例えば、2人のプレーヤーが1人のキャディーを共用しており、両方のプレー
ヤーはティーショットを似たような場所に打ち込んだ。一方のプレーヤーはス
トロークを行うためのクラブを手にしたが、もう一方のプレーヤーは使用する
クラブをまだ決めていなかった。使用するクラブを決めていなかったプレー
ヤーは共用のキャディーにもう一人のプレーヤーが選んだクラブを尋ねること
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が認められる。

10.2a/2 – プレーヤーは任意で聞かされているアドバイスを止めさせよ
うとしなければならない
プレーヤーが自分のキャディー以外の誰か(観客など)から、頼んでもいないの
にアドバイスを受ける場合、そのプレーヤーは罰を受けない。しかしながら、
そのプレーヤーが同じ人からアドバイスを受け続ける場合、そのプレーヤーは
その人がアドバイスを与えるのを止めさせようとしなければならない。プレー
ヤーがそうしなかった場合、そのプレーヤーはアドバイスを求めたと扱われ、
規則10.2aに基づき罰を受ける。

ティーム競技(規則24)では、そうしたことはアドバイス・ギバーとして指名さ
れていないティームキャプテンからアドバイスを受けるプレーヤーにも適用さ
れる。

10.2b/1 – アラインメントを援助するための自立式パターの使用は認
められない
自立式パターが用具規則に適合していれば、ストロークを行うために使用する
ことができる(規則4.1a(1))。しかし、プレーヤー(またはそのキャディー)はその
ようなパターを規則10.2bに違反する方法で援助を得るために置くことはでき
ない。

例えば、プレーの線を示したり、規則10.2b(3)に違反してストロークのための
スタンスをとる際にプレーヤーを援助するためにパッティンググリーンにある
球の直後やすぐ近くにそのパターを立たせて置いてはならない。(新)

10.2b(3)/1 – プレーヤーがスタンスをとる援助のために球の後ろにク
ラブヘッドを置くことは認められる
規則10.2b(3)はプレーヤーがスタンスをとるときの援助となる物(アラインメン
ト用の棒やゴルフクラブ)を置くことを認めていない。

しかしながら、この禁止事項は、プレーヤーが球の後ろに立って、プレーの線
に直角にクラブヘッドを位置させて、その後で自分のスタンスをとるためにそ
のクラブをそのままに留めてその球の後ろから回り込む場合など、プレーヤー
が自分のクラブヘッドを球の後ろに置くことを妨げてはいない。

10.2b(4)/1 – プレーヤーがスタンスを取り始める前に制限される区域
内でキャディーが援助を与える
規則10.2b(4)はキャディーが目標を定める援助をプレーヤーにするために故意
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に制限される区域に立つことを禁止している。このことは、意図する目標に狙
いを定めることはプレーヤーが1人で克服しなければならない挑戦であること
を確実にしている。

プレーヤーがまだストロークのためのスタンスを取り始めていないが、次の場
合は、そのプレーヤーはストロークのためのスタンスを取り始めたものと扱わ
れる(たとえ、足をその場所に置かなくても)。

•• プレーヤーの足や体が目標を定めることの援助を得られる場所に近い所にあ
る。

•• キャディーが故意に制限される区域に立ち、プレーヤーが目標を定めるのを
援助する。(新)

10.2b(5)/1 – 故意にその場所に位置していたわけではない別の人に動
くように、あるいはその場所に留まるように依頼することができる
プレーヤーは球に当たる日差しを遮る目的で物を置いたり、人を立たせること
はできないが、そのプレーヤーはすでにその場所にいた人(観客など)に、その
人の影が球にかかったままとするためにその場から動かないように依頼した
り、あるいはその人の影が球にかからなくなるようにその人に動いてもらうこ
とを依頼することができる。

10.2b(5)/2 – プレーヤーは保護となる服を着ることができる
プレーヤーは気象状況に対して保護となるようにストロークに影響を及ぼす状
態を改善してはならないが、そのプレーヤーはそうした気象状況に対して保護
となる服を着ることができる。

例えば、プレーヤーの球がサボテンのすぐ近くに止まった場合、意図するスタ
ンス区域を改善するためにそのサボテンの上にタオルを置くと規則8.1a(スト
ロークに影響を及ぼす状態を改善する行動)の違反となる。しかしながら、その
サボテンから自分を保護するためにプレーヤーは自分の体にタオルを巻くこと
ができる。

規則10.3 詳説：キャディー
10.3a/1 – プレーヤーは動力付きのカートにクラブを積んで運び、
キャディーの他のすべての役割を実行する個人を雇う
自分が運転している動力付きのゴルフカートにクラブを積んで運んでいるプ
レーヤーは、キャディーの他のすべての業務を行う個人を雇うことが認めら
れ、その個人はキャディーとみなされる。

規則 10
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規則 10

この手配はプレーヤーがそのカートを運転するための誰か他の人も同時に雇っ
ていないことを条件として認められる。その場合、プレーヤーのクラブを運ん
でいるのでそのカートの運転手もまたキャディーとなり、そのプレーヤーは規
則10.3a(1)に基づき罰を受ける。

10.3a/2 – プレーヤーはラウンドのプレー中でなければ、別のプレー
ヤーのキャディーを務めることができる
競技会に参加しているプレーヤーは、自分のラウンドをプレーしているときや
ローカルルールでプレーヤーがキャディーとなることを禁止している場合を除
き、同じ競技会に参加している別のプレーヤーのキャディーとなることができ
る。

例えば：

•• ２人のプレーヤーは同じ競技に参加しているが、同日の異なる時間にプレー
することになっている場合、その２人はお互いのキャディーとなることが認
められる。

•• ストロークプレーで、組のプレーヤーの1人がラウンド中に棄権した場合、
その棄権したプレーヤーはその組の別のプレーヤーのキャディーとなること
ができる。
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この規則はインプレーの球が動いている場合(ストローク後であるかどうかにか
かわらず)はいつでも適用する。ただし、球が救済エリアにドロップされてまだ
止まっていない場合については規則14.3で扱う。

 11.1　動いている球が偶然に人や外的影響に当たる
11.1a　どのプレーヤーにも罰はない
動いているプレーヤーの球が偶然に人(プレーヤーを含む)や外的影響に当
たった場合：

•• どのプレーヤーにも罰はない。

•• このことは、球がプレーヤー、相手、他のプレーヤー、またはそのキャ
ディーや用具に当たった場合でも同じである。

例外－ストロークプレーで、パッティンググリーンでプレーされた球：プ
レーヤーの動いている球がパッティンググリーンに止まっている別の球に当
たり、そのストロークの前にその両方の球がパッティンググリーンにあった
場合は、プレーヤーは一般の罰(2罰打)を受ける。

11.1b　球をプレーしなければならない場所
(1)	球がパッティンググリーン以外の場所からプレーされた場合。パッティング

グリーン以外の場所からプレーされて動いているプレーヤーの球が偶然に人
(そのプレーヤーを含む)や外的影響(用具を含む)に当たった場合、その球を
通常あるがままにプレーしなければならない。しかし、その球が人、動物、
動いている外的影響の上に止まった場合、そのプレーヤーはその球をあるが
ままにプレーしてはならず、代わりに次の救済を受けなければならない。

規則 11

規則 動いている球が偶然に人、動物、物に当
たる；動いている球に影響を及ぼす故意
の行動11

規則の目的：
規則11は動いているプレーヤーの球が人、動物、用具、その他コース上の物
に当たった場合に行うことを扱っている。この当たったことが偶然に起きた
場合、罰はなく、プレーヤーは通常、その結果が良くても悪くてもそれを受
け入れなければならず、その球が止まった所からプレーしなければならな
い。規則11はまた、動いている球が止まる可能性のある場所に影響を及ぼす
行動を故意にとることを制限している。
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•• 球が、パッティンググリーン以外の場所にいる人、動物、動いている外的影
響の上に止まった場合：プレーヤーは元の球か別の球を次の救済エリア
にドロップしなければならない ( 規則 14.3 参照 )：

»» 基点：その球が人、動物、動いている外的影響の上に最初に止まって
いた場所の真下と推定する地点。

»» 基点から計測する救済エリアのサイズ：1 クラブレングス。しかし、
次の制限がある：

»» 救済エリアの場所に関する制限：

─  基点と同じコースエリアでなければならない。

─  基点よりホールに近づいてはならない。

•• 球が、パッティンググリーンにいる人、動物、動いている外的影響の上に
止まった場合。 プレーヤーはその球が人、動物、動いている外的影響の
上に最初に止まっていた場所の真下と推定する箇所に、規則 14.2b(2) と
規則 14.2e に基づいて球をリプレースする手続きにより、元の球か別の球
をプレースしなければならない。

規則11.1b(1)に違反して誤所からプレーしたことに対する罰：規則14.7に基
づく一般の罰。

(2)	球がパッティンググリーンからプレーされた場合。パッティンググリー
ンからプレーされて動いているプレーヤーの球が偶然にそのプレーヤー
または外的影響に当たった場合、その球は通常はあるがままにプレーし
なければならない。しかし、動いているその球がパッティンググリーン
の次のどれかに当たったことが分かっているか、事実上確実な場合、プ
レーヤーは元の球か別の球をストロークを行った場所からプレーするこ
とによって、そのストロークを再プレーしなければならない(規則14.6参
照)。

•• 次の人以外の人：

»» そのプレーヤー。

»» 旗竿に付き添っている人(これはこの規則ではなく、規則13.2b(2)で
扱う)。

•• 次の物以外の動かせる障害物：

»» そのストロークを行うために使用しているクラブ。

»» ボールマーカー。

規則 11
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»» 止まっている球(ストロークプレーで罰を適用するかどうかについて
は規則11.1a参照)。

»» 旗竿(この規則ではなく、規則13.2b(2)で扱う)。

•• ルースインペディメントとして定義されている物(昆虫など)以外の動物。

プレーヤーがそのストロークを再プレーしたが、誤所からプレーした場合、
そのプレーヤーは規則14.7に基づいて一般の罰を受ける。

プレーヤーがそのストロークを再プレーしなかった場合、そのプレーヤーは
一般の罰を受け、そのストロークをカウントするが、そのプレーヤーは誤所
からプレーしたことにはならない。

規則25.4k(移動補助器具を使用するプレーヤーについては、その機器に当
たった球はあるがままにプレーするように規則11.1b(2)は修正される。

 11.2　�動いている球の方向を人が故意に変える、または止める
11.2a　規則11.2を適用する場合
この規則は次の場合に人がプレーヤーの動いている球の方向を故意に変えた、
あるいは止めたことが「分かっている、または事実上確実」な場合にだけ適用
する：

•• 人が動いている球に故意に触れる。

•• 動いている球が、プレーヤーがその動いている球の方向を変えたり、止め
たりするように故意に特定の場所に配置したり、またはそのままにしてお
いた用具や他の物(ただし、その球がプレーされる、または別の方法で動
き出す前からその場所にあったボールマーカーや他の球を除く)や人(例え
ば、そのプレーヤーのキャディー)に当たる。 

例外－マッチプレーで、ホールに入る合理的な可能性がない球の方向を故意
に変えたり、止める：

相手の動いている球がホールに入る合理的な可能性がない場合で、コンシー
ドされることになるその球、またはホールをタイにするためにはホールに入
る必要があるその球の方向を故意に変えたり止めたときは、この規則ではな
く規則3.2a(1)か規則3.2b(1)で扱う。

球やボールマーカーがプレーの援助や妨げになるとプレーヤーが合理的に考
える場合に、ストロークを行う前にその球やボールマーカーを拾い上げるプ
レーヤーの権利については規則15.3を参照。

規則 11
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11.2b　罰をプレーヤーに適用する場合
•• プレーヤーが動いている球の方向を故意に変えたり、止めた場合、そのプ
レーヤーは一般の罰を受ける。

•• このことは、その球がプレーヤー自身の球であろうと、相手により、また
はストロークプレーの別のプレーヤーによりプレーされた球であろうと、
同じである。

例外―水の中で動いている球：プレーヤーが一時的な水の中や、ペナルティー
エリアの水の中で動いているそのプレーヤーの球を規則16.1や17に基づいて
救済を受けるために拾い上げた場合、罰はない(規則10.1d例外3参照)。

規則22.2(フォアサムでは、パートナーはいずれもそのサイドのために行動
することができ、そのパートナーの行動はそのプレーヤーの行動として扱わ
れる)；規則23.5(フォアボールでは、パートナーはいずれもそのサイドのた
めに行動することができ、プレーヤーの球や用具に関係するパートナーの行
動はプレーヤーの行動として扱われる)参照。

11.2c　方向を故意に変えたり、止めた球をプレーしなければならない
場所
プレーヤーの動いている球の方向を人が故意に変えたり、止めたことが「分かっ
ている、または事実上確実」な場合(球が見つかっているかどうかにかかわら
ず)、その球はあるがままにプレーしてはならない。その代わり、そのプレー
ヤーは次の救済を受けなければならない：

(1)	パッティンググリーン以外の場所から行ったストローク。その球の方向
が変えられたり、止められていなければ、その球が止まっていたと推定
する箇所に基づいてプレーヤーは救済を受けなければならない：

•• 球がパッティンググリーン以外のコース上に止まっていたと推定する
場合。プレーヤーは元の球か別の球を次の救済エリアにドロップしな
ければならない ( 規則 14.3 参照 )：

»» 基点：球が止まっていたと推定する箇所。

»» 基点から計測する救済エリアのサイズ：1 クラブレングス。しかし、
次の制限がある： 

»» 救済エリアの場所に関する制限：

─  その基点と同じコースエリアでなければならない。

─  その基点よりホールに近づいてはならない。

規則 11
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例外―ペナルティーエリアに止まったと推定された球：球の推定した箇
所がペナルティーエリアである場合、プレーヤーはこの規則に基づいて
救済を受けることは要求されず、代わりに、プレーヤーは球がそのペナ
ルティーエリアの縁を最後に横切ったと推定した箇所に基づいて規則
17.1dのペナルティーエリアからの救済を直接受けることができる。

•• 球がパッティンググリーンに止まっていたと推定する場合。プレー
ヤーは元の球か別の球をその球が止まっていたと推定する地点に規則
14.2b(2) と規則 14.2e に基づいて球をリプレースする手続きによりプ
レースしなければならない。

•• 球がアウトオブバウンズに止まっていたと推定する場合。プレーヤーは
規則18.2に基づくストロークと距離の救済を受けなければならない。

規則11.2c(1)に違反して誤所からプレーしたことに対する罰：規則14.7a
に基づく一般の罰。

(2)	パッティンググリーンから行ったストローク。プレーヤーは元の球か別
の球をそのストロークが行われた箇所からプレーすることによって、そ
のストロークを再プレーしなければならない(規則14.6参照)。

プレーヤーがそのストロークを再プレーしたが誤所からプレーした場
合、そのプレーヤーは規則14.7に基づいて一般の罰を受ける。

プレーヤーがそのストロークを再プレーしなかった場合、そのプレー
ヤーは一般の罰を受け、そのストロークをカウントするが、そのプレー
ヤーは誤所からプレーしたことにはならない。

 11.3　�動いている球に影響を及ぼすために故意に物を取り除
いたり、または状態を変える

球が動いている場合、プレーヤーはその球(プレーヤー自身の球か別のプレー
ヤーの球であるかにかかわらず)が止まる可能性のある場所に影響を及ぼす目
的で、次のことを故意に行ってはならない：

•• 規則8.1aに規定されている行動をとることにより物理的状態を変える(例
えば、ディボットを戻す、または盛り上がった芝の区域を押さえつけ
る)。

•• 次のものを拾い上げる、または取り除く：

»» ルースインペディメント(規則15.1a例外2参照)。

»» 動かせる障害物(規則15.2a例外2参照)。
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その行動が球の止まる場所に影響を及ぼさなかったとしても、プレーヤーは
その故意の行動をしたことに対して罰を受ける。

例外－旗竿、パッティンググリーンに止まっている球、プレーヤーの用具を
動かすこと：この規則はプレーヤーが次のものを拾い上げたり、動かすこと
を禁止していない：

•• 取り除いた旗竿。

•• パッティンググリーンに止まっている球(罰が適用となるかどうかは規則
9.4、規則9.5、規則14.1参照)。

•• すべてのプレーヤーの用具(パッティンググリーン以外の場所に止まって
いる球やコース上のボールマーカーを除く)。

球が動いている間にホールから旗竿を取り除くこと(付き添うことを含む)
は、この規則ではなく、規則13.2で扱う。

規則11.3に違反して禁止されている行動をとったことに対する罰：一般の
罰。

規則22.2(フォアサムでは、パートナーはいずれもそのサイドのために行動
することができ、そのパートナーの行動はそのプレーヤーの行動として扱わ
れる)；規則23.5(フォアボールでは、パートナーはいずれもそのサイドのた
めに行動することができ、プレーヤーの球や用具に関係するパートナーの行
動はプレーヤーの行動として扱われる)参照。

規則11.1 詳説：動いている球が偶然に人や外的影響に当たる
11.1b/1 – ストロークを再プレーしなければならない場所に止まった球
をプレーすることは誤所からのプレーとはならない
プレーヤーが規則に基づいて再プレーをしなければならず、そうする場合(例え
ば、規則11.2c(2)－パッティンググリーンからストロークした場合、方向を故
意に変えたり、止めた球をプレーしなければならない場所)、元のストロークは
そのストロークが行われなかったものとしてプレーヤーのスコアから無視され
る。しかし、プレーヤーがその球をリプレースして再プレーせずに、球が止
まった箇所からプレーした場合、そのストロークはカウントされ、一般の罰を
受けるが、誤所からプレーしたことにはならない。

例えば、プレーヤーがパッティンググリーンからストロークした球が、旗竿が
取り除かれたときにホールから飛び出したホールライナーに偶然に当たった(規
則11.1b(2))。
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•• プレーヤーが規則11.1b(2)により求められている通りに、元の球か、別の球
をストロークが行われた箇所からプレーすることによってそのストロークを
再プレーした場合、その球をホールライナーに当てたストロークはカウント
しない。

•• しかし、プレーヤーがストロークを再プレーせずに、球が止まった箇所から
その球をプレーした場合、球をホールライナーに当てたそのストロークはカ
ウントし、プレーヤーは一般の罰を受ける。

11.1b/2 – 偶然に方向を変えられたり、止められた後に球が動かされた
場合はどうすべきか
偶然に方向を変えられたり、止められた後に球が人や外的影響に寄り掛かって
止まり、その人や外的影響が動いたり、動かされた場合、規則9が適用され、
プレーヤーはその規則に適切に従わなければならない。しかしながら、人や用
具に寄り掛かって止まった後にその球が動いた場合、規則9に基づく罰はない
(規則9.4b例外5と、規則9.5b例外3参照)。

罰はない例は次の場合を含む：

•• プレーヤーの球が相手によって偶然に止められた後にその相手の足に寄り掛
かって止まり、相手が動いた結果としてその球が動いた。プレーヤーは規則
9.5aによって要求されるようにその球をリプレースしなければならないが、
プレーヤーと相手のどちらも罰を受けない。

•• 動いているプレーヤーの球が丘を転がり落ちてきた後で偶然にそのプレー
ヤーのクラブによって止められ、そのクラブを取り除いた結果としてその球
が動いた。プレーヤーは規則9.4aによって要求されるようにその球をリプ
レースしなければならないが、罰を受けない。

球が外的影響(動物など)によって偶然に方向を変えられたり、止められ、その
外的影響が動いたことでその球を動かす原因となった他の状況について、どう
すべきかは規則9.6を参照すること。

11.1b/3 – パッティンググリーン以外の場所からプレーされた球が動物
によって方向を変えられたり、拾い上げられた場合にすること
パッティンググリーン以外の場所からプレーされた球が動いているときに動物
によって止められたり、方向を変えられた場合、罰はなく、その球をあるがま
まにプレーしなければならない(規則11.1参照)。

しかし、動物が動いている球を拾い上げた場合、その球は動物の上に止まった
ことになり、動物がその球を拾い上げた地点を基点として罰なし救済を受けな
ければならない(規則11.1b(1)参照)。
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例えば、フェアウェイからプレーした球がまだ動いている間に犬によって拾い
上げられた場合、その犬がその球を拾い上げた地点でその球は動物の上に止
まったことになる。

•• 球がフェアウェイで拾い上げられた場合、ジェネラルエリアでその犬が拾い
上げた地点からホールに近づかない1クラブレングス以内に球をドロップし
なければならない。

•• 球がパッティンググリーンで拾い上げられた場合、その球が拾い上げられた
と推定される地点のパッティンググリーン上にプレースしなければならな
い。(新)

規則11.2 詳説：動いている球の方向を人が故意に変える、または
止める
11.2a/1 – 球が当たった場合に援助となる可能性があることにプレー
ヤーが気づいた後もその場所に残された用具
規則11.2は、プレーヤーは当初、動いている球の方向を変える目的で所定の位
置に用具や他の物を置いたり、あるいは人を配置させたわけではなかったが、
プレーヤーがそれを置いた後にそれが球の方向を変えたり止める可能性がある
ことに気づき、故意にその位置にそのまま残した状況に適用される。

プレーヤーが罰を受ける例は次の場合を含む：

•• バンカーをならした後で、プレーヤーはレーキをパッティンググリーンとその
バンカーの間に置いたが、それが球に影響するとは思わなかった。プレーヤー
にはバンカー方向への下りのパットが残っており、そのレーキを取り除かずに
プレーするとレーキが自分の球を止める可能性があることに気づいた。そのプ
レーヤーがパットしたところ、球はそのレーキによって止められた。

プレーヤーが罰を受けない例は次の場合を含む：

•• 前の組によってレーキがパッティンググリーンとバンカーの間に置かれてい
た。バンカー方向への下りのパットが残っていたプレーヤーはそのレーキを
見て、パットを強く打ち過ぎたときにレーキがその球を止める可能性がある
という理由から、その場所にレーキを残しておいた。そのプレーヤーがパッ
トしたところ、球はそのレーキによって止められた。

規則 11
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規則11.3 詳説：動いている球に影響を及ぼすために故意に物を取
り除いたり、または状態を変える
11.3/1 – 動いている球に影響する故意の行動の結果は関係ない
規則11.3は、プレーヤーやキャディーが動いている球に影響を及ぼす目的で故
意の行動をとる場合に適用され、たとえその故意の行動がその球が止まった場
所に影響を及ぼさなかったとしても、そのプレーヤーはこの規則の違反とな
る。	

プレーヤーが規則11.3に基づいて一般の罰を受け、ストロークプレーで球が止
まったところからその球をプレーしなければならない例は次の場合を含む：

•• プレーヤーの球はジェネラルエリアの丘のふもとにあった。そのプレーヤー
はストロークを行い、その球がその丘を転がり落ちている間に、その球が悪
いライに止まらないようにするために芝の盛り上がった部分を押さえ付け
た。

•• プレーヤーは地面に置いてあるレーキが別のプレーヤーの動いている球を止
めたり、方向を変えると思ったので、そのレーキを拾い上げた。

罰はなく、ストロークプレーで球が止まったところからその球をプレーしなけ
ればならない例は次の場合を含む：

•• プレーヤーの球はジェネラルエリアの丘のふもとにあった。そのプレーヤー
はストロークを行い、その球がその丘を転がり戻り始めた。そのプレーヤー
は球をプレーした区域にその球が戻ってくることに気づかずに、芝の盛り上
がった部分を押さえ付けたが、球が止まる可能性のある場所に影響を及ぼす
意図はなかった。

その球が芝を押さえつけた区域に止まったとしても、罰はない。

•• ストロークを行った後で、その球が動いている間に、プレーヤーはこれから
バンカーショットを行う別のプレーヤーに手渡すために近くにあったレーキ
を拾い上げた。そのプレーヤーの球はレーキを拾い上げた区域を転がって
いった。

規則 11





IV

バンカーとパッティング
グリーンのための特別規則

規則12～13
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規則 12

バンカーの定義と規則12.1に従って、この図は球がバンカー内にある場合と外にある
場合の例を説明している。

バンカー内の球

バンカー外の球

壁

図12.1：球がバンカー内にある場合

規則の目的：

規則 

規則12はバンカーのための特別規則である。バンカーは砂地から球をプレー
するプレーヤーの能力をテストするために特別に作られた区域である。プレー
ヤーがこの挑戦に立ち向かうことを確実にするため、ストロークを行う前に
砂に触れることや、バンカーの球に対して受けることができる救済の場所に
関していくつかの制限がある。

バンカー12
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規則 12

 12.1　球がバンカー内にある場合
次の場合、その球はバンカー内にある：

•• 球の一部がそのバンカーの縁の内側の地面の砂に触れている。

•• 球の一部がバンカーの縁の内側にあって次の場合：

»» 通常は砂があった(例えば、砂が風や水により飛ばされた、流された)地
面の上に止まっている。

»» バンカーの砂に触れている、または通常は砂があった地面の上にある
ルースインペディメント、動かせる障害物、異常なコース状態、不可
分な物の中や上に止まっている。

球がバンカーの縁の内側にある土、草、その他の生長または付着している自
然物の上にあるが、砂には触れていない場合、その球はバンカーの球ではな
い。

球の一部がバンカーと別のコースエリアの両方にある場合は規則2.2c参照。

 12.2　バンカー内の球をプレーすること
この規則はラウンド中と規則5.7aに基づくプレーの中断中の両方に適用す
る。

12.2a　ルースインペディメントと動かせる障害物を取り除くこと
バンカー内の球をプレーする前に、プレーヤーは規則15.1に基づいてルース
インペディメントを、そして規則15.2に基づいて動かせる障害物を取り除く
ことができる。

これには、そうしている間にそのバンカーの砂に合理的に触れること、また
はその砂を動かすことも含まれる。

12.2b　バンカーの砂に触れることに関する制限
(1)	砂に触れた結果、罰を受ける場合。バンカー内の球に対してストローク
を行う前に、プレーヤーは次のことをしてはならない：

•• 砂の状態をテストしたり、次のストロークについての情報を得るため
に手、クラブ、レーキ、その他の物でそのバンカーの砂に故意に触れ
ること。

•• 次のときにクラブでそのバンカーの砂に触れること：
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規則 12

»» 球の直前、直後の区域(ただし、球をフェアに捜すときに規則7.1aに
基づいて認められる場合、または規則12.2aに基づいてルースイン
ペディメントや動かせる障害物を取り除く場合を除く)に触れると
き。

»» 練習スイングを行うとき。

»» ストロークのためにバックスイングを行うとき。

規則25.2f (盲目のプレーヤーのための規則12.2b(1)の修正); 規則25.4l 
(移動補助具を使うプレーヤーのための規則12.2b(1)の適用)参照。

(2)	砂に触れた結果、罰を受けない場合。ただし、(1)で扱われている場合を
除き、この規則はプレーヤーがどのような方法でもそのバンカーの砂に
触れることを禁止していない。例えば：

•• 練習スイングや、そのストロークのためのスタンスをとるために足を
潜り込ませること。

•• コースの保護のためにバンカーをならすこと。

•• クラブ、用具、その他の物をバンカーに置くこと(投げる、または置く
ことによってのいずれの場合でも)。

•• 規則に基づいて、計測すること、マークすること、拾い上げること、
リプレースすること、他の行動をとること。

•• 休むため、バランスを保つため、転ぶのを防ぐためにクラブに寄りか
かること。

•• イライラして、または怒って砂を叩くこと。

しかし、その砂に触れるプレーヤーの行動が規則8.1aに違反してスト
ロークに影響を及ぼす状態を改善した場合、そのプレーヤーは一般の罰を
受ける(プレーに影響を及ぼす他の物理的な状態を改善する、悪化させる
ことに関する制限については規則8.2と規則8.3を参照のこと)。

(3)	一旦、球をバンカーから出した後は制限がなくなる。バンカー内の球を
プレーした後にその球がそのバンカーの外にある場合、または、プレー
ヤーがバンカーの外で救済を受けた、あるいは救済を受ける意図があっ
た場合、プレーヤーは次のことができる：

•• 規則12.2b(1)に基づく罰を受けずにそのバンカーの砂に触れること。 

•• 規則8.1aに基づく罰を受けずにコースを保護するためにバンカーの砂
をならすこと。
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このことは、その球がそのバンカーの外に止まっていて、次の場合で
あっても同じである：

•• プレーヤーがバンカーに球をドロップすることによりストロークと距
離の救済をとることを規則が要求している、または認めている場合。

•• そのバンカーの砂が、プレーヤーがバンカーの外から次のストローク
をするときのプレーの線上となる場合。

しかし、バンカーからプレーされた球がそのバンカーに戻ってきた場
合、またはそのバンカーに球をドロップする救済を受けた場合、あるい
は、そのプレーヤーがバンカーの外で救済を受けないことにした場合、
規則12.2b(1)と規則8.1aの制限は再びそのバンカー内のそのインプレー
の球に適用する。

規則12.2の違反の罰：一般の罰。

 12.3　バンカー内の球の救済についての特別規則
球がバンカー内にある場合、特別な救済規則を次の状況に適用することがで
きる：

•• 異常なコース状態による障害(規則16.1c)。

•• 危険な動物の状態による障害(規則16.2)。

•• アンプレヤブルの球(規則19.3)。

規則12.2 詳説：バンカー内の球をプレーすること
12.2a/1 – バンカーからルースインペディメントや動かせる障害物を取
り除いた結果として改善となった
バンカーからルースインペディメントや動かせる障害物を取り除く場合、そう
したものを取り除いた結果として砂が動かされることが多い。砂が動いたこと
でストロークに影響する状態を改善したとしても、そのルースインペディメン
トや動かせる障害物を取り除く行動が合理的であったのであれば罰はない(規則
8.1b(2))。

例えば、プレーヤーは自分の球の近くにあった松かさを取り除いたが、自分の
意図するスイング区域にあった砂の山も同時に取り除くことになる方法で、そ
の松かさを引きずって動かしたことによってストロークに影響を及ぼす状態を
改善した。
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プレーヤーはもっと控えめな方法でその松かさを取り除くことができた(松かさ
を球の後方に引きずらずに、真っすぐに拾い上げるなど)。プレーヤーの行動は
その状況では合理的ではなかったので、規則8.1a(ストロークに影響を及ぼす状
態を改善する)の違反について罰を受ける。

12.2b/1 – 規則12.2bはバンカー内の動物の穴から出た砂の山にも適
用される
プレーヤーの球がバンカー内で動物の穴の一部である砂の山の近くに止まった
場合、規則12.2b(1)の制限はその砂の山に触れることにも適用される。

しかしながら、そのプレーヤーは規則16.1cに基づいてその動物の穴(異常な
コース状態)からの救済を受けることができる。

12.2b/2 – プレーヤーがバンカー内で砂を探ることができるかどうか
詳説8.1a/7では、ストロークに影響を及ぼす状態を改善することがなければ、
プレーヤーは木の根、岩盤、あるいは障害物が自分のストロークの障害となる
かどうかを確かめるために、(バンカーを含め)コース上のどこであっても罰な
しに探ることができることを確認している。

例えば、プレーヤーの球がバンカー内の排水口の近くに止まった場合、そのプ
レーヤーはその排水口がどこまで及ぶのか、そして自分のストロークに障害と
なるかどうかを確かめるためにティーを使って砂を探ることができる。

しかしながら、砂を探ることの目的がその砂の状態をテストするためであった
場合、そのプレーヤーは規則12.2b(1)の違反となる。

12.2b/3 – 規則12.2はプレーヤーが救済を受けるためにバンカーから
自分の球を拾い上げたが、バンカー内で救済を受けるか、バンカーの外
側で救済を受けるかまだ決めていない場合にも引き続き適用される
プレーヤーが規則に基づいて救済を受けるためにバンカーから球を拾い上げた
が、どの救済の選択肢を使うのかまだ決めていない場合、規則12.2b(1)の制限
は引き続き適用される。

例えば、プレーヤーのティーショットがバンカー内でアンプレヤブルとなり、
そのプレーヤーがストロークと距離の罰に基づいて再プレーするためにティー
イングエリアに戻るか、そのバンカー内で救済を受けるか、あるいはそのバン
カーの外側で後方線上の救済を受けるかを判断している間は、故意にそのバン
カーの砂の状態をテストしたり、練習スイングで砂に触れた場合、そのプレー
ヤーは規則12.2bの違反となる。

規則 12



199

しかしながら、規則12.2b(1)はプレーヤーが球をプレーしてその球がそのバン
カーの外側となった後にはもはや適用されないことと同じく、規則12.2b(1)は
そのプレーヤーがそのバンカーの外側で救済を受けることに決めた後であれ
ば、実際にそのバンカーの外側で救済を受ける限りは適用されない。

規則 12
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規則の目的：
この規則はプレーヤーがパッティンググリーン以外の場所では通常認められ
ていないことをパッティンググリーン上ではすることを認めている。例え
ば、球をマークして、拾い上げ、ふいてリプレースすることを認めているし、
パッティンググリーン上の損傷を修理したり、砂やバラバラの土を取り除く
ことを認めている。またパッティンググリーン上で球やボールマーカーを偶
然に動かす原因となったことに対して罰はない。

 13.1　�パッティンググリーン上で認められる、または要求さ
れる行動

13.1a　球がパッティンググリーン上にある場合
次の場合、球はパッティンググリーン上にある：

•• 球の一部がパッティンググリーンに触れている。

•• 球の一部がパッティンググリーンの縁の内側にあって物(例えば、ルース
インペディメントや障害物)の上や中にある。

球の一部がパッティンググリーン上と他のコースエリアの両方にある場合
は、規則2.2c参照。

13.1b　パッティンググリーン上の球をマークする、拾い上げる、ふく
こと
パッティンググリーン上の球は拾い上げて、ふくことができる(規則14.1参照)。

球の箇所は球を拾い上げる前にマークしなければならず(規則14.1参照)、そ
してその球は元の箇所にリプレースしなければならない(規則14.2参照)。

規則の目的：

規則 

規則13はパッティンググリーンのための特別規則である。パッティンググリー
ンは球を地面の上で転がしてプレーするために特別に作られており、各パッ
ティンググリーンのホールには旗竿がある。したがって、他のコースエリア
とは違った特定の規則が適用となる。

パッティンググリーン13

規則 13
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規則 13

13.1c　パッティンググリーン上で認められる改善
ラウンド中や、規則5.7aに基づくプレーの中断中は、球がパッティンググ
リーン上にあるかどうかにかかわらず、プレーヤーはパッティンググリーン
上で次の2つの行動をとることができる：

(1)	砂やバラバラの土を取り除くこと。パッティンググリーン上の砂とバラ
バラの土は罰なしに取り除くことができる。 

(2)	損傷の修理。プレーヤーはできるだけ元の状態にパッティンググリーン
を復元するための合理的な行動をとることによって罰なしにパッティング
グリーン上の損傷を修理することができる。しかし、次の要件を満たす
場合に限る：

•• 手、足、他の体の一部、または通常のボールマーク修理器具、
ティー、クラブ、通常の用具の中で類似するものによって修理する。

•• 不当にプレーを遅らせることなく修理する(規則5.6a参照)。

しかし、プレーヤーがパッティンググリーンを元の状態に復元するため
に合理的な範囲を超える行動(例えば、ホールへの道を作る、または認め
られない物を使用する)をとることによってパッティンググリーンを改善
した場合、そのプレーヤーは規則8.1aの違反に対して一般の罰を受け
る。

「パッティンググリーン上の損傷」は人(そのプレーヤーを含む)や外的影
響によって生じるあらゆる損傷を意味する。例えば：

•• ボールマーク、靴による損傷(例えば、スパイクマーク)、そして用具や
旗竿が原因となる擦り傷や窪み。

•• 古いホールの埋め跡、芝の張り替え跡、張芝の継ぎ目、メンテナンス
器具や車両による擦り傷や窪み。

•• 動物の足跡、蹄の窪み。

•• くい込んでいる物(例えば、石、どんぐり、ひょう、ティー)や、それら
による窪み。

しかし、「パッティンググリーン上の損傷」には次の結果として生じる
損傷や状態は含まれない：

•• パッティンググリーン全体の状態を管理するための通常の作業(エア
レーションの穴、バーチカル・モゥイングによる溝)。

•• 散水、雨、その他自然の力。
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•• 自然な表面の欠陥(例えば、雑草、地肌が露出した区域、病気または生
長がまばらな区域)。

•• ホールの自然な摩耗。

13.1d　球やボールマーカーがパッティンググリーン上で動いた場合
球やボールマーカーがパッティンググリーン上で動いたことに対して2つの
特別な規則がある。

(1)	偶然に球を動かす原因となったことに対する罰はない。プレーヤー、相
手、またはストロークプレーの別のプレーヤーがそのプレーヤーのパッ
ティンググリーン上の球やボールマーカーを偶然に動かした場合、罰は
ない。

プレーヤーは：

•• 球を元の箇所にリプレースしなければならない(分からない場合は推定
しなければならない)(規則14.2参照)。

•• 球が元あった箇所をマークするためにボールマーカーを置かなければ
ならない。

例外－バックスイングやストロークをしている間に球が動き始め、そし
てストロークを行った場合、その球はあるがままにプレーしなければなら
ない(規則9.1b参照)。

プレーヤーや相手がパッティンググリーン上のプレーヤーの球やボール
マーカーを故意に拾い上げた場合に罰があるかどうかについては規則
9.4、または規則9.5参照。

(2)	自然の力が動かした球をリプレースする場合。自然の力がパッティング
グリーン上のプレーヤーの球を動かす原因となった場合、そのプレー
ヤーが次にプレーしなければならない場所は、その球を(自然の力で動か
される前に)すでに拾い上げてからパッティンググリーンにリプレースし
ていたかどうかによる(規則14.1参照)：

•• すでに拾い上げてからリプレースしていた球。プレーヤー、相手また
は外的影響ではなく、自然の力が球を動かしたとしても、その球は動
かされた元の箇所(分からない場合は推定しなければならない)(規則
14.2参照)にリプレースしなければならない(規則9.3例外参照)。

•• まだ拾い上げておらず、リプレースしていない球。その球は新しい箇
所からプレーしなければならない(規則9.3参照)。

規則 13



203

規則13.1dに違反して誤所からプレーしたことに対する罰：規則14.7aに基
づく一般の罰。

13.1e　故意にグリーンをテストしてはならない
ラウンド中、または規則5.7aに基づくプレーの中断中に、プレーヤーはパッ
ティンググリーンや目的外グリーンをテストするために次のいずれかの行動
を故意に行ってはならない。

•• 表面をこする。

•• 球を転がす。

例外－ホールとホールの間でグリーンをテストすること：ホールとホールの
間では、プレーヤーは終了したばかりのホールのパッティンググリーン上
や、練習パッティンググリーン上で、その表面をこすったり、球を転がすこ
とができる(規則5.5b参照)。

規則13.1eに違反してパッティンググリーン、または目的外グリーンをテス
トしたことに対する罰：一般の罰。

委員会の措置、セクション8；ローカルルールひな型I-2(委員会は終了したば
かりのホールのパッティンググリーンで球を転がすことをプレーヤーに禁止
するローカルルールを採用することができる)参照。

13.1f　目的外グリーンから救済を受けなければならない
(1)	目的外グリーンによる障害の意味。この規則に基づく障害は次の場合に
存在する：

•• プレーヤーの球の一部が目的外グリーンに触れている場合、またはそ
の球の一部が目的外グリーンの縁の内側にあって、物(例えば、ルース
インペディメントや障害物)の上や中にある。

•• 目的外グリーンがプレーヤーの意図するスタンスや意図するスイング
区域の物理的な障害となる場合。

(2)	救済を受けなければならない。目的外グリーンによる障害がある場合、プ
レーヤーはその球をあるがままにプレーしてはならない。

その代わりに、そのプレーヤーは元の球か別の球を次の救済エリアにド
ロップして罰なしの救済を受けなければならない(規則14.3参照)：

•• 基点：元の球が止まっていたのと同じコースエリアの完全な救済のニ
ヤレストポイント。
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•• 基点から計測する救済エリアのサイズ：1クラブレングス。しかし、
次の制限がある：

•• 救済エリアの場所に関する制限：

»» 基点と同じコースエリアでなければならない。

»» 基点よりホールに近づいてはならない。

»» 目的外グリーンによるすべての障害から完全な救済を受けなければ
ならない。

(3)	明らかに不合理な場合、救済はない。そのプレーヤーがその状況下では
明らかに不合理なクラブ、スタンスやスイングの種類、プレーの方向を
選択する場合にのみ障害が存在する場合、規則13.1fに基づく救済はな
い。

規則13.1fに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則14.7aに
基づく一般の罰。

委員会の措置、セクション8；ローカルルールひな型D-3(委員会は意図する
スタンス区域が障害となるだけでは目的外グリーンからの救済を認めない
ローカルルールを採用することができる)参照。
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規則 13

• �目的外グリーンによる障害がある場合、罰なしの救済を受けなければならない。
• �図は右打ちのプレーヤーを想定している。
• �球Aは目的外グリーンにあり、球Aの完全な救済のニヤレストポイントはP1となり、
元の球が止まった同じコースエリアでなければならない(この場合、ジェネラルエリ
ア)。
• �救済エリアは基点から1クラブレングスで、その基点よりホールに近づかず、基点(P1)
と同じコースエリアでなければならない。

目的外グリーン 救済エリア

P1A

図13.1f：目的外グリーンからの罰なしの救済

規則の目的：
この規則は旗竿の扱いについてのプレーヤーの選択方法を規定している。プ
レーヤーは旗竿をホールに残しておくこと、または取り除かせること(誰かを
旗竿に付き添わせて、球がプレーされた後でそれを取り除いてもらうことを
含む)ができるが、ストロークを行う前にそれを決定しなければならない。動
いている球が旗竿に当たった場合、通常罰はない。

 13.2　旗竿
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この規則はパッティンググリーン上かどうかにかかわらず、コース上のすべて
の場所からプレーする球に適用する。

13.2a　旗竿をホールに立てたままにする
(1)	プレーヤーは旗竿をホールに立てたままにすることができる。プレー
ヤーは旗竿をホールに立てたままストロークを行うことができる。その
ため、動いている球が旗竿に当たる可能性がある。

プレーヤーはストロークを行う前に旗竿をホールに残しておくのかを次
のいずれかによって決定しなければならない：

•• 旗竿をホールの中にある位置のままに残しておく、または旗竿がホー
ルの中心に立つように差し直して残しておく。

•• 取り除いた旗竿をホールの中に戻すこと。

いずれの場合であっても：

•• プレーヤーは旗竿をホールの中心以外の位置に故意に動かして利益を
得ようとしてはならない。

•• プレーヤーがそうした後、そのプレーヤーの動いている球がその旗竿
に当たった場合、プレーヤーは一般の罰を受ける。

(2)	球がホールに残してある旗竿に当たっても罰はない。プレーヤーが旗竿を
ホールに残したままストロークを行い、その後でその動いている球がそ
の旗竿に当たった場合：

•• 罰はない(ただし、(1)に規定されている場合を除く)。

•• 球はあるがままにプレーしなければならない。

(3)	球が動いている間にプレーヤーがホールにある旗竿を動かす、または取
り除くことに関する制限。旗竿をホールの中に残しておいてストローク
を行った後で：

•• プレーヤーとそのキャディーは、プレーヤーの動いている球が止まる
かもしれない場所に影響を及ぼすように旗竿を故意に動かしたり、取
り除いてはならない(例えば、その球がその旗竿に当たらないようにする
ため)。もしそうした場合、そのプレーヤーは一般の罰を受ける。

•• しかし、それ以外の理由、例えば、動いている球は止まる前にその旗
竿に当たらないと合理的に考えた場合、プレーヤーがホールにある旗
竿を動かさせたり、取り除かせたりしても罰はない。
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(4)	プレーヤーが旗竿をホールに残すことを決定した場合に、他のプレーヤー
がその旗竿を動かす、または取り除くことに関する制限。プレーヤーが
ホールに旗竿を残すことにし、その旗竿に誰かが付き添うことを承認し
ていない場合 ( 規則 13.2b(1) 参照 )、別のプレーヤーはそのプレーヤーの
動いている球が止まるかもしれない場所に影響を及ぼすために旗竿を故
意に動かしたり、取り除いたりしてはならない。

•• プレーヤーがストロークをする前や、ストロークをしている間に別の
プレーヤーやそのキャディーが旗竿を動かし(または取り除き)、そのプ
レーヤーがそれに気づかずにそのストロークをした場合、またはスト
ローク後にそのプレーヤーの球が動いている間に別のプレーヤーやそ
のキャディーが旗竿を動かした(または取り除いた)場合、その別のプ
レーヤーは一般の罰を受ける。

•• しかし、その別のプレーヤー、またはそのキャディーが次のような他
の理由によりその旗竿を動かしたり、取り除いたりした場合、罰はな
い：

»» そのプレーヤーの動いている球は止まる前にその旗竿に当たらない
と合理的に考えた場合。

»» そのプレーヤーがプレーするところであったことや、そのプレー
ヤーの球が動いていることに気づかなかった場合。

規則22.2(フォアサムでは、パートナーはいずれもそのサイドのために行動
することができ、そのパートナーの行動はそのプレーヤーの行動として扱わ
れる)；規則23.5(フォアボールでは、パートナーはいずれもそのサイドのた
めに行動することができ、プレーヤーの球や用具に関係するパートナーの行
動はプレーヤーの行動として扱われる)参照。

13.2b　旗竿をホールから取り除くこと
(1)	プレーヤーは旗竿をホールから取り除いてもらうことができる。プレー
ヤーは、動いている自分の球がホールにある旗竿に当たらないようにそ
の旗竿をホールから取り除いてストロークをすることができる。

次のいずれかによりプレーヤーは旗竿を取り除くのかをそのストローク
を行う前に決定しなければならない：

•• 球をプレーする前に旗竿をホールから取り除いてもらうこと。

•• 次のことをするつもりで、旗竿に付き添うことを承認すること：

»» プレーヤーにホールの場所を示すためにそのストロークの前にホー
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ルの中、上方、または近くで旗竿を持つこと。

»» ストローク中、またはストロークが行われた後に旗竿を取り除くこ
と。

次の場合、プレーヤーは旗竿に付き添うことを承認したものとして扱わ
れる：

•• プレーヤーがストロークを行ったときにそのプレーヤーのキャディー
がホールの中、上方、または近くで旗竿を持っている、またはホール
のすぐ近くに立っている(キャディーがそうしていることをプレーヤー
が気づかなかったとしても)。

•• プレーヤーが他の人に旗竿に付き添うことを頼み、その人が付き添
う。

•• 他の人がホールの中、上方、または近くで旗竿を持っている、または
ホールのすぐ近くに立っていることを分かった上で、そのプレーヤー
がその人に旗竿から離れるか、旗竿をホールに立てたままにするよう
に頼まずにそのストロークを行った。

(2)	球が旗竿や旗竿に付き添っている人に当たった場合にすること。プレー
ヤーの動いている球がそのプレーヤーが (1) に基づいて取り除くことを決
定した旗竿に当たった、またはその旗竿に付き添っている人 ( またはその
人が持っている物 ) に当たった場合にどうなるのかについては、それが偶
然なのか、故意なのかによる：

•• 球が偶然に旗竿や、旗竿を取り除いた、または付き添っている人に当
たる。プレーヤーの動いている球が旗竿や、その旗竿を取り除いた、ま
たは付き添っている人 ( またはその人が持っている物 ) に偶然当たった
場合、罰はなく、その球はあるがままにプレーしなければならない。

•• 旗竿に付き添っている人が方向を故意に変えたり、止めた球。旗竿に
付き添っている人がプレーヤーの動いている球の方向を故意に変えた、
止めた場合、規則 11.2c を適用する：

»» 球をプレーする場所。プレーヤーはその球をあるがままにプレーして
はならず、その代わりに規則11.2cに基づく救済を受けなければなら
ない。

»» 罰を適用する場合。その球の方向を故意に変えたり、止めた人がプ
レーヤー、またはそのキャディーであった場合、そのプレーヤーは
規則 11.2 の違反に対して一般の罰を受ける。
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この規則に関して、「方向を故意に変えた、止めた」は規則11.2aと同じこと
を意味し、プレーヤーの動いている球が次のものに当たった場合を含む：

•• 球の方向を変える、止める可能性のある地面の特定の場所に故意に置
いたり、残してある取り除いた旗竿。

•• 付き添っている人が故意にホールから取り除かない旗竿、または球の
邪魔になる所から故意に動かさなかった旗竿。

•• 旗竿に付き添った、または取り除いた後で、球の邪魔にならない所に
故意に移動しない人(またはその人が持っている物)。

例外－動いている球に影響を及ぼす旗竿を故意に動かすことについての制限
(規則11.3参照)。

規則22.2(フォアサムでは、パートナーはいずれもそのサイドのために行動
することができ、そのパートナーの行動はそのプレーヤーの行動として扱わ
れる)；規則23.5(フォアボールではいずれもそのサイドのために行動するこ
とができ、プレーヤーの球や用具に関係するパートナーの行動はプレーヤー
の行動として扱われる)参照。

13.2c　ホールの中の旗竿に寄りかかって止まっている球
プレーヤーの球がホールに立てられたままの旗竿に寄りかかって止まってい
る場合：

•• 球の一部がホールの中のパッティンググリーン面より下にある場合、球全
体がその面より下になかったとしても、その球はホールに入ったものとし
て扱われる。

•• 球の一部がホールの中のパッティンググリーン面より下にない場合：

»» 球はホールに入っておらず、あるがままにプレーしなければならな
い。

»» 旗竿を取り除いたときに球が動いて(その球がホールに落ちたのか、
ホールから離れて動いたのかにかかわらず)も、罰はなく、その球を
ホールのへりにリプレースしなければならない(規則14.2参照)。

規則13.2cに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則14.7a
に基づく一般の罰。

ストロークプレーでは、規則3.3cが要求する通りにホールアウトしなかった
場合、そのプレーヤーは失格となる。
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 13.3　ホールにせり出している球
13.3a　ホールにせり出している球がホールに落ちるのかどうかを確
かめるのを待つ時間
プレーヤーの球の一部がホールのへりにせり出している場合：

•• プレーヤーにはそのホールに歩み寄るための合理的な時間に加え、その球
がホールに落ちるかどうかを確かめるためにさらに10秒間待つことが認
められている。

•• 球がこの待ち時間内にホールに落ちた場合、そのプレーヤーは直前のスト
ロークでホールアウトしたことになる。

•• 球がこの待ち時間内にホールに落ちなかった場合：

»» 球は止まったものとして扱われる。

»» その球が次のプレーの前にホールに落ちた場合、そのプレーヤーは直
前のストロークでホールアウトしたことになる。しかし、そのホール
のスコアに1罰打を加える。

13.3b　待ち時間が終わる前にホールにせり出している球を拾い上げ
たり、動かした場合にすること
規則13.3aに基づく待ち時間が終わる前にホールにせり出している球が拾い
上げられたり、自然の力以外によって動かされた場合、その球は止まってい
たものとして扱われる：

•• その球をホールのへりにリプレースしなければならない(規則14.2参照)。

•• 規則13.3aに基づく待ち時間はその球にはもはや適用しない(リプレースし
た球をその後で自然の力が動かした場合については規則9.3参照)。

マッチプレーの相手や、ストロークプレーで別のプレーヤーが待ち時間が終
わる前にホールにせり出しているプレーヤーの球を故意に拾い上げたり、動
かした場合：

•• マッチプレーでは、プレーヤーの球は直前のストロークでホールアウトし
たものとして扱われる。そしてその相手は規則11.2bに基づく罰はない。

•• ストロークプレーでは、その球を拾い上げたり、動かしたプレーヤーは一
般の罰(2罰打)を受ける。その球はホールのへりにリプレースしなければ
ならない(規則14.2参照)。
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規則13.1に関する詳説：
•• 損傷の一部がパッティンググリーン上で一部がパッティンググリーン外でも
修理できる場合があることについては詳説8.1b/6を参照。

13.1c(2)/1 – ホールの損傷はパッティンググリーン上の損傷の一部
ホールの損傷はパッティンググリーンの上の損傷の一部として規則13.1cで扱
われる。プレーヤーは、その損傷が規則13.1cで修理を認めていない自然な摩
耗である場合を除き、損傷したホールを修理することができる。

例えば、旗竿を取り除くときにホールが損傷した場合、たとえその損傷がホー
ルの寸法を変えていたとしても、規則13.1cに基づいてプレーヤーはその損傷
を修理することができる。

しかしながら、ホールが損傷し、プレーヤーがその損傷を修理できなかったり
(ホールを再び円形にすることができないなど)、あるいはプレーヤーが修理で
きない自然の摩耗によってホールが円形でなくなっている場合、そのプレー
ヤーは委員会にその損傷を修理するように求めるべきである。

13.1c(2)/2 – パッティンググリーン上の損傷を修理できない場合、プ
レーヤーは委員会の援助を求めることができる
プレーヤーがパッティンググリーン上の損傷(クラブを落としてできたくぼみや
パッティンググリーン面から沈んでいる古いホールの埋跡など)を修理すること
ができない場合、プレーヤーは委員会がそうした損傷を修理するように求める
ことができる。

委員会がそうした損傷を修理することができない場合、プレーヤーの球がパッ
ティンググリーン上にあるときは、委員会はその損傷を修理地と定めることに
よって、規則16.1に基づいてそのプレーヤーに救済を与えることを検討するこ
とができる。

13.1d(2)/1 – 救済を受けて球をプレースした後にその球が動いた場
合、その球をリプレースしなければならない
プレーヤーの球はパッティンググリーン上にあり、異常なコース状態が障害と
なっていた。そのプレーヤーは規則16.1dに基づいて罰なしの救済を受けるこ
とに決めた。完全な救済のニヤレストポイントがパッティンググリーン上とな
る場合、球がその地点にプレースされたならば、その球は規則13.1d(2)に基づ
いて拾い上げられ、リプレースされた球と同じく扱われる。

例えば、プレーヤーの球はパッティンググリーン上の一時的な水の中にあった。
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プレーヤーは救済を受けることに決め、パッティンググリーン上の完全な救済の
ニヤレストポイントの箇所に球をプレースした。プレーヤーがストロークを行う
準備をしている間に、自然の力がその球を動かした。プレーヤーはその球をその
完全な救済のニヤレストポイントの箇所にリプレースしなければならない。

しかし、完全な救済のニヤレストポイントがジェネラルエリアになる場合、球をその箇
所にリプレースした後に、その球が自然の力で動いたときは、規則9.3例外2が適用と
なる場合を除き、その球を新しい地点からプレーしなければならない。

13.1e/1 – パッティンググリーンを故意にテストすることは認められない
規則13.1eは、プレーヤーがパッティンググリーン上や目的外グリーン上で球
がどのように転がるのかについての情報を調べる目的で、2つの特定の行動を
とることを禁止している。しかし、規則13.1eは、たとえテスト目的であって
もその他の行動をとることや不注意で禁止されている行動をとることを禁止し
ていない。

規則13.1eの違反となる行動の例は次の場合を含む：

•• プレーヤーが芝目の方向を見極めるためにパッティンググリーン上の芝をこ
すったり、引っ掻いたりする。

規則13.1eの違反とならない行動の例は次の場合を含む：

•• プレーヤーが相手の次のパットをコンシードして、相手の球を打ち返したと
ころ、そのプレーヤーがその後プレーするかもしれないプレーの線と同じラ
イン上を転がった。しかし、故意にそのパッティンググリーンについての情
報を得ようとしてその球を転がしたわけではなかった。

•• プレーヤーはそのパッティンググリーンの湿り具合を見極めるためにパッ
ティンググリーン面の自分のプレーの線上に片手を置いた。そのプレーヤー
はそのパッティンググリーンをテストするためにパッティンググリーン面に
片手を置いたが、そうした行動は規則13.1eに基づいて禁止されていない。

•• プレーヤーは球についた泥を落とすためにパッティンググリーン面にその球
をこすりつけた。

規則13.2 詳説：旗竿
13.2a(1)/1 – プレーヤーは旗竿を前の組が残した位置のままにしてお
く権利がある
プレーヤーはコースをあるがままにプレーする権利があり、それには前の組が
旗竿を残した位置を含む。

規則 13



213

例えば、前の組が旗竿をプレーヤーから見たときにグリーンの奥に傾いた状態
となる位置でホールに戻していた場合、プレーヤーはそのことが有利だと考え
たのであれば、旗竿をその傾いた位置のままでプレーする権利がある。

別のプレーヤーやキャディーがその旗竿をホールの中心に立て直した場合、そ
のプレーヤーは旗竿がその真っすぐに戻された位置のままでプレーすることが
できるし、あるいは以前の位置(傾いた状態)にその旗竿を戻してプレーするこ
とができる。

13.2a(4)/1 – プレーヤーの承認なしに取り除かれた、付き添われてい
ない旗竿は元の位置に戻すことができる
プレーヤーは旗竿をホールに立てたままプレーすることを選んでいたのに、別
のプレーヤーがプレーヤーの承認なしにホールからその旗竿を取り除く場合、
プレーヤーの球が動いている間に旗竿をホールの中に戻すことができる。

しかしながら、その別のプレーヤーの行動は規則13.2a(4)の違反となったの
で、その別のプレーヤーはその旗竿を元に戻すことで罰を免れることはできな
い。

13.2b(1)/1 – プレーヤーは旗竿を手に持ちながらストロークを行うこ
とができる
規則13.2b(1)はプレーヤーが一方の手で旗竿を持ったまま、もう一方の手でス
トロークを行うことを認めている。しかしながら、そのプレーヤーはストロー
クを行っている間、自分自身を安定させるためにその旗竿を使うことはできな
い(規則4.3a)。

例えば、プレーヤーは次のことができる：

•• パットする前に一方の手で旗竿を取り除き、旗竿をその手に持ったままもう
一方の手で片手のストロークを行う。

•• 一方の手でストロークを行う前とストロークを行っている間に、もう一方の
手でホールに立てられた旗竿に自分自身で付き添う。片手のストロークを
行っている間やその片手のストロークが行われた後で、そのプレーヤーは
ホールから旗竿を取り除くことができるが、故意に動いている球が旗竿に当
たるようにしてはならない。

規則13.3 詳説：ホールにせり出している球
13.3a/1 – ホールに歩み寄るための合理的な時間の意味
ホールに歩み寄るための合理的な時間の制限の決定はストロークの状況次第で
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あり、プレーヤーがホールに入らなかった球への自然で自発的なリアクション
の時間を含む。

例えば、他のプレーヤーたちはショットのプレーを終えて、皆がパッティング
グリーンに歩いてくる一方で、プレーヤーはパッティンググリーンからかなり
離れた場所からショットをプレーすることもあり、そのプレーヤーがホールに
到着するまでには数分かかるかもしれない。あるいは、プレーヤーはパッティ
ンググリーン上の別のプレーヤーのプレーの線を迂回して歩くことによって、
ホールまで遠回りする道のりをとることが必要となる場合がある。

13.3b/1 – ホールにせり出していたプレーヤーの球がそのプレーヤー
が旗竿を取り除いたときに動いた場合どうすべきか
プレーヤーが旗竿を取り除いた後で、ホールにせり出していたプレーヤーの球
が動いた場合、そのプレーヤーは次のように処置しなければならない：

•• プレーヤーが旗竿を取り除いたことがその球を動かす原因となったことが
「分かっている、または事実上確実」な場合、その球をホールのへりにリプ
レースしなければならず、規則13.3bが適用される。その球は止まっていた
ものとして扱われ、規則13.3aに基づく待ち時間はもはや適用されない。旗
竿は動かせる障害物(規則15.2a(1))なので、プレーヤーに罰はない。

•• プレーヤーが旗竿を取り除いたことがその球を動かす原因となっておらず、
その球がホールに落ち込んだ場合、規則13.3aが適用される。

•• プレーヤーの球が自然の力が原因でホールにせり出していない新しい箇所に
動かされ、旗竿を取り除いたことがその球の動いた原因ではない場合、罰は
なく、その球は新しい箇所からプレーしなければならない(規則9.3)。
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規則の目的：

規則 

 14.1　球をマークすること、拾い上げること、ふくこと
この規則はプレーヤーの止まっている球を故意に「拾い上げる」ことに対し
て適用する。その「拾い上げる」は、手で拾い上げる、回す、またはその他
の方法で球を元の箇所から故意に動かす原因となることを含め、どのような
方法でも行うことができる。

14.1a　拾い上げてリプレースする球の箇所をマークしなければならない
元の箇所にリプレースすることを要求する規則に基づいて球を拾い上げる前
に、プレーヤーはその箇所をマークしなければならない。そのマークの方法
としては：

•• ボールマーカーを球の直後や直ぐ近くに置く。

•• クラブを球の直後や直ぐ近くの地面の上に留めておく。

その箇所をボールマーカーでマークする場合、その球をリプレースした後、
ストロークを行う前にプレーヤーはそのボールマーカーを取り除かなくては
ならない。

プレーヤーがその箇所をマークせずにその球を拾い上げた場合、またはその
箇所を誤った方法でマークした場合、またはその場所にボールマーカーを置
いたままストロークを行った場合、そのプレーヤーは1罰打を受ける。

規則14はプレーヤーがいつ、どのようにして止まっている球の箇所をマーク
し、その球を拾い上げ、ふくことができるのか、そして球を正しい場所から
プレーするために、どのような方法で球をインプレーに戻すのかを扱っている。

•• 拾い上げた球や動かした球をリプレースすることになる場合、同じ球を元
の箇所に置かなければならない。
•• 罰なしの救済、または罰ありの救済を受ける場合、取り替えた球または元
の球は特定の救済エリアにドロップしなければならない。

これらの処置を使用した際の誤りは球をプレーする前であれば、罰なしに訂
正することができるが、プレーヤーが誤所からその球をプレーした場合、そ
のプレーヤーは罰を受ける。

球に対する処置：マークすること、拾い上げるこ
と、ふくこと；箇所にリプレースすること；救済エ
リアにドロップすること；誤所からプレーすること14
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規則に基づいて救済を受けるために球を拾い上げる場合、プレーヤーはその
球を拾い上げる前にその箇所をマークする必要はない。

14.1b　球を拾い上げることができる人
規則に基づいてプレーヤーの球を拾い上げることができる人：

•• プレーヤー。

•• プレーヤーが承認した人。しかし、そのような承認はそのラウンド全般に
対して与えるのではなく、球を拾い上げる前にその都度与えなければなら
ない。

例外－キャディーは承認なしにプレーヤーの球を拾い上げることができる：
次の場合、プレーヤーのキャディーはプレーヤーの承認なしにそのプレー
ヤーの球を拾い上げることができる。

•• そのプレーヤーの球がパッティンググリーンにある。

•• 行動や発言などからプレーヤーが規則に基づいて救済を受けると結論づけ
ることが合理的な場合。

プレーヤーのキャディーが認められていないのに球を拾い上げた場合、その
プレーヤーは1罰打を受ける(規則9.4参照)。

規則25.2g,規則25.4a,規則25.5d(特定の障がいを持つプレーヤーのために、
規則14.1bは承認なしにパッティンググリーンのそのプレーヤーの球を拾い
上げることの援助を認めるように修正される)参照。

14.1c　球をふくこと
パッティンググリーンで拾い上げた球は常にふくことができる(規則13.1b参
照)。

パッティンググリーン以外の場所で拾い上げた球は、次の理由により拾い上
げた場合を除き、常にふくことができる：

•• 球が切れたか、ひびが入ったかを確かめるため。ふくことは認められない
( 規則 4.2c(1) 参照 )。

•• 球を確認するため。確認のために必要な程度だけふくことは認められる
( 規則 7.3 参照 )。

•• 球がプレーの障害となるため。ふくことは認められない (規則 15.3b(2) 参
照 )。
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•• 球が救済を認められる状態にあるかどうかを確かめるため。プレーヤーが
規則に基づいて救済を受けるのでなければ、ふくことは認められない ( 規
則 16.4 参照 )。

プレーヤーがこの規則に基づいて認められていないのに球をふいた場合、1罰
打を受け、その球を拾い上げていた場合はリプレースしなければならない。

規則22.2(フォアサムでは、パートナーはいずれもそのサイドのために行動
することができ、そのパートナーの行動はそのプレーヤーの行動として扱わ
れる)；規則23.5(フォアボールでは、パートナーはいずれもそのサイドのた
めに行動することができ、プレーヤーの球や用具に関係するパートナーの行
動はプレーヤーの行動として扱われる)参照。

 14.2　球をある一点にリプレースすること
この規則は球を拾い上げたり、動かしたりして、その後で規則がその球をあ
る一点にリプレースするすべての場合に適用する。

14.2a　元の球をリプレースしなければならない
球をリプレースする場合は元の球を使用しなければならない。

例外－次の場合は別の球を使用することができる：

•• 回収不能の原因がプレーヤーの故意によるものではなく、数秒以内に合理
的な努力により球を取り戻すことができない場合。

•• 元の球が切れた、ひびが入った場合(規則4.2c参照)。

•• プレーの中断後にプレーを再開する場合(規則5.7d参照)。

•• 元の球が別のプレーヤーによって誤球としてプレーされた場合(規則
6.3c(2)参照)。

14.2b　球をリプレースしなければならない人とその方法
(1)	球をリプレースしなければならない人：プレーヤーの球は次の人によっ

てのみ規則に基づいてリプレースしなければならない：

•• そのプレーヤー。

•• その球を拾い上げた人、またはその球を動かす原因となった人。

認められていない人がリプレースした球をプレーした場合、プレーヤー
は1罰打を受ける。
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規則25.2h,規則25.3c,規則25.4a(特定の障がいをもつプレーヤーのため
に、規則14.2b(1)の修正はプレーヤーが他の人にそのプレーヤーの球を
プレースしたり、リプレースすることの一般的な許可を与えることを認
める)を参照。

(2)	球をリプレースしなければならない方法。球が要求される箇所に止まる
ように球を手で接地させて、手を放すことによってその球をリプレース
しなければならない。

要求された箇所であっても、プレーヤーが間違った方法でリプレースし
た球をプレーした場合、そのプレーヤーは1罰打を受ける。

14.2c　球をリプレースする箇所
球は元の箇所にリプレースしなければならない(分からない場合は推定しなけ
ればならない)。ただし、規則14.2d(2)と規則14.2eに基づいて、またはその
プレーヤーが規則に基づいて救済を受けるときに、球を違う箇所にリプレー
スしなければならない場合を除く。

球が動かせない障害物、不可分な物、境界物、生長または付着している自然
物の上、下に止まっている、または寄りかかって止まっている場合： 

•• その球の「箇所」にはその地面からの高さを含む。

•• このことは、その球をそのような物の上、下、またはそのような物に寄り
かかった元の箇所にリプレースしなければならないことを意味する。

球を拾い上げたり、動かした結果、または球をリプレースする前にルースイ
ンペディメントが取り除かれた場合、そのルースインペディメントを元に戻
す必要はない。

拾い上げたり、動かした球をリプレースする前にルースインペディメントを
取り除くことの制限については規則15.1a例外1参照。

14.2d　元のライが変えられた場合に球をリプレースする場所
拾い上げたり、動かした後にリプレースしなければならない球のライが変え
られた場合、プレーヤーはその球を次の方法でリプレースしなければならな
い：

(1)	砂の中の球。球が砂の中に止まっていた場合(バンカーの中かコース上の
その他の場所かは問わない)：



規則 14

220

•• その球を元の箇所(分からない場合は推定しなければならない)(規則
14.2c参照)にリプレースする場合、プレーヤーは元のライをできるだ
け復元しなければならない。

•• そのライを復元する場合、その球が砂によって被われていた場合、プ
レーヤーは、球のほんの一部を見えるようにしておくことができる。

プレーヤーが正しい場所からプレーしたが、この規則に違反してライを復元
しなかった場合、そのプレーヤーは一般の罰を受ける。

(2)	砂の中以外の場所にある球。球が砂の中以外の場所にあった場合、プレー
ヤーはその球を、元のライに最も近く、最も似ていて、次の要件を満た
す箇所に置くことによってリプレースしなければならない：

•• 元の箇所(分からない場合は推定しなければならない)(規則14.2c参照)
から1クラブレングス以内。

•• ホールに近づかない。

•• その箇所と同じコースエリア。

プレーヤーが元のライが変えられたことは知っているが、そのライがどのよ
うなものであったか分からない場合、プレーヤーは元のライを推定し、(1)ま
たは(2)に基づいてその球をリプレースしなければならない。

例外－プレーを中断し、球を拾い上げている間に変えられたライについては
規則5.7d参照。

14.2e　球が元の箇所に止まらない場合に行うこと
プレーヤーが球をリプレースしようとしても、元の箇所に止まらない場合、
プレーヤーは再度試さなければならない。

球が再びその箇所に止まらない場合、プレーヤーは、その球が止まる最も近
い箇所にその球を置くことによってリプレースしなければならない。しか
し、元の箇所の場所によって次の制限がある：

•• その箇所はホールに近づいてはならない。

•• 元の箇所がジェネラルエリア。最も近い箇所はジェネラルエリアでなけれ
ばならない。

•• 元の箇所がバンカーかペナルティーエリア。最も近い箇所はそれぞれ同じ
バンカーか、同じペナルティーエリアのいずれかでなければならない。
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•• 元の箇所がパッティンググリーン。最も近い箇所はそのパッティンググ
リーンか、ジェネラルエリアのいずれかでなければならない。

規則14.2に違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則14.7aに
基づく一般の罰。

規則22.2(フォアサムでは、パートナーはいずれもそのサイドのために行動
することができ、そのパートナーの行動はそのプレーヤーの行動として扱わ
れる)；規則23.5(フォアボールでは、パートナーはいずれもそのサイドのた
めに行動することができ、プレーヤーの球や用具に関係するパートナーの行
動はプレーヤーの行動として扱われる)参照。

 14.3　球を救済エリアにドロップすること
この規則はプレーヤーが規則に基づいて救済を受けるときに球をドロップし
なければならないときは常に適用する。規則14.3c(2)に基づいて球をプレー
スすることによって救済を完了しなければならないときを含む。

プレーヤーが球をドロップする前、またはドロップするときに救済エリアを
改善した場合、規則8.1参照。

14.3a　元の球か別の球を使うことができる
プレーヤーは元の球か別の球を使うことができる。

このことは、この規則に基づいてプレーヤーが球をドロップしたり、プレー
スする都度どんな球を使用してもよいことを意味している。

14.3b　球は正しい方法でドロップしなければならない
プレーヤーは球を正しい方法でドロップしなければならず、(1)、(2)、(3)の
すべての条件を満たさなければならない：

(1)	プレーヤーが球をドロップしなければならない。ドロップはプレーヤー
自身がしなければならない。プレーヤーのキャディーやその他の人はド
ロップすることはできない。

規則25.2h,規則25.3c,規則25.4a(特定の障がいを持つプレーヤーのため
に、規則14.3b(1)の修正はプレーヤーがそのプレーヤーの球を他の人に
ドロップする一般的な承認を与えることができる)参照。
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(2)	球は膝の高さからプレーヤーや用具に触れないように真下にドロップし
なければならない。プレーヤーは次の要件を満たすように球を膝の高さ
から放さなければならない：

•• プレーヤーが投げたり、回転をかけたり、転がしたりせずに、または
球が止まることになる場所に影響を及ぼす可能性のあるその他の動き
をせずに、球が真下に落下する。

•• 球が地面に落ちる前にそのプレーヤーの体や用具に触れない。

「膝の高さ」とは、真っすぐ立ったときのプレーヤーの膝の高さのことである。

規則25.6b(特定の障がいをもつプレーヤーに対する規則14.3b(2)の適用に関
するガイダンスについて)参照。
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認められる 認められない

膝の高さ 膝の高さ

膝の高さ
膝の高さ

図14.3b：膝の高さからのドロップ

球は膝の高さから真っ直ぐ落ちなければならない。「膝の高さ」はプレーヤーが立った
姿勢での膝の高さを意味する。しかし、球をドロップするときにプレーヤーは立った姿
勢である必要はない。
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(3)	球は救済エリア (または線上)にドロップしなければならない。球は救済エリ
アにドロップしなければならない。プレーヤーはその球をドロップするとき、
その救済エリアの中または外に立つことができる。しかし、後方線上の救済(規
則16.1c(2), 規則17.1d(2), 規則19.2b, 規則19.3b参照)を受ける場合、球を
その規則で認められている区域の後方線上にドロップしなければならない。
そして、その球がドロップされた箇所に基づいて救済エリアが定められる。

(4)	間違った方法で球をドロップした場合にすること。

上記(1)、(2)または(3)の要件のどれかに違反して球を間違った方法でド
ロップした場合：

•• プレーヤーは正しい方法で再びドロップしなければならず、プレー
ヤーがそうしなければならない回数に制限はない。

•• 間違った方法でドロップした球は、規則14.3c(2)に基づいてプレース
しなければならなくなる前に行う2回のドロップにはカウントしない。

プレーヤーが再びドロップをせずに、その代わりに間違った方法でド
ロップした球が止まった場所からストロークを行った場合：

•• その球を救済エリアからプレーした場合、プレーヤーは1罰打を受ける•
(しかし、規則14.7aに基づく誤所からのプレーはしていない場合)。

•• しかし、球を救済エリアの外からプレーした、またはドロップしなけ
ればならないのにプレースした後にプレーした場合(どこからプレーし
たかにかかわらず)、プレーヤーは一般の罰を受ける。

14.3c　正しい方法でドロップした球は救済エリアに止まらなければ
ならない
この規則は、規則14.3bに基づいて正しい方法で球をドロップした場合にだ
け適用する。

(1)	球を正しい方法でドロップし、救済エリアに止まったときにプレーヤー
は救済を完了したことになる。球は救済エリアに止まらなければならな
い。

球が地面に落ちた後で止まる前に、人(そのプレーヤーを含む)、用具また
は他の外的影響に触れたかどうかに関係なく：

•• 球が救済エリアに止まった場合、プレーヤーは救済を完了したことに
なり、その球をあるがままにプレーしなければならない。
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•• 球が救済エリアの外に止まった場合、プレーヤーは規則14.3c(2)の手
続きを使用しなければならない。

いずれの場合も、正しくドロップした球が止まる前に偶然に人(そのプ
レーヤーを含む)、用具または外的影響に当たってもどのプレーヤーにも
罰はない。

例外－正しい方法でドロップした球が止まる前に誰かによって故意に方
向を変えられたり、止められた場合：ドロップした球が止まる前に誰かに
よって故意に方向を変えられたり、止められた場合にすることについて
は規則14.3d参照。

(2)	正しい方法でドロップした球が救済エリアの外に止まった場合にするこ
と。球が救済エリアの外に止まった場合、プレーヤーは正しい方法で2回
目のドロップをしなければならない。

球が再度救済エリアの外に止まった場合、プレーヤーは、規則14.2b(2)
と規則14.2eに基づく球をリプレースする手続きを使用して球をプレース
することにより救済を完了しなければならない：

•• プレーヤーは2回目にドロップしたときにその球が最初に地面に触れた
箇所に球をプレースしなければならない。

•• プレースした球がその箇所に止まらない場合、プレーヤーはその箇所
に2回目のプレースをしなければならない。

•• 2回目にプレースした球がその箇所にまた止まらない場合、プレーヤー
は規則14.2eに基づいて球が止まる最も近い箇所に球をプレースしなけ
ればならない。この場合、球をその救済エリアの外にプレースする結
果となる可能性がある。
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図#1 14.3c：�球は救済エリア内にドロップし、その救済エリア内に
止まらなければならない。

球は規則14.3bに基づく
正しい方法でドロップさ
れ、その球が救済エリア内
に止まったので、救済処置
は完了した。

球は規則14.3bに基づいて
正しくドロップされたが、そ
の球は救済エリアの外に止
まった。したがって球を正
しい方法で2回目のドロッ
プしなければならない。

球は救済エリアの外に
誤った方法でドロップされ
たので、その球を正しい方
法で再びドロップしなけれ
ばならない。
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図#2 14.3c：�後方線上の救済を受ける場合のドロップ

ドロップしたときに球が最
初に地面に触れた線上の
箇所からどの方向にも1ク
ラブレングスが救済エリア
となる。球が規則14.3bに
基づいて正しくドロップさ
れ、その球が救済エリアの
中に止まれば、その救済
処置は完了する。

規則14.3bに基づいて正し
くドロップされた球が救済
エリアの外に止まった場
合、その球は正しい方法で
2回目のドロップをしなけ
ればならない。

線上にドロップされず間
違った方法で球をドロップ
したので、正しい方法で再
度、球をドロップしなけれ
ばならない。



規則 14

228

14.3d　正しい方法でドロップした球が人によって故意に方向を変え
られたり、止められた場合にすること
この規則に関して、次の場合にドロップした球が「故意に方向を変えられた
り、止められた」ことになる：

•• 球が地面に落ちた後に人がその動いている球に故意に触れる。

•• 動いている球の方向を故意に変えたり、止めたりするようにプレーヤーが故
意に特定の場所に配置したり、またはそのままにしておいた用具、その他の
物、人(プレーヤーと、そのプレーヤーのキャディーを含む)に当たる。

救済エリアの中か外かにかかわらず正しい方法でドロップした球が止まる前
に人が故意に方向を変えたり、止めた場合：

•• プレーヤーは規則14.3bの手続きを使用して再びドロップしなければならない
(故意に方向を変えられたり、止められた球は、規則14.3c(2)に基づいてプレー
スしなければならなくなる前に行う2回のドロップにはカウントしない)。

•• プレーヤー、またはそのプレーヤーのキャディーが故意に球の方向を変え
たり、止めた場合、そのプレーヤーは一般の罰を受ける。

例外―球が救済エリアに止まる合理的な可能性がなかった場合：正しい方法で
ドロップした球が故意に方向を変えられたり、止められ(救済エリアの中か外か
にかかわらず)、その球が救済エリアに止まる合理的な可能性がなかった場合：

•• どのプレーヤーにも罰はない。

•• ドロップした球は救済エリアの外で止まったものとして扱われ、規則
14.3c(2)に基づいてプレースしなければならなくなる前に行う2回のド
ロップにカウントする。

規則14.3に違反して誤所から球をプレーしたこと、またはドロップする代わりに
プレースした球をプレーしたことに対する罰：規則14.7aに基づく一般の罰。

規則22.2(フォアサムでは、パートナーはいずれもそのサイドのために行動
することができ、そのパートナーの行動はそのプレーヤーの行動として扱わ
れる)；規則23.5(フォアボールではいずれも、パートナーはそのサイドのた
めに行動することができ、プレーヤーの球や用具に関係するパートナーの行
動はプレーヤーの行動として扱われる)参照。
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 14.4　�元の球がアウトオブプレーとなった後にプレーヤーの 
球がインプレーに戻る場合

プレーヤーのインプレーの球をコース上から拾い上げた、または球が紛失や
アウトオブバウンズとなった場合、その球はもはやインプレーの球ではな
い。

次の場合にのみ再びプレーヤーのインプレーの球となる：

•• プレーヤーがティーイングエリアから元の球か別の球をプレーする。

•• 球をインプレーにする意図を持って元の球か別の球をコース上にリプレー
ス、ドロップ、プレースする。

どんな方法であれ球をインプレーにする意図を持って球をコースに戻した場
合、次のときであっても、その球はインプレーとなる：

•• 規則で認められていないのに、その球を元の球に対して取り替えた。

•• (1)誤所に、(2)間違った方法で、(3)適用しない手続きを使用して、リプ
レース、ドロップ、プレースした。

リプレースした球は、その箇所をマークしているボールマーカーを取り除い
ていなかったとしても、インプレーとなる。

 14.5　�球を取り替える、リプレース、ドロップ、プレース
するときの誤りを訂正すること

14.5a　プレーヤーは、球をプレーする前に誤りを訂正することができ
る
プレーヤーが規則で認められていないのに元の球を別の球に取り替えた場
合、またはプレーヤーのインプレーの球を(1)間違った方法で、(2)誤所に、
(3)適用しない手続きを使用して、リプレース、ドロップ、プレースした場
合：

•• そのプレーヤーは罰なしにその誤りを訂正することができる。

•• しかし、この訂正が認められるのはその球をプレーする前だけである。
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14.5b　救済を受けるときの誤りを訂正する場合にプレーヤーが違う
規則や救済の選択肢に変更することができる場合
救済を受けるときの誤りを訂正する場合、プレーヤーは当初使用した同じ規
則または救済の選択肢を使用しなければならないのか、あるいは違う規則や
救済の選択肢に変更できるのかについては、その誤りの種類による：

(1)	適用される規則に基づいて球をインプレーにして正しい場所にドロップ、
またはプレースしたが、規則が再度、球をドロップまたはプレースする
ことを要求する場合。

•• この誤りを訂正する場合、プレーヤーは同じ規則と同じ救済の選択肢
を使用して救済を受け続けなければならない。

•• 例えば、アンプレヤブルの球の救済を受けるためにプレーヤーはラテ
ラル救済の選択肢(規則19.2c)を使用し、球を正しい救済エリアにド
ロップしたが、(1)間違った方法でドロップしたり(規則14.3b参照)、
(2)ドロップした球が救済エリアの外側に止まった場合(規則14.3c参
照)、その誤りを訂正するときはそのプレーヤーは規則19.2に基づいて
救済を受け続けなければならず、その同じ救済の選択肢(規則19.2cに
基づくラテラル救済)を使用しなければならない。

(2)	適用される規則に基づいて球をインプレーにしたが、その球を誤所にド
ロップ、またはプレースした場合。

•• この誤りを訂正する場合、プレーヤーは同じ規則に基づいて救済を続
けなければならないが、そのプレーヤーの状況に適用できるその同じ
規則に基づくあらゆる救済の選択肢を使用することができる。

•• 例えば、アンプレヤブルの球の救済を受けるためにプレーヤーはラテ
ラル救済の選択肢(規則19.2c)を使用したが、要求される救済エリアの
外側に誤って球をドロップした場合、その誤りを訂正するときは規則
19.2に基づく救済を受け続けなければならず、この規則のいずれかの
救済の選択肢を使用することができる。

(3)	適用されない規則に基づいて球をインプレーにした場合。

•• この誤りを訂正する場合、プレーヤーはそのプレーヤーの状況に適用
となるあらゆる規則を使用することができる。
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•• 例えば、プレーヤーが誤ってペナルティーエリアの中にある球に対し
てアンプレヤブルの球の救済(規則19.1は認めていない)を受けた場合、
プレーヤーは、もしその球を拾い上げていたのであれば規則9.4に基づ
いてその球をリプレースするか、規則17に基づく罰ありの救済を受け
るか(そのプレーヤーの状況に対して適用する規則17に基づくあらゆる
救済の選択肢を使用することができる)、のいずれかによってその誤り
を訂正しなければならない。

14.5c　元の球に関連する誤りの後に行われた行動に対する罰はな
い
プレーヤーが規則14.5aに基づいて誤りを訂正する場合、その誤りの後に行
われ、かつ単に元の球に関連した行動に対する罰(例えば、偶然にその球を動
かしたことに対する罰(規則9.4b参照)、またはその元の球に対するストロー
クに影響を及ぼす状態を改善したことに対する罰(規則8.1a参照))はカウント
しない。

しかし、これらの同じ行動が誤りを訂正するためにインプレーにした球にも
罰を受ける場合(例えば、これらの行動が今のインプレーとなった球に対して
ストロークに影響を及ぼす状態を改善した場合)、その罰は今のインプレーの
球に対して適用する。

例外―ドロップした球の方向を故意に変えたり、止めたことに対する罰：ス
トロークプレーで、プレーヤーがドロップした球の方向を故意に変えたり、
止めたことに対し規則14.3dに基づいて一般の罰を受ける場合、そのプレー
ヤーが規則14.3bの手続きを使用して再びドロップしたとしても、その罰を
受ける。

 14.6　�直前のストロークを行った場所から次のストロークを 
行うこと

この規則は、プレーヤーが規則に基づいて直前のストロークを行った場所から次のスト
ロークを行わなければならない、または行うことができるすべての場合(例えば、ストロー
クと距離の救済に基づいてプレーする、またはストロークが取り消されたり、別の規則に
よりカウントしないことになったストロークの後に再びプレーする)に適用する。

•• プレーヤーが球をインプレーにしなければならない方法はコース上のどの
エリアで直前のストロークを行ったかによる。

•• すべての状況下で、プレーヤーは元の球を使用するか、別の球に取り替え
ることができる。
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14.6a　直前のストロークをティーイングエリアから行った
元の球か別の球を規則6.2bに基づいてティーイングエリアからプレーしなけ
ればならない(球はティーアップすることができる)。

14.6b　直前のストロークをジェネラルエリア、ペナルティーエリア、バ
ンカーから行った
元の球か別の球を次の救済エリアの中にドロップし、この救済エリアからプ
レーしなければならない(規則14.3参照)：

•• 基点：直前のストロークが行われた箇所(分からない場合は推定しなけれ
ばならない)。

•• 基点から計測する救済エリアのサイズ：1クラブレングス。しかし、次の
制限がある：

•• 救済エリアの場所に関する制限：

»» 基点と同じコースエリアでなければならない。

»» 基点よりホールに近づいてはならない。

14.6c　直前のストロークをパッティンググリーンから行った
元の球か別の球を規則14.2b(2)と規則14.2eに基づく球をリプレースする手
続きにより、直前のストロークが行われた箇所(分からない場合は推定しな
ければならない)(規則14.2参照)にプレースしなければならない。

規則14.6に違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則14.7aに
基づく一般の罰。
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パッティング
グリーン

ティーイング
エリア

ジェネラルエリア、バンカー、
またはペナルティーエリア

図14.6：直前のストロークを行った場所から次のストロークを行う

ティーイングエリアか
ら直前のストローク
を行った場合、その
ティーイングエリアの
中のどこからかプ
レーをしなければな
らない。

直前のストロークを、ジェネラルエリ
ア、バンカー、またはペナルティーエリ
アからプレーした場合、基点はその直
前のストロークを行った箇所となる。
球は基点から1クラブレングス以内
で、その基点と同じコースエリアでそ
の基点よりホールに近づかない所にド
ロップする。

直前のストロークを
パッティンググリー
ンから行った場合、
その直前のストロー
クを行った場所に
球をプレースする。

プレーヤーが直前のストロークを行った場所から次のストロークを行うことを求めら
れたり、認められる場合、プレーヤーがどのように球をインプレーにしなければなら
ないかは直前のストロークを行ったコースエリアによる。
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 14.7　誤所からプレーすること
14.7a　球をプレーしなければならない場所
ホールをスタートした後：

•• プレーヤーは自分の球が止まった場所から各ストロークを行わなければな
らない。ただし、規則がプレーヤーに別の場所からプレーすることを要求
する、または認める場合を除く(規則9.1参照)。

•• プレーヤーは誤所から自分のインプレーの球をプレーしてはならない。

規則14.7aに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：一般の罰。

14.7b　ストロークプレーで誤所からプレーした後にホールを終了す
る方法
(1)	プレーヤーは誤所からプレーした球でホールのプレーを終わらせるのか、
それとも正しい場所からプレーすることにより間違いを訂正するかを決
めなければならない。ストロークプレーでは、プレーヤーが次に何をす
るのかは重大な違反があったかどうかによる。つまり、プレーヤーが誤
所からプレーすることによって著しい利益を得たのかどうかによる：

•• 重大な違反がない。プレーヤーは、誤りを訂正しないで誤所からプレー
した球でそのホールのプレーを終わらせなければならない。

•• 重大な違反がある。

»» プレーヤーは規則に基づいて正しい所からプレーした球でそのホール
のプレーを終えることによりその誤りを訂正しなければならない。

»» プレーヤーが別のホールを始めるためのストロークを行う前に、または
そのラウンドの最終ホールでは、そのプレーヤーのスコアを提出する前
にその誤りを訂正しなかった場合、そのプレーヤーは失格となる。

•• 違反が重大であるかどうかはっきりしない場合に行うこと。プレー
ヤーは誤所からプレーした元の球と、規則に基づく正しい所からプレー
した第 2の球の両方でそのホールのプレーを終わらせるべきである。

(2)	2つの球をプレーするプレーヤーは委員会に報告しなければならない。プ
レーヤーが、誤所からのプレーが重大な違反かどうかはっきりせず、そ
の誤りを訂正しようとして 2つの球をプレーすることを決めた場合：

•• プレーヤーはスコアカードを提出する前に委員会にその事実を報告し
なければならない。
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•• このことは両方の球が同じスコアであるとプレーヤーが思った場合
や、2つの球をプレーすることを決めたプレーヤーが両方の球でその
ホールを終えないことを選んだ場合にも適用する。

プレーヤーが委員会にその事実を報告しなかった場合、そのプレーヤー
は失格となる。

(3)	プレーヤーが 2つの球をプレーした場合、委員会がホールのプレーヤー
のスコアを裁定することになる。そのホールのそのプレーヤーのスコア
は、誤所から元の球をプレーしたときに重大な違反があったと委員会が
裁定するかどうかによる：

•• 重大な違反はない。

»» 誤所からプレーされた元の球のスコアをカウントし、プレーヤーは
規則14.7aに基づいて一般の罰を受ける(つまり、その球のスコアに
2罰打を追加する)。

»» 他の球でのすべてのストローク(行ったストロークとその球をプレー
したことによってのみ受けた罰打を含む)はカウントしない。

•• 重大な違反がある。

»» 誤所からのプレーの誤りを訂正するためにプレーした球のスコアを
カウントし、プレーヤーは規則14.7aに基づいて一般の罰を受ける
(つまりその球のスコアに2罰打を追加する)。

»» 誤所から元の球をプレーするときに行ったストロークと、その球で
のさらなるストローク(行ったストロークと単にその球をプレーした
ことに対する罰打を含む)はカウントしない。

»» 誤りを訂正するためにプレーした球をまた誤所からプレーした場
合：

─  �委員会がこれを重大な違反ではないと裁定した場合、プレーヤー
は規則14.7aに基づいて一般の罰(さらに2罰打)を受け、その球の
スコアに追加されるのは合計で4罰打となる (2打は誤所から元の
球をプレーしたことに対する罰、さらに2打は誤所から他の球を
プレーしたことに対する罰)。

─  �委員会がこれを重大な違反と裁定した場合、そのプレーヤーは失
格となる。
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規則14.1 詳説：球をマークすること、拾い上げること、ふくこと
14.1a/1 – 球を正確にマークすること
規則14.1aは、プレーヤーが拾い上げる球の箇所を十分に正確にマークして、
正しい箇所にその球をリプレースするように、「直後」や「直ぐ近く」という
言葉を使っている。

球の直ぐ近くにマークしている限り、球の周辺のどの位置であってもマークす
ることができる。それには球の前や横にボールマーカーを置くことを含む。

14.1c/1 – 拾い上げた球をふいてはならない場合にはプレーヤーは慎重
にならなければならない
プレーヤーが規則14.1cに規定されている「ふくことが認められない」4つの規
則のうちの一つを適用している場合、球をふく意図がなかったとしても、その
行動自体が球をふく結果となる可能性があるので、プレーヤーが避けるべき行
動がある。

例えば、プレーヤーが芝などの破片が貼り付いている自分の球を拾い上げ、自
分のキャディーに投げ、そのキャディーがタオルでその球を受け取った場合、
芝などの破片の一部が取り除かれる可能性が高く、その球は「ふかれた」こと
を意味している。同様に、プレーヤーがその球をポケットの中に入れたり、地
面に落とす場合、そうした行動はその球から芝などの破片を取り除く結果とな
る可能性があり、その球は「ふかれた」ことを意味している。

しかしながら、拾い上げる前にきれいであることが分かっていた球を拾い上げ
た後でプレーヤーがそうした行動をとった場合、その球はふかれていないの
で、プレーヤーは罰を受けない。

14.1c/2 – 動かされた球をふくことができる場合
規則が動かされた球のリプレースを求めているので、その球を拾い上げた場
合、その球を常にふくことができる。ただし、規則14.1cに規定されている4つ
の状況を除く。

例えば、プレーヤーの球が動かせる障害物に寄りかかって止まり、その球がそ
の障害物を取り除くときに動いた場合、そのプレーヤーは元の箇所にその球を
リプレースしなければならず(規則15.2a(1))、リプレースする前にその球をふく
ことができる。(新)
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規則14.2 詳説：球をある一点にリプレースすること
14.2b(2)/1 – プレーヤーは球をリプレースしなければならないのにド
ロップする
規則がプレーヤーに球をリプレースすることを求めているのに、プレーヤーが
球をドロップした場合、その球は間違った方法でリプレースされたことにな
る。プレーヤーが間違った方法で球をリプレースしたが、それが要求される箇
所であった場合(プレーヤーが球をドロップしてその球が要求される箇所に止
まったときを含む)、規則14.5(球を取り替える、リプレース、ドロップ、プ
レースするときの誤りを訂正すること)に基づいて誤りを訂正せずにその球をプ
レーしたときは、そのプレーヤーは1罰打を受ける。

しかし、プレーヤーが球をドロップして、その球が要求される箇所以外の別の
場所に止まり、誤りを訂正せずにその球をプレーした場合、そのプレーヤーは
誤所からプレーしたことについて一般の罰を受ける。

例えば、ストロークプレーで、プレーヤーは捜索中に自分の球を動かし、罰な
しにその球をリプレースすることが求められた。その球を元の箇所、あるいは
推定箇所にリプレースする代わりに、プレーヤーはその箇所に球をドロップし
たところ、その球は跳ねて別の箇所に止まり、そのプレーヤーはその別の箇所
から球をプレーした。そのプレーヤーは間違った方法で球をリプレースしただ
けでなく、誤所からのプレーもしたことになるが、介在する出来事がなかった
ので、そのプレーヤーは2罰打だけを受ける(規則1.3c(4)参照)。

14.2c/1 – ほとんどの場合、球はどの向きに据えてリプレースしてもよ
い
拾い上げた球を1箇所にリプレースする場合、規則はその位置だけに関心を
払っている。その球の地面に対する垂直距離が変わらない限り、リプレースす
るときにその球をどの向きに据えてもよい(商標マークを特定の方向に合わせる
など)。

例えば、ふくことが認められない規則を援用しているときに、プレーヤーが自
分の球を拾い上げたところ、一片の泥の塊がその球に貼り付いていた。その球
を元の箇所にリプレースするとき、その球をどの向きに据えてもよい(邪魔にな
る泥がついている面をホール方向に回転させるなど)。

しかしながら、プレーヤーはその球がその泥の上に載るように向きを合わせて
リプレースすることは認められない(拾い上げる前にその泥が球の下となる位置
であった場合を除く)。球の「箇所」には、地面との相対的な垂直位置を含む。
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14.2c/2 – 球をリプレースする箇所からのルースインペディメントの取
り除き
規則15.1a例外1は、プレーヤーが球をリプレースする前に、球が止まっている
ときに動かしていたらおそらくその球を動かす原因となっていたであろうルー
スインペディメントを取り除いてはならないということを明確にしている。し
かし、球を拾い上げているときや、その球がリプレースされる前にルースイン
ペディメントが動くかもしれず、プレーヤーはその球をリプレースする前や後
にそのルースインペディメントを元に戻す必要がない状況がある。

例えば：

•• プレーヤーは別のプレーヤーの障害となっていた球の拾い上げを要求され、
ジェネラルエリアにあった自分の球をマークして拾い上げた。その球を拾い
上げた結果として、その球に寄り掛かっていた分離した枝が動いた。そのプ
レーヤーはその球をリプレースするときにその枝を元の位置に戻す必要はな
い。

•• プレーヤーは球が切れているかどうかを確認するためにバンカー内の自分の
球をマークして拾い上げた。その球を拾い上げている間に、ボールマーカー
のすぐ後ろにあった落葉が風で飛ばされて動いた。そのプレーヤーはその球
をリプレースするときにその落葉を元の位置に戻す必要はない。

14.2c/3 – 球をリプレースするときに、地面に押し込んではならない
球をリプレースする場合、元の箇所にリプレースしなければならない。元の箇
所には拾い上げたり動かす前にその球があった垂直距離を含む。球をリプレー
スしようとしても止まらない場合、球を地面に押し込むのではなく、そのプ
レーヤーは規則14.2e(球が元の箇所に止まらない場合に行うこと)に基づく処置
に従わなければならない。

例えば、プレーヤーの球がバンカーの傾斜にある動かせる障害物に寄りかかっ
て止まっていた。その障害物を取り除いたときにその球が動いた場合、その球
をリプレースしなければならない。その球が元の箇所に止まらない場合、プ
レーヤーはそのバンカー内でホールに近づかずに球が止まる最も近い箇所にそ
の球をリプレースしなければならない。そのようにせずに、球を砂の中に押し
込んだ場合、プレーヤーは誤所に球をリプレースし(規則14.7)、ライを変えた
ことになるので(規則14.2d)、その球を拾い上げ、規則14.2cと規則14.2eに基づ
いて元のライに復元してからその球をリプレースすることにより誤りを訂正し
なければならない(規則14.5b(2))。(新)
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14.2d(2)/1 – 変えられたライが「最も近く、最も似ているライ」である
かもしれない
球を拾い上げたり、球が動かされてリプレースしなければならない場合にプ
レーヤーの球のライが変えられたとき、その変えられたライがそのプレーヤー
の元のライに最も近く、最も似ているライであるかもしれず、そのプレーヤー
はその変えられたライからその球をプレーする必要があるかもしれない。

例えば、プレーヤーの球がフェアウェイのディボット跡に止まった。その球を
自分の球だと思った別のプレーヤーがその球をプレーして、そのディボット跡
をほんの少しだけ深くした。1クラブレングス以内に似たような他のディボッ
ト跡がないのであれば、元のライに最も近く、最も似ている箇所はより深く
なったそのディボット跡の中の箇所となるであろう。

14.2e/1 – 球が止まる箇所がホールに近づく場合、プレーヤーは罰あり
の救済を受けなければならない
規則14.2eに従う場合、プレースしたときに球が止まる同じコースエリアの唯
一の箇所はホールに近づく可能性がある。そうした状況では、プレーヤーは認
められる規則に基づく罰ありの救済を受けなければならない。

プレーヤーはその箇所に球が止まるようにその球を地面に押し込むことは認め
られない(詳説14.2c/3参照)。

例えば、プレーヤーの球はバンカーの下り傾斜でレーキに寄り掛かって止ま
り、そのレーキを取り除くときにその球が動いた。プレーヤーは要求されるよ
うにその球をリプレースしようとしたが、その球は止まらなかった。その後、
そのプレーヤーは規則14.2eの処置に従ったが、上手くいかず、そのバンカー
内で球が止まるかどうかを試すことができる他の箇所はホールに近づかない場
所には存在しないことが分かった。

この場合、プレーヤーは1罰打でストロークと距離(規則19.2a)を用いるか、2罰
打でそのバンカーの外側で後方線上の救済(規則19.3b)を用いるかのどちらか
で、アンプレヤブルの球の救済を受けなければならない。
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規則14.3 詳説：球を救済エリアにドロップすること
14.3b(2)/1 – 平らでない区域に膝の高さからドロップした球
規則14.3b(2)と定義「ドロップ」はプレーヤーに立った位置からの膝の高さか
らドロップをすることを要求している。

プレーヤーが球をドロップする場所とその周辺に平らでない地面がある場合、
球をドロップするときにプレーヤーが立っている場所によって、球が膝の高さ
から地面まで落ちる距離が異なる。

プレーヤーが球をその箇所にドロップをするために立つことができた位置での
膝の高さに相当する距離を球が落ちることを条件に、その球は膝の高さからド
ロップされたことになる。

しかし、球は必ず空中を落ちてドロップしなければならず、プレースしてはな
らない。



規則 14

241

膝の高さ

膝の高さ

プレーヤーが
立つことがで
きた位置での
膝の高さ

プレーヤーが
立つことがで
きた位置での
膝の高さ

図14.3b(2)/1 - 平らではない区域で膝の高さからドロップされた球

• �両方の状況でプレーヤーは膝よりも高い、または低い位置からドロップしているよう
に見えるが、規則14.3b(2)の規定通りに膝の高さからドロップしている。

•�このことはプレーヤーが平らではない場所で救済を受けており、上記の輪郭線(点
線)が示すように、異なった場所に立っていればその高さから球をドロップできた可
能性のある場合に起き得る。



規則 14

242

14.3c/1 – 救済エリアはその救済エリアの中にあるすべてのものを含む
プレーヤーの救済エリアには、その救済エリアの中にある丈の高い草、ブッ
シュ、あるいは他の生長物を含む。プレーヤーがドロップした球がその救済エリ
アの中の悪いライに止まった場合、その球は依然としてその救済エリア内に止
まっていることになる。

例えば、プレーヤーが自分の球を正しい方法でドロップしたところ、その球がそ
の救済エリアの中のブッシュに引っかかって止まった。そのブッシュは救済エリ
アの一部であるので、その球はインプレーとなり、プレーヤーは規則14.3cに基
づいて再ドロップすることは認められない。

14.3c/2 – 球をプレー禁止区域にドロップすることができる
救済規則に基づいて球をドロップするとき、プレー禁止区域が救済エリアの一部
である限り、プレーヤーは球をそのプレー禁止区域にドロップすることができ
る。しかしながら、そのプレーヤーはその後に適用される規則に基づいて救済を
受けなければならない。

例えば、プレーヤーはペナルティーエリアからの救済を受け、異常なコース状態
の中にあるプレー禁止区域に球をドロップすることができる。しかし、ドロップ
した球が規則17(ペナルティーエリアからの救済)で求められている救済エリアの
中に止まった後で、そのプレーヤーは規則16.1fに基づいて救済を受けなければ
ならない。

14.3c(1)/1 – ドロップした球がプレーヤーの足や用具に寄り掛かって
止まった後に動いた場合にはどうすべきか
プレーヤーは正しい方法で球をドロップしたが、その球は偶然にそのプレーヤー
の足や用具(救済エリアをマークしていたティーなど)によって止められ、その救
済エリアの中に止まった。罰はなく、そのプレーヤーは救済を受けることを完了
したことになり、その球をあるがままにプレーしなければならない。

その後で、プレーヤーが足や用具を動かしたときにその球が動いた場合、そのプ
レーヤーは規則9.4によって要求されるようにその球をリプレースしなければな
らないが、その球の動きは規則に基づいて救済を受けているときの合理的な行動
の結果(規則9.4b例外4参照－規則を適用している間のパッティンググリーン以外
の場所での偶然の動き)であったので、罰を受けない。

14.3c(2)/1 – ブッシュを含む救済エリアに正しい方法で2回ドロップさ
れた球をプレースする場所
プレーヤーが規則14.2b(2)と規則14.2eを用いて球をプレースすることによって
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ドロップの処置を完了させなければならない場合、プレーヤーの救済エリアには
芝、ブッシュ、その他の生長物が含まれるため(詳説14.3c/1参照)、プレーヤーが
地面以外に球をプレースすることを試みる結果となる可能性がある。

例えば、プレーヤーが救済エリアのブッシュの中にドロップして、ドロップした
球が2回ともその救済エリアの外側に止まった場合、規則14.3c(2)は、そのプ
レーヤーは2回目のドロップでその球が最初に地面に触れた箇所に球をプレース
しなければならないと規定している。2回目のドロップでその球が最初にブッ
シュに触れたのであれば、「地面」にはブッシュを含むので、そのプレーヤーは
その球が最初にブッシュに当たった場所にその球をプレースすることを試みなけ
ればならない。しかし、2回試みてもプレースした球がその箇所に止まらない場
合、そのプレーヤーは規則14.2eの制限を受けて、ホールに近づかない、その球
が止まる最も近い箇所にその球をプレースしなければならない。

規則14.4 詳説：元の球がアウトオブプレーとなった後にプレー
ヤーの球がインプレーに戻る場合

14.4/1 – インプレーにする意図がなければ、プレースされた球はインプ
レーではない
球を地面にプレースしたり、リプレースする場合、その球をインプレーにする意
図を持って地面に置いたのかどうかを決定する必要がある。

例えば、プレーヤーはパッティンググリーン上で、コインを球の真後ろに置いて
その球の位置をマークしてから拾い上げ、ふいてもらうためにキャディーに渡し
た。その後、そのキャディーはプレーヤーがホールの反対側からラインを読むと
きの援助となるように、その球をコインの真後ろ、あるいはすぐ横に置いた(そ
の球の元の箇所に置いたのではない)。キャディーはインプレーに戻す意図を
持ってその球をプレースしていなかったので、その球はインプレーの球ではな
い。

この場合、その球は規則14.2で要求されるように、その球をリプレースする意図
を持って再び置かれるまでインプレーとはならない。球がアウトオブプレーであ
る間にプレーヤーがその球にストロークを行った場合、そのプレーヤーは誤球を
プレーしたことになる。

14.4/2 – テストとしてのドロップは認められない
規則14.3のドロップの処置は、規則に基づいて救済を受けるときは不確実性の要
素があることを意味している。ドロップした球がどうなるかを事前にテストする
ことはゲームの精神から逸脱してしまう。

例えば、カート道路(動かせない障害物)からの救済を受けるとき、プレーヤーは
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救済エリアを決めたが、球が転がってその救済エリアの中のブッシュに止まるか
もしれないことに気づいた。インプレーにする意図がなければ、ドロップした球
はインプレーにはならないことを知っていたので、そのプレーヤーは球がブッ
シュに転がり込むかどうかを確認するために、その救済エリアの片側にテストと
して球をドロップした。

そうした行為はゲームの精神に反するので、委員会は規則1.2a(重大な非行)に基
づいてそのプレーヤーを失格とすることが正当化される。

規則14.5 詳説：球を取り替える、リプレース、ドロップ、プレー
スするときの誤りを訂正すること
14.5b(1)/1 – 後方線上の救済の再ドロップの場合、プレーヤーは救済
エリアを変えることができる
規則16.1c(2)(異常なコース状態からの救済)、規則17.1d(2)(ペナルティーエリア
からの救済)、あるいは規則19.2bや規則19.3b(アンプレヤブルの球の救済)に基づ
いて、後方線上の救済を用いた後でプレーヤーが2回目のドロップを要求される
場合、そのプレーヤーはその関連する規則の後方線上の救済の選択肢に基づいて
再ドロップすることが要求される。しかし、2回目のドロップをするとき、その
プレーヤーは救済エリアがホールに近くなったり、あるいはホールから遠くなる
ように、その球がドロップされた線上の箇所を変えることが認められる。

例えば、プレーヤーの球がペナルティーエリアの中に止まり、後方線上の救済を
受けることを選んだ。そのプレーヤーは球を正しい方法でドロップしたが、その
球はその救済エリアの外側に転がり出た。プレーヤーが後方線上の救済に基づい
て再ドロップするとき、そのプレーヤーはホールに近くなったり、あるいはホー
ルから遠くなるような場所の線上にドロップすることができ、救済エリアはその
箇所に基づいて変わる。

14.5b(1)/2 – 再ドロップの場合、プレーヤーは救済エリアの中でドロッ
プするコースエリアを変えることができる
プレーヤーの救済エリアが複数のコースエリアにまたがっていて、そのプレー
ヤーがその救済の選択肢に基づいて再ドロップすることが要求される場合、その
プレーヤーはその同じ救済エリアの中の別のコースエリアにドロップすることが
できるが、そのことにより規則14.3cの適用方法は変わらない。

例えば、プレーヤーがジェネラルエリアの球に対して規則19.2c(ラテラル救済)に
基づいてアンプレヤブルの球の救済を受けることを選んだところ、その救済エリ
アは一部がジェネラルエリアで一部がバンカーとなった。プレーヤーがドロップ
した球は、救済エリアのバンカーの部分に最初に触れてからその救済エリアの

規則 14
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ジェネラルエリアの部分に止まった、あるいはその救済エリア全体(バンカーの
部分とジェネラルエリアの部分の両方)の外側に止まったので、そのプレーヤー
は再ドロップしなければならなかった。再ドロップするとき、そのプレーヤーは
その救済エリアのジェネラルエリアの部分にも球をドロップすることができる。

規則14.7 詳説：誤所からプレーすること
14.7b/1 – プレーすることが認められていない区域から行われた各スト
ロークについて、プレーヤーは罰を受ける
プレーすることが認められていない区域にプレーヤーの球が止まった場合、その
プレーヤーは適切な規則に基づいて救済を受けなければならない。ストロークプ
レーでは、プレーヤーがそうした区域(プレー禁止区域や目的外グリーン)からプ
レーした場合、そのプレーヤーはその区域からプレーした各ストロークについて
2罰打を受ける。

例えば、プレーヤーの球がペナルティーエリアの中のプレー禁止区域に止まっ
た。そのプレーヤーはそのプレー禁止区域に立ち入り、その球にストロークを
行ったが、球は数ヤードしか動かずにそのプレー禁止区域に留まった。そのプ
レーヤーはその後、その球に別のストロークを行い、球はそのプレー禁止区域の
外側に止まった。

各ストロークをカウントし、そのプレーヤーはプレー禁止区域で行った各スト
ロークについて、誤所からプレーしたことで規則14.7に基づいて一般の罰を受
け、合計4罰打となる。そのプレーヤーは、重大な違反がなければ、プレー禁止
区域からプレーした球でそのホールのプレーを終えることが要求される。重大な
違反がある場合、そのプレーヤーはその誤りを訂正しなければならない(規則
14.7b参照)。

14.7b/2 – 救済を受けた状態にクラブが当たった場合、球は誤所にあっ
たことになる
プレーヤーが異常なコース状態による障害から救済を受ける場合、そのプレー
ヤーはその状態によるすべての障害からの救済を受けることが要求される。救済
エリアにドロップされた球が、プレーヤーがもしその状態がなかったら、その球
が元あった箇所から行ったであろうストロークに基づく状態からの何らかのタイ
プの障害がある場所に止まった場合、その球は誤所にあることになる。

例えば、プレーヤーの球がカート道路の上に止まり、そのプレーヤーは救済を受
けることに決めた。そのプレーヤーはその球をカート道路からプレーしていた場
合に使用していたと思われるクラブを使って、完全な救済のニヤレストポイント
を推定した。その基点から救済エリアを計測した後、そのプレーヤーは球をド
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ロップし、その球はプレーヤーが救済エリアの中であると思われる箇所に止まっ
た。プレーヤーがその後でその球にストロークを行ったところ、そのストローク
の間にクラブがそのカート道路に当たった。そのカート道路はプレーヤーの意図
するスイング区域にあったので、そのプレーヤーには依然として障害が生じてい
た。したがって、そのプレーヤーは救済エリアを適切に決めておらず、誤所から
プレーしたことについて一般の罰を受ける。

しかしながら、そのプレーヤーが別の方向に向けてプレーする、または違うクラ
ブでプレーすることに決めたり、ストロークを行っている間に足が滑って意図す
るスイング区域が変わったことが理由でその状態による障害が生じた場合、その
プレーヤーは誤所からプレーしたとはみなされない。



罰なしの救済

規則15～16
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規則 15

 15.1　ルースインペディメント
15.1a　ルースインペディメントの取り除き
コース上やコース外のどこででもプレーヤーは罰なしにルースインペディメ
ントを取り除くことができ、その方法は問わない(例えば、手、足、クラブ、
その他の用具を使用する、他の人からの援助を受ける、ルースインペディメ
ントの一部を折って取り除く)。

しかし、2つの例外がある：

例外1－球をリプレースしなければならない場所にあるルースインペディメ
ントを取り除くこと：パッティンググリーン以外の場所から拾い上げた、あ
るいはパッティンググリーン以外の場所で動かした球をリプレースする前
に：

•• プレーヤーは、もし球を拾い上げたり動かす前にルースインペディメント
を取り除いたら、そのルースインペディメントがその球を動かす原因とな
る可能性がある場合、そのルースインペディメントを故意に取り除いては
ならない。

•• プレーヤーがそうした場合、そのプレーヤーは1罰打を受ける。しかし、
その取り除いたルースインペディメントを元に戻す必要はない。

規則の目的：

規則 

規則15はプレーヤーがルースインペディメントと動かせる障害物から罰なし
に救済を受けることができる場合とその方法を扱っている。

•• これらの動かせる自然物や人工物はコースをプレーする上での挑戦の一部
とは扱われず、それらがプレーの妨げとなる場合、プレーヤーは通常、そ
れらを取り除くことが認められる。
•• しかし、そのプレーヤーはパッティンググリーン以外の場所にある球の近
くのルースインペディメントを動かすときには注意する必要がある。なぜ
なら、それらを動かしたことが球を動かす原因となった場合には罰がある
からである。

ルースインペディメントと動かせる障害
物(プレーの援助や妨げとなる球やボール
マーカーを含む)からの救済15
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この例外はラウンド中と規則5.7aに基づくプレーの中断中の両方に適用す
る。この例外は、球を拾い上げたり、動かす前にはそこにはなかったルース
インペディメントや、球の箇所をマークしたり、球を拾い上げたり、動かし
たり、リプレースした結果、または球を動かす原因となった結果として動か
されたルースインペディメントには適用しない。 

例外2－動いている球に影響を及ぼすルースインペディメントを故意に取り
除くことの制限(規則11.3参照)。

15.1b　ルースインペディメントを取り除いているときに球が動く
プレーヤーがルースインペディメントを取り除いたことが自分の球を動かす
原因となった場合：

•• その球を元の箇所にリプレースしなければならない(分からない場合は推
定しなければならない)(規則14.2参照)。

•• その動かした球がパッティンググリーン(規則13.1d参照)、またはティー
イングエリア(規則6.2b(6)参照)以外の場所に止まっていた場合、そのプ
レーヤーは規則9.4bに基づいて1罰打を受ける。ただし、規則7.4を適用
する場合(捜索中に球を動かすことについては罰なし)や、規則9.4b例外の
どれかを適用する場合を除く。

規則15.1に違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則14.7aに
基づく一般の罰。

 15.2　動かせる障害物
この規則は定義「動かせる障害物」に合致する人工物に対して認められる罰
なしの救済を扱っている。

この規則は動かせない障害物(規則16.1に基づいて異なる種類の罰なしの救
済が認められる)や境界物や不可分な物(罰なしの救済が認められていない)に
対して救済を与えない。

15.2a　動かせる障害物からの救済
(1)	動かせる障害物の取り除き。罰なしに、プレーヤーはコース上やコース
外のどこででも動かせる障害物を取り除くことができ、その方法は問わ
ない。
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しかし、2つの例外がある：

例外1－球をティーイングエリアからプレーするときにティーマーカーを
動かしてはならない(規則6.2b(4)と8.1a(1)参照)。

例外2－動いている球に影響を及ぼす動かせる障害物を故意に取り除くこ
とに関する制限(規則11.3参照)。

プレーヤーの球が動かせる障害物を取り除いている間に動いた場合：

•• 罰はない。

•• その球を元の箇所(分からない場合は推定しなければならない)(規則
14.2参照)にリプレースしなければならない。

(2)	パッティンググリーン以外のコース上の場所で、球が動かせる障害物の
中や上にある場合の救済。プレーヤーは球を拾い上げ、その動かせる障
害物を取り除き、元の球か別の球を次の救済エリアにドロップすること
によって罰なしの救済を受けることができる(規則14.3参照)：

•• 基点：球がその動かせる障害物の中や上に止まっていた場所の真下と
推定する地点。

•• 基点から計測する救済エリアのサイズ：1クラブレングス。しかし、次
の制限がある：

•• 救済エリアの場所に関する制限：

»» 基点と同じコースエリアでなければならない。

»» 基点よりホールに近づいてはならない。
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球が動く

球を元の箇所に
リプレースしなければ
ならない。

図#1 15.2a：�動かせる障害物を取り除いたときに動いた球(球が障
害物の中や上にある場合を除く）

規則 15
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(3)	パッティンググリーン上で、球が動かせる障害物の中や上にある場合の
救済。プレーヤーは次の罰なしの救済を受けることができる：

•• 球を拾い上げて、その動かせる障害物を取り除く。

•• 規則14.2b(2)と規則14.2eに基づく球をリプレースする手続きにより、
その球がその動かせる障害物の中や上に止まっていた場所の真下と推
定する箇所に、元の球か別の球をプレースする。　　

15.2b　動かせる障害物の中や上に球があるが、見つからない場合
プレーヤーの球が見つかっておらず、その球がコース上の動かせる障害物の
中や上に止まったことが「分かっている、または事実上確実」な場合、
そのプレーヤーはストロークと距離の救済を受ける代わりに次の救済の選択

救済エリア

図#2 15.2a：動かせる障害物の中や上の球

•�コース上のどこででも、球が動かせる障害物(例えばタオル)の中や上にある場合、球
を拾い上げ、その動かせる障害物を取り除き、その球か他の球をドロップする(パッ
ティンググリーンを除く)ことにより罰なしの救済を受けることができる。
• �救済を受けるための基点はその動かせる障害物の中や上に球が止まっている所の
真下と推定する地点となる。
• �救済エリアは基点から1クラブレングスで、その基点よりホールに近づかない、その
基点と同じコースエリアでなければならない。

肢を使用することができる：

•• プレーヤーは、球がコース上のその動かせる障害物の縁を最後に横切った
場所の真下と推定した地点を基点として、規則15.2a(2)か15.2a(3)に基づ
いて罰なしの救済を受けることができる。

•• プレーヤーがこの方法で救済を受けるために別の球をインプレーにした時点
で：

»» 元の球はもはやインプレーの球ではなく、プレーしてはならない。

»» このことは、その後、元の球が3分の捜索時間(規則6.3b参照)が終了す
る前にコース上で見つかったとしても同じである。 

しかし、その球が動かせる障害物の中や上に止まっていて紛失したことが
「分かっている、または事実上確実」ではない場合、プレーヤーは規則18.2
に基づいてストロークと距離の罰の救済を受けなければならない。

規則15.2に違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則14.7aに
基づく一般の罰。

 15.3　�プレーの援助となる、または障害となる球やボール
マーカー

15.3a　プレーの援助となるパッティンググリーンの球
規則15.3aはパッティンググリーンに止まっている球だけに適用し、コース
上の他の場所には適用しない。

プレーヤーがパッティンググリーンに止まっている球が誰かのプレーの援助
となるかもしれない(例えば、ホールの近くで歯止めとして役立つ可能性があ
る)と合理的に考えた場合、そのプレーヤーは次のことができる：

•• その球が自分の球である場合は、規則13.1bに基づいてその球の箇所を
マークして拾い上げる。または、その球が別のプレーヤーのものである場
合は、当該プレーヤーに球の箇所をマークして拾い上げることを要請する
(規則14.1参照)。

•• 拾い上げた球は、その球の元の箇所にリプレースしなければならない(規
則14.2参照)。

ストロークプレーに限り：

•• 球の拾い上げを要請されたプレーヤーは、そうする代わりに先にプレーす
ることができる。

規則 15
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(3)	パッティンググリーン上で、球が動かせる障害物の中や上にある場合の
救済。プレーヤーは次の罰なしの救済を受けることができる：

•• 球を拾い上げて、その動かせる障害物を取り除く。

•• 規則14.2b(2)と規則14.2eに基づく球をリプレースする手続きにより、
その球がその動かせる障害物の中や上に止まっていた場所の真下と推
定する箇所に、元の球か別の球をプレースする。　　

15.2b　動かせる障害物の中や上に球があるが、見つからない場合
プレーヤーの球が見つかっておらず、その球がコース上の動かせる障害物の
中や上に止まったことが「分かっている、または事実上確実」な場合、
そのプレーヤーはストロークと距離の救済を受ける代わりに次の救済の選択

救済エリア

図#2 15.2a：動かせる障害物の中や上の球

•�コース上のどこででも、球が動かせる障害物(例えばタオル)の中や上にある場合、球
を拾い上げ、その動かせる障害物を取り除き、その球か他の球をドロップする(パッ
ティンググリーンを除く)ことにより罰なしの救済を受けることができる。
• �救済を受けるための基点はその動かせる障害物の中や上に球が止まっている所の
真下と推定する地点となる。
• �救済エリアは基点から1クラブレングスで、その基点よりホールに近づかない、その
基点と同じコースエリアでなければならない。

肢を使用することができる：

•• プレーヤーは、球がコース上のその動かせる障害物の縁を最後に横切った
場所の真下と推定した地点を基点として、規則15.2a(2)か15.2a(3)に基づ
いて罰なしの救済を受けることができる。

•• プレーヤーがこの方法で救済を受けるために別の球をインプレーにした時点
で：

»» 元の球はもはやインプレーの球ではなく、プレーしてはならない。

»» このことは、その後、元の球が3分の捜索時間(規則6.3b参照)が終了す
る前にコース上で見つかったとしても同じである。 

しかし、その球が動かせる障害物の中や上に止まっていて紛失したことが
「分かっている、または事実上確実」ではない場合、プレーヤーは規則18.2
に基づいてストロークと距離の罰の救済を受けなければならない。

規則15.2に違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則14.7aに
基づく一般の罰。

 15.3　�プレーの援助となる、または障害となる球やボール
マーカー

15.3a　プレーの援助となるパッティンググリーンの球
規則15.3aはパッティンググリーンに止まっている球だけに適用し、コース
上の他の場所には適用しない。

プレーヤーがパッティンググリーンに止まっている球が誰かのプレーの援助
となるかもしれない(例えば、ホールの近くで歯止めとして役立つ可能性があ
る)と合理的に考えた場合、そのプレーヤーは次のことができる：

•• その球が自分の球である場合は、規則13.1bに基づいてその球の箇所を
マークして拾い上げる。または、その球が別のプレーヤーのものである場
合は、当該プレーヤーに球の箇所をマークして拾い上げることを要請する
(規則14.1参照)。

•• 拾い上げた球は、その球の元の箇所にリプレースしなければならない(規
則14.2参照)。

ストロークプレーに限り：

•• 球の拾い上げを要請されたプレーヤーは、そうする代わりに先にプレーす
ることができる。

規則 15
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•• プレーヤーの誰かの援助となるように球をその場所に残しておくことに複
数のプレーヤーが同意し、援助となる球を残したまま、そのプレーヤーが
ストロークを行った場合、同意をした各プレーヤーは一般の罰(2罰打)を
受ける。

委員会の措置、セクション5J (「歯止めとなる」ことを防ぐための最善の策
に関するガイダンス)参照。

15.3b　プレーの障害となるコース上にある球
(1)	別のプレーヤーの球による障害の意味。次の場合にこの規則に基づく障
害があることになる：

•• 別のプレーヤーの止まっている球がプレーヤーの意図するスタンス
や、意図するスイング区域の障害となる可能性がある。

•• 別のプレーヤーの止まっている球がプレーヤーのプレーの線上やその
近くにあり、意図するストロークを行うとそのプレーヤーの動いてい
る球がその球に当たる合理的な可能性がある。

•• 別のプレーヤーの止まっている球が、プレーヤーがストロークを行う
ときに気が散るぐらい近くにある。

(2)	障害となる球から救済が認められる場合。コース上にある別のプレー
ヤーの球がプレーヤー自身のプレーの障害となる可能性があるとそのプ
レーヤーが合理的に考えた場合：

•• プレーヤーはその別のプレーヤーにその球の箇所をマークして拾い上
げることを要請することができるが(規則14.1参照)、球はふいてはな
らず(ただし、規則13.1bに基づいてパッティンググリーンから拾い上
げる場合を除く)、元の箇所にリプレースしなければならない(規則
14.2参照)。

•• その別のプレーヤーがその球を拾い上げる前にその箇所をマークしな
かった、または認められていないのに拾い上げた球をふいた場合、そ
のプレーヤーは1罰打を受ける。

•• ストロークプレーに限り、この規則に基づいて球の拾い上げを要請さ
れたプレーヤーは、そうする代わりに先にプレーすることができる。

自分の球が別のプレーヤーのプレーの障害となる可能性があるとプレー
ヤー自身が考えただけではこの規則に基づいて球を拾い上げることは認
められない。

規則 15
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プレーヤーが別のプレーヤーに要請されていないのに自分の球を拾い上
げた場合(ただし、規則13.1bに基づいてパッティンググリーンの球を拾
い上げる場合を除く)、そのプレーヤーは1罰打を受ける。

15.3c　プレーの援助となる、または障害となるボールマーカー
ボールマーカーがプレーの援助となる場合、または障害となる場合、プレー
ヤーは次のことができる：

•• そのボールマーカーが自分のものである場合は、援助または障害とならな
い場所にそのボールマーカーを動かす。

•• そのボールマーカーが別のプレーヤーのものである場合、規則15.3aや規
則15.3bに基づいてプレーヤーが球の拾い上げを要求できるのと同じ理由
で、そのプレーヤーにそのボールマーカーを援助または障害とならない場
所に動かすことを要請する。

ボールマーカーは元の箇所から計測(例えば、1または複数のクラブヘッドレ
ングス)した援助または障害とならない新しい箇所に動かさなければならな
い。 

そのボールマーカーを元に戻す場合、プレーヤーは新しい箇所から計測し
て、そのボールマーカーを援助または障害とならない場所に動かす際に使っ
た逆の手順を行うことによって、そのボールマーカーを元に戻すべきであ
る。

この同じ手続きをプレーヤーが球から計測することによって援助または障害
となっている球を動かす場合にも適用するべきである。

規則15.3の違反の罰：一般の罰。

この罰は次の場合にも適用する：

•• プレーヤーが、別のプレーヤーが(1)この規則に基づいて援助となる球や
ボールマーカーを拾い上げたり動かす意図があったこと、または(2)他の
誰かにそうすることを要請されたことを知っていたのに、その援助となる球
やボールマーカーが拾い上げられたり、動かされるのを待たずにストロー
クを行った場合。

•• プレーヤーが自分の球を拾い上げることや、自分のボールマーカーを動か
すことを要請されたのにそれを拒み、そしてその後、そのプレーヤーの球や
ボールマーカーが援助となったり、障害となっていたかもしれない他のプ
レーヤーがストロークを行った場合。

規則 15
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規則15.1 詳説：ルースインペディメント
15.1a/1 – 救済エリアから、あるいは球をドロップ、プレース、リプレー
スする箇所からルースインペディメントを取り除くこと
規則15.1a例外1は、プレーヤーは球をリプレースする前に、球が止まっている
ときに動かしていたらおそらくその球を動かす原因となっていたであろうルー
スインペディメントを取り除いてはならないことを明確にしている。それはそ
の球が当初の場所にある場合、そのプレーヤーにはそのルースインペディメン
トを動かしたときに球が動いてしまうリスクがあるからである。

しかしながら、球をドロップしたり、プレースする場合、その球は特定の箇所
に戻されるわけではないので、球をドロップしたり、プレースする前にルース
インペディメントを取り除くことは認められる。

例えば、プレーヤーが規則14.3bを適用して球を救済エリアにドロップする場
合、あるいは規則14.3c(2)を適用してドロップした球が救済エリアに止まらず
に、そのプレーヤーが球をプレースしなければならない場合、そのプレーヤー
はこれから球をドロップする救済エリアや球をプレースする箇所やその周辺か
らルースインペディメントを取り除くことが認められる。

規則15.3 詳説：プレーの援助となる、または障害となる球やボー
ルマーカー
15.3/1 – プレーの援助または障害となる球やボールマーカーを動かす
方法
プレーヤーが規則15.3に基づいて球やボールマーカーを動かす場合、球やボー
ルマーカーはクラブを使って(クラブヘッドやクラブの全長を使用するなど)計
測することにより、横に置くべきである。これは球から直接計測したり、球の
箇所をマークしてそこから計測することによって行うことができる。

この方法には次の例を含む：

•• プレーヤーは球の箇所をマークしてから、そのボールマーカーを1クラブ
ヘッドまたは複数のクラブヘッド分横に動かす。

•• プレーヤーは球のすぐ横にクラブやクラブヘッドを置いて、球をそのクラブ
やクラブヘッドの逆側に動かす、またはそこにボールマーカーを置く。

規則15.3に違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則14.7aに
基づく一般の罰。

規則 15
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球やボールマーカーを動かすとき、プレーヤーはリプレースするときに逆の手
順によって球を拾い上げた箇所に確実にリプレースすることができるように、
そのクラブを固定物(例えば、グリーン上の傷やスプリンクラーヘッド)に合わ
せておくべきである。(新)

15.3a/1 – 援助となる球をその場所に残しておくことの規則違反は規
則を知っていることが要件ではない
ストロークプレーで、規則15.3aに基づき、2人以上のプレーヤーが、プレー
ヤーの誰かの援助となるためにパッティンググリーン上の球をその場所に残し
たままにすることに同意して、その援助となる球をその場所に残したままスト
ロークが行われた場合、同意をした各プレーヤーは2罰打を受ける。規則15.3a
の違反は、そのプレーヤーたちがそうした同意が認められないことを知ってい
たかどうかによって決まるわけではない。

例えば、ストロークプレーで、プレーヤーがパッティンググリーンを少し外れ
たところからプレーする前に、ホールの近くにあった別のプレーヤーの球を球
止めとして利用するために、そのまま残しておくようにその別のプレーヤーに
依頼した。そうしたことが認められないことを知らなかったので、その別のプ
レーヤーはプレーヤーの援助となるように自分の球をホールの近くに残してお
くことに同意した。その球をその場所に残したままストロークが行われた場
合、同意した両方のプレーヤーは規則15.3aに基づいて罰を受ける。

ホールの近くに球が止まっていたプレーヤーが、別のプレーヤーの援助となる
ように、その球をインプレーのまま残しておくことを申し出て、その別のプ
レーヤーがその申し出を受け入れてからプレーした場合にも同じ結果が適用さ
れる。

そのプレーヤーたちがそうした同意が認められないことを承知の上で行う場
合、そのプレーヤーたちは規則15.3aを故意に無視したことについて、規則
1.3b(1)に基づいて失格となる。

15.3a/2 – マッチプレーでは援助となる球を残しておくことが認められ
る
マッチプレーでは、その同意によって得られる利益の結果が影響を及ぼすのは
自分たちのマッチのみであるので、プレーヤーは相手の援助となるために自分
の球をその場所に残しておくことに同意することができる。

規則 15
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規則 16

 16.1　異常なコース状態(動かせない障害物を含む)
この規則は動物の穴、修理地、動かせない障害物、一時的な水による障害か
ら認められる罰なしの救済を扱っている：

•• これらは総称として異常なコース状態と言われているが、それぞれには
別々の定義がある。

•• この規則は動かせる障害物(規則15.2aに基づいて認められる違う種類の罰
なしの救済)や境界物や不可分な物(罰なしの救済は認められない)からの救
済は与えない。

16.1a　救済が認められる場合
(1)	異常なコース状態による障害の意味。次の場合、障害が生じている：

•• プレーヤーの球が異常なコース状態に触れている、またはその状態の
中や上にある。

•• 異常なコース状態がプレーヤーの意図するスタンス区域や意図するス
イング区域の物理的な障害となる。

•• 球がパッティンググリーン上にある場合に限り、そのパッティンググ
リーンやパッティンググリーン以外の場所にある異常なコース状態が
プレーの線に介在する。

規則 

規則16は違う場所から球をプレーすることによって罰なしの救済を受けるこ
とができる場合とその方法を扱っている(例えば、異常なコース状態や危険な
動物の状態による障害がある場合)。

•• これらの状態はコースをプレーする上での挑戦の一部ではなく、ペナル
ティーエリアを除き、罰なしの救済が一般的に認められる。
•• プレーヤーは通常は完全な救済のニヤレストポイントに基づく救済エリア
に球をドロップすることによって救済を受ける。

この規則は、プレーヤーの球がジェネラルエリアで自らのピッチマークにく
い込んだ場合にも罰なし救済を扱っている。

異常なコース状態(動かせない障害物を含
む)、危険な動物の状態、地面にくい込ん
だ球からの救済16

規則の目的：
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異常なコース状態がプレーヤーの気を散らすほど近くにあってもこれら
の要件を満たさなければ、この規則に基づく障害はない。 

委員会の措置、セクション8；ローカルルールひな型F-6(委員会は意図す
るスタンス区域の障害となるだけでは異常なコース状態からの救済を認
めないローカルルールを採用することができる)参照。

•�この図は右打ちのプレーヤーを想定している。
• �球が異常なコース状態(動かせない障害物を含む)(以下ACC)に触れているか、中や
上にある場合(B1)、またはACCが意図するスタンスやスイング区域(B2)の障害とな
る場合、ACCによる障害から罰なしの救済が認められる。
• �B1に対する完全な救済のニヤレストポイントはP1で、そのACCにとても近い所とな
る。
• �B2に対する完全な救済のニヤレストポイントはP2となる。そして、スタンスもその状
態を避けなければならないのでそのACCから遠くなる。

プレーの方向

異常な
コース状態

P1 B1

P2
B2

救済
エリア

救済
エリア

図16.1a：異常なコース状態に対する救済が認められる場合



260

規則 16

(2)	救済は球がペナルティーエリア以外のコース上のどこにあっても認めら
れる。異常なコース状態による障害からの救済は次の両方を満たす場合
にのみ規則16.1に基づいて認められる：

•• 異常なコース状態がコース上(アウトオブバウンズではなく)にある。

•• 球がペナルティーエリア以外のコース上にある(ペナルティーエリアで
のプレーヤーの唯一の救済は規則17に基づく)。

(3)	明らかに不合理な場合、救済はない。次の場合、規則16.1に基づく救済
はない：

•• プレーヤーが罰なしの救済を受けることが認められない状態が理由で
球をあるがままにプレーすることが明らかに不合理な場合(例えば、球
がブッシュの中にあるためにそのプレーヤーがストロークを行うこと
ができない場合)。

•• プレーヤーがその状況下では明らかに不合理なクラブ、スタンスやス
イングの種類、プレーの方向を選択することによってのみ、その障害
が生じる場合。

委員会の措置、セクション8；ローカルルールひな型F-23(委員会は、コース
やコース外の臨時の動かせない障害物による障害に対して罰なしに救済を認
めるローカルルールを採用することができる)参照。

16.1b　ジェネラルエリアの球に対する救済
プレーヤーの球がジェネラルエリアにあり、コース上の異常なコース状態に
よる障害がある場合、プレーヤーは、次の救済エリアに元の球か別の球をド
ロップすることによって罰なしの救済を受けることができる(規則14.3参
照)：

•• 基点：ジェネラルエリアの完全な救済のニヤレストポイント。

•• 基点から計測する救済エリアのサイズ：1クラブレングス。しかし、次の
制限がある：

•• 救済エリアの場所に関する制限：

»» ジェネラルエリアでなければならない。

»» 基点よりホールに近づいてはならない。

»» その異常なコース状態によるすべての障害からの完全な救済でなければな
らない。
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• �球がジェネラルエリアにあり、異常なコース状態による障害がある場合、罰なしの救
済が認められる。
• �完全な救済のニヤレストポイントを決めて、球をその救済エリア内にドロップし、球
はその救済エリア内に止まらなければならない。
• �救済エリアは基点から1クラブレングスで、その基点よりホールに近づかない、ジェネ
ラルエリアでなければならない。
• �救済を受ける場合、プレーヤーはその異常なコース状態によるすべての障害から完
全な救済を受けなければならない。

 

救済エリア
基点

元の球の箇所
異常な
コース
状態

図16.1b：ジェネラルエリアの異常なコース状態からの罰なしの救済

16.1c　バンカー内の球の救済
プレーヤーの球がバンカー内にあり、そのコース上の異常なコース状態によ
る障害がある場合、そのプレーヤーは(1)に基づく罰なしの救済、または(2)
に基づく罰ありの救済のいずれかの救済を受けることができる：

(1)	罰なしの救済：バンカーからプレーする。プレーヤーは規則16.1bに基づ
いて罰なしの救済を受けることができる。ただし、：

•• 完全な救済のニヤレストポイントと救済エリアはそのバンカーの中で
なければならない。
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• �図は右打ちのプレーヤーを想定している。
•�バンカー内の異常なコース状態が障害となる場合、規則16.1bに基づいてバンカー
内で罰なしの救済を受けるか、1罰打でバンカーの外に救済を受けることができる。
•�バンカーの外での救済は元の球の箇所とホールを結ぶ線上に球をドロップして受け
ることができる。
•�その救済エリアはドロップしたときにその球が地面に最初に触れた箇所からどの方
向にも1クラブレングスとなる。

  罰　 打

異常な
コース
状態

救済
エリア

元の球の箇所

救済
エリア

ドロップした球が最初に
線上に触れた箇所

図16.1c：バンカー内での異常なコース状態からの救済

•• そのバンカーに完全な救済のニヤレストポイントがない場合、プレー
ヤーは、救済エリアのための基点としてそのバンカー内の最大限の救
済を受けることができるポイントを使用することにより、この救済を
受けることもできる。
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(2)	罰ありの救済：バンカーの外 ( 後方線上の救済 ) からプレーすること。1
罰打で、プレーヤーは元の球か別の球( 規則 14.3 参照 )を、元の球の箇所
とホールを結ぶ線上で、そのバンカーの外にドロップすることができる
( 球をドロップすることができる後方の距離に制限はない)。ドロップし
たときにその球が最初に地面に触れた線上の箇所が救済エリアを定め、
その救済エリアはその地点からどの方向にも1クラブレングスとなる。し
かし、次の制限がある。

•• 救済エリアの場所の制限：

»» 元の球の箇所よりホールに近づいてはならない。

»» 同じバンカー以外であれば、どのコースエリアでも良い。しかし、

»» ドロップしたときに球が最初に触れたのと同じコースエリアでなけ
ればならない。

16.1d　パッティンググリーンの球の救済
プレーヤーの球がパッティンググリーン上にあり、そのコース上の異常な
コース状態による障害がある場合、プレーヤーは、規則14.2b(2)と規則
14.2eに基づく球をリプレースする手続きにより、元の球か別の球を完全な
救済のニヤレストポイントにプレースすることで、罰なしの救済を受けるこ
とができる。

•• 完全な救済のニヤレストポイントは、パッティンググリーン上かジェネラ
ルエリアのいずれかでなければならない。

•• 完全な救済のニヤレストポイントがない場合、プレーヤーは、最大限の救
済を受けることができるポイントを基点としてこの罰なしの救済を受ける
こともできる。この最大限の救済を受けることができるポイントはパッ
ティンググリーン上かジェネラルエリアのいずれかでなければならない。
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16.1e　異常なコース状態の中や上にあるが見つからない球の救済
プレーヤーの球が見つかっておらず、その球がコース上の異常なコース状態
の中や上に止まったことが「分かっている、または事実上確実」な場合、そ
のプレーヤーはストロークと距離の救済を受ける代わりに次の救済の選択肢
を使用することができる：

•• プレーヤーは、球がコース上の異常なコース状態の縁を最後に横切ったと
推定した地点にその球があったものとして決定した完全な救済のニヤレス
トポイントを使用して規則16.1b,c,dに基づいて救済を受けることでき
る。

元の球の箇所
完全な救済の
ニヤレストポイント

異常な
コース
状態

図16.1d：�パッティンググリーン上の異常なコース状態からの罰なし
の救済

•�この図は左打ちのプレーヤーを想定している。
• �球がパッティンググリーン上にあり、異常なコース状態による障害がある場合、完全な
救済のニヤレストポイントに球をプレースすることによって罰なしの救済を受けること
ができる。
• �完全な救済のニヤレストポイントはパッティンググリーンかジェネラルエリアのいずれ
かでなければならない。
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•• プレーヤーがこの方法で救済を受けるために別の球をインプレーにした時点
で：

»» 元の球はもはやインプレーの球ではなく、プレーしてはならない。

»» このことは、その後、元の球が3分の捜索時間(規則6.3b参照)が終了す
る前にコース上で見つかったとしても同じである。

しかし、球が異常なコース状態の中や上に止まったことが「分かっている、
または事実上確実」ではなく，その球が紛失している場合、そのプレーヤー
は規則18.2に基づいてストロークと距離の救済を受けなければならない。

16.1f　異常なコース状態の中のプレー禁止区域による障害から救済
を受けなければならない
次の各状況では、球はあるがままにプレーしてはならない：

(1)	球がペナルティーエリア以外のコース上のプレー禁止区域にある場合。
プレーヤーの球がジェネラルエリア、バンカー、パッティンググリーン
の異常なコース状態の中や上のプレー禁止区域にある場合：

•• ジェネラルエリアのプレー禁止区域。プレーヤーは、規則16.1bに基
づいて罰なしの救済を受けなければならない。 

•• バンカーのプレー禁止区域。プレーヤーは規則16.1c(1)や(2)に基づい
て罰なしの救済、または罰ありの救済を受けなければならない。

•• パッティンググリーンのプレー禁止区域。プレーヤーは規則16.1dに
基づいて罰なしの救済を受けなければならない。

(2)	プレー禁止区域がペナルティーエリア以外のコース上にある球に対するプ
レーヤーのスタンスやスイングの障害となる場合の救済。プレーヤーの
球がプレー禁止区域の外のジェネラルエリア、バンカー、またはパッ
ティンググリーンにあり、プレー禁止区域(異常なコース状態またはペナ
ルティーエリアであるかどうかにかかわらず)がプレーヤーの意図するス
タンス区域や意図するスイング区域の障害となる場合、プレーヤーは次
のいずれかの処置をとらなければならない：

•• その球がジェネラルエリア、バンカー、パッティンググリーンにある
かどうかによって規則16.1b,c,dに基づいて認められる救済を受ける。

•• 規則19に基づいてアンプレヤブルの球の救済を受ける。

ペナルティーエリアの球に対してプレー禁止区域が障害となる場合にするこ
とについては規則17.1e参照。
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規則16.1に違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則14.7aに
基づく一般の罰。

16.2　危険な動物の状態
16.2a　救済が認められる場合
「危険な動物の状態」は、球をあるがままにプレーすると、球の近くの危険
な動物(例えば、毒ヘビ、刺す蜂、ワニ、ヒアリ、熊)により、プレーヤーが
重傷を負う可能性がある場合に存在する。

プレーヤーは球がコース上のどこにあるかに関係なく危険な動物の状態によ
る障害から規則16.2bに基づいて救済を受けることができる。

この規則は、身体に危害を及ぼす可能性のあるコース上の他の状況(例えば、
サボテン)には適用しない。

16.2b　危険な動物の状態に対する救済
危険な動物の状態による障害がある場合：

(1)	球がペナルティーエリア以外の場所にある場合。その球がジェネラルエ
リア、バンカー、パッティンググリーンにあるかどうかによって規則
16.1b,c,dに基づく救済を受けることができる。

(2)	球がペナルティーエリアにある場合。プレーヤーは罰なしの救済か、罰
ありの救済を受けることができる：

•• 罰なしの救済：ペナルティーエリアからプレーする。プレーヤーは規
則16.1bに基づいて罰なしの救済を受けることができる。ただし、完
全な救済のニヤレストポイントとその救済エリアはそのペナルティー
エリア内でなければならない。

•• 罰ありの救済：ペナルティーエリアの外からプレーする。

»» プレーヤーは規則17.1dに基づいて罰ありの救済を受けることができ
る。

»» このペナルティーエリアの外でこの罰ありの救済を受けた後にその
球をプレーする場所に危険な動物の状態による障害がある場合、そ
のプレーヤーは追加の罰なしに(1)に基づいて更なる救済を受けるこ
とができる。



267

規則 16

(3)	明らかに不合理な場合、罰なしの救済はない。次の場合、規則16.2bに基
づく罰なしの救済はない：

•• プレーヤーが罰なしに救済を受けることが認められていない状態が理
由で、球をあるがままにプレーすることが明らかに不合理な場合(例え
ば、球がブッシュの中にあるためにそのプレーヤーがストロークを行
うことができない場合)。

•• プレーヤーがその状況下では明らかに不合理なクラブ、スタンスやス
イングの種類、プレーの方向を選択することによってのみ、その障害
が生じる場合。

この規則に関して、完全な救済のニヤレストポイントとは、危険な動物の状
態が存在しない場所で最も近い地点(ホールには近づかない)を意味する。

規則16.2に違反して誤所から球をプレーしたことに対する場合：規則14.7a
に基づく一般の罰。

 16.3　地面にくい込んでいる球
16.3a　救済が認められる場合
(1)	球はジェネラルエリアにくい込んでいなければならない。プレーヤーの
球がジェネラルエリアにくい込んでいる場合にだけ規則16.3bに基づいて
救済が認められる。

•• 球がジェネラルエリア以外の場所にくい込んでいる場合、この規則に
基づく救済はない。

•• しかし、球がパッティンググリーンにくい込んだ場合、プレーヤーは
その球の箇所をマークして拾い上げ、ふくことができ、その球の衝撃
による損傷を修理してその球を元の箇所にリプレースすることができ
る(規則13.1c(2)参照)。 

例外－ジェネラルエリアにくい込んだ球に対して救済が認められない場
合：次の場合、規則16.3bに基づく救済はない：

•• 球がフェアウェイの長さかそれ以下に刈っていないジェネラルエリア
の一部の砂の中にくい込んでいる場合。

•• プレーヤーが罰なしの救済を受けることが認められていない状態が理
由で、球をあるがままにプレーすることが明らかに不合理な場合(例え
ば、球がブッシュの中にあるためにそのプレーヤーがストロークを行
うことができない場合)。
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(2)	球が地面にくい込んでいるかの決定。プレーヤーの球は次の要件を満た
した場合にだけ地面にくい込んでいることになる：

•• そのプレーヤーの直前のストロークの結果作られた自らのピッチマー
クの中にある。

•• 球の一部が地表面以下にある。

球が自らのピッチマークの中にあるのか、別の球によって作られたピッチ
マークの中にあるのかどうかプレーヤーがはっきりと分からない場合、
入手できる情報からその球は自らのピッチマークの中にあると結論づけ
ることが合理的である場合には、その球は地面にくい込んでいるものと
して扱うことができる。

プレーヤーの直前のストローク以外の結果として球が地表面以下にある
場合、その球は地面にくい込んでいることにはならない。例えば：

•• 誰かに踏まれて球が地面に押し込まれた。

•• 球が空中に飛ぶことなくそのまま地面にくい込んだ。

•• 規則に基づいて救済を受けるときにドロップした球が地面にくい込ん
だ。

地表面

球が地面にくい込んでいる
球(自らのピッチマークの中にある)の一部が
地表面以下にある。

球が地面にくい込んでいない
球が芝の中にあるが、球の一部が地表面
以下にはないので、救済はない。

球が地面にくい込んでいる
球が土に触れていないという事実にかかわらず、
球(自らのピッチマークの中にある)の一部が
地表面以下にある。

図16.3a：球が地面にくい込んでいる場合

規則 16
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16.3b　地面にくい込んだ球の救済
プレーヤーの球がジェネラルエリアにくい込んで、規則16.3aに基づいて救
済が認められる場合、そのプレーヤーは次の救済エリアに元の球か別の球を
ドロップすることにより罰なしの救済を受けることができる(規則14.3参
照)：

•• 基点：ジェネラルエリアで球が地面にくい込んでいる場所の直後の箇所。

•• 基点から計測する救済エリアのサイズ：1クラブレングス。しかし、次の
制限がある：

•• 救済エリアの場所に関する制限：

»» ジェネラルエリアでなければならない。

»» 基点よりホールに近づいてはならない。

委員会の措置、セクション8；ローカルルールひな型F-2(委員会は、フェア
ウェイの芝の長さかそれ以下の区域の地面にくい込んだ球だけに救済を認め
るローカルルールを採用することができる)参照。

規則16.3に違反して誤所から球をプレーしたことに対する場合：規則14.7a
に基づく一般の罰。

規則 16
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ホールの方向

球が地面
にくい込んで
いる場所の
直後の箇所 救済エリア

•�球がジェネラルエリアの地面にくい込んでいる場合、罰なしの救済を受けることがで
きる。
• �救済を受けるための基点は球が地面にくい込んでいる場所の直後の箇所である。
• �救済エリアは基点から1クラブレングスで、その基点よりホールに近づかない、ジェネ
ラルエリアでなければならない。
• �球をその救済エリア内にドロップし、球はその救済エリア内に止まらなければならな
い。

図16.3b：地面にくい込んだ球に対する罰なしの救済

 16.4　�救済が認められる状態の中にあるかどうかを確かめる 
	ために球を拾い上げる

プレーヤーが自分の球は規則15.2、規則16.1または規則16.3に基づいて罰な
しの救済が認められる状態にあると合理的に考えているが、その球を拾い上
げずにその状態を決定することができない場合：

•• プレーヤーは救済が認められるのかどうかを確かめるためにその球を拾い
上げることができる。しかし：

•• その球の箇所をまずマークしなければならず、そして拾い上げた球をふい
てはならない(ただし、パッティンググリーン上を除く)(規則14.1参照)。

規則 16



271

規則16.1 詳説：異常なコース状態(動かせない障害物を含む)
16.1/1 – 異常なコース状態からの救済はその状況が改善される結果と
なることもあれば、改悪される結果となることもある
規則16.1に基づいて救済を受けるときに、プレーヤーがより良いライ、意図す
るスイング区域、あるいはプレーの線を享受する場合、それはプレーヤーに
とって幸運である。規則16.1では、救済を受けた後に同じ状況を維持すること
をプレーヤーに求めていない。

例えば、ラフにあるスプリンクラーヘッド(動かせない障害物）からの救済を受
けるとき、プレーヤーの完全な救済のニヤレストポイントや救済エリアの場所
がフェアウェイとなるかもしれない。その結果、プレーヤーが球をフェアウェ
イにドロップすることができるようになったとしても、そのことは認められ
る。

同じ状況で、完全な救済のニヤレストポイントや救済エリアが岩石の区域とな
る場合など、救済を受ける前と比べて、救済を受けた後にプレーヤーにとって
その状況が有利ではなくなることがある。

この合理的な考えなしにプレーヤーが球を拾い上げた場合(ただし、パッ
ティンググリーン上でプレーヤーが規則13.1bに基づいて拾い上げることが
できる場合を除く)、1罰打を受ける。

救済が認められ、プレーヤーが救済を受ける場合、そのプレーヤーが球を拾
い上げる前にその球の箇所をマークしなかったり、拾い上げた球をふいたと
しても、罰はない。

救済が認められない場合、またはプレーヤーが認められている救済を受けな
いことを選んだ場合：

•• プレーヤーが球を拾い上げる前にその球の箇所をマークしなかったり、認
められていないのに拾い上げた球をふいた場合、プレーヤーは1罰打を受
ける。

•• その球を元の箇所にリプレースしなければならない(規則14.2参照)。

規則16.4に違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則14.7aに
基づく一般の罰。

規則 16
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16.1/2 – 最初の状態からの完全な救済を受けた後で、2つ目の異常な
コース状態による障害が存在する場合、さらなる救済を受けることがで
きる
プレーヤーが１つの異常なコース状態からの完全な救済を受けた後で、2つ目
の異常なコース状態の障害がある場合、その２つ目の状況は新しい状況であ
り、そのプレーヤーは規則16.1に基づいて再び救済を受けることができる。

例えば、ジェネラルエリアで、一時的な水の区域がお互いすぐ近くに２つあ
り、プレーヤーはその一方の区域が障害となっていたが、もう一方の区域は障
害となっていなかった。そのプレーヤーは規則16.1に基づいて救済を受け、そ
の球は最初の一時的な水の区域の障害がもはや存在しない救済エリアの中の箇
所に止まったが、2つ目の一時的な水の区域が障害となっていた。

そのプレーヤーはその球をあるがままにプレーするか、規則16.1に基づいて２
つ目の一時的な水の区域からの救済を受けることができる。

一度救済を受けた後で、その他の異常なコース状態による障害があった場合に
も同じ結果が適用される。

16.1/3 – 2つの状態による障害が存在する場合、プレーヤーはどちらの
状態から救済を受けるか選ぶことができる
プレーヤーに同時に２つの状態の障害がある状況があり、そうした状況では、
そのプレーヤーはどちらの状態から救済を受けるか選ぶことができる。1つの
状態から救済を受けた後で、２つ目の状態による障害が存在する場合、そのプ
レーヤーはその後でその２つ目の状態から救済を受けることができる。

そのことの一部の例は次の場合を含む：

•• ジェネラルエリアで、動かせない障害物がプレーヤーの意図するスイング区
域の障害となっており、その球は修理地と定められた区域の中に止まってい
た。

プレーヤーは最初に規則16.1に基づいて動かせない障害物からの救済を受
け、修理地がその動かせない障害物からの救済エリアの一部であればその修
理地に球をドロップした後で、その修理地の中でその球をあるがままにプ
レーするか、規則16.1bに基づいて救済を受けることができる。

逆に、プレーヤーは修理地からの救済を受け、動かせない障害物の障害が依
然として存在する場合には、その動かせない障害物からの救済を受けること
ができる。

•• プレーヤーの球はジェネラルエリアの修理地の中で地面にくい込んでいた。

規則 16
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そのプレーヤーには、修理地の障害について規則16.1に基づいて救済を受け
るか、地面にくい込んだ球について規則16.3に基づいて救済を受けるかの選
択肢がある。

しかしながら、そうした状況では、プレーヤーが各状態による障害から続けて
救済を受けたときに、どうしても救済を受ける前の状態に戻ってしまう状況を
除いて、プレーヤーは1回の処置で、両方の状態からの統合した完全な救済の
ニヤレストポイントによって決められた単独の救済エリアに球をドロップする
ことで、同時に2つの状態からの救済を受けることはできない。

16.1/4 – 球が動かせない障害物の高架の部分にある場合に救済を受け
る方法
球が動かせない障害物の高架の部分にある場合、完全な救済のニヤレストポイ
ントはその動かせない障害物の下の地面となる。それは完全な救済のニヤレス
トポイントを決めることを容易にし、完全な救済のニヤレストポイントが近く
の木の枝の上となることを避けるためである。

例えば、球がジェネラルエリアで動かせない障害物の高架の部分(深い谷に架か
る歩道橋や吊り橋など)にあった。

プレーヤーがこの状況で救済を受けることを選ぶ場合、垂直距離は無視され、
完全な救済のニヤレストポイント(X点)は球がその動かせない障害物にある真下
の地面となる(ただし、その地点で規則16.1aに定められている障害がないこと
を条件とする)。そのプレーヤーはX点を基点として用いて決められる救済エリ
アに球をドロップすることによって規則16.1bに基づいて救済を受けることが
できる。

X点にある球について、その動かせない障害物の一部(支柱など)が障害となる場
合、プレーヤーはX点を球の箇所として完全な救済のニヤレストポイントを決
定し、その後に規則16.1bに基づいて救済を受けることができる。

球が地下にあり、動かせない障害物の障害がある場合については詳説16.1/5を
参照。

16.1/5 – 球が異常なコース状態の中の地下にある場合の完全な救済の
ニヤレストポイントの計測方法
球が異常なコース状態(トンネルなど)の中で地下にある場合の処置は、球が高
架の部分にある場合とは異なる。球が地下にある場合、完全な救済のニヤレス
トポイントの決定は垂直距離と水平距離を考慮しなければならない。場合に
よって、完全な救済のニヤレストポイントはそのトンネルの入り口となること
もあれば、球がトンネルの中にある場所の真上の地面となることもある。
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球が動かせない障害物の高架の部分にある場合については詳説16.1/4を参照。

16.1/6 – 球が水の中で動いている場合、プレーヤーは完全な救済のニ
ヤレストポイントを決めることを待つことができる
球が一時的な水の中で動いている場合、プレーヤーが規則16.1に基づいて救済
を受けるときに、その動いている球を拾い上げることを選ぶか、別の球に取り
替えることを選ぶかどうかにかかわらず、そのプレーヤーはプレーを不当に遅
らせない限り、完全な救済のニヤレストポイントを決める前にその球がより良
い箇所に動いていくことを許すことが認められる(規則10.1d例外3と規則
5.6a)。

例えば、プレーヤーの球がフェアウェイを横断する一時的な水の中で動いてい
た。プレーヤーが球のところに到着したときにその球はA点にあったが、その
球がそのまま5ヤードほど離れたB点に動いていけば、A点で救済を受けるとき
に比べて、自分の完全な救済のニヤレストポイントがずっと良い箇所になるこ
とに気づいた。

プレーヤーがプレーを不当に遅らせない限り(規則5.6a)、そのプレーヤーはそ
の球がB点に到達するまで救済処置を始めるのを遅らせることが認められる。

16.1a(3)/1 – 異常なストローク方法で障害物が障害となるときにも救
済を受けることができる場合がある
プレーヤーは与えられた状況に対応するため、場合によっては自分の球をプ
レーするときに異常なスイング、スタンス、あるいはプレーの方向を選ばなけ
ればならないことがある。その異常なストロークがその与えられた状況におい
て明らかに不合理ではない場合、そのプレーヤーは規則16.1に基づいて罰なし
の救済を受けることが認められる。

例えば、ジェネラルエリアで、右利きのプレーヤーの球がホールの左側の境界
物の近くにあったので、そのプレーヤーはホールに向けてプレーするために左
打ちのスイングを行わなければならなかった。その左打ちのスイングを行うと
き、動かせない障害物がそのプレーヤーのスタンスの障害となっていた。

この状況において、左打ちのスイングを用いることは明らかに不合理ではない
ので、そのプレーヤーはその動かせない障害物からの救済が認められる。

その左打ちのスイングについての救済処置が終わった後で、そのプレーヤーは
次のストロークで通常の右打ちのスイングを用いることができる。その動かせ
ない障害物がその右打ちのスイングについて障害となる場合、そのプレーヤー
は規則16.1bに基づいてその右打ちのスイングについて救済を受けることがで
きるし、あるいはその球をあるがままにプレーすることもできる。

規則 16



275

16.1a(3)/2 – プレーヤーは状態からの救済を受けるために明らかに不
合理なストロークを用いることはできない
プレーヤーは異常なコース状態からの救済を受けるために明らかに不合理なス
トロークを用いることはできない。そのプレーヤーのストロークが与えられた
状況に明らかに不合理な場合、規則16.1に基づく救済は認められず、そのプ
レーヤーはその球をあるがままにプレーするか、アンプレヤブルの球の救済を
受けなければならない。

例えば、ジェネラルエリアで、右利きのプレーヤーの球が悪いライに止まっ
た。近くにあった動かせない障害物はそのプレーヤーの通常の右打ちのスト
ロークには障害とならないが、左打ちのストロークには障害となっていた。そ
のプレーヤーは次のストロークを左打ちで行うつもりであることを述べ、そう
した左打ちのストロークではその動かせない障害物が障害となるので、規則
16.1bの救済が認められると考えていた。

しかしながら、そのプレーヤーが左打ちのストロークを用いる唯一の理由は救
済を受けて悪いライから逃れるためであり、その左打ちのストロークは明らか
に不合理であるので、そのプレーヤーは規則16.1bに基づき救済を受けること
は認められない(規則16.1a(3))。

同じ原則が、明らかに不合理なスタンス、プレーの方向、あるいはクラブ選択
を用いることにも適用される。

16.1a(3)/3 – 球が動物の穴の中の地下にある場合の規則16.1a(3)の
適用
動物の穴の中の地下にある球について規則16.1a(3)に基づいて救済を認めない
かどうかの決定では、その裁定はその穴の中の地下の球の位置ではなく、その
穴の入り口に球が止まっていた場合のライに基づいて行われる。

例えば、ジェネラルエリアで、プレーヤーの球は動物の作った穴の中の地下に
止まっていた。その動物の穴の入り口のすぐ近くや、その入り口に覆いかぶさ
るように、大きなブッシュが存在していた。

その動物の穴の入り口の区域の特徴から、その動物の穴がなかったとした場
合、プレーヤーがその球にストロークを行うことは(ブッシュが覆いかぶさって
いることによって)明らかに不合理であったであろう。そうした状況では、その
プレーヤーは規則16.1bに基づいて救済を受けることは認められない。そのプ
レーヤーはその球をあるがままにプレーするか、規則19(アンプレヤブルの球)
に基づいて処置しなければならない。

その球が動物の穴の中にあるが、地下ではない場合、その球をプレーすること
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が明らかに不合理であるかどうか、そして規則16.1a(3)が適用されるかどうか
を決めるとき、その球の箇所が用いられる。規則16.1a(3)が適用されない場
合、そのプレーヤーは規則16.1bに基づいて罰なしに救済を受けることができ
る。同じ原則が、動かせない障害物の中の地下にある球にも適用される。

16.1b/1 – 球が異常なコース状態の中の地下にある場合の救済処置
球が異常なコース状態に入り、地下に止まった(そして規則16.1a(3)が適用され
ない)場合、適用される救済処置はその球がジェネラルエリアにあるのか(規則
16.1b)、バンカーにあるのか(規則16.1c)、ペナルティーエリアにあるのか(規則
17.1c)、あるいはアウトオブバウンズなのか(規則18.2b)による。

救済を受けられるかどうか、そして救済を受ける方法の例は次の通り：

•• 球はグリーン横のバンカーにある入り口から動物の穴に入り、そのパッティ
ンググリーンの真下に止まっているのが見つかった。その球はバンカーの中
でもパッティンググリーン上でもないので、ジェネラルエリアにある球につ
いての規則16.1bに基づいて救済を受けることになる。その球がその動物の
穴の中にある箇所を完全な救済のニヤレストポイントの決定に用いて、その
救済エリアはジェネラルエリアでなければならない。

•• 球はアウトオブバウンズの箇所の入り口から動物の穴に入った。その穴の一
部はインバウンズであり、ジェネラルエリアであった。その球はインバウン
ズの地下、ジェネラルエリアで見つかった。ジェネラルエリアにある球につ
いての規則16.1bに基づいて救済を受けることになる。その球がその動物の
穴の中にある箇所を完全な救済のニヤレストポイントの決定に用いて、その
救済エリアはジェネラルエリアでなければならない。

•• 球はジェネラルエリアの入り口から動物の穴に入ったが、境界フェンスから
30cmほどしか離れていない入り口からであった。その動物の穴はそのフェ
ンスの下に向かって急傾斜となっていたので、その球は境界線を越えて止
まっていたのが見つかった。その球はアウトオブバウンズであるので、その
プレーヤーは1罰打を加え、直前のストロークを行った場所から球をプレー
することによってストロークと距離の救済を受けなければならない(規則
18.2b)。

•• 球はジェネラルエリアの入り口から動物の穴に入ったかもしれなかったが、
見つかっていない球がその異常なコース状態の中にあることが「分かってい
る、または事実上確実」ではなかった。この状況では、その球は紛失とな
り、そのプレーヤーは1罰打を加え、直前のストロークを行った場所から球
をプレーすることによってストロークと距離の救済を受けなければならない
(規則18.2b)。
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16.1c/1 – プレーヤーが最大限の救済を受けた；その後、後方線上の救
済を受けることに決める 
プレーヤーが最大限の救済を受ける場合、そのプレーヤーには依然として異常
なコース状態による障害が残ることになり、1罰打で後方線上の処置を用いる
ことによって更なる救済を受けることができる。プレーヤーがそうすることに
決めた場合、その後方線上の救済のための基点は最大限の救済を受けた後でそ
の球が止まっている場所となる。

16.1c/2 – プレーヤーは球を拾い上げた後、球をインプレーに戻す前
に救済の選択肢を変えることができる
プレーヤーが規則16.1cに基づいて救済を受けるため自分の球を拾い上げた場
合、その選択肢に基づいて元の球をインプレーにしたり、あるいは別の球に取
り替えるまでは、意図していた規則16.1cに基づく選択肢にとらわれない。

例えば、プレーヤーはバンカー内の一時的な水からの救済を受けることを選
び、そのバンカーの中で罰なしの救済を受けるつもりでその球を拾い上げた(規
則16.1c(1))。そのプレーヤーは、その後、規則が求めているそのバンカーの中
で球をドロップする場所はとても難しいショットを必要とすることに気づい
た。

その球を拾い上げた後で、球をインプレーに戻す前であれば、当初の意図が規
則16.1c(1)に基づいて救済を受けることであったとしても、そのプレーヤーは
この規則の２つの選択肢のいずれかを選ぶことができる。

規則16.3 詳説：地面にくい込んでいる球
16.3a(2)/1 – 球が自らのピッチマークにくい込んでいるかどうかの結論
付け
プレーヤーが規則16.3bに基づいて救済を受けるためには、その球が自らの
ピッチマークの中にあると結論付けることが合理的でなければならない。

球が自らのピッチマークの中に止まっていると結論付けることが合理的である
例は、プレーヤーのアプローチショットがパッティンググリーンの少し手前の
ジェネラルエリアの柔らかい地面に落ちた場合である。プレーヤーはその球が
前に跳ねて、バックスピンで戻ったのが見えた。プレーヤーが球のところに到
着したとき、その区域にある唯一のピッチマークの中に球がくい込んでいるの
が見えた。その球がバックスピンで戻って自らのピッチマークに入ったと結論
付けることは合理的であるので、プレーヤーは規則16.3bに基づいて救済を受
けることができる。
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しかしながら、プレーヤーのティーショットがフェアウェイに落ち、その球が
跳ねて丘を越え、ティーからは見えない場所でピッチマークの中にあるのが見
つかった場合、その球が自らのピッチマークの中にあると結論付けることは合
理的ではなく、そのプレーヤーは規則16.3bに基づいて救済を受けることは認
められない。

16.3b/1 – 球の直後の箇所がジェネラルエリアではない場合の地面にく
い込んだ球の救済
ジェネラルエリアでプレーヤーが地面にくい込んだ球からの救済を受けること
ができる場合、球が地面にくい込んでいる場所の直後の箇所がジェネラルエリ
アではない状況がある。

そのようなことが起きた場合、救済処置はプレーヤーに球が地面にくい込んで
いる場所の直後の箇所からホールに近づかない最も近い箇所をジェネラルエリ
アに見つけることを要求し、この箇所が規則16.3bに基づく救済エリアを定め
るための基点となる。

この箇所は通常は球が地面にくい込んでいる場所の直後の箇所のすぐ近くにな
るが、一方で、幾分その箇所から離れることもありえる(例えば、球がペナル
ティーエリアのすぐ外にくい込んでいて、ペナルティーエリアの形状によって
は、ジェネラルエリアでホールに近づかない箇所を見つけるためには右または
左にいくらか距離をとることが必要となるかもしれない)。

この処置は球がインバウンズにあるがアウトオブバウンズのすぐ近くに球がく
い込んだり、バンカーのすぐ上のへりや壁に球がくい込んだ場合にも適用とな
る。(新)
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規則 17

 17.1　ペナルティーエリアの球の選択肢
ペナルティーエリアは赤か黄のいずれかで標示する。この色はプレーヤーの
救済の選択肢に影響する(規則17.1d参照)。

プレーヤーはペナルティーエリアからの救済を受けた後を含め、ペナル
ティーエリアの外の球をプレーするためにそのペナルティーエリアの中に立
つことができる。

17.1a　球がペナルティーエリアにある場合
次の場合、球はペナルティーエリアにある：

•• 球の一部がペナルティーエリアの縁の内側の地面、または他の物(例え
ば、自然物や人工物)の上にある、または触れている。

•• 球の一部がペナルティーエリアの縁や、ペナルティーエリアの他の部分の
上方にある。

球の一部がペナルティーエリアと別のコースエリアの両方にある場合は規則
2.2c参照。

17.1b　プレーヤーはペナルティーエリアから球をあるがままにプ
レーするか、または罰ありの救済を受けることができる
プレーヤーは次のいずれかをすることができる：

•• ジェネラルエリアにある球に適用する同じ規則に基づいて罰なしに球をあ
るがままにプレーする(つまりペナルティーエリアから球をどのようにプ
レーできるかを制限する特定の規則はない)。

規則の目的：

規則 

規則17はペナルティーエリア(球が紛失したり、プレー不能となったりする
ことが多い水域や、委員会が定めた他のエリア)に対する特別規則である。プ
レーヤーはそのペナルティーエリアの外からプレーするために1罰打で特定
の救済の選択肢を使用することができる。

ペナルティーエリア17
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規則 17

•• 規則17.1dか規則17.2に基づいて罰ありの救済を受けることによりそのペ
ナルティーエリアの外から球をプレーする。

例外－ペナルティーエリアのプレー禁止区域による障害から救済を受けなけ
ればならない(規則17.1e参照)。 

17.1c　ペナルティーエリアにあるが、見つからない球に対する救済
プレーヤーの球が見つかっておらず、ペナルティーエリアに止まったことが
「分かっている、または事実上確実」である場合：

•• プレーヤーは規則17.1dか規則17.2に基づいて罰ありの救済を受けること
ができる。

•• プレーヤーがこの方法で救済を受けるために別の球をインプレーにした時点
で：

»» 元の球はもはやインプレーではなく、プレーしてはならない。

»» このことは、その後、捜索時間の3分が終了する前に元の球がコースで
見つかった場合でも同じである(規則6.3b参照)。

しかし、球がペナルティーエリアに止まって紛失したことが「分かってい
る、または事実上確実」ではない場合、プレーヤーは規則18.2に基づくスト
ロークと距離の救済を受けなければならない。

17.1d　ペナルティーエリアの球に対する救済
プレーヤーの球がペナルティーエリアにある場合(見つかっていなくてもペナ
ルティーエリアにあることが「分かっている、または事実上確実」な場合を含
む)、プレーヤーには次の救済の選択肢がある。それぞれ1罰打で：

(1)	ストロークと距離の救済。プレーヤーは直前のストロークを行った場所
から元の球か別の球をプレーすることができる(規則14.6参照)。

(2)	後方線上の救済。プレーヤーは元の球か別の球(規則14.3参照)を、元の球
がそのペナルティーエリアの縁を最後に横切った地点とホールを結ぶ線
上で、そのペナルティーエリアの外にドロップすることができる(球をド
ロップすることができる後方の距離に制限はない)。ドロップしたときに
その球が最初に地面に触れた線上の箇所が救済エリアを定め、その救済
エリアはその地点からどの方向にも1クラブレングスとなる。しかし、次
の制限がある。
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•• 救済エリアの場所に関する制限：

»» 元の球がペナルティーエリアの縁を最後に横切ったと推定した地点
よりホールに近づいてはならない。

»» 同じペナルティーエリア以外であれば、どのコースエリアでもよ
い。しかし、

»» ドロップしたときに球が最初に触れたのと同じコースエリアでなけ
ればならない。

X

X

1
2

罰 打

基点
ドロップした球が最初に線上に触れた箇所

救済エリア

球がペナルティーエリアに
入った地点

図#1 17.1d：イエローペナルティーエリアの球に対する救済

球がイエローペナルティーエリアにあることが分かっているか、事実上確実で、プレー
ヤーが救済を受けたい場合、そのプレーヤーは2つの選択肢がある。それぞれ1罰打
でプレーヤーは次のことができる：
(1) �直前のストロークを行った場所に基づき救済エリアから球をプレーすることによっ
てストロークと距離の救済を受ける。

(2) �ホールとX点を結んだ後方線上のペナルティーエリアの外に球をドロップすること
によって後方線上の救済を受ける。
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X
2

3

1

X

基点

球がペナルティーエリアに入った地点
 ドロップした球が最初に線上に触れた箇所

救済エリア

罰 打

図#2 17.1d：レッドペナルティーエリアの球に対する救済

球がレッドペナルティーエリアにあることが分かっているか、事実上確実で、プレー
ヤーが救済を受けたい場合、プレーヤーには3つの選択肢がある。それぞれ1罰打で、
プレーヤーは次のことができる。
(1) �直前のストロークを行った場所に基づき救済エリアから球をプレーすることによっ
てストロークと距離の救済を受ける。

(2) �ホールとX点を結んだ後方線上のペナルティーエリアの外に球をドロップすること
によって後方線上の救済を受ける。

(3) �ラテラル救済を受ける(レッドペナルティーエリアに限る)。救済を受けるための基点
はX点で、球は2クラブレングスでX点よりホールに近づかない救済エリアの中にド
ロップし、その中からプレーしなければならない。
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(3)	ラテラル救済(レッドペナルティーエリアに限る)。球がレッドペナル
ティーエリアの縁を最後に横切った場合、プレーヤーは元の球か別の球
を次のラテラル救済エリアにドロップすることができる(規則14.3参照)：

•• 基点：元の球がそのレッドペナルティーエリアの縁を最後に横切った
と推定した地点。

•• 基点から計測する救済エリアのサイズ：2クラブレングス。しかし、次
の制限がある：

•• 救済エリアの場所の制限：

»» 基点よりホールに近づいてはならない。

»» 同じペナルティーエリア以外であればどのコースエリアでもよい。•
しかし、

»» 基点から2クラブレングス以内にコースエリアが複数ある場合、球
はその球を救済エリアにドロップしたときに最初に触れたのと同じ
コースエリアの救済エリアに止まらなければならない。

規則25.4m (車輪付きの移動器具を使うプレーヤーのために、規則
17.1d(3)はラテラル救済エリアを4クラブレングスに拡大するよう修正さ
れる)を参照。

委員会の措置、セクション8；ローカルルールひな型B-2(委員会はホール
から等距離にあるレッドペナルティーエリアの反対側でのラテラル救済
を認めるローカルルールを採用することができる)参照。
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17.1e　ペナルティーエリアのプレー禁止区域による障害から救済を
受けなければならない
次の各状況の場合、プレーヤーはあるがままに球をプレーしてはならない：

(1)	球がペナルティーエリアのプレー禁止区域にある場合。そのプレーヤーは規
則17.1dまたは規則17.2に基づいて罰ありの救済を受けなければならない。

この規則に基づいて救済を受けた後にそのプレーヤーがプレー禁止区域
からの障害を受ける場合、その球をあるがままにプレーしてはならな
い。そのプレーヤーは規則16.1f(2)に基づいてさらに救済を受けなければ
ならない。

(2)	コース上のプレー禁止区域がペナルティーエリアの球に対するスタンス
やスイングの障害となる。プレーヤーの球がプレー禁止区域(異常なコー
ス状態にあるかペナルティーエリアにあるかにかかわらず)の外のペナル
ティーエリアにあるが、そのプレー禁止区域がそのプレーヤーの意図す
るスタンス区域や意図するスイング区域の障害となっている場合、プ
レーヤーは次のいずれかの処置をとらなければならない： 

•• 規則17.1dまたは規則17.2に基づきそのペナルティーエリアの外で罰
ありの救済を受ける。

•• 元の球か別の球をそのペナルティーエリアの次の救済エリア(救済エリ
アがある場合)にドロップすることにより罰なしの救済を受ける(規則
14.3参照)：

»» 基点：そのプレー禁止区域からの完全な救済のニヤレストポイント。

»» 基点から計測する救済エリアのサイズ：1クラブレングス。しか
し、次の制限がある：

»» 救済エリアの場所に関する制限：

–– 球が止まっている同じペナルティーエリアでなければならない。

–– 基点よりホールに近づいてはならない。
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(3)	明らかに不合理な場合、救済はない。

次の場合は(2)に基づくプレー禁止区域による障害からの罰なしの救済は
ない：

•• プレーヤーが罰なしの救済を受けることが認められていない状態が理
由で球をあるがままにプレーすることが明らかに不合理な場合(例え
ば、球がブッシュの中にあるためそのプレーヤーがストロークを行う
ことができない場合)。

•• プレーヤーがその状況下では明らかに不合理なクラブ、スタンスやス
イングの種類、プレーの方向を選択することによってのみ、障害が生
じる場合。

ペナルティーエリア以外の場所にある球に対してプレー禁止区域による障害
がある場合にすることについては規則16.1f参照。

規則17.1に違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則14.7aに
基づく一般の罰。

 17.2　ペナルティーエリアから球をプレーした後の選択肢
17.2a　ペナルティーエリアからプレーした球が同じペナルティーエリ
アか、別のペナルティーエリアに止まった場合
ペナルティーエリアからプレーした球が同じペナルティーエリアか、別のペ
ナルティーエリアに止まった場合、その球をあるがままにプレーすることが
できる(規則17.1b参照)。

または、1罰打で、プレーヤーは次の選択肢に基づいて救済を受けることが
できる：

(1)	通常の救済の選択肢。プレーヤーは規則17.1d(1)に基づくストロークと
距離の救済か規則17.1d(2)に基づく後方線上の救済を受けることがで
き、またレッドペナルティーエリアについては規則17.1d(3)に基づくラ
テラル救済を受けることができる。 

規則17.1d(2)か(3)に基づき、救済エリアを決定するために使用する推定
される地点はその元の球が今あるペナルティーエリアの縁を最後に横
切った所となる。
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プレーヤーがストロークと距離の救済を受けるために球をペナルティー
エリアにドロップしたが(規則14.6参照)、その後でそのドロップした球が
止まった所からプレーしないことにした場合：

•• プレーヤーは、規則17.1d(2)か、(3)(レッドペナルティーエリアの場
合)、または17.2a(2)に基づいてそのペナルティーエリアの外でさらな
る救済を受けることができる。

•• プレーヤーがそうする場合、そのプレーヤーはさらに1罰打を受けなけ
ればならず、合計で2罰打となる：ストロークと距離の救済を受けたこ
とに対する1打と、ペナルティーエリアの外で救済を受けたことに対す
る1打。

(2)	追加の救済の選択肢：ペナルティーエリアの外で最後にストロークを
行った場所からプレーすること。(1)に基づく通常の救済の選択肢の1つを
使用する代わりに、プレーヤーはそのペナルティーエリアの外で最後に
ストロークを行った場所から元の球か別の球をプレーすることを選択す
ることができる(規則14.6参照)。
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基点
救済エリア

ドロップした球が最初に線上に触れた箇所
球がペナルティーエリアに入った地点

図#1 17.2a：�ペナルティーエリアからプレーした球が同じペナル
ティーエリア内に止まる

プレーヤーはティーイングエリアからペナルティーエリア内のA点にプレーをした。プ
レーヤーはA点からB点にその球をプレーした。プレーヤーが救済を受けることを選ん
だ場合、1罰打で、4つの選択肢がある。プレーヤーは次のことができる：
(1) �直前のストロークを行った場所A点に基づく救済エリアから球をプレーすることに
よってストロークと距離の救済を受け、第4打としてプレーする。

(2) �ホールとX点を結んだ後方線上で、そのペナルティーエリアの外に球をドロップする
ことによって後方線上の救済を受け、第4打としてプレーする。

(3) �ラテラル救済を受ける(レッドペナルティーエリアに限る)。救済を受けるための基点
はX点で、球を2クラブレングスでX点よりホールに近づかない救済エリアの中にド
ロップし、第4打をプレーする。

(4) �プレーヤーがそのペナルティーエリアの外で最後にストロークを行った場所となる
ティーイングエリアから球を第4打としてプレーする。

プレーヤーが選択肢(1)を選んだ後にドロップした球をプレーしないことにした場合、
更に1罰打を加え、合計で2罰打でそのプレーヤーはX点を基に後方線上の救済か、ラ
テラル救済を受けるか、ティーイングエリアから再びプレーすることができ、それは第5
打目となる。
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X 球がペナルティーエリアに入った地点
ドロップした球が最初に線上に触れた箇所
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図#2 17.2a：�ペナルティーエリアからプレーした球が一度出てから
再び同じペナルティーエリア内に止まる

プレーヤーはティーイングエリアからペナルティーエリア内のA点にプレーをした。プ
レーヤーはA点からその球をプレーし、X点を横切ってB点に止まった。プレーヤーが
救済を受けることを選んだ場合、1罰打で、4つの選択肢がある。プレーヤーは次のこと
ができる：
(1) �直前のストロークを行った場所A点に基づく救済エリアから球をプレーすることに
よってストロークと距離の救済を受け、第4打としてプレーする。

(2) �ホールとX点(球が最後にペナルティーエリアの縁を横切った地点)を結んだ線上の
ペナルティーエリアの外に球をドロップすることによって後方線上の救済を受け、
第4打としてプレーする。

(3) �ラテラル救済を受ける(レッドペナルティーエリアに限る)。救済を受けるための基点
はX点となり、球を2クラブレングスでX点よりホールに近づかない救済エリアにド
ロップしてプレーしなければならず、プレーヤーは第4打をプレーする。

(4) �プレーヤーがそのペナルティーエリアの外で最後にストロークを行った場所となる
ティーイングエリアから球を第4打としてプレーする。

プレーヤーが選択肢(1)を選んだ後にドロップした球をプレーしないことにした場合、
更に1罰打を加え、合計で2罰打でそのプレーヤーはX点を基に後方線上の救済か、ラ
テラル救済を受けるか、ティーイングエリアから再びプレーすることができ、それは第5
打目となる。
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17.2b　ペナルティーエリアからプレーした球が、アウトオブバウン
ズ、ペナルティーエリアの外で紛失またはアンプレヤブルとなった場合
プレーヤーがペナルティーエリアから球をプレーした後、元の球が次のいず
れかとなったことにより、ストロークと距離の救済を受けなければならない
場合や、そうすることを選ぶ場合がある：

•• アウトオブバウンズやペナルティーエリアの外で紛失(規則18.2参照)。

•• ペナルティーエリアの外でアンプレヤブル(規則19.2a参照)。

プレーヤーがストロークと距離の救済を受けるために球をペナルティーエリ
アにドロップしたが(規則14.6参照)、その後でそのドロップした球が止まっ
た所からプレーしないことにした場合：

•• プレーヤーは規則17.1d(2)か、(3)(レッドペナルティーエリアの場合)、ま
たは規則17.2a(2)に基づいてそのペナルティーエリアの外でさらなる救済
を受けることができる。

•• プレーヤーがそうする場合、そのプレーヤーはさらに1罰打を受けなけれ
ばならず、合計で2罰打となる：ストロークと距離の救済を受けたことに
対する1打と、ペナルティーエリアの外で救済を受けたことに対する1
打。

プレーヤーは最初に球をそのペナルティーエリアにドロップせずに、そのペ
ナルティーエリアの外で直接そのような救済を受けることができる。しか
し、この場合も合計で2罰打を受ける。

規則17.2に違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則14.7aに
基づく一般の罰。

 17.3　�ペナルティーエリアの球に対して他の規則に基づく救 
済はない

プレーヤーの球がペナルティーエリアにある場合、次に対する救済はない：

•• 異常なコース状態による障害(規則16.1)。

•• 地面にくい込んでいる球(規則16.3)。

•• アンプレヤブルの球(規則19)。

そのプレーヤーの唯一の救済の選択肢は規則17に基づいて罰ありの救済を受
けることである。
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規則17.1 詳説：ペナルティーエリアの球の選択肢
17.1a/1 – ペナルティーエリアかペナルティーエリアに隣接する異常な
コース状態のどちらかで球が紛失
プレーヤーの球がペナルティーエリアの近くに異常なコース状態がある区域で
見つからない場合、プレーヤーは球の場所を決めるときに合理的な判断を用い
なければならない(規則1.3b(2)）。合理的な判断をした後で、その球がそうし
た区域のどちらかに止まったことは「分かっている、または事実上確実」だ
が、その可能性はどちらも同じ場合、そのプレーヤーは規則17に基づいて罰あ
りの救済を受けなければならない。

17.1d(3)/1 – ラテラル救済を受けるときにプレーヤーはペナルティーエ
リアを横断して計測できる
球が幅の狭いレッドペナルティーエリアの縁を最後に横切った場合のラテラル
救済を受けるとき、プレーヤーは救済エリアのサイズを定める際に、基点から
の2クラブレングスを、そのペナルティーエリアを横断して計測することが可
能な場合がある。しかしながら、基点から計測した2クラブレングス以内のペ
ナルティーエリアの部分は、救済エリアの一部とはならない。

17.1d(3)/2 – 球がペナルティーエリアの縁を最後に横切ったと推定した
場所に基づいてプレーヤーは球をドロップしたが、それは間違った地点
であったことが判明した
球がペナルティーエリアの縁を最後に横切った地点が分からない場合、プレー
ヤーはその基点を決めるために自分の合理的な判断を用いなければならない。

規則1.3b(2)に基づいて、そのプレーヤーの合理的な判断は、たとえその基点が
間違いであったことが判明したとしても受け入れられる。しかしながら、その
プレーヤーがストロークを行う前に、その基点が間違っていたことが分かり、
その誤りを訂正しなければならない状況もある。

例えば、ストロークプレーで、プレーヤーの球はレッドペナルティーエリアの
中にあることが「分かっている、または事実上確実」であった。プレーヤーは
同組の他のプレーヤーと相談した後で、球がそのレッドペナルティーエリアの

しかし、危険な動物の状態がペナルティーエリアの球のプレーに対して障害
となる場合、そのプレーヤーはペナルティーエリアで罰なしの救済、または
ペナルティーエリアの外で罰ありの救済を受けることができる(規則16.2b(2)
参照)。
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縁を最後に横切った地点を推定した。プレーヤーはラテラル救済を受け、その
推定した基点に基づいた救済エリアに球をドロップした。

しかし、ドロップした球にストロークを行う前に、その組のプレーヤーの一人
がそのペナルティーエリアの中でプレーヤーの球を見つけ、その位置はその球
がプレーヤーが推定した基点よりも20ヤードほどホールに近い地点でそのペナ
ルティーエリアの縁を最後に横切ったことを示していた。

その情報はプレーヤーがドロップした球にストロークを行う前に知るところと
なったので、そのプレーヤーは規則14.5(球を取り替える、リプレース、ドロッ
プ、プレースするときの誤りを訂正すること）に基づいてその誤りを訂正しな
ければならない。その訂正では、プレーヤーはその正しい基点について規則
17.1に基づいて処置しなければならず、規則17.1に基づくいずれの救済の選択
肢でも使うことができる(規則14.5b(2)参照）。

規則17.2 詳説：ペナルティーエリアから球をプレーした後の選択
肢
17.2b/1 – 規則17.2bによって認められる救済の選択肢の例

A

B

X

X

Y

球がペナルティー
エリアに入った地点
基点

アウトオブ
バウンズ

図に示されるように、プレーヤーはティーイングエリアからプレーし、球は
レッドペナルティーエリアのA点に止まった。プレーヤーはそのペナルティー
エリアからプレーすることを選んでプレーしたところ、球はアウトオブバウン
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ズであるB点に止まった。

プレーヤーはA点を救済エリアのための基点として用いて規則18.2bに基づいて
ストロークと距離の救済を受けることができ、次は４打目となる。

プレーヤーが球をそのペナルティーエリアの中に戻してドロップすることでス
トロークと距離の救済を受ける場合、その後でドロップした球をその球が止
まったところからプレーしないことに決めたときは：

•• プレーヤーは規則17.1d(2)に基づいてそのペナルティーエリアの外側の点線
X-Y上のどこかで後方線上の救済を受けること、規則17.1d(3)に基づいてX点
を基点として用いてラテラル救済を受けること、あるいは規則17.2a(2)に基
づいてそのペナルティーエリアの外で最後にストロークを行った場所(この
ケースではティーイングエリア）から別の球をプレーすることができる。

•• プレーヤーがこうした3つの選択肢のうちの1つを選ぶ場合、そのプレーヤー
はさらに1罰打を受け、合計で2罰打となる：ストロークと距離の救済を受け
るための1打に加え、後方線上の救済、ラテラル救済、あるいはそのペナル
ティーエリアの外で最後にストロークを行った場所(このケースではティーイ
ングエリア）から別の球をプレーすることについての1打。したがって、プ
レーヤーはいずれの選択肢に基づく場合でも、次は5打目をプレーすること
になる。

プレーヤーには最初に球をそのペナルティーエリアの中にドロップせずにその
ペナルティーエリアの外で救済を受ける選択肢もあるが、そうするためには依
然として合計で2罰打を受けることになる。
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 18.1　�ストロークと距離の罰に基づく救済はいつでも認めら
れる

いつでも、プレーヤーは、1罰打を加え、直前のストロークが行われた場所
から元の球か別の球をプレーすることによって、ストロークと距離の救済を
受けることができる(規則14.6参照)。

プレーヤーは常にストロークと距離の救済の選択肢を持っている：

•• プレーヤーの球がコース上のどこにあっても。

•• 規則がプレーヤーに特定の方法で救済を受けることや、特定の場所からプ
レーすることを求めている場合であっても。

プレーヤーがストロークと距離の罰に基づいて別の球をインプレーにした時
点で(規則14.4参照)：

•• 元の球はもはやインプレーの球ではなく、プレーしてはならない。

•• このことは、その後、元の球が3分の捜索時間(規則6.3b参照)が終了する
前にコース上で見つかったとしても同じである。

しかし、このことはプレーヤーが次の場合に直前のストロークを行った所か
らプレーすることになる球には適用しない：

•• プレーヤーが暫定球のプレーを宣言する場合(規則18.3b参照)。

•• 規則14.7bや規則20.1c(3)に基づいてストロークプレーで第2の球をプレー
する場合。

規則の目的：

規則 

規則18は、ストロークと距離の罰に基づく救済を受けることを扱っている。
球がペナルティーエリア以外の場所で紛失したり、アウトオブバウンズに止
まった場合、ティーイングエリアからホールへとプレーすることの連続性が
途絶える；そのプレーヤーは直前にストロークを行った場所から再びプレー
をすることによってその連続性を取り戻さなければならない。

この規則はインプレーの球がアウトオブバウンズとなったかもしれない、ま
たはペナルティーエリア以外の場所で紛失したかもしれない場合に時間節約
のために暫定球をプレーすることができる場合と方法を扱っている。

ストロークと距離の救済、紛失球、
アウトオブバウンズ、暫定球18
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 18.2　�球が紛失またはアウトオブバウンズ：ストロークと距
離の救済を受けなければならない

18.2a　球が紛失またはアウトオブバウンズとなる場合
(1)	球が紛失となる場合。プレーヤー、またはそのキャディーが球を捜し始
めてから3分以内に見つけることができなければ、その球は紛失となる。

球がその時間内に見つかったが、それがプレーヤーの球であるかどうか
はっきりしない場合：

•• プレーヤーは速やかにその球の確認(規則7.2参照)をしようとしなけれ
ばならず、3分の球の捜索時間が終わった後であっても、確認をするた
めの合理的な時間が認められる。

•• このことには、球が見つかった場所にプレーヤーがいない場合に球の
所に行くための合理的な時間が含まれる。

プレーヤーが合理的な時間内に球を自分の球と確認できない場合、その
球は紛失となる。

(2)	球がアウトオブバウンズとなる場合。止まっている球全体がコースの境
界縁の外にある場合にのみ、その球はアウトオブバウンズとなる。

次の場合、球はインバウンズとなる：

•• 球の一部が境界縁の内側の地面やその他の物(例えば、自然物や人工物)
の上にあるか触れている。

•• 球の一部が境界縁やコースの他の部分の上方にある場合。

プレーヤーはコース上の球をプレーするためにアウトオブバウンズに立
つことができる。
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球は球全体がコースの境界縁の外にある場合にのみアウトオブバウンズとなる。この
図では球がいつインバウンズで、いつアウトオブバウンズとなるのかを明示している。

アウトオブバウンズ アウトオブバウンズ

コースコース

インバウンズの球

アウトオブバウンズの球

図18.2a：球がアウトオブバウンズとなる場合

境界縁は杭のコース側を地表レベルで結
んだ線によって定められる。そしてその杭
はアウトオブバウンズとなる。

境界縁はその線のコース側の縁となり、そ
の線自体はアウトオブバウンズとなる。

18.2b　球が紛失、またはアウトオブバウンズとなった場合に行うこと
球が紛失、またはアウトオブバウンズとなった場合、プレーヤーは、1打の罰
を加え、直前のストロークを行った所から元の球か別の球をプレーすることに
よってストロークと距離の救済を受けなければならない(規則14.6参照)。

例外－球に起きたことが「分かっている、または事実上確実」な場合、プ
レーヤーは他の規則に基づいて別の球に取り替えることができる：ストロー
クと距離の救済を受ける代わりに、プレーヤーは自分の球が見つからない場
合、または球が次の状態となっていることが「分かっている、または事実上
確実」な場合に適用する規則に基づいて別の球に取り替えることができる： 

•• 球がコース上に止まり、外的影響が動かした(規則9.6参照)、または別のプ
レーヤーが誤球としてプレーした(規則6.3c(2)参照)。
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•• 球がコース上の動かせる障害物(規則15.2b参照)や異常なコース状態(規則
16.1e参照)の中や上に止まった。

•• 球がペナルティーエリアにある(規則17.1c参照)。

•• 他の人が故意に球の方向を変えたり、止めた(規則11.2c参照)。

規則18.2に違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則14.7aに
基づく一般の罰。

 18.3　暫定球
18.3a　暫定球が認められる場合
球がペナルティーエリア以外の場所で紛失、またはアウトオブバウンズと
なったかもしれない場合、時間節約のためにプレーヤーはストロークと距離
の罰(規則14.6参照)に基づき暫定的に別の球をプレーすることができる。

このことは次の場合を含む：

•• 元の球が見つからず確認できないが、まだ紛失にはなっていない。

•• 球がペナルティーエリアで紛失したかもしれないが、コース上の他のどこ
かで紛失している可能性もある。

•• 球がペナルティーエリアで紛失したかもしれないが、アウトオブバウンズ
となった可能性もある。

プレーヤーが直前のストロークを行った場所から暫定球をプレーする意図を
持ってストロークを行ったが、その暫定球が認められない場合、プレーされ
たその球はストロークと距離の罰に基づいてそのプレーヤーのインプレーの
球となる(規則18.1参照)。

暫定球そのものがペナルティーエリア以外の場所で紛失、またはアウトオブ
バウンズとなったかもしれない場合：

•• プレーヤーは別の暫定球をプレーすることができる。

•• その暫定球と最初の暫定球の関係は、元の球に対する最初の暫定球の関係
と同じである。
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18.3b　暫定球のプレーを宣言すること
ストロークを行う前に、プレーヤーは暫定球をプレーすることを誰かに宣言
しなければならない：

•• プレーヤーが別の球をプレーすることや再プレーを行うことを単に言うだ
けでは十分ではない。

•• プレーヤーは「暫定球」という言葉か、プレーヤーが規則18.3に基づいて
暫定的に球をプレーすることを別の方法で明確に示さなければならない。

プレーヤーが(暫定球をプレーする意思があったとしても)それを誰かに宣言
せずに、直前のストロークを行った場所から球をプレーした場合、その球は
ストロークと距離の罰のもとにそのプレーヤーのインプレーの球となる(規則
18.1参照)。

しかし、プレーヤーの宣言を聞く人が近くに誰もいなければ、そのプレー
ヤーは暫定球をプレーした後で、暫定球をプレーしたことを誰かに告げるこ
とができるようになったときに、そうすれば良い。

18.3c　暫定球がインプレーの球となる、または放棄するまでその暫
定球をプレーする
(1)	暫定球を続けてプレーする。プレーヤーは、元の球があると推定する場
所とホールから等距離、またはホールから遠い所から暫定球を続けてプ
レーする限りにおいては暫定球としての状態のままその球でプレーを続
けることができる。

このことはその暫定球を数回プレーしたとしても同じである。

しかし、(2)に基づいて暫定球がインプレーの球となったとき、または(3)
に基づいて放棄され、したがって誤球となったとき、その球は暫定球で
はなくなる。

(2)	暫定球がインプレーの球となる場合。次のいずれかの状況の場合、暫定
球がストロークと距離の罰のもとにそのプレーヤーのインプレーの球と
なる：

•• 元の球がペナルティーエリア以外のコースで紛失した場合、またはア
ウトオブバウンズであった場合。元の球はもはやインプレーではなく
なり ( 元の球がその後で 3分の捜索時間が終了した後にコース上で見
つかったとしても )、誤球となるのでプレーしてはならない ( 規則 6.3c
参照 )。
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•• 元の球があると推定する場所よりホールに近い箇所から暫定球をプ
レーした場合。元の球はもはやインプレーではなくなり ( 元の球がそ
の後で 3分の捜索時間が終了する前にコース上で見つかったり、推定
していた所よりホールに近い所で見つかったとしても )、誤球となるの
でプレーしてはならない ( 規則 6.3c 参照 )。

プレーヤーが暫定球を元の球と同じような場所にプレーし、どちらの球
が元の球か判別できない場合：

•• 2つの球の1つだけがコースにある場合、その球が暫定球として扱わ
れ、インプレーとなる。 

•• 両球ともコースで見つかった場合、プレーヤーはその両球のうちの1つ
をインプレーとなる暫定球として扱うことを選択しなければならず、
他の球はもはやインプレーではない元の球として扱われ、プレーして
はならない。

例外－球に起きたことが「分かっている、または事実上確実」な場合、	
プレーヤーは他の規則に基づいて別の球に取り替えることができる：プ
レーヤーの球が見つからず、その球が次の状態となっていることが「分
かっている、または事実上確実」な場合、そのプレーヤーには追加の選
択肢がある：

•• 球がコース上に止まり、外的影響が動かした(規則9.6参照)。

•• 球がコース上の動かせる障害物(規則15.2b参照)や異常なコース状態(規
則16.1e参照)の中や上に止まった。

•• 他の人が故意に球の方向を変えたり、止めた(規則11.2c参照)。

これらの規則の1つを適用する場合、プレーヤーは次のいずれかをするこ
とができる：

•• その規則に基づいて別の球に取り替える。

•• ストロークと距離の罰に基づきその暫定球をインプレーの球として扱
う。
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B

A

元の球

暫定球

図18.3c：�元の球があると推定する場所よりホールに近い箇所からプ
レーした暫定球

•�ティーイングエリアからプレーしたプレーヤーの元の球がブッシュの中で紛失したか
も知れないので、そのプレーヤーは暫定球を宣言してプレーし、その暫定球はA点に
止まった。
•�A点は元の球があると推定する場所よりホールから遠いので、プレーヤーはA点から
暫定球を暫定球としての状態のままプレーすることができる。
•�プレーヤーはA点からB点に暫定球をプレーした。
•�B点は元の球があると推定する場所よりホールに近いので、プレーヤーがB点から暫
定球をプレーした場合、その暫定球はストロークと距離の罰のもとにインプレーの球
となる。
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規則18.1 詳説：ストロークと距離の罰に基づく救済はいつでも認
められる
18.1/1 – 元の球が3分の捜索時間内に見つかった場合、ティーアップし
た球を拾い上げることができる
ティーイングエリアから再びプレーする場合、ティーイングエリアにプレー
ス、ドロップ、あるいはティーアップされた球は、プレーヤーがその球にスト
ロークを行うまではインプレーの球ではない(定義「インプレー」と規則6.2参
照）。

(3)	暫定球を放棄しなければならない場合。暫定球がまだインプレーの球と
なっていない状況で、次のいずれかの場合には暫定球を放棄しなければな
らない：

•• 元の球が、3分の捜索時間が終了する前にペナルティーエリア以外の
コースで見つかった場合。プレーヤーはその元の球をあるがままにプ
レーしなければならない。

•• 元の球がペナルティーエリアで見つかった、またはペナルティーエリ
アにあることが「分かっている、または事実上確実」な場合。プレー
ヤーは元の球をあるがままにプレーするか、規則17.1dに基づいて罰
ありの救済を受けなければならない。

いずれの場合も：

•• プレーヤーはもはや誤球(規則6.3c参照)となっているその暫定球に一
切ストロークを行ってはならない。

•• 暫定球を放棄する前の暫定球でのすべてのストローク(行ったストロー
クと単にその球をプレーしたことに対する罰打を含む)はカウントしな
い。

プレーヤーが暫定球でプレーを続けたい場合、そのプレーヤーは他の人
たちに元の球を捜さないように依頼できる、しかし、彼らに従う義務は
ない。

暫定球がまだインプレーの球になっておらず、そして元の球かもしれな
い球が見つかった場合、そのプレーヤーはその球を確認するために合理
的なあらゆる努力をしなければならない。そうしなかった場合、委員会
がその行動をゲームの精神に反する重大な違反であると決定したとき
は、規則1.2aに基づいてそのプレーヤーを失格とすることができる。
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例えば、プレーヤーはティーイングエリアから球をプレーし、自分の球をほん
の少しだけ捜した後で戻って来て別の球をティーアップした。プレーヤーが
ティーアップした球にストロークを行う前で、3分の捜索時間内に、元の球が
見つかった。そのプレーヤーはティーアップした球を放棄し、罰なしに元の球
でのプレーを続けることができるが、ティーイングエリアからプレーすること
によって、ストロークと距離に基づいて処置することも認められる。

しかしながら、そのプレーヤーがジェネラルエリアからプレーした後に、スト
ロークと距離の救済を受けるために別の球をドロップした場合、その結果は異
なり、そのプレーヤーはストロークと距離の罰に基づいてドロップした球での
プレーを続けなければならない。そのケースでプレーヤーが元の球でのプレー
を続ける場合、そのプレーヤーは誤球をプレーすることになる。

18.1/2 – ストロークと距離に基づいてプレーすることで罰を免れること
はできない
プレーヤーが球を拾い上げることが認められていないのに自分の球を拾い上げ
た場合、そのプレーヤーはその後でストロークと距離に基づいてプレーすると
決めることで規則9.4bに基づく罰を免れることはできない。

例えば、プレーヤーのティーショットは雑木林の中に止まった。プレーヤーは
落ちていた球を遺棄された球だと思って拾い上げたが、その球が自分のインプ
レーの球であることが分かった。そのプレーヤーはその後でストロークと距離
に基づいてプレーすることに決めた。

その球を拾い上げた時点では、プレーヤーがその球を拾い上げることは認めら
れておらず、ストロークと距離に基づいてプレーする意図はなかったので、プ
レーヤーは規則18.1に基づくストロークと距離の罰に加え、規則9.4bに基づく
1罰打を受ける。プレーヤーの次のストロークは4打目となる。

規則18.2 詳説：球が紛失またはアウトオブバウンズ：ストローク
と距離の救済を受けなければならない
18.2a(1)/1 – 捜索が一時的に妨げられた場合に捜索に許される時間
球が紛失となる前に、プレーヤーは自分の球を3分間捜索することが認められ
る。しかしながら、捜索中に「時計が止まる」状況もあり、そのような時計が
止まっている時間はプレーヤーの捜索の3分間にはカウントしない。

次の例は捜索が一時的に妨げられた場合の時間をどのように考えるのかを例証
している：

•• ストロークプレーで、プレーヤーが自分の球を1分間捜索した後で球を見つ
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けた。プレーヤーはその見つかった球が自分の球であると思い込んで、30秒
かけてストロークを行う方法やクラブを選択し、その球をプレーした。プ
レーヤーはその後でその球が誤球であったことが分かった。

プレーヤーが元の球がありそうな場所に戻って捜索を再開した場合、そのプ
レーヤーには捜索時間が2分間残っている。捜索時間の時計はプレーヤーが
誤球を見つけ、捜索を中止したときに止まっていた。

•• 委員会がプレーを中断したとき、プレーヤーは自分の球の捜索を始めてから
2分間が経っていた。プレーヤーは捜索を続けた。プレーヤーが捜索を始め
てから3分間が経ったとき、3分の捜索時間の終了がプレーの中断中であった
としても、その球は紛失となる。

•• プレーが中断したとき、プレーヤーは自分の球の捜索を始めてから1分間が
経っていた。そのプレーヤーはさらに1分間捜索を続けた後で、捜索を中止
して避難した。プレーヤーがプレーを再開するためにコースに戻ったとき、
プレーがまだ再開されていなかったとしても、プレーヤーはさらに1分間そ
の球を捜索することが認められる。

•• 2分間の捜索の後で、プレーヤーは丈の高いラフの中で球を見つけ、自分の
球と確認した。プレーヤーはクラブを取りにその場所を離れた。プレーヤー
が戻ったとき、その球を見つけることができなかった。プレーヤーは1分間
その球を捜すことができるが、見つからなければその球は紛失となる。3分
の捜索時間の時計はその球が最初に見つかったときに止まっていた。

•• プレーヤーが自分の球の捜索を始めてから2分間経ったときに、後続組をパ
スさせるために邪魔にならない場所に移動した。捜索を一時的に中断したと
きに捜索時間の時計は止まるので、そのプレーヤーはさらに1分間捜索する
ことが認められる。

•• プレーヤーはバンカー内で砂に被われていると思われる自分の球を捜索して
いた。プレーヤーは球を捜索するために自分に許される行動について疑問が
あったので、1分間捜索した後、レフェリーまたは委員会に裁定を求めるた
めに捜索を止めた。2分後、レフェリーが来てプレーヤーに裁定を与えた。

プレーヤーが捜索を再開する場合、プレーヤーは2分間その球を捜索するこ
とが認められる。

18.2a(1)/2 – キャディーはプレーヤーが来る前にプレーヤーの球の捜
索を始める必要はない
プレーヤーは自分のキャディーに自分の球の捜索を始めないように指示するこ
とができる。
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例えば、プレーヤーはロングドライブを深いラフの中に打ち込み、別のプレー
ヤーはショートドライブを深いラフの中に打ち込んだ。プレーヤーのキャ
ディーは、捜索を始めるためにプレーヤーの球があると思われる場所に向かっ
て歩き始めた。プレーヤーを含む誰もが、その別のプレーヤーの球があると思
われる場所にその球を捜すために歩いて行った。

プレーヤーは自分のキャディーにその別のプレーヤーの球を捜すように指示
し、自分の球の捜索を皆が手伝うことができるようになるまで遅らせることが
できる。

18.2a(1)/3 – 「球を確認するための合理的な時間」の意味
規則18.2a(1)は、見つかった球がプレーヤーの球であると思われる場合、その
プレーヤーは見つかったその球を速やかに確認しなければならないことを規定
している。そして、球を確認する場合、プレーヤーはその球を確認するために
合理的な時間が認められている。

しかしながら、3分間の捜索時間中に球を見つけて確認するのであれば、その3
分間の中で十分に時間をかけて確認することができるが、球が3分の捜索時間
ぎりぎりに見つかった場合は、球を確認するためにプレーヤーに１分以内の時
間を認めることが合理的である。

例えば、プレーヤーは球を捜し始めてから2分30秒で球を見つけたが、その球
が自分のものであることをすぐには確認することができなかった。この場合、
そのプレーヤーにはその球を確認するために1分の時間を認めることが合理的
であり、つまりプレーヤーは球を捜し始めてから3分30秒以内でその球を確認
することができれば、その球は紛失とはならない。しかし、プレーヤーが3分
の捜索時間が終了した後にその球が自分の球ではないことが分かった場合、そ
の球はもはや紛失となっており、プレーヤーがさらに捜索する時間はない。

同様に、球が3分の捜索時間ぎりぎりに見つかったが、プレーヤーがその球が
見つかった場所にいない場合、規則18.2a(1)はプレーヤーがその球がある場所
に行くための合理的な時間も認めており、そこに到着してから、プレーヤーが
その球を確認するために1分以内の時間が認められる。(新)

18.2a(2)/1 – 水流が球をアウトオブバウンズに動かす
水流(一時的な水かペナルティーエリアの水のどちらか）が球をアウトオブバウ
ンズに運んだ場合、そのプレーヤーはストロークと距離の救済を受けなければ
ならない(規則18.2b）。水は自然の力であり、外的影響ではないので規則9.6は
適用されない。
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規則18.3 詳説：暫定球
18.3a/1 – どのような場合にプレーヤーは暫定球をプレーできるか
プレーヤーは自分が暫定球をプレーすることが認められるかどうかを決める場
合、その時点でそのプレーヤーが知っていた情報だけが考慮される。

暫定球をプレーすることができる例は次の場合を含む：

•• 元の球はペナルティーエリアの中にあるかもしれないが、ペナルティーエリ
ア以外の場所で紛失したり、アウトオブバウンズであるかもしれない。

•• プレーヤーは元の球がジェネラルエリアに止まったと思ったが、紛失するか
もしれなかった。その後、3分の捜索時間内に元の球がペナルティーエリア
の中で見つかった場合、プレーヤーは暫定球を放棄しなければならない。

18.3a/2 – 捜索を始めた後でも暫定球をプレーすることが認められる
プレーヤーは、3分の捜索時間が終了する時点まで、紛失の可能性のある球に
ついて暫定球をプレーすることができる。

例えば、3分の捜索時間が終わる前に、直前のストロークを行った箇所に戻っ
て暫定球をプレーすることができる場合、プレーヤーは暫定球をプレーするこ
とができる。

プレーヤーが暫定球をプレーして、その後で3分の捜索時間内に元の球が見つ
かった場合、プレーヤーはその元の球でのプレーを続けなければならない。

18.3a/3 – 同じ箇所からプレーした各球は直前の球にだけ関連してい
る
プレーヤーが同じ箇所から複数の球をプレーした場合、各球は直前にプレーし
た球にだけ関連している。

例えば、プレーヤーは自分のティーショットが紛失するか、アウトオブバウン
ズであるかもしれないと思ったので暫定球をプレーした。その暫定球は元の球
と同じ方向に飛んだので、何の告知もせずに、プレーヤーは別の球をティーか
らプレーした。その別の球はフェアウェイに止まった。

元の球が紛失やアウトオブバウンズでなかった場合、そのプレーヤーは罰なし
にその元の球でのプレーを続けなければならない。

しかしながら、元の球が紛失したり、アウトオブバウンズであった場合、その
プレーヤーは何の告知もしていなかったので、ティーからプレーした3つ目の
球でのプレーを続けなければならない。したがって、その3つ目の球は、その
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暫定球が止まっている場所にかかわらず、ストロークと距離に基づいてその暫
定球について取り替えた球となる(規則18.1）。そのプレーヤーはその3つ目の
球をティーからプレーした時点で5打目(罰打を含む）を終えたことになる。

18.3b/1 – 暫定球のプレーであることを「明確に示す」供述
プレーヤーが暫定球をプレーする場合、その宣言で「暫定」という言葉を使う
ことが最善である。しかしながら、暫定球をプレーしようとしているプレー
ヤーの意図を明確にするその他の供述も受け入れられる。

プレーヤーが暫定球をプレーすることを明確に示す宣言の例は次を含む：

•• 「規則18.3に基づいて球をプレーします。」

•• 「念のために別の球をプレーします。」

プレーヤーが暫定球をプレーすることを明確に示しておらず、そのプレーヤー
がストロークと距離に基づいて球をインプレーにすることを意味する例は次を
含む：

•• 「もう一回打ちます。」

•• 「別の球を打ちます。」

18.3c(1)/1 – 暫定球に対してとった行動は暫定球の続きである
元の球があると推定する場所よりホールに近い場所で、暫定球に対してスト
ローク以外の行動(ドロップ、プレース、あるいは別の球に取り替えるなど）を
とることは、その暫定球を「プレー」していることにはならないので、その球
の暫定球としてのステータスを失わせることはない。

例えば、プレーヤーの球がホールまで175ヤードの場所で紛失したかもしれな
いので、そのプレーヤーは暫定球をプレーした。元の球を少しだけ捜した後
で、そのプレーヤーはホールまで150ヤードのブッシュの中にある暫定球をプ
レーするために前へ進んだ。プレーヤーはその暫定球をアンプレヤブルと決め
て、規則19.2cに基づいてその球をドロップした。ドロップした球をプレーす
る前に、プレーヤーが捜索を始めてから3分間以内に観客がそのプレーヤーの
元の球を見つけた。

この場合、捜索を始めてから3分間以内に元の球が見つかり、そのプレーヤー
は元の球があると推定する場所よりもホールに近い箇所からその暫定球にスト
ロークを行っていなかったので、元の球はインプレーの球のままとなる。
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18.3c(2)/1 – 元の球の推定箇所はどちらの球がインプレーであるのか
を決めるために用いられる
規則18.3c(2)では、プレーヤーが自分の元の球があると「推定」する箇所を用
いて暫定球がその箇所よりホールに近い場所からプレーされたかどうか、元の
球と暫定球のどちらがインプレーの球であるのかを決定する。この推定箇所は
元の球が最終的に見つかった場所ではない。むしろ、プレーヤーが元の球があ
ると合理的に考えたり、みなした箇所である。

どちらの球がインプレーなのかを決定する例は次の場合を含む：

•• 自分の球が紛失したり、アウトオブバウンズであるかもしれないと思ったプ
レーヤーが暫定球をプレーしたところ、元の球の推定箇所よりもホールに近
い所には止まらなかった。プレーヤーは球を見つけ、自分の元の球だと思っ
てその球をプレーした。プレーヤーはその後でプレーした球が暫定球であっ
たことが分かった。

この場合、暫定球は元の球の推定箇所よりホールに近い箇所からはプレーさ
れていない。したがって、プレーヤーは元の球の捜索を再開することができ
る。捜索を始めてから3分間以内に元の球が見つかった場合、その球はイン
プレーの球のままであり、プレーヤーは暫定球を放棄しなければならない。
元の球が見つかる前に捜索の3分間が終了した場合、暫定球がインプレーの
球となる。

•• 自分のティーショットが紛失したり、アウトオブバウンズと定められた道路
を越えたかもしれないと思ったプレーヤーが暫定球をプレーした。プレー
ヤーは元の球を少しだけ捜したが見つからなかった。プレーヤーは前に進
み、元の球があると推定する場所よりホールに近い箇所から暫定球をプレー
した。その後で、プレーヤーはさらに前に進んだときに元の球をインバウン
ズで見つけた。元の球は予想よりもかなり前方で見つかったので、道路を跳
ねて転がって行き、インバウンズに戻ってきたに違いなかった。

この場合、元の球があると推定する場所よりホールに近い箇所から暫定球が
プレーされたときにその暫定球がインプレーの球となる。元の球はもはやイ
ンプレーではないので、放棄しなければならない。

18.3c(2)/2 – 相手や別のプレーヤーはプレーヤーの要請にかかわらず
プレーヤーの球を捜すことができる
プレーヤーが元の球を捜さずに、暫定球でそのホールのプレーを続けることを
選んだとしても、相手やストロークプレーでの別のプレーヤーは、プレーを不
当に遅らせない限り、そのプレーヤーの元の球を捜すことができる。プレー
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ヤーの球がまだインプレーの間に見つかった場合、そのプレーヤーは暫定球を
放棄しなければならない(規則18.3c(3)）。

例えば、パー3のホールで、プレーヤーのティーショットは深い森の中に入っ
たので、そのプレーヤーが暫定球をプレーしたところ、ホールの近くに止まっ
た。この結果を受けて、そのプレーヤーは元の球を見つけることは望まずに、
暫定球でのプレーを続けるために直接その暫定球に向かって歩いて行った。そ
のプレーヤーの相手やストロークプレーでの別のプレーヤーは、プレーヤーの
元の球が見つかれば自分にとって有益であると思ったので、その球の捜索を始
めた。

プレーヤーが暫定球に別のストロークを行う前に、相手やストロークプレーで
の別のプレーヤーがプレーヤーの元の球を見つけた場合、プレーヤーは暫定球
を放棄して、元の球でのプレーを続けなければならない。しかしながら、元の
球が見つかる前に、プレーヤーが暫定球に別のストロークを行った場合、暫定
球は元の球の推定箇所よりホールに近い場所にあったので、その暫定球がイン
プレーの球となる(規則18.3c(2)）。

マッチプレーでは、プレーヤーの暫定球が相手の球よりホールに近い所にあっ
た場合、その相手はそのストロークを取り消してプレーヤーに正しい順番でプ
レーさせることができる(規則6.4a）。しかしながら、そのストロークを取り消
しても、もはやインプレーではなくなっていた元の球のステータスを変えるこ
とはない。

18.3c(2)/3 – どのような場合にホールに入った暫定球のスコアがその
ホールのスコアになるのか
元の球がインバウンズで見つからない限り、プレーヤーがホールから暫定球を
拾い上げたときに、ホールに入った暫定球のスコアがそのホールのプレーヤー
のスコアとなる。なぜなら、この場合、ホールから球を拾い上げることはスト
ロークを行うことと同じであるからである。

例えば、ショートホールで、プレーヤーAのティーショットは紛失するかもし
れなかったので暫定球をプレーしたところ、ホールに入った。プレーヤーAは
元の球を捜したいとは思わなかったが、プレーヤーB(Aの相手、あるいはスト
ロークプレーでの別のプレーヤー）はプレーヤーAの元の球を捜しに出かけ
た。

プレーヤーAがホールから暫定球を拾い上げる前に、プレーヤーBがプレーヤー
Aの元の球を見つけた場合、プレーヤーAは暫定球を放棄して元の球でのプレー
を続けなければならない。プレーヤーBがプレーヤーAの元の球を見つける前
に、プレーヤーAがホールから暫定球を拾い上げた場合、プレーヤーAのその
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ホールのスコアは「3」となる。

18.3c(2)/4 – プレーヤーが拾い上げた暫定球がその後でインプレー
の球となる
規則に基づいて球を拾い上げることが認められていないときにプレーヤーが自
分の暫定球を拾い上げ、その暫定球がその後でインプレーの球となった場合、
そのプレーヤーは規則9.4b(球を拾い上げることや球を動かすことに対する罰）
に基づいて1罰打を加え、その球をリプレースしなければならない。

例えば、ストロークプレーで、自分のティーショットが紛失するかもしれない
と思ったのでプレーヤーは暫定球をプレーした。プレーヤーは元の球だと思っ
た球を見つけ、その球にストロークを行い、暫定球を拾い上げた後になって、
自分がプレーしたその球は元の球ではなく、誤球であったことが分かった。プ
レーヤーは元の球の捜索を再開したが、3分の捜索時間内に元の球を見つける
ことができなかった。

ストロークと距離の罰に基づいて暫定球がインプレーの球になったので、プ
レーヤーはその球をリプレースする必要があり、規則9.4bに基づいて1罰打を
受ける。また、プレーヤーは誤球をプレーしたことについて2罰打を受ける(規
則6.3c）。プレーヤーの次のストロークは7打目となる。
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 19.1　�プレーヤーは、ペナルティーエリア以外のどこででも、 
アンプレヤブルの球の救済を受けることを決める 
ことができる

プレーヤーは、規則19.2や規則19.3に基づいて罰ありの救済を受けることによ
り自分の球をアンプレヤブルとして扱うことを決定できる唯一の人である。

アンプレヤブルの球の救済は、ペナルティーエリアを除き、コース上のどこ
ででも認められる。

球がペナルティーエリアでプレーできない場合、プレーヤーの唯一の救済の
選択肢は規則17に基づいて罰ありの救済を受けることである。

 19.2　�ジェネラルエリアやパッティンググリーンでのアンプ
レヤブルの球に対する救済の選択肢

プレーヤーはいずれも1罰打となる規則19.2a,b,cの3つの選択肢の1つを使用
してアンプレヤブルの球の救済を受けることができる。

•• 元の球が見つからなかったり、確認できなかったとしても、プレーヤーは
規則19.2aに基づいてストロークと距離の救済を受けることができる。

•• しかし、規則19.2bに基づく後方線上の救済や、規則19.2cに基づくラテ
ラル救済を受けるためには、プレーヤーは元の球の箇所を分かっていなけ
ればならない。

19.2a　ストロークと距離の救済
プレーヤーは直前のストロークが行われた場所から元の球か別の球をプレー
することができる(規則14.6参照)。

規則 19

規則の目的：

規則 

規則19はアンプレヤブルの球に対するプレーヤーのいくつかの救済の選択肢
を扱っている。この規則はプレーヤーにコース(ペナルティーエリアを除く)
の難しい状況から脱出するために通常は1罰打で使用する選択肢を選ぶこと
を認めている。

アンプレヤブルの球19
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19.2b　後方線上の救済
プレーヤーは元の球か別の球(規則14.3参照) を、元の球の箇所とホールを結
ぶ線上で、その元の球の箇所の後方にドロップすることができる(球をド
ロップすることができる後方の距離に制限はない)。ドロップしたときにそ
の球が最初に地面に触れた線上の箇所が救済エリアを定め、その救済エリア
はその地点からどの方向にも1クラブレングスとなる。しかし、次の制限が
ある。

•• 救済エリアの場所に関する制限：

»» 元の球の箇所よりホールに近づいてはならない。

»» どのコースエリアでも良い。しかし、

»» ドロップしたときに球が最初に触れたのと同じコースエリアでなけれ
ばならない。

19.2c　ラテラル救済
プレーヤーは元の球か別の球をラテラル救済エリアにドロップすることがで
きる(規則14.3参照)：

•• 基点：元の球の箇所。しかし、球が地面より上にある場合(例えば、木の
上)、基点はその球の箇所の真下の地面の地点となる。

•• 基点から計測する救済エリアのサイズ：2クラブレングス。しかし、次の
制限がある：

•• 救済エリアの場所に関する制限：

»» 基点よりホールに近づいてはならない。

»» どのコースエリアでもよい。しかし、

»» 基点から2クラブレングス以内にコースエリアが複数ある場合、その
球は救済エリアにドロップしたときに最初に触れたのと同じコースエ
リアの救済エリアに止まらなければならない。

規則25.4m (車輪付きの移動器具を使うプレーヤーのために、規則19.2cは
ラテラル救済エリアを4クラブレングスに拡大するよう修正される)を参照。

規則19.2に違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則14.7aに
基づく一般の罰。
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1

3

2

 基点 
 ドロップした球が最初に線上に触れた箇所 

救済エリア 

罰 打

図19.2：ジェネラルエリアのアンプレヤブルの球に対する救済の選択肢

プレーヤーはブッシュの中の球をアンプレヤブルにすることを決めた。そのプレーヤー
には3つの選択肢があり、それぞれ1罰打を加え、プレーヤーは次のことができる：
(1) 直前のストロークを行った箇所に基づき救済エリアから球をプレーすることによっ
てストロークと距離の救済を受ける。

(2) 元の球の箇所とホールを結んだその元の球の後方線上に球をドロップすることに
よって後方線上の救済を受ける。

(3) ラテラル救済を受ける。救済を受けるための基点は元の球の箇所で、球は2クラブ
レングスでその基点よりホールに近づかない救済エリアの中にドロップし、その中
からプレーしなければならない。 

規則 19
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 19.3　バンカーのアンプレヤブルの球に対する救済の選択肢
19.3a　通常の救済の選択肢(1罰打)
プレーヤーの球がバンカーにある場合：

•• プレーヤーは規則19.2の選択肢のいずれかに基づいて1罰打でアンプレヤ
ブルの救済を受けることができる。ただし、

•• プレーヤーが後方線上の救済(規則19.2b参照)か、ラテラル救済(規則
19.2c参照)のいずれかを受ける場合、球をそのバンカー内にドロップし、
球はそのバンカー内に止まらなければならない。

19.3b　追加の救済の選択肢(2罰打)
プレーヤーの球がバンカーにある場合の追加の救済の選択肢として、合計2
罰打で、プレーヤーは規則19.2bに基づいてバンカーの外側で後方線上の救
済を受けることができる。

規則25.4n (車輪付きの移動器具を使うプレーヤーのために、規則19.3bの後
方線上の救済は1罰打に軽減される)を参照。

規則19.3に違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則14.7aに
基づく一般の罰。

規則 19
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1
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3

4

罰 打

罰 打

罰 打

 基点 
 ドロップした球が最初に線上に触れた箇所 

救済エリア 

罰 打

図19.3：バンカー内でアンプレヤブルの球の救済の選択肢

プレーヤーはバンカー内の球をアンプレヤブルであると決めた。そのプレーヤーには•
4つの選択肢がある。
(1)	1罰打で、プレーヤーはストロークと距離の救済を受けることができる。
(2)	1罰打で、プレーヤーはバンカー内で後方線上の救済を受けることができる。
(3)	1罰打で、プレーヤーはバンカー内でラテラル救済を受けることができる。
(4)	合計で2罰打で、プレーヤーはバンカーの外で後方線上の救済を受けることができ
る。
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規則19.2 詳説：ジェネラルエリアやパッティンググリーンでのア
ンプレヤブルの球に対する救済の選択肢
19.2/1 – アンプレヤブルの球の救済を受けた後で球がプレーできる状
態となる保証はない
アンプレヤブルの球の救済を受ける場合、プレーヤーは、ドロップした球が救
済を受ける前の元の場所に止まったり、救済エリア内の別の場所で悪いライに
止まるなど、好ましくない結果になったとしても、その結果を受け入れなけれ
ばならない：

•• 一度ドロップした球が救済エリア内に止まったならば、そのプレーヤーは新
しい状況となる。

•• プレーヤーがアンプレヤブルの球の救済を受けて球が止まったところからあ
るがままにプレーできない(あるいはプレーしたくない）と決めた場合、再び
アンプレヤブルの球の救済を受けることができる。その場合、そのプレー
ヤーは追加の罰(1打）を受け、規則19に基づいて利用できるどの選択肢でも
使うことができる。

19.2/2 – アンプレヤブルの球の救済を受ける場合、球はどのコースエ
リアにドロップしてもよい
プレーヤーはアンプレヤブルの球の救済の選択肢に基づいて、どのコースエリ
アであっても、救済エリアに球をドロップすることによって救済を受けること
ができる。そのことはジェネラルエリアで救済を受けて、バンカーやペナル
ティーエリアの中、パッティンググリーン上、プレー禁止区域の中や目的外グ
リーンの上に直接ドロップすることを含む。

しかしながら、プレーヤーがプレー禁止区域の中や目的外グリーンの上にド
ロップすることを選ぶ場合、そのプレーヤーはその後でそのプレー禁止区域や
目的外グリーンからの規則で求められる救済を引き続き受けなければならな
い。

同様に、プレーヤーがペナルティーエリアの中にドロップすることを選び、そ
のプレーヤーがアンプレヤブルの球の救済を受けた後で球が止まったところか
らその球をプレーできない(あるいはプレーしたくない）場合、唯一の選択肢は
直前のストロークを行った場所からプレーすることによって、ストロークと距
離の罰に基づいてさらに救済を受けることである。その理由は：

•• 球がペナルティーエリアの中にある場合にはアンプレヤブルの球の救済は認
められないので、再びアンプレヤブルの球の救済を受けることはできない。
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•• 後方線上の救済の選択肢やラテラル救済の選択肢を用いたペナルティーエリ
アからの救済を受けることもできない。なぜなら、その球は止まる前にその
ペナルティーエリアの縁を横切っておらず、したがって基点が存在せず、後
方線上の救済やラテラル救済を受けるための基点を推定する方法は存在しな
いからである。

ストロークと距離の救済を受けるとき、(アンプレヤブルの球の救済を受けるた
めの最初の１罰打に加えて）そのプレーヤーは別の１打の罰を受けることにな
る。

19.2/3 – ストロークと距離の基点はストロークを行うまでは変わらない
ストロークと距離に基づいて救済を受けるために用いる基点は、プレーヤーが
規則に基づいて球をドロップしたとしても、そのプレーヤーが自分のインプ
レーの球に別のストロークを行うまでは変わらない。

例えば、プレーヤーはアンプレヤブルの球の救済を受け、後方線上の救済の選
択肢かラテラル救済の選択肢のどちらかに基づいて球をドロップした。ドロッ
プした球は救済エリア内には止まったが、プレーヤーが再びアンプレヤブルと
決める場所に転がり込んだ。

追加の1罰打で、そのプレーヤーは再び後方線上の救済の選択肢かラテラル救
済の選択肢を使うことや、最初にアンプレヤブルとなる前にその球を最後にプ
レーした地点を基点として用いて、ストロークと距離の救済の選択肢を選ぶこ
とができる。プレーヤーはドロップした球にストロークを行っていなかったの
で、このストロークと距離の基点は変わらない。

そのプレーヤーがドロップした球にストロークを行っていた場合、そのスト
ロークを行った箇所が新しいストロークと距離の基点となるので、その結果は
異なる。

19.2/4 – アンプレヤブルの球の救済を受けるために球を拾い上げた場
合、ドロップする前にその球が修理地の中にあることが分かったときは、
プレーヤーは罰なしの救済を受けることができる
プレーヤーがアンプレヤブルの球の救済を受けるために自分の球を拾い上げ、
その後でその球が修理地や別の異常なコース状態の中にあったことが分かった
場合、アンプレヤブルの球の救済を受けるために規則19に基づいて球をまだイ
ンプレーにしていなかったのであれば、そのプレーヤーは依然として規則16.1
に基づいて罰なしの救済を受けることができる。

規則 19
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19.2/5 – 後方線上の救済やラテラル救済の選択肢を使うためにはプ
レーヤーは球を見つけなければならない
規則19.2と規則19.3に基づく後方線上の救済とラテラル救済の両方の選択肢
は、その球の元の箇所を救済の基点として必要とするので、元の球を見つけず
に使うことはできない。どちらかの救済の選択肢がプレーヤーの球ではない球
に関してアンプレヤブルの球の救済を受けるために使われた場合、そのプレー
ヤーは自分の元の球が見つかっていない場合に使うことができる唯一の規則で
あるストロークと距離の救済を受けていたと扱われる。

例えば、プレーヤーは悪いライにある遺棄された球を見つけた。その球を自分
の球だと勘違いして、そのプレーヤーはラテラル救済(規則19.2ｃ）を受けるこ
とに決め、球を取り替え、その球をプレーした。次のストロークをプレーする
ために歩いて行く間に、プレーヤーは自分の球を見つけた。プレーヤーが別の
球に取り替えた時点では、元の球の箇所を知らなかったので、そのプレーヤー
はストロークと距離の救済を誤所で受けたと扱われる(規則14.7）。

マッチプレーでは、そのプレーヤーは誤所からプレーしたことについてその
ホールの負けとなる。

ストロークプレーでは、そのプレーヤーはストロークと距離の救済について１
罰打(規則18.1）とストロークと距離の救済を受けるときに誤所からプレーした
ことについて別の2罰打を受ける。誤所からのプレーが重大な違反である場
合、別のホールを始めるためのストロークを行う前に(そのラウンドの最終ホー
ルでは自分のスコアカードを提出する前に）その誤りを訂正しなければならない。

19.2a/1 – 直前のストロークを行った箇所がアンプレヤブルの球があ
る場所よりもホールに近かったとしてもプレーヤーはストロークと距離
の救済を受けることができる
球がプレーされた箇所よりもホールから遠い場所にその球が止まった場合、依
然としてストロークと距離の救済を受けることができる。

ストロークと距離の救済がホールに近づいてもよい例は次の場合を含む：

•• ティーイングエリアからのプレーヤーのストロークが木に当たり、跳ね返っ
てそのティーイングエリアの後方に止まった。プレーヤーは1打の罰に基づ
き、そのティーイングエリアから再びプレーすることができる。

•• プレーヤーは下りのパットが残っており、パットしたところその球はパッ
ティンググリーンを出て悪いライ、あるいはペナルティーエリアに転がり込
んだ。プレーヤーは1打の罰に基づいてそのパッティンググリーンから再び
プレーすることができる。

規則 19



318

19.2a/2 – ストロークと距離の救済は最後のストロークの箇所だけに
認められる
アンプレヤブルの球についてストロークと距離の救済を受ける選択肢は最後の
ストロークを行った場所にだけ適用される；プレーヤーは最後のストロークよ
り前に行ったストロークの箇所に戻ることは認められない。

ストロークと距離の救済の選択肢や後方線上の救済の選択肢が好ましくない場
合、唯一の選択肢はラテラル救済を何度も受けることであるが、プレーヤーが
プレーできる場所に球が到達するまで毎回罰を受けることになる。

規則 19
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規則 20

 20.1　ラウンド中に生じた規則問題の解決
20.1a　プレーヤーはプレーを不当に遅らせてはならない
プレーヤーはラウンド中に規則の援助を求める際、プレーを不当に遅らせて
はならない：

•• レフェリーや委員会が規則問題の援助のために合理的な時間内に現れない
場合、プレーヤーは何をするかを決定し、プレーを続けなければならな
い。

•• プレーヤーは、マッチプレーでは裁定を求めること(規則20.1b(2)参照)、
ストロークプレーでは2つの球をプレーすること(規則20.1c(3)参照)によ
り、自身の権利を守ることができる。

20.1b　マッチプレーでの規則問題
(1)	同意による問題解決。ラウンド中、マッチプレーのプレーヤーは規則問
題の決定方法に同意することができる：

•• その同意の内容が規則の下では誤りであることが判明した場合でも、
プレーヤーが知っている規則や罰の適用を無視することに同意したの
でない限り(規則1.3b(1)参照)、その同意は最終である。

•• しかし、レフェリーがマッチに同行する場合、そのレフェリーは時間
内に気づいたすべての問題を裁定しなければならず(規則20.1b(2)参
照)、プレーヤーはその裁定に従わなければならない。

レフェリーがいないときに、プレーヤーが規則をどのように適用するのかに

規則 ラウンド中の規則問題の解決；
レフェリーと委員会による裁定20

規則の目的：
規則20はプレーヤーがラウンド中、規則についての疑問がある場合、プレー
ヤーが後で裁定を得る権利を守ることができる手続き(マッチプレーとストロー
クプレーでは異なる)を含め、どうするべきかを扱っている。

この規則はまた事実問題を決定し、規則を適用する権限を持つレフェリーの
役割を扱っている。レフェリーや委員会の裁定はすべてのプレーヤーに対し
て拘束力がある。
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ついて同意していない、または疑問がある場合、どちらのプレーヤーも
規則20.1b(2)に基づいて裁定を求めることができる。 

(2)	マッチの結果が最終となる前にした裁定の要請。プレーヤーがレフェ
リーや委員会に規則を自分自身や相手のプレーに対してどのように適用
するのかを決定して欲しい場合、プレーヤーは裁定を要請することがで
きる。

レフェリーや委員会が合理的な時間内に現れない場合、レフェリーや委
員会が対応できるようになったときに後で裁定を求めることを相手に知
らせることによってプレーヤーは裁定を要請することができる。

マッチの結果が最終となる前にプレーヤーが裁定を要請した場合：

•• 次の時限内にその要請をした場合にだけ裁定を与える。その時限は規
則問題が生じた事実にプレーヤーがいつ気づいたのかによる：

»» どちらかのプレーヤーがマッチの最終ホールをスタートする前にプ
レーヤーがその事実に気づいた場合。プレーヤーがその事実に気づ
いた場合、その裁定はどちらかのプレーヤーが別のホールを始める
ためのストロークを行う前に要請しなければならない。

»» そのマッチの最終ホールをプレー中、または終了した後にプレー
ヤーがその事実に気づいた場合。その裁定の要請はマッチの結果が
最終となる前にしなければならない(規則3.2a(5)参照)。

•• プレーヤーがこの時限内に裁定を要請しなかった場合、レフェリーや
委員会は裁定を与えず、問題のホールの結果は、たとえ規則を誤った
方法で適用していたとしても、そのままである。

プレーヤーがすでに終了したホールについて裁定を要請した場合、次の3
つ全てを満たした場合にだけ裁定を与える：

•• 相手が規則3.2d(1)(すでに行ったストローク数を正しく教えなかっ
た)、または規則3.2d(2)(罰についてプレーヤーに教えなかった)に違反
していた場合。

•• その要請がどちらかのプレーヤーがプレーしているホールを始めるため
のストロークを行う前には気づかなかった事実に基づくもの、または
ホールとホールの間にいた場合は終了したばかりのホールのプレーを始
めるためのストロークを行う前には気づかなかった事実に基づく。

•• これらの事実に気づいた後、プレーヤーが時限内に裁定を要請する(上
記に示した通り)。
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(3)	マッチの結果が最終となった後に裁定を要請する。マッチの結果が最終
となった後にプレーヤーが裁定を要請する場合：

•• 委員会は次の要件の両方を満たす場合にだけプレーヤーに裁定を与え
る：

»» その要請がマッチの結果が最終となる前にはプレーヤーが気づかな
かった事実に基づく。

»» 相手が規則3.2d(1)(すでに行ったストローク数を正しく教えなかっ
た)、または規則3.2d(2)(罰についてプレーヤーに教えなかった)に違
反しており、そのマッチの結果が最終となる前に気づいていた場
合。

•• このような裁定を与えることに関する時限はない。

(4)	2つの球をプレーする権利はない。マッチでの正しい処置について疑問が
あるプレーヤーが2つの球でホールを終えることは認められない。その処
置はストロークプレーだけに適用する(規則20.1c参照)。

20.1c　ストロークプレーでの規則問題
(1)	同意によって規則問題を決定する権利はない。レフェリーや委員会が規
則問題を援助するために合理的な時間内に現れない場合：

•• プレーヤーが規則を適用するときにお互いを援助することは勧められ
る。しかし、同意によって規則問題を決定する権利はなく、両者が同意
しても、その同意はプレーヤー、レフェリー、委員会を拘束しない。

•• プレーヤーは自分のスコアカードを提出する前に委員会に規則問題を
提起するべきである。

(2)	プレーヤーは競技の他の参加者を守るべきである。すべての他のプレー
ヤーの利益を守るために：

•• プレーヤーが別のプレーヤーが規則の違反をした(または違反したかも
しれない)のにその別のプレーヤーがそのことに気づいていない、また
は無視していることを知っている、またはそう思う場合、そのプレー
ヤーはその別のプレーヤー、そのプレーヤーのマーカー、レフェ
リー、または、委員会に知らせるべきである。

•• これはその問題に気づいた後で速やかに行うべきであり、不可能でな
い限り、その別のプレーヤーがスコアカードを提出する前に行うべき
である。
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プレーヤーがそうしなかった場合、委員会はそれがゲームの精神に反す
る重大な非行であると裁定したときは、規則1.2aに基づいてそのプレー
ヤーを失格とすることができる。

(3)	正しい処置について疑問がある場合、2つの球をプレーすること。ホール
のプレー中に正しい処置について疑問がある場合、罰なしに2つの球をプ
レーしてそのホールを終了することができる：

•• プレーヤーはその疑問となる状況が生じた後、次のストロークを行う
前に、2つの球をプレーすることを決めなければならない。 

•• プレーヤーは、その球に対して用いた処置を規則が認める場合、どち
らの球をカウントするのかを選び、ストロークを行う前にマーカーか
別のプレーヤーに知らせるべきである。

•• プレーヤーが時間内に選択をしない場合、先にプレーした球が自動的
に選択した球として扱われる。

•• プレーヤーは、両方の球が同じスコアであったとしても、スコアカー
ドを提出する前にその状況の事実を委員会に報告しなければならな
い。プレーヤーがそうしなかった場合、失格となる。

•• 第2の球をプレーすることを決定する前にストロークを行った場合：

»» この規則はいっさい適用せず、プレーヤーが第2の球をプレーする
ことを決定する前にプレーした球でのスコアをカウントする。

»» しかし、第2の球をプレーしたことに対する罰はない。

この規則に基づいてプレーした第2の球は、規則18.3に基づく暫定球と同
じではない。

(4)	ホールのスコアに関する委員会の裁定。プレーヤーが(3)に基づいて2つの
球をプレーした場合、委員会は次の方法でそのホールのプレーヤーのス
コアを決定する：

•• 規則がその球に対してとった処置を認める場合、選択した球(プレー
ヤーが選んだ球か、自動的に選ばれた球かにかかわらず)のスコアをカ
ウントする。

•• 規則がその球に対してとった処置を認めない場合、規則が他の球に対
してとった処置を認める場合はその他の球でプレーしたスコアをカウ
ントする。
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•• 規則が両方の球に対してとった処置を認めない場合、選択した球(プ
レーヤーが選んだ球か自動的に選ばれた球かにかかわらず)でのスコア
をカウントする。しかしながら、誤所からの重大な違反がある場合
は、他の球でのスコアをカウントする。

•• 両方の球に誤所からのプレーの重大な違反がある場合、そのプレー
ヤーは失格となる。

•• カウントしない球でのすべてのストローク(行ったストロークと単にそ
の球をプレーしたことに対する罰打を含む)はそのプレーヤーのその
ホールのスコアにはカウントしない。 

「規則がとった処置を認める」とは：(a)元の球をあるがままにプレー
し、その場所からのプレーを認めている、または(b)プレーした球が規則
に基づく正しい方法と正しい場所で、正しい手続きでインプレーにされ
た、のいずれかを意味する。

 20.2　規則に基づく問題に関する裁定
20.2a　レフェリーによる裁定
レフェリーは事実問題を決定し、規則を適用するために委員会によって指名
されたオフィシャルである。

レフェリーは裁定を行う前に委員会の援助を受けることができる。

レフェリーによる事実の裁定や規則の適用方法にプレーヤーは従わなければ
ならない。

プレーヤーはレフェリーの裁定を委員会に上訴する権利を持たないが、裁定
が行われた後に、レフェリーは次のことができる：

•• 他のレフェリーからセカンドオピニオンを受けること。

•• 裁定を再検討のために委員会に照会すること。

しかし、その義務はない。

レフェリーの裁定は最終である。レフェリーはプレーヤーが規則違反をするこ
とを承認した場合、そのプレーヤーに罰はない。しかし、その誤りをレフェ
リーや委員会が訂正することができる状況については、規則20.2d参照。
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20.2b　委員会による裁定
裁定を与えるレフェリーがいない場合、またはレフェリーが裁定を委員会に
照会する場合：

•• その裁定は委員会が与えることになる。

•• その委員会の裁定は最終である。

委員会が裁定を下すことができない場合、その問題をR&Aの規則委員会に問
い合わせることができ、その裁定は最終である。

20.2c　ビデオの証拠を使用する場合に適用する「肉眼」基準
委員会が裁定を行うときに事実問題を決定する場合、ビデオの証拠の使用は
「肉眼」基準によって制限される：

•• ビデオに映る事実が肉眼で合理的に見ることができない場合、そのビデオ
の証拠が規則違反を示していたとしても採用しない。

•• しかし、「肉眼」基準に基づいてビデオの証拠を採用しないときでも、プ
レーヤーが違反を証明する事実に別の方法で気づいた場合は規則違反が分
かることがある(例えば、肉眼で見えていなかったとしてもバンカーの砂
にクラブで触れたことをプレーヤーが感じた場合)。

20.2d　間違った裁定と運営上の誤り
(1)	間違った裁定。間違った裁定はレフェリーや委員会が規則を適用しよう
としたが、間違って適用したときに発生する。間違った裁定の例には以
下を含む：

•• 間違った罰を適用する、または罰を適用しない。

•• 適用しない規則、存在しない規則を適用する。

•• 規則を誤解し、それを間違って適用する。

レフェリーや委員会による裁定が間違っていることが後で分かった場
合、可能であれば規則に基づいてその裁定を訂正する。訂正をするには
遅すぎる場合、その間違った裁定が有効となる。

プレーヤーが、ラウンド中や規則5.7aに基づくプレーの中断中にレフェ
リーや委員会の指示をやむを得ない理由により誤解をして規則の違反と
なる行動をした場合(例えば、規則で認められていないのにインプレーの
球を拾い上げた)、罰はなく、その指示は誤った裁定と同様に扱われる。
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委員会の措置、セクション6C(誤った裁定があったとき委員会がするべき
こと)参照。

(2)	運営上の誤り。運営上の誤りは競技の運営に関する手続き上の誤りであ
り、マッチの結果が最終となっていたり、ストロークプレー競技が終了
していたとしても、そのような誤りを訂正することについて時限はな
い。運営上の誤りは、間違った裁定とは異なる。運営上の誤りの例には
次のことを含む：

•• ストロークプレーのタイの結果の計算の誤り。

•• 間違ったプレーヤーを競技の勝者にしたハンディキャップの計算の誤
り。

•• 勝者のスコア掲示を誤り、間違ったプレーヤーに賞を授与。

これらの状況では、その誤りは訂正されるべきで、それに従って競技の
結果は修正されるべきである。

20.2e　マッチの結果が最終となった後、または競技が終了した後に
プレーヤーを失格とすること
(1)	マッチプレー。規則1.2(重大な非行)や規則1.3b(1)(故意に罰を適用しな
い、または知っている規則や罰を適用しないことに別のプレーヤーと同意
すること)に基づいてプレーヤーを失格とすることに時限はない。

この失格はマッチの結果が最終となった後であっても適用することがで
きる(規則3.2a(5)参照)。

委員会がマッチの結果が最終となった後に要請された裁定を与える場合
については、規則20.1b(3)参照。

(2)	ストロークプレー。通常、ストロークプレー競技の終了後は罰を追加し
たり、訂正してはならない。競技は次の場合に終了する：

•• 委員会が定めた方法で結果が最終となったとき。

•• マッチプレーのためのストロークプレー予選競技の場合、プレーヤー
が自分の最初のマッチを始めるためにティーオフしたとき。

しかし、競技が終了した後であっても、次の場合にはプレーヤーを失格
としなければならない： 
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•• プレーヤーが、1ホールでも実際のスコアより少ないスコアを提出し
た。ただし、罰を受けていたことを競技が終了する前には知らなかっ
た1打または複数の罰打を含めなかったことがその少ないスコアの理
由であるときを除く(規則3.3b(3)参照)。

•• プレーヤーが、競技終了前に、罰が失格となる他の規則に違反してい
ることを知っていた。

•• プレーヤーが知っている規則や罰の適用を無視することに別のプレー
ヤーと同意した(規則1.3b(1)参照)。

委員会は、競技が終了した後に規則1.2(重大な非行)に基づいてプレー
ヤーを失格とすることもできる。

20.2f　参加資格がないプレーヤー
競技に参加したプレーヤーには競技の条件に従った参加資格がないことが分
かった場合、競技の結果を訂正する時限はない。このことはマッチの結果が
最終となった後や、ストロークプレー競技が終了した後であっても適用す
る。

こうした状況では、そのプレーヤーは失格となるのではなく、その競技にエ
ントリーしていなかったものとして扱われ、それに応じて競技の結果は修正
される。

 20.3　規則が扱っていない状況
規則が扱っていない状況は委員会が裁定するべきである：

•• すべての状況を考慮すること。

•• 合理的で、フェアで、規則が扱っている類似の状況と一貫性を持った方法
でその状況を扱うこと。

規則20.1 詳説：ラウンド中に生じた規則問題の解決
20.1b(2)/1 – 裁定の要請は時限内に行わなければならない
プレーヤーは常に自分のマッチの状態を知る権利があり、裁定の要請はその
マッチの後半に解決される。裁定の要請はプレーヤーがそのマッチの後半で罰
を適用しようとすることを避けるために、時限内に行われなければならない。
裁定が与えられるかどうかは、そのプレーヤーがいつその事実に気づいたのか
(何かしたことについて罰があると知った時ではない）と、裁定の要請がいつ行

規則 20
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われたのかによる。

例えば、レフェリーのいないマッチの最初のホールで、プレーヤーAは規則
4.2c(1)に基づいて、損傷を確認するために適切に自分の球を拾い上げ、その球
が切れていると決定し、規則4.2c(2)に基づいて新しい球に取り替えた。プレー
ヤーAは知らなかったことだが、プレーヤーBはその球の状態を見て、個人的に
はプレーヤーAの判断(球が切れていた）に同意していなかった。しかしなが
ら、プレーヤーBはその違反の可能性を見逃すことに決め、プレーヤーAには何
も言わなかった。両方のプレーヤーはホールアウトして、次のティーイングエ
リアからプレーした。

最終ホールを終えて、プレーヤーAが1アップで勝者となった。そのパッティン
ググリーンを歩いて離れるとき、委員会の人がいたので、プレーヤーBは心変
わりをして、最初のホールでプレーヤーAが球を取り替えたことには同意して
いなかったので、委員会に裁定を要請することをプレーヤーAに告げた。

プレーヤーBは最初のホールのプレー中にその事実に気づいており、その後で
２番ホールでストロークが行われたので、委員会はプレーヤーBの裁定の要請
は時限内に行われなかったと判断すべきである(規則20.1b(2))。したがって、委
員会は裁定を与えないと決定すべきである。

そのマッチはプレーされた通り、プレーヤーAを勝者として成立する。

20.1b(2)/2 – マッチの最終ホールの終了後であるが、マッチの結果が最
終となる前に行われた裁定では、プレーヤーたちがそのマッチを再開す
ることになる場合がある
プレーヤーがマッチの最終ホールだと考えたホールを終了した後で自分の相手
が規則違反をした可能性があることに気づいた場合、そのプレーヤーは裁定を
要請することができる。その相手が規則違反をしていた場合、マッチのスコア
が調整されるので、プレーヤーたちはそのマッチを再開するためにコースに戻
らなければならなくなることがある。例えば：

•• プレーヤーAとプレーヤーBのマッチで、プレーヤーBが5アンド4のスコアで
勝った。クラブハウスへ戻る途中、そのマッチの結果が最終となる前に、プ
レーヤーBは自分のバッグにクラブを15本入れていたことが分かった。プ
レーヤーAは裁定を要請し、委員会はプレーヤーAからの裁定の要請は時限
内に行われたと正しく決定した。そのプレーヤーたちは15番ホールに戻って
そのマッチを再開しなければならない。そのマッチのスコアは、プレーヤー
Bから2ホール差し引き(規則4.1b(4)）、プレーヤーBの3アップで残り4ホー
ルをプレーすることになる。
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•• プレーヤーAとプレーヤーBのマッチで、プレーヤーBが3アンド2のスコアで
勝った。クラブハウスへ戻る途中、プレーヤーAはプレーヤーBが14番ホー
ルのバンカー内で練習スイングをしたときに砂を打っていたことを知った。
プレーヤーBは14番ホールの勝ちとなっていた。プレーヤーAは裁定を要請
し、委員会はプレーヤーAからの裁定の要請は時限内に行われたと正しく決
定した。プレーヤーBが罰を受けたことをプレーヤーAに告げなかったの
で、委員会は14番ホールをプレーヤーBの負けと裁定した(規則3.2d(2)）。
そのプレーヤーたちは17番ホールに戻ってそのマッチを再開しなければなら
ない。そのマッチのスコアは、プレーヤーBが14番ホールの勝ちからホール
の負けと変わることで調整され、プレーヤーBの1アップで残り2ホールをプ
レーすることになる。

20.1b(4)/1 – マッチプレーでは2つの球でホールのプレーを終えること
は認められない
マッチをプレーしているとき、そのマッチで起きるあらゆる出来事はそのマッ
チのプレーヤーたちだけに関係があり、そのマッチのプレーヤーたちは自分た
ちの利益を守ることができるので、2つの球をプレーすることはストロークプ
レーに限定される。

しかしながら、マッチのプレーヤーが正しい処置について確信がなく、2つの
球でそのホールのプレーを終えた場合、プレーヤーと相手がその状況を委員会
に問い合わせ、プレーヤーが第2の球をプレーしたことについて相手が反対し
ていなかった場合、元の球でのスコアが常にカウントされる。

しかしながら、プレーヤーが第2の球をプレーしたことについて相手が反対し、
裁定を時限内に要請していた場合(規則20.1b(2)）、そのプレーヤーは規則6.3c(1)
の違反となる誤球をプレーしたことについてそのホールの負けとなる。

20.1c(3)/1 – 2つの球をプレーする場合、インプレーではなくなってい
た球をプレーしたことについて罰はない
ストロークプレーで、プレーヤーがどうしたらよいか確信がなく、2つの球をプ
レーすることに決めた場合、プレーした球のうちの一つがもはやインプレーでは
なくなっていた自分の元の球であったとき、そのプレーヤーは罰を受けない。

例えば、3分の捜索の後で、プレーヤーの球はペナルティーエリアの中では見
つからなかったので、プレーヤーは規則17.1cに基づいてそのペナルティーエ
リアからの救済を正しく受け、取り替えた球をプレーした。その後、元の球が
そのペナルティーエリアの中で見つかった。どうしたらよいか確信がなかった
ので、プレーヤーはさらにストロークを行う前に、元の球を第2の球としてプ
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レーすることに決め、元の球でのスコアをカウントすることを選んだ。プレー
ヤーは両方の球でホールアウトした。

規則17.1cに基づいてプレーした球がインプレーの球となり、その球でのスコ
アがプレーヤーのそのホールのスコアとなる。元の球はもはやインプレーでは
なかったので、元の球でのスコアをカウントすることはできない。しかしなが
ら、プレーヤーが元の球を第2の球としてプレーしたことについて罰を受ける
ことはない。

20.1c(3)/2 – プレーヤーは別のストロークを行う前に2つの球をプレー
することを決めなければならない
規則20.1c(3)は、プレーヤーがストロークを行う前に2つの球をプレーすること
を決めることを求めている。なぜなら、2つの球をプレーするというプレーヤー
の決定やカウントする球の選択にプレーした結果が影響しないようにするため
である。球をドロップすることは、ストロークを行うことと同じではない。

その要件の適用の例は次の場合を含む：

•• プレーヤーの球はジェネラルエリアの舗装されたカート道路の上に止まっ
た。救済を受けるとき、プレーヤーはその球を拾い上げ、要求される救済エ
リアの外側にその球をドロップして、その球をプレーした。そのプレーヤー
のマーカーはそのドロップを疑問に思い、そのプレーヤーが誤所からプレー
したかもしれないと告げた。

どうしたらよいか確信がなかったので、そのプレーヤーは2つの球でその
ホールを終えたいと考えた。しかしながら、ストロークをすでに行ってお
り、規則20.1c(3)を使うには遅すぎたので、プレーヤーは誤所からプレーし
たことについて一般の罰を加えなければならない(規則14.7）。それが誤所
からのプレーの重大な違反であったかもしれないとプレーヤーが考えた場
合、そのプレーヤーは失格となることを避けるために規則14.7に基づいて2
つの球をプレーすべきである。

プレーヤーのマーカーがそのプレーヤーがその球にストロークを行う前にそ
のドロップについて疑問に思い、そのプレーヤーがどうしたらよいか確信が
なかった場合、そのプレーヤーは規則20.1c(3)に基づいて2つの球でその
ホールを終えることができた。

•• プレーヤーの球は赤杭で定められたペナルティーエリアの中にあった。その
杭のひとつがプレーヤーの意図するスイング区域の障害となっていたが、プ
レーヤーはその杭を取り除くことが認められるのかどうか確信がなかった。
プレーヤーは杭を取り除かずに自分の次のストロークを行った。
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この時点で、そのプレーヤーは杭を取り除いてから第2の球をプレーして、
委員会から裁定を受けることに決めた。その球がペナルティーエリアの中に
あってその杭の障害が存在していた時点で確信のない状況は生じており、そ
のプレーヤーは元の球にストロークを行う前に2つの球をプレーすることを
決めなければならなかったので、委員会は元の球でのスコアがカウントする
スコアであると裁定すべきである。

20.1c(3)/3 – 2つの球をプレーする場合、プレーヤーは元の球を拾い上
げ、ドロップ、プレース、あるいはリプレースすることができる
規則20.1c(3)は元の球があるがままにプレーされる球となることを求めていな
い。通常は、元の球をあるがままにプレーして、第2の球をその時に使われる
何らかの規則に基づいてインプレーにする。しかしながら、その規則に基づい
て元の球をインプレーにすることも認められる。

例えば、プレーヤーは自分の球がジェネラルエリアの異常なコース状態の中に
あるかどうか確信がなかった場合、プレーヤーは2つの球をプレーすることに
決めることができる。そのプレーヤーはその後で元の球を拾い上げ、ドロップ
し、プレーすることで規則16.1b(異常なコース状態からの救済）に基づいて救
済を受け、それから第2の球を元の球がその疑問となる区域にあった場所にプ
レースして、そこからプレーすることでこの処置を続けることができる。

そうした場合、そのプレーヤーは元の球を拾い上げる前にその箇所をマークし
ておくことは推奨されるが、必ずしもその必要はない。

20.1c(3)/4 – 2つの球をプレーすることを知らせ、どちらの球をカウン
トするのかを選んだ後で第2の球でホールを終える義務
プレーヤーが規則20.1c(3)に基づいて2つの球をプレーする自分の意図を知ら
せ、ひとつの球をインプレーにするか、どちらかの球にストロークを行った後
は、そのプレーヤーは規則20.1c(3)の手続きに責任がある。2つの球のうち、委員
会がカウントする球と裁定することになる球をプレーヤーがプレーしなかった
り、その球でホールアウトしなかった場合、そのプレーヤーはホールアウトしな
かったことについて失格となる(規則3.3c－ホールアウトしない）。しかしなが
ら、カウントされない球であればホールアウトしなかったとしても罰はない。

例えば、プレーヤーの球は車両が作った轍の中にあった。その区域は修理地と
マーキングされるべきであったと思ったので、そのプレーヤーは2つの球をプ
レーすることに決め、第2の球をカウントしたいと知らせた。そのプレーヤー
は轍の中から元の球をプレーした。そのストロークの結果を見た後で、そのプ
レーヤーは第2の球をプレーしないことに決めた。そのラウンドの終了後にそ
の事実が委員会に報告された。

規則 20
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委員会がその轍を修理地と決める場合、そのプレーヤーは第2の球でホールア
ウトしなかったことについて失格となる(規則3.3c）。

しかしながら、委員会がその轍を修理地ではないと決める場合、そのプレー
ヤーの元の球でのスコアがカウントされ、第2の球をプレーしなかったことに
ついて罰を受けることはない。

第2の球にストロークを1回、あるいは複数回行ったが、そのホールを終える前
にその球をピックアップしたプレーヤーについても同じ結果となる。

20.1c(3)/5 – 確信がない場合、暫定球を第2の球として使わなければな
らない
規則20.1c(3)は、この規則に基づいてプレーした第2の球は規則18.3(暫定球）に基
づく暫定球と同じではないと規定しているが、その逆は真実ではない。暫定球をプ
レーした後で元の球がアウトオブバウンズであるのか、あるいはペナルティーエリ
ア以外の場所で紛失したのかどうか確信がないので2つの球をプレーすることに決
めるときは、そのプレーヤーはその暫定球を第2の球として扱わなければならない。

暫定球を第2の球として使う例は次の場合を含む：

•• プレーヤーは自分の元の球がアウトオブバウンズであるかどうか確信がな
かったので、元の球と暫定球でそのホールを終えた。

•• プレーヤーは見つかっていない自分の元の球が異常なコース状態の中にある
ことが「分かっている、または事実上確実」であったが、どうすればよいか
確信がなかったので、暫定球と規則16.1eに基づいて救済を受けた第2の球で
そのホールを終えた。

20.1c(3)/6 – プレーヤーは1つの球を2つの異なる規則に基づいてプ
レーすることが認められる
プレーヤーが正しい処置について確信がない場合、そのプレーヤーは規則
20.1c(3)に基づいて2つの球をプレーすることが推奨される。しかしながら、プ
レーヤーが1つの球を2つの異なる規則に基づいてプレーして、自分のスコア
カードを提出する前に裁定を要請することを阻む規定はない。

例えば、プレーヤーの球が修理地と思われる区域のアンプレヤブルな箇所に止まっ
たが、修理地としてマーキングされていなかった。どうしたらよいか確信がなく、そ
の区域が修理地ではなかった場合には、1打の罰を受け入れるつもりで、そのプレー
ヤーはひとつの球を使うことに決め、修理地からの救済(規則16.1）を受けるために
認められる救済エリアの中で、同時に1罰打でアンプレヤブルの球の救済(規則
19.2）を受けるために認められる救済エリアの一部にその球をドロップした。

規則 20
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委員会がその区域を修理地と決めた場合、そのプレーヤーはアンプレヤブルの
球の救済を受けることについて罰を受けることはない。委員会がその区域を修
理地ではないと決めた場合、そのプレーヤーはアンプレヤブルの球の救済を受
けたことについて1罰打を受ける。

プレーヤーが上記の処置を用いて、その球が状態からの障害がある箇所に止
まった場合(規則19.2ではなく、規則16.1の再ドロップが求められる）、そのプ
レーヤーは委員会からの支援を受けるか、規則20.1c(3)に基づいて2つの球をプ
レーすべきである。

規則 20





プレーの他の形式

規則21～24
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規則 21

 21.1　ステーブルフォード
21.1a　ステーブルフォードの概要
ステーブルフォードはストロークプレーの1つの形式で、次のものをいう：

•• プレーヤーやサイドのホールのスコアは、そのプレーヤーやサイドのホール•
のストローク数(行ったストロークと罰打を含む)と委員会が設定したその•
ホールに決められた目標スコアとを対比して与えられるポイントに基づ
く。

•• すべてのラウンドを終了し、最高点で終えたプレーヤーやサイドが競技の
勝者となる。

規則1～20で定めているストロークプレーの規則を適用するが、これらの特
別規則によって修正される。規則21.1は次のために規定されている：

•• スクラッチ競技。しかし、ハンディキャップ競技にも採用することができ
る。

•• 個人プレー競技。しかし、パートナーを伴う競技にも採用できるが、規則
22(フォアサム)、規則23(フォアボール)により修正され、ティーム競技に
ついては規則24により修正される。

21.1b　ステーブルフォードのスコアリング
(1)	ポイントを獲得する方法。プレーヤーのスコアと、そのホールの決められ
た目標スコア(委員会が別の決められた目標スコアを設定していなければ、•
パー)とを対比することにより各ホールにポイントが与えられる：

規則 個人ストロークプレーと 
マッチプレーの他の形式21

規則の目的：
規則21は、通常のストロークプレーとは異なったスコアリングのストローク
プレーの3つの形式：ステーブルフォード(ホールごとに与えられたポイント
によるスコアリング)；最大スコア(各ホールのスコアの最大を制限する)； 
パー/ボギー(マッチプレーのスコアリングをホールごとに使用する)を含む個
人プレーの他の形式を4つ扱っている。
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プレーしたホールで ポイント
決められた目標スコアより2打以上多いか、スコアの申告がないとき 0
決められた目標スコアより1打多いとき 1
決められた目標スコアと同じとき	 2
決められた目標スコアより1打少ないとき 3
決められた目標スコアより2打少ないとき 4
決められた目標スコアより3打少ないとき 5
決められた目標スコアより4打少ないとき 6

プレーヤーがいかなる理由であっても規則に基づいてホールアウトしな
かった場合には、そのホールは0ポイントとなる。

プレーのペースを支援するため、プレーヤーが自分のスコアが0ポイント
となったときには、そのホールのプレーを止めることを推奨する。

プレーヤーがホールアウトしたり、ホールアウトしないことを選んだ
り、自分のスコアでは0ポイントとなったときには、そのホールは終了と
なる。

(2)	各ホールのスコアの記入。スコアカードにホールのスコアを記入するた
めの規則3.3bの要件を満たすために：

•• ホールをホールアウトして終了した場合：

»» ポイントを獲得する結果となるとき。スコアカードに実際のスコア
を記入しなければならない。

»» 0ポイントの結果となるとき。スコアカードにスコアを記入しない
か、または0ポイントを獲得する結果となる何らかのスコアを記入
しなければならない。

•• ホールをホールアウトしないで終了した場合。プレーヤーが規則に基
づいてホールアウトしていない場合、スコアカードにスコアを記入し
ないか、0ポイントを獲得する結果となる何らかのスコアを記入しなけ
ればならない。

委員会はプレーヤーが各ホールで獲得したポイントを計算する責任があ
る。ハンディキャップ競技では、ポイントを計算する前にハンディ
キャップストロークを各ホールに記入されたスコアに適用する責任があ
る。
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委員会の措置、セクション5A(5)(競技の条件で、委員会はプレーヤーに
そのスコアカードの各ホールで獲得するポイントも記入するよう推奨す
ることはできるが、要求することはできない)参照。

21.1c　ステーブルフォードの罰
ストロークプレーで適用するすべての罰はステーブルフォードに適用する。
ただし、次の5つの規則のいずれかに違反したプレーヤーは失格とはならな
い。しかし、違反が起きたホールは0ポイントとなる。

•• 規則3.3cに基づくホールアウトをしない。

•• ホールのスタートでティーイングエリアの外からプレーした誤りを訂正し
ない(規則6.1b(2)参照)。

•• 誤球のプレーの誤りを訂正しない(規則6.3c参照)。

•• 重大な違反がある誤所からのプレーの誤りを訂正しない(規則14.7b参照)。

•• 間違った順番でストロークを行った誤りを訂正しない(規則22.3参照)。

Hole
Yardage
Par
J.Smith
Points

Hole
Yardage
Par
J.Smith
Points

委員会

プレーヤー

プレーヤーと
マーカー

責任

マーカー
署名

プレーヤー
署名

図21.1b：スクラッチ・ステーブルフォードのスコアリング
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プレーヤーが失格の罰となる他の規則のいずれかに違反した場合、そのプレー
ヤーは失格となる。

罰打を適用した後、そのプレーヤーのホールのステーブルフォードのスコア
が0ポイントより少なくなることはない。

21.1d　ステーブルフォードでの規則11.2に対する例外
規則11.2は次の状況には適用しない：

そのホールで1ポイントを獲得するためにはプレーヤーの動いている球が
ホールに入る必要がある場合で、その球がホールに入る合理的な可能性がな
いときに誰かによって故意に方向を変えられたり、止められたときは、その
人には罰はなく、そのプレーヤーのそのホールは0ポイントとなる。

21.1e　ステーブルフォードでラウンドが終わるとき
次のとき、プレーヤーのラウンドは終わる：

•• 自分の最終ホールをホールアウトしたとき(例えば規則6.1や規則14.7bに
基づく誤りの訂正を含む)。

•• その最終ホールをホールアウトしないことを選択したとき、またはその
ホールでもはや1ポイント以上を獲得できないとき。

•• 自分の最終ホールをホールアウトしたとき(例えば規則6.1や規則14.7bに
基づく誤りの訂正を含む)。または、

•• その最終ホールをホールアウトしないことを選択したとき、またはその
ホールでもはや1ポイント以上を獲得できないとき。

 21.2　最大スコア
21.2a　最大スコアの概要
最大スコアはストロークプレーの1つの形式で、プレーヤーやサイドのホー
ルのスコアを委員会が設定した最大のストローク数(例えば、パーの2倍、決
められた数、またはネットダブルボギー)に制限する形式である。

規則1～20で定めているストロークプレーの規則を適用するが、これらの特
別規則によって修正される。規則21.2は次のために規定されている：

•• スクラッチ競技。しかし、ハンディキャップ競技にも採用することができ
る。

•• 個人プレー競技。しかし、パートナーを伴う競技にも採用できるが、規則
22(フォアサム)や規則23(フォアボール)により修正され、ティーム競技に
ついては規則24により修正される。
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21.2b　最大スコアのスコアリング
(1)	プレーヤーのホールのスコア。プレーヤーのホールのスコアはそのプレー
ヤーのストローク数(行ったストロークと罰打を含む)に基づく。ただし、
実際のスコアが最大スコアを超えたとしても、そのプレーヤーのスコア
は最大スコアにしかならない。

プレーヤーがいかなる理由であっても規則に基づいてホールアウトしな
かった場合には、そのホールのスコアは最大スコアとなる。

プレーのペースを支援するため、プレーヤーが自分のホールのスコアが
最大スコアに到達した場合には、そのホールのプレーを止めることを推
奨する。

プレーヤーがホールアウトしたり、ホールアウトしないことを選んだ
り、最大スコアに達したときに、そのホールは終了となる。

(2)	各ホールのスコアの記入。スコアカードにホールのスコアを記入するた
めの規則3.3bの要件を満たすために：

•• ホールをホールアウトして終了した場合。

»» スコアが最大スコアより少ないとき。スコアカードに実際のスコア
を記入しなければならない。

»» スコアが最大スコア以上のとき。スコアカードにスコアを記入しな
いか、または最大スコア以上の何らかのスコアを記入しなければな
らない。

•• ホールをホールアウトしないで終了した場合。プレーヤーが規則に基
づいてホールアウトしていない場合、スコアカードにスコアを記入し
ないか、または最大スコア以上の何らかのスコアを記入しなければな
らない。

委員会はスコアカードにスコアが記入されていない、または最大スコアを
超えるスコアが記入されているすべてのホールについて、プレーヤーのス
コアを最大スコアに調整する責任があり、ハンディキャップ競技では、各
ホールの結果を決定する前に、ハンディキャップストロークを適用する責
任がある。
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21.2c　最大スコアの罰
ストロークプレーに適用するすべての罰を最大スコアにも適用する。ただ
し、以下の5つの規則のいずれかに違反したプレーヤーは失格とはならな
い。しかし、違反が起きたホールは最大スコアとなる：

•• 規則3.3cに基づくホールアウトをしない。

•• ホールのスタートでティーイングエリアの外からプレーした誤りを訂正し
ない(規則6.1b(2)参照)。

•• 誤球のプレーの誤りを訂正しない(規則6.3c参照)。

•• 重大な違反である誤所からのプレーの誤りを訂正しない(規則14.7b参
照)。

•• 間違った順番でストロークを行った誤りを訂正しない(規則22.3参照)。

プレーヤーが失格の罰となる他の規則に違反した場合、そのプレーヤーは失
格となる。 

罰打を適用した後、プレーヤーのホールのスコアは委員会が設定した最大ス
コアを超えることはない。

21.2d　最大スコアでの規則11.2に対する例外
規則11.2は次の状況には適用しない：

そのホールを最大スコアより1打少ないスコアとするためにはプレーヤーの
動いている球がホールに入る必要がある場合で、その球がホールに入る合理
的な可能性がないときに、誰かによって故意に方向を変えられたり、止めら
れたときは、その人に罰はなく、そのプレーヤーのそのホールのスコアは最
大スコアとなる。

21.2e　最大スコアでラウンドが終わるとき
次のとき、プレーヤーのラウンドは終わる：

•• 自分の最終ホールをホールアウトしたとき(例えば規則6.1や規則14.7bに
基づく誤りの訂正を含む)。

•• その最終ホールをホールアウトしないことを選択したとき、またはその
ホールでもはや最大スコアとなったとき。
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 21.3　パー/ボギー
21.3a　パー/ボギーの概要
パー/ボギーはストロークプレーの1つの形式で、マッチプレーと同じスコア
リング方式を使用する：

•• プレーヤーやサイドは、委員会が設定した各ホールの決められた目標スコ
アよりも少ない(または多い)ストローク数でホールを終了することによ
り、ホールの勝ち(または負け)となる。

•• ホールの負け数に対してホールの勝ち数の合計が最も多い(つまり、勝ち
ホール数を足し、負けホール数を差し引いた値が最も多い)プレーヤーや
サイドがその競技の勝者となる。

規則1～20で定めているストロークプレーの規則を適用するが、これらの特
別規則によって修正される。規則21.3は次のために規定されている：

•• スクラッチ競技。しかし、ハンディキャップ競技にも採用することができ
る。

•• 個人プレー競技。しかし、パートナーを伴う競技にも採用できるが、規則
22(フォアサム)や規則23(フォアボール)により修正され、ティーム競技に
ついては規則24により修正される。

21.3b　パー/ボギーのスコアリング
(1)	ホールの勝ち・負けの決定方法。スコアリングはマッチプレーと同様
で、プレーヤーのストローク数(行ったストロークと罰打を含む)と委員会
が設定した決められた目標スコア(通常はパーかボギー)とを対比すること
によりホールの勝ち・負けを決定する：

•• プレーヤーのスコアが決められたスコアより少ない場合、そのホール
の勝ちとなる。

•• プレーヤーのスコアが決められたスコアと同じ場合、そのホールはタ
イとなる(通称「ハーフ」)。

•• プレーヤーのスコアが決められたスコアより多い場合、またはその
ホールのスコアを申告しなかった場合、そのホールの負けとなる。

プレーヤーがいかなる理由であっても規則に基づいてホールアウトしな
かった場合には、そのホールは負けとなる。
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プレーのペースを支援するため、プレーヤーは自分のスコアが決められ
たスコアを超えた場合(そのホールの負けとなるので)はそのホールのプ
レーを止めることを推奨する。

プレーヤーがホールアウトしたり、ホールアウトしないことを選んだ
り、またはそのプレーヤーのスコアが決められたスコアを超えたときに
そのホールは終了となる。

(2)	各ホールのスコアの記入。スコアカードにホールのスコアを記入するた
めの規則3.3bの要件を満たすために：

•• ホールをホールアウトして終了した場合：

»» スコアが、ホールの勝ち、またはタイとなるとき。スコアカードに
実際のスコアを記入しなければならない。

»» スコアが、ホールの負けとなるとき。スコアカードにスコアを記入
しないか、そのホールが負けとなる何らかのスコアを記入しなけれ
ばならない。

•• ホールをホールアウトしないで終了した場合。プレーヤーが規則に基
づいてホールを終了していない場合、スコアカードにスコアを記入し
ないか、そのホールが負けとなる何らかのスコアを記入しなければな
らない。

委員会はプレーヤーが各ホールを勝ったのか、負けたのか、タイ(ハーフ)
なのかを決定する責任があり、ハンディキャップ競技では、ハンディ
キャップストロークをそのホールの結果を決定する前に各ホールに記入
されたスコアに適用する責任がある。

例外－ホールの結果に影響しなければ罰はない：プレーヤーが実際のス
コアより少ないホールのスコアでスコアカードを提出したが、ホールの
勝ち負け、またはタイに影響を及ぼさなかった場合、規則3.3bに基づく
罰はない。

委員会の措置、セクション5A(5)(競技の条件で、委員会はプレーヤーに
スコアカードにホールの結果を記入するよう推奨することはできるが、
要求することはできない)参照。
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21.3c　パー/ボギーの罰
ストロークプレーで適用するすべての罰はパー/ボギーに適用する。ただ
し、次の5つの規則のいずれかに違反したプレーヤーは失格とはならない。
しかし、違反が起きたホールの負けとなる。

•• 規則3.3cに基づくホールアウトをしない。

•• ホールのスタートでティーイングエリアの外からプレーした誤りを訂正し
ない(規則6.1b(2)参照)。

•• 誤球のプレーの誤りを訂正しない(規則6.3c参照)。

•• 重大な違反がある誤所からのプレーの誤りを訂正しない(規則14.7b参照)。

•• 間違った順番でストロークを行った誤りを訂正しない(規則22.3参照)。

プレーヤーが失格の罰となる他の規則のいずれかに違反した場合、そのプレー
ヤーは失格となる。

罰打を適用した後、そのプレーヤーがそのホールの負けよりも悪くなること
はない。

21.3d　パー/ボギーでの規則11.2に対する例外
規則11.2は次の状況には適用しない：

そのホールをタイとするためにはプレーヤーの動いている球がホールに入る
必要がある場合で、その球がホールに入る合理的な可能性がないときに、誰
かによって故意に方向を変えられたり、止められたときは、その人に罰はな
く、そのプレーヤーのそのホールの負けとなる。

21.3e　パー/ボギーでラウンドが終わるとき
次のとき、プレーヤーのラウンドは終わる：

•• 自分の最終ホールをホールアウトしたとき(例えば規則6.1や規則14.7bに
基づく誤りを訂正することを含む)。

•• その最終ホールをホールアウトしないことを選択したとき、またはすでに
そのホールの負けとなったとき。
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 21.4　スリーボールマッチプレー
21.4a　スリーボールマッチプレーの概要
スリーボールマッチプレーはマッチプレーの形式で、次のものをいう：

•• 3人の各プレーヤーが同時に他の2人のプレーヤーと個別にマッチをプ
レーする。

•• 各プレーヤーは、1つの球をプレーし、その球を両方のマッチに使用す
る。

規則1～20で定めているマッチプレーの規則を個々の３つのマッチすべてに
適用する。ただし、１つのマッチで規則を適用することが、もう１つのマッ
チでは矛盾する可能性のある２つの状況ではこれらの特別規則が適用され
る。

21.4b　違った順番でプレー
マッチでプレーヤーが違った順番でプレーした場合、最初にプレーするべき
であった相手は、規則6.4a(2)に基づいてそのストロークを取り消すことがで
きる：

プレーヤーが両方のマッチで違った順番でプレーした場合、各相手はそのプ
レーヤーとのマッチでのそのストロークを取り消すかどうかを選ぶことがで
きる。

プレーヤーのストロークが一方のマッチだけで取り消された場合：

•• そのプレーヤーは他のマッチでは元の球でプレーを続けなければならな
い。

•• このことは、プレーヤーは各マッチで別々の球をプレーすることによりそ
のホールを終えなければならないことを意味する。

21.4c　相手のうちの1人が拾い上げた、または動かした球やボール
マーカー
相手のうちの1人がプレーヤーの球やボールマーカーを拾い上げたり、動か
す原因となったことに対して規則9.5bや規則9.7bに基づいて1罰打を受ける
場合、罰はそのプレーヤーとのマッチにだけ適用する。

その相手のうちの1人は他のプレーヤーとのマッチでは罰を受けない。
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 21.5　ゴルフプレーの他の形式
特定のプレー形式のみを規則3, 規則21, 規則22, 規則23で特別に扱っている
が、ゴルフは他にも多くのプレー形式(例えば、スクランブル、グリーンサ
ム)でプレーすることもできる。

こうしたプレー形式や他のプレー形式のプレーを管理するために規則を順応
させる可能性がある。

委員会の措置、セクション9(他の一般的なプレー形式に対して規則を順応さ
せる際に推奨される方法)参照。

規則21 詳説：個人ストロークプレーとマッチプレーの他の形式
21/1 – プレーヤーはストロークプレーの複数の形式の競技に同時に参
加できる
プレーヤーはストロークプレーの複数の形式の競技(通常のストロークプレー、
ステーブルフォード、最大スコア、パー/ボギー競技など)に同時に参加するこ
とができる。

規則21.4 詳説：スリーボールマッチプレー
21.4/1 – スリーボールマッチプレーでは各プレーヤーは2つの異なる
マッチをプレーしている
スリーボールマッチプレーでは、各プレーヤーは２つの異なるマッチをプレー
しているので、一方のマッチに影響するが、他方のマッチには影響しない状況
が生じることがある。

例えば、プレーヤーAは次のストローク、ホール、あるいはそのマッチをプ
レーヤーBにコンシードした。このコンシードはプレーヤーAとプレーヤーCと
の間のマッチや、プレーヤーBとプレーヤーCとの間のマッチには影響しない。

•
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 22.1　フォアサムの概要
フォアサム(通称｢オルタネートショット｣)はパートナーを伴うプレー形式
(マッチプレーかストロークプレーのいずれか)で、2人のパートナーが1つの
サイドとして各ホールで1つの球を交互にプレーして競技する。

規則1～20はこのプレー形式(個人のプレーヤーを扱うのと同じ方法で1つの球
をプレーするサイドを扱う)に適用するが、これらの特別規則によって修正さ
れる。

この形式の変形はスリーサムとして知られるマッチプレーの1つの形式であ
る。スリーサムは個人のプレーヤーが2人のパートナー(次の特別規則に基づ
いて交互にプレーをする)からなる1つのサイドに対して競技する。

 22.2　�パートナーはいずれもサイドのために行動することが
できる

2人のパートナーは1つの球のみをプレーする1つのサイドとして競う。した
がって：

•• いずれのパートナーもストロークを行う前にそのサイドに対して認められ
る行動をとることができる。例えば、その球の箇所をマークすること、拾
い上げること、リプレースすること、ドロップすること、そしてプレース
すること(そのサイドとして次にどちらのパートナーがプレーする順番な
のかは関係ない)。

規則 22

規則 フォアサム 
(通称｢オルタネートショット｣)22

規則の目的：
規則22はフォアサム(マッチプレーかストロークプレーのいずれかでプレー
する)を扱っている。フォアサムは2人のパートナーが1つのサイドとして1つ
の球を交互にプレーする。このプレー形式のための規則は、ホールをスタート
するためにパートナーたちが交互にティーオフし、交互にプレーしてホール
を終えることを除いては、個人プレーに対するものと本質的に同じである。
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•• パートナーとそのキャディーは他のパートナーのキャディーが援助するこ
とが認められる方法で他のパートナーを援助することができる(例えば、
アドバイスを与えたり、求めること、そして規則10に基づいて認められ
る他の行動)。しかし、パートナーとそのキャディーは他のパートナーの
キャディーに規則が認めていない援助を与えてはならない。

•• いずれのパートナーかいずれのキャディーがとった行動や規則違反はその
サイドに適用する。

ストロークプレーでは、パートナーのうち1人だけがそのサイドのスコア
カードを証明する必要がある(規則3.3b参照)。

 22.3　サイドはストロークを交互に行わなければならない
各ホールで、パートナーたちはサイドのために各ストロークを交互に行わな
ければならない：

•• パートナーは各ホールのティーイングエリアから最初にプレーする順番を交
互としなければならない。

•• ホールのティーイングエリアからのそのサイドの最初のストロークの後、
パートナーたちはそのホールの残りのストロークを交互に行わなければな
らない。

•• ストロークが取り消される、再プレーされる、または他の規則に基づいて
ストロークをカウントしない場合(この規則に違反して間違った順番でス
トロークを行った場合を除く)、そのストロークを行った同じパートナー
がそのサイドのための次のストロークを行わなければならない。

•• そのサイドが暫定球をプレーすることを決定した場合、そのサイドの次の
ストロークをプレーすることになる順番のパートナーがプレーしなければ
ならない。

そのサイドに対する罰はパートナーが交互に行うプレーの順番には影響しな
い。

規則22.3に違反し、間違った順番でストロークを行ったことに対する罰：一
般の罰。

ストロークプレーでは、そのサイドは誤りを訂正しなければならない：

•• 正しい順番のパートナーが、そのサイドが間違った順番で最初にストロー
クを行った所からストロークを行わなければならない(規則14.6参照)。



349

規則 22

•• 間違った順番で行った最初のストロークと、その後に誤りが訂正されるま
でに行ったすべてのストローク(行ったストロークと単にその球をプレー
したことによる罰打を含む)は、カウントしない。

•• 別のホールを始めるためのストロークを行う前に(そのラウンドの最終
ホールでは、スコアカードを提出する前に)、そのサイドがその誤りを訂
正しなかったときは、そのサイドは失格となる。

 22.4　ラウンドのスタート
22.4a　最初にプレーするパートナー
ラウンドをスタートするとき、競技の条件でどちらのプレーヤーが先にプ
レーしなければならないかを決めていなければ、サイドはどちらのパート
ナーが最初のティーイングエリアからプレーするのかを選ぶことができる。

そのサイドのラウンドはパートナーがそのサイドの最初のホールをスタート
するために最初のストロークを行ったときに始まる。

22.4b　スタート時間とスタート地点
規則5.3aは、サイドのどちらが最初にプレーするかに応じて、各パートナー
に別々に適用する：

•• 最初にプレーするパートナーはスタート時間にスタート地点でプレーする
準備ができていなければならず、そしてスタート時間(時間前ではなく)に
スタートしなければならない。

•• 2番目にプレーするパートナーはスタート時間にそのスタート地点か、そ
のホールでティーイングエリアからプレーした球が止まることが予想され
る場所の近くにいなければならない。

パートナーのいずれかがこの方法でその場にいなかった場合、そのサイドは
規則5.3aの違反となる。

 22.5　パートナーたちはクラブを共用することができる
規則4.1b(2)はパートナーたちの持っているクラブの合計本数が14本を超え
なければ、クラブを共用することを認めるように修正される。
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規則22.3 詳説：サイドはストロークを交互に行わなければならない
22.3/1 – ミックスフォアサムでティーイングエリアから再びプレーする
場合、同じティーイングエリアからプレーしなければならない
女子と男子で異なるティーイングエリアを使うミックスフォアサムをプレーする
とき、例えば、男子が緑のティーマーカーによって定められるティーイングエリ
アからティーオフして、そのショットがアウトオブバウンズとなった場合、女子は
次のストロークをその緑のティーイングエリアからプレーしなければならない。

22.3/2 – フォアサムでパートナー両者が同じティーイングエリアから
ティーオフした場合にどちらの球がインプレーとなるのかの決定
プレーヤーとそのパートナーの両方が誤って同じティーイングエリアから
ティーオフした場合、どちらがプレーする順番であったのかを確定しなければ
ならない。

例えば、プレーヤーAとプレーヤーBはサイドA-Bのパートナー同士であった。
プレーヤーAが最初にティーオフして、その後でプレーヤーBが同じティーイン
グエリアからティーオフした。

•• プレーヤーAがティーオフする順番であった場合、プレーヤーBの球はスト
ロークと距離の罰(規則18.1)に基づいてそのサイドのインプレーの球とな
る。そのサイドは3打(1罰打を含む)を終えたことになり、プレーヤーAが次
にプレーする順番となる。

•• プレーヤーBがティーオフする順番であった場合、そのサイドはプレーヤー
Aが最初にプレーしたときに間違った順番でプレーしたことになり、マッチ
プレーではそのホールの負け、ストロークプレーでは2罰打を受ける。スト
ロークプレーでは、プレーヤーBの球がそのサイドのインプレーの球とな
り、そのサイドは3打(2罰打を含む)を終えたことになり、プレーヤーAが次
にプレーする順番となる。

 22.6　�ストロークを行うときにパートナーの後方にプレー
ヤーが立つことに関する制限

規則10.2b(4)の制限に加え、プレーヤーは、そのサイドの次のストロークの
ための情報を得るために、パートナーがストロークを行っている間に球の後
方のプレーの延長線上やその近くに立ってはならない。

規則22.6の違反に対する罰：一般の罰。

規則 22
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22.3/3 – プレーヤーは自分のパートナーがプレーできるように故意に
空振りしてはならない
プレーヤーはわざと球を空振りすることによってプレーする順番を変えることは
できない。「ストローク」は球を打つために行われるクラブの前方への動きであ
る。したがって、プレーヤーがわざと球を空振りした場合、そのプレーヤーはス
トロークを行っておらず、依然としてそのプレーヤーがプレーする順番となる。

例えば、プレーヤーAとプレーヤーBはサイドA-Bのパートナー同士であった。プ
レーヤーAはプレーヤーBがそのショットを打てるように球を故意に空振りし
た。プレーヤーAはその球を打つ意図がなかったのでストロークを行っていな
い。その後、プレーヤーBがその球をプレーした場合、依然としてプレーヤーA
がプレーする順番であったので、プレーヤーBは間違った順番でプレーしたこと
になり、サイドA-Bは一般の罰を受ける。

しかしながら、プレーヤーAが球を打とうとしていたのに偶然にその球を空振り
した場合、プレーヤーAはストロークを行ったことになり、プレーヤーBがプ
レーする順番となる。

22.3/4 – 間違ったパートナーが暫定球をプレーした場合にどのように
処置すべきか
サイドが暫定球をプレーすることに決めた場合、そのサイドの次のストローク
を行う順番であるパートナーがその暫定球をプレーしなければならない。

例えば、プレーヤーAとプレーヤーBはサイドA-Bのパートナー同士であった。
プレーヤーAが自分の球をプレーしたところ、その球はアウトオブバウンズか
ペナルティーエリア以外の場所で紛失することが疑われた。そのサイドが暫定
球をプレーすることに決めた場合、プレーヤーBがその暫定球をプレーしなけ
ればならない。プレーヤーAが誤ってその暫定球をプレーした場合、元の球が
見つかってその暫定球がインプレーの球とならないときは、罰はない。

しかしながら、元の球が紛失してその暫定球がインプレーの球となる場合、こ
の事例ではプレーヤーAがその暫定球をプレーしたので、そのサイドは間違っ
た順番でプレーしたことについてマッチプレーではそのホールの負け、スト
ロークプレーでは2打の罰を受ける。ストロークプレーでは、その暫定球を放
棄して、プレーヤーBはプレーヤーAが元の球を最後にストロークした箇所に
戻って、球をインプレーにしなければならない(規則18.2b)。

規則 22
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 23.1　フォアボールの概要
フォアボールはパートナーを伴うプレー形式(マッチプレーかストロークプ
レーのいずれか)である：

•• 2人のパートナーは1つのサイドとして共に競技し、各プレーヤーは自分
自身の球をプレーする。

•• ホールのサイドのスコアはそのホールの2人のパートナーのうちの少ない
方のスコアとなる。

規則1～20はこのプレー形式に適用するが、これらの特別な規則によって修
正される。

このプレー形式の変形はベストボールとして知られているマッチプレーの1
つの形式である。ベストボールは個人のプレーヤーが2人または3人のパート
ナーからなる1つのサイドと競い、各パートナーは以下の特別規則によって
修正された規則に基づいて各自の球をプレーする(1つのサイドが3人のパー
トナーからなるベストボールについては、他のパートナーとは他の2人の
パートナーを意味する)。

規則の目的：

規則 

規則23はフォアボール(マッチプレーかストロークプレーのいずれかでプレー
する)を扱っている。フォアボールはパートナーたちが1つのサイドとして各
自別々の球をプレーして競技する。ホールのサイドのスコアは、そのホール
でのパートナーたちのうち少ない方のスコアとなる。

フォアボール23

規則 23
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 23.2　フォアボールのスコアリング
23.2a　マッチプレーとストロークプレーでのホールのサイドのスコア
•• 両方のパートナーがホールアウトした、または別の方法で規則に基づいて
ホールを終了した場合。少ない方のスコアがそのホールのそのサイドのス
コアとなる。

•• パートナーのうちの１人だけがホールアウトした、または別の方法で規則に
基づいてホールを終了した場合。そのパートナーのスコアがそのホールのそ
のサイドのスコアとなる。他のパートナーはホールアウトする必要はない。

•• パートナーのいずれもホールアウトしなかった、または別の方法で規則に
基づいてホールを終了しなかった場合。そのサイドのそのホールのスコア
はなしとなる。つまり：

»» マッチプレーでは、相手サイドがすでにそのホールをコンシードしてい
たか、負けていたのでなければ、そのサイドはそのホールの負けとなる。

»» ストロークプレーでは、その誤りを規則3.3cに基づいて時間内に訂正
しなければ、そのサイドは失格となる。

23.2b　ストロークプレーのサイドのスコアカード
(1)	サイドの責任。サイドの各ホールのグロススコアを1枚のスコアカードに
記入しなければならない。

各ホールに対して：

•• 少なくとも1人のパートナーのグロススコアをスコアカードに記入しな
ければならない。

•• スコアカードに複数のパートナーのスコアを記入しても罰はない。

•• スコアカードの各スコアはどちらのパートナーのスコアであるのかを
明確にしておかなければならない；そうしなかった場合、そのサイド
は失格となる。

•• あるスコアをそのサイドのスコアとして一般的にみなすことは不十分
である。

1人のパートナーだけが規則3.3b(2)に基づいてそのサイドのスコアカー
ドのスコアを証明する必要がある。
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(2)	委員会の責任。委員会は各ホールのサイドのスコアとしてどちらのスコ
アをカウントするのかを決定する責任がある(ハンディキャップ競技での
ハンディキャップの適用を含む)：

•• あるホールに1つだけスコアが記入されている場合、そのスコアをサイ
ドのスコアとしてカウントする。

•• あるホールに両方のパートナーのスコアが記入されている場合：

»» それらのスコアが異なる場合、そのホールの最も少ない(グロスまた
はネット)スコアをそのサイドのスコアとしてカウントする。

»» それらのスコアが同じ場合、委員会はいずれかのスコアを採用する
ことができる。使用するスコアが何らかの理由で間違っている場
合、委員会は他のスコアをカウントする。

そのサイドのカウントするスコアがどちらのパートナーのスコアなのか
明確に確認できない場合、あるいはそのパートナーがそのホールのプ
レーについて失格となった場合、そのサイドは失格となる。

Hole

Side Score

Hole

Side Score

委員会

プレーヤー

プレーヤーと
マーカー

責任

マーカー
署名

プレーヤー
署名

図23.2b：スクラッチ・フォアボールストロークプレーのスコアリング
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23.2c　フォアボールで規則11.2を適用しない場合
規則11.2は次の状況には適用しない：

プレーヤーのパートナーがホールをすでに終了していて、そのプレーヤーの
動いている球がそのホールのそのサイドの1打少ないスコアとなるためには
ホールに入る必要がある場合で、その球がホールに入る合理的な可能性がな
いときに、誰かによって故意に方向を変えられたり、止められたときは、そ
の人に罰はなく、そのプレーヤーの球はそのサイドのスコアとしてはカウン
トしない。

 23.3　�ラウンドが始まるとき、終わるとき；ホールが終了す
るとき

23.3a　ラウンドが始まるとき
サイドのラウンドはパートナーの1人が最初のホールをスタートするために
ストロークを行ったときに始まる。

23.3b　ラウンドが終わるとき
次のとき、サイドのラウンドは終わる：

•• マッチプレーでは：

»» いずれかのサイドがそのマッチに勝ったとき(規則3.2a(3)参照)。

»» 競技の条件でマッチをタイで終えることができることを規定している
場合、そのマッチが最終ホールを終えてタイのとき(規則3.2a(4)参照)。

•• ストロークプレーでは、パートナーの両方がホールアウトすることにより
(例えば、規則6.1や規則14.7bに基づいて誤りを訂正することを含む)、ま
たはパートナーの1人が最終ホールをホールアウトし、他のパートナーが
ホールアウトしないことを選択することによってそのサイドが最終ホール
を終了したとき。

23.3c　ホールを終了するとき
(1)	マッチプレー。サイドは次のときにホールを終了する：

•• パートナーの両方がホールアウトをした、または両方の次のストローク
がコンシードされた。
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•• パートナーの一人がホールアウトをした、または次のストロークがコン
シードされて他のパートナーはホールアウトをしないことを選んだ、ま
たはそのサイドのためにはカウントしないスコアとなった。

•• ホールの結果が決定された(例えば、サイドのそのホールのスコアが他
のサイドが出せる可能性があるスコアよりも少なかった場合)。

(2)	ストロークプレー。パートナーのうちの1人がホールアウトして他のパー
トナーがホールアウトしたとき、あるいはホールアウトしないことを選択
したとき、またはそのホールの失格となったときに、サイドはホールを終
了する。

 23.4　�1人または両方のパートナーがサイドを代表すること
ができる

サイドはラウンドの全部または一部をパートナーの１人で代表することがで
きる。必ずしも両方のパートナーがいる必要はなく、または両方のパート
ナーがいても、両方のパートナーが各ホールをプレーする必要はない。

不在だったパートナーがその後でプレーするために到着した場合、そのパー
トナーはホールとホールの間に限ってそのサイドのためにプレーに合流する
ことができる。つまり：

•• マッチプレー－マッチの誰かがホールを始める前。マッチで、いずれかの
サイドの誰かがホールのプレーを始めた後にそのパートナーが到着した場
合、そのパートナーは次のホールまでそのサイドのためにプレーすること
は認められない。

•• ストロークプレー－他のパートナーがホールをスタートする前。他のパー
トナーがホールのプレーを始めた後にそのパートナーが到着した場合、そ
の到着したパートナーは次のホールまでそのサイドのためにプレーするこ
とは認められない。

到着したが、そのホールのプレーは認められていないパートナーはそのホー
ルで他のパートナーにアドバイスを与えたり、他のパートナーを援助した
り、他のパートナーのためにそれ以外の行動をとることはできる(規則23.5a
と規則23.5b参照)。

規則23.4に違反してホールのプレーが認められないのにストロークを行った
ことに対する罰：一般の罰。
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 23.5　パートナーのプレーに影響を及ぼすプレーヤーの行動
23.5a　プレーヤーは、パートナーがそのパートナーの球に対して取
ることができるどのような行動もとることができる
サイドの各プレーヤーは自分自身の球をプレーしなければならないが：

•• プレーヤーはパートナーがストロークを行う前にそのパートナーに対して
認められる行動をそのパートナーの球に関してとることができる。例え
ば、その球の箇所をマークすること、拾い上げること、リプレースするこ
と、ドロップすること、そしてプレースすること。

•• プレーヤーとそのプレーヤーのキャディーは他のパートナーのキャディー
が援助することが認められる方法でそのパートナーを援助することができ
る(例えば、アドバイスを与えたり、求めること、そして規則10に基づい
て認められる他の行動をとること)。しかし、そのパートナーのキャ
ディーが規則に基づいて与えることが認められていない援助を与えてはな
らない。

ストロークプレーでは、パートナーたちはいずれかのプレーヤー、または他
のプレーヤーを援助するためにパッティンググリーンに球を残したままにし
ておくことにお互いが同意してはならない(規則15.3a参照)。

23.5b　パートナーはプレーヤーの行動に責任がある
プレーヤーがパートナーの球や用具に関連してとった行動は、そのパート
ナーがとった行動として扱われる。

パートナーがとると規則違反となる行動をプレーヤーがとった場合：

•• パートナーが規則に違反したことになり、その結果となる罰を受ける(規
則23.9a参照)。

•• そのプレーヤーがとると規則違反となる行動の例：

»» パートナーが行おうとしているストロークに影響を及ぼす状態を改善し
た。

»» 偶然にパートナーの球を動かす原因となった。

»» パートナーの球を拾い上げる前にその球の箇所をマークしなかった。

このことはパートナーやそのパートナーのキャディーが行うと規則違反とな
る行動をそのプレーヤーのキャディーがそのパートナーの球に関してとった
場合にも適用する。
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プレーヤーやそのプレーヤーのキャディーの行動がそのプレーヤー自身の球
とそのパートナーの球の両方のプレーに影響を及ぼす場合、両方のパート
ナーに罰がある場合については規則23.9a(2)を参照。

 23.6　サイドのプレーの順番
パートナーたちはそのサイドが最もよいと考える順番でプレーをすることができる。

このことは、規則6.4a(マッチプレー)や規則6.4b(ストロークプレー)に基づ
いてプレーヤーがプレーする順番であっても、プレーヤーとパートナーのい
ずれかが次のプレーをすることができることを意味する。

例外－マッチプレーでストロークをコンシードされた後でホールのプレーを
続けること：

•• プレーヤーはそのプレーヤーの次のストロークがコンシードされた後に
ホールのプレーを続けることが自分のパートナーの援助となる場合は、そ
のプレーを続けてはならない。

•• そのプレーヤーがプレーを続けた場合、そのホールのプレーヤーのスコア
は罰なしに有効である。しかし、そのホールのパートナーのスコアをその
サイドのスコアとしてカウントすることはできない。

 23.7　パートナーたちはクラブを共用することができる
規則4.1b(2)はパートナーたちの持っているクラブの合計本数が14本を超え
なければ、クラブを共用することを認めるように修正される。

 23.8　�ストロークを行うときにパートナーの後方にプレー
ヤーが立つことに関する制限

規則10.2b(4)の制限に加え、プレーヤーは、そのプレーヤーの次のストロー
クのための情報を得るために、パートナーがストロークを行っている間に球
の後方のプレーの延長線上やその近くに立ってはならない。

規則23.8の違反に対する罰：一般の罰。
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 23.9　�罰を1人のパートナーにだけ適用する場合、または両
方のパートナーに適用する場合

プレーヤーが規則違反に対して罰を受ける場合、その罰はそのプレーヤー1
人だけか、その両方のパートナー(つまりそのサイド)のいずれかに適用す
る。このことはその罰とプレー形式による：

23.9a　失格以外の罰
(1)	罰は通常、プレーヤーにだけ適用し、パートナーには適用しない。プレー
ヤーが失格以外の罰を受ける場合、その罰は通常はそのプレーヤーにだ
け適用し、パートナーには適用しない。ただし、(2)で扱う状況を除く。

•• 罰打はプレーヤーのスコアにだけ追加し、パートナーのスコアには追
加しない。

•• マッチプレーで、一般の罰(ホールの負け)を受けたプレーヤーに、その
ホールでサイドのためにカウントできるスコアはない；しかし、この
罰はパートナーには影響せず、そのパートナーはそのホールでサイド
のためにプレーを続けることができる。

(2)	プレーヤーの罰をパートナーに対しても適用する3つの状況。

•• プレーヤーが規則4.1b(14本のクラブの制限；共有、追加、取り替え)
に違反した場合。マッチプレーでは、そのサイドはその罰を受ける(そ
のマッチのスコアの調整)；ストロークプレーでは、パートナーもその
プレーヤーと同じ罰を受ける。

•• プレーヤーの違反がパートナーのプレーの援助となる場合。マッチプ
レー、ストロークプレーのいずれの場合も、パートナーもそのプレー
ヤーと同じ罰を受ける。

•• マッチプレーで、プレーヤーの違反が相手のプレーに悪影響を与える
場合。パートナーもそのプレーヤーと同じ罰を受ける。

例外－プレーヤーが誤球に対してストロークを行った場合、パートナーのプ
レーを援助した、あるいは相手のプレーに悪影響を与えたものとして扱わ	
ない：

•• プレーヤーだけが規則6.3cの違反に対して一般の罰を受ける(パート
ナーは一般の罰を受けない)。

•• このことは誤球としてプレーした球がパートナーや相手、他の誰かの
球であった場合でも同じである。

規則 23
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23.9b　失格の罰
(1)	1人のパートナーによる違反がサイドの失格となる場合。いずれかのパー
トナーが次の規則に基づいて失格の罰を受ける場合、そのサイドは失格
となる：

•• 規則1.2　　プレーヤーの行動基準

•• 規則1.3　　規則に従ってプレーする

•• 規則4.1a　 ストロークを行うときに認められるクラブ

•• 規則4.1c　 クラブをプレーから除外するための手続き

•• 規則4.2a　 ラウンドのプレーに認められる球

•• 規則4.3　　用具の使用

•• 規則5.6a　 プレーの不当の遅延

•• 規則5.7b　 �委員会がプレーを中断したときにプレーヤーがしなければ
ならないこと

•• 規則6.2b　 ティーイングエリアの規則

マッチプレーに限り：

•• 規則3.2c　 ハンディキャップマッチのハンディキャップの適用

ストロークプレーに限り：

•• 規則3.3b(2)　 プレーヤーの責任：スコアカードの証明と提出

•• 規則3.3b(3)　 ホールの間違ったスコア

•• 規則5.2b　　� ラウンド前やラウンドとラウンドの間にコース上で練習
すること

•• 規則23.2b　　ストロークプレーのサイドのスコアカード

(2)	両方のパートナーによる違反がそのサイドの失格となる場合。両方の
パートナーがそれぞれ次の規則のいずれかに基づいて失格の罰を受ける
場合、そのサイドは失格となる：

•• 規則5.3　 ラウンドを始めること、終えること

•• 規則5.4　 組でプレーすること

•• 規則5.7a　�プレーを中断することができる、または中断しなければな
らない場合

規則 23
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規則23.2 詳説：フォアボールのスコアリング
23.2a/1 – 正しくホールアウトした球がない場合のホールの結果
フォアボールマッチプレーで、ホールを終了したプレーヤーがいない場合、最
後にピックアップしたり、最後にそのホールで失格となったプレーヤーのサイ
ドがそのホールの勝ちとなる。

例えば、サイドA-BはサイドC-Dとフォアボールマッチでプレーしていた。あるホー
ルで、誤ってプレーヤーAがプレーヤーCの球をプレーして、その後でプレーヤーC
がプレーヤーAの球をプレーして、それぞれがその間違った球でそのホールをホー
ルアウトした。プレーヤーBとプレーヤーDは両方ともプレーした球がペナルティー
エリアに入り、ピックアップしてしまった。次のホールのプレー中に、プレーヤーA
とプレーヤーCは両者とも前のホールで誤球をプレーしていたことが分かった。

裁定は、プレーヤーAとプレーヤーCは前のホールで失格となっていた。した
がって、プレーヤーBがプレーヤーDよりも先にピックアップしていた場合、サ
イドC-Dがそのホールの勝ちとなり、プレーヤーDがプレーヤーBよりも先に

•• 規則5.7c　 �プレーを再開するときにプレーヤーがしなければならない
こと

ストロークプレーに限り：

同じホールで、両方のパートナーが次の規則の組み合わせに基づいて失
格の罰を受けた場合、そのサイドは失格となる。

•• 規則3.3c　      ホールアウトをしない

•• 規則6.1b　      スタートホールでティーイングエリアの外からプレー

•• 規則6.3c　       誤球

•• 規則14.7          誤所からプレーすること

•• 規則20.1c(3)　 2つの球をプレーしたことを報告しない

(3)	1人のプレーヤーによる違反で、そのプレーヤーのそのホールのスコアだけ
が無効となる場合。プレーヤーが上記以外の状況で失格の罰がある規則に
違反した場合には、そのプレーヤーは失格とはならない。しかし、その違
反が起きたホールのそのプレーヤーのスコアはそのサイドのためにはカウ
ントできない。 

マッチプレーでは、両方のパートナーが同じホールでそのような違反を
した場合、そのサイドはそのホールの負けとなる。

規則 23
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ピックアップしていた場合、サイドA-Bがそのホールの勝ちとなる。どちらの
プレーヤーが先にピックアップしたか決められない場合、委員会はそのホール
をタイ(ハーフ）と裁定すべきである。

23.2b/1 – ホールのスコアは正しいパートナーに特定されていなければ
ならない
フォアボールストロークプレーでは、パートナーたちは正しいパートナーに特
定した正しいホールのスコアを記入したスコアカードを提出する必要がある。
下記はサイドA-Bがどのようにスコアカードに記入して提出するのかに基づく
フォアボールのスコアリングの例である：

•• ハンディキャップ競技で、プレーヤーAとプレーヤーBは両者ともにある
ホールを「4」でホールアウトした。このホールではプレーヤーBはハンディ
キャップストロークを受けるが、プレーヤーAは受けなかった。マーカーは
プレーヤーAについてグロススコア「4」を記入したが、プレーヤーBについ
てはグロススコアを記入せず、そのサイドのネットスコアを「3」と記入し
た。そのスコアカードが委員会に提出された。

裁定は、プレーヤーAの「4」というスコアがそのサイドのそのホールのスコ
アとなる。ハンディキャップストロークを適用する責任は委員会にだけあ
る。そのサイドのスコアはプレーヤーAのスコアと特定されている通り「4」
となる。マーカーがネットスコアを「3」と記入したことは関係ない。

•• あるホールで、プレーヤーAはピックアップし、プレーヤーBは「5」でホー
ルアウトした。マーカーはプレーヤーAのスコアを「6」と記入し、プレー
ヤーBのスコアを「5」と記入した。そのスコアが記入されたスコアカードが
委員会に提出された。

そのホールのそのサイドについてカウントするパートナーのスコアは正しく
記入されていたので、罰はない。

•• あるホールで、プレーヤーAはピックアップし、プレーヤーBは「4」でホー
ルアウトした。マーカーは誤ってプレーヤーAのスコアを「4」と記入し、プ
レーヤーBのスコアを記入しなかった。スコアカードがそのまま提出され
た。

裁定は、そのホールのそのサイドのスコアはプレーヤーAに特定されたスコ
アであり、プレーヤーAはそのホールを終了していなかったので、そのサイ
ドは失格となる。

規則 23
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23.2b/2 – 間違ったスコアカードを提出したことに対する規則
3.3b(3)例外の適用
規則3.3b(3)(ホールの間違ったスコア）と規則23.2bが適用される方法を以下の
状況が説明している。すべての場合において、サイドA-Bはあるホールについ
て間違ったスコアを記入したスコアカードを提出し、その誤りがそのスコア
カードを提出した後であるが、競技が終了する前に発覚した。

•• プレーヤーAのスコアは「4」、プレーヤーBのスコアは「5」として提出し
た。プレーヤーAはストロークのためのバックスイングを行ったときにクラ
ブでバンカー内の砂に触れており、スコアカードを提出する前に規則
12.2b(1)(バンカー内の砂に触れることに関する制限）の違反の罰に気づいて
いたが、そのホールの自分のスコアにその罰を含めなかった。

•• プレーヤーAはその罰に気づいていたので、規則3.3b(3)例外は適用されず、
そのサイドは規則23.2bに基づいて失格となる。

•• プレーヤーAのスコアは「4」、プレーヤーBのスコアは「5」として提出し
た。プレーヤーAはバンカー内で練習スイングを行ったときに砂に触れたこ
とについて規則12.2b(1)の違反となっていたが、どちらのパートナーもスコ
アカードを提出する前にその罰に気づかなかった。規則3.3b(3)例外が適用さ
れる。プレーヤーAのスコアがそのホールでカウントされるスコアであった
ので、委員会はそのホールのプレーヤーAのスコアに規則12.2b(1)の違反に
ついて一般の罰を適用しなければならない。

したがって、そのサイドのそのホールのスコアは「6」となる。規則ではそ
のホールの両方のパートナーのスコアが同じ場合にだけ、そのサイドがカウ
ントするスコアをプレーヤーBのスコアに戻すことを認めている(規則
23.2b(2)）。

•• プレーヤーAのスコアは「4」、プレーヤーBのスコアは「6」として提出し
た。プレーヤーAは規則15.1bに違反してルースインペディメントを取り除
く間に自分の球を動かした。プレーヤーAはその球をリプレースしたが、1打
の罰には気づいていなかった。プレーヤーBはその一部始終を見ており、そ
の罰に気づいていた。プレーヤーAのスコアは「4」、プレーヤーBのスコア
は「6」としてスコアカードが提出された。1打の罰が含まれていたら、プ
レーヤーAのスコアは「5」となるべきであった。

プレーヤーBはその出来事とその結果としてプレーヤーAに適用されていた
はずの罰に気づいていたことから、規則3.3b(3)は適用されない。そのサイド
は規則23.2bに基づいて失格となる。

•• プレーヤーAとプレーヤーBは両者ともにスコアを「4」として提出した。プ
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レーヤーAは確認のためにジェネラルエリアで自分の球を拾い上げたが、そ
の球を確認するために拾い上げることの合理的な必要性はなかった。プレー
ヤーAとプレーヤーBのどちらもスコアカードを提出する前に規則7.3の違反
の罰には気づいていなかった。

スコアカードに記入された両者のスコアは同じであったので、委員会はどち
らのスコアでもカウントすることができる。委員会が後になって間違いであ
ることが判明するプレーヤーAのスコアをカウントしていたとしても、委員
会は正しいプレーヤーBのスコアをカウントすることになるので、そのサイ
ドに罰はない。

規則23.4 詳説：1人または両方のパートナーがサイドを代表する
ことができる。
23.4/1 – パートナーの1人が競技に参加できない場合のハンディ
キャップアローワンスの決定
アンダーハンディキャップでプレーされるフォアボールマッチで、最も少ない
ハンディキャップのプレーヤーがプレーすることができない場合、そのプレー
ヤーは2つのホールのプレーの間(マッチプレーでは、どちらかのサイドのプ
レーヤーがホールのプレーを始める前だけを意味している）でそのサイドのた
めにプレーを始めることができることを考慮して、その参加しないプレーヤー
は無視されない。

ハンディキャップストロークは、4人すべてのプレーヤーが参加するときと同
じく計算される。その参加しないプレーヤーについて間違ったハンディキャッ
プが宣言された場合、規則3.2c(1)(ハンディキャップの宣言）が適用される。

規則23.6 詳説：サイドのプレーの順番
23.6/1 – サイドが最善と決めた順番でプレーする権利を放棄する
フォアボールマッチで、ホールから最も遠いサイドのプレーヤーがそのホール
を終えないことにするとそのサイドが述べたり、暗示した場合、そのプレー
ヤーはそのホールを終える権利を放棄したことになり、そのサイドは相手がプ
レーした後にその決定を変えることはできない。

例えば、サイドA-BはサイドC-Dとフォアボールマッチでプレーしていた。4つ
の球はすべてパッティンググリーン上にあり、プレーヤーA、プレーヤーB、プ
レーヤーDは2打を終えていたが、プレーヤーCは4打を終えていた。プレー
ヤーAとプレーヤーCの球はホールから約10フィートのところにあり、プレー
ヤーBの球はホールから2フィート、プレーヤーDの球はホールから3フィート
のところにあった。プレーヤーCはピックアップした。プレーヤーAは、プレー
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ヤーBとプレーヤーDがプレーすべきと提案した。

プレーヤーDがプレーした後、プレーヤーAはプレーする権利を放棄したことに
なり、プレーヤーAのスコアはそのサイドのスコアにはならない(例えば、プ
レーヤーBが自分のパットを失敗した場合）。プレーヤーBの球がプレーヤーD
の球よりホールから遠かった場合には、その結果は異なる。プレーヤーBが最
初にパットして失敗した場合、プレーヤーDがプレーする前であれば、プレー
ヤーAは依然としてそのホールを終える権利を有している。

23.6/2 – パートナーたちは有利な順番でプレーするときにプレーを不
当に遅らせてはならない
サイドA-Bのパートナー同士が自分たちで最善と決めた順番でプレーしたが、
プレーを不当に遅らせたことについて規則5.6aの罰を受けることがある例は次
の場合を含む：

•• 完全なペナルティーエリア越えとなるパー3のプレーヤーAのティーショット
はそのペナルティーエリアの中に止まったが、プレーヤーBのティーショッ
トはパッティンググリーン上に止まっていた。プレーヤーAはペナルティー
エリアの規則に基づいて球をプレーすることなく、そのサイドはパッティン
ググリーンに向かった。プレーヤーBはそのホールを終えるのに4パットして
しまった。プレーヤーAはその後でそのパッティンググリーンを離れ、
ティーに戻り、別の球をインプレーにした。

•• それぞれのティーショットの後で、プレーヤーAの球はホールから220ヤー
ド、プレーヤーBの球はホールから240ヤードのところに止まった。プレーヤー
Bがプレーする前にプレーヤーAは自分の第2打のストロークを行った。プレー
ヤーAの球はホールから30ヤードのところに止まり、そのサイドはプレーヤー
Aを前に歩かせて自分の第3打のストロークを行わせることに決めた。

23.6/3 – マッチプレーのサイドのストロークを相手が取り消すことがで
きる場合
フォアボールマッチで、サイドの両方のプレーヤーがティーイングエリアの外
からプレーした場合、規則6.1bに基づいて最後にプレーされたストロークだけ
を取り消すことができる。

例えば、サイドA-BがサイドC-Dとプレーしているフォアボールマッチで、プ
レーヤーAとプレーヤーBの両方がティーイングエリアの外からプレーして、プ
レーヤーAがプレーヤーBよりも先にプレーしていた場合、サイドC-Dはプレー
ヤーBのストロークを取り消すことができるが、プレーヤーAのストロークを取
り消すことはできない。
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規則6.1bはストロークの取り消しを速やかに行うことを求めている。そのことは、
ホールのプレー中にプレーヤーC、あるいはプレーヤーDのプレーする順番であっ
た場合に、プレーヤーAとプレーヤーBの両方がプレーしたときにも適用される。

規則23.7 詳説：パートナーたちはクラブを共有することができる
23.7/1 – 同時に行っていたマッチが終了した後もパートナーは引き続き
アドバイスを与えたり、クラブを共有することができる
フォアボールマッチとシングルマッチを同時にプレーしている場合、サイドの
2人のプレーヤーはフォアボールマッチが終了した後はもはやパートナー同士
ではない。しかしながら、この2人のパートナー同士は両方のシングルマッチ
の残りの間はお互いにアドバイスを与えることやクラブを共有することが依然
として認められる。

例えば、サイドA-BはサイドC-Dとフォアボールマッチでプレーしており、同時
に行われているシングルマッチではプレーヤーAはプレーヤーCと、プレーヤー
BはプレーヤーDとプレーしており、フォアボールマッチとシングルマッチは共
に18ホールであった。プレーヤーAとプレーヤーBはクラブを共有しており、
14本すべてプレーヤーAのものであった。フォアボールマッチは16番ホールで
終了したが、両方のシングルマッチがタイであった場合、プレーヤーAとプ
レーヤーBはもはやパートナー同士ではないが、引き続き自分たちがプレーに
選んだクラブ(共有のクラブ）を使うことができるし、お互いにアドバイスを与
えることができる。

規則23.8 詳説：ストロークを行うときにパートナーの後方にプ
レーヤーが立つことに関する制限
23.8/1 – プレーヤーがパートナーのプレーの線の後方延長線上やその
近くに立った場合の罰の適用
フォアボールで、プレーヤーが規則10.2b(4)や規則23.8に違反して自分のパー
トナーのプレーの線の後方延長線上やその近くに立った場合、罰の適用方法は
プレーヤーがそこに立った理由と、違反があった場合はプレーヤーまたはパー
トナーのいずれかがその違反により援助を受けたかどうかによる。

例えば：

•• プレーヤーが次のストロークの援助とするためにパートナーのプレーの線の延
長線上やその近くに立った場合(例えば、パッティンググリーン上でパートナー
の球の曲がり具合に基づいてプレーヤーの次のパットに関する情報を知るた
め)、プレーヤーは規則23.8に基づいて一般の罰を受ける。
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•• プレーヤーが、パートナーの次のストロークのためにそのパートナーが目標を
定めるために制限される区域に立ち、プレーヤーとパートナーの両方がその場
を離れずに次のストロークが行われた場合、パートナーは規則10.2b(4)に基づ
いて一般の罰を受ける。

•• プレーヤーが、パートナーの次のストロークのためにそのパートナーが目標を
定めるために制限される区域に立ち、そうしている間にそのパートナーの次の
ストロークがパッティンググリーン上でどのように曲がるのかを見た場合、プ
レーヤーとパートナーの両方が一般の罰を受ける。これは、パートナーの規則
10.2b(4)の違反がプレーヤーを援助することにもなるので、プレーヤーは同じ
罰を受けることになる(規則23.9a(2)参照)。(新)

規則23.9 詳説：罰を1人のパートナーにだけ適用する場合、また
は両方のパートナーに適用する場合 
23.9a(2)/1 – プレーヤーの違反がパートナーのプレーの援助となる例
フォアボールマッチプレーとフォアボールストロークプレーの両方において、
プレーヤーの規則違反がそのパートナーの援助となる場合、そのパートナーも
同じ罰を受ける。

サイドA-Bの両方のパートナーが同じ罰を受ける例は次の場合を含む：

•• サイドA-BはサイドC-Dとプレーしており、プレーヤーBの球はホールの近く
で、プレーヤーAが自分のパットの狙いを定める援助となる位置に止まって
いた。プレーヤーCはプレーヤーBにプレーヤーBの球をマークして拾い上げ
るように要請した。プレーヤーBはその球を拾い上げることを拒否し、プ
レーヤーAはプレーヤーBの球が狙いを定める援助となる位置にあるまま
パットした。

プレーヤーBは援助となる球を拾い上げなかったことについて規則15.3a(プ
レーの援助となるパッティンググリーンの球）に基づいて一般の罰を受け
る。そのことはプレーヤーAの援助となったので、プレーヤーAも一般の罰
を受ける。

•• プレーヤーAの球はアウトオブバウンズとなり、そのホールを終えないこと
に決めた。プレーヤーBの球はホールまで同じような距離にあった。プレー
ヤーAはプレーヤーBの球の近くに球をドロップしてパッティンググリーン
に向けてプレーしたが、そうすることはプレーヤーBの援助となった。

そのホールはまだ終了しておらず、その結果はまだ確定していなかったの
で、プレーヤーAのさらなるプレーは規則5.5a(ホールのプレー中、練習スト
ロークの禁止）に違反となる練習とみなされる。プレーヤーAの練習はプ
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レーヤーBの援助となったので、プレーヤーBも一般の罰を受ける。

23.9a(2)/2 – プレーヤーの違反が相手のプレーに悪影響を及ぼす例
フォアボールマッチプレーで、プレーヤーの規則違反が相手に悪影響を及ぼし
た場合、そのプレーヤーのパートナーも同じ罰を受ける。

例えば、サイドA-BはサイドC-Dとフォアボールマッチでプレーしていた。ある
ホールのプレー中、4人すべてのプレーヤーがそのホールをどのようにプレー
するかについて考えている間に、プレーヤーAはすでに行った間違ったスト
ローク数をプレーヤーCとプレーヤーDのどちらかに教えた。サイドC-Dはプ
レーヤーAからの情報に基づいて戦略を立て、パートナーの1人がストロークを
行った。

プレーヤーAはすでに行った正しいストローク数を教えなかったことについて
規則3.2d(1)(すでに行ったストローク数について相手に教えること）に基づい
て一般の罰を受ける。この違反は相手のプレーに悪影響を及ぼしたのでプレー
ヤーBも同じ罰を受ける。したがって、サイドA-Bはそのホールの負けとなる。

23.9a(2)/3 – 間違ったストローク数を教えたり、罰を相手に告げな
かったとしても、プレーヤーがそのホールの勝敗に関係ない場合には相
手に悪影響を及ぼしたとはみなされない
フォアボールマッチのプレーヤーが、あるホールで勝敗に関係なくなってか
ら、すでに行った間違ったストローク数を教えたり、罰を相手に告げなかった
場合、そのホールのそのプレーヤーのスコアはそのマッチに関係ないので、そ
の相手のプレーに悪影響を及ぼしたとみなされることはない。

例えば、サイドA-BはサイドC-Dとフォアボールマッチをプレーしていた。プ
レーヤーAは1罰打を受けたが、そのことを相手に告げなかった。プレーヤーB
がプレーヤーCまたはプレーヤーDのいずれかが他のストロークを行う前や、同
様の行動をとる前にホールアウトし、プレーヤーBのスコアがプレーヤーAのス
コアに罰が適用されなかったとしたときよりも少なかった場合、プレーヤーA
はホールの勝敗に関係なくなったとみなされ、Aだけが規則3.2dに基づいてそ
のホールの失格となる。
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規則 24

規則 
ティーム競技24

規則の目的：
規則24はティーム競技を扱っている(マッチプレーかストロークプレーのい
ずれかでプレーする)。ティーム競技では複数のプレーヤーやサイドがティー
ムとして競技し、そうしたラウンドやマッチの結果が集計され、ティーム全
体のスコアとなる。

 24.1　ティーム競技の概要
•• 「ティーム」とは複数のプレーヤーからなるグループをいい、個人または
サイドとして他のティームと競う。

•• ティームイベントでのプレーヤーたちのプレーは、同時に行われる別の競
技(例えば個人ストロークプレー)の一部とすることもできる。

規則1～23はティーム競技に適用するが、これらの特別規則によって修正される。

 24.2　ティーム競技の条件
委員会はプレー形式、ティーム全体のスコアの計算方法、その他の競技の条
件を決定する。例えば:

•• マッチプレーでは、マッチに勝った場合やタイになった場合に与えられる
ポイント。

•• ストロークプレーでは、各ティームの合計スコアにカウントするためのスコア数。

•• 競技がタイの場合、タイのまま終わらせるのかどうか、終わらせない場
合、タイを決定する方法。

 24.3　ティームキャプテン
各ティームはティームを率いて、そのティームについての決定(例えば、そ
のティームのどのプレーヤーがどのラウンドやマッチでプレーするのか、プ
レーヤーたちのプレーの順番をどうするのか、あるいは誰と誰をパートナー
として組ませるのか）を行うティームキャプテンを指名することができる。

ティームキャプテンはその競技でプレーヤーとしてプレーすることができる。
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 24.4　ティーム競技で認められるアドバイス
24.4a　ティームにアドバイスを与えることが認められる人(アドバイ
ス・ギバー)
委員会は、ラウンド中にそのティームのプレーヤーにアドバイスを与えた
り、規則10.2で認めている他の援助をしたりすることができ、そのティーム
のプレーヤーがアドバイスを求めることができる人(アドバイス・ギバー)を各
ティームが1名指名することを認めるローカルルールを採用することができ
る：

•• アドバイス・ギバーは、ティームキャプテン、ティームコーチ、またはそ
の他の人(その競技でプレーしているティームメンバーを含む)がなること
ができる。

•• アドバイス・ギバーはアドバイスを与える前に委員会に届け出ていなけれ
ばならない。

•• 委員会はティームのアドバイス・ギバーをラウンド中や競技中に変更する
ことを認めることができる。

委員会の措置、セクション8；ローカルルールひな型H-2(委員会は各ティー
ムが2人のアドバイス・ギバーを指名することを認めるローカルルールを採
用することができる)参照。

24.4b　プレー中のアドバイス・ギバーに関する制限
ティームのアドバイス・ギバーがそのティームのプレーヤーである場合、そ
の競技でラウンドをプレーしている間はアドバイス・ギバーとして行動する
ことは認められない。

ラウンドをプレーしている間、そのアドバイス・ギバーは規則10.2のアドバ
イスや他の援助に関する制限については、他のプレーしているティームメン
バーと同じように扱われる。

24.4c　パートナー以外のティームメンバー間でアドバイスをするこ
とはできない
サイドのパートナーとして共にプレーしている場合を除き：

•• プレーヤーはそのコースでプレーしているティームメンバーにアドバイス
を求めることも与えることもできない。
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•• このことは、そのティームメンバーがそのコースでそのプレーヤーと同じ
組でプレーしているか、あるいは違う組でプレーしているかにかかわらず
適用する。

委員会の措置、セクション8；ローカルルールひな型H-5(ストロークプレー
のティーム競技(プレーヤーのラウンドのスコアはティームのスコアの一部
としてだけカウントされる)では、委員会は、同じ組でプレーしている
ティームのメンバーがパートナーではない場合でも互いにアドバイスを与え
ることを認めるローカルルールを採用することができる)参照。

規則24.4の違反の罰：規則10.2aに基づく一般の罰。

規則24.4 詳説：ティーム競技で認められるアドバイス
24.4/1 – 委員会はティームキャプテンやアドバイス・ギバーへの制限を
設けることができる
委員会はティームキャプテンやアドバイス・ギバーになることができる人やそ
の行動を制限するローカルルールを採用することができる。

制限の例は次を含む：

•• アマチュアゴルファーだけにティームキャプテンおよび/またはアドバイ
ス・ギバーとなることを許可する。

•• ティームキャプテンおよび/またはアドバイス・ギバーはパッティンググ
リーンに立ち入ることが認められないと規定する。

•• アドバイスは自ら与えなければならず、無線、電話、あるいはその他の電子
的な方法で与えてはならない。
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規則 25

 25.1　概要
規則25は、すべてのプレー形式を含むすべての競技に適用する。規則25の
特定の修正された規則を使用するかどうかの決定はプレーヤーの障がいのカ
テゴリーと参加資格による。

規則25は次の障がいのカテゴリーのプレーヤーのために特定の規則を修正す
る：

•• 盲目のプレーヤー(特定のレベルの視力障害を含む)。

•• 義手や義足のプレーヤー(四肢欠損や手足を失った人の両方)。

•• 移動補助器具を使うプレーヤー。

•• 知的障がいを持つプレーヤー。

その他の障がいのタイプを持つ多くのプレーヤーがいる(例えば、神経疾患を
持つプレーヤー、整形外科の疾患を持つプレーヤー、低身長のプレーヤー、
耳の不自由なプレーヤーなど)。これらの障がいのカテゴリーは現在のところ
規則25では扱われておらず、これらのプレーヤーに対するゴルフ規則の修正
を扱う規定はない。

用具の規則は修正されずに適用する。ただし、用具の規則セクション7に規
定されている場合を除く。医療上の理由のための用具(グラブや球以外)の使
用に関する情報については、規則4.3b参照。

委員会の措置、セクション5D (プレーヤーの参加資格に関するガイダンス
と、規則25に関する追加のガイダンスと、障がいを持つプレーヤーに関連す
る競技)。

規則 障がいを持つプレーヤーのため
のゴルフ規則の修正25

規則の目的：
規則25は特定の障がいを持つプレーヤーが障がいを持たないプレーヤー、同
じ障害をもつプレーヤー、異なるタイプの障がいを持つプレーヤーとフェア
にプレーすることができるように特定のゴルフ規則の修正を規定している。



375

規則 25

目的：
規則25.2は盲目(特定のレベルの視力障害を含む)のプレーヤーが補助員と
キャディーの両方から支援を同時に受けることを認め、目標を定める支援を
認め、クラブでバンカー内の砂に触れることについての禁止事項への限定さ
れた例外を与え、球の拾い上げ、ドロップ、プレース、リプレースの支援を
認めている。

 25.2　盲目のプレーヤーのための修正

25.2a　補助員からの支援
盲目のプレーヤーは補助員から次の支援を受けることができる：

•• スタンスをとるとき。

•• ストロークを行う前に目標を定めるとき。

•• アドバイスを求めたり、受ける。

補助員は規則に基づくキャディー(規則10.3参照)と同じステータスを持つ
が、規則25.2eに記述される例外がある。

規則10.2aのために、プレーヤーは補助員とキャディーの両方に同時にアド
バイスを求めたり、補助員とキャディーの両方から同時にアドバイスを受け
ることができる。

25.2b　プレーヤーは補助員1人だけが認められる
盲目のプレーヤーは補助員を同時に1人だけ使うことができる。

もしそのプレーヤーが補助員を同時に2人以上使う場合、規則10.3a(1)(プ
レーヤーは一度にキャディー1人だけが認められる)に規定されているのと同
じ方法で、そのプレーヤーは違反が起きた各ホールで一般の罰を受ける。

25.2c　規則10.2b(3)(目標を定める、スタンスをとる、スイングを
することを援助するために物を置いてはいけない)の修正
規則10.2b(3)は修正され、プレーヤー、キャディー、補助員が、目標を定め
る支援のため、または行うことになるストロークのためのスタンスをとる支
援のために物を置いた場合(例えば、プレーヤーが目標とする場所や足の位
置を示すために地面にクラブを置くなど)は、罰はない。しかし、その物は
ストロークを行う前に取り除かなければならず、そうしなかった場合は、プ
レーヤーは規則10.2b(3)の違反に対して一般の罰を受ける。



376

規則 25

25.2d　規則10.2b(4)(プレーヤーがストロークを行う前にキャ
ディーに対して制限される区域)の修正
規則10.2b(4)は修正され、ストロークを行うときに補助員やキャディーが手
助けをしなければ、プレーヤーのストローク中やストローク前のどの時点で
も補助員やキャディーがプレーの線の球の後方延長線上やその近くに故意に
立っていたとしても罰はない。

25.2e　規則10.3(キャディー)の修正
盲目のプレーヤーの補助員はそのプレーヤーのキャディーとしての役割を務
めることができるが、そうする必要はない。

プレーヤーは補助員とキャディーの両方を同時に使うことができる。その場合：

•• その補助員はプレーヤーのクラブを持ち運んだり、扱ってはならない(プ
レーヤーを案内したり、プレーヤーがスタンスをとったり、ストロークを
行う前に目標を定めたりすることを手伝うとき、または定義「キャ
ディー」に規定されている親切心からプレーヤーを手伝う場合を除く)。

•• その補助員がこの規則に違反してプレーヤーのクラブを持ち運んだり、扱
う場合、そのプレーヤーはキャディーを同時に2人使ったことになり、違
反が起きた各ホールについて一般の罰を受ける(規則10.3a(1)参照)。

25.2f　規則12.2b(1)(バンカーの砂に触れることで罰を受けること
になる場合)の修正
バンカー内で自分の球にストロークを行う前に、盲目のプレーヤーは次の場
所や場合に罰なしに自分のクラブでそのバンカー内の砂に触れることができ
る：

•• 球の直前、直後の区域。

•• ストロークのためにバックスイングを行うとき。

しかし、そうするときにプレーヤーはクラブを軽く地面に置く結果として改
善される以上にその球のライを改善してはならない。

プレーヤーには依然として砂の状態をテストするために故意にバンカー内の
砂に触れたり、練習スイングをするときにクラブでバンカー内の砂に触れる
ことについての規則12.2b(1)の禁止事項の制約を受ける。
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25.2g　規則14.1b(球を拾い上げることができる人)の修正
プレーヤーの球がパッティンググリーン上にある場合、規則14.1bは修正さ
れ、プレーヤーのキャディーに加えて、そのプレーヤーの補助員がプレー
ヤーの承認なしに球を拾い上げることができる。

25.2h　球をドロップ、プレース、リプレースすることの支援
盲目のプレーヤーのために、プレーヤーが球をドロップ、プレース、リプ
レースすることを要求するすべての規則は修正され、プレーヤーに制約なし
に他の人にそのプレーヤーの球をドロップ、プレース、リプレースする一般
的な承認を与えることを認める。

規則の目的：
規則25.3は義手や義足のプレーヤー(四肢欠損や手足を失った人の両方を意味
する)に義肢の使用、クラブをアンカリングしてストロークを行うこと、そして
球をドロップ、プレース、リプレースすることの支援を認めている。

 25.3　義手や義足のプレーヤーのための修正

25.3a　義肢のステータス
人工的な手足を使うことは、プレーヤーにそうした人工的な手足を使う医学
的根拠があり、その人工的な手足の使用によってプレーヤーが他のプレー
ヤーよりも不当な利益を得ることはないと委員会が裁定することを条件に、
規則4.3の違反とはならない(規則4.3b参照)。義肢の使用について疑問のある
プレーヤーはできる限り速やかにその問題を委員会に照会すべきである。

義手や義足を使用するプレーヤーは依然として異常な方法で用具を使用する
ことについての規則4.3aの禁止事項の制約を受ける。

25.3b　規則10.1b(クラブをアンカリング(固定)すること)の修正
義手や義足のプレーヤーが四肢欠損や手足を失ったことによりアンカリング
せずにはクラブを握ってクラブの大部分をスイングすることができないと委
員会が認めた場合、そのプレーヤーは規則10.1bに基づく罰なしに、クラブ
をアンカリングしたままストロークを行うことができる。
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25.3c　義手や義足のプレーヤーは球をドロップ、プレース、リプ
レースするときに支援を受けることができる
義手や義足のプレーヤーのために、プレーヤーが球をドロップ、プレース、
リプレースすることを要求するすべての規則は修正され、プレーヤーに制約
なしに他の人にそのプレーヤーの球をドロップ、プレース、リプレースする
一般的な承認を与えることを認める。

25.3d　定義「リプレース」の修正
義手や義足のプレーヤーのために、定義「リプレース」(そして規則
14.2b(2))は修正され、プレーヤーが、手または他の用具の部分を使用するこ
と(例えば、クラブで球を転がすなど)のいずれかによって球をリプレースす
ることを認める。

目的：
規則25.4は移動補助具を使うプレーヤーが同時に補助員とキャディーの両方
によって支援されることを認め、スタンスをとること、そしてストロークを
行うことを支援するための移動補助具(車椅子、その他の車輪付きの移動器
具、つえ(ステッキ)、松葉づえなど)をプレーヤーがどのように使用できるか
を説明し、そして特定の救済処置を修正する。

 25.4　移動補助器具を使用するプレーヤーのための修正

規則25.4aと規則25.4lはすべての移動補助器具(つえ(ステッキ)、松葉づえ、車
椅子、その他の車輪付きの移動器具を含む)に適用する。

規則25.4mと規則25.4nは車椅子とその他の車輪付きの移動器具だけに適用す
る。

25.4a　補助員や他の人からの支援
移動補助具を使うプレーヤーは補助員やその他の人(別のプレーヤーを含む)
から次のような方法で支援を受けることができる：

•• パッティンググリーン上で球を拾い上げる：プレーヤーの球がパッティン
ググリーン上にある場合、規則14.1bは修正され、そのプレーヤーのキャ
ディーに加えて、そのプレーヤーの補助員がプレーヤーの承認なしにその
球を拾い上げることができる。
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•• 球をドロップ、プレース、リプレースする：プレーヤーが球をドロップ、
プレース、リプレースすることを要求するすべての規則は修正され、プ
レーヤーに制約なしに他の人にそのプレーヤーの球をドロップ、プレー
ス、リプレースする一般的な承認を与えることを認める。

•• プレーヤーや器具を適切な場所に配置する：規則10.2b(5)により認められ
ている通り、ストロークを行う前に、プレーヤーは誰からであってもプ
レーヤー自身や移動補助具を配置したり、移動補助具を取り除くための物
理的な支援を受けることができる。

25.4b　補助員からのアドバイス
移動補助具を使うプレーヤーは、規則10.2a(アドバイス)に基づいてキャ
ディーにアドバイスを求めたり、キャディーからアドバイスを受けるのと同
じ方法で、補助員にアドバイスを求めたり、補助員からアドバイスを受ける
ことができる。

補助員は規則に基づくキャディー(規則10.3参照)と同じステータスを持つ
が、規則25.4jに記述される例外がある。

規則10.2aのために、プレーヤーは補助員とキャディーの両方に同時にアド
バイスを求めたり、補助員とキャディーの両方から同時にアドバイスを受け
ることができる。

25.4c　プレーヤーは補助員1人だけが認められる
移動補助器具を使うプレーヤーは補助員を同時に1人だけ使うことができ
る。

もしそのプレーヤーが補助員を同時に2人以上使う場合、規則10.3a(1)(プ
レーヤーは一度にキャディー1人だけが認められる)に規定されているのと同
じ方法で、そのプレーヤーは違反が起きた各ホールで一般の罰を受ける。

25.4d　定義「スタンス」の修正
プレーヤーが移動補助具を使うことは、規則8.1aに基づく意図するスタンス
の区域の決定や規則16.1に基づく異常なコース状態による障害があるかどう
かの決定など様々な規則のための「スタンス」に影響を与えるであろう。

このことに対処するために、定義「スタンス」は修正され、「ストロークの
準備や、ストロークを行うときのプレーヤーの足と体の位置と移動補助具の
位置(使われる場合)」を意味する。
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25.4e　定義「リプレース」の修正
移動補助器具を使うプレーヤーのために、定義「リプレース」(そして規則
14.2b(2))は修正され、プレーヤーが、手または他の用具の部分を使用するこ
と(例えば、クラブで球を転がすなど)のいずれかによって球をリプレースす
ることを認める。

25.4f　規則4.3(用具の使用)の適用
規則4.3は移動補助具の使用に適用される：

•• プレーヤーは規則4.3bの基準に基づいて認められるのであれば自分のプ
レーを支援する移動補助具を使うことができる。

•• 移動補助具を使うプレーヤーは依然として異常な方法で用具を使用するこ
とについての規則4.3aの禁止事項の制約を受ける。

25.4g　スタンスをとるときに移動補助具の使用を認めるように規
則8.1b(5)を修正
規則8.1b(5)に基づいて、プレーヤーがスタンスをとるときに両足をしっかり
据える(合理的な程度で砂の中に足を潜り込ませることを含む)ことによりス
トロークに影響を及ぼす状態を改善しても罰はない。

移動補助具を使うプレーヤーについて、規則8.1b(5)は修正され、「合理的な
程度で足を潜り込ませる」には次のことを含む：

•• 合理的な程度で移動補助具を潜り込ませること。

•• スタンスをとるときに移動補助具を適切な場所に位置させるため、またス
リップを防止するために合理的な行動をとること。

しかし、この修正は上記の範疇を超えてスイング中に移動補助具がスリップ
しないようにするためにスタンスの場所を作ること(器具を固定するために土
や砂を盛り上げた土手を作るなど)を認めていない。

プレーヤーがそれを行った場合、規則8.1a(3)に違反してスタンスの場所を作
るために地面を変えたことについて一般の罰を受ける。

25.4h　規則10.1b(クラブをアンカリング(固定)すること)の修正
プレーヤーが移動補助具を使うことによりアンカリングせずにはクラブを
握ってクラブの大部分をスイングすることができないと委員会が認めた場
合、そのプレーヤーは規則10.1bに基づく罰なしに、クラブをアンカリング
したままストロークを行うことができる。
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25.4i　規則10.1c(プレーの線を跨いだり、踏みながらストロークを
行うこと)の修正
プレーヤーの移動補助具の使用を考慮し、規則10.1cは修正され、プレー
ヤーは故意に移動補助具のどの部分もプレーの線(または球の後方延長線上)
の両側に置いたり、触れたりしてストロークを行ってはならない。

25.4j　規則10.3(キャディー)の修正
移動補助具を使うプレーヤーの補助員はそのプレーヤーのキャディーとして
の役割を務めることができるが、そうする必要はない。

プレーヤーは補助員とキャディーの両方を同時に使うことができる。その場合：

•• その補助員はプレーヤーのクラブを持ち運んだり、扱ってはならない(プ
レーヤーがスタンスをとったり、ストロークを行う前に方向を調整するこ
とを手伝うとき、または定義「キャディー」に規定されている親切心から
プレーヤーを手伝う場合を除く)。しかし、規則10.2b(3)(目標を定める、ス
タンスをとる、スイングをするときの援助となる物を置いてはならない)は
修正されない。

•• その補助員がこの規則に違反してプレーヤーのクラブを持ち運んだり、扱
う場合、そのプレーヤーはキャディーを同時に2人使ったことになり、違
反が起きた各ホールについて一般の罰を受ける(規則10.3a(1)参照)。

25.4k　規則11.1b(2)の修正
移動補助器具を使うプレーヤーのために、規則11.1b(2)は修正され、パッティ
ンググリーンからプレーされて動いているプレーヤーの球が偶然にその移動補
助器具に当たった場合、その球をあるがままにプレーしなければならない。

25.4l　バンカー内の砂の状態をテストするために移動補助具を使う
場合の規則12.2b(1)の適用
規則12.2b(1)に基づき、プレーヤーは、手、クラブ、レーキ、その他の物で
そのバンカーの砂に故意に触れてはならず、また、次のストロークについて
の情報を得るために砂の状態をテストしてはならない。

このことは故意に砂の状態をテストするために移動補助具を使うことにも適
用される。

しかし、プレーヤーはその他の目的のために罰なしに移動補助具で砂に触れ
ることができる。
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25.4m　車輪付きの移動器具を使うプレーヤーのため：レッドペナ
ルティーエリア内の球とアンプレヤブルの球についてのラテラル救済
の選択肢の修正
車輪付きの移動器具を使うプレーヤーがレッドペナルティーエリア内の球や
アンプレヤブルの球についてラテラル救済を受ける場合、規則17.1d(3)と規
則19.2cは修正され、認められる救済エリアのサイズの計測を2クラブレング
スから4クラブレングスに拡大する。

25.4n　車輪付きの移動器具を使うプレーヤーのため：規則
19.3b(バンカーのアンプレヤブルの球に対する救済)
車輪付きの移動器具を使うプレーヤーがバンカー内でアンプレヤブルの球に
対する救済を受ける場合、規則19.3bは修正され、そのプレーヤーは1罰打
でバンカーの外に後方線上の救済を受けることができる。

目的：
規則25.5は知的障がいを持つプレーヤーが補助員とキャディーの両方から同
時に支援を受けることを認め、特定のプレーヤーを担当せず、そしてアドバ
イスを与えることは認められないスーパーバイザーの役割を明確にしてい
る。

 25.5　知的障がいを持つプレーヤーのための修正

25.5a　補助員やスーパーバイザーからの支援
知的障がいを持つプレーヤーが必要とする支援の程度は各個人に特有であ
る。

委員会はプレーヤーを支援する補助員やスーパーバイザーを規定したり、認
めることができる：

•• 補助員とは、個々のプレーヤーのプレーや規則の適用を支援する人である：

»» 補助員は規則に基づくキャディー(規則10.3参照)と同じステータスを持
つが、規則25.5cに記述される制約がある。

»» 規則10.2a(アドバイス)のために、プレーヤーは補助員とキャディーの
両方に同時にアドバイスを求めたり、補助員とキャディーの両方から
同時にアドバイスを受けることができる。
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規則 25

•• スーパーバイザーとは、競技中に知的障がいを持つプレーヤーを支援する
ために委員会が指名した人である：

»» スーパーバイザーは特定のプレーヤーに割り当てられるのではなく、
必要な場合にそれがどのプレーヤーであっても支援するためにその場
にいる。

»» スーパーバイザーの規則上の扱いは外的影響となる。

»» プレーヤーはスーパーバイザーにアドバイスを求めたり、スーパーバ
イザーからアドバイスを受けることはできない。

25.5b　プレーヤーは補助員1人だけが認められる
知的障がいを持つプレーヤーは補助員を同時に1人だけ使うことができる。

もしそのプレーヤーが補助員を同時に2人以上使う場合、規則10.3a(1)(プ
レーヤーは一度にキャディー1人だけが認められる)に規定されているのと同
じ方法で、そのプレーヤーは違反が起きた各ホールで一般の罰を受ける。

25.5c　規則10.3(キャディー)の修正
知的障がいを持つプレーヤーの補助員はそのプレーヤーのキャディーとして
の役割を務めることができるが、そうする必要はない。

プレーヤーは補助員とキャディーの両方を同時に使うことができる。その場合：

•• その補助員はプレーヤーのクラブを持ち運んだり、扱ってはならない(プ
レーヤーがスタンスをとったり、ストロークを行う前に方向を調整するこ
とを手伝うとき(委員会によって承認された場合)、または定義「キャ
ディー」に規定されている親切心からプレーヤーを手伝う場合を除く)。
しかし、規則10.2b(3)(目標を定める、スタンスをとる、スイングをする
ときの援助となる物を置いてはならない)は修正されない。

•• その補助員がこの規則に違反してプレーヤーのクラブを持ち運んだり、扱
う場合、そのプレーヤーはキャディーを同時に2人使ったことになり、違
反が起きた各ホールについて一般の罰を受ける(規則10.3a(1)参照)。

25.5d　規則14.1b(球を拾い上げることができる人)の修正
プレーヤーの球がパッティンググリーン上にある場合、規則14.1bは修正さ
れ、プレーヤーのキャディーに加えて、そのプレーヤーの補助員がプレー
ヤーの承認なしに球を拾い上げることができる。
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規則 25

25.5e　知的障がいと身体的障がいの両方を持つプレーヤー
知的障がいと身体的障がいの両方を持つプレーヤーについて、委員会が両方
の種類の障がいに対処するために規則25の規則を組み合わせて使うことを推
奨する。

 25.6　すべての障がいのカテゴリーのための一般的な規定
25.6a　不当の遅延
規則5.6aの不当の遅延についての禁止事項を障がいを持つプレーヤーに適用
する場合：

•• 委員会は自由裁量を用い、コースの難易度、気象状況(移動補助具の使用に
与える影響の観点から)、競技会の性質、そして競技に参加しているプレー
ヤーの障がいの程度を考慮に入れた独自の合理的な基準を定めるべきであ
る。

•• そうした要因を考慮した上で、委員会はどんなときに不当の遅延となるの
かについてより柔軟な解釈を用いることが妥当であろう。

25.6b　ドロップ規則
14.3b(球は正しい方法でドロップしなければならない)を適用する場合、身体
的な制約により、特定の障がいを持つプレーヤーは膝の高さからドロップし
たかどうかを知ることは困難あるいは不可能となるので、委員会は膝の高さ
からドロップしたというプレーヤーの合理的な判断を受け入れるべきであ
る。また、委員会はプレーヤーの身体的な制約を考慮し、球を膝の高さから
ドロップするすべての合理的な努力を受け入れるべきである。

委員会の措置、セクション5D (プレーヤーの参加資格に関するガイダンス
と、規則25に関する追加のガイダンスと、障がいを持つプレーヤーに関連す
る競技)。
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定義
相手

マッチでプレーヤーが対戦する人。相手という用語はマッチプレーにのみ適
用する。

アウトオブバウンズ

委員会によって定められたコースの境界縁の外側のすべての区域。その縁の
内側のすべての区域はインバウンズである。

コースの境界縁は地面の上方と、地面の下方の両方に及ぶ：

•• このことは、境界縁の内側のすべての地面とその他のもの(例えば、自然
物や人工物)は、地面の上、上方、地下のどこにあっても、インバウンズ
であることを意味する。

•• ある物が境界縁の内側と外側の両方にまたがっている場合(例えば、境界
フェンスに取り付けられている階段、根元は縁の外側にあるが枝は縁の内
側に伸びている木(またはその逆))、その縁の外側にある部分だけがアウト
オブバウンズとなる。

境界縁は境界物や線によって定められるべきである：

•• 境界物：杭やフェンスによって定められる場合、境界縁はその杭やフェン
スポスト(支柱を除く)のコース側を地表レベルで結んだ線によって定めら
れ、そしてそれらの杭やフェンスポストはアウトオブバウンズである。

壁のような他の物で定められる場合、または委員会が違った方法で境界
フェンスを扱いたいと考える場合、委員会はその境界縁を定めるべきであ
る。

•• 線：地面に塗られた線によって定められる場合、境界縁はその線のコース
側の縁となり、その線自体はアウトオブバウンズである。

地面の線が境界縁を定める場合、境界縁がある場所を示すために杭を使用
することができる。

境界縁を定めたり、示したりするために杭を使用する場合、その杭は境界物
である。

境界杭や境界線は白色とするべきである。
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アドバイス

次のときにプレーヤーに影響を及ぼすことを意図した口頭によるコメントや
行為(例えば、ストロークを行うために使用したクラブを見せること)：

•• クラブを選択するとき。

•• ストロークを行うとき。

•• ホールや、ラウンド中のプレー方法を決定するとき。

しかし、アドバイスには公開されている情報は含まない。例えば：

•• コース上の物の位置(例えば、ホール、パッティンググリーン、フェアウェ
イ、ペナルティーエリア、バンカー、別のプレーヤーの球)。

•• ある1点から他の1点までの距離。

•• 風向き。

•• 規則。

アドバイス/1 – アドバイスとなる口頭でのコメントや行動
コメントや行動がアドバイスとみなされ、認められない例は次の場合を含む：

•• 似たようなストロークをすることになっていた別のプレーヤーの耳に入るこ
とを意図して、プレーヤーがクラブ選択に関する発言をした。

•• 個人ストロークプレーで、7番ホールをホールアウトしたばかりのプレー
ヤーAは、そのパッティンググリーンを少し外れたところに球があったプ
レーヤーBに対して、次のストロークを行う方法を実演してみせた。プレー
ヤーBはまだそのホールを終えていなかったので、プレーヤーAは7番ホール
で罰を受ける。しかし、プレーヤーAとプレーヤーBの両者が7番ホールを終
えていた場合、プレーヤーAは8番ホールでその罰を受ける。

•• プレーヤーの球は悪いライに止まっており、そのプレーヤーはどんな行動を
とるべきかを慎重に検討していた。別のプレーヤーが「ショットするのは無
理だね。私だったらアンプレヤブルの球の救済を受けることにするよ。」と
コメントした。そのコメントはプレーヤーがそのホールの間にプレーする方
法の決定に影響を与えた可能性があるのでアドバイスとなる。
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アドバイス/2 – アドバイスとはならない口頭でのコメントや行動
アドバイスとはならないコメントや行動の例は次を含む：

•• 6番ホールのプレー中に、プレーヤーは別のプレーヤーに4番ホール(同じく
らいの長さのパー3)でその別のプレーヤーが使用したクラブの番手を尋ね
た。

•• プレーヤーは2打目のストロークを行い、その球はパッティンググリーンに
乗った。別のプレーヤーも同様に2打目をパッティンググリーンに乗せた。
最初にグリーンに乗せたプレーヤーが、2番目にグリーンに乗せたプレー
ヤーに2打目で使ったクラブの番手を尋ねた。

•• ストロークを行った後で、プレーヤーは「5番アイアンを使うべきだった」
とまだグリーンに球を乗せていない同組の別のプレーヤーに言ったが、その
別のプレーヤーのプレーに影響を及ぼす意図はなかった。

•• プレーヤーは別のプレーヤーが最後のストロークで使ったクラブの番手を確
かめるためにそのバッグを覗き込んだが、何も触れたり、動かすことはな
かった。

•• パットのラインを読んでいる間に、プレーヤーは誤って別のプレーヤーの
キャディーにアドバイスを求めたが、そのキャディーを自分のキャディーだ
と思っていた。そのプレーヤーはすぐにその誤りに気づいて、その別のプ
レーヤーのキャディーに答えないようにと告げた。

アドバイス/3 – 公開されている情報を含む発言がアドバイスとなる場合
公開されている情報についての発言は罰なしに受けることができる。しかし、
その発言にプレーヤーがホールのプレー中やラウンド中にクラブを選択する、
ストロークを行う、またはプレー方法を決定する際に影響を与えることを意図
した情報が含まれる場合、その発言はアドバイスとなる。

アドバイスとはならない発言の例：

•• 「ペナルティーエリアがグリーンエッジから5ヤード手前にある。」

•• 「風が西から吹いているので、このホールの風は右から吹いている。」

アドバイスとなる発言の例：

•• 「ペナルティーエリアがグリーンエッジから5ヤード手前にあるので、グ
リーンの中央に確実に届くクラブを使用した方がいいかも。」

•• 「このホールは風がフォローだから、グリーン手前に球を打たないと。」
(新)
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委員会

競技またはコースを管理する人、またはグループ。

委員会/1 – 委員会のメンバーの任務と責任の制限
委員会は一部のメンバーの役割を制限したり、一部の裁定は特定のメンバーの
同意を必要としたり、一部の責任を委員会の外部の人たちに委託することがで
きる。

例：

•• マッチプレーやストロークプレーでレフェリーの任務を制限すること。

•• 特定のレフェリー、委員会のメンバーのみがプレーのペースの方針を施行す
ることができるようにすること。

•• プレーヤーが規則1.2に基づく重大な違反で失格となるかどうかの決定は、
少なくとも３名の委員会のメンバーが必要であると規定すること。

•• 委員会に代わって裁定を行う権限を所属プロフェッショナル、支配人、ある
いは他の指名した人に委譲すること。

•• 委員会に代わってプレーを中断する権限をコース管理スタッフの代表者に与
えること。

•• 競技中に修理地としてマーキングされていない区域を修理地と定める権限を
持つレフェリーを制限すること。(新)

異常なコース状態

次の4つの定義された状態：

•• 動物の穴。

•• 修理地。

•• 動かせない障害物。

•• 一時的な水。
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一時的な水

次の条件を満たす地表面に一時的に溜まった水(例えば、雨や散水による水溜
まり、水域から溢れた水)：

•• ペナルティーエリアにはないもの。

•• プレーヤーがスタンスをとる前やスタンスをとった後に見えている(プレー
ヤーの足で過度に踏み込まずに)。

単に地面が濡れている、ぬかるんでいる、軟らかい、またはプレーヤーが地
面に立ったときに水が瞬間的に見える、というだけではこの条件を満たさな
い；水溜まりはスタンスをとる前と後のいずれかに存在していなければなら
ない。

特別なケース：

•• 露や霜は一時的な水ではない。

•• 雪と自然の氷(霜以外)は、プレーヤーの選択で、ルースインペディメント
か、または地面の上にある場合は一時的な水のいずれかとなる。　

•• 人造の氷は障害物である。

一般の罰

マッチプレーではホールの負け、ストロークプレーでは2罰打。

インプレー

コース上にあり、ホールのプレーで使用しているプレーヤーの球の状態：

•• 球は次のときにホールで初めてインプレーの球となる：

»» プレーヤーがティーイングエリアからその球にストロークを行ったと
き。

»» マッチプレーで、プレーヤーがティーイングエリアの外からその球に
ストロークを行い、相手が規則6.1bに基づいてそのストロークを取り
消さなかったとき。

•• 球はホールに入るまでインプレーのままとなる。ただし、次のときはもは
やインプレーではなくなる：

»» その球がコースから拾い上げられたとき。

»» その球が紛失した(コース上に止まっていたとしても)、またはアウトオ
ブバウンズに止まったとき。
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»» 別の球に取り替えたとき(規則で認められていなかったとしても)。

インプレーではない球は誤球である。

どんな時でもプレーヤーは複数のインプレーの球を持つことはない(プレー
ヤーが1つのホールで同時に複数の球をプレーできる限定された状況につい
ては規則6.3d参照)。

規則が「止まっている球」、または「動いている球」に言及する場合、それ
はインプレーの球を意味する。

インプレーの球の箇所をマークするためにボールマーカーが所定の位置にあ
る場合：

•• 球が拾い上げられていなかった場合、その球はまだインプレーである。

•• 球が拾い上げられてからリプレースされた場合、そのボールマーカーがま
だ取り除かれていなかったとしてもその球はインプレーである。

動いた

止まっている球が元の箇所を離れて他の箇所に止まり、それが肉眼によって
見ることができる(誰かが実際にそれを見ていたかどうかにかかわらず)場
合。

このことは球が元の箇所を離れ、上下、水平、どの方向に動いたかにかかわ
らず適用する。

球が揺れている(または振動している)だけで、元の箇所に留まっている、ま
たは戻っている場合、その球は動いたことにはならない。

動いた/1 – 物に載っている球が動いたことになる場合
球をリプレースしなければならないのか、あるいはプレーヤーが罰を受けるの
かどうかを決めるために、球が上に止まっていたその物全体が地面に関して動
いた場合を除き、球が上に止まっていた大きな状態や物の特定の部分に関して
その球が動いた場合にだけ球は動いたと扱われる。

球が動いたことにならない例は次の場合を含む：

•• 球が木の枝の分かれ目に挟まって止まっており、その木の枝が動いたが、そ
の枝の中のその球の箇所は変わらなかった。

球が動いたことになる例は次の場合を含む：
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•• 球は静止したプラスチック製のカップの中に止まっていたが、そのカップが
風に吹かれたことで、そのカップ自体が地面に関して動いた。

•• 球は静止した動力付きカートの中や上に止まっていたが、そのカートが動き
出した。

動いた/2 – テレビの証拠が止まっていた球の位置が変わったことを示し
たが、肉眼では合理的に認識できない程度であった
止まっている球が動いたかどうかの決定をする場合、プレーヤーはその球を規
則に基づいてリプレースしなければならないのかどうかを決めることができる
ように、その時に合理的に得られるすべての情報に基づいて判断しなければな
らない。プレーヤーの球が元の位置を離れて、別の場所に止まったことがその
時に肉眼で合理的に認識できない程度であった場合、その決定が後になって間
違っていたことが極めて高度なテクノロジーを通じて示されたとしても、その
球は動いていなかったというプレーヤーの判断が最終となる。

一方で、委員会が、得られるすべての証拠に基づいて、その球はその時に肉眼
で認識できる程度にその位置を変えたと決定した場合、たとえ誰もその球が動
くのを実際に見ていなかったとしても、その球は動いていたと判断される。

動かせない障害物

次の障害物をいう：

•• 不合理な努力なしには、またはその障害物やコースを壊さずには動かすこ
とができない。

•• その他の点において動かせる障害物の定義に合致しない物。

委員会は、障害物が動かせる障害物の定義に合致したとしても、その障害物
を動かせない障害物と定めることができる。

動かせない障害物/1 – 障害物の周りの芝は障害物の一部ではない
動かせない障害物へと通じている芝や動かせない障害物を覆っている芝はその
障害物の一部ではない。

例えば、水道管の一部が地下にあり、一部が地上に出ていた。地下にあるその
水道管が芝を盛り上げる原因となっていても、その盛り上がった芝はその動か
せない障害物の一部ではない。
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動かせる障害物

合理的な努力でその障害物やコースを損傷させずに動かすことができる障害
物。

動かせない障害物や不可分な物の一部(例えば、門、ドア、取り付けられた
ケーブルの一部)がこれらの2つの基準に合致する場合、その部分は動かせる
障害物として扱われる。

しかし、動かせない障害物や不可分な物の動かせる部分が動かすことを意図
して作られていない場合(例えば、石壁の一部から分離した石)にはこの規定
は適用しない。

障害物が動かせる場合であっても、委員会はそれを動かせない障害物として
定めることができる。

オナー

ティーイングエリアから最初にプレーするプレーヤーの権利(規則6.4参照)。

改善

プレーヤーがストロークに対して潜在的な利益を得るためにそのストローク
に影響を及ぼす状態、またはプレーに影響を及ぼす他の物理的な状態の1つ
または複数を変えること。

外的影響

プレーヤーの球、用具、コースに起きることに影響を及ぼす可能性のある次
の人や物：

•• すべての人(別のプレーヤーを含む)。ただし、プレーヤー、またはその
キャディー、プレーヤーのパートナーや相手、それらのキャディーを除
く。

•• すべての動物。

•• すべての自然物、人工物やその他の物(動いている別の球を含む)。ただ
し、自然の力を除く。

•• 人工的に発生させた風や水(例えば、送風機や灌漑システムなど)。
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完全な救済のニヤレストポイント

異常なコース状態(規則16.1)、危険な動物の状態(規則16.2)、目的外グリー
ン(規則13.1f)、プレー禁止区域(規則16.1fと規則17.1e)から罰なしの救済を
受けるため、または特定のローカルルールに基づいて救済を受けるときの基
点。

この基点は次の要件を満たして球があるものと推定された地点である：

•• 球の元の箇所に最も近く、しかし、その箇所よりホールに近づかない。

•• 要求されるコースエリア内。

•• そのストロークに対して救済を受けようとしている状態からの障害(使用
される規則に基づく)がなくなる所。そのストロークとは、もしその状態
が元の箇所になかったらプレーヤーが元の箇所から行っていたであろうス
トロークを意味する。

この基点を推定するときには、プレーヤーはそのストロークで使用していた
であろうクラブの選択、スタンス、スイング、プレーの線を特定する必要が
ある。

プレーヤーは選択したクラブを持って実際のスタンスをとったり、スイング
したりすることによってそのストロークを試してみる必要はない(しかし、プ
レーヤーが正確に推定をするためには通常はそうすることが勧められる)。

完全な救済のニヤレストポイントは救済を受けている特定の状態だけを対象
としているので、他の何かによって障害が生じる場所となることもある：

•• プレーヤーが救済を受けた後、救済が認められる別の状態による障害が生
じた場合、そのプレーヤーは改めて、新しい状態からの新しい完全な救済
のニヤレストポイントを決定することによって救済を受けることができ
る。

•• 救済は各状態から別々に受けなければならない。ただし、すでに各状態か
ら別々に救済を受けたが、それらの別々の救済を受け続けても互いの状態
による障害が繰り返されると結論づけることが合理的な場合、プレーヤー
は両方の状態からの救済を同時に受けることができる(この場合、両方の
状態からの完全な救済のニヤレストポイントを決定することになる)。
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完全な救済のニヤレストポイント/1 – 完全な救済のニヤレストポイント
を解説している図
図では、動かせない障害物による障害からの救済について規則16.1(異常なコー
ス状態)の「完全な救済のニヤレストポイント」という言葉を、右利きのプレー
ヤーの場合について解説している。

完全な救済のニヤレストポイントは厳格に解釈されなければならない。プレー
ヤーは、２つの等距離の完全な救済のニヤレストポイントがある場合を除き、
球をその動かせない障害物のどちら側にドロップするのかを選ぶことは認めら
れない。

その動かせない障害物の一方がフェアウェイでもう一方がブッシュであったと
しても、完全な救済のニヤレストポイントがそのブッシュの中であれば、その
場所がそのプレーヤーの完全な救済のニヤレストポイントである。
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•図は右打ちのプレーヤーを想定しています。

•�プレーヤーは異常なコース状態(ACC)による障害があり、罰なしの救済が認められ
ます。

• �球がB1にある場合、完全な救済のニヤレストポイントは P1となります(そこがブッ
シュの中でプレーすることができなかったとしても)。

• �道路の反対側のP2はACCから完全な救済を受けることができますが、P1の方がP2
よりもB1から近いからです。

P1 B1 P2

救済
エリア

異常な
コース
状態

プレーの方向

図 完全な救済のニヤレストポイント/1

完全な救済のニヤレストポイント/2 – プレーヤーが完全な救済のニヤレ
ストポイントを決定するときに推奨される手続きに従わない
完全な救済のニヤレストポイントを決定するための推奨される手続きがある
が、規則では関連する規則(規則16.1b(ジェネラルエリアの球に対する救済)に
基づいて異常なコース状態からの救済を受ける場合など)に基づいて救済を受け
るときに、完全な救済のニヤレストポイントを決定することをプレーヤーに要
求していない。プレーヤーが完全な救済のニヤレストポイントを正確に決めな
かったり、間違った完全な救済のニヤレストポイントを特定した場合、そのプ
レーヤーはその結果として規則の要件を満たさない救済エリアに自分の球をド
ロップして、その後にその球をプレーしたときにだけ罰を受ける。
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完全な救済のニヤレストポイント/3 – 完全な救済のニヤレストポイント
を決定するために使っていなかったクラブでストロークを行うときにそ
の状態が依然として障害となる場合、プレーヤーは救済を正しく受けて
いなかったことになるのか
プレーヤーが異常なコース状態からの救済を受ける場合、そのプレーヤーはその
箇所からその球をプレーするために用いていたはずのクラブ、スタンス、スイン
グ、そしてプレーの線について自分に生じていた障害についてのみ救済を受ける
ことになる。そのプレーヤーが救済を受けた後で、行っていたはずのストローク
についてもはや障害が存在しない場合、さらなる障害は新しい状況となる。

例えば、プレーヤーの球はグリーンから約230ヤードのジェネラルエリアの深い
ラフの中にあった。プレーヤーは次のストロークを行うためにウエッジを選んだ
ところ、自分の足が修理地の区域を定める線に触れていることが分かった。その
プレーヤーは完全な救済のニヤレストポイントを決定し、規則14.3b(3)(球は救済
エリアにドロップしなければならない)と規則16.1(異常なコース状態からの救済)
にしたがって、所定の救済エリアに球をドロップした。

その球は転がってその救済エリア内の良いライに止まり、そのプレーヤーは次の
ストロークを3番ウッドでプレーできるかもしれないと思った。そのプレーヤー
が次のストロークでウエッジを使えばその修理地の障害は存在しなかった。しか
しながら、3番ウッドを使うことにすると、そのプレーヤーは再び自分の足がそ
の修理地を定めている線に触れていた。それは新しい状況となり、そのプレー
ヤーはその球をあるがままにプレーするか、その新しい状況について救済を受け
ることができる。

完全な救済のニヤレストポイント/4 – プレーヤーは完全な救済のニヤレスト
ポイントを決定したが、意図するストロークを行うことが物理的にできない
完全な救済のニヤレストポイントを決定する目的は、障害となっている状態が
もはや障害とならない最も近い場所に基点を見つけることである。完全な救済
のニヤレストポイントを決定するとき、プレーヤーは良いライやプレーできる
ライを保証されていない。

例えば、プレーヤーが完全な救済のニヤレストポイントから計測した要求され
る救済エリアと思われる場所から、プレー方向が樹木で塞がれている、あるい
はブッシュのせいでプレーヤーが意図するストロークのためのバックスイング
をとることができないという理由でストロークすることができない場合、その
ことはその特定されたポイントが完全な救済のニヤレストポイントであるとい
う事実を変えることはない。

その球をインプレーとした後で、そのプレーヤーはその後で自分がどのような
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種類のストロークを行うのか決めなければならない。そのストローク(クラブ選
択を含む)は、その状態がなかったとしたら元の箇所から行っていたはずのスト
ロークとは異なるかもしれない。

特定した救済エリアのどの部分であっても、その球をドロップすることが物理
的に可能でない場合、そのプレーヤーはその状態からの救済を受けることは認
められない。

完全な救済のニヤレストポイント/5 – プレーヤーは完全な救済のニヤレ
ストポイントを決めることが物理的にできない
プレーヤーが自分の完全な救済のニヤレストポイントを決めることが物理的に
できない場合、そのポイントを推定しなければならず、救済エリアはその推定
したポイントに基づく。

例えば、規則16.1に基づいて救済を受けるとき、そのポイントが木の幹の中と
なったり、あるいは境界フェンスが要求されるスタンスをとることを妨げたこ
とにより、プレーヤーは完全な救済のニヤレストポイントを決定することが物
理的にできなかった。

そのプレーヤーは完全な救済のニヤレストポイントを推定し、球を特定した救
済エリアにドロップしなければならない。

特定した救済エリアにその球をドロップすることが物理的に可能でない場合、
そのプレーヤーは規則16.1に基づいて救済を受けることは認められない。

キャディー

次の方法を含め、ラウンド中にプレーヤーを助ける人：

•• クラブを持って行くこと、運ぶこと、扱うこと：プレー中にプレーヤーの
クラブを持って行く、運ぶ(例えば、カートやトロリーで)、扱う人は、プ
レーヤーによってキャディーとして指名されていなかったとしても、その
プレーヤーのキャディーである。ただし、邪魔にならない所にプレーヤー
のクラブ、バッグ、カートを移動するためや、親切心から行動(例えば、プ
レーヤーが置き忘れたクラブを取りに行く)した場合を除く。

•• アドバイスを与えること：プレーヤーのキャディーは(パートナーやパート
ナーのキャディーを除き)、プレーヤーがアドバイスを求めることができ
る唯一の人である。

キャディーは規則が認める他の方法でプレーヤーを助けることもできる(規
則10.3b参照)。
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救済エリア

プレーヤーが規則に基づいて救済を受けるときに球をドロップしなければな
らないエリア。後方線上の救済(規則16.1c(2)、17.1d(2)、19.2b、19.3参照)
の例外があるが、各救済規則はプレーヤーに次の3つの要素に基づく大きさ
と場所を持つ特定の救済エリアを使用することを要求する：

•• 基点：救済エリアの大きさを計測するときの起点。

•• 基点から計測する救済エリアの大きさ：救済エリアは基点から1クラブレ
ングスか、2クラブレングスのいずれかとなる。しかし、一定の制限があ
る。

•• 救済エリアの場所の制限：救済エリアの場所は1または複数の方法で制限
されることがある。例えば：

»» 特定の定義されたコースエリアだけとなる(例えば、ジェネラルエリア
だけ、またはバンカーやペナルティーエリアの外)。

»» 基点よりもホールに近づかない。または救済を受けているペナル
ティーエリアやバンカーの外でなければならない。

»» 救済を受けている状態による障害(特定の規則で定めている)がなくなる
所。

後方線上の救済では、プレーヤーは使用される規則によって認められる場所
の線上にドロップしなければならず、ドロップしたときにその球が最初に地
面に触れた線上の箇所が救済エリアを定め、その救済エリアはその地点から
どの方向にも1クラブレングスとなる。

プレーヤーが後方線上の救済を使用する際に再度、または2回目のドロップ
をしなければならない場合、そのプレーヤーは次のことができる：

•• 球をドロップする箇所を変えて(例えば、ホールより近く、または遠くに
ドロップする)、その箇所に基づいて救済エリアを変える。

•• 違うコースエリアにドロップする。

しかし、そうすることで規則14.3cの適用の方法は変わらない。

救済エリアの大きさを決定するためにクラブレングスを使用する場合、プ
レーヤーは溝、穴または類似の物を直接越えて計測することができるし、物
(例えば、木、フェンス、壁、トンネル、排水管やスプリンクラーヘッド)を
直接越えて、または中を通して計測することができる。しかし、自然にう
ねった地面の中を通して計測することは認められない。
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委員会の措置、セクション2I(委員会はプレーヤーが特定の救済を受ける場
合に救済エリアとしてドロップゾーンの使用を認める、または要求すること
を選択することができる)参照。

救済エリア/1 – 球が救済エリアにあるかどうかの決定
一般的に、球の一部でも1または2クラブレングス以内にあれば、その球は救済
エリアに止まったことになる。

しかし、基点がある規則に基づいて救済を受ける場合(例えば、動かせない障害
物からの救済を受ける場合)、球の一部でも基点よりホールに近づいている場
合、その球は救済エリアの中にはない。

後方線上の救済や、救済エリアとしてドロップゾーンを使用する場合、基点が
ないので、球の一部が救済エリアに触れているか、せり出している場合、その
球は救済エリアの中にある。このことは、球の一部が救済エリアの前の縁より
もホールに近いところにあったとしても同じである。(新)

境界物

アウトオブバウンズを定める、または示している人工物(例えば、壁、フェ
ンス、杭、レーリング)で罰なしの救済は認められない。

境界物には境界フェンスの基礎や柱を含む。しかし、次のものは含まない：

•• 壁やフェンスに取り付けられた支柱やガイワイヤ。

•• 壁やフェンスを乗り越えたり、通り抜けるために使用する門、階段、橋、
類似の建造物。

境界物はその全体または一部を動かすことができたとしても、動かせないも
のとして扱われる(規則8.1a参照)。

境界物は障害物でも、不可分な物でもない。

境界物/1 – 境界物に取り付けられている物のステータス
境界物に取り付けられているが、定義「境界物」から除外されている物は障害
物であり、プレーヤーはそうした物から罰なしの救済を受けることが認められ
る場合がある。
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委員会が境界物に取り付けられている障害物からの罰なしの救済を与えたくな
い場合、その障害物を不可分な物と規定するローカルルールを使うことができ
る。その場合、境界物に取り付けられている障害物は障害物としてのステータ
スを失うので、罰なしの救済は認められない。

例えば、支柱が境界フェンスの近くにあり、その支柱を障害物のままとすると
プレーヤーにその境界物からの罰なしの救済を実質的に与えてしまう場合、委
員会はその支柱を不可分な物と定めることを選ぶことができる。

クラブレングス

ラウンド中にプレーヤーが持っている14本(またはそれ以下)のクラブ(規則
4.1b(1)で認められる通り)のうち、パター以外で最も長いクラブの長さ。

クラブレングスは各ホールのそのプレーヤーのティーイングエリアを定める
ときや、規則に基づいて救済を受ける場合にそのプレーヤーの救済エリアの
サイズを決定するときに使用される計測単位である。

これらのエリアを計測する目的のために、クラブのトーからグリップのバッ
トエンドまでのクラブの全体の長さが使用される。しかし、そのグリップエ
ンドに取り付けられた物はクラブレングスの一部ではない。

クラブレングス/1 – 最も長いクラブが折れたときにはどのように計測す
べきか
プレーヤーがラウンド中に持っている最も長いクラブが折れた場合、その折れ
たクラブの元の長さは引き続きそのプレーヤーの救済エリアを決定するために
使われる。しかしながら、その最も長いクラブが折れて、プレーヤーがその折
れたクラブを別のクラブと取り替えることが認められ(規則4.1a(2))、取り替え
る場合、その折れたクラブはもはやそのプレーヤーの最も長いクラブとはみな
されない。

プレーヤーが14本より少ないクラブでラウンドを始め、そのプレーヤーがラウ
ンドを始めたときのクラブよりも長い別のクラブを追加することに決めた場
合、その追加したクラブがパターでない限りは計測に使われる。
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コース

委員会が設定した境界の縁の内側のすべてのプレーエリア：

•• 境界の縁の内側のすべてのエリアはインバウンズであり、コースの一部で
ある。

•• 境界の縁の外側のすべてのエリアはアウトオブバウンズであり、コースの
一部ではない。

•• 境界の縁は地面の上方と、地面の下方の両方に及ぶ。

コースは5つの定義されたコースエリアで構成されている。

コースエリア

コースを構成する次の5つの定義されたエリア：

•• ジェネラルエリア。　

•• プレーヤーがプレーするホールをスタートするときにそこからプレーしな
ければならないティーイングエリア。

•• すべてのペナルティーエリア。

•• すべてのバンカー。

•• プレーヤーがプレーしているホールのパッティンググリーン。

誤球

次のプレーヤーの球以外のすべての球：

•• インプレーの球(元の球か、取り替えた球かにかかわらず)。

•• 暫定球(規則18.3cに基づいて放棄する前の)。

•• 規則14.7bや規則20.1cに基づいてストロークプレーでプレーした第2の
球。

誤球の例：

•• 別のプレーヤーのインプレーの球。

•• 捨てられている球。

•• プレーヤー自身の球でアウトオブバウンズとなっている球、紛失球となっ
た球、あるいは拾い上げていてまだインプレーに戻していない球。
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誤球/1 – 誤球の一部は依然として誤球である
プレーヤーがインプレーの球だと誤って思い込んで、遺棄されていた球の一部
にストロークを行った場合、そのプレーヤーは誤球に対してストロークを行っ
たことになり、規則6.3cが適用される。

••

誤所

プレーヤーが自分の球をプレーすることを規則が求めている、または認めて
いる場所以外のコース上のすべての場所をいう。

誤所からのプレーの例：

•• 誤った箇所に球をリプレースしてプレーすること、または規則がリプレー
スを求めているのにリプレースをせずにプレーすること。

•• ドロップした球を所定の救済エリアの外からプレーすること。

•• 誤った規則に基づいて救済を受け、その結果、球を規則に基づいて認めら
れていない場所にドロップし、規則に基づいて認められない場所からプ
レーすること。

•• プレー禁止区域から球をプレーすること、またはプレー禁止区域がプレー
ヤーの意図するスタンスやスイング区域の障害となるときに球をプレーする
こと。

プレーヤーは次の状況では誤所からプレーしたことにはならない。

•• ホールのプレーをスタートするときに、ティーイングエリアの外から球を
プレーした、またはその誤りを訂正しようとしているときにティーイング
エリアの外からプレーした(規則6.1b参照)。

•• プレーヤーがストロークを再プレーしなければならないのに、再プレーを
せずに球が止まった箇所からプレーをした。

最大限の救済を受けることができるポイント

完全な救済のニヤレストポイントがない場合に、バンカー(規則16.1c)やパッ
ティンググリーン(規則16.1d)の異常なコース状態から罰なしの救済を受け
るための基点。

この基点は次の要件を満たして球があるものと推定された地点である：

•• 球の元の箇所に最も近く、しかし、その箇所よりもホールに近づかない。

•• 要求されたコースエリア内。
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•• その異常なコース状態がなかったら元の箇所から行っていたであろうスト
ロークに対してその状態による障害が最小となる所。

この基点を推定するときには、プレーヤーはそのストロークで使用していた
であろうクラブの選択、スタンス、スイング、プレーの線を特定する必要が
ある。

プレーヤーは選択したクラブを持って実際のスタンスをとったり、スイング
したりすることによってそのストロークを試してみる必要はない(しかし、プ
レーヤーが正確に推定をするためには通常はそうすることが勧められる)。

最大限の救済を受けることができるポイントは、球のライと、プレーヤーの
意図するスタンスとスイング、そしてパッティンググリーンに限りプレーの
線に対する相対的な障害の程度を比較することによって見つけられる。例え
ば、一時的な水からの救済を受ける場合：

•• 最大限の救済を受けることができるポイントは、プレーヤーが立つ所より
も球が浅い水の中にある所かもしれないし(ライやスイングよりもスタン
スに影響する)、またはプレーヤーが立つ所よりも球が深い水の中にある
所かもしれない(スタンスよりもライとスイングに影響する)。

•• パッティンググリーン上で、最大限の救済を受けることができるポイント
は球が一時的な水の最も浅い所を通過することになるプレーの線に基づく
かもしれないし、または球が最も短距離でその水を通過することになるプ
レーの線に基づくかもしれない。

最大スコア

プレーヤー、またはサイドのホールのスコアが委員会が設定した最大スト
ローク数(行ったストロークと罰打を含む)に制限する(例えばパーの2倍、決
められた数字、ネットダブルボギー)ストロークプレーの1つの形式。

サイド

マッチプレーやストロークプレーでラウンドを一つのユニットとして競う2
人以上のパートナー。

各パートナーが自分の球をプレーする(フォアボール)か、またはパートナー
たちで1つの球をプレーする(フォアサム)かにかかわらず、パートナーたちの
各組が1つのサイドとなる。

サイドはティームと同じではない。ティーム競技では、各ティームは個人ま
たはサイドとして競うプレーヤーたちで構成する。
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暫定球

プレーヤーによってプレーされたばかりの球が次の可能性がある場合にプ
レーされる別の球：

•• アウトオブバウンズ。

•• ペナルティーエリア以外で紛失。

暫定球はプレーヤーのインプレーの球ではない(規則18.3cに基づいてインプ
レーの球となる場合を除く)。

ジェネラルエリア

コース全体から他の4つの定義されたエリア(つまり(1) プレーヤーがプレー
するホールをスタートするときにそこからプレーしなければならないティー
イングエリア、(2)すべてのペナルティーエリア、(3)すべてのバンカー、(4)
プレーヤーがプレーしているホールのパッティンググリーン)を除いたコース
エリア。

ジェネラルエリアには次を含む：

•• ティーイングエリア以外のコース上のすべてのティーイング場所。

•• すべての目的外グリーン。

自然の力

風、水などの自然の影響、または重力の影響により明らかな理由がなく何か
が起きる場合。

地面にくい込む

プレーヤーの球がそのプレーヤーの直前のストロークの結果として作られた
その球のピッチマークの中にあり、その球の一部が地表面より下にある場
合。

地面にくい込んだことになるために球は必ずしも土に触れる必要はない(例え
ば、草やルースインペディメントが球と土の間にあることもある)。

重大な違反

ストロークプレーで、誤所からのプレーが正しい場所から行われるストロー
クと比較してプレーヤーに著しい利益を与える可能性がある場合。

重大な違反があったかどうかを決めるための比較をする場合、考慮に入れる
要素には次のものを含む：
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»»

•• そのストロークの難易度。

•• 球からホールまでの距離。

•• プレーの線上にある邪魔な物の影響。

•• ストロークに影響を及ぼす状態。

重大な違反の概念はマッチプレーには適用しない。なぜなら、プレーヤーが
誤所からプレーした場合、そのプレーヤーはそのホールの負けとなるからで
ある。

修理地

委員会が修理地と定める(マーキングや他の方法により)コースのすべての部
分。定めた修理地には次の両方を含む：

•• その定めた区域の縁の内側のすべての地面。

•• その定めた区域内に根付いているすべての草、ブッシュ、木、その他の生
長または付着している自然物。これらには地面の上方でその定めた区域の
縁の外側に伸びた部分が含まれる。しかし、その定めた区域の縁の外側の
地面に付着していたり、その縁の外側の地下にある部分(例えば、その縁
の内側に根付いている木の一部である木の根)は含まれない。

また、委員会が修理地として定めていなかったとしても次のものは修理地に
含まれる：

•• 次のときに委員会、または管理スタッフが作った穴：

»» コースセットアップ(例えば、杭を取り除いた穴や、別のホールのプ
レーのために使用しているダブルグリーン上のホール)。

»» コース管理(例えば、芝、切り株を取り除くときにできた穴やパイプライ
ンを設置するときにできた穴。しかし、エアレーションホールを除く)。

•• 後で移すために積まれた刈草、葉、他の物。しかし：

»» 移すために積まれた自然物はルースインペディメントでもある。

»» 移すことを意図せずにコース上に残されている物は、委員会が修理地
として定めていなければ、修理地ではない。

•• プレーヤーの球の近くにあるためにプレーヤーのストロークやスタンスに
より損傷する可能性のある動物の住処(例えば、鳥の巣)。ただし、ルース
インペディメントとして定義されている動物(例えば、ミミズや昆虫)に
よって作られた住処を除く。
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修理地の縁は杭、線、物理的な特徴を持った物で定めるべきである：

•• 杭：杭で定める場合、修理地の縁は、地表レベルでその杭と杭の外側を結
んだ線で定め、その杭は修理地内である。

•• 線：地面上に塗った線で定める場合、修理地の縁はその線の外側の縁とな
り、線自体は修理地内である。

•• 物理的な特徴を持った物：物理的な特徴を持った物(例えば、花壇やターフ
ナーセリ)で定める場合、委員会は修理地の縁を定める方法を告知するべき
である。

修理地の縁が線や物理的な特徴を持った物で定められている場合、修理地の
存在を示すために杭を使用することができる。

杭が修理地の縁を定める、また示すために使用されている場合、その杭は障
害物である。

修理地/1 – 委員会や管理スタッフが原因となった損傷は必ずしも修理
地ではない
管理スタッフが作った穴は、修理地としてマーキングされていなかったとして
も、修理地である。しかしながら、管理スタッフが原因となったすべての損傷
が自動的に修理地となるわけではない。

自動的に修理地とはならない損傷の例は次を含む：

•• トラクターによる轍(しかし、委員会が深い轍を修理地と宣言することは正当
化される)。

•• パッティンググリーン面よりも沈み込んだ古いホールの埋め跡。ただし、規
則13.1c(パッティンググリーン上で認められる改善)を参照すること。

修理地/2 – 修理地に根付いている木の上にある球は修理地の中にある
木が修理地の中に根付いていて、プレーヤーの球がその木の枝の上にある場
合、たとえその枝が定められた区域の外側に伸びていても、その球は修理地の
中の球である。

そのプレーヤーが規則16.1に基づいて罰なしの救済を受けることに決め、その
球がその木の上にある場所の真下の地面の箇所がその修理地の外側となる場
合、救済エリアを決定して救済を受ける基点はその地面の箇所となる。

しかし、木の中にある球の真下の地面の箇所が修理地の中にある場合(または、
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その状態の中にプレーヤーが立つことになるなど、他の障害が生じる場合)、そ
の箇所は完全な救済のニヤレストポイントを決めるための参考として使用され
る。

修理地/3 – 倒木や木の切り株は必ずしも修理地ではない
委員会が取り除くつもりであっても、まだ取り除く作業に入っていない倒木や
木の切り株は、自動的に修理地とはならない。しかしながら、その木や木の切
り株を後に取り除くために地面から掘り起こしたり、切断する作業に入ってい
る場合、そうした倒木や木の切り株は「後で移すために積まれた物」であり、
したがって修理地である。

例えば、ジェネラルエリアで倒れて、まだ切り株と繋がっている木は修理地で
はない。しかしながら、プレーヤーは委員会に救済を要請することができ、委
員会がその倒木に覆われた区域を修理地と宣言することは正当化される。

障害物

不可分な物と境界物を除くすべての人工物。

障害物の例：

•• 人工の表面を持つ道路(これらの人工的な縁石を含む)。

•• 建物、避難小屋。

•• スプリンクラーヘッド、排水口、灌漑ボックスまたは制御ボックス。

•• 杭、壁、レーリング、フェンス(しかし、これらがコースの境界縁を定め
る、または示す境界物である場合を除く)。

•• ゴルフカート、芝刈り機、車、他の車両。

•• ゴミ箱、案内標識、ベンチ。

•• プレーヤーの用具、旗竿、レーキ。

障害物は動かせる障害物か、動かせない障害物のいずれかとなる。動かせな
い障害物の一部(例えば、門、ドア、取り付けられたケーブルの一部)が動か
せる障害物の定義に合致する場合、その部分は動かせる障害物として扱われ
る。

ペイントした点や線(境界やペナルティーエリアを定めるために使用されるも
のなど)は障害物ではない。
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委員会の措置、セクション8；ローカルルールひな型F-23(委員会は特別な救
済処置を適用するために特定の障害物を臨時の動かせない障害物として定め
るローカルルールを採用することができる)参照。

スコアカード

ストロークプレーで、各ホールのプレーヤーのスコアを記入するカード。

スコアカードは次のことを可能とする委員会が承認した書面や、電子形式と
することができる：

•• 各ホールのプレーヤーのスコアを記入すること。

•• 物理的な署名や委員会が認めた電子的認証によってマーカーとプレーヤー
がそのスコアを証明すること。

マッチプレーではスコアカードを要求しないが、マッチのスコアを記入して
おくためにプレーヤーが使用することがある。

スタンス

ストロークの準備や、ストロークを行うときのプレーヤーの足と体の位置。

規則25.4d (移動補助器具を使うプレーヤーについては、ストロークの準
備、ストロークを行う際の移動補助器具の位置を含めるようにこの定義は修
正される)を参照。

ステーブルフォード

ストロークプレーの1つの形式で、次のものをいう：

•• プレーヤーやサイドのホールのスコアは、そのプレーヤーやサイドのホール
のストローク数(行ったストロークと罰打を含む)と委員会が設定したその
ホールに決められた目標スコアとを対比して与えられるポイントに基づく。

•• すべてのラウンドを終了し、最高点で終えたプレーヤーやサイドが競技の
優勝者となる。

ストローク

球を打つために行われるクラブの前方への動き。

しかし、次の場合にはプレーヤーはストロークを行ったことにはならない：

•• ダウンスイングの間に球を打たないことに決めて、クラブヘッドが球に届
く前に、そのクラブヘッドを意図的に止めること、または止めることがで
きない場合に意図的に空振りをすることによって打つことを避けた場合。
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•• 練習スイングを行っているときや、ストロークを行う準備をしている間に
偶然に球を打った場合。

規則が「球をプレーすること」に言及する場合、その意味はストロークを行
うことと同じである。

ホールやラウンドのプレーヤーのスコアは、すべての行ったストロークと罰
打の両方を意味する「ストローク」または「すでに行ったストローク」の数
として表される(規則3.1c参照)。

ストローク/1 – ストロークが行われたのかどうかの決定
プレーヤーがその球を打とうとしてクラブでダウンスイングを始めた場合、そ
のプレーヤーの行動は次のときにストロークとしてカウントする：

•• クラブヘッドが外的影響(木の枝など)によって方向を変えられたり、止めら
れた(その球を打ったかどうかは問わない)。

•• ダウンスイングの途中でクラブヘッドがシャフトから外れ、そのプレーヤー
はそのシャフトだけでダウンスイングを続けた(そのシャフトで球を打ったか
どうかは問わない)。

•• ダウンスイングの途中でクラブヘッドがシャフトから外れ、そのプレーヤー
はそのシャフトだけでダウンスイングを続けたところ、そのクラブヘッドが
落下してその球に当たった。

次の各状況では、そのプレーヤーの行動はストロークとしてカウントしない：

•• ダウンスイングの途中でプレーヤーのクラブヘッドがシャフトから外れた。
そのプレーヤーは球に届く前にダウンスイングを止めたが、そのクラブヘッ
ドが落下し、その球に当たって動かした。

•• バックスイングの途中でクラブヘッドがシャフトから外れた。そのプレー
ヤーはそのシャフトでダウンスイングを終えたが、その球を打たなかった。

•• クラブが届かない木の枝の上に球が引っかかって止まっていた。そのプレー
ヤーがその球の代わりにその枝の下の部分を打つことによってその球を動か
す場合、規則9.4(プレーヤーが拾い上げた、または動かした球)が適用され
る。



定義

410

ストロークと距離

プレーヤーが直前のストロークを行った所から球をプレーすることによって
規則17, 規則18, 規則19に基づいて救済を受ける場合の処置と罰(規則14.6参
照)。

ストロークと距離という用語は次の両方を意味する：

•• プレーヤーが1打の罰を受ける。

•• プレーヤーが直前のストロークを行った箇所からホールに向けて得た距離
の利益を失う。

ストロークに影響を及ぼす状態

プレーヤーの止まっている球のライ、意図するスタンス区域、意図するスイ
ング区域、プレーの線、そのプレーヤーが球をドロップまたはプレースする
ことになる救済エリア。

•• 「意図するスタンス区域」には、(i)プレーヤーが足を置くことになる場所
と、(ii)意図するストロークの準備やそのストロークを行うときにプレー
ヤーの体を位置させる方法と場所に合理的に影響を及ぼすかもしれないす
べての区域の両方を含む。

•• 「意図するスイング区域」には、意図するストロークのためのバックスイ
ング、ダウンスイング、スイングの終了に合理的に影響を及ぼすかもしれ
ないすべての区域を含む。

•• 「ライ」、「プレーの線」、「救済エリア」という各用語には定義があ
る。

ストロークプレー

プレーヤーやサイドがその競技のすべての他のプレーヤーやサイドと競うプ
レー形式。

ストロークプレーの通常の形式(規則3.3参照)：

•• ラウンドのプレーヤーやサイドのスコアは各ホールをホールアウトしたス
トローク数(行ったストロークと罰打を含む)の合計となる。

•• すべてのラウンドを最も少ない合計ストロークで終了したプレーヤーやサ
イドが勝者となる。

スコアリング方法が異なるストロークプレーの他の形式はステーブルフォー
ド、最大スコア、パー/ボギー(規則21参照)である。
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すべてのストロークプレーの形式は個人競技(各プレーヤーが1人で競う)か、
パートナーたちのサイドが関与する競技(フォアサムやフォアボール)のいず
れかでプレーすることができる。

スリーボール

次のマッチプレーの形式：

•• 3人のプレーヤーが同時に他の2人を相手に個別のマッチをプレーする。

•• 各プレーヤーは1つの球をプレーし、その球が両方のマッチで使用され
る。

ティー

球をティーイングエリアからプレーするときに、その球を地面から上げるた
めに使用する物。ティーは4インチ(101.6mm)以下の長さで、用具規則に適
合していなければならない。

ティーイングエリア

プレーヤーがプレーするホールをスタートするときに最初にそこからプレー
しなければならないエリア。

ティーイングエリアは次の方法で定めた奥行2クラブレングスの長方形であ
る：

•• 前の縁は委員会が設置した2つのティーマーカーの最も前方を結ぶ線に
よって定められる。

•• 横の縁は2つのティーマーカーの外側から後方の線によって定める。

ティーイングエリアは5つの定義されたコースエリアの1つである。

コース上(同じホールか、他のホールかにかかわらず)にあるすべての他の
ティーイング場所はジェネラルエリアの一部である。

動物

人間以外の動物界のすべての生き物で、哺乳類、鳥類、爬虫類、両生類、無
脊椎動物(例えば、ミミズ、昆虫、クモ、甲殻類)を含む。

動物の穴

動物が地面に掘った穴。ただし、ルースインペディメントとしても定義され
る動物(例えば、ミミズや昆虫)が掘った穴を除く。
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動物の穴という用語には次のものを含む：

•• 動物が穴から掘り出して分離している物。

•• その穴に通じるすり減った獣道や痕跡。

•• 動物が地下に穴を掘った結果、盛り上がった、または変化した地面のすべ
ての区域。

動物の穴には、動物の穴に通じるすり減った獣道や痕跡の部分ではない動物
の足跡は含まない。

取り替え

プレーヤーが別の球をインプレーの球にしてホールをプレーするために使用
している球を替えること。

次の場合にかかわらず、元の球に取り替えてどのような方法でも別の球をイ
ンプレーにした場合(規則14.4参照)、その別の球は取り替えたことになる：

•• 元の球がインプレーであった。

•• 元の球がコースから拾い上げられていた、または紛失球、アウトオブバウ
ンズであるためにもはやインプレーではなかった。

取り替えた球は、たとえ次の場合であっても、そのプレーヤーのインプレー
の球となる：

•• その取り替えた球を間違った方法で、または誤所にリプレースした、ド
ロップした、プレースした。

•• プレーヤーが規則に基づいて元の球をインプレーに戻すことを要求されて
いたのに、その別の球に取り替えた。

ドロップ

球を持ち、その球をインプレーにする意図を持って空中を落下するように離
すこと。

プレーヤーが球をインプレーにする意図なしに球を離した場合、その球はド
ロップしたことにはならず、インプレーにはならない(規則14.4参照)。

各救済規則が球をドロップする、そしてその球が止まらなければならない具
体的な救済エリアを特定している。

救済を受ける場合、プレーヤーは球を膝の高さから離さなければならず、次
の要件を満たさなければならない：
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•• プレーヤーが球を投げたり、回転をかけたり、転がしたりせずに、または
球が止まることになる場所に影響を及ぼす可能性のあるその他の動きをせ
ずに、球を真っすぐに落下させなければならない。

•• 球が地面に落ちる前にそのプレーヤーの体や用具に当たってはならない
(規則14.3b参照)。

パー/ボギー

マッチプレーのようなスコアリングを使用するストロークプレーの形式：

•• プレーヤーまたはサイドは、委員会が設定したホールに決められた目標ス
コアより少ない、またはその目標スコアより多いストローク(行ったスト
ロークと罰打を含む)でそのホールを終了することによりそのホールの勝
ち、または負けとなる。

•• 競技は、勝ったホール数の合計が負けたホール数の合計と比べて最も多い
プレーヤー、またはサイドが勝ちとなる(つまり、勝ったホールを加え、
負けたホールを引く)。

パートナー

マッチプレーかストロークプレーのいずれかで、サイドとしてプレーヤーと
共に競うもう1人のプレーヤー。

旗竿

ホールの場所をプレーヤーに示すために委員会が準備してホールの中に立て
た動かせるポール。旗竿にはそのポールに取り付けた旗と他の素材や物を含
む。

クラブや棒のような人工的な物あるいは自然物がホールの位置を示すために
使われている場合、規則の適用については、それは旗竿であるものとして扱
われる。

旗竿の要件は用具規則の中で明記している。

パッティンググリーン

プレーヤーがプレーしているホールの次のエリア：

•• パッティングのために特別に作られたエリア。

•• 委員会がパッティンググリーンとして定めたエリア(例えば、臨時のグ
リーンを使用する場合)。
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••

ホールのパッティンググリーンにはプレーヤーが球をプレーして入れようと
するホールがある。

パッティンググリーンは5つの定義されたコースエリアの1つである。プレー
ヤーがそのときプレーしていない他のすべてのホールのパッティンググリー
ンは、目的外グリーンであり、ジェネラルエリアの一部である。

パッティンググリーンの縁は特別に作られたエリアが始まると見て分かる所
によって定める(例えば、縁を示すために明確に芝が刈られている所)。ただ
し、委員会が違った方法(例えば、線や点を使用することにより)でその縁を
定めている場合を除く。

2つの異なったホールのためにダブルグリーンを使用している場合：

•• 2つのホールが設置されているパッティンググリーンはどちらのホールを
プレーしているときでもパッティンググリーンとして扱われる。

•• しかし、委員会はダブルグリーンを2つの異なったパッティンググリーン
に分ける縁を定めることができ、プレーヤーが2つのホールのうちの1つを
プレーしている場合、その縁を境にして他のホールのために使用されてい
るダブルグリーンの部分は目的外グリーンである。

バンカー

バンカーとするために作られた砂のエリアで、芝や土が取り除かれて窪みと
なっている場合が多い。

次の部分はバンカーの一部ではない：

•• その作られたエリアの縁で土、草、積み芝、または人工物で構成するへ
り、壁(または法面)。

•• 土やその作られたエリアの縁の内側に生長している、または付着している
すべての自然物(例えば、草、ブッシュ、木)。

•• その作られたエリアの縁の外側にある、または、飛び散っている砂。

•• その作られたエリアの縁の内側ではないコース上の他のすべての砂の区域
(例えば、砂漠や他の自然の砂の区域、またはウェストエリアと言われる
ことがある区域)。

バンカーは5つの定義されたコースエリアの1つである。

委員会は作られた砂のエリアをジェネラルエリアの一部として定めたり(つま
りバンカーではない)、作られていない砂の区域をバンカーとして定めること
ができる。
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••

バンカーが修理中で委員会がそのバンカー全体を修理地として定める場合、
そのバンカーはジェネラルエリアの一部として扱われる(つまりバンカーでは
ない)。

この定義と規則12で使用する「砂」という言葉には、砂の中に混ぜられてい
る土と同様に、バンカーの素材として使用する砂に類似するすべての素材(例
えば、粉砕された貝)を含む。

フォアサム(通称「オルタネートショット」)

2人のパートナーが1つのサイドとして各ホールで1つの球を交互にプレーし
て競技するプレー形式。

フォアサムを2人のパートナーからなるサイドと、2人のパートナーからなる
別のサイドとのマッチプレー競技としてプレーすることができるし、2人の
パートナーからなる複数のサイド間でストロークプレー競技としてプレーす
ることもできる。

フォアボール

2人のパートナーからなるサイドの各プレーヤーが自分自身の球をプレーし
て競うプレー形式。ホールのサイドのスコアはそのホールの2人のパート
ナーのうち少ない方のスコアとなる。

フォアボールを2人のパートナーからなるサイドと2人のパートナーからなる
別のサイドでのマッチプレー競技としてプレーすることもできるし、2人の
パートナーからなる複数のサイド間でストロークプレー競技としてプレーす
ることもできる。

不可分な物

委員会がコースをプレーする上で挑戦の一部として定めた罰なしの救済が認
められない人工物。

不可分な物は動かせないものとして扱われる(規則8.1a参照)。しかし、不可
分な物の一部(例えば、門、ドア、取り付けられたケーブルの一部)が動かせ
る障害物の定義に合致する場合、その部分は動かせる障害物として扱われ
る。

委員会が不可分な物として定めた人工物は障害物でも境界物でもない。

プレーの線

プレーヤーがストローク後に自分の球にとらせたい線で、その線には地面の
上方と、その線の両側に合理的な距離を持つその線上の範囲を含む。
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プレーの線は2つの点を結ぶ直線とは限らない(例えば、プレーヤーが球にと
らせたい場所に基づいて曲線となることもある)。

プレー禁止区域　

委員会がプレーを禁止したコースの一部。プレー禁止区域は異常なコース状
態か、ペナルティーエリアのいずれかの部分として定めなければならない。

委員会はどのような理由でもプレー禁止区域を採用することができる。例え
ば：

•• 野生生物、動物の住処、環境保護区を保護すること。

•• 若木、花壇、ターフナーセリ、芝の張り替え区域、他の植栽区域への損傷
を防止すること。

•• 危険からプレーヤーを保護すること。

•• 歴史的、または文化的な価値のある場所を保存すること。

委員会は線または杭でプレー禁止区域の縁を定めるべきで、そのプレー禁止
区域が普通の異常なコース状態やペナルティーエリアとは異なるものである
ことが識別できる線または杭(杭の上部に印をつけるなど)を使用するべきで
ある。

プレー禁止区域/1 – プレー禁止区域から突き出ている生長物のステータス
プレー禁止区域から突き出ている生長物のステータスはプレー禁止区域の種類
による。その生長物がそのプレー禁止区域の一部であるかもしれず、その場合
にはプレーヤーは救済を受ける必要があるので、そのことは重要である。

例えば、プレー禁止区域がペナルティーエリア(その縁は地面の上方と下方に及
ぶ)として定められていた場合、そのプレー禁止区域の縁を越えて外側に伸びて
いる生長物のどの部分もそのプレー禁止区城の一部ではない。しかしながら、
プレー禁止区域が修理地(定められた区域の内側のすべての地面と地面の上方で
その縁の外側に伸びたすべての生長物を合む)として定められていた場合、その
縁から突き出ているすべての部分はそのプレー禁止区域の一部である。
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紛失

プレーヤー、またはそのキャディー(またはプレーヤーのパートナーやパー
トナーのキャディー)が球を捜し始めてから3分以内に見つからない球の状
態。球はプレーヤーが紛失であると宣言することでは紛失とはならない。

プレーヤーが自分の代わりに他の人が捜索することを許すために、その捜索
の開始を故意に遅らせた場合、その捜索時間はそのプレーヤーがその区域へ
の到着を遅らせていなかったとしたら捜索のための場所に着いていたと思わ
れる時間に始まる。

捜索が始まり、その後に正当な理由があって一時的に中止した場合(例え
ば、プレーが中断されて捜すことを止めた場合、または別のプレーヤーがプ
レーするのを脇に寄って待つ必要がある場合)、または誤球を自分の球だと
勘違いした場合：

•• 捜索を中止してから再開するまでの間の時間はカウントしない。

•• 捜索のために認められる時間は、中止前と捜索再開後の捜索時間を合計し
て3分となる。

紛失/1 – プレーヤーが暫定球をプレーするために戻る場合も捜索時間
は継続する
プレーヤーが自分の球の捜索を始めてから暫定球をプレーするために直前のス
トロークをプレーした箇所に戻って行った場合、誰かがそのプレーヤーの球を
引き続き捜しているかどうかにかかわらず、3分の捜索時間は継続する。

紛失/2 – 2つの球を捜索する場合の捜索時間
プレーヤーが2つの球(インプレーの球と暫定球など)をプレーして、両方の球を
捜している場合、そのプレーヤーに2つの別の3分の捜索時間が認められるかど
うかは、各状況の事実による。

その2つの球がそれらを同時に捜すことができる同じ付近にある場合、そのプ
レーヤーは両方の球を捜すための3分間だけが認められる。

しかし、その2つの球が同時に捜すには離れすぎている可能性がある場合、そ
のプレーヤーはそれぞれの球について3分の捜索時間が認められる。

さらに、2つの球が同じ付近にあっても、2つの球に対して3分の捜索時間がプ
レーヤーに認められる要素がある場合があり、その例として：
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•• 元の球がブッシュに入ったように見えたが、暫定球はブッシュではない近く
のラフにある場合。

•• 元の球がフェアウェイで跳ねてラフに入ったのが分かったが、暫定球は元の
球が止まっていると思われる場所よりはるか遠くに落ちた場合。

ペナルティーエリア

プレーヤーの球がそこに止まった場合、1打の罰で救済が認められるエリ
ア。

ペナルティーエリアは次の区域をいう：

•• コース上のすべての水域(委員会によってマーキングされているかどうか
にかかわらず)で、海、湖、池、川、溝、地上にある排水路またはその他
の水路(水がなかったとしても)を含む。

•• 委員会がペナルティーエリアとして定めるコースの他のすべての部分。

ペナルティーエリアは5つの定義されたコースエリアの1つである。

マーキングに使用する色によって区別される2つの異なったタイプのペナル•
ティーエリアがある：

•• イエローペナルティーエリア(黄線または黄杭でマークする)では、プレー
ヤーに2つの救済の選択肢(規則17.1d(1)と(2))がある。

•• レッドペナルティーエリア(赤線または赤杭でマークする)では、プレー
ヤーがイエローペナルティーエリアに対してとることのできる2つの救済
の選択肢に加え、ラテラル救済の選択肢(規則17.1d(3))がある。

ペナルティーエリアの色を委員会がマーキングしていなかった、特定してい
なかった場合はレッドペナルティーエリアとして扱う。

ペナルティーエリアの縁は地面の上方と、地面の下方の両方に及ぶ：

•• このことは、その縁の内側のすべての地面とその他の物(例えば、自然物
や人工物)は、地面の上、上方、地下のどこにあっても、そのペナル
ティーエリアの一部であることを意味する。

•• 物がその縁の内側と外側の両方にまたがる場合(例えば、ペナルティーエ
リアにかかる橋、根元は縁の内側にあるが枝は縁の外側に伸びている木
(またはその逆))、その縁の内側にある部分だけがペナルティーエリアの一
部となる。
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ペナルティーエリアの縁は杭、線、または物理的な特徴を持つ物で定めるべ
きである：

•• 杭：杭で定める場合、ペナルティーエリアの縁は、地表レベルでその杭と
杭の外側を結んだ線で定め、その杭はペナルティーエリア内である。

•• 線：地面上に塗った線で定める場合、そのペナルティーエリアの縁はその
線の外側の縁となり、線自体はそのペナルティーエリア内である。

•• 物理的な特徴を持った物：物理的な特徴を持った物(例えば、砂浜、砂漠
地帯、保護壁)で定める場合、委員会はそのペナルティーエリアの縁を定
める方法を告知するべきである。

ペナルティーエリアの縁を線や物理的な特徴を持った物で定めている場合、
ペナルティーエリアの場所を示すために杭を使用することができる。

ペナルティーエリアの縁を定める、また示すために杭を使用する場合、その
杭は障害物である。

委員会がペナルティーエリアの縁を定める際に、明らかにペナルティーエリ
アの一部である水域を誤って含めなかった場合(例えば、ペナルティーエリア
の一部がジェネラルエリアになってしまうような場所に杭を設置した)、その
エリアはペナルティーエリアの一部である。

委員会が水域の縁を定めていない場合、ペナルティーエリアの縁はその自然
な境界によって定める(つまり、水を溜める窪みの傾斜が始まる所)。

地上の水路に普段は水が入っていない場合(例えば、雨季以外では水のない排
水路や貯留区域)、委員会はその区域をジェネラルエリアの一部(つまりペナ
ルティーエリアではない)として定めることができる。

ホール

プレーしているホールのパッティンググリーン上の終了地点：

•• ホールは直径4.25インチ(108mm)でなければならず、深さは少なくとも4
インチ(101.6mm)なければならない。

•• ライナーを使用する場合、その外径は4.25インチ(108mm)を超えてはな
らない。ライナーはパッティンググリーン面より少なくとも1インチ
(25.4mm)沈めなければならない。ただし、土質によりライナーをパッ
ティンググリーン面に近づける必要がある場合を除く。
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「ホール」(明朝体の太字で定義として使用されていない場合)という言葉
は、特定のティーイングエリア、パッティンググリーン、ホールと関連する
コースの部分という意味で規則のあらゆるところで使用される。ホールのプ
レーはティーイングエリアから始まり、球がそのパッティンググリーン上の
ホールに入ったとき(または規則が別途、そのホールの終了を規定している
とき)に終わる。

ホールに入る

球がストローク後にホールの中に止まり、球全体がパッティンググリーン面
より下にあるとき。

規則が「ホールアウトする」、「ホールアウト」と言及する場合、それはプ
レーヤーの球がホールに入ったときを意味する。

球がホールの中の旗竿に寄りかかって止まっている特別なケースについて
は、規則13.2cを参照のこと(球の一部がパッティンググリーン面より下にあ
ればその球はホールに入ったものとして扱われる)。

ホールに入る/1 – 球がホールの内側の壁面にくい込んだ場合、ホールに
入ったことになるためにはその球のすべての部分がパッティンググリーン
面より下になければならない
球がホールの内側の壁面にくい込み、その球のすべての部分がパッティンググ
リーン面よりも下にない場合、その球はホールに入ったことにはならない。た
とえその球が旗竿に触れていたとしても、そのことは当てはまる。

ホールに入る/2 – たとえ「止まって」いなかったとしても球はホールに
入ったとみなされる
定義「ホールに入る」での「止まる」という言葉は、球がホールの中に落ち
て、弾んで飛び出た場合には、ホールに入ったことにはならないことを明確に
するために使われている。

しかしながら、球がまだ動いている(ホールの底で回っていたり、弾んでいるな
どしている)ときにプレーヤーがその球をホールから取り出しても、その球はそ
のホールの中でまだ止まってはいなかったが、ホールに入ったとみなされる。
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ボールマーカー

拾い上げる球の箇所をマークするために使用する人工物(例えば、ティー、
コイン、ボールマーカーとして作られた物や別の小さい用具)。

規則が「ボールマーカーが動かされること」に言及する場合、そのボール
マーカーとは拾い上げていてまだリプレースしていない球の箇所をマークす
るためにコース上の所定の位置にあるボールマーカーのことを意味する。

マーカー

ストロークプレーでは、プレーヤーのスコアをそのプレーヤーのスコアカー
ドに記入することと、そのスコアカードを証明することについて責任を負う
人。マーカーには別のプレーヤーがなることができる。しかし、パートナー
はなることはできない。

委員会はプレーヤーのマーカーになる人を指定することができ、またプレー
ヤーがマーカーを選択する方法を指示することができる。

マーク

次のいずれかの方法によって止まっている球の箇所を示すこと：

•• ボールマーカーを球の直後、または球のすぐ近くに置くこと。

•• クラブを球の直後、または球のすぐ近くの地面の上に留めておくこと。

球を拾い上げた後、その球をリプレースしなければならない場合にその箇所
を示すためにマークは行われる。

マッチプレー

プレーヤーまたはサイドが相手または相手となるサイドと1または複数のラ
ウンドのマッチで直接対戦してプレーするプレー形式：

•• プレーヤーまたはサイドは、より少ないストローク(行ったストロークと
罰打を含む)でホールを終了することによりそのマッチのホールの勝ちと
なる。

•• プレーヤーまたはサイドがプレーする残りのホール数より多いホール数を
相手または相手となるサイドからリードしたときにそのマッチの勝ちとな
る。

マッチプレーはシングルマッチ(1人のプレーヤーが、1人の相手に対して直
接プレーする)、スリーボールマッチ、2人のパートナーからなるサイド間で
のフォアサムやフォアボールマッチとしてプレーすることができる。



定義

422

目的外グリーン

プレーヤーがプレーしているホールのパッティンググリーン以外のコース上
のすべてのグリーン。目的外グリーンには次のものを含む：

•• すべての他のホール(そのときにプレーヤーがプレーしていない)のパッ
ティンググリーン。

•• 臨時のグリーンが使用されているホールの通常のパッティンググリーン。

•• パッティング、チッピング、ピッチングのためのすべての練習グリーン
(ただし、委員会がローカルルールでそれらを目的外グリーンから除外し
ている場合を除く)。

目的外グリーンはジェネラルエリアの一部である。

用具

プレーヤーやそのプレーヤーのキャディーが使用している、身に着けてい
る、手にしている、運んでいる物。

コース保護のために使用する物(例えば、レーキ)はプレーヤーかキャディー
が手にしているか、運んでいる間に限り、用具となる。

プレーヤーのために誰かが持ち運んでいるクラブ以外の物は、それらがプ
レーヤーの持ち物であったとしても、用具ではない。

用具規則

プレーヤーがラウンド中に使用することが認められるクラブ、球、他の用具
の仕様や他の規定。用具規則は【RandA.orgまたはJGAホームページ】で閲
覧できる。

ライ

球が止まっている箇所と、球に触れているか、球のすぐ近くにある、生長ま
たは付着している自然物、動かせない障害物、不可分な物、境界物。

ルースインペディメントと動かせる障害物は球のライの一部ではない。

ラウンド

委員会が設定した順番でプレーする18(またはそれ以下)のホール。

リプレース

球をインプレーにする意図を持って、球を手で接地させて放すことによって
置くこと。
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プレーヤーが球をインプレーにする意図なしに球を置いた場合、その球をリ
プレースしたことにはならず、インプレーではない(規則14.4参照)。

規則が球のリプレースを要求するときは必ず、その規則は球をリプレースし
なければならない箇所を特定する。

規則25.3dと規則25.4e (義手や義足のプレーヤー、または移動補助器具を使
うプレーヤーについては、用具を使用して球をリプレースすることを認める
ようにこの定義は修正される)を参照。

ルースインペディメント　

分離した自然物。例えば：

•• 石、分離した草、葉、枝、小枝。

•• 動物の死骸や排泄物。

•• ミミズ、昆虫や簡単に取り除くことができる類似の動物、そしてそれらが
作った盛り土やクモの巣(例えば、ミミズの放出物や蟻塚)。

•• 圧縮された土の塊(エアレーションプラグを含む)。

次のものは分離した自然物(つまりルースインペディメント)として扱わな
い：

•• 付着している、または生長している。

•• 地面に固くくい込んでいる(つまり、簡単に拾い上げることができない)。

•• 球に貼り付いている。

特別な場合：

•• 砂、バラバラの土はルースインペディメントではない(これにはミミズ、
昆虫または類似の動物によって作られた盛り土の場合を含まない)。

•• 露、霜、水はルースインペディメントではない。

•• 雪と自然の氷(霜以外)は、プレーヤーの選択で、ルースインペディメント 
か、または地面の上にある場合は一時的な水のいずれかとなる。　

•• クモの巣は他の物に付着していたとしてもルースインペディメントであ
る。

•• 球の上の生きている昆虫はルースインペディメントである。



定義

424

ルースインペディメント/1 – 果実(フルーツ)のステータス
木やブッシュから分離した果実は、たとえその果実がコース上には見つからな
い木やブッシュから分離したとしても、ルースインペディメントである。

例えば、一部が食べかけであったり、切り分けられている果実や果実の一切れ
からむいた皮はルースインペディメントである。しかし、プレーヤーが果実を
持ち運んでいる場合は、その果実はそのプレーヤーの用具となる。

ルースインペディメント/2 – ルースインペディメントが障害物となる場合
ルースインペディメントは、建設や製造の過程を通じて、障害物に変わること
がある。

例えば、分割され、足が取り付けられた丸太(ルースインペディメント)は組み
立てることでベンチ(障害物)に変わったことになる。

ルースインペディメント/3 – 唾のステータス
唾は、プレーヤーの選択で一時的な水かルースインペディメントのどちらかと
して扱うことができる。

ルースインペディメント/4 – 道路の舗装に使われているルースインペ
ディメント
砂利はルースインペディメントであり、プレーヤーは規則15.1aに基づいて
ルースインペディメントを取り除くことができる。その権利は、道路が砂利で
覆われている場合、その道路は人工的に舗装された道路となり、その道路を動
かせない障害物にするという事実によって影響されない。同じ原則が石、砕い
た貝殻、ウッドチップなどで作られた道路や通路にも適用される。

そうした状況では、プレーヤーは次のことができる：

•• その動かせない障害物の上で球をあるがままにプレーし、その道路から砂利
(ルースインペディメント)を取り除く(規則15.1a)。

•• その異常なコース状態(動かせない障害物)からの罰なしの救済を受ける(規則
16.1b)。

プレーヤーは罰なしの救済を受けることを選ぶ前に、その球をあるがままにプ
レーする可能性を判断するためにその道路からいくつかの砂利を取り除くこと
もできる。
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レフェリー

事実問題を決定し、規則の適用をするために委員会が指名したオフィシャル。

マッチプレーでは、レフェリーの任務と権限は役割によって決まる。

•• レフェリーがひとつのマッチのラウンド全体に割り当てられる場合、その
レフェリーは自分が目にしたり報告されたすべての規則違反に関する行動
に対応する責任がある(規則20.1b(1)参照)。

•• レフェリーが複数のマッチやコースの特定のホールや区域に割り当てられ
た場合、そのレフェリーは次の場合を除いてマッチに関与する権限はない：

»» マッチのプレーヤーが規則についての支援を求めたり、裁定を要請し
ている場合(規則20.1b(2)参照)。

»» マッチの一方あるいは両方のプレーヤーが規則1.2(プレーヤーの行動基
準)、規則1.3b(1)(2人または複数のプレーヤーが知っている規則や罰を
無視することに同意)、規則5.6a(プレーの不当の遅延)、あるいは規則
5.6b(速やかなプレーのペース)の違反となるかもしれない場合。

»» プレーヤーが最初のスタート地点に遅れて到着する場合(規則5.3参
照)。

»» プレーヤーが球の捜索を始めてから3分経ってしまった場合(規則5.6a
と定義「紛失」参照)。

ストロークプレーでは、レフェリーは自分が目にしたり、報告されたすべて
の規則違反に対応する責任がある。そのことはそのレフェリーがラウンド全
体について一つの組に割り当てられているか、複数の組、特定のホール、あ
るいはコースの区域を観視するように割り当てられているかどうかにかかわ
らず適用される。

マッチプレー、ストロークプレーで委員会はレフェリーの任務を制限するこ
とができる。

分かっている、または事実上確実

プレーヤーの球に起きたことを決定するための基準(例えば、球がペナル
ティーエリアの中に止まったかどうか、球が動いたのかどうか、何が球を動
かす原因となったのか)。

分かっている、または事実上確実は、単に可能性がある、または起こりそう
であること以上のことで、次のいずれかを意味する：
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•• 問題になっている出来事がプレーヤーの球に起きたという決定的な証拠が
ある(例えば、プレーヤー、または他の目撃者がそれが起きるのを見てい
た場合)。

•• 疑念がほんのわずかにあるものの、合理的に入手可能なすべての情報は、
問題になっている出来事の起きた可能性が95％以上であることを示して
いる。

「合理的に入手可能なすべての情報」にはプレーヤーが分かっている情報
と、プレーヤーが合理的な努力で、かつプレーを不当に遅らせることなく得
られる他のすべての情報を含む。

球を捜索する場合、3分の捜索時間内に分かった情報だけが、分かってい
る、または事実上確実があるかどうかを決定する際に考慮される。

分かっている、または事実上確実/1 – 球が動いた場合の「分かってい
る、または事実上確実」基準の適用
何が球を動かす原因となったのか「分かっている」のでなければ、合理的に得
られるすべての情報を考慮しなければならず、その証拠をプレーヤー、相手あ
るいは外的影響がその球を動かす原因となったことが「事実上確実」であるか
どうかを決定するために評価しなければならない。

状況にもよるが、合理的に得られる情報は次を含むがそれらに限定されない：

•• その球の近くでとられたあらゆる行動の影響(ルースインペディメントの動
き、練習スイング、クラブを地面に置いてスタンスをとるなど)。

•• そうした行動と球の動きとの間に経過した時間。

•• 球が動く前のその球のライ(フェアウェイにあった、丈の高い草の上に載って
いた、不完全な地表面の上にあった、パッティンググリーン上にあったな
ど)。

•• その球の近くの地面の状態(傾斜の度合いや表面の不整箇所の存在など)。そ
して、

•• 風速や風向、雨やその他の気象条件。

分かっている、または事実上確実/2 –「事実上確実」であることが3分の
捜索時間が終了した後で明らかになったことは関係ない
「分かっている、または事実上確実」基準を使用する規則に基づいて球を捜索
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する場合(例えば規則17.1d)、「分かっている、または事実上確実」であったか
どうかの決定は、3分の捜索時間が終わった時点でプレーヤーが分かっている
証拠に基づかなければならない。

プレーヤーが後になって分かったことが無関係である例は次の場合を含む：

•• プレーヤーのティーショットは深いラフと大きな動物の穴を含む区域に止
まった。3分の捜索の後で、球がその動物の穴の中にあることは「分かって
いる、または事実上確実」ではないと決定した。プレーヤーがティーイング
エリアに戻る途中で、その球はその動物の穴の中で見つかった。

プレーヤーがまだ別の球をインプレーにはしていなかったとしても、捜索時
間が終わったときにその球がその動物の穴の中にあることは「分かってい
る、または事実上確実」ではなかったので、そのプレーヤーは紛失球につい
てストロークと距離の救済を受けなければならない(規則18.2b－球が紛失、
またはアウトオブバウンズとなった場合に行うこと)。

•• プレーヤーは自分の球を見つけることができず、観客(外的影響)が拾ってし
まったのだと思ったが、そのことについて「事実上確実」という十分な証拠
はなかった。3分の捜索時間が終わってから少し経ったときに、観客がその
プレーヤーの球を持っていることが分かった。

外的影響によって動かされていたことが分かったのは捜索時間が終わった後
なので、プレーヤーは紛失球についてストロークと距離の救済を受けなけれ
ばならない(規則18.2b)。

分かっている、または事実上確実/3 – 自分の球が別のプレーヤーによっ
てプレーされていたことにプレーヤーが気づかなかった
球が動かされていたとして扱うためには、プレーヤーの球を別のプレーヤーが
誤球としてプレーしたことが「分かっている、または事実上確実」でなければ
ならない。

例えば、ストロークプレーで、プレーヤーAとプレーヤーBは自分たちのティー
ショットをジェネラルエリアの同じ場所に打ち込んだ。プレーヤーAは球を見
つけ、その球をプレーした。プレーヤーBは自分の球を捜すために前に進んだ
が、自分の球を見つけることができなかった。3分後、プレーヤーBは別の球を
プレーするためにティーに戻り始めた。その途中で、プレーヤーBはプレー
ヤーAの球を見つけ、プレーヤーAが誤って自分の球をプレーしていたことが分
かった。

プレーヤーAは誤球をプレーしたことについて一般の罰を受け、その後で自分
自身の球をプレーしなければならない(規則6.3c)。両方のプレーヤーが3分以上
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捜索していたとしても、プレーヤーAは自分の球の捜索を始めていなかった(捜
索はプレーヤーBの球を捜すためであった)ので、プレーヤーAの球は紛失に
なっていなかった。プレーヤーBの球に関して、3分の捜索時間が終わったとき
にその球が別のプレーヤーによってプレーされていたことが「分かっている、
または事実上確実」ではなかったので、プレーヤーBの元の球は紛失となって
おり、プレーヤーBはストロークと距離の罰に基づいて別の球をインプレーに
しなければならない(規則18.2b)。
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1 委員会の役割

1　委員会の役割
ゴルフ規則では委員会を「競技またはコースを管理する人、またはグループ」
と定義しています。委員会は正しいゴルフのプレーに不可欠です。委員会は
日々のコースの運営や特定の競技会について責任があり、常にゴルフ規則を支
持するやり方で行動すべきです。ゴルフ規則のオフィシャルガイドのこのパー
トではそうした役割を履行する際の委員会へのガイダンスを提供しています。

委員会の責務の多くは組織的な競技会を運営することに特有の事柄である一方
で、一般的なプレーや日々のプレーでのコースに対する責任も委員会の重要な
責務の一部です。

1A　一般的なプレー
競技会が開催されていない場合であっても、カジュアルラウンドや仲間内のコ
ンペでプレーするゴルファーがゴルフ規則に従うことができるようにしておく
ことは委員会にとって重要なことです。そうした種類のプレーをこの委員会の
措置を通じて「一般的なプレー」と言及しています。

一般的なプレーの間、委員会の体制は競技会よりも形式ばらないものであり、
多くの場合、委員会の責任は1人または複数人のコースの代表者(例えば、所属
プロ、コースの支配人、コースの他の従業員)に委託されるか、そうしたコース
の代表者によって請け負われることになります。委員会の責務には次の事柄を
含みます：

•• コースが適切にマーキングされていることを確認する(セクション2)。

•• 一般的なプレーのためのローカルルールを制定する(セクション3)。

•• プレーのペースと行動規範のガイドラインを制定し、施行する(セクション
4A)。

•• 天候や他の状態を理由にいつプレーを中断するのかを検討する(セクション
4B)。

•• 一般的なプレーに関する質問がある場合に、プレーヤーに規則の支援を与え
る(セクション4C)。

1B　競技会
競技会を管理する場合、委員会はその競技会が規則に基づいて円滑に運営され
るようにする責任がプレーの前、プレー中、そしてプレー後にあります。

委員会が利用できる人員はそのコースや開催している競技会のレベルによって
異なるので、委員会は推奨されるすべての事柄を実施することができないかも
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しれません。そうした場合、委員会は各競技会についてすべき事柄の優先順位
を決める必要があるでしょう。

競技会が始まる前の期間が円滑な競技運営を実現するために最も重要であるこ
とは間違いありません。この事前準備期間中の委員会の責務は次の事項を含む
でしょう：

•• 競技の条件を定める(セクション5A)。

•• コースマーキングを見直し、調整する(セクション5B)。

•• ローカルルールを見直し、追加のローカルルールを制定する(セクション
5C)。

•• 規則25を使う障がいを持つプレーヤーのための参加資格要件を決める(セク
ション5D)。

•• プレーヤーがコース上で練習することができるのかどうかを規定し、(できる
場合に)その場所を定める(セクション5E)。

•• 使用するティーイングエリアとホールロケーションを決定する(セクション 
5F)。

•• マッチプレーの対戦表(ドロー)やストロークプレーの組み合わせ表、そして
スタート時間を作成し、発表する(セクション5G)。

•• プレーのペースや行動規範の方針を定める(セクション5Hと5I)。

•• プレーヤーやレフェリーに資料を用意する(セクション5J)。

競技会が始まったならば、委員会はプレーヤーが規則に基づいてプレーするた
めに必要な情報を得ていること、また規則を適用する支援をすることに責任が
あります：

•• 使用されるティーイングエリアやホールロケーションの場所などの他の重要
な情報と同様に、プレーヤーが適用できるローカルルール、プレーのペース
や行動規範の方針について認識するように情報を提供すること(セクション
6A)。

•• マッチや組を時間通りにスタートさせること(セクション6A)。

•• コースを適切にセットアップ、マーキング、そして管理作業をすること(セク
ション6B)。

•• プレーヤーに規則の支援を与えること(セクション6C)。

•• プレーのペースの方針を施行すること(セクション6D)。
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•• 天候や他の状態を理由にプレーを中断すること、その後、プレーをいつ再開
すべきかを決定すること(セクション6E)。

•• プレーヤーがマッチの結果を報告する場所、あるいはストロークプレーでス
コアカードを提出する場所を用意すること(セクション6F)。

•• ストロークプレーでそのラウンドのすべてのスコアを認証すること(セクショ
ン6F)。

•• さらにラウンドがある場合、事前に発表されていない組とスタート時間を制
定し、発表すること(セクション6G)。

プレーが終了したならば、委員会の責務は次の事項を含みます：

•• ストロークプレーのタイの決定を行うこと(セクション7A)。

•• 最終成績を正式に発表し、その競技を終了させること(セクション7B)。

•• 賞を授与すること(セクション7C)。

•• 競技終了後に生じる問題に対処すること(セクション7D)。

1 委員会の役割



一般的なプレー

II
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2 一般的なプレーのためのコースマーキング

2　一般的なプレーのためのコースマーキング
コースをマーキングすることや必要な場合にそうしたマーキングの上塗りをす
ることは委員会が責任を持つ継続的な作業です。

マーキングがしっかり行われたコースはプレーヤーが規則に従ってプレーする
ことを可能とし、プレーヤーを困惑させないことに役立ちます。例えば、池(ペ
ナルティーエリア)がマーキングされていない場合、プレーヤーはどのように処
置してよいか分からないでしょう。

2A　アウトオブバウンズ
球を境界の近くに打ったプレーヤーが、その球がインバウンズなのかアウトオ
ブバウンズなのかを決めることができるように、委員会が境界を適切にマーキ
ングすること、そしてそのマーキングを維持することは重要です。

(1)　境界の決定とマーキングについての一般的なガイダンス
委員会はコースの境界を様々な方法でマーキングすることができます。例え
ば、杭やペイントされた線が委員会によって所定の位置に設置されます。また
は、境界を定めるために既存のフェンスや壁を使うことができますし、道路や
建物のような他の恒久的な建造物の縁を使うこともできます。

コースの境界を決めてマーキングするときに、委員会が考慮すべき事柄が数多
くあります：

a. �コースに隣接する土地

•• 私有地や公道がコースに隣接している場合、委員会がそうした区域をアウト
オブバウンズとしてマーキングすることを強く推奨します。そうした土地と
の境目には、コースの境界として使うことができる壁やフェンスがあること
が多いでしょう。そうした壁やフェンスがある場合、一般的に杭を設置する
ことによって境界をそうした壁やフェンスの内側に動かす必要はありませ
ん。しかし、委員会は隣接する土地を多少なりとも保護するために、(例え
ば、杭を用いて)境界を内側に動かしたいと思うでしょう。

•• コースには境界がなければならないという要件はありませんが、コースの所
有物ではない土地からプレーすることを防ぐことが望ましいでしょう。しか
し、コースの土地の実在する境界に隣接し、広大な空き地で、プレーヤーが
プレーするための場所があるかもしれません。そうした場合には、杭を設置
したり、別の方法で境界を定める必要はありません。

•• 境界を定めるために壁やフェンスなどの既存の建造物が使われる場合、その
物全体が罰なしの救済が認められない境界物となります。
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b. �杭の使用

•• 境界杭は白とすべきですが、別の色を使うこともできます。

•• 異なる色の既存の杭がすでに設置されている場合、あるいは委員会がコース
上の別の事柄と区別するために異なる色を用いる理由がある場合もあるで
しょう。そうした場合、委員会はスコアカード、クラブハウスの掲示板、
ローカルルール、あるいは他の何かしらの方法によってプレーヤーに告知す
べきです。委員会はペナルティーエリアとの混同を避けるために、境界を
マーキングするために赤や黄の杭を使うことは避けるべきでしょう。

•• 杭と杭の距離は様々でしょうが、理想的には球がアウトオブバウンズである
かどうかを判断するために、杭とその隣の杭の根元が見えるようにしておく
べきです。ブッシュや木々、その他類似のものによって杭が覆い隠され、杭
とその隣の杭を見通すことが難しくなっていないかを確認することが重要で
す。一般に、プレーヤーが容易に見通せるように杭と杭の間隔は30歩(約23
メートル)未満の距離とすべきです。

c. �ペイントによる線の使用

•• 境界を定めるために使うペイントによる線は白とすべきですが、別の色を使
うこともできます。委員会はペナルティーエリアについて混同させないよう
に、境界をマーキングするために赤や黄の線を使うことは避けるべきでしょ
う。

•• 境界を地面にペイントした線で定める場合、委員会は遠くからでも境界が見
えるようにするために杭を設置することもできます。そうした杭はそこに境
界があることをプレーヤーに示すために設置されていますが、ペイントによ
る線が境界を定めているということを明確にしておくべきでしょう。そうし
た杭は境界を定めていませんが、別途ローカルルールで規定していない限り、
罰なしの救済が認められない境界物です(ローカルルールひな型A-6参照)。

•• 委員会が道路や敷石に白線をペイントしたくないと思うこともあるかもしれ
ません。その場合、境界をマーキングする最も控えめな方法は、地面に連続
する白点をペイントしていくことでしょう。これを行う場合、ローカルルー
ルを使ってプレーヤーに境界がどのようにマーキングされているのかを通知
すべきです(ローカルルールひな型A-1参照)。

d. �アウトオブバウンズをマーキングする他の方法

•• 境界を壁、道路のへりによって定める、あるいは杭、フェンス、線以外の何
かによって定める場合、委員会は境界の縁がどこであるのかを明確にする必
要があります。例えば、境界を定めるために壁が使われる場合、委員会は壁



442

のコース側の縁が境界を定めるのか、あるいは球がその壁を越えたときにだ
けアウトオブバウンズとなるのかを規定しておくべきです(ローカルルールひ
な型A-2参照)。

•• 球が堀に入ったとき、あるいは堀を越えたときにアウトオブバウンズとする
ことで、境界を堀によって定めることができます。境界となる堀に注意を引
くために杭を使うことができるでしょう。そうした杭は、別途ローカルルー
ルで規定していない限り、罰なしの救済が認められない境界物です(ローカル
ルールひな型A-6参照)。

e. �その他の検討事項

•• コース管理エリア、クラブハウス、そして練習場などの特定の特徴を持った
物は、コースの所有地にあったとしてもアウトオブバウンズとしてマーキン
グしたり、ローカルルールでアウトオブバウンズと定めることができます
(ローカルルールひな型A-1参照)。

•• 規則ではある区域が１つのホールのプレー中に２つ以上のステータスを持つ
ことを考えておらず、したがって、あるエリアを特定のストロークについて
のみ、あるいはティーイングエリアなどの特定の区域から行われたストロー
クについてのみアウトオブバウンズとなるようにマーキングしてはなりません。

•• 委員会は特定の区域を越えてプレーされた球を、その区域に止まっていない
のにアウトオブバウンズとするローカルルールを制定する権限はありませ
ん。

(2)　コース内の境界をマーキングする
ホールの特徴を維持するため、あるいは隣接するホールにいるプレーヤーを保
護するために、委員会は２つのホールの間に境界を設けることができます。

コース内の境界がコース上の他の境界とつながっていない場合、その境界がど
こから始まり、どこで終わるのかをマーキングしておくことが重要です。２つ
の杭を横並びにして、その境界をどこまでも及ばせたい方向を示すように傾け
て設置することを推奨します。

コース内の境界をひとつのホールのプレーにだけ適用する、あるいは２つ以上
のホールのプレーに適用することができます。コース内のアウトオブバウンズ
が適用となるのはどのホールなのか、そしてその境界が適用とならないホール
をプレー中のその杭のステータスをローカルルールで明記しておくべきです
(ローカルルールひな型A-4参照)。

2 一般的なプレーのためのコースマーキング
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2B　ティーイングエリア
委員会は認められる２クラブレングスのすべての範囲をプレーヤーが使用可能
にするために、２つのティーマーカーの後方にティーの刈高の芝がしっかり確
保できるように、そのティーマーカーを十分に前方に位置させることを常に試
みるべきです。

ティーイングエリアの幅についての制限はありませんが、2つのティーマーカー
を5～7歩(約4～5メートル)離して設置することがよいでしょう。ティーマー
カーをそれ以上離して設置してしまうと、プレーヤーが球をティーイングエリ
ア内にティーアップしているかどうかを判断することが困難となり、また、
パー3のホールではディボット跡がより広範囲にできる結果となりかねません。

それぞれのティーマーカーは、そのティーイングエリアの前方の縁がランディ
ングエリアの真ん中に向けられるように位置させるべきです。

ハンディキャップ査定用に提出できる有効なスコアとするためにティーマー
カーをどこに設置することができるのかについてのガイダンスは、ワールドハ
ンディキャップシステムの出版物や、自分の地域を管轄するハンディキャップ
団体が規定するその他のガイダンスに収録されている規定や推奨事項を参考に
してください。

2C　ペナルティーエリア
ペナルティーエリアは、プレーヤーがそのペナルティーエリアの外側で、自分
の球が止まっていたかもしれない場所からかなりの距離となる可能性がある箇
所で、１罰打で救済を受けることができるコースの区域です。定義「ペナル
ティーエリア」に規定されているように、湖、水路、川や池などの水を含む区
域はペナルティーエリアであり、そのようにマーキングするべきです。

委員会は水域以外のコースの一部をペナルティーエリアとしてマーキングする
ことができます。委員会がコースの他の部分や特徴を持った物をペナルティー
エリアとしてマーキングすることを選ぶかもしれない理由として特に挙げられる
ことは：

•• その区域にある球がほとんどの場合に紛失となる可能性が高いとき(例えば、
草木が深く茂る区域)に、規則18.1に基づくストロークと距離の処置に加え
て別の選択肢を与えるため。

•• 球がある位置について、規則19.2bや規則19.2cで選べる選択肢に基づいて救
済を受けることが効果的な救済にならない可能性が高いとき(例えば、火山岩
や砂漠の区域)に、規則19.2に基づくストロークと距離の処置(アンプレヤブ
ルの球)に加えて別の選択肢を与えるため。

2 一般的なプレーのためのコースマーキング
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(1)　�どのような場合に水を含んでいない区域をペナルティーエリアとし
てマーキングするのかの決定

委員会は水を含んでいない区域をペナルティーエリアとしてマーキングするこ
とを決める前に次の点を考慮に入れるべきです：

•• プレーが困難な区域をペナルティーエリアとしてマーキングすることがプ
レーのペースを改善するかもしれないという事実があるからといって、委員
会にそうする義務があるということではありません。ホールのチャレンジを
維持することや設計者の当初のデザイン意図との整合性、そしてコース全般
で似たような場所に打った球について適度に一貫性のある結果となるように
するといった同時に考慮すべき他の多くの事柄があります。例えば、ひとつ
のホールでジャングルがフェアウェイに隣接していて、そのジャングルをペ
ナルティーエリアとしてマーキングしている場合、委員会は似たような区域
を他のホールでも同じように扱うことを考えるべきです。

•• 自分の球をペナルティーエリア以外の場所で紛失したプレーヤーは、ペナル
ティーエリアで球を紛失したプレーヤーよりも大きな罰を受けることを委員
会は考慮すべきです。ペナルティーエリアの縁の近くに球が紛失する可能性
のある深いラフの区域がある場合、委員会はそうした区域をペナルティーエ
リアの中に含めたいと考えてもよいでしょう。

•• 委員会はペナルティーエリアの中に球があるプレーヤーは規則19のアンプレ
ヤブルの球の選択肢を使うことはできないということを忘れてはなりませ
ん。球が見つかった場所から2クラブレングス以内にドロップする選択肢で
はなく、救済を受けるために球がペナルティーエリアの縁を最後に横切った
場所に戻らせることはプレーヤーにとってかなりの不利益であり、プレーの
ペースに悪影響を及ぼす可能性があります。

•• 委員会は通常バンカーとなる砂の区域をペナルティーエリアとして定めるべ
きではありません。砂浜のように砂の区域がペナルティーエリアに自然に流
れ込むケースがあるでしょう。その場合、砂の一部がペナルティーエリア内
となり、ペナルティーエリアの縁とバンカーの縁はお互いに隣接することに
なるでしょう。

•• 委員会は通常、アウトオブバウンズとしてマーキングされるコースに隣接す
る土地をペナルティーエリアとして定めるべきではありません。

•• 委員会がアウトオブバウンズをペナルティーエリアとしてマーキングするこ
とを考えている場合、代替案として、委員会はストロークと距離の救済の代
わりの選択肢を与えるローカルルール(ローカルルールひな型E-5参照)を使う
ことを決めることができます。このローカルルールではプレーヤーは２罰打

2 一般的なプレーのためのコースマーキング
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を受けますが、プレーヤーがフェアウェイまで戻る機会も与えます(その区域
がペナルティーエリアとしてマーキングされていたとしたらフェアウェイま
で戻るという選択肢はないと思われます)。

•• ペナルティーエリアを加えたり、取り除く場合、委員会はそうした変更が発
行されているコースレーティングに影響を及ぼすかどうかを判断するため
に、ワールドハンディキャップシステムの出版物や、自分の地域を管轄する
ハンディキャップ団体が規定するその他のガイダンスに収録されている規定
や推奨事項を参考にすべきです。

(2)　ペナルティーエリアをマーキングしたり、縁を定める方法
ペナルティーエリアからの救済を受ける場合、プレーヤーは通常、球がペナル
ティーエリアの縁を最後に横切った地点と、その地点のペナルティーエリアの
マーキングが赤でされているのか、あるいは黄でされているのかを知る必要が
あります。

•• プレーヤーが疑問を持たないように、委員会はペナルティーエリアの縁をペ
イントおよび/または杭を使ってマーキングすることが推奨されます。

•• ペナルティーエリアの縁を定めるために線を使い、そのペナルティーエリア
を特定するために杭を使う場合、その杭を線の上に設置するのか、線から少
しだけ外側に設置するのかは委員会の自由裁量となります。杭をペイントし
た線から少しだけ外側に設置することは、杭が倒れたり、取り除かれたとき
にできた穴に球が入って止まった場合、プレーヤーがその穴から罰なしの救
済を受けられるようにします。

•• 委員会は文書で明確に表現することでペナルティーエリアの縁を定めること
ができますが、縁がどこであるのかについての疑問がほとんど、あるいは全
くない場合にだけそうすべきです。例えば、ペナルティーエリアとして扱わ
れる溶岩や砂漠の広大な区域があり、そうした区域と意図するジェネラルエ
リアとの間の境界がはっきりしている場合、委員会はそのペナルティーエリ
アの縁を溶岩層や砂漠の縁として定めることができるでしょう。

(3)　ペナルティーエリアの縁をどこでマーキングするかの決定
ペナルティーエリアの縁を明確にマーキングすることは、プレーヤーが救済を
受けられるようにするために重要です。委員会はペナルティーエリアの縁をど
こでマーキングするのかを決定するときに次のことを考慮すべきです：

•• ペナルティーエリアを定める線や杭は、そのペナルティーエリアの自然の限
界(例えば、水を含むくぼみを形成するために地面が落ち込む場所)のできる
だけ近くに沿って設置すべきです。そうすることで、プレーヤーは救済を受

2 一般的なプレーのためのコースマーキング
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けた後で、球にスタンスを取るときに極端な前上がりや前下がりのライに
なったり、あるいは水の中に立つことを強いられなくなります。右利きのプ
レーヤーと左利きのプレーヤーの両方について考慮すべきでしょう。

•• ペナルティーエリアが球を紛失する可能性のあるジェネラルエリアの一部に
隣接している場合、球がそのペナルティーエリアの中にあることが分かって
いる、または事実上確実であるかどうかをプレーヤーが確証できないことが
あり、したがって、そのプレーヤーは規則17を援用してペナルティーエリア
の救済を受けることができなくなります。こうした理由から、委員会はペナ
ルティーエリアの縁を通常の自然の境界から外側に拡大し、球を見つけるこ
とが困難となる可能性のある他の区域をペナルティーエリアに含めるように
決定することができるでしょう。

•• プレーヤーの球がペナルティーエリアの中にある場合、そのプレーヤーは異
常なコース状態からの罰なしの救済を受けることが認められないことを委員
会は考慮すべきです。例えば、カート道路やスプリンクラーヘッドのような
動かせない障害物が、ペナルティーエリアとしてマーキングすることを委員
会が考えている区域の近くにある場合、委員会はプレーヤーがそうした動か
せない障害物からの罰なしの救済を受けられるように、その動かせない障害
物をペナルティーエリアの外側にしておくのがよいでしょう。

(4)　�ペナルティーエリアを赤でマーキングするか、あるいは黄でマーキン
グするか

ほとんどのペナルティーエリアは、プレーヤーにラテラル救済という追加の選
択肢(規則17.1d(３)参照)を与えるために赤でマーキングすべきです。しかしな
がら、そのホールのチャレンジの一部にパッティンググリーンの前を横切る小
川などのペナルティーエリアを越えてプレーすることがあり、小川を越えた球
が転がり戻ってその小川に入る可能性が高い場合、委員会はそのペナルティー
エリアを黄でマーキングすると決めることができます。そのことはペナル
ティーエリアを越えてパッティンググリーン側に落ちて、転がり戻ってそのペ
ナルティーエリアに入った球を、ラテラル救済の選択肢に基づきペナルティー
エリアを越えたパッティンググリーン側にドロップできなくします。

ペナルティーエリアが黄でマーキングされる場合、委員会はプレーヤーが規則 
17.1d(2)に基づいて後方線上に常にドロップできることを確認するか、あるい
はプレーヤーがストロークと距離の処置以外の選択肢を持てるように、そのペ
ナルティーエリアのためのドロップゾーンを追加することを考えるべきです
(ローカルルールひな型E-1)。

委員会はペナルティーエリアを黄でマーキングする必要はありません。分かり
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易くするため、プレーヤーがどんな救済の選択肢を使えるのか疑問を持たない
ように、委員会はすべてのペナルティーエリアを赤でマーキングすると決める
ことができます。

(5)　ペナルティーエリアのステータスを赤と黄で変える
委員会はペナルティーエリアの一部を赤、同じペナルティーエリアの別の部分
を黄でマーキングしたいと思うかもしれません。委員会はイエローペナルティー
エリアのどこから入った球であってもプレーヤーが規則17.1d(2)に基づいて後
方線上のドロップを常にできるように最善となる移行点を決めるべきです。

プレーヤーの救済の選択肢は、球がペナルティーエリアの中で止まっている場
所ではなく、球がペナルティーエリアの縁を最後に横切った場所に基づくとい
うことを忘れてはなりません。

ペナルティーエリアの縁が変わる移行点では、そのペナルティーエリアのス
テータスが変わる正確な場所を明確にするために、赤と黄の杭をすぐ隣に並べ
て置くことを推奨します。

a. �ペナルティーエリアのステータスは使用するティーイングエリアによって異
なることがある

パー3のホールの池などで、バックティーからのプレーではペナルティーエリ
アを越えて球をプレーすることがホールのチャレンジの一部となっている一方
で、フロントティーからのプレーではそうならない場合、委員会はそのペナル
ティーエリアを黄杭や黄線で定め、フロントティーからプレーするときはその
エリアをレッドペナルティーエリアとするローカルルールを使うと決めること
ができます。しかし、複数のティーが同じ競技に使用されている場合は推奨し
ません。

b. �ペナルティーエリアのステータスはホールによって異なることがある

ペナルティーエリアが2つ以上のホールでプレーされる可能性がある場合、委
員会はそのペナルティーエリアを、あるホールのプレー中はイエローペナル
ティーエリアと定め、別のホールのプレー中はレッドペナルティーエリアと定
めることを選ぶことができます。そうする場合、そのペナルティーエリアを黄
でマーキングし、関連するホールでプレーしているときはレッドペナルティー
エリアとして扱われることを明確にするためにローカルルールを使うべきで
しょう(ローカルルールひな型B-1参照)。

c. ホールのプレー中にペナルティーエリアの縁のステータスが変わってはならない

ペナルティーエリアをあるティーイングエリアからプレーするプレーヤーにつ
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いては黄としてプレーさせ、別のティーイングエリアからプレーするプレー
ヤーについては赤としてプレーさせることはできますが、ある場所から行われ
たストロークについてはそのペナルティーエリアの縁の特定の部分を赤とし
て、同じプレーヤーによって別の場所から行われたストロークについては黄と
なるようにペナルティーエリアを定めてはなりません。例えば、ペナルティー
エリアのフェアウェイ側からのストロークについては湖のパッティンググリー
ン側のペナルティーエリアの縁を黄とするが、パッティンググリーン側からの
ストロークについては赤とすることは不適切であり、混乱を招くでしょう。

(6)　ペナルティーエリアをプレー禁止区域と定める
委員会はペナルティーエリアのすべての部分、あるいはその一部をプレー禁止
区域に定めることができます(セクション2G参照)。

(7)　コースに隣接する水域
小川、湖、海岸、海といった水域がコースに隣接している場合、そうした区域
をアウトオブバウンズとしてマーキングするのではなく、ペナルティーエリア
としてマーキングすることが認められます。定義「ペナルティーエリア」の
「コース上」という語句はコースが所有している土地の上ということを意味し
ていません。むしろ、委員会によってアウトオブバウンズと定められていない
すべての区域について言及しています。

•• 球が水域の反対側の地面に止まる可能性があるが、委員会がその反対側の縁
を定めることが現実的ではない場合に、委員会は片側だけにマーキングする
ときにはそのペナルティーエリアが無限に広がるものとして扱うローカル
ルールを採用することができます。その結果、ペナルティーエリアの定めら
れた縁を越えたすべての地面や水域はペナルティーエリアの中となります
(ローカルルールひな型B-1参照)。

•• ペナルティーエリアが、プレーヤーがそのペナルティーエリアの片側にド
ロップすることが合理的な選択肢とならないような形状であったり、そのよ
うな場所にある場合(例えば、レッドペナルティーエリアがコースの境界に隣
接している)、委員会はプレーヤーに球が縁を最後に横切った場所に対してそ
のペナルティーエリアの反対側で救済を受けることができるとするローカル
ルール(ローカルルールひな型B-2参照)を使うことができます。ペナルティー
エリアが境界に隣接している場合、そのペナルティーエリアの縁をマーキン
グする必要をなくすために追加のローカルルール(ローカルルールひな型B-1
参照)を規定することができます。

2 一般的なプレーのためのコースマーキング
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2D　バンカー
通常、バンカーの縁をマーキングする必要はありませんが、バンカーの縁を決
めることが難しい場合もあるでしょう。委員会は杭やペイントした線で縁を
マーキングするか、ローカルルールの文言を通じて縁を定めるべきです(ローカ
ルルールひな型C-1参照)。

レーキを置く場所

レーキを置く場所についての完璧な答えはなく、レーキをバンカーの中に置く
のか、外に置くのかは各委員会の決定事項です。

レーキをバンカーの外に置く場合、球が方向を変えられてバンカーに入った
り、あるいは球がバンカーに入るのを防ぐことになる可能性が高くなると言え
るかもしれません。レーキをバンカーの中に置く場合、球がバンカーの外で方
向を変えられることはまず起きないだろうとも言えるかもしれません。

しかしながら、実際には、レーキをバンカーの中に置くプレーヤーはたいてい
の場合そのバンカーの側面に置くので、球がバンカーの平らな部分に転がって
いくのを止めてしまう傾向があり、その結果として、レーキによって止められ
なかった場合に比べてかなり難しいショットをしなければならなくなります。
球がバンカー内でレーキの上に載ったり、レーキに寄り掛かって止まり、プ
レーヤーが規則15.2に基づいて処置しなければならない場合、球を同じ箇所に
リプレースしたり、ホールに近づかないバンカー内の箇所を見つけることが不
可能であるかもしれません。

レーキをバンカーの真ん中に置く場合、そうするための唯一の方法はバンカー
の中にレーキを投げ込むことであり、それは砂にくぼみを生じさせます。ま
た、レーキが大きなバンカーの真ん中に置かれている場合、そのレーキは全く
使用されないか、あるいはプレーヤーがそのレーキを取りに行くためにそのバ
ンカーの広大な区域をならすことが必要となるので、不必要な遅延を生じさせ
る結果となります。

したがって、あらゆる状況を考慮した場合、レーキを置く場所は委員会の自由
裁量ですが、レーキはバンカーの外で球の動きに最も影響を及ぼさないと思わ
れる場所に置くことを推奨します。

しかしながら、委員会はコース管理スタッフがフェアウェイやバンカーの周辺
を刈る作業をし易くするために、レーキをバンカーの中に置くと決めることが
できるでしょう。

2 一般的なプレーのためのコースマーキング
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2E　パッティンググリーン
通常、パッティンググリーンの縁をマーキングする必要はありませんが、周辺
の区域が同じような刈り高で刈られていることでパッティンググリーンの縁を
決めることが難しい場合もあるでしょう。そうした場合、委員会はパッティン
ググリーンの縁を定めるために線や点をペイントしたいと思うかもしれませ
ん。そうした点のステータスはローカルルールで明確にしておくべきです(ロー
カルルールひな型D-1参照)。

2F　異常なコース状態
動かせない障害物をマーキングする必要があることはめったにありませんが、
委員会は修理地の区域を明確にマーキングしておくことを推奨します。

(1)　どのような区域を修理地としてマーキングするのかの決定
一般に、地面の状態がそのコースにとって異常であったり、特定の区域からプ
レーすることをプレーヤーに求めることが合理的ではない場合、その場所を修
理地としてマーキングすべきです。

どんな区域であっても修理地としてマーキングする前に、委員会は現在のコン
ディションにおいてそのコースにとってどのような種類の区域が異常であるの
かを評価するためにコース全体を見直すべきです。また、マーキングする必要
があるかもしれない区域の場所についても考慮すべきです：

•• フェアウェイやその近くの区域は、委員会がその区域の損傷が異常であると
考える場合、通常はマーキングすべきです。

»» そのコースのフェアウェイがいつも良い状態である場合、フェアウェイ
にある1ヵ所のベアグラウンドを修理地としてマーキングすることは適切
でしょう。

»» ベアグラウンドが広範囲にわたって存在するようなコンディションの場
合、そうしたベアグラウンド全部を修理地としてマークや他の方法で定
めたり、宣言するのではなく、著しく損傷していたり、深い轍の区域な
どプレーヤーが球をストロークすることが困難となる区域だけを修理地
としてマーキングすることが妥当でしょう。

•• フェアウェイから遠く離れた区域になればなるほど、修理地としてマーキン
グすることの妥当性が低くなります。フェアウェイからかなり遠い区域やラ
ンディングエリアのかなり手前の区域は、その損傷がとても著しい場合にだ
け修理地としてマーキングすべきです。

2 一般的なプレーのためのコースマーキング
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•• ２つ以上の修理地が近接していて、ひとつの区域から救済を受けたプレー
ヤーが別の区域による障害が生じる場所に球をドロップすることになりそう
な場合、単独の修理地となるようにマーキングすることが望ましいでしょう。

(2)　修理地の縁をマーキングしたり、定める方法
プレーヤーが修理地の縁がどこなのかについて疑問を持たないように、委員会
は修理地をペイント、杭、あるいは他の何かしらの明確な方法で特定すること
を推奨します。

•• 修理地の区域をマーキングするために使う杭や線の特定の色はありません
が、白や青の杭、あるいは白や青の線が一般に使われます。ペナルティーエ
リアと混同しないように、黄や赤の杭や線は使うべきではありません。修理
地をマーキングする方法はローカルルールで規定しておくべきです。

•• 修理地の区域が動かせない障害物に近接している場合、1回の処置で両方の
状態からの救済が受けられるように、その2つの区域がひとつとなるように
つなげることがよいでしょう。このことは修理地と動かせない障害物を結ぶ
ペイントした線を使うことで可能となります。また、動かせない障害物に結
ばれた線で囲まれた区域はひとつの異常なコース状態であることをローカル
ルールによって明確にしておくべきです(ローカルルールひな型F-3参照)。

•• 委員会は文章で言い表すことによって修理地の縁を定めることができます
が、その区域や縁についての疑問がほとんど、あるいは全くない場合に限り
ます。

»» 損傷を文章で言い表すことが可能で、委員会がその区域をマーキングせ
ずに修理地として定めることが正当化される場合の一例は、動物の蹄の
跡による著しい損傷がある場合です(ローカルルールひな型F-13参照)。

»» そうした場合以外では、一般的な宣言をすることは妥当ではありませ
ん。例えば、ローカルルールでコース管理車両によって作られたすべて
の車輪の跡や轍を修理地と定めることは、多くの場合、轍による不利益
は些細なものと思われ、罰なしの救済は正当化されないので妥当ではあ
りません。

2G　プレー禁止区域
定義「プレー禁止区域」では、委員会がプレーを禁止したコースの一部と規定
しています。プレー禁止区域は異常なコース状態かペナルティーエリアのどち
らかとして定めなければならず、その区域全体あるいはその区域の一部を含む
ことができます。

2 一般的なプレーのためのコースマーキング
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(1)　どのようなものをプレー禁止区域としてマーキングできるか
委員会はどのような理由でも異常なコース状態やペナルティーエリアのすべ
て、あるいはその一部をプレー禁止区域と定めることができます。一般的な理
由は次の通りです：

•• 野生生物、動物の住処、環境保護区を保護すること。

•• 若木、花壇、ターフナーセリ、芝の張替え区域、他の植栽区域への損傷を防
止すること。

•• 危険からプレーヤーを保護すること。

•• 歴史的、または文化的な価値のある場所を保存すること。

プレー禁止区域を異常なコース状態としてマーキングするのか、ペナルティー
エリアとしてマーキングするのかを決めるとき、委員会はマーキングする区域
の種類とプレーヤーがその区域から罰なしの救済を受けることができることが
妥当なのか、罰ありの救済を受けることが妥当なのかを考慮するべきです。例
えば：

•• その区域が小川、湖、湿原などの水域を含む場合、ペナルティーエリアとし
てマーキングすべきです。

•• 珍しい植物が生息する狭い区域がパッティンググリーンに近接している場合、
その区域を異常なコース状態としてマーキングすることが適切でしょう。

•• ホールの側面に沿った砂丘の広大な区域が環境保護対象である場合、その区
域全体を異常なコース状態とマーキングすることは寛容過ぎるので、ペナル
ティーエリアとしてマーキングすべきです。

コースが私有地(住宅や農場など)の隣にある場合、委員会は通常、そうした
コースの一部ではない区域をアウトオブバウンズとしてマーキングすべきで
す。コース上にある球をプレーするためにプレーヤーがコース外のある区域に
立ち入ることを禁止することが望ましい場合、その区域をプレー禁止区域とし
てマーキングすることができます(ローカルルールひな型E-9参照)。

(2)　プレー禁止区域をマーキングする方法
委員会はその区域が異常なコース状態の中なのか、ペナルティーエリアの中な
のかを明確にするために、プレー禁止区域の縁を線や杭で定めるべきです。加
えて、その線や杭(または、そうした杭の上部)はその区域がプレー禁止区域で
あることの特定もすべきです。
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プレー禁止区域をマーキングするために使う杭や線の特定の色はありません
が、次のことが推奨されます：

•• ペナルティーエリアのプレー禁止区域－赤や黄の杭の上部に緑の印。

•• 異常なコース状態のプレー禁止区域－白や青の杭の上部に緑の印。

環境保護区はプレーヤーがその区域に立ち入らないように物理的に保護される
ことがあります(例えば、フェンスや警告板などによって)。委員会は行動規範
の中で球の回収やその他の理由でそうした区域に立ち入るプレーヤーに罰を規
定することができるでしょう。

2H　不可分な物
不可分な物は罰なしの救済が認められない人工物です。委員会が不可分な物と
して指定することを選ぶことができる物の事例として：

•• 伝統的にプレーヤーがそこからプレーすることを意図してきた道路や小道な
ど、そのコースをプレーするチャレンジの一部として意図されている物。

•• 境界のとても近くにある物やコース上の他の特徴を持った物。その障害物か
らの罰なしの救済が認められるときに、ドロップした後に境界や他の特徴を
持った物からも離れることができ、そうしたことが望ましくない場合。例え
ば、樹木に取り付けられているワイヤを不可分な物と指定することで、ワイ
ヤによる障害があるというだけで木からの救済もついでに受けられるといった
ことがなくなります。

•• ペナルティーエリア内の人工的な壁やパイリング(杭でできた構造物)、ある
いはバンカー内の人工的な壁やライナーなどの物。例えば、人工的な壁がペ
ナルティーエリアの縁に近接している場合、そのペナルティーエリアのすぐ
外に球があるプレーヤーはその壁の上に立つ可能性があり、その壁が不可分
な物として定められていなければ、罰なしの救済を受けることができるかも
しれませんが、そのペナルティーエリアの内側に球が少しだけ入ったプレー
ヤーは救済を受けることができません。

委員会はローカルルールでそうした物を不可分な物として定めるべきです(ロー
カルルールひな型F-1参照)。

障害物の一部だけが不可分な物とみなされる場合、その部分を明確にマーキン
グし、プレーヤーにその情報を伝えるべきです。このことは、罰なしの救済を
受けられない部分の両端に独特な色の杭を設置してマーキングするか、その区
域をマーキングするためにペイントを使って行うことができるでしょう。

2 一般的なプレーのためのコースマーキング
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2I　ドロップゾーン
(1)　どのような場合にドロップゾーンを使うか
ドロップゾーンは委員会が規定することができる特殊な救済エリアです。ド
ロップゾーンで救済を受ける場合、プレーヤーは球をドロップゾーンにドロッ
プし、球をそのドロップゾーンの中に止まらせなければなりません。委員会は
どのような状況でドロップゾーンを使うことができるのかを規定したローカル
ルールを加えるべきです(ローカルルールひな型E-1参照)。

ドロップゾーンは、次のような規則に基づく通常の救済の選択肢を使うプレー
ヤーに実際的な問題があるかもしれない場合に検討すべきです：

•• 規則13.1f－目的外グリーン。

•• 規則16.1－異常なコース状態(動かせない障害物を含む)。

•• 規則16.2－危険な動物の状態。

•• 規則17－ペナルティーエリア。

•• 規則19－アンプレヤブルの球。

•• ローカルルールひな型E-5－紛失球やアウトオブバウンズの球についてスト
ロークと距離の代わりの選択肢。

•• ローカルルールひな型F-23－臨時の動かせない障害物。

通常、ドロップゾーンはプレーヤーに追加の救済の選択肢を与えるために使わ
れるべきです。しかし、委員会はストロークと距離以外の規則に基づく唯一の
救済の選択肢としてドロップゾーンの使用を求めることもできます。委員会が
ドロップゾーンの使用を強制する場合、関連する規則によって規定されている
他の救済の選択肢が使えなくなるので、そのことをプレーヤーに明らかにして
おくべきです。

(2) 　ドロップゾーンをどこに設置するか
委員会は設計者の意図するそのホールのチャレンジを維持するようにドロップ
ゾーンを設置することを試みるべきであり、通常はプレーヤーが関連する規則
に基づく救済の選択肢のひとつを使って球をドロップすることになる場所より
もホールに近づかない場所となります。例えば、ペナルティーエリアのための
ドロップゾーンの場所を定める場合、そのペナルティーエリアのパッティング
グリーン側に設置するのではなく、プレーヤーがその後でもそのペナルティー
エリアに対してうまくプレーする必要がある位置に設置すべきです。

ドロップゾーンは多くの方法(地面にペイントしたライン、ティーマーカーなど

2 一般的なプレーのためのコースマーキング
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のマーカー、あるいは杭や標識など)で示すことが可能であり、円形や四角形な
ど、どんな形状でもかまいません。ドロップゾーンの大きさは、予想される使
用頻度や設置される場所にもよるでしょうが、通常その大きさは半径がおよそ
１クラブレングスかそれよりも小さいことが見込まれるでしょう。ペイントで
マーキングする場合、プレーヤーにそのステータスを知らせるために、標識や
地面にペイントしたマーキングが使われるべきです。

ドロップゾーンが頻繁に使用される可能性がある場合、委員会はローカルルー
ルでその区域を定めることでそのドロップゾーンを示すことを考えたいと思う
かもしれません。例えば、ドロップゾーンは標識や杭などの物理的な物から１
クラブレングス以内と定めることができます。そうすることで、必要な場合に
その物を動かすことでドロップゾーンを良い状態に保つことができるようにな
ります。

3　一般的なプレーのためのローカルルール
ローカルルールは、委員会が一般的なプレーや特定の競技会のために採用する
規則の修正や追加規則です。委員会はローカルルールを採用するかどうかを決
定することやそうしたローカルルールがセクション8に収録されている原則と
矛盾しないことを確認する責任があります。委員会はスコアカードへの記載、
別紙の配布物や掲示板、あるいはコースのウェブサイトなどでプレーヤーが
ローカルルールを確実に閲覧できるようにしておく必要があります。

一般的なプレーのために採用することができるローカルルールは次の一般的な
カテゴリーに分けられます：

•• コースの境界と他のコースエリアを定める(セクション8A-8D)。

•• 特別な救済措置を定める(セクション8E)。

•• 異常なコース状態と不可分な物を定める(セクション8F)。

ローカルルールひな型の一覧はセクション8の冒頭で閲覧できます。

一般的なプレーではなく、競技会についてより一般的に採用されるローカル
ルールの他の種類についてはセクション5Cを参照してください。

4　一般的なプレーのための追加の検討事項

4A　プレーのペースと行動規範
一般的なプレー中のプレーヤーの楽しみを高めるために、プレーのペースを改
善したり、良い行動規範の基準を奨励したり、委員会が取ることができる行為
は数多くあります。例えば：

4 一般的なプレーのための追加の検討事項
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•• 組のプレーヤー数を減らすこと、スタート間隔を空けること、スターターズ
ギャップを設けること。

•• フェアウェイの幅を広げたり、ラフの密度や長さを減らしたり、パッティン
ググリーンの速さを遅くするなど、コースセットアップの抜本的な変更を検
討すること。

•• プレーヤーに自分の能力に見合ったティーからプレーするように奨励すること。

•• プレーのペースの方針と行動規範を採用すること。

次のセクションでは、プレーのペースの方針と行動規範を採用する場合に委員
会が考慮すべきいくつかの検討事項を規定しています。

(1)　スタート間隔
コースが過密になることはラウンドが必要以上に時間がかかる一般的な原因と
なります。ティータイムの間隔が大きいほど、プレーは良く流れます。しか
し、委員会は多くの場合、できる限り多くのプレーヤーにコースや競技でプ
レーする機会を与えたいと望むこととのバランスをとる必要があるでしょう。

2ボールでのプレーの場合は少なくとも8分の間隔が推奨されます。3ボールの
プレーでは、間隔は少なくとも10分に増やすべきです。4ボールの場合は、
11、または12分の間隔を考えるべきです。

適切なスタート間隔であっても、コース上ではいくつかの要因(例えば、球の捜
索、特に難しいホールや易しいホールがある)が原因で遅れが生じる可能性があ
ります。そのような遅れの影響を空のスタート間隔(「スターターズギャップ」
と呼ばれている)を用意することによって最小にすることができます。

例えば、スタート間隔が10分で委員会が空のスタート間隔を10組ごとの後に設
けた場合、最初の組から90分ごとに10分の休みがあることになります。そのラ
ウンドの最初の方の特定のティーで遅れが発生してきた場合、そのスターター
ズギャップはその遅れの影響を最小のものにするでしょう。空のスタート間隔
がない場合、そのホールでの待ちがその日が進むにつれて大きくなるでしょ
う。

(2)　プレーのペースの方針
•• そうした方針の内容は、多くの場合そのコースで利用できる人員によります。

•• 例えば、限られた人数のスタッフしかいないコースでは、各組は前の組に遅
れずについて行くことが期待される、あるいは各組は一定の時間内にプレー
することが期待されると簡潔に規定するかもしれませんし、別のコースでは

4 一般的なプレーのための追加の検討事項
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プレーのペースを観視して、必要な場合には遅れている組に声がけをするた
めにコース上に１人以上の人員を配置することができるかもしれません。

•• 通常、そうした方針の実施は懲戒処分があることでよりうまく行えます。そ
うした制裁はゴルフ規則とは切り離され、処分の内容を規定したり、解釈す
ることは委員会が考慮すべき問題となります。

(3)　行動規範の方針
•• 一般的なプレーについて、委員会はどのような行動や服装がそのコース(特定
の区域を含む)で受け入れられるのかを規定する告知文をクラブハウス、また
はコースのウェブサイトに掲示するかもしれません。

•• 通常、この方針の実施は懲戒処分を通じてうまく扱われます。そうした制裁
はゴルフ規則とは切り離され、処分の内容を規定したり、解釈することは委
員会が考慮すべき問題となります。

4B　プレーの中断
各委員会は天候状態によりプレーを中断することが正当であると決めたとき、
どのようにプレーを中断するのかを考えるべきです。プレーの中断はコースで
利用できる人員によってエアーホーンを使ってプレーヤーに知らせたり、プ
レーヤーに個人的に伝えたりするなど様々な方法で扱うことができます。

4C　規則の支援を与えること
プレーヤーは一般的なプレーの間に生じた規則の問題をどのように解決したら
よいか疑問を持つかもしれません。各コースではそうした規則の問題を扱う人
を特定しておくべきです。多くの場合、そうした人は所属プロや支配人となる
でしょう。その人が正しい裁定について不確かな場合、回答を求めて規則を統
括する適切な団体にその質問を照会することができます。

4 一般的なプレーのための追加の検討事項
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5 競技前

5　競技前
委員会が利用できる人員はそのコースによって、あるいは運営する競技会のレ
ベルによって異なるので、委員会は推奨されているすべての事柄を履行するこ
とはできないでしょう。そうした場合、委員会は各競技会での優先順位を決め
る必要があります。

競技会が始まる前の期間が円滑な競技運営を実現するための準備において最も
重要であることは間違いありません。この事前準備期間中の委員会の責務は次
の事項を含みます：

5A　競技の条件を定める
競技の条件は各競技会の仕組み(参加資格、エントリー方法、競技日程や競技形
式、タイの決定方法を含む)を決定します。次のことは委員会の責任となります：

•• 各競技会について明確で簡潔な規定を定めること。

•• 競技会に先立ってそうした規定をプレーヤーが入手できるようにすること。

•• 質問がある場合に、その規定についての解釈を示すこと。

例外的な状況を除き、委員会は競技会が始まった後になってからその競技の条
件を変更することを避けるべきです。

その競技の条件を承知して、従うことは各プレーヤーの責任となります。

競技の条件の文言のサンプルはRandA.orgで閲覧できます。

(1)　参加資格
委員会はプレーすることができる資格を限定する競技の条件を作成することが
できます。

a. 性別の要件

競技会を特定の性別のプレーヤーに限定することができます。

b. 年齢制限

競技会を特定の年齢の範囲のプレーヤーに限定することができます。その場
合、プレーヤーがその年齢でなければならない日付を規定することが重要で
す。いくつかの事例は次の通りです：

•• プレーヤーの年齢が18歳以下でなければならないジュニア競技について、競
技の条件で「プレーヤーは本年1月1日時点(あるいはこの競技の最終日な
ど、別の日付)で18歳以下でなければならない。」と規定することがあるで
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5 競技前

しょう。

•• プレーヤーの年齢が55歳以上でなければならないシニア競技について、競技
の条件で「プレーヤーはこの競技の初日かそれ以前に55歳の誕生日を迎えて
いなければならない。」と規定することがあるでしょう。

c. アマチュア資格

競技会をアマチュアゴルファーだけに限定したり、プロフェッショナルゴル
ファーだけに限定したり、あるいはすべてのプレーヤーに互いに競うことを許す
ことができます。競技会に誰でも参加できる場合、委員会はプレーヤーに競技前
に申込書などで資格(例えば、「アマチュア」)を証明することを求めるべきで
す。

d. ハンディキャップの制限

委員会は参加資格として、あるいは競技で使われるハンディキャップを制限す
ること、および/または限定することができます。そうしたことは次のことを含
みます：

•• ハンディキャップの上限や下限を定めること。

•• フォアサムやフォアボールなどのティーム形式で：

»» パートナー同士のハンディキャップの最大差を制限する。委員会はこの
要件を満たすためにより多いハンディキャップを有するプレーヤーのハ
ンディキャップを減じることを選ぶこともできます。

»» パートナー同士のハンディキャップの最大合計を制限する。委員会はこ
の要件を満たすために1人あるいは両方のプレーヤーのハンディキャップ
を減じることを選ぶこともできます。

•• 1日で、または複数日でプレーされる複数ラウンドの競技会について、各プ
レーヤーが最初のラウンドの時点でのハンディキャップで競技全体をプレー
するのかどうか、またはプレーヤーは各ラウンドで更新されたハンディ
キャップを使用するのかどうかを規定すること。プレーヤーのハンディ
キャップはそのような複数ラウンドの間では変更しないことが推奨されま
す。

e. 居住地やメンバーシップのステータス

委員会は特定の国、州、カウンティー、あるいは他の地理的区域に居住してい
るか、そこで生まれたプレーヤーに参加資格を制限することができます。ま
た、委員会はすべてのプレーヤーが特定の倶楽部、団体、あるいはゴルフユニ
オンのメンバーであることを要求することもできます。
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(2)　エントリーの要件と日程
競技会へのエントリー方法とエントリーの受付開始日と締切日を規定すべきです。

例として：

•• エントリー方法(オンラインエントリーフォームに必要事項を記入する、エン
トリーフォームを郵送で提出する、プレーヤーのスタート時間前に名前を
シートに記入するなど)。

•• エントリーフィーを支払う方法と期限。

•• エントリー受付期間。委員会は特定の日時でエントリーを締め切ることや、
その競技当日までプレーヤーにエントリーを認めることができます。

•• 募集定員を超えたエントリーがあった場合、参加者を決定するために用いる
方法(先着順、予選を開催する、ハンディキャップの数値に基づくなど)。

(3)　形式(ハンディキャップアローワンスを含む)
競技会の形式に関連する次の要点について必要な場合には規定すべきです：

•• プレーの日程。長期間に及ぶマッチプレーの場合、各マッチを終了しなけれ
ばならない最終期日。

•• プレーの形式(例えば、マッチプレー、ストロークプレー、あるいはマッチプ
レーのためのストロークプレーの予選)。

•• ラウンドのホール数とホールの順番。

•• ラウンド数(予選カットがあるかどうかも含む)。

•• 予選カットがある場合、いつカットするのか、最後の通過順位にタイが生じ
た場合に順位付けをするかどうか、そして何人のプレーヤーがその後のラウ
ンドを引き続きプレーするのか。

•• どのティーイングエリアを使うのか。ハンディキャップ競技について、委員
会はすべてのプレーヤーが使用しなければならないティー、またはプレー
ヤーのハンディキャップ、性別、年齢によって使用されることになるティー
を明記することができます。その代わりに、委員会は各プレーヤーにそのプ
レーヤーがプレーしたいティーを選択することを認めることもできます。

•• ストロークインデックスの割り当て(ハンディキャップストロークを与えた
り、受けるホールの順番など)。

•• 複数のフライトや対戦表(ドロー)がある場合、それらを作成する方法(セク
ション5G(1)参照)。

5 競技前
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•• どのような賞が授与されるのか(誰が賞を受け取ることができるのかを含
む)。アマチュアゴルファーが参加する競技会について、委員会はアマチュア
ゴルファーへの賞品がアマチュア資格規則に基づき認められる範囲内である
ことを確認するべきです。

(4)　他のプレー形式の規定
a. 別のスコアリング方法

プレー形式がステーブルフォード、最大スコア、あるいはパー/ボギーである場
合、プレーヤーが各ホールのスコアを記入できるように競技の条件にはスコア
に応じてポイントを得る方法や最大ストローク数に関する特定の内容を規定す
る必要があるでしょう。

b. ステーブルフォード

ステーブルフォードはストロークプレーの1つの形式で、ポイントはプレー
ヤーのスコアとそのホールに決められた目標スコアを対比して与えられます。
決められた目標スコアは、委員会が別の決められた目標スコアを設定している
場合を除き、パーです(規則21.1b参照)。

委員会が別の決められた目標スコアを設定することを決める場合、競技の条件
の中でボギー、バーディー、あるいは他の何かしらの決められたスコアとして
設定することができます。

c. 最大スコア

プレーの形式が最大スコアの場合、競技の条件にプレーヤーが各ホールでスコ
アとすることができる最大ストローク数を規定すべきです(規則21.2参照)。

最大数は次のいずれかの方法で設定できます：

•• パーに関連して(パーの2倍など)。

•• 決められた数(8、9、10など)。

•• プレーヤーのハンディキャップを参照して(例えば、ネットダブルボギー)。

最大スコア競技でどのような最大スコアを設定するのかを考える場合、委員会
は次のことを考慮すべきです：

•• プレーするホールの最大パー。例えば、パー3のコースでは、ホールごとの
最大スコアを決められたスコアの「6」とすることは妥当でしょう。しかし
ながら、コースにパー5のホールがある場合、決められた最大スコアが「6」
では少なすぎるので妥当ではなくなります。

5 競技前
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•• 参加するゴルファーのレベル。例えば、初心者の競技会について、最大スコ
アはプレーヤーがそのホールを終える合理的な機会を与えるべきですが、そ
のホールで本当の困難に直面した場合にはプレーヤーが球をピックアップす
ることを奨励する程度であるべきです。

•• ハンディキャップ目的でスコアが提出されるかどうか。委員会が競技会をハ
ンディキャップ目的でカウントしたいと思う場合、最大ホールスコアをネッ
トダブルボギーよりも低く設定すべきではありません。

d. パー/ボギー

プレーの形式がパー/ボギーの場合、競技の条件にプレーヤーがホールの勝ちな
のか、負けなのかを決めるためにプレーヤーのスコアと比較する決められたス
コアを規定すべきです。パー競技では、決められたスコアは通常パーであり、
ボギー競技では、決められたスコアは通常ボギー(パーより1打多い)です。

e. 他のプレー形式

スクランブルやグリーンサムなど、数多くの他のプレー形式があります。スク
ランブルやグリーンサム、他のプレー形式についてはセクション9および/また
はRandA.orgを参照してください。

f. ティーム競技

プレーの形式がティーム競技を伴う場合、委員会は追加的な競技の条件が必要
かどうかを検討すべきです。例として：

•• コーチやアドバイス・ギバーへの制限(ローカルルールひな型8H参照)。

•• マッチプレーで：

»» ティームのメンバーがプレーする順番。例えば、ハンディキャップの順
番でなければならない、またはティームキャプテンが決定しなければな
らない。

»» マッチがタイ(ハーフ)で終わることを受け入れるのか、あるいは勝者が決
まるまでマッチをプレーしなければならないのか。

»» マッチの勝ちやタイ(ハーフ)に与えられるポイント数。

»» 複数のティームの競技で、競技終了時点で複数のティームがタイとなっ
た場合の勝者の決定方法。

»» 短い日照時間や悪天候により決められた日に終了したマッチと終了して
いないマッチがある場合、競技の条件で終了したマッチと終了していな
いマッチを取り扱う方法を明確にすべきです。例えば、委員会は終了し
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たマッチを成立としてプレーされた通りカウントし、終了していない
マッチをタイ(ハーフ)として扱うか、後日再プレーさせることができま
す。あるいは、すべてのマッチを再プレーさせ、各ティームに当初の
ティーム編成を自由に変更させることができます。

»» ティームのマッチや競技の勝ちが決まったときに、残りのマッチを最後
までプレーさせるかどうか。

•• 1人または複数のプレーヤーが何らかの理由(例えば、病気)によりマッチをス
タートできない、またはマッチを終了できない場合の個々のマッチの結果が
どうなるかを規定します。例えば、委員会はそのようなマッチの結果はマッ
チのタイとしたり、相手の勝ちとすることもできます。ホールのアップ、ダ
ウンをカウントバックの目的のために考慮に入れる場合、委員会はマッチの
スコアを明記する(例えば6&5)ように決定することもできます。

•• ストロークプレーで：

»» 各ティームの合計スコアにカウントするスコア数。

»» カウントするスコアは18ホールのスコアに基づくのか、ホール・バイ・
ホールのスコアに基づくのか。

»» 競技全体のタイを決定する方法(例えば、プレーオフによる、マッチング
スコア方式(セクション5A(6)参照)による、あるいは不採用スコアを比較
すること)。

(5)　いつスコアカードを提出したことになるか
ストロークプレーでは、規則3.3bでホールのスコアが正確であることやラウン
ド終了後に速やかに委員会にスコアカードを提出するという責任をプレーヤー
に課しています。

委員会はプレーヤーにスコアカードの提出場所を伝え、プレーヤーの規則につ
いての潜在的な問題を解決し、スコアを認証するために応対する人員を配置す
るべきです。

可能であれば、プレーヤーがスコアカードに記入されたスコアを確認し、必要
な場合には委員会のメンバーと話ができ、スコアカードを提出するために使え
る、静かで、プライベートなエリアを用意すべきでしょう。

a. いつスコアカードを提出したとみなすかを規定する

委員会はいつスコアカードを提出したとみなすかを規定すべきです。選択肢は
次を含みます：
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•• スコアリングエリアを定め、そのスコアリングエリアを出るまではプレー
ヤーがスコアカードを変更することを認めること。そのことは、プレーヤー
がスコアカードをレフェリーやレコーダーに手渡した後でも、そのプレー
ヤーがそのエリア内にいる間はまだ変更することができることを意味します。

•• プレーヤーがスコアカードを投入する箱を用意すること。この場合、プレー
ヤーがスコアカードをその箱に入れた時点で提出されたものとみなします。
この方法は間違ったスコアカードが提出されることについてプレーヤーをあ
まり保護しないかもしれませんが、人員が限られていたり、多くのプレー
ヤーが同じ時間にラウンドを終える場合(例えば、ショットガンスタートを採
用する場合)には最善の方法となるでしょう。

b. スコアカードに他の情報を記入するようにプレーヤーに要請する

委員会はプレーヤーにスコアカードに本人のハンディキャップを入力させるこ
とができます(ローカルルールひな型L-2)。

委員会はプレーヤーに委員会の責任である他の関連項目を他のスコアカードに
記入してもらうことによって委員会を支援するように要請することができま
す。委員会は、プレーヤーがそうした他の要請に従わなかったり、そうする過
程でミスをした場合にゴルフ規則に基づく罰を適用してはなりませんが、委員
会はそうした要請に何度も従わなかったプレーヤーについて懲戒処分を規定す
ることができます。例えば、委員会はプレーヤーに次のことを要請できます：

•• 合計スコア。あるいは、フォアボール競技では、サイドとしてカウントする
スコアの決定。

•• ステーブルフォードで、各ホールのスコアについてのポイントをスコアカー
ドに記入する。

•• パー/ボギーでホールに勝ったのか、負けたのか、タイ(ハーフ)なのかを記入
する。

•• スコアカードに特定の詳細(名前、日付、競技名など)を記入する。

同様に、委員会はラウンドの終了時にスコアをコンピュータシステムに入力す
ることによって委員会を支援するようにプレーヤーに要請することができます
が、プレーヤーがそうした要請に従わなかったり、そうする過程でミスをした
場合、ゴルフ規則に基づく罰はありません。しかし、委員会はそうした要請に
何度も従わなかったプレーヤーについて、例えば行動規範の中で、懲戒処分を
規定することができます。
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(6)　タイの決定方法
マッチプレーとストロークプレーで、タイの決定方法を変更するために競技の
条件を使うことができます。

a. マッチプレー

最終ホールを終えてマッチがタイの場合、競技の条件で別途規定している場合
を除き、そのマッチは勝者が決まるまでその都度1ホール延長します(規則
3.2a(4)参照)。

競技の条件にそのマッチがタイで終了することがあるのか、あるいはプレーオ
フの方法が規則3.2a(4)と異なるのかを規定すべきです。選択肢は次のことを含
みます：

•• そのマッチはタイ(ハーフ)で終了となる。

•• そのマッチは最初のホール以外の特定のホールでスタートして延長される。

•• 決められた数のホール(例えば、9ホールや18ホール)でのプレーオフとな
る。

ハンディキャップマッチの場合、競技の条件で別途設定している場合を除き、
追加のホールで与えたり、受けるハンディキャップストロークの決定には委員
会が設定したストロークインデックスの割り当てが使われるべきです。

マッチのタイをストロークプレーのプレーオフで決めるべきではありません。

b. ストロークプレー

競技の条件に競技がタイで終了することがあるのか、勝者や他の最終順位を決
めるためにプレーオフがあるのか、マッチングスコアカードを使うのかを規定
すべきです。

ストロークプレーのタイをマッチで決めるべきではありません。

c. ストロークプレーのプレーオフ

ストロークプレーでプレーオフを行う場合、競技の条件で次のことを定めるべ
きです：

•• プレーオフをいつ行うのか(例えば、特定の時間に開始する、最終組のラウン
ド終了後に速やかに開始する、あるいは後日あらためて行う)。

•• プレーオフで使用するホールと、それらのホールをプレーする順番。

•• プレーオフをプレーするホール数(例えば、ホール・バイ・ホール、2ホー
ル、4ホール、あるいは18ホールといったより多いホールにわたって、そし
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て、まだタイとなる場合にどうするのか)。

•• ストロークプレーの通常の形式では、ハンディキャップ競技のプレーオフが 
18ホールより少ないホール数で行われる場合、プレーするホール数によって
ハンディキャップを適用して減じるストローク数を決定すべきです。例え
ば、プレーオフが1ホールのプレーの場合、ハンディキャップの1/18がプ
レーオフホールのスコアから差し引かれるべきです。ハンディキャップスト
ロークの端数は、ワールドハンディキャップシステムの出版物や、自分の地
域を管轄するハンディキャップ団体が規定するその他のガイダンスに収録さ
れている規定や推奨事項に従って適用されるべきです。

•• フォアボール、パー/ボギー、あるいはステーブルフォードなどのストローク
インデックスの割り当てが使われるネット競技のプレーオフでは、ハンディ
キャップストロークは、その競技会に割り当てられたのと同じストロークイン
デックスの割り当てを使ってプレーオフホールに適用されるべきです。

•• 委員会がプレーヤーにスコアカードを発給した場合にだけ、プレーヤーはプ
レーオフでスコアカードを提出することを要求されます。

d. マッチングスコアカード(通称「スコアカードのカウントバック」)

プレーオフが実行可能ではない、あるいはプレーオフを望まない場合、競技の
条件でタイはマッチングスコアカードで決定すると規定することができます。
勝者をプレーオフで決定する場合でも、その競技会の他の順位をマッチングス
コアカードで決めることができます。マッチングスコアカードの方法では、そ
の方法で勝者が決定しない場合にどうするのかも規定しておくべきです。

マッチングスコアカードの1つの方式は最後のラウンドのベストスコアに基づ
いて勝者を決定することです。タイのプレーヤーたちの最後のラウンドのスコ
アが同じであったり、その競技が1ラウンドで成立している場合、勝者は最後
の9ホール、最後の6ホール、最後の3ホール、そして最終的には18番ホールの
スコアに基づいて決定してください。それでもタイの場合、前半の9ホールの
最後の6ホール、最後の3ホール、そして最終ホールを順番に比較します。その
ラウンドが18ホールより少ない場合、マッチングスコアカードで使うホール数
を調整することができます。

この過程で勝者が決まらない場合、委員会はその競技をタイで終えるか、勝者
をランダムな方法(コイントスなど)で決めるかを検討することができるでしょ
う。

マッチングスコアカードは通称「カードカウントバック」あるいは「スコア
カードプレーオフ」とも言われています。

さらに考慮すべきこと：

5 競技前



469

•• マッチングスコアカード方式を複数のティーからスタートする競技で使う場
合、「最後の9ホール、最後の6ホール、など」は「10番ホールから18番
ホール、13番ホールから18番ホール、など」に置き換えることを推奨します。

•• 個人ストロークプレーなど、委員会が設定したストロークインデックスの割
り当てを使わないネット競技について、最後の9ホール、最後の6ホール、最
後の3ホールのシナリオを使う場合、ハンディキャップの1/2、1/3、1/6など
をそうしたホールについてのスコアから差し引くべきです。ハンディキャッ
プストロークの端数は、ワールドハンディキャップシステムの出版物や、自
分の地域を管轄するハンディキャップ団体が規定するその他のガイダンスに
収録されている規定や推奨事項に従って適用されるべきです。

•• フォアボールストロークプレー、パー/ボギー、あるいはステーブルフォー
ド競技など、委員会が設定したストロークインデックスの割り当てを使う
ネット競技では、ハンディキャップストロークはその競技で適用した方法と
一貫性を持って適用すべきです。

(7)　いつ競技会の結果が最終となるか
マッチプレーとストロークプレーの両方で委員会がプレー終了後に生じた規則
の問題を解決する方法に影響するので、競技会の結果がいつ、どのような方法
で最終となるのかを競技の条件で明確にしておくことが委員会にとって重要で
す(規則20参照)。

a. マッチプレー

マッチの結果が最終となると競技の条件で規定することができる例は次のこと
を含みます：

•• 結果を公式のスコアボード、他の特定の場所に記録したとき。

•• 結果を委員会が指定した人に報告したとき。

結果が公式スコアボードに記録されたときにマッチの結果を最終と決定する場
合、委員会は勝者の名前を公式スコアボードに記録する責任を負うことができ
ますし、そのことをプレーヤーの責任として移譲することもできます。公式ス
コアボードは大掛かりな構造物である場合もあれば、ゴルフショップやロッ
カールームに貼られた紙1枚の場合もあります。

委員会によってレフェリーがマッチに同行するように任命されている場合、競
技の条件でそのように規定している場合を除き、最終パッティンググリーンで
のレフェリーによるマッチの結果の告知は公式発表ではありません。
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b. ストロークプレー

ストロークプレーで競技が終了すると競技の条件で規定することができる例は
次のことを含みます：

•• すべての結果がスコアボードや掲示板に掲載されたとき。

•• 表彰式で勝者が発表されたとき。

•• トロフィーが授与されたとき。

マッチプレーのためのストロークプレーによる予選競技においては、規則
20.2e(2)はプレーヤーが自分の最初のマッチを始めるためにティーオフしたと
きと規定しています。

(8)　競技会が始まった後に競技の条件を変更すること
競技の条件はその競技の仕組みを定めており、競技が始まったならば、非常に
例外的な状況においてのみその条件を変更することができるでしょう。

競技の条件を変更すべきでない状況の例は次の通りです：

•• プレーヤーは特定のホール数をプレーすることを見込んでラウンドを始め、
その考えに基づきプレーすることになるので、ラウンドが始まった後でプ
レーするホール数を変更すべきではありません。例えば、すべてのプレー
ヤーが18ホールのラウンドのうちの9ホールを終えたところで悪天候によっ
てプレーが中断となっている場合、委員会はその9ホールのプレーだけに基
づいて成績を発表すべきではありません。

例外的な状況となり、競技の条件を変更することができる状況の例は次の通り
です：

•• 悪天候により、許される時間内にプレーできるラウンド数に影響を及ぼす場
合、プレーするはずであったラウンド数やまだスタートしていないラウンド
のホール数をその状況に対処するために変更することができます。同様に、
そうした状況によって予定していた競技形式を許される時間内に行うことが
困難となる場合、競技形式を変更することができます。

•• 例外的な状況を除き、タイの決定方法を変更すべきではありません。しか
し、例えば、ストロークプレー競技でタイの決定方法をホール・バイ・ホー
ルのプレーオフと規定していたものの、悪天候によりそうしたプレーオフが
不可能となる場合、委員会はタイの決定方法をスコアカードのカウントバッ
クに変更することが可能です。
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(9)　アンチ・ドーピング
委員会は競技の条件の中でプレーヤーにアンチ・ドーピングの方針に従うよう
に要求することができます。アンチ・ドーピングの方針を策定するガイダンス
は通常その国の統轄団体によって提供されますが、独自のアンチ・ドーピング
の方針を制定し、その解釈を示すことは委員会の問題事項です。

5B　コースをマーキングする
競技会の準備をする場合、委員会はコースが適切にマーキングされるようにす
べきであり、一般的なプレーに使われていたマーキングを上塗りするか、必要
な場合にはそうしたマーキングを変更すべきです。通常、コースをマーキング
する「正しい」方法は存在しないものの、コースを適切にマーキングしていな
かったり、あるいは全くマーキングしていなければ、プレーヤーが規則に基づ
いて確実に処置することができない状況になったり、プレーヤーが異なる扱い
を受けかねないプレーが続けられている中で委員会が裁定をすることを強いら
れる状況になってしまいます。

セクション2では一般的なプレーのためにコースをマーキングする方法につい
ての詳細なガイダンスと推奨事項を規定していますが、そのことは競技会にも
等しく適用され、委員会が競技会の準備をする場合に参照すべきです。

競技会のためにコースのマーキングを変更する場合、コースで頻繁にプレーす
るプレーヤーたちが間違って処置をする可能性がないように、委員会はそうし
たプレーヤーたちに変更点を明確に伝えるようにすべきです。

セクション2の情報に加えて、委員会は次の事柄を考えたいと思うかもしれま
せん：

(1)　アウトオブバウンズ
委員会はすべての境界が適切にマーキングされていることを確認する責任があ
ります。白杭や他の境界物はプレー中に動かされることがあるので、元の場所
に戻せるように、そうした白杭や他の境界物の根元を小さい白の円で囲むよう
にペイントしておくことがよいでしょう。線やペイントした点が境界をマーキ
ングするために使われている場合、そうした線や点が容易に見えるように上塗
りすべきです。ローカルルールで杭やフェンス以外の方法で定められる境界を
明確にすべきです(ローカルルールひな型A-1参照)。

(2)　ペナルティーエリア
競技会の前に、委員会は一部、あるいはすべてのペナルティーエリアのマーキ
ングを見直したいと思うかもしれません。
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•• 水域を含むペナルティーエリアはジェネラルエリアの一部とすべきではあり
ませんが、その縁は調整することができます。

•• 水域以外のペナルティーエリアはそれを取り除いたり、加えること、あるい
はホールの難易度を変えるためにその縁を変更することができます(大きく曲
げたショットにはより厳しい罰を与えるために適切と思われる場所など)。例
えば、委員会は一般的なプレーについては密集した林やブッシュの区域をペ
ナルティーエリアとしてマーキングしますが、競技会ではペナルティーエリ
アにしないと決めることができます。そうしたマーキングの変更をする場合
には、コースで頻繁にプレーするプレーヤーたちに明確に伝えることに注意
を払う必要があります。

•• 委員会はペナルティーエリアを加えたり、取り除く場合、そうした変更が発
行されているコースレーティングに影響を及ぼすかどうかを判断するため
に、ワールドハンディキャップシステムの出版物や、自分の地域を管轄する
ハンディキャップ団体が規定するその他のガイダンスに収録されている規定
や推奨事項を参考にすべきです。

•• 一部のペナルティーエリアの色は赤から黄(あるいはその逆)に変更されるこ
とがあります。例えば、特定の競技会では、球が転がり戻ってペナルティー
エリアに入った場合にそのペナルティーエリアのパッティンググリーン側に
球をドロップする選択肢を委員会が認めたくないときは、パッティンググ
リーンに近いペナルティーエリアを黄でマーキングすることが望ましいで
しょう。場合によっては、追加の選択肢として、ドロップゾーンを設置する
ことも道理に適うでしょう(例えば、プレーヤーが長いキャリーで水域を越え
ていくアイランドグリーンについて)。

•• 一般的なプレーについて、委員会はペナルティーエリアをマーキングするた
めに最少限の杭を使ったかもしれませんし、そうした杭が取り除かれたこと
によっていくつかのペナルティーエリアの一部がマーキングした区域の外側
になってしまったかもしれません。競技会については、その競技会のために
ペナルティーエリアが適切にマーキングされるように、すべての杭を点検
し、必要であれば補充すべきです。

•• 可能であれば、杭だけに頼るのではなく、ペナルティーエリアの周りを赤や
黄でペイントすることがよいでしょう。線を使えば、適切な区域を含めた
り、含めなかったりできます。また、杭が抜かれることで縁が変わることも
ありませんし、プレーヤーがどこで救済を受けるのかを容易に決めることが
できます。通常、線がペイントされる場合には、杭だけでマーキングすると
きよりも少ない数の杭だけが必要とされます。
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(3)　バンカー
ほとんどのコースでは、競技会のためのバンカーを準備するために委員会が何
か特別なことをする必要はないはずです。バンカーは競技会の朝に新たになら
されるべきであり、レーキは委員会が望ましいと考える場所に置くべきです(セ
クション2D参照)。バンカーの縁を決めることが難しい場合、委員会はプレー
ヤーやレフェリーが困惑しないように、(コース管理作業、マーキングやローカ
ルルールを通じて)より明確に定めることができるかどうか検討すべきでしょう。

(4)　異常なコース状態や不可分な物
委員会は修理地としてマーキングすべき区域が適切にマーキングされているよ
うコース全体を見直すべきです。委員会はローカルルールを使って障害物や不
可分な物のステータスも明確にすべきです(ローカルルールひな型F-1参照)。

理想としては、委員会は修理地の区域を競技が始まる前にマーキングすべきで
す。しかし、委員会は、それが正当化されるのであれば、マッチプレーやスト
ロークプレーのラウンド中でもある区域を修理地として定めることができま
す。

ラウンド中にマーキングのされていないそうした区域からの救済を与えた場
合、委員会はその競技に参加している他のすべてのプレーヤーがその区域のス
テータスを認識するように、その区域をできるだけ速やかに修理地としてマー
キングすべきです。

(5)　プレー禁止区域
コース上にプレー禁止区域がある場合、委員会はそうしたプレー禁止区域が適
切に特定されるようにすべきです。委員会はプレー禁止区域からプレーするこ
とが認められないことをプレーヤーに完全に認識させるために、そうしたプ
レー禁止区域に標識を立てることも検討してもよいでしょう。

(6)　臨時の障害物
テントやグランドスタンドなどの臨時の建造物が一部の競技会のために設置さ
れることがあります。そうした建造物のステータスは、動かせない障害物と臨
時の動かせない障害物(TIO)のどちらなのか、ローカルルールで明確にしておく
必要があります。そうした建造物をTIOとして扱う場合、臨時の動かせない障
害物に関するローカルルールを使うべきです(ローカルルールひな型F-23参
照)。このローカルルールは介在の障害がある場合に、その障害物を迂回した
り、上を越えてプレーする必要がなくなるようにプレーヤーに追加の選択肢を
与えます。
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5C　ローカルルール
委員会はローカルルールを採用するかどうかを決定することやそうしたローカ
ルルールがセクション8に収録されている原則と矛盾しないことを確認する責
任があります。ローカルルールは、委員会が一般的なプレーや特定の競技会の
ために採用する規則の修正や追加規則です。委員会はスコアカードへの記載、
別紙の配布物や掲示板、あるいはコースのウェブサイトなどでプレーヤーが
ローカルルールを閲覧できるようにしておく必要があります。

ローカルルールを採用することを検討する場合、委員会は次のことに留意すべ
きです：

•• その競技やコースでは、ローカルルールはゴルフ規則と同じステータスがあ
ります。

•• ローカルルールの使用はできるだけ制限すべきであり、セクション8で扱っ
ている種類の状況や方針を扱う場合にだけ使うべきです。

•• ストロークプレーのラウンドが一旦開始された後は、その競技会のためのい
かなるローカルルールも変更することは推奨されません。ただし、その変更
による影響がその競技会のいかなるプレーヤーにも及ぶ前に行われる場合を
除きます。

承認されたローカルルールひな型の一覧はセクション8の冒頭で閲覧できます。

競技会のために採用することができるローカルルールは次の一般的なカテゴ
リーに分けられます：

•• コースの境界と他のコースエリアを定める(セクション8A-8D)。

•• 特別な救済措置を定める(セクション8E)。

•• 異常なコース状態と不可分な物を定める(セクション8F)。

•• 特定の用具の使用(セクション8G)。

•• どのような人がプレーヤーにアドバイスを与えることができるのか(セクショ
ン8H)。

•• プレーヤーがいつどこで練習することができるのか(セクション8I)。

•• プレーを中断する措置(セクション8J)。

•• プレーのペースの方針(セクション8K)。

•• スコアカードの責任(セクション8L)。

•• 障がいを持つプレーヤーのためのローカルルールひな型(セクション8M)。
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5D　�規則25を使う障がいを持つプレーヤーのための参加資格
の決定

規則25.1に規定されている通り、障がいを持つプレーヤーのために修正された
規則はすべての競技に適用し、競技者が規則25の修正された特定の規則を使用
するかどうかの決定はプレーヤーの障がいのカテゴリーと参加資格によりま
す。

プレーヤーの参加資格について評価することは委員会の必須の役割ではありま
せん。規則25の特定の規則を使用するためのプレーヤーの参加資格の決定は明
確な場合もありますが、明確ではない場合もあります。規則25のための参加資
格は、誰かに障がいがあるかどうかという決定よりも、プレーヤーのゴルフを
プレーする能力に関してそのプレーヤーの障がいが持つ影響に基づきます。

委員会は規則25を使用するプレーヤーの参加資格を確認するためにプレーヤー
の障がいの証拠を求めることができます。そのような証拠には、医療証明書、
国の管理機関からの確認書、正式に認可された医療機関によって発行されたパ
ス、あるいはそれに類似のものがなり得るでしょう。

別の方法として、委員会は特定のパスや証明書を持つプレーヤーだけに競技会
(プレーヤーの障がいのカテゴリーに適用できる修正された規則を使用する資格
のあるプレーヤーと一緒の)で競技する資格があると規定することができます。

委員会が障がいのカテゴリーの証拠として求めることができる、またはプレー
ヤーに特定の競技のために参加資格を持つことを求めることができるパスの例
は、EDGA(ヨーロッパ障がいゴルフ協会)のWR4GD(障がいを持つプレーヤー
のワールドランキング)のプレーヤーパスやEDGAのアクセスパスです。これら
のパスはEDGA参加資格ティームによって運営され、発行されます。そしてゴ
ルファーがEDGAパスを入手するための申し込み手続きは無料です。さらなる
情報はwww.edgagolf.com/online/pass/pass_info.phpで閲覧することができま
す。

5E　練習区域を定める
多くのコースでは特定の練習区域があります(練習ドライビングレンジ、パッ
ティング用、バンカー用、チッピング用のパッティンググリーンなど)。それら
がコースの境界の内側であるか外側であるかどうかにかかわらず、プレーヤー
はそうした区域で練習することが認められています。コース上に位置している
練習区域については、プレーヤーがラウンド前やラウンド後にそうした区域で
練習することができるのかどうかをローカルルールで明確に規定しておくこと
を推奨します。委員会はプレーヤーが練習してよい場所を制限するためにそう
した区域の縁を定めておく必要があるでしょう。
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委員会はいつ、どこで練習が認められるのかに関して許可する内容を次のよう
に変更することもできます：

•• ローカルルールでコース上の制限された部分や定められた部分での練習を認
めることができます(例えば、恒久的な練習場がない場合)。しかし、そのこ
とが適用となる場合、プレーヤーにコース上のパッティンググリーンやバン
カーからの練習を認めないことが推奨されます。

•• ローカルルールでコース全般での練習を認めることができます。例えば：

»» 競技会がその日の遅い時間に開始することになっており、プレーヤーが
その日の早い時間にそのコース上でプレーすることを委員会が制限した
くない場合。

»» プレーの中断があり、プレーヤーを練習ドライビングレンジに戻すので
はなく、プレーヤーにコース上のどこかで何発かのショットを打つこと
を認めることがより効率的となる場合。

•• 規則5.2は競技会のラウンドの前やラウンドとラウンドの間でいつ練習が認め
られるか、禁止されるかを扱っていますが、委員会はそうした規定を修正する
ローカルルールを採用することができます(ローカルルールひな型I-1参照)。

•• 規則5.5は終了したばかりのパッティンググリーン上やその近くで練習する
ことを禁止するローカルルールを採用する選択肢を委員会に与えています
(ローカルルールひな型I-2参照)。

5F　ティーイングエリアとホールロケーション
(1)　ティーイングエリアの選択
競技会のためにどのティーイングエリアを使うのかを選択するとき、委員会は
コースの難易度と参加するプレーヤーの技量とのバランスを取るべきです。例
えば、参加しているプレーヤーの多くが最高のストロークをしない限りはキャ
リーで越えない飛距離を求めるティーイングエリアを選ぶことは望ましいこと
ではなく、プレーのペースに深刻な影響を与えかねません。

委員会は一般的なプレーで使われるティーイングエリアとは異なるティーイン
グエリアを競技会のために使うと決めることができます。異なるティーイング
エリアを使う場合、委員会はそうした変更が発行されているコースレーティン
グに影響を及ぼすかどうかを判断するために、ワールドハンディキャップシス
テムの出版物や、自分の地域を管轄するハンディキャップ団体が規定するその
他のガイダンスに収録されている規定や推奨事項を参考にすべきです。そうし
ない場合、そのスコアはハンディキャップ目的での提出は受け付けられないで
しょう。
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同日に2ラウンド以上プレーされる場合を含み、ティーイングエリアの場所を
ラウンド間で変えることができます。

ティーマーカーが動かされた場合に元の場所に戻せるように、小さなマーキン
グ(ペイントの点など)をティーマーカーの横や下に付けることがよいでしょ
う。複数のラウンドがある場合、異なる数の点を各ラウンドで使うことができ
るでしょう。

競技会がホール番号を特定する標識のないコースでプレーされている場合や、
委員会が異なるホールの順番でコースをプレーすると決めたとき、そのホール
を明確に特定するために標識を取り付けるべきでしょう。

(2)　ホールロケーションの選択
新しいホールは、1つのラウンドのすべてのプレーヤーが同じ位置に切られた
各ホールでプレーすることを条件に、理想的には競技が始まる日か、委員会が
適切と考えた他の時点に切られるべきです。

しかし、1つのラウンドが2日以上でプレーされる場合(例えば、プレーヤーが競
技でどの日にプレーするかを選択できる)、委員会は競技の条件でホールや
ティーイングエリアはその競技の各日で異なった位置となることをプレーヤー
に知らせることができます。しかし、同日においては、すべてのプレーヤーは
同じ位置の各ホールと各ティーイングエリアでプレーをしなければなりませ
ん。

パッティンググリーン上のホールロケーションは競技会のスコアやプレーの
ペースにかなりの影響を与えることがあります。ホールロケーションの選択に
は多くの要素が関係しますが、次のポイントが重視されます：

•• ロケーションを選択するとき、選択したロケーションがプレーを著しく遅ら
せるほどに難し過ぎないように、また、優れたプレーヤーにとってチャレン
ジの要素がなくなるほど簡単になり過ぎないように、プレーヤーの能力を考
慮すべきです。

•• ホールの位置を選ぶときに、グリーンスピードは重要な要素です。あるホー
ルの位置は遅めのグリーンでは効果的な位置である一方で、グリーンスピー
ドが速くなった場合には厳し過ぎる位置となってしまうことがあります。

•• 委員会は球が止まらない傾斜にホールを設置することは避けるべきです。グ
リーンの傾斜にもよりますが、可能であれば適切な強さでパットされた球が
ホールの周辺に止まるように、ホールの周辺2～3フィート(60～90cm)が比
較的平らな区域にホールは設置されるべきです。
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さらに考慮すべきいくつかのことは次のことを含みます：

•• 特定のホールでのアプローチショットの落とし所があるように、パッティン
ググリーンのホールの手前や横側に十分なスペースがある場所にホールを設
置すること。例えば、参加者の大多数が距離の長いアプローチショットを打
つ必要がある場合に、大きなバンカーを越えてすぐの場所にホールを設置す
ることは通常推奨されません。

•• コース全体のホールロケーションの前後左右のバランスが取れていること。

5G　対戦表(ドロー)、組、スタート時間
(1)　対戦表(ドロー)
マッチプレー競技では、マッチ全体の順番とプレーヤーの誰と誰が各マッチの最
初のラウンドで対戦するのかを規定するために対戦表(ドロー)が使われます。対
戦表(ドロー)の作成は次のことを含む多くの方法で行うことができます：

•• 無作為－プレーヤーたちは無作為に選別され、選ばれた通りに対戦表(ド
ロー)に割り振られます。

•• 予選のスコア－プレーヤーたちは1または複数の予選ラウンドをプレーする
ことがあります。プレーヤーたちは自分たちのスコアに基づいて対戦表(ド
ロー)に割り振られます。

•• ハンディキャップ－ハンディキャップの最も少ないプレーヤーがハンディ
キャップの最も多いプレーヤーと最初のラウンドでプレーする、ハンディ
キャップが2番目に少ないプレーヤーがハンディキャップの2番目に多いプ
レーヤーと最初のラウンドでプレーするといったように、プレーヤーたちは
ハンディキャップによって対戦表(ドロー)に割り振られます。

•• シード－他のプレーヤーたちは無作為、あるいは予選のスコアを通じて割り
振られる一方で、特定のプレーヤーたち(ディフェンディングチャンピオンな
ど)は対戦表(ドロー)の特定の位置にシード選手として割り振られます。

下記の表に示すように、予選のスコアが対戦表(ドロー)の決定に使用される場
合、その対戦表(ドロー)は上位2名(以下の順位についても同様)のプレーヤーがそ
れぞれ対戦表(ドロー)の反対側となるように配置すべきです。
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対戦表(ドロー)の割り振りを決める目的のために、予選通過の最後の枠のタイ
を除き、予選ラウンドのタイを次のように決めることが可能です：

•• スコアが提出された順番(最初に提出されたスコアがそのスコアでなり得る最
上位となるといったように)。

•• スコアカードプレーオフ(マッチングスコアカード)。

•• 特定のスコアでタイとなったプレーヤーたちの中での無作為の対戦とする。

対戦表(ドロー)の最後の枠にタイが生じた場合、委員会はプレーオフを行う
か、参加するプレーヤーの数が偶数となるように参加者を減らすための別の
マッチのラウンドを追加するかを選ぶことができます。そのことは競技の条件
で規定しておくべきです。

アッパーハーフ ローワーハーフ アッパーハーフ ローワーハーフ

予選通過者64名 予選通過者32名

1 vs. 64 2 vs. 63 1 vs. 32 2 vs. 31

32 vs. 33 31 vs. 34 16 vs. 17 15 vs. 18

16 vs. 49 15 vs. 50 8 vs. 25 7 vs. 26

17 vs. 48 18 vs. 47 9 vs. 24 10 vs. 23

8 vs. 57 7 vs. 58 4 vs. 29 3 vs. 30

25 vs. 40 26 vs. 39 13 vs. 20 14 vs. 19

9 vs. 56 10 vs. 55 5 vs. 28 6 vs. 27

24 vs. 41 23 vs. 42 12 vs. 21 11 vs. 22

4 vs. 61 3 vs. 62 予選通過者16名

29 vs. 36 30 vs. 35 1 vs. 16 2 vs. 15

13 vs. 52 14 vs. 51 8 vs. 9 7 vs. 10

20 vs. 45 19 vs. 46 4 vs. 13 3 vs. 14

5 vs. 60 6 vs. 59 5 vs. 12 6 vs. 11

28 vs. 37 27 vs. 38 予選通過者8名

12 vs. 53 11 vs. 54 1 vs. 8 2 vs. 7

21 vs. 44 22 vs. 43 4 vs. 5 3 vs. 6
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一部の競技会では、委員会はディフェンディングチャンピオンをシード選手と
することを選ぶことができます。そうした場合、通常そのディフェンディング
チャンピオンを第1シードか第2シードのどちらかにします。委員会はディフェ
ンディングチャンピオンが予選競技に参加することを認めるかどうか、また、
参加する場合、そのディフェンディングチャンピオンがシードを放棄すること
になるのかどうかについても決めておくべきでしょう。

複数の対戦表(ドロー)(通称「フライト」や「ディビジョン」)

多くの競技会ではすべてのプレーヤーが他のすべてのプレーヤーたちと競う一
方で、委員会がその競技会を複数の対戦表(ドロー)に分けること(フライトや
ディビジョンと呼ばれることもある)を選ぶことができる場合もあります。それ
は似たような技量のプレーヤーたちを互いに競わせるためであったり、複数の
勝者を出すためであるかもしれません。

そうした対戦表(ドロー)の作成はハンディキャップによって、ストロークプ
レーの予選を通じて、あるいは委員会が決めた別の方法で決めることができま
す。委員会は競技の条件で対戦表(ドロー)の作成方法を規定すべきでしょう。

対戦表(ドロー)をハンディキャップによって作成することができますが、プ
レーヤーたちは相対的に同様の技量を有しているでしょうから、その対戦表(ド
ロー)の中でのプレーがハンディキャップ競技である必要はありません。

マッチプレー競技では、対戦表(ドロー)をプレーヤーがプレーせずに勝ち上が
る必要のない対戦者数、理想としては、すべてのプレーヤーが同じ数のマッチ
をノックアウト形式でプレーする対戦者数(8, 16, 32, 64, 128人など)とするこ
とは良い考えです。最終的な対戦表(ドロー)を満たす数のプレーヤーがいない
場合、必要に応じてプレーヤーをプレーさせずに2回戦のラウンドに進ませる
べきでしょう。すべての対戦表(ドロー)を同じプレーヤー数とするという要件
はありません。例えば、最上位クラス(あるいはチャンピオンシップ)の対戦表
(ドロー)を32名のプレーヤーとする一方で、他の対戦表(ドロー)を16名のプ
レーヤーとするかもしれません。

(2)　スタート時間とプレーする組み合わせ
委員会はスタート時間と組み合わせを定めること、あるいはプレーヤーに自分
たちでスタート時間と組み合わせを決めることを認めることができます。

委員会がプレーヤーに自分たちでスタート時間を決めることを認める場合、そ
のスタート時間は委員会が定めたスタート時間と同じステータスを持ちます(規
則5.3a参照)。

一組のプレーヤーの数や組と組との間隔を決めるときに検討すべき事柄は多く
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あります。スタート時間と組み合わせを決定する場合、プレーできる時間と同
様に、プレーのペースは考慮すべき重要な点です。2人組は、3人組や4人組よ
りも速くプレーします。少人数の組についてはスタート間隔を短くすることが
可能です。委員会がプレーヤーたちを複数のティー(1番や10番など)からスター
トさせる場合、スタートする最終組の後についてハーフターンするときに過度
に待たせることがないようにすることは重要です。スタート間隔に関する推奨
についてはセクション4A(1)参照。

マッチプレー競技が一定の期間にわたってプレーされ、マッチのプレーヤーが
その期間内でいつプレーするのかを自分たちで決めることが認められる場合：

•• 委員会は各マッチを終了しなければならない日時を規定するべきです。

•• 委員会は特定の日付までにプレーヤーがマッチを終了しない場合のマッチの
結果の決定方法(両方のプレーヤーを失格とする、対戦表(ドロー)に名前が最
初に(あるいは2番目に)記載されているプレーヤーを次のラウンドに進出させ
るなど)を規定するべきです。

•• 委員会はそうするための正当な理由がある場合はタイの競技日の延長を認め
ることを決めることもできます。プレーヤーが延長することを決めた場合、
そのような延長を許可したり、そのような許可の解釈をすることついては委
員会の決定事項です。

マッチプレーでは、委員会は各マッチで誰がプレーするのかを示した対戦表(ド
ロー)を定めるか、別の方法でマッチの対戦相手を決めることを明記します。可
能な場合には、各マッチがそれぞれのスタート時間を持つことが最善ですが、
2つのシングルマッチを一緒にスタートさせる場合もあるでしょう。

(3)　マーカー
ストロークプレーでは、プレーヤーやサイドはスコアカードを記録するための
誰か(プレーヤーやサイドのメンバー以外)を常に必要とします。委員会は
「マーカーは同じ競技や同じ組のプレーヤーでなければならない」、「ハン
ディキャップ所有者でなければならない」と規定する、あるいは他の何かしら
の方法で要件を規定することによって、各プレーヤーのマーカーを務めること
ができる人を特定したり、制限することができます。

2名以上のパートナーがサイドとして一緒に競技に参加する形式(例えば、フォ
アサムやフォアボール競技)では、パートナーはそのサイドのマーカーを務める
ことは認められません。パートナーがいる形式のサイドの数が偶数でない場
合、委員会は自分たちだけでプレーしているサイドのためにマーカーを見つけ
るか、3つのサイドを含む組を作ることを選ぶ必要があるでしょう。
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(4)　スタートエリア
委員会はプレーヤーがスタート時間に現れ、プレーする準備ができていなけれ
ばならない最初のティーイングエリアやその近くの特定の区域を定めることが
できます(規則5.3a参照)。

その区域は地面にペイントした線やロープ、あるいは他の何かしらの方法で定
めることができます。

5H　プレーのペースの方針
委員会はローカルルールとして採用される独自のプレーのペースの方針を定め
ることができます(規則5.6b参照)。実際問題として、そうした方針の内容はそ
の方針を施行するために利用できる委員会のメンバーの数によることになりま
す(セクション8K参照)。

プレーのペースの方針は次のことを含むことができます：

•• ラウンド、１ホール、複数のホール、あるいは1ストロークを終了するため
の最大時間。

•• 最初の組がいつアウトオブポジションとなるのか、他の各組が前をプレーし
ている組との関連でいつアウトオブポジションとなるのかの定義。

•• いつ、どのように組や個人のプレーヤーが観視され、計測されることがある
のか。

•• プレーヤーに計測されていることやバッドタイムがあったことを警告するか
どうか、また、警告する場合にはいつするのか。

•• この方針の違反についての罰の段階。

委員会は競技会が速やかなプレーのペースでプレーされるようにする責任があ
ります。何が速やかなペースであるのかはコース、参加者数、各組のプレー
ヤー数に基づき異なることがあります。速やかなペースのために：

•• 委員会はプレーのペースの方針を定めたローカルルールを採用すべきです(規
則5.6b参照)。

•• そうした方針では少なくともラウンドやラウンドの一部を終えるための最大
時間を定めるべきです。

•• その方針では方針に従わなかったプレーヤーへの罰を規定すべきです。

•• 委員会はプレーのペースに良い影響を与えるために取ることができる他の行
動についても認識すべきでしょう。そうした行動は次のことを含みます：

5 競技前



483

»» 組の人数を減らしたり、スタート間隔を空けたり、スターターズギャッ
プを設けたり、長いパー3、ドライバブルなパー4、リーチバブルなパー5
に遅れがあればコールアップの処置を行うなどの運営上の施策。

»» フェアウェイの幅を広げたり、ラフの密度や長さを減らしたり、パッ
ティンググリーンの速さを遅くするなど、コースセットアップの抜本的
な変更を検討すること。そうした変更をコースに行う場合、委員会はそ
うした変更が発行されているコースレーティングに影響を及ぼすかどう
かを判断し、必要な調整をする手続きに従うために、ワールドハンディ
キャップシステムの出版物や、自分の地域を管轄するハンディキャップ
団体が規定するその他のガイダンスに収録されている規定や推奨事項を
参考にすべきです。

5I　行動規範の方針
委員会はローカルルールとして採用される行動規範の中で独自のプレーヤーの
行動基準を定めることができます(規則1.2b参照)。そのような規範の目的はゴ
ルフゲームをプレー中のプレーヤーに委員会が期待する行動基準と、その規範
の違反に対して適用する罰の概要を説明することにあります。しかし、ゴルフ
規則はプレーヤーがゲームのプレー中に行うことができる、または行うことが
できない行動を決定し、委員会は行動規範を通じて異なった罰を適用すること
によってこれらの許可や制限を変える権限を持っていません。

行動規範が制定されていなかった場合、委員会は規則1.2aを使用して不適切な
行動に対してプレーヤーに罰を課すことが制限されます。規則に基づくゲーム
の精神に反する行動に適用できる唯一の罰は失格となります(更なる情報につい
てはセクション5I(5)参照)。

(1)　行動規範を定める
行動規範を定めるとき、委員会は次のことを考慮すべきです：

•• プレーヤーの行動を制限したり、禁止することを定める場合、委員会はプレー
ヤーの異なる文化を考慮すべきです。例えば、ひとつの文化の中では不適切
な行動とみなされることも別の文化の中では受け入れられることがあります。

•• 規範の違反について適用される罰の段階(例はセクション5I(4)参照)。

•• 罰や制裁を決定する権限を有するのは誰であるか。例えば、特定の委員会のメ
ンバーだけがそうした罰を適用する権限を持つこともあれば、最少人数の委員
会のメンバーがそうした裁定に関わる必要がある場合、あるいは委員会のメン
バーであれば誰でもそうした裁定を行う権限を持つこともあるでしょう。

•• 上訴手続きがあるのかどうか。
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(2)　行動規範の認められる、認められない使用
a. 認められる：
委員会は次のことを行動規範に含めることができます：

•• プレーヤーがラウンド中に罰を受けることがある受け入れられない行動の具
体的な詳細。例えば：

»» コースの保護をしない(例えば、バンカーをならさない、ディボットを元
に戻さない、目土をしない)。

»» 受け入れられない言動。

»» クラブやコースを乱暴に扱う(クラブを投げたり、コースを損傷させる)。

»» 他のプレーヤー、レフェリー、または観客に適切な配慮を示さない。

•• プレーヤーがすべての、あるいは特定のプレー禁止区域に立ち入ることの禁
止。

•• ソーシャルメディアの使用の制限。

•• 容認できる服装の詳細。

b. �認められない： 
委員会は次のことに対して行動規範を使用することはできません。
•• ゴルフ規則の既存の罰を変更する。例えば、パッティンググリーン上で球を
拾い上げる前にマークをしなかったプレーヤーに対する罰を1罰打から2罰打
にするなど。

•• プレーヤーの態度に関係のない行動に新しい罰を作る。例えば、委員会が認
められないローカルルールを制定して行動規範を使用することはできませ
ん。例えば、アウトオブバウンズにある施設を越えて球を打ったプレーヤー
に罰を課したり、確認のために球を拾い上げることを他のプレーヤーに告げ
なかったプレーヤーに対する罰を作るなど。

•• ラウンド前やラウンドとラウンドの間のプレーヤーの不適切な態度に対して
ストロークの罰を適用する。しかし、委員会は他の制裁を適用することがで
きます。例えば、その競技からプレーヤーを退場させたり、将来の競技に参
加することを拒否するなど。

•• プレーヤーの家族、支援者による観戦者規定の違反に対して行動規範に基づ
く罰を課す。例えば、ジュニア競技で許されていないのに家族がフェアウェ
イを歩いた場合にプレーヤーに罰を課すなど。
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(3)　規範の違反の罰を決める
適用する制裁や罰の段階を決める場合、委員会は次のことを考慮すべきです：

•• 罰や他の制裁が課される前に警告システムを設けるかどうか。

•• 制裁を懲戒的なものにするのか、またはストロークの罰を要するのか、ある
いは規則に基づいた他の罰とするのかどうか。懲戒的な制裁はその委員会に
よって運営されるひとつ、または複数の今後の競技会へのそのプレーヤーの
参加を認めなかったり、そのプレーヤーにその日の特定の時間にプレーする
ことを要求することを含みます。そのような制裁はゴルフ規則とは区別し、
そのような制裁を規定して解釈を示すことは委員会の問題です。

•• 各違反の罰を1罰打と定めるのか、一般の罰と定めるのか、あるいは罰をさ
らに厳しくしていくのか(例えば、最初の違反は1罰打、2回目の違反は一般
の罰など)。委員会はプレーヤーのスコアにそれ以外の種類の罰を適用すべき
ではありません。

•• プレーヤーが基準のひとつに違反したときはいつでも自動的に罰が適用され
るのか、あるいはそうした罰は委員会の裁量に委ねられるのかどうか。

•• 行動規範の違反は、複数の違反に対する罰が段階的に厳しく適用される場
合、複数のラウンドの競技では、後のラウンドに持ち越されます。例えば、
36ホールの競技で、最初の違反が警告で、2回目の違反が1罰打である場
合、委員会はラウンド1のいかなる違反もラウンド2に持ち越されることを規
定することができます。

•• 規範の異なる側面の違反について、異なる罰が適用されるのかどうか。

•• 行動規範がプレーヤーのキャディーに適用されるかどうか。行動規範は規則
10.3cに基づいて自動的にプレーヤーのキャディーにも適用します。した
がって、委員会が行動規範のいかなる側面もプレーヤーのキャディーには適
用したくない場合は、その解釈を行動規範に規定しておく必要があります。

(4)　行動規範の罰の段階のサンプル
次の罰の段階のひな型はローカルルールで行動規範の違反を罰するために委員
会が選択できる方法の例を規定しています。

委員会は最初の違反について警告や制裁なしにそうした段階的な罰を施行する
と決めることや、行動規範の中で各項目に対して異なる罰を規定することがで
きます。例えば、ある違反は1罰打となり、他の違反は一般の罰となるように
することができます。
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罰の段階のひな型 1

•• 行動規範の最初の違反－警告あるいは委員会の制裁。

•• 2回目の違反－1罰打。

•• 3回目の違反－一般の罰。

•• 4回目の違反や重大な非行－失格。

罰の段階のひな型 2

•• 行動規範の最初の違反－1罰打

•• 2回目の違反－一般の罰。

•• 3回目の違反や重大な非行－失格。

違反がホールとホールの間で起きた場合、罰は次のホールに適用する。

(5)　ゲームの精神と重大な非行
規則1.2aに基づいて、委員会はゲームの精神に反する行動の重大な非行につい
てプレーヤーを失格にすることができます。このことは競技会で行動規範が施
行されているかどうかにかかわらず適用されます。

プレーヤーに重大な非行があったかどうかを決める場合、委員会はそのプレー
ヤーの行動がそのプレーヤーをその競技から外すという最も厳しい制裁が正当
化されるほど期待されるゴルフの規範から逸脱したのかどうかを考慮すべきで
す。

規則1.2aに基づいて失格とすることが正当化される行動の例は詳説1.2a/1で閲
覧できます。

5J　プレーヤーとレフェリーのための情報
(1)　ローカルルール
委員会は最初のティーでの別紙の配布物(「プレーヤーへのお知らせ」といわれ
る場合がある)、スコアカード、掲示板、あるいはコースのデジタル通信方式な
どで、プレーヤーの目につくようにローカルルールを掲載すべきです。

複数の競技会を運営する多くの団体では自分たちのすべての競技会で一般に使
うすべてのローカルルールを収録した文書を作成します。歴史的にその文書は
カードストック(カラーペーパー)に印刷され、「ハードカード」として知られ
ています。
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プレーヤーが適合球リストに掲載されている球をプレーすること(ローカルルー
ルひな型G-3参照)、適合ドライバーヘッドリストに掲載されているクラブを使
うこと(ローカルルールひな型G-1参照)、あるいは溝とパンチマークの仕様に適
合するクラブを使うこと(ローカルルールひな型G-2参照)を求められる場合、委
員会はプレーヤーが参照できるようにそのリストを閲覧可能とすることや、適
切なオンラインデータベースへのアクセスを提供することを検討すべきです。

(2)　組み合わせや対戦表(ドロー)
スタート時間と共にラウンドの組み合わせを定めた表を作成し、プレーヤーが
確認できる場所に掲載すべきです。プレーヤーは電子的にスタート時間と組み
合わせを受け取ったり、ウェブサイトでスタート時間と組み合わせを確認する
ことができますが、プレーヤーが自分たちのスタート時間を再確認することが
できるようにコースでも入手できるようにしておくべきです。

(3)　ホールロケーションシート
委員会はパッティンググリーン上のホールの位置を示す表をプレーヤーに提供
したいと思うかもしれません。そうした表は、円形図にグリーン手前からの距
離と近い方の側面への距離を記したものであったり、数字だけ記した1枚の紙
であったり、ホールの位置を示したより詳細なグリーンとその周辺の図であっ
たりします。

(4)　�スコアカード(ハンディキャップストロークインデックスの割り当て
を含む)

委員会はスコアカードやどこか別の目につく場所(例えば、最初のティーの近
く)でハンディキャップストロークを与えたり、受けるホールの順番を公表する
責任があります。この割り当てはハンディキャップマッチやフォアボール、ス
テーブルフォード、最大スコア(最大スコアがプレーヤーのネットスコアに関連
する場合)、パー/ボギー競技などのネットスコアのストロークプレーのいくつ
かの形式で使われます。このハンディキャップストロークの順番を決める方法
についてのガイダンスはワールドハンディキャップシステムの出版物や、自分
の地域を管轄するハンディキャップ団体が規定するその他のガイダンスに収録
されている規定や推奨事項を参考にしてください。

マッチプレー－ハンディキャップマッチでは、委員会は次のことを競技の条件
で明確にしておくべきです：

•• ハンディキャップの差をそのまま適用するのか、ハンディキャップの差をど
うするのか。
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•• プレーヤーが与えたり、受けるハンディキャップストロークのホールの順番
を特定するために使われるストロークインデックスの割り当て。

委員会がマッチを1番ホール以外のホールから始めることを承認している場
合、その委員会はそうしたマッチについてストロークインデックスの割り当て
を変更することができます。

ストロークプレー－ネットスコア競技では、委員会はワールドハンディキャッ
プシステムの出版物や、自分の地域を管轄するハンディキャップ団体が規定す
るその他のガイダンスに収録されている規定や推奨事項に従ってハンディ
キャップアローワンスを決めるべきです。例えば、フルハンディキャップを適
用するのか、ハンディキャップの一定の割合を適用するのか。

(5)　プレーのペースと行動規範の方針
競技が始まる前に、プレーのペースの方針や行動規範の方針のコピーをプレー
ヤーが入手できるようにすべきです。プレーヤーがそうした方針に不慣れな場
合、委員会は競技会に先立ってその内容についてプレーヤーたちにその内容を
説明したいと思うかもしれません。

レフェリーやこうした方針を施行する他の人たちには訓練を受けさせ、タイミ
ングシートや警告や違反の可能性をプレーヤーに告げるために使うべき具体的
な言葉を記した原稿などの追加の資料が支給されるべきです。

(6)　避難計画
各委員会は悪天候や別の緊急事態が生じた場合にプレーヤーを避難させる方法を
検討すべきです。必要があると思う場合、避難計画を作成し、プレーヤーに配布
することができます。

(7)　「歯止めとなる」ことを防ぐためのガイダンスと説明
「⻭⽌めとなる」はストロークプレーの次の状況を表現するため使⽤される⼀般
的な⽤語です： 

プレーヤーは、他のどのプレーヤーからも同意を得ることなく、⾃分の球をパッ
ティンググリーン上のホールの近くに残したままにしました。その位置はパッ
ティンググリーンの外からプレーすることになる別のプレーヤーの球がその⽌
まっている球に当たった場合に利益を得る可能性がある場所でした。

この場合、誰かのプレーヤーの援助をするためにその球をその場所に残しておく
ことの同意はなかったので、規則違反とはなりません(規則15.3a参照)。

しかしながら、R&AとUSGAは「⻭⽌めとなる」はその競技のその他のすべての

5 競技前
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プレーヤーを考慮に⼊れていないので、⻭⽌めとなる状態のプレーヤーがその他
のプレーヤー達と⽐べて有利となる可能性があるという⾒⽅をしています。 

その結果として、R&A と USGA はプレーヤーたちに次のガイダンスと最善の策
の説明を提⽰します：

•• ストロークプレーでは、競技はすべてのプレーヤーに関係し、そしてその競
技の各プレーヤーは⾃分たち⾃⾝の利益を守るためにその場にいることはで
きないので、そのフィールドを守ることはその競技のすべてのプレーヤーが
共有する重要な責任です。

•• したがって、ストロークプレーでは、ホールの近くにあるプレーヤーの球が
そのパッティンググリーンの外からプレーすることになる他のプレーヤーを
援助する合理的な可能性がある場合、両⽅のプレーヤーは、ホールの近くの
球のプレーヤーが他のプレーヤーがプレーする前にその球をマークして拾い
上げることを確実にすべきです。

•• すべてのプレーヤーがこの最善の策に従えば、その競技に参加するすべての
人の利益を守ることを確実にします。

6　競技中
競技会が始まったならば、委員会はプレーヤーが規則に基づいてプレーするた
めに必要な情報を得ていること、また規則を適用する支援をすることに責任が
あります。

6A　スタート時
ラウンドをスタートする前に、プレーヤーに規則に基づいてそのコースをプ
レーすることができるために必要なすべての情報を提供しておくべきです。

ストロークプレーでは、各プレーヤーにスコアカードを手渡すべきであり、ス
テーブルフォード、最大スコア、フォアボールなどのネット競技では、スコア
カードに委員会が設定したハンディキャップストロークインデックスの割り当
てを記載すべきです。

委員会が追加の文書を用意している場合、ラウンド前に、可能であればプレー
ヤーがそうした文書を読む合理的な時間が持てるように最初のティーに到着す
る前にプレーヤーが入手できるようにしておくべきです。そうした追加の文書
は次のものを含みます：

•• ローカルルール。

•• プレーのペースの方針。

6 競技中
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•• 行動規範。

•• 避難計画。

委員会が利用できる人員に応じて、委員会はそうした追加の文書をプレーヤー
が読むために一ヵ所(例えば、掲示板やデジタル通信方式)で閲覧できるように
することを選ぶことができます。あるいは、ラウンドを始める前に配布資料と
してプレーヤーに手渡すコピーを用意することもできます。

人員が許せば、委員会はスタートティーのスターターにプレーヤーが必要なすべ
ての情報を得ていることを確認させてから時間通りにスタートさせるべきです。

その組のスタート時間となった場合、スターターは決められた時間に最初のプ
レーヤーをスタートさせるべきです。前の組の進行具合によって(例えば、球捜
しで遅れているときなど)時間通りにスタートさせることができない場合、委員
会がプレーのペースの方針を適用するときの情報として使うことができるよう
に、その組が実際にスタートした時間を記録しておくべきです。

委員会はプレーヤーが最初のティーに遅れて到着した場合の状況を扱うための
一貫性のある方法を採用すべきです。その方法には、委員会のメンバーや他の
人たちに姿を見せないプレーヤーを探してもらったり、そのプレーヤーがどの
時点でスタート時間に遅れたことになるのかをすべての人に明確にするよう
に、すでに到着している他のプレーヤーたちの前でカウントダウンさせたりす
ることを含みます。ティーの近くに公式時間に合わせた時計を置き、すべての
レフェリーが各自の時計を同じ時刻に合わせておくことがよいでしょう。

6B　コース
(1)　ラウンド中のコース管理作業
すべてのプレーヤーが同じコンディションでプレーできるように最初の組が各
ホールに到達する前にコース上のすべてのコース管理作業を終了させることは
望ましいことですが、そうしたことが可能ではない場合もあります。コース管
理作業(パッティンググリーン刈り、フェアウェイやラフ刈り、バンカーならし
など)がラウンド中に行われる場合でもその競技の結果はプレーされた通り成立
します。

委員会は競技が始まる前に修理地としてマーキングすることが正当化されるす
べての区域をマーキングしておくことを試みるべきですが、プレーが始まるま
でにそうした区域に気づかない場合もあります。また、天候、車両、プレー
ヤー、観客がコースへの更なる損傷をプレー中に生じさせることもあります。
そうした場合、委員会はその区域を修理地とマーキングすることに決めること
ができます。ある区域を修理地としてマーキングするかどうかの判断は、プ



491

6 競技中

レーヤーがすでにその区域からプレーしていたかどうかに関係なく行われるべ
きです。

(2)　ホールロケーションとティーイングエリアを定める
ストロークプレー競技では、すべてのプレーヤーは同じ場所に設置された
ティーマーカーとホールロケーションでそのコースをプレーすべきです。委員
会は組があるホールをプレーした後でティーマーカーやホールを動かすことを
避けるべきですが、そうすることが避けられない場合や間違って誰かによって
動かされてしまう状況もあるでしょう。

a. ラウンドが始まった後でティーイングエリアが使用できなくなる

ラウンドが始まった後になってティーイングエリアが一時的な水で覆われた
り、他の何かしらの理由のために使用できなくなった場合、委員会はプレーを
中断するか、著しく有利や不利になるプレーヤーがいないのであればティーイ
ングエリアを再配置することができます。

b. ティーマーカーやホールが動かされる

ティーマーカーやホールがコーススタッフの一員によって動かされたり、
ティーマーカーがプレーヤーや他の誰かによって動かされた場合、委員会はそ
のことで著しく有利や不利になったプレーヤーがいたかどうかを判断すべきで
す。著しく有利や不利になったプレーヤーがいた場合、通常そのラウンドを無
効と宣言するべきでしょう。コースが大きく変えられることはなく、著しく有
利や不利になったプレーヤーがいなかった場合、委員会はそのラウンドを成立
させることを選ぶことができます。

c. ホールの位置が厳し過ぎるという理由でそのホールの位置を動かす

ストロークプレーで、傾斜のせいで球がホールの近くには止まらない場所に
ホールが設置されていること、またそのことで数名のプレーヤーが過度のパッ
ト数を要する結果となっていることがラウンド中に明らかになった場合、委員
会にはいくつかの選択肢があります。

委員会はすべての要素(そのホール位置がどれくらい厳しいのか、何名のプレー
ヤーがそのホールのプレーを終了しているのか、そのホールはラウンドの何番
ホールなのかを含む)を考慮し、すべてのプレーヤーにとって最もフェアと思わ
れる方策を取るべきです。例えば：

•• その競技会のすべてのプレーヤーについてコンディションは同じであるとい
う理由からそのホールの位置を変更せずにプレーを続けさせる。

•• そのホールを同じ位置のままとするが、状況を改善するために何らかの行動
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を取る(各組のプレーの合間にパッティンググリーンに散水するなど)。

•• そのラウンドを無効と宣言し、そのホールを再配置してすべてのプレーヤー
にそのラウンドを再スタートさせる。

•• プレーを中断し、そのホールを再配置し、そのホールをすでにプレーしてい
たプレーヤーたちをラウンド終了後にそのホールに戻して再プレーさせる。
再プレーしたプレーヤーたちのそのホールのスコアは、そのホールが再配置
された後にプレーしたスコアとなる。

•• すべてのプレーヤーの問題のホールのスコアを無視して、そのホールのスコ
アとするための別のホールをプレーさせる(競技会の行われているコースであ
るか別のコースであるかは問わない)。

最後の２つの選択肢は一部あるいはすべてのプレーヤーのラウンドを変更する
ことになるので、非常に厳しい状況においてのみ選ぶべきでしょう。

マッチプレーでは、委員会はマッチとマッチの間でホールの位置を動かすこと
ができます。

d. �球がすでにパッティンググリーン上のホールの近くに止まった後でホールを
再配置する

ホールが損傷したときに球がパッティンググリーン上にあった場合、委員会は
その損傷したホールが定義「ホール」に適合するようにそのホールを修理する
ことを試みるべきです。それができない場合、プレーヤーはホールが損傷した
状態のままでそのホールを終えることができます。委員会はその後にそのホー
ルをプレーしている次の組の前にホールを移動させる必要があるのかどうか(例
えば、その損傷がプレー中に悪化する可能性がある場合)を評価することができ
ます。ホールを移動させる必要がある場合、そのホールが元々あった場所と同
じ挑戦を与えるように近くの似たような場所、理想的には元の場所からできる
限り離れないように移動させるべきです。

その組のすべてのプレーヤーがそのホールのプレーを終える前にそのホールを
再配置することは望ましくありません。しかしながら、その組がそのホールを
終えることができるのに必要な程度にそのホールを修理することができず、適
切なゲームのプレーのためにホールの再配置が必要であれば、委員会は近くの
似たような場所にホールを再配置することができます。そうした再配置がその
組のすべてのプレーヤーがそのホールを終える前に行われる場合、委員会は
パッティンググリーン上に球があるプレーヤーについて、前のストロークの結
果として当初その球が止まった場所(再配置前のホールとの位置関係)に相当す
る場所に自分の球を動かすように要求すべきです。パッティンググリーンの外
にある球について、委員会はその球をあるがままにプレーするように要求すべ

6 競技中
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きです。

6C　プレーヤーに規則の支援を与える
委員会は競技会の運営を支援するレフェリーを選任することができます。レ
フェリーは事実問題を決定し、規則を適用するために委員会によって指名され
たオフィシャルです。

(1)　レフェリーと委員会のメンバーの任務と権限
定義「レフェリー」で詳しく規定されている通り、マッチプレーのレフェリー
の任務と権限はその割り当てられた役割によります。一方で、ストロークプ
レーでは、レフェリーは自分が目にしたり、報告されたすべての規則違反に対
応する責任があります。

レフェリーが1つのマッチに割り当てられているのかどうかに関係なく、事実
がその時に相手に知られ、時間内に要請がなければ、レフェリーは裁定の要請
に関して行動することはできません。

一部のレフェリーまたは委員会の一部のメンバーの役割を制限することについ
ては詳説「委員会/1」を参照。

(2)　レフェリーがプレーヤーに規則違反を承認する
レフェリーの裁定は最終となるため、レフェリーが誤ってプレーヤーが規則違
反をすることを承認した場合、そのプレーヤーが罰を受けることはありませ
ん。しかし、その誤りを訂正することができる状況について規則20.2dとセク
ション6C(9)や6C(10)を参照してください。

(3)　レフェリーが規則違反をしようとしているプレーヤーに警告する
レフェリーは規則違反をしそうになっているプレーヤーに警告する義務はあり
ませんが、プレーヤーが罰を受けることを防ぐために、それが可能な場合であ
ればストロークプレー(マッチプレーでは、レフェリーがそのラウンドを通じて
1のマッチに割り当てられているときは)では、プレーヤーに警告することを強く
推奨します。この推奨に従って規則違反を防ぐために規則についての情報を自
発的に提供するレフェリーはすべてのプレーヤーに等しくそうすべきでしょう。

しかし、レフェリーがラウンド全体について一つのマッチに割り当てられてい
ないマッチプレーでは、レフェリーはマッチに介入する権限がありません。要
請された場合を除き、レフェリーはプレーヤーに警告すべきではありません
し、プレーヤーが規則違反をした場合でも相手が裁定を要請していないのであ
ればその罰を課すべきではありません。

6 競技中
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(4)　レフェリーの裁定に同意しない
マッチプレーやストロークプレーでプレーヤーがレフェリーの裁定に同意しな
い場合、通常そのプレーヤーは別のレフェリーや委員会からセカンドオピニオ
ンを求めることができません(規則20.2a参照)。しかし、そのレフェリーが自分
の裁定に疑問がある場合には、セカンドオピニオンを得ることに同意すること
ができます。

委員会はレフェリーの裁定に同意しない場合、セカンドオピニオンを求めるこ
とをすべてのプレーヤーに常に認める方針を採用することができます。

(5)　正しい情報をレフェリーに提供するプレーヤーの責任
レフェリーは裁定を行う前に状況の事実を決定するためにプレーヤーの援助に
頼ることがよくあります。これらの状況で、プレーヤーはレフェリーが裁定を
行うことができるようにそのレフェリーに正しい情報を提供するために最善を
尽くす必要があります。

委員会に追加の情報が寄せられ(例えばビデオ検証)、与えられた裁定が間違っ
ていたことが発覚した場合、委員会がとるべき行動はそのプレーヤーが正しい
情報をレフェリーに提供するために最善を尽くしていたかどうかによります。

プレーヤーが最善を尽くさず(例えば、故意にフェリーに誤解させるコメントを
与えたり、故意に情報を与えなかったり)、その結果、レフェリーがプレーヤー
に誤所からプレーするように指示した場合、委員会はその問題となったホール
についてそのプレーヤーが規則14.7の違反をしたとその裁定を訂正するべきで
す。レフェリーが適用されるべき罰をそのプレーヤーに課していなかった場合
(例えば、プレーヤーがストロークに影響を及ぼす状態を改善していた場合)も
同様です。委員会はそのプレーヤーを規則1.2aに基づき重大な非行に対して失
格とすることも検討するべきです。

しかしながら、プレーヤーが正しい情報を提供するために最善を尽くし、レ
フェリーがそのプレーヤーが提供した情報のすべて、または一部に基づいて裁
定を行った場合、そのプレーヤーに誤所からプレーしたことに対して遡って罰
を課すべきではありません。しかし、レフェリーに話をする前のプレーヤーの
行動が規則に違反していた場合は、遡ってプレーヤーに罰が課せられます。

例えば、プレーヤーがラフの中に止まっている自分の球がストロークの前に動
いたのを見ていて、自分が動かした原因になっているとは思いませんでした。
プレーヤーはその後にレフェリーに、球が動く前にその球の近くの草に触れた
とは思わないと話をしました。その情報に基づいて、レフェリーは球を罰なし
にあるがままにプレーするように裁定しました。そのラウンドの後半で、ビデ
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オの証拠によりプレーヤーが球のすぐ近くの草に触れていて球を動かす原因と
なっていたことが明らかになりました。そうであれば、プレーヤーは1罰打を
加え、次のストロークをする前にその球をリプレースするべきでした。

この状況では、委員会は、球を動かす原因となったことに対してそのホールの
プレーヤーのスコアに1罰打を遡って加えるべきです。しかし、プレーヤーは
レフェリーが裁定するのを援助するために最善を尽くしていたので、誤所から
プレーしたことに対する罰は課せられません。

類似の例は、プレーヤーがプレーの準備をしている間にストロークに影響を及
ぼす状態を改善した場合(例えば、パッティンググリーンの縁を歩いているとき
に、知らずにプレーの線上にある小さく盛られた砂を踏んで押し付けた場合)で
す。プレーヤーの行動を完全には見ていなかった、すぐ近くにいたレフェリー
がプレーヤーが自分のライを改善していたかもしれないことに懸念を持ちまし
た。そのプレーヤーに何をしたのか質問したところ、プレーヤーはプレーの線
を跨いだと思うと発言しました。この情報に基づいてレフェリーは罰なしと裁
定をしました。その後で、そのプレーヤーは自分のライン上を歩き、その際に
砂を踏みつけてプレーの線を改善していたことが分かりました。そのプレー
ヤーはレフェリーに正しい情報を提供するために最善を尽くしましたが、その
行動はレフェリーとの会話をした時点ではすでに起きていたことであるので、
委員会は裁定を訂正し、そのホールでプレーヤーは一般の罰を受けるとの裁定
を遡ってするべきです。

(6)　事実問題を解決する方法
事実問題の解決はレフェリーや委員会に求められる最も困難な行為です。

•• 事実問題に関わるすべての状況において、疑念の解決は、当てはまる場合に
はその時点で入手できる情報に基づいて行われるべきです。委員会が納得い
くまでその事実を決定することができない場合、その委員会は合理的で、
フェアで、規則が扱っている類似の状況と一貫性を持った方法でその状況を
扱うべきです。

•• 関与するプレーヤーたちの証言は重要であり、そうした証言を十分に考慮す
べきです。プレーヤーたちの証言を評価したり、そうした証言の重さを量る
ための決められた手続きはなく、各状況はその真価に基づいて扱われるべき
です。適切な措置は各ケースの状況次第であり、レフェリーや委員会の判断
に委ねられるべきです。プレーヤーと他のプレーヤーの証言が対立してお
り、証拠の重さがどちらのプレーヤーにも有利ではないような規則に関する
疑念がある場合、疑わしい点はそのストロークを行ったプレーヤー、または
そのスコアに関係のあるプレーヤーに有利に裁定すべきです。
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•• 観客を含め、その競技会の一部ではない人の証言も考慮して評価すべきです。
映像による証拠を使う場合には肉眼基準が適用されるものの、疑念を解決する
支援のためにテレビ映像などを使うことも妥当なことです(規則 20.2c参照)。

•• プレーヤーが規則に基づいて箇所、点、線、区域、あるいは場所を決めるこ
とを要求されていた場合、委員会はそのプレーヤーがその決定において合理
的な判断をしていたかどうかを決めるべきです。合理的な判断をしていたの
であれば、ストロークを行った後になってその決定が誤っていたことが分
かったとしても、その決定は受け入れられることになります(規則1.3b(2)参
照)。

•• 事実問題はできるだけ速やかに解決することが重要です。したがって、レ
フェリーは集められた証拠を適時に評価することについて制限されるでしょ
う。しかし、当初の裁定を行った後に追加の証拠が得られる場合、そのよう
な裁定はレフェリーや委員会が再審理することができます。

レフェリーが判断を行った場合、それがゴルフ規則の解釈であるか事実問題の
解決であるかどうかにかかわらず、プレーヤーはその裁定に基づいて処置する
ことができます。裁定が間違っていたことが分かった場合、委員会は訂正する
権限を持つことができます(規則20.2dとセクション6C(9)や6C(10)を参照)。し
かしながら、すべての状況において(マッチプレーとストロークプレーの両方を
含め)、レフェリーや委員会が規則20.2dに収録されているガイダンスによって
訂正することができることは限定されます。

(7)　マッチの正しい状態が決められない
2人のプレーヤーがマッチを終えたものの、その結果について同意しない場
合、そのプレーヤーたちはその問題を委員会に照会すべきです。

委員会は利用できるすべての情報を集め、そのマッチの真実の状態を:決定する
ことを試みるべきです。委員会がそのマッチの真実の状態を決めることができ
ない場合、委員会はその状況を最もフェアな方法で解決すべきであり、それは
可能であればそのマッチを再プレーさせるという裁定となるでしょう。

(8)　�プレーヤーが適用しない規則に基づいて処置した場合の裁定への
対処

プレーヤーがその状況では適用されない規則に基づいて処置してからストロー
クした場合、委員会はそのプレーヤーの行動に基づいて裁定を行うために適用
する規則を決める責任があります。
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例えば：

•• プレーヤーは規則16.1bに基づいて境界物から離れた場所に救済を受けまし
た。そのプレーヤーは適用できない規則に基づいて処置したことになりま
す。規則19.1(アンプレヤブルの球)は、プレーヤーに救済を受ける前にこの
規則に基づいて処置することを決めておくことを求めていますので、委員会
はそのプレーヤーの行動に規則19を適用することはできません。そうした状
況でプレーヤーに自分の球を拾い上げることを認める規則はありませんでし
たので、規則9.4が適用となり、そのプレーヤーを罰から救う例外は何一つ
なかったと委員会は決めるべきです。

•• プレーヤーはペナルティーエリア内で自分の球をアンプレヤブルと決定し、
規則19.2のbまたはcの選択肢の処置に従って球をドロップし、そのペナル
ティーエリアからプレーしました。規則17.1はペナルティーエリア内で救済
を受けて球を拾い上げることをプレーヤーに認める唯一の規則なので規則17
が適用となり、その規則に従って裁定すると委員会は決めるべきです。その
結果、そのプレーヤーは誤所からプレーしたとみなされます(規則14.7参
照)。加えて、規則17.1に基づき1打の罰を受けます。

•• プレーヤーの球は一時的な水の中にありましたが、そのプレーヤーはその場
所をペナルティーエリアと勘違いしていました。そのプレーヤーは規則
17.1d(2)の処置に従って球をドロップしてプレーしました。規則16.1bはそ
の状況で救済を受けて球を拾い上げることをプレーヤーに認める唯一の規則
なので規則16.1bが適用となり、その規則に従って裁定すると委員会は決め
るべきです。その結果、そのプレーヤーは規則16.1bの要件を満たす区域に
球をドロップして、その区域からプレーしなかったと仮定すると、そのプ
レーヤーは誤所からプレーしたとみなされます(規則14.7参照)。

•• プレーヤーは自分の元の球の場所は分かりませんでしたが、「分かってい
る、または事実上確実」ではないのに、その球が修理地の中にあると思い込
みました。そのプレーヤーは規則16.1eと規則16.1bに基づいて別の球をド
ロップしてプレーしました。そのプレーヤーは自分の元の球の場所が分から
なかったので、そうした状況では規則18.1がその規則に基づきプレーヤーが
処置することができた唯一の規則でした。したがって、規則18.1が適用とな
り、その規則に従って裁定すると委員会は決めるべきです。その結果、その
プレーヤーはストロークと距離に基づいて球をインプレーにして、誤所から
プレーしたとみなされます(規則14.7参照)。加えて、規則18.1に基づきスト
ロークと距離の罰を受けます。
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(9)　マッチプレーの誤った裁定への対処
規則20.2aに基づき、プレーヤーはレフェリーの裁定に上訴する権利を持ちま
せん。しかし、レフェリーや委員会による裁定が誤っていたことが後になって
発覚した場合、規則に基づいて可能であるならばその裁定を訂正すべきです(規
則20.2d参照)。このセクションではマッチプレーの間違った裁定をいつ訂正す
べきかを明確にしています。

a. マッチのプレー中にレフェリーによる間違った裁定を訂正すること

•• レフェリーはホールでどちらかのプレーヤーが次のストロークを行った後に
間違った裁定を訂正すべきではありません。しかし、プレーヤーを失格とす
べきであったのにそうしなかった場合、その裁定はプレーヤーが次のマッチ
をスタートする前、または競技の結果が最終となる前であればいつでも訂正
することができます(しかし、規則1.2または規則1.3b(1)に基づいてプレー
ヤーを失格とすることについての時限はありません)。

•• 裁定が行われた後にホールでストロークが行われなかった場合、レフェリー
はどちらかのプレーヤーが次のティーイングエリアからストロークを行った
のであれば間違った裁定を訂正すべきではありません。

•• 上記の箇条書き以外の場合、レフェリーによる間違った裁定は訂正すべきで
す。

•• 間違った裁定を訂正できる状況で、その間違った裁定によって1人または複
数人のプレーヤーが自分の球を拾い上げていた場合、レフェリーはそのプ
レーヤーに自分の球をリプレースして、正しい裁定を適用してそのホールを
終えるように指示する責任があります。

•• 上記の原則は、レフェリーがホールの結果を勘違いしたことにより規則違反
についてプレーヤーに罰を与えなかった場合にも適用されます。

»» 例えば、レフェリーはそのプレーヤーがすでにそのホールの負けとなっ
ていたと考えたために、プレーのペースの方針の違反のホールの負けの
罰を告げませんでした。次のホールで、レフェリーはそのプレーヤーが
ホールの負けではなかったことを知りました。そのプレーヤーか相手が
次のホールのティーイングエリアからストロークを行っていた場合、レ
フェリーはもはやその誤りを訂正することはできません。

b. �マッチの結果が最終となる前に、マッチの最後のホールでの間違った裁定の
訂正

レフェリーがマッチの最後のホールで間違った裁定をしたが、更なるストロー
クが行われていない場合、そのマッチの結果が最終となるまでの間であればい
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つでもその誤りを訂正すべきです。あるいは、そのマッチがタイでエキストラ
ホールへ進む場合、どちらかのプレーヤーが次のティーイングエリアからスト
ロークを行うまではその誤りを訂正すべきです。

c. �マッチでレフェリーによる間違った裁定によってプレーヤーが誤所からプ
レーする結果となった

マッチプレーでプレーヤーがレフェリーによる裁定に基づいて処置したこと
で、誤所から球をストロークして、委員会がその後その間違った裁定に気づい
た場合、次の原則が適用されます：

•• 重大な違反がなく、誤所からプレーしたことによってそのプレーヤーが著し
い不利益を受けていない場合、そのプレーヤーが誤所からストロークを行っ
た後ではその間違った裁定を訂正するには遅すぎます。間違った裁定の後で
行ったストロークは成立し、誤所からプレーしたことについての罰はありま
せん。

•• 重大な違反があったり、誤所からプレーしたことによってそのプレーヤーが
著しい不利益を受けた場合：

»» 相手が関連するホールで次のストロークをまだ行っていない場合、委員
会はその裁定を訂正するべきです。

»» 相手がその裁定が与えられた後にそのホールの次のストロークをまだ
行っていない場合、どちらのプレーヤーも次のティーイングエリアから
ストロークを行っていない、あるいは最終ホールでは、そのマッチの結
果がまだ最終となっていなければ、委員会はその裁定を訂正するべきで
す。

»» 裁定を訂正するには遅すぎる場合、間違った裁定の後に行われたスト
ロークは罰なしに成立します。

(10)　ストロークプレーの間違った裁定への対処
プレーヤーはレフェリーの裁定に上訴する権利を持ちません(規則20.2a参照)。
しかし、レフェリーや委員会による裁定が誤っていたことが後になって発覚し
た場合、規則に基づいて可能であるならばその裁定を訂正すべきです(規則
20.2d参照)。このセクションではストロークプレーの間違った裁定をいつ訂正
すべきかを明確にしています。

a. ストロークプレーのレフェリーによる間違った裁定の訂正

その競技がまだ終了していないことを条件に、可能であればレフェリーは罰の
間違った適用や罰の適用をしなかったことに関連するストロークプレーの間
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違った裁定を訂正すべきです(規則20.2e参照)。

b. �ストロークプレーでプレーヤーにストロークをカウントしないと間違って告
げる

ストロークプレーでレフェリーがプレーヤーにそのプレーヤーのストロークは
カウントせず、罰なしに再プレーするようにと間違って告げた。プレーヤーが
一旦そのストロークを再プレーすると、その裁定は成立し(そのストロークをレ
フェリーが取り消したことを含め)、再プレーしたそのプレーヤーのスコアがそ
のホールのそのプレーヤーのスコアとなります。

c. �ストロークプレーで間違った裁定によってプレーヤーが誤所からプレーし
た；誤りが発覚した場合の措置

ストロークプレーで、プレーヤーがレフェリーによる裁定に基づいて処置した
ところ、そのプレーヤーが誤所からストロークを行い、委員会がその後で間
違った裁定に気づいた場合、次の原則が適用されます：

•• 重大な違反があったり、誤所からプレーしたことによってそのプレーヤーが
著しい不利益を受けた場合：

•• プレーヤーが別のホールを始めるためのストロークを行っていなければ(その
ラウンドの最終ホールではスコアカードを提出する前であれば)、委員会はそ
の裁定を訂正するべきです。委員会はそのプレーヤーに誤所から行われたス
トロークとその後のすべてのストロークを取り消して正しく処置するように
するように指示すべきです。そのプレーヤーは誤所からプレーしたことにつ
いて罰を受けません。

•• 裁定を訂正するには遅すぎる場合、間違った裁定の後に行われたストローク
は罰なしに成立します。

d. �レフェリーがプレーヤーに間違った情報を与える；プレーヤーがその後のプ
レーでその情報に基づき行動する

レフェリーがプレーヤーに規則について間違った情報を与えた場合、そのプ
レーヤーはその後のプレーでそうした情報に基づいて行動することができま
す。

その結果として、与えられた間違った情報に従って処置したことにより、その
プレーヤーが規則に基づく罰を受けることになる場合には、委員会はそのプ
レーヤーがその情報に基づいて行動できる期間と適切なスコアの両方について
の判断を行う必要があるでしょう。

そうした状況では、委員会はこの問題を最もフェアと思われる方法で、すべて
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の事実に照らして、不当な利益や不利益を受けるプレーヤーを出さないという
観点から解決すべきです。その間違った情報がその競技の結果に著しく影響を
及ぼすような場合、委員会にはそのラウンドを取り消す以外の選択肢はありま
せん。次の原則が適用できます：

•• 規則についての一般的なガイダンス

委員会のメンバーやレフェリーが規則についての一般的なガイダンスの範囲
内で間違った情報を与えた場合、プレーヤーは罰を免除されるべきではあり
ません。

例えば、プレーヤーが、レフェリーに今後の参考のために、ジェネラルエリ
アの球の周辺の砂を取り除くことができるかどうかを尋ねた。そのレフェ
リーは誤って、プレーヤーにそうすることが許されると教えた。その質問は
特定の状況には関連しなかったので、プレーヤーがそのラウンドの後半でそ
の規則に違反した場合、罰は免除されません。

•• 特定の裁定

レフェリーが間違った裁定を行った場合、そのプレーヤーは罰を免除されま
す。委員会はプレーヤーがその競技の早い段階でレフェリーが教えた方法と
全く同じ方法を用いて自分で間違った処置をする状況となっているその競技
が終わるまで、その罰なしの期間を延長するべきです。しかしながら、その
競技中に、そのプレーヤーが適切な処置に気づいたり、そのプレーヤーの行
動が問題となった場合、その免除は終了します。

例えば、プレーヤーがレフェリーにレッドペナルティーエリアからの救済を
受けるときの支援を求め、そのレフェリーが間違ってそのプレーヤーにスタ
ンスがペナルティーエリアの中となるので再ドロップするように告げまし
た。そのプレーヤーがそのラウンドの後半で、または同じ競技の次のラウン
ド中にレッドペナルティーエリアからの救済を受けるときに同じ理由(スタン
スがペナルティーエリアの中となる)で再ドロップした場合、委員会は誤所か
らプレーしたことについてそのプレーヤーに罰を課すべきではありません。

•• ローカルルールや競技の条件についてのガイダンス

委員会のメンバーやレフェリーがローカルルールや競技の条件が施行されて
いるかどうかについて間違った情報を与えた場合、そのプレーヤーはその情
報に基づき行動したことについて罰を免除されます。この罰の免除は、その
ラウンドの早い段階で訂正される場合(そのケースでは、罰の免除は訂正が行
われた時点で終わる)を除き、その競技の終わりまで適用されます。

例えば、距離計測器の使用を禁止するローカルルールが施行されていたにも
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かかわらず、プレーヤーがレフェリーに「距離計測器が認められる」と告げ
られた場合、そのプレーヤーはその競技中に距離計測機器を使用することに
ついて罰を受けません。しかしながら、委員会がその間違った裁定に気づい
たならば、そのプレーヤーにできるだけ早くその誤りを通知するべきです。

•• 用具の裁定

委員会のメンバーやレフェリーが不適合クラブを適合クラブと裁定した場
合、そのプレーヤーはそのクラブを使うことについての罰を免除されます。
この罰の免除は、早い段階で訂正される場合(そのケースでは、罰の免除は訂
正が行われたラウンドが終了した時点で終わる)を除き、その競技の終わりま
で適用されます。

e. �プレーヤーがレフェリーの指示を誤解したことにより権限なしで球を拾い上
げる

プレーヤーがレフェリーの指示をやむを得ない理由により誤解した結果とし
て、球を拾い上げることが認められていないのに自分の球を拾い上げた場合、
罰はなく、そのプレーヤーが別の規則に基づいて処置する場合を除き、その球
をリプレースしなければなりません。

例えば、プレーヤーの球が動かせる障害物に寄り掛かって止まっていて、その
プレーヤーは救済を求めました。レフェリーは「規則15.2に基づいてその障害
物を取り除くことができ、その障害物を取り除く間に球が動く場合に備えてそ
の球の箇所をマークしておくべき」とそのプレーヤーに正しく告げました。そ
のプレーヤーはその球の位置をマークして、レフェリーが止める間もなくその
球を拾い上げました。

通常、そのプレーヤーは認められていないのに自分の球を拾い上げたことにつ
いて規則9.4に基づき1打の罰を受けますが、プレーヤーが指示を誤解したこと
についてそのレフェリーが納得することを条件に、その球は罰なしにリプレー
スされます。

f. �プレーヤーがレフェリーから暫定球のプレーを続けるようにと間違って告げ
られる

プレーヤーはティーイングエリアから暫定球をプレーする理由があり、暫定球
をプレーしましたが、自分の元の球をペナルティーエリアの中で見つけまし
た。その後、そのプレーヤーはレフェリーから「暫定球でのプレーを続けなけ
ればならず、その暫定球でそのホールを終了しなければならない」と間違って
告げられました。その暫定球はプレーヤーが規則18.3cに基づいて放棄しなけ
ればならない誤球でしたが、そのプレーヤーはその暫定球をプレーしたことに
ついて罰を受けません。
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委員会がその誤った裁定について気づいた場合、そのプレーヤーのそのホール
のスコアは元の球でのティーショットに加え、間違った裁定の後にそのホール
を終えるためにそのプレーヤーが要したその暫定球でのストローク(その暫定球
への2打目をそのホールでの2打目とする)と裁定すべきです。しかしながら、そ
のペナルティーエリアからプレーヤーが元の球をプレーすることが明らかに合
理的ではなかった場合、そのプレーヤーはそのホールのスコアに規則17.1に基
づく1罰打を加えるべきです。

g. �プレーヤーが規則20.1c(3)に基づいて２つの球をプレーした場合に委員会
は間違った裁定をした；どのような場合に裁定を訂正できるのか

ストロークプレーで、プレーヤーは規則20.1c(3)に基づき2つの球をプレーし、
その事実を委員会に報告したところ、委員会はそのプレーヤーに間違った球で
のスコアを採用するように告げました。そうした誤りは間違った裁定であり、
運営上の誤りではありません。したがって、規則20.2dが適用となり、解決策
は委員会がその間違った裁定にいつ気づいたのかによります：

•• 競技が終了する前に委員会がその間違った裁定に気づいた場合、その委員会
は問題となっているホールのスコアを正しい球でのスコアに変更することに
よってその間違った裁定を訂正すべきです。

•• 競技が終了した後で委員会がその間違った裁定に気づいた場合、間違った球
でのスコアが問題となっているホールのそのプレーヤーのスコアのままとな
ります。規則20.2dに基づき、競技が終了してしまったのであればそうした
間違った裁定が最終となります。

h. �失格の罰を競技会の優勝者に誤って適用；他の2人のプレーヤーによる優勝
者を決めるプレーオフの後で誤りが発覚

委員会の間違った裁定の結果として、競技会の正当な優勝者が失格となり、他
の2人のプレーヤーが優勝者を決めるプレーオフを行った場合、最善の措置は
委員会がいつその誤りに気づいたのかによります。競技の結果が最終となる前
に委員会が自分たちの間違った裁定に気づいた場合、その委員会は失格の罰を
取り消し、そのプレーヤーを優勝者と宣言することによってその間違った裁定
を訂正すべきです。競技の結果が最終となった後に委員会が間違った裁定に気
づいた場合、そのプレーヤーを失格としたままでその成績は成立します。

i. 優勝者を決めるためにすべてのスコアを使わない競技会での失格の罰の適用

複数のラウンドから成るストロークプレーティーム競技ですべてのプレーヤー
のスコアをラウンドごとのティームスコアに採用しない場合、失格となったラ
ウンドのプレーヤーのスコアはそのラウンドのティームスコアにはカウントで
きませんが、他のラウンドではそのプレーヤーのスコアを採用できます。例え
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ば、ティームメンバー3人のうち2人のスコアをカウントする場合、プレーヤー
が4ラウンドをプレーするときの第1ラウンドで失格となった場合、その失格は
第1ラウンドだけに適用となり、そのプレーヤーの残りのラウンドのスコアは
ティームスコアに採用することができます。

このことは優勝者を決めるためにすべてのスコアが使われないすべての競技会
に適用されます(例えば、4ラウンドのうちベスト3ラウンドのプレーヤーのスコ
アをカウントする個人競技)。

プレーヤーが規則1.3bや委員会の行動規範の違反について失格となる場合、そ
のラウンドだけ失格とするのか、あるいは競技全体で失格とするのかは委員会
の決定事項です。

(11)　マッチプレーとストロークプレーを混合する
マッチプレーとストロークプレーは特定の規則について実質的に異なるので、
この2つのプレー形式を混合することは推奨されません。しかし、プレーヤー
がこの２つのプレー形式を混合することを要求したり、自分たちで混合させて
しまって裁定を要請する場合、委員会はプレーヤーを支援するために最善を尽
くすべきです。

a. プレーヤーがマッチプレーとストロークプレーを混合することを要求する場合

委員会がプレーヤーにストロークプレー競技に参加している間にマッチをプ
レーすることを認める場合、ストロークプレーの規則が適用されることをプ
レーヤーに告げるべきです。例えば、コンシードは一切認められず、一方のプ
レーヤーが順番を間違ってプレーしても、その相手にはそのストロークを再プ
レーさせる選択肢はありません。

b. �マッチプレーとストロークプレーを混合してプレーしているプレーヤーが裁
定を要請する場合

プレーヤーがマッチプレーとストロークプレーを混合してプレーしているとき
に裁定を要請した場合、委員会はゴルフ規則について、各マッチプレーに適用
される規則と各ストロークプレーに適用される規則を可能であれば適用すべき
です。例えば、プレーヤーがその理由にかかわらずあるホールをホールアウト
しなかった場合、そのプレーヤーはストロークプレー競技では規則3.3cの違反
について失格となります。しかし、ステーブルフォード、最大スコア、パー/ボ
ギーでは規則21.1c、規則21.2c、そして規則21.3cをそれぞれ参照してくださ
い。
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6D　プレーのペースを施行する
競技会にプレーのペースの方針が施行されている場合、委員会はプレーヤーが
この方針を忠実に守るようにこの方針を理解し、積極的に施行することが重要
です。

方針のさらなる情報や例はローカルルールひな型セクション8Kを参照してくだ
さい。

6E　中断と再開
(1)　プレーの即時中断と通常の中断
委員会が命令することができるプレーの中断には2種類あり、プレーヤーがい
つプレーを止めなければならないのかについてそれぞれに異なる要件がありま
す(規則5.7b参照)。

•• 即時中断(差し迫った危険がある場合など)。委員会がプレーの即時中断を宣
言した場合、すべてのプレーヤーは直ちにプレーを止めなければならず、委
員会がプレーを再開するまでは別のストロークを行ってはなりません。

•• 通常の中断(日没やコースがプレー不能など)。委員会が通常の理由でプレー
を中断した場合、次に何を行うかは組がホールとホールの間にいるのか、
ホールのプレー中なのかによります。

委員会は即時中断を知らせる際に、通常の中断で使う信号とは異なる信号の伝
達方法を使うべきです。使用する信号はローカルルールでプレーヤーに伝えて
おくべきでしょう。

ローカルルールひな型J-1－プレーの中断と再開の方法を参照してください。

プレーを中断する場合、委員会はプレーヤーたちをコース上の適切な場所に留
めるべきか、クラブハウスに引き上げさせるべきかを判断する必要があるで
しょう。

中断が即時中断であるか通常の中断であるかどうかにかかわらず、委員会は再
開できるようになったならばプレーを再開すべきです。プレーヤーは中断した
場所からプレーを再開することになります(規則5.7c参照)。

(2)　いつプレーの中断と再開をするかの決定
いつプレーを中断し、その後でいつ再開するのかの決定は委員会にとって難し
い判断となることがあります。委員会は次のガイドラインを考慮に入れるべき
でしょう：
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a. 雷

委員会は雷の危険があるのかどうかを決定するために利用できるあらゆる手段
を用いて、委員会として適切と考える行動を取るべきです。プレーヤーも自分
自身で雷の危険があると考える場合にはプレーを中断することができます(規則
5.7a参照)。

委員会が雷の危険は去ったと結論づけてプレーの再開を命じた場合、プレー
ヤーはプレーを再開しなければなりません。プレーヤーが雷の危険がまだある
と感じるという理由でスタートすることを拒む場合にどうすべきかについては
詳説5.7c/1を参照してください。

b. 視界

ランディングエリアがもはやプレーヤーからは見えない場合(例えば、霧や日没
により)、プレーを中断するべきと考えることを推奨します。同様に、視界が悪
いせいでプレーヤーがパッティンググリーン上でラインを読むことができない
場合、プレーを中断するべきです。

c. 一時的な水

ホール周辺がすべて一時的な水に覆われてしまい、除去することができない場
合、ストロークプレーではコースはアンプレヤブル(プレー不能)とみなされる
べきで、委員会は規則5.7に基づいてプレーを中断すべきです。

マッチプレーでは、ホール周辺の一時的な水を除去することができない場合、
委員会はプレーを中断するか、ホールを再配置することができます。

d. 風

パッティンググリーン上で風によっていくつかの球(例えば、3つ以上)が動かさ
れたということはプレーを中断する理由となるでしょうが、ほんの1つや2つの
球がひとつのグリーン上で風によって動かされたというだけでは、多くの場合
に委員会がプレーを中断する動機にはならないでしょう。パッティンググリー
ン上では、プレーヤーが罰を受けることを避ける支援となる規則が施行されて
いますし、球が風で飛ばされてホールに近づけば有利となり、球が風で飛ばさ
れてホールから遠くなれば不利益となります(規則9.3と規則13.1参照)。

委員会は球が動く実例がいくつかあり、プレーヤーがその球を風で飛ばされる
前の箇所にリプレースすること、あるいは少なくとも球が元の箇所に止まらな
い場合にその元の箇所に近いところに球を合理的にリプレースすることに問題
を抱えているという場合にだけ、風を理由としてプレーを中断することを考え
るべきです。
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(3)　プレーの再開
中断の後でプレーを再開する場合、プレーヤーは自分が中断した場所からプ
レーを再開することになります(規則5.7d参照)。

委員会は次のことを考慮して再開の準備をすべきです：

•• プレーヤーがコースから避難していた場合、プレーの再開前にプレーヤーに
ウォームアップする時間を与えるべきかどうか。

•• 中断中に練習区域がクローズとなっていた場合、プレーの準備のための十分
な時間をプレーヤーに与えるためにいつ練習区域を再オープンさせるべきか。

•• プレーヤーをコース上の所定の位置に戻す方法。

•• プレーを再開する前にすべてのプレーヤーが所定の位置に戻っていることを
確認する方法。そのことは委員会のメンバーを所定の位置に配置し、すべて
のプレーヤーがコースに戻ったことを見届け、報告することを含むでしょう。

(4)　ラウンドを取り消すかどうか
a. マッチプレー

マッチの両方のプレーヤーは同じコンディションでプレーしており、一方が他
方に対して有利となることはないので、プレーが始まったのであればマッチを
取り消すべきではありません。

プレーヤーが規則5.7aで認められている同意によって、あるいは委員会がプ
レーを中断すべきコンディションと考えてプレーを中断した場合、そのマッチ
は中断した場所から再開すべきです。

ティーム競技では、一部のマッチが終了している一方で、他のマッチが日没や
天候のせいで予定された日に終了しない場合、終了したマッチと終了していな
いマッチの取り扱いを競技の条件で明確にしておくべきです(セクション5A(4)
参照)。例えば：

•• 終了したマッチの結果はプレーされた通り成立し、終了していないマッチは
後日続けられる、あるいは再プレーされる。

•• すべてのマッチは再プレーされ、各ティームは当初のティーム編成を自由に
変更できる。

•• 予定通りに終了することができなかったすべてのマッチをタイ(ハーフ)とみ
なす。
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b. ストロークプレー

ストロークプレーでは、委員会がどのような場合にラウンドをキャンセルすべ
きかについて決められたガイダンスはありません。適切な措置は各ケースの状
況次第であり、レフェリーや委員会の判断に委ねられます。

ラウンドを取り消さないと非常にアンフェアとなるケースの場合にだけラウン
ドを取り消すべきです。例えば、極めて劣悪な天候状況の中で少人数のプレー
ヤーがラウンドを始めたものの、コンディションはその後も悪化し、その日の
残りのプレーは不可能であったが、プレーの再開をするその翌日の天候が著し
く改善する可能性がある場合はラウンドを取り消すことが合理的でしょう。

ラウンドを取り消す場合、そのラウンドでのすべてのスコアと罰が取り消され
ます。通常、それには失格の罰を含みますが、プレーヤーが重大な非行(規則
1.2参照)や行動規範の違反について失格となる場合、その失格は取り消される
べきではありません。

(5)　�天候状況を理由にプレーヤーがスタートするのを拒んだり、プレー
を中断する

悪天候のせいで、プレーヤーが委員会の定めた時間にスタートすることを拒ん
だり、ラウンド中にプレーを中断して、その後で委員会がそのラウンドを取り
消した場合、取り消されたラウンドにおけるすべての罰は取り消されるので、
そのプレーヤーが罰を受けることはありません。

(6)　�パッティンググリーンから一時的な水やルースインペディメントを
除去する

ラウンド中に一時的な水、砂、葉っぱ、あるいは他のルースインペディメント
がパッティンググリーン上に堆積する場合、委員会はその状態をなくすために
必要なことをすることができます(例えば、スクイージーを使ったり、パッティ
ンググリーンをブラッシングしたり、ブロワーをかけたりすることにより)。そ
うした行動を取るために委員会はプレーを中断する必要はありません。

そうしたケースでは、委員会は必要な場合にルースインペディメントや砂の除
去をプレーヤーに手伝ってもらうことができます。しかしながら、プレーヤー
が委員会の許可なしにプレーの線上の一時的な水を除去する場合、そのプレー
ヤーは規則8.1の違反となります。

委員会はパッティンググリーン上の一時的な水を除去するためにどのような行
動が委員会のメンバー、委員会が指名した人(例えば、コース管理スタッフの一
員)、あるいはプレーヤーにとって適切と考えられるのかを明確にする方針を採
用することができます。
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ローカルルールひな型J-2：スクイージーでパッティンググリーン上の一時的な
水を除去することを認めるためのローカルルールひな型を参照してください。

(7)　コースがクローズしていることを知らずにマッチを始める
コースがクローズしていることを知らずにプレーヤーたちがマッチを始め、委
員会がその後になってその行動に気づいた場合、クローズのコースでのプレー
は無効となるので、そのマッチを完全に再プレーさせるべきです。

6F　スコアリング
(1)　マッチプレー
マッチの結果を委員会が指定した場所に報告することは通常プレーヤーの責任
です。レフェリーがマッチに割り当てられている場合、プレーヤーの代わりに
その責務をそのレフェリーに与えることができます。

プレーヤーが解決していないラウンド中の裁定を要請した場合、委員会はその
要請が規則20.1b(2)の要件を満たしているかどうかを決めてから裁定を行うべ
きです。そうした裁定の要請の結果、プレーヤーたちはマッチを続けるために
コースに戻る必要がある場合もあります。

マッチの結果が報告されたならばその結果は最終とみなされ、規則20.1b(3)の
要件を満たす場合を除き、裁定の要請は受け付けられません。

(2)　ストロークプレー
ストロークプレーでは、プレーヤーには委員会が明確にする必要がある問題を
解決し(規則14.7bと規則20.1c(4)参照)、自分のスコアカードを確認し、誤りを
訂正する機会が与えられるべきです。スコアカードに誤りがあった場合、プ
レーヤーはスコアカードを提出するまでは自分のスコアカードを変更するこ
と、あるいはその変更を承認してもらうことをマーカーや委員会に依頼できま
す(規則3.3b(2)参照)。

スコアカードが提出されたならば、委員会はそのスコアカードにプレーヤーの
名前、必要な署名、正しいホール・バイ・ホールのスコアが記載されているこ
とを確認すべきです。委員会はプレーヤーのスコアを加算し、ネット競技の場
合はプレーヤーのハンディキャップストロークを計算し、それをそのプレー
ヤーのネットスコアの計算のために適用するべきです。

ストロークプレーの他の形式(ステーブルフォードやパー/ボギー、フォアボー
ル競技など)では、委員会はプレーヤーやサイドの最終成績を決定するべきで
す。例えば、ステーブルフォード競技では、委員会はプレーヤーが獲得した各
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ホールのポイントやそのラウンドの合計ポイントを決定する責任があります。

6G　�予選カット；対戦表(ドロー)の作成； 
新しい組み合わせの作成

(1)　予選カットを行い、新しい組み合わせを作成する
複数のラウンドをプレーする競技会について、競技の条件で次のことを規定す
ることができます：

•• プレーヤーのその時点の合計スコアに基づき、その後のラウンドのための組
替えを行う。

•• 参加者数は決勝ラウンド(または複数の決勝ラウンド)で減じられる(しばしば
「カット」と呼ばれる)。

両方のケースで、委員会は新しい組み合わせを作成して発表すべきです。スコ
アの多いプレーヤーたちが先にティーオフし、スコアの少ないプレーヤーたち
が最後にティーオフすることが慣習となっています(委員会はこの順番を変える
ことができます)。

委員会は同じ合計スコアで終えたプレーヤーたちを組み合わせる方法を選ぶこ
とができます。例えば、委員会は特定のスコアを最初に提出したプレーヤー
は、その後に同じスコアでラウンドを終えたプレーヤーよりも遅いスタート時
間となると決めることができます。

その後のラウンドで2つのティーが使われる場合(例えば、参加者の半分は1番
ホールからスタートし、残りの半分は10番ホールからスタートする)、委員会は
スコアの多いプレーヤーたちは一方のティー(10番ティーなど)から最後に
ティーオフして、スコアの少ないプレーヤーたちはもう一方のティー(1番
ティーなど)から最後にティーオフするというように組み合わせを作成すると決
めることができます。このことは参加者の中で真ん中の順位にいるプレーヤー
たちは各ティーから最初にプレーすることになります。

規則3.3b(3)の例外に基づく罰の適用がカットラインやすでに作成された対戦表
(ドロー)にどのような影響を与えるべきかについての詳細はRandA.orgで入手
できます。

(2)　マッチプレーの棄権や失格への対処
マッチプレーで、プレーヤーが自分の最初のマッチをスタートする前に競技会
から棄権したり、失格となった場合で、委員会が競技の条件でそうした状況に
対処する方法を明記していなかった場合、その委員会の選択肢は次の通りです：

6 競技中
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•• そのプレーヤーの次の相手を不戦勝と宣言する。

•• プレーヤーがマッチの1回戦の前に棄権した場合：

»» 時間が許せば、新しいマッチの対戦表(ドロー)を作成する。

»» 補欠や予備の選手リストからプレーヤーを繰り上げ、その棄権したプ
レーヤーと交代させる。

»» プレーヤーがマッチプレー競技へのストロークプレーの予選会を通過し
てきた場合、プレーヤーが棄権したことで新たに最終予選通過者となっ
たプレーヤーをその棄権したプレーヤーと交代させる。

プレーヤーが自分の1回戦やそれ以降のマッチの後で棄権したり、失格となっ
た場合、委員会は次のことができます：

»» そのプレーヤーの次の相手を不戦勝と宣言する。

»» マッチプレーでそのプレーヤーに敗退したすべてのプレーヤーにその棄
権したプレーヤーの代わりとなるためのプレーオフをプレーすることを
要求する。

マッチプレーの決勝進出者が両者共に失格となった場合、委員会はその競技会
を優勝者なしで終了すると決めることができます。その代わりとして、委員会
は準決勝で敗退した2名にその競技の優勝者を決めるためのマッチをプレーさ
せることを選ぶことができるでしょう。

マッチプレー競技でプレーヤーが失格となる場合、そのプレーヤーはその競技
会ですでに獲得していた賞を受ける権利があります(例えば、ストロークプレー
の予選競技でのメダリスト賞)。

(3)　ストロークプレーの棄権や失格への対処
プレーヤーがストロークプレー競技の最初のラウンドの前に棄権したり、失格
となる場合(例えば、スタート時間に遅れたことで)、委員会は現在参加者に含
まれていない別のプレーヤー(多くの場合、「補欠や予備」と呼ばれる)がいる
場合には、そのプレーヤーと交代させることができます。そのプレーヤーが自
分の最初のラウンドをすでにスタートしていた場合、その後に棄権したからと
いって別のプレーヤーに交代させるべきではありません。

(4)　マッチプレーへの予選
ストロークプレーの予選がマッチプレーの対戦表(ドロー)を決めるために使わ
れる場合、委員会はその対戦表(ドロー)の様々な順位のためのタイの割り振り
を無作為に決めることや、スコアカードカウントバック(マッチングスコアカー

6 競技中
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7 競技後

ド)を使って決めることや、プレーオフで決めることができます。その方法は競
技の条件に明記しておくべきです。

(5)　�ハンディキャップの適用の間違いがマッチプレーの対戦表(ド
ロー)に影響した場合

マッチプレー競技のためのストロークプレーの予選で、委員会がプレーヤーの
ハンディキャップの計算や適用を間違い、そのことで間違った対戦表(ドロー)
となった場合、委員会は可能な限り最もフェアにその問題を扱うべきです。そ
の委員会はその対戦表(ドロー)を修正することや、その誤りによって影響を受
けたマッチを取り消すことを検討すべきです。

その誤りがマッチの2回戦が始まった後に発覚した場合、その対戦表(ドロー)を
訂正するには遅すぎます。

7　競技後

7A　ストロークプレーのタイの決定
ストロークプレーですべてのスコアカードが提出された後、委員会は1位や他
の順位のタイを決定する必要があるでしょう。委員会は事前に明記しておくべ
き競技の条件で説明している方法(セクション5A(6)参照)を適用してタイを決定
すべきです。

決められたプレーヤー数がマッチプレーに進出するストロークプレーの予選や
その競技会が後日の競技会への予選となる場合には、進出するプレーヤーを決
定するためのプレーオフが行われることがあり、委員会がそうしたプレーオフ
を計画すべきです。

(1)　ストロークプレーのプレーオフで失格となったり、負けを認める
2人のプレーヤーで行うストロークプレーのプレーオフで、どちらか一方が失格
となったり、負けを認めた場合、もう一方のプレーヤーは優勝者となるためにプ
レーオフホール(あるいは複数のプレーオフホール)を終える必要はありません。

(2)　ストロークプレーのプレーオフに参加しない一部のプレーヤー
3人やそれ以上の人数で行うストロークプレーのプレーオフで、プレーオフ
ホール(あるいは複数のプレーオフホール)のプレーを終えないプレーヤーがい
る場合、必要であればそうしたプレーヤーが失格となったり、棄権すると決め
た順番でプレーオフの結果を決定します。
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7 競技後

7B　結果を最終的なものとする
セクション5A(7)で詳述されているように、競技会の結果がいつ、どのような
方法で最終となるのかを競技の条件で明確にしておくことが委員会にとって重
要です。なぜなら、このことはマッチプレーとストロークプレーの両方で、プ
レーが終了した後で生じた規則の問題を委員会が解決する方法に影響すること
になるからです(規則20参照)。

委員会は競技の条件と一致させてマッチプレーやストロークプレー競技の結果
を最終とする責任を履行するべきです。例えば：

•• 委員会がマッチの結果を公式スコアボードに記録したときにそのマッチの結
果が最終とみなされる場合、その委員会はできるだけ速やかにそれを実行す
るべきです。

•• ストロークプレー競技の結果に影響を及ぼすかもしれない規則の問題がある
場合、その委員会は競技会の終了や優勝者の発表が遅れることになったとし
ても、そうした問題を解決すべきです。

7C　賞を授与する
競技にアマチュアゴルファーが参加する場合、委員会はアマチュア資格規則に
基づいて認められる賞だけをアマチュアゴルファーに授与すべきです。委員会
はRandA.orgアマチュア資格規則と添付されている付属のガイダンスノートを
参照すべきです。

7D　競技終了後に生じた規則やスコアの問題
規則に関する問題が競技終了後に委員会に持ち込まれた場合、その解決策はそ
の問題の性質によります。それがプレーヤーが規則に基づいて間違った処置を
したかもしれないという問題であった場合、委員会はそのプレーヤーに失格の
罰を適用する必要があるかどうかを決めるために規則20.2eを参照すべきです。

その問題が委員会による運営上の誤りが理由である場合、その委員会はその誤
りを訂正し、新しい成績を発表すべきです。必要であれば、委員会は間違って
渡された賞を回収し、その賞を正しいプレーヤーに授与すべきでしょう。

運営上の誤りは次のことを含みます：

•• 参加資格のないプレーヤーの参加を認めた。

•• プレーヤーの合計スコアの計算を誤った。

•• プレーヤーのハンディキャップの計算を間違えた。
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•• ハンディキャップの適用を間違えた。

•• 最終成績にプレーヤーを掲載しなかった。

•• 誤ったタイの決定方法を適用した。

7 競技後
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8　ローカルルールひな型
ローカルルールは、委員会が一般的なプレーや、特定の競技のために採用する
規則の修正、または追加の規則です。委員会はローカルルールを採用するかど
うかを決定する、そしてローカルルールがセクション8(1)に規定されるガイド
ラインと一致していることを確認する責任があります。

これらのガイドラインに矛盾するローカルルールは認められず、そのような
ローカルルールの下でプレーされたラウンドはゴルフ規則に基づいてプレーさ
れたとはみなされません。

委員会がローカルルールひな型に規定されている目的に矛盾したローカルルー
ルを採用する場合、プレーヤーがハンディキャップ目的のラウンドの認められ
るスコアとして提出できるのかについてハンディキャップの管理者に相談する
べきです。

(1)　ローカルルール制定のガイドライン
ローカルルールを制定する前に、委員会は次のガイドラインを考慮するべきで
す。

a. �その競技やコースでは、ローカルルールにはゴルフ規則と同じステータスが
あります。

b. �委員会はゴルフ規則に基づいて、コースや競技に応じた特有のニーズに合わ
せてローカルルールを採用するというゴルフ規則に基づく重要な権限を持っ
ています。一方で、委員会はセクション8の目的の説明で扱われている種々
の状況に対処するためにのみにローカルルールを使用するべきです。

c. �ローカルルールひな型はその全文を採用することもできますし、特定の種類
のローカルルールの書き方の例として役立てることもできます。しかし、委
員会がコースや競技に応じた特有のニーズに合わせてローカルルールひな型
の文言を変更する場合、その変更が規定されている目的と一致していること
を確認する必要があります。

この要件に適うローカルルールひな型の変更の例には次を含みます：

•• ローカルルールひな型E-4(エアレーションホールからの救済)の使用をバー
チカルカットで使用するために拡大すること。

•• ローカルルールひな型F-10(動物による損傷)の使用をバンカーに拡大する
こと。

d. �別途規定がある場合を除き、ローカルルールの違反の罰は一般の罰となりま
す。

8 ローカルルールひな型
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e. �委員会はゴルフ規則を変えたほうが望ましいかもしれなという理由だけでゴ
ルフ規則を無視したり、修正するローカルルールを使用してはなりません。

認められないローカルルールの例には次を含みます：

•• 不適合クラブの使用を認めること。

•• 球の捜索時間を3分から5分に延長すること。

•• プレーヤーが複数のキャディーを使用することを認めること。

f. �規則1.3c(3)は委員会がゴルフ規則と異なる方法で罰を適用する権限はないこ
とを規定しています。したがって、委員会は罰を無視する、修正する、また
は適用するためにローカルルールを使用してはなりません。

認められないローカルルールの例には次を含みます：

•• 間違ったティーイングエリアからプレーしてもプレーヤーがその誤りを1
分以内にストロークを行うことで訂正すれば、その罰を無視すること。

•• 不適合クラブでストロークを行った場合の罰を失格から一般の罰に軽減す
ること。

•• プレーヤーが確認のために球を拾い上げる際に、他のプレーヤーに知らせ
なかったことに対して1罰打を加えること。

g. �ローカルルールがローカルルールひな型に基づいている場合、委員会はその
ローカルルールを解釈する際の支援をR&Aに求めることができます。しか
し、委員会が独自のローカルルールを策定していた場合、そのローカルルー
ルを解釈することはその委員会の問題となります。

h. �ローカルルールを一時的な状況の理由で導入する場合、その状況がそのロー
カルルールの使用をもはや必要としなくなった場合はすぐに取り下げるべき
です。

i. �セクション8のローカルルールひな型はひな型の形式とすることを十分に正
当化するほど頻繁に生じる状況や問題を扱っています。時々、規定されてい
るひな型がなくても、ローカルルールが正当化される場合があります。その
場合、委員会はそのローカルルールを明確かつ簡単な文言で規定するべきで
す。しかし、最も重要なことは、そのローカルルールがゴルフ規則とローカ
ルルールひな型の目的の説明に一致しているということです。

例えば、フェアウェイのディボット跡から罰なしの救済を認めることは、規
則1の目的の中で定められているコースをあるがままにプレーする、球をある
がままにプレーするという重要な原則に矛盾します。
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委員会が、公正なプレーを妨げる地域的な異常な状態のために、これらのガイ
ドラインでは扱っていないローカルルールが必要かもしれないと考える場合、
その委員会はR＆A に相談するべきです。

(2)　ローカルルールの告知
委員会はスコアカード、プレーヤーへの注意事項、デジタルでの伝達方法にか
かわらず、すべてのローカルルールをプレーヤーが入手できるようにするべき
です。

ローカルルールのひな型全文の省略版を提供する場合(例えば、スコアカードの
裏面など)、委員会はその全部を入手できるようにするべきです(例えば、掲示
板やウェブサイト上で)。

8A　コースの境界とアウトオブバウンズ

A-1　境界と境界縁を定める一般的な方法
目的　委員会がコースの境界を定めることができる方法は数多くあり、その目
的で使用することができるローカルルールの完全なリストを規定することは適
切ではない、あるいは不可能です。

ローカルルールで境界を定めるときに重要なことは明確に、具体的に規定する
ことです。

境界を定める最も一般的な方法は杭やペイントされた線や既存のフェンスを使
用することです。ローカルルールにすべての境界を記述する必要はありません
が、境界を定めるために使用されている方法を記述することは役に立ちます。
境界が視覚的に明確ではなく、境界を定めるために使用されている方法がより
一般的でない場合は具体的な詳細を規定することを推奨します。これらを記述
することができる方法のいくつかの例が次に挙げられます：

•• アウトオブバウンズは[アウトオブバウンズを定める方法を挿入、例えば、白
杭、線、フェンス]により定められる。

•• [ホール番号を明記]の左の境界は[場所を明記、例えば道路上の]白いペイント
[ラインまたは点]のコース側の縁により定められる。

•• [ホール番号を明記]の間にあるコース管理区域はその区域を取り囲んでいる
フェンスによって定められたアウトオブバウンズである。

アウトオブバウンズを定めることについてのさらなる情報はセクション2Aと  
5B(1)を参照してください。
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A-2　壁、道路、他の物を使う場合の境界の明確化
目的　定義「アウトオブバウンズ」は、境界が壁、道路、他の物によって定め
られる場合、委員会はその境界縁を定めるべきであることを明確にしていま
す。

境界を壁を越えたときと定めるのか、代わりに壁のコース側の縁を境界として
使うのか、その壁の性質や状態によって、定めるのがよいでしょう。

ローカルルールひな型 A-2.1
「[物を特定する、例えば、壁や道]のコース側の縁がコースの境界を定め
る。」

ローカルルールひな型 A-2.2
「コースの境界を定めている[物を特定する、例えば、壁や道]を越えたとき
に、球はアウトオブバウンズとなる。」

ローカルルールひな型 A-2.3
「[ホール番号を明記]の境界は[物や特徴の説明を挿入]により定められる。」

A-3　境界フェンスは異なった方法で扱われる
目的　フェンスにより定められる場合、その境界の縁は地表レベルのフェンス
ポスト(支柱を除く)のコース側の点を結ぶ線によって定められ、これらのフェ
ンスポストはアウトオブバウンズとなります。しかし、委員会はそのフェンス
の特徴や、そのフェンスを取り囲む植物により異なった方法で境界フェンスを
扱うことを選択することができます。

委員会は線や杭に関連する境界を定める方法を変えることはできません。

ローカルルールひな型 A-3
「球が(ホール番号を明記)フェンス(支柱を除く)を地表レベルで越えた場合、そ
の球はアウトオブバウンズとなる。」

A-4　コース内のアウトオブバウンズ
目的　コースのデザイン、あるいは安全上の理由で、委員会は特定のホールの
プレー中にコースの特定の部分をアウトオブバウンズと規定することを選ぶこ
とができます。

そのことは、プレーヤーがプレーしているホールからコースの別の部分へ向け
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てプレーすること、またコースの別の部分からプレーしているホールに向けて
プレーすることを止めるために行われます。例えば、ドッグレッグのホール
で、プレーヤーが別のホールのフェアウェイに向けて球をプレーすることで
ドッグレッグをショートカットすることを防ぐためにコース内のアウトオブバ
ウンズが使われるでしょう。

しかし、球が境界を再度横切って同じコースの部分に止まったにもかかわら
ず、境界を一度横切った球はアウトオブバウンズであるというローカルルール
は認められません。球はアウトオブバウンズに止まったときにだけアウトオブ
バウンズとなるからです。

ローカルルールひな型 A-4
「[ホール番号を明記]のプレー中、[アウトオブバウンズを定める方法の説明を
挿入、例えば、白杭]により定められるそのホールの[場所やサイドを明記]はア
ウトオブバウンズである。

これらの[アウトオブバウンズを定めるために使用される物を明記、例えば、
杭]は[ホール番号を明記]のプレー中は境界物である。他のすべてのホールに対
しては、それらは[動かせない/動かせる]障害物である。」

A-5　公道がコース内を通り抜けている場合のアウトオブバウンズ
目的　公道がコース内を通り抜けている場合、通常その公道はアウトオブバウ
ンズと定められます。そのことで、その道路自体に止まった球はアウトオブバ
ウンズとなるにもかかわらず、道路を挟んだ一方からプレーされた球が、その
道路を挟んだ反対側のインバウンズに止まることが起き得ます。

委員会がそうした状況について異なる扱いをすることが公正ではない、あるい
は危険であると考える場合、道路を挟んだどちらか一方からプレーされ、その
道路を挟んだ反対側に止まった球はアウトオブバウンズであると規定するロー
カルルールを採用することができます。

道路が特定のホールを横断していて、プレーヤーが通常のプレーにおいてその
道路を挟んだ反対側へその道路を越えてプレーしなければならない場合、委員
会は、このローカルルールはそのホールのプレー中にはその道路に適用しない
ことを明記すべきです。

ローカルルールひな型　A-5
「道路[その道路やプレーに影響するホールを特定]上に止まった、またはその
道路を越えた球は、他のホールに対してインバウンズとなるコースの他の部分
に止まったとしても、アウトオブバウンズである。」
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A-6　アウトオブバウンズを示す杭
目的　アウトオブバウンズが遠くからは見えないかもしれない地面の線、堀、
あるいは別の方法によって定められる場合、委員会はプレーヤーが遠くからで
も境界の縁がどこであるのか分かるようにするために、その境界に沿って杭を
設置することができます。

境界物を動かすことはできず、罰なしの救済は通常与えられませんが、委員会
は次のローカルルールひな型を通じてそうした杭からの罰なしの救済を規定す
ることができます。また、委員会はそうした杭のステータスも明確にすべきで
しょう。委員会がその杭を障害物として定めた場合、その杭は動かせない障害
物、または動かせる障害物として定めることができます。

そうした杭には、コース上の他の境界杭とは異なるマーキングをすることを推
奨します。例えば、そうした目的のために白杭の上部を黒で塗った杭を使うこ
とができるでしょう。

ローカルルールひな型 A-6
「［境界を特定。例えば、地面に塗った白線］によって境界が定められる場
合、白杭の上部を黒で塗った杭が見えるように設置されている。そうした杭は
［動かせない/動かせる］障害物である。」

8B　ペナルティーエリア

B-1　ペナルティーエリアを定める
目的　委員会がコースのペナルティーエリアを定めることができる方法は数多
くあり、その目的で使用することができるローカルルールひな型の完全なリス
トを規定することは必要ない、あるいは不可能です。

ローカルルールでペナルティーエリアを定めるときに重要なことは明確に、具
体的に規定することです。

ペナルティーエリアの縁を杭や線を使ってマーキングすることは良い慣行です
が、ペナルティーエリアの縁を物理的な特徴と言葉を使うことによってスコア
カードへの記載やローカルルールで定めることができる場合もあります。言葉
によって定めるのは、そのペナルティーエリアの縁がどこから始まるのかにつ
いて疑問が生じることがまずない場合だけとすべきです。いくつかの例は次の
通りです：

•• ［ホール番号を明記］番ホールのレッドペナルティーエリアはアウトオブバ
ウンズの境界縁まで及び、そのレッドペナルティーエリアの縁はそのアウト
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オブバウンズの境界縁と一致する。

•• ［ホール番号を明記］番ホールの片側だけ定められているレッドペナル
ティーエリアは無限に及ぶ。

•• すべての砂漠区域はレッドペナルティーエリアであり、そのレッドペナル
ティーエリアの縁は芝生と砂漠の境目である。

•• すべての溶岩区域はレッドペナルティーエリアである。

•• 人工の壁が湖やその他の水域を取り囲んでいる場合、そのペナルティーエリ
アはその壁の外側の縁によって定められる。

一つのペナルティーエリアが複数のホールのプレーに対して関連する可能性が
ある場合、委員会は一つのホールのプレー中はそのホールの挑戦性を維持する
ためにイエローペナルティーエリアとして定めることを選択できます。しか
し、ラテラル救済が適切である他のすべてのホールのプレーに対してはそのペ
ナルティーエリアをレッドとして定めるローカルルールを制定することができ
ます。

•• 「［ホール番号を明記］番ホールのプレー中は、［他のホール番号を明記］
番ホールのイエローペナルティーエリアはレッドペナルティーエリアとして
プレーする。」

•• 「［ホール番号を明記］番ホールのイエローペナルティーエリアは、すべて
の他のホールをプレーする場合はレッドペナルティーエリアとしてプレーす
る。」

ペナルティーエリアを定めることについてのさらなる情報はセクション2Cと
5B(2)を参照してください。

B-2　レッドペナルティーエリアの反対側での救済
目的　規則17.1ではプレーヤーにラテラル救済を受けるか、あるいは球がレッ
ドペナルティーエリアの縁を最後に横切った地点に基づき、後方線上の救済を
受けるかの選択肢を与えています。しかし、場合によっては(例えば、レッドペ
ナルティーエリアの場所がコースの境界のすぐ隣であることによって)、そうし
た選択肢はストロークと距離の救済を受ける以外に合理的な選択肢とはならな
いこともあります。

委員会は規則17.1dに基づく追加の救済の選択肢として、そのレッドペナル
ティーエリアの反対側でラテラル救済を受けることを認めるローカルルールを
使うことができます。

追加の救済を認めるローカルルールを検討する場合には：
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•• 委員会はそのローカルルールがないとプレーヤーが著しい不利益を受ける可
能性がある状況においてはそのローカルルールを使うことを検討すべきで
す。そうした例を２つ挙げると：

»» そのホールに沿って境界がペナルティーエリアの縁と一致しているため
に、球がその境界側を最後に横切ってペナルティーエリアに入った場
合、プレーヤーはストロークと距離に基づいてプレーし直す以外には現
実的な救済が望めない場合。

»» 球がペナルティーエリアの縁を最後に横切った地点について疑問が生じ
る可能性があるようなペナルティーエリアの配置であり、そのペナル
ティーエリアのどちら側で球が最後にその縁を横切ったのかの決定が救
済を受ける場所に大きく影響する場合。比較的幅の狭いペナルティーエ
リアの片側がブッシュや深いラフに隣接していて、反対側がフェアウェ
イである場合に適用する。

•• 委員会はこのローカルルールをコースのすべてのレッドペナルティーエリア
に適用するのではなく、ローカルルールを適用する特定のペナルティーエリ
アの場所を指定することを推奨します。規則17.1dに基づく通常のラテラル
救済を受ける場合に比べて、レッドペナルティーエリアを横断して反対側で
ラテラル救済を受けてプレーする方がプレーヤーにとってより有利になるこ
とがあります。単にプレーヤーを有利にさせることを目的に、このローカル
ルールを採用するべきではありません。

•• この選択肢が利用できる場合、杭の上側に異なる色を付けるといったような
特別な方法でペナルティーエリアをマーキングしておくことが望ましいで
しょうし、そのことをローカルルールで規定すべきです。

•• このローカルルールを使う代わりに、委員会は１または複数のドロップゾー
ンを設けることに決めることができます(ローカルルールひな型E-1参照)。

ローカルルールひな型 B-2.1
「プレーヤーの球がペナルティーエリアにある場合(たとえ球が見つかっていな
くても、ペナルティーエリアにあることが分かっている、または事実上確実で
ある場合を含む)、そのプレーヤーはそれぞれ１罰打で規則17.1dに基づく選択
肢の一つを使って救済を受けることができる。

あるいは、その球が［ホール番号と場所を明記］のレッドペナルティーエリア
の縁を最後に横切った場合、１罰打の追加の選択肢として、そのプレーヤーは
元の球か別の球をそのペナルティーエリアの反対側にドロップすることができ
る：



529

8 ローカルルールひな型

•• 基点：そのペナルティーエリアの反対側の縁の上に推定した地点(ホールまで
の距離は元の球がそのレッドペナルティーエリアの縁を最後に横切った地点
からホールまでの距離と同じで、その推定された2つの地点を結ぶ直線がそ
のペナルティーエリアの外側を横切ってはならない)。

•• 基点から計測する救済エリアのサイズ：2クラブレングス。しかし、次の制
限がある：

•• 救済エリアの場所に関する制限：

»» 基点よりホールに近づいてはならない。

»» 同じペナルティーエリア以外であればどのコースエリアでもよい。しか
し、

»» 基点から2クラブレングス以内にコースエリアが複数ある場合、球はその
球を救済エリアにドロップしたときに最初に触れたのと同じコースエリ
アの救済エリアに止まらなければならない。

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

ローカルルールひな型 B-2.2
ローカルルールひな型B-2.1が適用となるが、第二段落に次の修正を伴う：

「または、球がコースの境界と一致するペナルティーエリアの縁を最後に横
切った場合、１罰打の追加の救済の選択肢として、そのプレーヤーは元の球か
別の球をそのペナルティーエリアの反対側にドロップすることができる。」
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球がペナルティーエリアに入った地点
ホールからX(基点)までと等距離の
反対側の縁の地点
救済エリア

アウトオブバウンズの線

プレーヤーの球がレッドペナルティーエリアの中にあることが「分かっている、または事実上
確実」な場合、そのプレーヤーは規則17.1dに基づく選択肢の一つを使って救済を受けるこ
とができます。あるいは、ローカルルールひな型B-2.1やB-2.2が採用されている場合、追加
の救済の選択肢として、そのプレーヤーは1罰打で、そのペナルティーエリアの反対側の縁で
ラテラル救済を受けることもできます。

基点

基点から2クラブレングス。

救済エリアのサイズ

救済エリアは：
・基点よりホールに近づいて
はならない。そして、
・同じペナルティーエリア以
外であれば、どのコースエ
リアでもよい。

救済エリアの制限

罰 打

X

Y

X

Y

元の球がそのレッドペナル
ティーエリアの縁を最後に
横切ったと推定した地点(X
点)とホールから等距離でそ
のペナルティーエリアの反対
側の縁に推定した地点(Y点)。

ローカルルールひな型 B-2.1 とB-2.2：レッドペナルティーエリアの
反対側の救済
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B-3　ペナルティーエリアの中にある球についての暫定球
目的　規則18.3に基づき、球がペナルティーエリアの中にあることが分かって
いる、または事実上確実な場合、プレーヤーは暫定球をプレーすることが認め
られません。

しかし、稀なケースでは、ペナルティーエリアのサイズ、形状、場所が次のよ
うな場合があります：

•• プレーヤーは球がペナルティーエリアの中にあるのを、見ることができない。

•• プレーヤーがストロークと距離の罰、または規則17の別の選択肢のいずれか
に基づいて別の球をプレーする前に球を捜しに行かなければならない場合、
プレーを不当に遅らせてしまう。

•• 元の球が見つからない場合、その球がペナルティーエリアの中にあることが
分かっている、または事実上確実であるだろう。

そうした状況について、委員会は時間節約のために規則18.3を修正することを
選ぶことができます：

•• 規則18.3aはプレーヤーが規則17.1d(1)、規則17.1d(2)、あるいはレッドペ
ナルティーエリアについて規則17.1d(3)に基づき、球を暫定的にプレーでき
るように修正されます。

•• 規則18.3bと規則18.3cは、このローカルルールひな型で規定しているよう
に、そうした暫定球をどのような場合にプレーし続けなければならないの
か、プレーし続けることができるのか、また、放棄されるのかを規定するよ
うに修正されます。

ローカルルールひな型 B-3
「プレーヤーの球が［場所を特定］のペナルティーエリアの中にあるかどうか
分からない場合、そのプレーヤーは次のように修正される規則18.3に基づいて
暫定球をプレーすることができる：

暫定球をプレーするとき、プレーヤーはストロークと距離の救済の選択肢(規則
17.1d(1)参照)、後方線上の救済の選択肢(規則17.1d(2)参照)、あるいはレッド
ペナルティーエリアの場合、ラテラル救済の選択肢(規則17.1d(3)参照)を使うこ
とができる。このペナルティーエリアについてドロップゾーンが利用できる場
合(ローカルルールひな型E-1参照)、プレーヤーはその救済の選択肢も使うこと
ができる。

プレーヤーがこの規則に基づいて暫定球をプレーしたならば、そのプレーヤー
は元の球について規則17.1に基づくさらなる選択肢を使うことはできない。
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その暫定球がいつプレーヤーのインプレーの球になるのか、その暫定球を放棄し
なければならないのか、あるいは放棄することができるのかについての決定は、
規則18.3c(2)と規則18.3c(3)が適用される。ただし、次の場合を除く：

•• 元の球が３分の捜索時間内にペナルティーエリアの中で見つかった場合。プ
レーヤーは次のどちらかを選択することができる：

»» そのペナルティーエリアの中にある元の球をあるがままにプレーし続け
る。この場合、暫定球をプレーしてはならない。暫定球が放棄される前に
その暫定球に対して行ったすべてのストローク(行ったストロークと単に
その球をプレーしたことに対する罰打を含む)はカウントしない。または、

»» 暫定球でのプレーを続ける。この場合、元の球をプレーしてはならない。

•• 元の球が３分の捜索時間内に見つからない、あるいはペナルティーエリアの
中にあることが分かっている、または事実上確実な場合。その暫定球がプ
レーヤーのインプレーの球となる。

ローカルルールの違反の罰：一般の罰。」

B-4　水路をジェネラルエリアとして定める
目的　通常、水路が水を含んでいない場合(雨期を除いては乾いている排水路や
貯留区域など)、委員会はそうした区域をジェネラルエリアの一部と定めること
ができます。

また、委員会はそうした水路が水を含む時期の間はペナルティーエリアとして
マーキングするのか、あるいはジェネラルエリアのままにしておくのか(その場
合、そこに集まる水は一時的な水として扱われる)を選択することもできます。
しかしながら、通常は水を含む区域は年間を通じてペナルティーエリアとして
マーキングすべきです。

どのようなときに水路を異常なコース状態として定めることができるのかにつ
いては、ローカルルールひな型F-20を参照してください。

ローカルルールひな型 B-4.1
「［どこにあるのかの詳細］にある［特定の水路と場所を説明。例えば、6番ホール
の溝］はジェネラルエリアの一部として扱われ、ペナルティーエリアではない。」

ローカルルールひな型 B-4.2
「すべての［特定の種類の水路を説明。例えば、コンクリート製の排水路］は
ジェネラルエリアの一部として扱われ、ペナルティーエリアではない。」
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B-5　ペナルティーエリアがバンカーの隣にある場合の特別な救済
目的　レッドペナルティーエリアの縁の一部がバンカーに近接しているため
に、規則17.1d(3)に基づいてラテラル救済を受けるプレーヤーが球をそのバン
カーの中にドロップすることが必要となる特定のホールがあるかもしれませ
ん。

そうした場合、委員会はプレーヤーが１罰打で、ジェネラルエリアに設置され
たドロップゾーンで救済を受けることができる追加の救済の選択肢を与えるこ
とを選ぶことができます。

ローカルルールひな型 B-5
「このローカルルールは次の場合に追加の救済の選択肢としてドロップゾーン
を使うことを認めます：

•• プレーヤーの球が［場所を特定］のレッドペナルティーエリアの中にあり(見
つからなかったとしても、その球がペナルティーエリアにあることが分かっ
ている、または事実上確実である場合を含む)、[適用できるのであれば]。

•• [その球が特別にマーキングされた２本の杭の間などそのペナルティーエリア
の縁を横切らなければならない場所を明記]。

その場合、プレーヤーはそれぞれ１罰打で次の救済の選択肢がある：

•• プレーヤー規則17.1dの選択肢の一つに基づいて救済を受けることができ
る。

•• 追加の選択肢として、プレーヤーは球がそのレッドペナルティーエリアの縁
を最後に横切った地点に最も近く、その地点よりもホールに近づかないド
ロップゾーンに球をドロップすることができる。そのドロップゾーンは規則
14.3に基づく救済エリアである。

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則 
14.7aに基づく一般の罰。」

8C　バンカー

C-1　バンカーの縁の明確化
目的　長年の使用による摩耗やバンカーがジェネラルエリアやペナルティーエ
リアの砂地の区域と交わり合うことにより、バンカーの縁を決めることが困難
となるかもしれない場合、委員会はそのバンカーの縁を定める必要があるで
しょう。
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これらを記述することができる方法のいくつかの例が次に挙げられます：

•• ［場所とホール番号を明記、例えば、15番のグリーンの左側］にあるバン
カーの縁は地表レベルの［色を挿入］の杭の外側の縁によって定められ、そ
の杭自体はバンカー内となる。この杭は動かせる障害物である。

•• ［場所とホール番号を明記］にあるバンカーの縁は砂にペイントされた［色
を挿入］の線によって定められる。

•• ［場所とホール番号を明記］の右側のバンカーの縁は砂に掘られた溝によっ
て定められる。

•• 整えられている(例えば、均されている)砂の区域はバンカーの一部とみなさ
れる。

バンカーについてのさらなる情報はセクション2Dと5B(3)を参照してくださ
い。

C-2　砂の区域のステータスの変更
目的　定義「バンカー」では委員会がローカルルールによってバンカーとして
作られた砂のエリアをジェネラルエリアの一部として定めたり、あるいはバン
カーとして作られていない砂のエリアをバンカーとして定めることができると
規定しています。

ローカルルールひな型 C-2.1
バンカーとして作られた砂のエリアをジェネラルエリアの一部として定める：

「［ホールや場所の詳細］の作られた砂のエリアはジェネラルエリアの一部で
あり、バンカーではない。」

ローカルルールひな型 C-2.2
バンカーとして作られていない砂のエリアをバンカーとして定める：

「［ホールや場所の詳細］の作られていない砂のエリアはバンカーであり、
ジェネラルエリアの一部ではない。」

C-3　バンカー内にない砂に類似する素材のステータスの明確化
目的　コースのバンカーには、粉砕された貝殻や溶岩の粉末のような砂に類似
する素材を含むことがあります。そうした素材は、規則12を適用する場合は砂
として扱われます(定義「バンカー」を参照)。

一貫性を持たせるために、委員会はコース上のどこであってもそうした素材を
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砂として扱うことを選ぶことができます。

ローカルルールひな型 C-3
「バンカーのために使われる［粉砕された貝殻や溶岩の粉末など、素材を特
定］はバンカー内にある場合とコース上のその他すべての場所にある場合の両
方で砂として扱われる。

そのことは、そうした素材はルースインペディメントではないことを意味す
る。パッティンググリーン上を除き(規則13.1c(1)参照)、プレーヤーはそうした
素材を取り除くことによってストロークに影響する状態を改善してはならな
い。」

C-4　バンカー練習場をジェネラルエリアの一部と宣言する
目的　コースの境界内に練習で使うためのバンカーがある場合、そうした練習
用のバンカーは定義通りバンカーとしてのステータスを失っていません。しか
しながら、プレーヤーたちは練習用のバンカーを頻繁にはならさないので、そ
の状態は非常によくない場合があります。委員会がプレーヤーに救済を与えた
いと願う場合、そのバンカーを修理地として、そしてジェネラルエリアの一部
であると定めたり、マークすることができます。そうすることでプレーヤーは
そのバンカーの外で罰なしの救済を受けることができるようになります。

ローカルルールひな型 C-4
「［特定の場所を明記］の練習用のバンカーは修理地であり、ジェネラルエリ
アの一部である。規則16.1bに基づく罰なしの救済を受けることができる。」

8D　パッティンググリーン

D-1　パッティンググリーンの縁の明確化
目的　エプロンの刈高と比較してパッティンググリーンの刈高との違いを識別
できないことによって球がパッティンググリーン上にあるのかどうかをプレー
ヤーが決定することが難しい場合があります。このような場合、委員会はペイ
ントされた線や点を使ってパッティンググリーンの縁を定めることを選ぶこと
ができます。

ローカルルールひな型 D-1
「パッティンググリーンの縁は［線や点を挿入］によって定められる。この点
または線はパッティンググリーンの［内］［外］側であり、この点または線か
らの罰なしの救済を受けることはできない。」
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D-2　臨時のパッティンググリーンを使用している場合のパッティング
グリーンのステータス
目的　何かしらの理由(例えば、悪天候により、あるいは改修やメンテナンスに
関連した理由)で、パッティンググリーンが使えないこともあるでしょう。そう
した場合、委員会は臨時のパッティンググリーンを用意して、その臨時のパッ
ティンググリーンをそのホールで使うパッティンググリーンとして定めるローカ
ルルールを採用したいと思うでしょう。臨時のパッティンググリーンに取って代
わられたパッティンググリーンは、もはやプレーヤーがプレーしているホールの
パッティンググリーンではないので、自動的に目的外グリーンとなります。

ローカルルールひな型 D-2
「［ホール番号を挿入］番ホールでは、［説明を挿入。例えば、白線で囲まれ
たフェアウェイの区域］によって定められる臨時のパッティンググリーンが
パッティンググリーンとして使用される。臨時のパッティンググリーンに取っ
て代わられたパッティンググリーンは目的外グリーンであり、障害が生じる場
合には規則13.1fに基づく罰なしの救済を受けなければならない。

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

D-3　スタンスの障害のみの場合に目的外グリーンからの救済を禁止する
目的　委員会はスタンスだけが障害となっている場合に、プレーヤーが目的外グ
リーンからの救済を受けさせたくない状況もあるでしょう。例えば、次の場合：

•• いくつかのパッティンググリーン近くには深いラフがあり、委員会はプレー
ヤーにそうした区域で救済を受けさせることは公正でないと考える。また
は、

•• ２つの別々のホールのために大きなひとつのグリーンがパッティンググリー
ンとして使われているが、委員会はそのグリーンを分割することに決めてい
る。また、委員会はプレーしているホールのパッティンググリーン上に球が
あるプレーヤーのスタンスが他のホールのパッティンググリーン上となる場
合に、救済を受けることを求めないことを選ぶこともできる。

ローカルルールひな型 D-3.1
「規則13.1fは次のように修正される：

目的外グリーンがプレーヤーのスタンスにだけ障害となっている場合、障害は
存在しない。」
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ローカルルールひな型 D-3.2
「規則13.1fは次のように修正される：

プレーヤーの球が［ホール番号を明記］番ホールのパッティンググリーン上に
ある場合、プレーヤーのスタンスが［ホール番号を明記］番ホールのパッティ
ンググリーン上にかかっても障害は存在しない(逆の場合も同様)。」

D-4　目的外グリーンのフリンジからのプレーを禁止する
目的　特定のホールでプレーされた球がしばしば近くの別のホールのグリーン
上に止まる場合：

•• 規則13.1fに基づき、その目的外グリーンから救済を受ける場合、完全な救
済のニヤレストポイントは通常そのグリーンに隣接するエプロンやフリンジ
となる。

•• そのエプロンやフリンジは、その結果として損傷することがある。

そうした損傷を防ぐために、委員会はプレーヤーに規則13.1fに基づき、目的外
グリーンとエプロンやフリンジの両方からの障害を避けられる修正した完全な
救済のニヤレストポイントを参照して、あるいはドロップゾーン(ローカルルー
ルひな型E-1参照)を使って救済を受けることを求めることを選ぶことができます。

ローカルルールひな型 D-4.1
「［ホール番号を明記］番ホールをプレーする場合、球が［ホール番号を明
記］番ホールのパッティンググリーン上に止まる、あるいはそのパッティング
グリーンがプレーヤーのスタンスや意図するスイング区域の障害となることで
プレーヤーが規則13.1fに基づいて救済を受けなければならないとき：

•• この救済を受けるために使う救済エリアを見つけるとき、［ホール番号を明
記］番ホールのパッティンググリーンにはそのパッティンググリーンの縁か
ら［２クラブレングスなどの距離を明記］以内のフェアウェイの区域を含む
と定められる。

•• そのことは、完全な救済のニヤレストポイントはそのパッティンググリーン
に加えて、その区域からの障害も避けなければならないことを意味する。

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則 
14.7aに基づく一般の罰。」
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ローカルルールひな型 D-4.2
「目的外グリーンは[目的外グリーンの縁からの距離/目的外グリーン周辺の区
域を明記]を含むものとして扱われる。プレーヤーに規則13.1fに基づく目的外
グリーン(この拡大された区域を含む)からの障害がある場合、そのプレーヤー
は罰なしの救済を受けなければならない。

[その区域がプレーヤーのスタンスだけに障害となる場合、障害は存在しない。]

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

D-5　練習グリーンや臨時のパッティンググリーンのステータス
目的　目的外グリーンには定義上パッティング用やピッチング用の練習グリー
ンを含みますが、委員会はローカルルールでそうした練習グリーンからプレー
することを認めることを選ぶことができます(そうしたグリーンに球があるプ
レーヤーはそこからプレーしなければならないことを意味します)。

ホールのための臨時のパッティンググリーンは、使われていないときには通常
ジェネラルエリアの一部ですが、委員会はそのステータスを明確にする、ある
いは目的外グリーンと宣言したいと思うでしょう。また、委員会は練習グリー
ンや臨時のグリーンをプレーヤーが規則16.1bに基づいて罰なしの救済を受け
ることができる修理地と定めることもできます。

ローカルルールひな型 D-5.1
「［そのグリーンがどこにあるのかの詳細を挿入］にある練習グリーンは目的
外グリーンではないので、規則13.1fに基づく罰なしの救済を受けることは要求
されず、またその救済を受けることも認められない。」

ローカルルールひな型 D-5.2
「［そのグリーンがどこにあるのかの詳細を挿入］にある臨時のグリーンは、
使われていないときであっても目的外グリーンであり、規則13.1fに基づく救済
を受けなければならない。」

ローカルルールひな型 D-5.3
「［そのグリーンがどこにあるのかの詳細を挿入］にある練習グリーンは目的
外グリーンではなく、規則13.1fに基づく罰なしの救済を受ける必要はないが、
その練習グリーンは修理地であり、プレーヤーは規則16.1bに基づき罰なしの
救済を受けることができる。」
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D-6　ダブルグリーンを２つの別々のグリーンに分割する
目的　２つのホールでパッティンググリーンとしての役割を果たすグリーンが
コースにある場合、委員会はローカルルールでそのグリーンを２つの別々のグ
リーンに分割したいと思うでしょう。そうする場合、そのグリーンの誤った部
分(違うホールのグリーン)に立つプレーヤーは規則13.1fに基づいて救済を受け
る必要があります。その区分けを定める方法を特定すべきです。このローカル
ルールは、プレーヤーの球はそのグリーンの正しい部分(プレーしているホール
のグリーン)にあるものの、そのプレーヤーのスタンスはそのグリーンの他の部
分にある場合に、目的外グリーンがプレーヤーのスタンスだけに障害となって
いる場合は障害が生じていないことに修正することができます。

ローカルルールひな型 D-6
「［ホール番号を明記］番ホールと［ホール番号を明記］番ホールのためのグ
リーンは［色のついた杭など、方法を明記］によって分割される２つの別々の
グリーンとみなされる。プレーしているホールのためではないグリーンの部分
が障害となるプレーヤーは目的外グリーンの上にいるので、規則13.1fに基づき
救済を受けなければならない。

[目的外グリーンがプレーヤーのスタンスだけに障害となる場合、障害は存在し
ない。]

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則 
14.7aに基づく一般の罰。」

8E　特別な救済措置

E-1　ドロップゾーン
目的　ドロップゾーンは委員会が採用することができる特別な救済エリアで
す。ドロップゾーンで救済を受ける場合、プレーヤーは球をそのドロップゾー
ンの中にドロップし、その球をそのドロップゾーンの中に止めなければなりま
せん。

ドロップゾーンは、次のような場合に通常の救済の選択肢を使うプレーヤーに
実際的な問題が生じるかもしれない場合に検討すべきです：

•• 規則13.1f－目的外グリーン。

•• 規則16.1－異常なコース状態(動かせない障害物を含む)。

•• 規則16.2－危険な動物の状態。
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•• 規則17－ペナルティーエリア。

•• 規則19－アンプレヤブルの球。

•• ローカルルールひな型E-5－紛失球やアウトオブバウンズの球についてスト
ロークと距離に代わる選択肢。

•• ローカルルールひな型F-23－臨時の動かせない障害物。

球をドロップゾーンにドロップする場合、次の点が適用となります：

•• 球をドロップする場合、プレーヤーはそのドロップゾーンの中に立つ必要はない。

•• プレーヤーがドロップゾーンを使うことにした場合、救済エリアはそのド
ロップゾーンによって定められ、球はそのドロップゾーンの中にドロップさ
れ、そのドロップゾーンの中に止まらなければならない(規則14.3参照)。

•• ドロップゾーンを地面に引いた線で定める場合、その線はそのドロップゾー
ンの内側となる。

委員会は特定の状況(例えば、大きなペナルティーエリア)に対して複数のド
ロップゾーンを設定することができます。この場合、委員会はどちらのドロッ
プゾーンを使用するのか(例えば、最も近いドロップゾーン、ホールに近づかな
い最も近いドロップゾーン)を明記すべきです。

ドロップゾーンについてのさらなる情報はセクション2Iを参照して下さい。

ローカルルールひな型はドロップゾーンの最も一般的な使用の2つについて規
定しています。しかしながら、これらは上述されている他の規則に対して必要
に応じて修正して使用することができます。

ローカルルールひな型 E-1.1
このローカルルールひな型は、ペナルティーエリアからの救済を受けるための
追加の選択肢として使われるドロップゾーンの例を扱っています。

「プレーヤーの球が［場所を特定］にある[使用を制限する場合は色を特定]ペ
ナルティーエリアの中に球がある場合(見つかっていないが、球がそのペナル
ティーエリアにあることが分かっている、または事実上確実である場合を含
む)、プレーヤーには次の選択肢があり、それぞれ1罰打で：

•• そのプレーヤーは規則17.1に基づき救済を受けることができる。

•• 追加の選択肢として、そのプレーヤーは元の球か別の球を［ドロップゾーン
を定める方法と設置した場所を説明］にあるドロップゾーンにドロップする
ことができる。このドロップゾーンは規則14.3に基づく救済エリアである。
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ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

ローカルルールひな型 E-1.2
このローカルルールひな型は、広い範囲の修理地などの異常なコース状態から
の救済を受けるための追加の選択肢として使われるドロップゾーンの例を扱っ
ています。

「プレーヤーの球が［場所を特定］にある修理地の中にある場合(見つかってい
ない球がその修理地にあることが分かっている、または事実上確実である場合
を含む)、プレーヤーには次の救済の選択肢がある：

•• そのプレーヤーは規則16.1に基づいて救済を受けることができる。

•• 追加の選択肢として、そのプレーヤーは元の球か別の球を［ドロップゾーン
を定める方法と設置した場所を説明］にあるドロップゾーンにドロップする
ことによって罰なしの救済を受けることができる。このドロップゾーンは規
則14.3に基づく救済エリアである。

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則 
14.7aに基づく一般の罰。」

ローカルルールひな型 E-1.3
このローカルルールひな型は、ペナルティーエリアからの救済を受けるために
選ぶことができる唯一の選択肢(ストロークと距離を除く)として使われるド
ロップゾーンの例を扱っていますが、上記で言及されたその他の規則について
も採用することができます。

「プレーヤーが［場所を特定］にある［使用を制限する場合は色を特定］ペナ
ルティーエリアの中にある場合(見つかっていないがそのペナルティーエリアに
あることが分かっている、または事実上確実である場合を含む)、プレーヤーに
はそれぞれ1罰打で次の救済の選択肢がある：

•• プレーヤーは規則17.1d(1)に基づいてストロークと距離の救済を受けること
ができる。

•• プレーヤーは元の球か別の球を［ドロップゾーンを定める方法と設置した場
所を説明］にあるドロップゾーンにドロップすることができる。このドロッ
プゾーンは規則14.3に基づく救済エリアである。

プレーヤーは規則17.1d(2)や規則17.1d(3)に基づいて救済を受けてはならな
い。
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ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則 
14.7aに基づく一般の罰。」

E-2　球をふくこと
目的　地面の状態により、球に泥がつくことになる可能性がある場合、委員会
はプレーヤーがジェネラルエリアで球をマークして拾い上げ、ふき、リプレー
スすることを認めることを選ぶことができます。そうした救済はコースの必要
な部分に限定されるべきです。

プリファードライのローカルルール(ローカルルールひな型E-3)はジェネラルエ
リアでフェアウェイの芝の長さ以下の区域においてのみ使うことを意図してい
ますが、このローカルルールはジェネラルエリア全域で、あるいは特定の区域
に限定して使うことができます。委員会はフェアウェイでプリファードライを
認めるローカルルールとジェネラルエリアのどこであっても球をふくことを認
めるローカルルールの両方を使うことができます。

ストロークプレーのラウンドが始まった後にこのローカルルールを施行するこ
とは認められません。そうしてしまうと、プレーする残りのホールが多いプ
レーヤーにより長い時間そのローカルルールを使う利益を与えてしまうからで
す。このローカルルールは、ストロークプレー以外のマッチが始まった後で
も、相手同士は平等な利益を受けるので、プレーするホールとホールの間で施
行することができます。

ハンディキャップ申請用に提出するスコアとするためにどのようなときにどう
やってこのローカルルールを使うことができるのかについてのガイダンス(例え
ば、フェアウェイだけに限定しなければならないかどうか)は、ワールドハン
ディキャップシステムの出版物や、自分の地域を管轄するハンディキャップ団
体が規定するその他のガイダンスに収録されている規定や推奨事項を参考にし
てください。

ローカルルールひな型 E-2
「［ジェネラルエリア、6番ホール、フェアウェイの長さかそれ以下に刈られ
たジェネラルエリアなど、区域を特定］にプレーヤーの球がある場合、罰なし
に、その球を拾い上げ、ふき、リプレースすることができる。プレーヤーは拾
い上げる前にその球の箇所をマークしなければならず(規則14.1参照)、その球
は元の箇所にリプレースしなければならない(規則14.2参照)。

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」
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E-3　プリファードライ
目的　一時的に異常な状態がフェアなプレーの障害となる場合、その影響を受
けたコースの部分を修理地と定めることができます。しかし、大雪、春の雪解
け、長雨、猛暑などの悪条件は時としてコースを損傷したり、芝刈りの重機の
使用を妨げることがあります。

そうした状態がコースの広範囲に及ぶ場合、委員会はフェアプレーを可能とし、
フェアウェイの一部や全部を保護することができるようにする「プリファードラ
イ」のローカルルールを採用することを選ぶことができます。そうしたローカル
ルールは状態が回復したならば速やかに撤回すべきです。

このローカルルールをジェネラルエリアのフェアウェイ以外の場所で使うこと
は、このローカルルールがなかったならば球がアンプレヤブルとなるかもしれ
ない区域(ブッシュや樹木の中など)からプレーヤーが罰なしに救済を受ける結
果となり得るので、推奨されません。

コース全体が湿っているような状態で球に泥がつく原因となる可能性がある場
合、「プリファードライ」のローカルルールを使用するのではなく、委員会は
プレーヤーにジェネラルエリアではその球をマークして拾い上げ、ふいてリプ
レースするのを認めることを選択することもできます(ローカルルールひな型
E-2参照)。

ストロークプレーのラウンドが始まった後に、プリファードライのローカルルー
ルを施行することは認められません。そうしてしまうと、プレーする残りのホー
ルが多いプレーヤーにより長い時間そのローカルルールを使う利益を与えてしま
うからです。このローカルルールは、ストロークプレー以外のマッチが始まった
後でも、相手同士は平等な利益を受けるので、プレーするホールとホールの間で
施行することができます。

ハンディキャップ申請用に提出するスコアとするためにどのようなときにどう
やってこのローカルルールを使うことができるのかについてのガイダンス(救済
エリアのサイズやフェアウェイだけで使うことができるのかどうかを含め)は、
ワールドハンディキャップシステムの出版物や、自分の地域を管轄するハン
ディキャップ団体が規定するその他のガイダンスに収録されている規定や推奨
事項を参考にしてください。

ローカルルールひな型 E-3
「プレーヤーの球の一部がジェネラルエリアのフェアウェイの長さかそれ以下
に刈られた部分［あるいは、「6番ホールのフェアウェイ」など区域を特定］
に触れている場合、そのプレーヤーは元の球か別の球を次の救済エリアにプ
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レースし、その救済エリアからプレーすることで1度だけ罰なしの救済を受け
ることができる：

•• 基点：元の球の箇所。

•• 基点から計測する救済エリアのサイズ：基点から［1クラブレングス、1スコ
アカードレングス、6インチなど、救済エリアのサイズを特定］。しかし、
次の制限がある：

•• 救済エリアの場所に関する制限：

»» 基点よりホールに近づいてはならない。

»» ジェネラルエリアでなければならない。

このローカルルールに基づいて処置するとき、プレーヤーは球をプレースする
箇所を選ばなければならず、規則14.2b(2)と規則14.2eに基づいて球をリプレー
スする手続きを使わなければならない。しかし、規則14.2eを適用することに
関しては、そのプレーヤーは一度その球をインプレーにする意図を持って球を
接地させて手放したのであれば、その球をプレーする箇所を選択したことにな
る。

このローカルルールに基づいて球がプレースされ、インプレーとなった後、プ
レーヤーがその後で救済を規定する他の規則に基づいて処置する場合、この
ローカルルールを再度使うことができる。

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

E-4　エアレーションホールからの救済
目的　エアレーションホールは、管理スタッフが作った穴、または規則13.1c
のパッティンググリーン上の損傷という意味の範疇には含まれません。した
がって、プレーヤーはパッティンググリーン上でエアレーションホールを修理
したり、ジェネラルエリアやパッティンググリーンでエアレーションホールか
らの罰なしの救済を受けることができませんが、そうした穴は適正なゲームの
プレーの障害になることがあります。

委員会がエアレーションホールを修理地と宣言する場合には、プレーヤーが完
全な救済を受けることは実際的ではない、あるいは不可能となるでしょう。

したがって、エアレーションホールが球のライに著しく障害となるかもしれな
い場合、委員会は、エアレーションホールの中にある、または触れている球に
対して救済を与えることを選ぶことができます。このローカルルールはエア
レーションホールが著しい障害とはならない程度に回復した場合には撤回すべ
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きです。

ローカルルールひな型 E-4
「プレーヤーの球がエアレーションホールの中にあるか、エアレーションホー
ルに触れている場合：

(a) ジェネラルエリアにある球。プレーヤーは規則16.1bに基づき救済を受ける
ことができる。その球が別のエアレーションホールの中に止まった場合、プ
レーヤーはこのローカルルールに基づき再度救済を受けることができる。

(b) パッティンググリーン上にある球。プレーヤーは規則16.1dに基づき救済を
受けることができる。

しかし、エアレーションホールがプレーヤーのスタンスや意図するスイング区
域にだけ障害となっている場合や、パッティンググリーン上でプレーヤーのプ
レーの線上にあるときには障害は存在しない。

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

E-5　紛失球やアウトオブバウンズの球についてストロークと距離に代
わる選択肢
目的　暫定球をプレーしなかった場合、アウトオブバウンズの球や見つからな
かった球についてストロークと距離の救済を受ける必要があるプレーヤーには
プレーのペースについて著しい問題が生じる結果となることがあります。この
ローカルルールの目的は、直前のストロークを行った場所に戻らずにプレー
ヤーがプレーを続けることができるようにする追加の救済の選択肢を委員会が
規定することを認めることです。

このローカルルールはゴルファーがカジュアルラウンドや仲間内のコンペでプ
レーする一般的なプレーに適しています。このローカルルールは高い技量を持
つプレーヤーに限定された競技会(つまり、プロフェッショナルやエリートアマ
チュアの競技会)には妥当ではありません。ハンディキャップ申請用に提出する
ために受諾できるスコアとするためにどのようなときにどうやってこのローカ
ルルールを使うことができるのかについてのガイダンスは、ワールドハンディ
キャップシステムの出版物や、自分の地域を管轄するハンディキャップ団体が
規定するその他のガイダンスに収録されている規定や推奨事項を参考にしてく
ださい。

委員会がそうしたローカルルールを一般的なプレーでは使い、競技会では使わ
ない場合、そのことはプレーが始まる前にすべてのプレーヤーに周知しておく
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べきです。

委員会はそうしたローカルルールをコース上のすべてのプレーに使ったり、あ
るいはそのローカルルールが特に役に立つと思われるいくつかの特定のホール
(例えば、プレーヤーからはランディングエリアは見えず、暫定球をプレーすべ
きかどうか分からないかもしれない場合)に対して使うことができます。

この選択肢は、球が止まったと推定される地点やアウトオブバウンズとなった
地点からプレーしているホールのフェアウェイの縁までの間で、ホールに近づ
かない広い区域の中にプレーヤーがドロップすることをできるようにします。

プレーヤーはこの救済の選択肢を使う場合には2罰打を受けます。そのこと
は、この救済はプレーヤーがストロークと距離の救済を受けていた場合に起き
ていたことに相当します。

このローカルルールはアンプレヤブルの球やペナルティーエリアの中にあるこ
とが分かっている、または事実上確実である球には使うことはできません。

暫定球をプレーした場合で、元の球も暫定球も見つからない場合、その後にこ
のローカルルールを見つからない暫定球に適用することができます。
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ローカルルールひな型E-5 図1:見つかっていない球

球の基点
フェアウェイの基点
救済エリア

プレーヤーの球が見つかっていない場合、そのプレーヤーはストロークと距離の救済を受け
ることができます。あるいは、ローカルルールひな型E-5が採用されている場合、そのプレー
ヤーには2罰打で、下記の救済エリアに球をドロップし、その救済エリアからプレーする追加
の選択肢があります：

罰 打

A

B

B

A

基点

次の間のすべての場所：
・ホールから球の基点(A
点)を通る直線(加えて、
その直線から外側へ2ク
ラブレングスの範囲)。そ
して、
・ホールからフェアウェイ
の基点(B点)を通る直線
(加えて、その直線からそ
のフェアウェイ側へ2クラ
ブレングスの範囲)。

救済エリアのサイズ 救済エリアの制限

A.球の基点：元の球がコース上
に止まったと推定される地点(A
点)。

B.フェアウェイの基点：球の基点
に最も近く、球の基点よりホール
に近づかないプレーしているホー
ルのフェアウェイの地点(B点)。

プレーヤーへの注意：
救済エリアはかなり広範囲となる可能性が高いので、球が最初に地面に落ちた箇所からか
なりの距離を転がったとしても、その救済エリア内であれば再ドロップする必要はない。

救済エリアは：
・球の基点よりホールに近
づいてはならない。そし
て、
・ジェネラルエリアでなけ
ればならない。
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ローカルルールひな型E-5 図2:アウトオブバウンズの球

球の基点
フェアウェイの基点
救済エリア

プレーヤーの球がアウトオブバウンズであることが「分かっている、または事実上確実」な場
合、そのプレーヤーはストロークと距離の救済を受けることができます。あるいは、ローカル
ルールひな型E-5が採用されている場合、そのプレーヤーには2罰打で、下記の救済エリアに
球をドロップし、その救済エリアからプレーする追加の選択肢があります：

罰 打

A

B

アウトオブバウンズ

B

A

基点

次の間のすべての場所：
・ホールから球の基点(A点)
を通る直線(加えて、その
直線から外側へ2クラブレ
ングスのコース上の範囲)。
そして、
・ホールからフェアウェイの
基点(B点)を通る直線(加
えて、その直線からそのフ
ェアウェイ側へ2クラブレ
ングスの範囲)。

救済エリアのサイズ
救済エリアは：
・球の基点よりホールに近
づいてはならない。そし
て、
・ジェネラルエリアでなけ
ればならない。

救済エリアの制限

A.球の基点：元の球がアウト
オブバウンズとなったときにコ
ースの境界縁を最後に横切っ
たと推定される地点(A点)。

B.フェアウェイの基点：球の基
点に最も近く、球の基点よりホ
ールに近づかないプレーして
いるホールのフェアウェイの地
点(B点)。

プレーヤーへの注意：
救済エリアはかなり広範囲となる可能性が高いので、球が最初に地面に落ちた箇所からか
なりの距離を転がったとしても、その救済エリア内であれば再ドロップする必要はない。
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ローカルルールひな型E-5 図3:グリーンの近くで見つかっていない
球やアウトオブバウンズの球

球の基点
フェアウェイの基点
救済エリア

A

B
アウトオブバウンズの線

フェアウェイの縁

B

A

プレーヤーの球が見つかっていないか、アウトオブバウンズであることが「分かっている、また
は事実上確実」な場合、そのプレーヤーはストロークと距離の救済を受けることができます。
あるいは、ローカルルールひな型E-5が採用されている場合、そのプレーヤーには2罰打で、下
記の救済エリアに球をドロップし、その救済エリアからプレーする追加の選択肢があります：

罰 打

基点

次の間のすべての場所：
・ホールから球の基点(A点)
を通る直線(加えて、その
直線から外側へ2クラブ
レングスの範囲)。そして、
・ホールからフェアウェイ
の基点(B点)を通る直線
(加えて、その直線からそ
のフェアウェイ側へ2クラ
ブレングスの範囲)。

救済エリアは：
・球の基点よりホールに近
づいてはならない。そし
て、
・ジェネラルエリアでなけ
ればならない。

救済エリアのサイズ 救済エリアの制限

A.球の基点：元の球がコース上
に止まったと推定される、あるい
はアウトオブバウンズとなったと
きにコースの境界縁を最後に横
切ったと推定される地点(A点)。

B.フェアウェイの基点：球の基点
に最も近く、球の基点よりホール
に近づかないプレーしているホ
ールのフェアウェイの地点(B点)。

プレーヤーへの注意：
救済エリアはかなり広範囲となる可能性が高いので、球が最初に地面に落ちた箇所からか
なりの距離を転がったとしても、その救済エリア内であれば再ドロップする必要はない。
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ローカルルールひな型 E-5
「プレーヤーの球が見つかっていない、あるいはアウトオブバウンズであるこ
とが分かっている、または事実上確実な場合、そのプレーヤーはストロークと
距離に基づいて処置するのではなく、次のように処置することができる。

2罰打を受け、プレーヤーはこの救済エリアに元の球か別の球をドロップする
ことによって救済を受けることができる(規則14.3参照)：

推定した2つの基点：

(a) 球の基点：元の球が：

•• コース上に止まったと推定される地点。

•• アウトオブバウンズとなったときにコースの境界縁を最後に横切ったと
推定される地点。

(b) フェアウェイの基点：球の基点に最も近く、しかし、球の基点よりホー
ルに近づかない、プレーしているホールのフェアウェイの地点。

このローカルルールのために、「フェアウェイ」とはフェアウェイの長さか
それ以下に刈られたジェネラルエリアの区域を意味する。

球がフェアウェイまで届かないコース上で紛失したり、あるいはフェアウェ
イまで届かないコースの境界を最後に横切ったと推定される場合、フェア
ウェイの基点はフェアウェイの長さかそれ以下に刈られたプレーしている
ホールの芝の通路やティーインググラウンドであることがある。

基点に基づく救済エリアのサイズ：次の間のすべての場所：

•• ホールから球の基点を通る直線(加えて、その直線から外側へ2クラブレ
ングスの範囲)。

•• ホールからフェアウェイの基点を通る直線(加えて、その直線からその
フェアウェイ側へ2クラブレングスの範囲)。

しかし、次の制限がある：

救済エリアの場所の制限：

•• ジェネラルエリアでなければならない。

•• 球の基点よりホールに近づいてはならない。

プレーヤーがこのローカルルールに基づいて球をインプレーにしたならば：

•• 元の球はもはやインプレーの球ではなく、プレーしてはならない。



551

8 ローカルルールひな型

•• このことはたとえその球が3分の捜索時間(規則6.3b参照)が終了する前に
コース上で見つかったとしても同じである。

しかし、元の球が次の場合には、プレーヤーは救済を受けるためにこの選択肢
を使うことはできない：

•• その球がペナルティーエリアの中に止まったことが分かっている、また
は事実上確実である。

•• そのプレーヤーがストロークと距離に基づいて別の球を暫定的にプレー
していた(規則18.3参照)。

プレーヤーは見つかっていない、あるいはアウトオブバウンズであることが分
かっている、または事実上確実である暫定球について救済を受けるためにこの
選択肢を使うことができる。

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

E-6　保護フェンスに対するプレーの線の救済
目的　フェンス(あるいは同様の保護用のスクリーン)は、あるホールにいるプ
レーヤーを別のホールからプレーされたショットから守るために使われること
があります。

そうしたフェンスが別のホールのプレー区域に近接している場合、委員会はプ
レーヤーがその別のホールでプレーしているときにそのフェンスがプレーの線
上となった場合に、罰なしに、追加の救済の選択肢を与えるためにドロップ
ゾーンを使うことを選ぶことができます。

フェンスから遠くに球があるプレーヤーがドロップゾーンを使うことでホール
に近づくことがないように、球がそのドロップゾーンよりもホールに近い場合
にだけ救済を受けることを認めるべきです。委員会がドロップゾーンの位置を
決めるときには、こうした罰なしの救済が正当化されると考えられる状況にだ
けこの救済を利用できるようにするために、そのことを考慮に入れるべきで
しょう。

ローカルルールひな型 E-6
「［ホール番号を特定］番ホールのプレー中に、［ホール番号を特定］番ホー
ルにある保護フェンスがプレーヤーのプレーの線上となる場合プレーヤーは(場
所を特定)にあるドロップゾーンに球をドロップし、そのドロップゾーンからそ
の球をプレーすることによって罰なしの救済を受けることができる。
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しかし、この救済はその球がそのドロップゾーンがある場所よりもホールの近
くにあり、インプレーの場合にだけ認められる(規則14.3参照)。

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

E-7　電気が流れる境界フェンスからの救済
目的　電気が流れるフェンスを境界物として使う場合、その境界フェンスから
一定の距離内(例えば、2クラブレングス)にある球について罰なしの救済を与え
るローカルルールが認められます。そうした状況では、プレーヤーの安全を確
保するために、そのプレーヤーはそのフェンスから2クラブレングスを計測
し、球をドロップするための、元の球があった場所からホールに近づかない、
1クラブレングスの救済エリアが認められます。

ローカルルールひな型 E-7
「プレーヤーの球がコース上にあり、[特定の場所を明記]にあるホールの電気
が流れる境界フェンスから[2クラブレングスなど、特定の距離]以内にある場
合、プレーヤーは規則16.1の手続きを使って罰なしの救済を受けることができ
る。しかし、次の基点に基づく：

•• 基点はそのフェンスから[2クラブレングスなど、特定の距離]で、ホールと元
の球の箇所の距離と等距離のところになる。」

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則 
14.7aに基づく一般の罰。」

E-8　プレー禁止区域を定める
目的　委員会がプレーを禁止したいと思うコースの部分があるかもしれず、そ
うした場合にはプレーを禁止したい部分は異常なコース状態の一部かペナル
ティーエリアの一部のどちらかとして扱わなければなりません。

委員会はどのような理由であってもプレー禁止区域を使うことができます。例
えば：

•• 野生生物、動物の住処、環境保護区を保護すること。

•• 若木、花壇、ターフナーセリ、芝の張り替え区域、他の植栽区域への損傷を
防止すること。

•• 危険からプレーヤーを保護すること。

•• 歴史的、または文化的な価値のある場所を保存すること。
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プレー禁止区域とプレー禁止区域を明確に他と区別してマーキングする方法に
ついてのさらなる情報はセクション2Gと5B(5)を参照してください。

ローカルルールひな型 E-8.1
「［その区域がある場所を明記。例えば、8番ホールのフェアウェイ右側］に
あり、［その区域をマーキングする方法を明記。例えば、上部が緑の青杭］に
よって定められる区域はプレー禁止区域であり、異常なコース状態として扱わ
れる。規則16.1fに基づき、そのプレー禁止区域による障害からの救済を受けな
ければならない。」

ローカルルールひな型 E-8.2
「［その区域をマーキングする方法と場所を明記。例えば、上部が緑の赤/黄杭］
によって定められる［レッド/イエロー］ペナルティーエリアの中のこの区域はペ
ナルティーエリアとして扱われるプレー禁止区域であり、規則17.1eに基づいて
そのプレー禁止区域による障害からの救済を受けなければならない。」

E-9　アウトオブバウンズの区域をプレー禁止区域として定める
目的　プレーヤーはアウトオブバウンズから球をプレーすることはできません
が、例えば、コース上にある球をプレーするときに障害となる区域の中にある
生長物をプレーヤーが損傷させないようにするためなど、委員会がプレー禁止
区域と指定したいと思うアウトオブバウンズの区域があるかもしれません。そ
うした場合、プレーヤーの球はコース上にある一方で、そのプレーヤーの意図
するスタンスがアウトオブバウンズのプレー禁止区域の中となったり、あるい
はそのプレーヤーのスイングがプレー禁止区域の中の何かに触れる場合、その
プレーヤーは罰なしの救済を受けなければなりません。

ローカルルールひな型 E-9
「［区域を特定］はアウトオブバウンズであり、プレー禁止区域として定めら
れる。プレーヤーの球がコース上にあり、そのプレー禁止区域の中の何かがプ
レーヤーの意図するスタンスやスイングの区域の障害となる場合、そのプレー
ヤーは規則16.1f(2)に基づいて罰なしの救済を受けなければならない。そのプ
レーヤーはその球をあるがままにプレーしてはならない。

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」
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E-10　若木の保護
目的　プレーヤーがストロークを行う場合に若木への損傷を防ぐ援助をするた
めに、委員会はそうした若木をプレー禁止区域と指定することを選ぶことがで
きます。その場合：

•• プレー禁止区域と指定された木によって、規則16.1が定めている何らかの障
害がプレーヤーに生じる場合、そのプレーヤーは規則16.1fに基づいて救済
を受けなければなりません。

•• プレーヤーの球がペナルティーエリアの中にある場合、そのプレーヤーはそ
のペナルティーエリアの内側でこのローカルルールに基づいて罰なしの救済
を受けるか、罰を受けて規則17.1に基づいて処置するかのどちらかをしなけ
ればなりません。

同様に、委員会は若木の集合を1つのプレー禁止区域としてマークすることが
できます。

あるいは、委員会は若木をプレーヤーが救済を受けることを要求されない異常
なコース状態として定めることを選ぶことができます。

いずれの場合も、そうした木は杭、テープ、あるいは他の何かしらの明確な方
法によって特定するべきです。

その木が生長し、この保護がもはや必要なくなった場合、委員会はこのローカル
ルールを撤回する、および/またはその木から識別用の物を取り除くべきです。

ローカルルールひな型 E-10.1
「［マーキングを特定］によって識別される若木はプレー禁止区域である：

•• プレーヤーの球がペナルティーエリア以外のコース上のどこかにあり、その
球がそうした木の上にあったり、そうした木に触れていたり、あるいはそう
した木がプレーヤーの意図するスタンスや意図するスイング区域の障害とな
る場合、そのプレーヤーは規則16.1fに基づいて救済を受けなければならな
い。

•• その球がペナルティーエリアの中にあり、プレーヤーの意図するスタンスや
意図するスイング区域にそうした木による障害が生じている場合、そのプ
レーヤーは規則17.1eに基づいて救済を受けなければならない。

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」
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ローカルルールひな型 E-10.2
「[マーキングを特定]によって識別された若木は異常なコース状態である。プ
レーヤーは規則16.1に基づいて救済を受けることができる。

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

E-11　送電線によって方向を変えられた球
目的　恒久的な高架の送電線がホールの合理的なプレーの障害となるかもしれ
ない場合、委員会は球がその送電線(そして、塔、送電線を支えている支線や支
柱)に当たった場合、そのストロークはカウントせずに、そのプレーヤーはその
ストロークをやり直さなければならないことを求めることができます。この
ローカルルールは通常ホールのプレーには障害とならない送電線やアウトオブ
バウンズにある送電線に対して使うべきではありません。

送電線に当たった球のストロークを再プレーする選択肢をプレーヤーに与える
ローカルルールは認められません。

ローカルルールひな型 E-11
「［ホール番号を明記］番ホールをプレー中に、プレーヤーの球が［建造物を
説明、例えば、送電線、塔、送電線を支えている支線や支柱］に当たったこと
が分かっている、または事実上確実な場合、プレーヤーは元の球か別の球をそ
のストロークを行った箇所からプレーすることにより、そのストロークを再プ
レーしなければならない(規則14.6参照)。

プレーヤーがそのストロークを再プレーしたが、誤所からプレーした場合、プ
レーヤーは規則14.7に基づいて一般の罰を受ける。

プレーヤーがそのストロークを再プレーしなかった場合、プレーヤーは一般の
罰を受け、そのストロークをカウントするが、誤所からプレーしたことにはな
らない。」

E-12　フェアウェイマットの強制的な使用
目的　長期の寒い気候が芝の生長を遅らせている場合など、プレー中の損傷か
らコースを保護する必要があるかもしれません。このような場合、委員会は
フェアウェイの芝の長さかそれ以下に刈ってあるジェネラルエリアでパターを
使ってストロークをしない場合はマットの使用を要求することを決定すること
ができます。

ジェネラルエリアのフェアウェイ以外でこのローカルルールを使うことは勧め
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られず、パターの使用を特定の区域に制限することは認められません。

ハンディキャップ申請用に提出するスコアとするためにどのようなときにどう
やってこのローカルルールを使うことができるのかについてのガイダンスは、
ワールドハンディキャップシステムの出版物や、自分の地域を管轄するハン
ディキャップ団体が規定するその他のガイダンスに収録されている規定や推奨
事項を参考にしてください。

ローカルルールひな型 E-12
「プレーヤーの球がフェアウェイの芝の長さかそれ以下に刈られたジェネラル
エリアにあり、そのストロークのためにパターを使用しない場合、プレーヤー
は、元の球を拾い上げ、元の球か別の球を人工のマット上にプレースし、そこ
から球をプレーすることによって罰なしの救済を受けなければならない。その
マットは球が止まっていた箇所の上に置かなければならない。

プレースした球がマットから転がり出た場合、プレーヤーは2回目の球のプ
レースを試みなければならない。球が再度マットの上に止まらない場合、球を
プレースしたときにそのマット上にその球が止まる最も近くてホールに近づか
ない場所にそのマットを移動しなければならない。

ストロークを行う前にマット上の球を偶然に動かした場合、罰はなく、その球
を再度マットの上にプレースしなければならない。

マットを地面に固定するためにティーを使用した場合、球をそのティーの上に
プレースしてはならない。

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

8F　異常なコース状態や不可分な物

F-1　異常なコース状態や不可分な物を定める
目的　委員会がコース上の異常なコース状態や不可分な物を定めることができ
る方法は数多くあり、その目的で使用することができるローカルルールひな型
の完全なリストを規定することは適切ではない、あるいは不可能です。

ローカルルールで異常なコース状態や不可分な物を定めるときに重要なことは
明確に、具体的に規定することです。

委員会はローカルルールひな型と一致させる必要なしに、次の目的の範囲内で
ローカルルールを採用することができます。

•• 一般的ではない物のステータスを障害物として明確にする。
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•• 人工物を不可分な物(障害物ではない)と宣言する。

•• 道路の人工の表面と縁を不可分な物と宣言する。

•• 人工の表面や縁を持たない道路や通路がプレーに不当に影響する可能性のあ
る場合に障害物と宣言する。

•• コース上やコースに隣接する臨時の障害物を動かせる障害物、動かせない障
害物、あるいは臨時の動かせない障害物と定める。

様々な選択肢があることから、このセクションに特定のローカルルールひな型
は収録されていませんが、下記にいくつかの例が挙げられます：

•• 「修理地は白線で囲まれた区域［あるいは、別の色や必要に応じた説明を挿
入］によって定められる。」

•• 「修理地にはフェアウェイの長さかそれ以下に刈った区域［あるいは、フェ
アウェイから決まった距離(2クラブレングスなど)以内］に露出している岩を
含む。」

•• 「バンカー内で水が流れたことによって砂が取り除かれ、砂を通り抜ける深
い流水跡となった区域は修理地である。」

•• 「固定されたマットやケーブルを覆うプラスチック製のケーブルランプ(カ
バー)は動かせない障害物である。」

•• 「パッティンググリーン周辺の保護フェンスは動かせない障害物である。」

•• 「スプリットレールフェンス(柱と横木でできた柵)に載せてあるレール(横木)
は［動かせる、あるいは動かせない］障害物である。」

•• 「人工の壁や杭(パイリング)を使った護岸がペナルティーエリアの中にある
場合は不可分な物である。」

•• 「樹木に［密着させて］取り付けられているワイヤやその他の物は不可分な
物である。」

異常なコース状態についてのさらなる情報はセクション2Fと5B(4)を参照して
ください。

不可分な物についてのさらなる情報はセクション2Hと5B(4)を参照してください。

F-2　地面にくい込んだ球の救済の制限
目的　規則16.3は通常ジェネラルエリアのどこであっても地面にくい込んだ球
の救済を認めています(フェアウェイの長さかそれ以下に刈った区域ではない砂
にくい込んだ場合を除く)。
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しかし、委員会は次のことを選ぶことができます：

•• 球がフェアウェイの長さかそれ以下に刈ったジェネラルエリアの部分にくい
込んだ場合にだけ救済を認める。

•• バンカーの壁やへり(積み芝の面や土の法面など)にくい込んだ球について罰
なしの救済を認めない。

ローカルルールひな型 F-2.1
「規則16.3は次のように修正される：

球がフェアウェイの長さかそれ以下に刈ったジェネラルエリアの部分にくい込
んだ場合にだけ、罰なしの救済を認める。

［この規則のために、バンカー上部の積み芝の面はフェアウェイの長さかそれ
以下に刈った部分とはしない。］

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

ローカルルールひな型 F-2.2
「規則16.3は次のように修正される：

球がバンカー上部の［積み芝の面］［土の法面］にくい込んだ場合、罰なしの
救済は認められない。」

F-3　修理地を近くにある障害物の一部として扱う
目的　修理地が動かせない障害物のすぐ隣の場所にあるかもしれません。例え
ば、委員会が修理地と定めた花壇が人工の表面を持つカート道路に囲まれてい
る場合や、乗用カートの通行がカート道路に隣接した場所を損傷させる場合な
どです。

そのことは複雑な救済の状況につながりかねません。一方の状態からの救済を
受けた後に、プレーヤーに今度は他方の状態が障害となるかもしれません。そ
して、その他方の状態からの救済を受けた後に、プレーヤーにその最初の状態
が再び障害となるかもしれません。

定義「完全な救済のニヤレストポイント」はこのシナリオを想定していません
が、そのプレーヤーが一回の処置で救済を受けることができるように、委員会
は両方の状態を一つの異常なコース状態として扱うことを選ぶことができま
す。そうした場合、修理地の区域は白線でその動かせない障害物とつなげる
か、他の何かしらの明確な方法で定めるべきです。
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このローカルルールひな型はこの種の状況を扱う方法の例を与えています：

ローカルルールひな型 F-3.1
修理地をマーキングするために白線が使われる場合：

「修理地の白線で囲まれた区域が［人工の表面を持つ道路や通路、あるいは他
の特定された障害物］につなげられている場合、規則16.1に基づいて救済を受
ける場合、一つの異常なコース状態として扱われる。」

ローカルルールひな型 F-3.2
修理地をマーキングするために白線が使われていない場合：

「損傷した地面の区域が［人工の表面を持つ道路や通路、あるいは他の特定さ
れた障害物］のすぐ隣にあるとき、規則16.1に基づいて救済を受ける場合、そ
れらは一つの異常なコース状態として扱われる。」

ローカルルールひな型 F-3.3
カート道路のような動かせない障害物によって囲まれた花壇などの景観用の植
栽区域について：

「［景観用の植栽区域など、区域を説明］が人工の表面を持つ道路や通路に囲
まれている場合(その区域に生長しているすべての物を含む)、その道路や通路
は、規則16.1に基づいて救済を受ける場合、一つの異常なコース状態として扱
われる。」

F-4　豪雨や通行による広範囲の損傷
目的　豪雨によりコースの多くの区域で異常な損傷(車両が残した深い轍や観客
の残した深い足跡など)が生じ、そうした損傷を杭や線で定めることが実行可能
ではない場合、委員会はそうした異常な損傷を修理地と宣言する権限を有して
います。

ローカルルールひな型 F-4
「修理地には異常な損傷の区域(観客や他の通行とウエットコンディションが相
まって地面の表面が著しく変わってしまった区域を含む)を含むことがあるが、
権限を与えられたレフェリーや委員会のメンバーが修理地と宣言した場合に限
る。

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」
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F-5　パッティンググリーンに近接する動かせない障害物
目的　球がパッティンググリーン以外の場所にある場合、プレーヤーのプレー
の線上にある動かせない障害物それ自体は、規則16.1に基づく障害ではありま
せん。通常、罰なしの救済は認められません。

しかし、パッティンググリーンを外れたところからパットすることが一般的な
ストロークの選択肢となるくらいにパッティンググリーンのエプロンやフリン
ジが十分刈られている場合、そのパッティンググリーンに近接する動かせない
障害物はそうしたストロークの障害となる可能性があります。

そうした場合、委員会はプレーヤーの球がジェネラルエリアにあり、そのパッ
ティンググリーンに近接する障害物がそのプレーヤーのプレーの線上となる場
合に、規則16.1に基づく追加の救済の選択肢を与えることを選ぶことができま
す。

委員会はそうした救済を、特定のホールや障害物にだけ、あるいは球とその障
害物の両方がジェネラルエリアのフェアウェイの長さかそれ以下に刈った部分
にある場合だけなど、特定の状況に限定することができます。

ローカルルールひな型 F-5.1
「動かせない障害物による障害からの救済は規則16.1に基づいて受けることが
できる。

そうした動かせない障害物がパッティンググリーン上にある、または近接して
いて、プレーの線上にある場合、プレーヤーには救済を受けるための次の追加
の選択肢もある：

ジェネラルエリアの球。プレーヤーは動かせない障害物が次の場合、規則16.1b
に基づいて救済を受けることができる：

•• プレーの線上にある。そして：

»» そのパッティンググリーンから2クラブレングス以内にある。そして、

»» 球から2クラブレングス以内にある。

しかし、物理的な障害とプレーの線の障害の両方を含め完全な救済を受けなけ
ればならない。

例外－プレーの線が明らかに不合理な場合、救済はない。プレーヤーが明らか
に不合理なプレーの線を選択する場合、このローカルルールに基づく救済はな
い。
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ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

ローカルルールひな型 F-5.2
ローカルルールひな型F-5.1は適用するが、第2段落に下記を追記する。

「このローカルルールは球と障害物の両方がフェアウェイの芝の長さかそれ以
下に刈ってあるジェネラルエリアの部分にある場合にだけ適用する。」

F-6　スタンスへの障害のみの場合に異常なコース状態からの救済を認
めない
目的　委員会はスタンスへの障害がストロークに大きく影響しないときや、ス
タンスへの障害の救済は近くの似たような状態から繰り返し救済を受ける結果
になりかねない場合に、動物の穴など一部の状態がプレーヤーのスタンスへの
障害となっていても救済を認めたくないと思うことでしょう。

ローカルルールひな型 F-6
「規則16.1a(1)は次のように修正される：

［救済を制限する状態を挿入］がプレーヤーのスタンスにだけ障害となってい
る場合、救済は認められない。」

F-7　張芝の継ぎ目からの救済
目的　張芝で修復されたコースの部分は、プレーに耐え得るように活着するま
で修理地としてマーキングすることがよくあります。

しかし、芝の区域それ自体ではもはや修理地としてマーキングする必要がなく
なった場合でも、委員会は次の場合に救済を認めることを選ぶことができます：

•• 球が張芝の継ぎ目(通称「芝の継ぎ目」)の中にある。

•• 継ぎ目がプレーヤーの意図するスイング区域の障害となる。

そうした継ぎ目がプレーヤーのスタンスだけの障害となっている場合、救済を
認める必要はありません。

ローカルルールひな型 F-7
「プレーヤーの球が張芝の継ぎ目の中にあるか、触れている場合、あるいは継
ぎ目がプレーヤーの意図するスイング区域の障害となっている場合：

(a) ジェネラルエリアの球。そのプレーヤーは規則16.1bに基づいて救済を受け
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ることができる。

(b) パッティンググリーン上の球。そのプレーヤーは規則16.1dに基づいて救済
を受けることができる。

しかし、その継ぎ目がプレーヤーのスタンスにだけ障害となっている場合、障
害は存在しない。

救済を受けるときは、張芝の区域の中のすべての継ぎ目は同じ継ぎ目として扱
われる。そのことは、球をドロップした後にどの継ぎ目であってもプレーヤー
の障害となる場合、たとえその球が基点から1クラブレングス以内にある場合
でも、そのプレーヤーは規則14.3c(2)に基づいて要求されるように処置しなけ
ればならないことを意味している。

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

F-8　地面のひび割れからの救済
目的　特定の状態では、コースの一部がフェアウェイの地面がひび割れにより
損傷することがあります。球がそうしたひび割れの中に止まった場合、その球
のライに深刻な影響を与える可能性がありますが、プレーヤーのスタンスはそ
の状態によって妨げられることはないでしょう。そうした場合、球のライと意
図するスイング区域の障害だけに救済を与えるローカルルールが推奨されま
す。

ローカルルールひな型 F-8
「ジェネラルエリアの[コースの区域を明記、例えば、フェアウェイの長さかそ
れ以下に刈ってある部分]の地面のひび割れは修理地である。プレーヤーは規則
16.1bに基づいて救済を受けることができる。

［しかし、そのひび割れがプレーヤーのスタンスにだけ障害となっている場
合、救済は認められない。］

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

F-9　フェアウェイの、またはフェアウェイに近接する木の根からの救済
目的　フェアウェイに木の根が露出しているのが見えるような異常な状態で
は、その根からの救済をプレーヤーに禁止することはアンフェアとなるでしょ
う。委員会はそうした木の根を規則16.1bに基づいて罰なしの救済を受けるこ
とができる修理地として扱うことを選ぶことができます。
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露出した木の根がフェアウェイに隣接して見える状況下では、委員会はその
フェアウェイの縁から特定の距離内(例えば、4クラブレングス)にあるそうした
木の根を規則16.1bに基づく救済が認められる修理地として扱うことを選ぶこ
ともできます。

そうする場合、委員会は救済を球のライと意図するスイング区域への障害に制
限することを選ぶことができます。

ローカルルールひな型 F-9
「プレーヤーの球がジェネラルエリアにあり、[コースの区域を明記、例えば、
フェアウェイの芝の長さかそれ以下に刈ってある区域で、あるいはフェアウェ
イの長さかそれ以下に刈ってある区域の縁から特定のクラブレングス以内にあ
るラフで］露出した木の根による障害が生じる場合、その木の根は修理地とし
て扱われる。そのプレーヤーは規則16.1bに基づいて罰なしの救済を受けるこ
とができる。

［しかし、その木の根がプレーヤーのスタンスにだけ障害となっている場合、
救済は認められない。］

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

F-10　動物による損傷
目的　動物がコースを損傷する原因となり、そうした損傷が広範囲に及び、す
べての損傷した区域を修理地とマーキングすることが現実的でない場合もある
でしょう。また、規則16.1によって扱うことができない動物の損傷の種類もあ
るでしょう。

このローカルルールひな型は委員会がそうした問題を扱うことを選ぶことがで
きる方法を示しています。

動物(昆虫を含む)がコース上に損傷を与える場合、委員会はそうした損傷を規
則16.1に基づき救済が認められる修理地として扱うことを選ぶことができま
す。そのことは、すべての損傷区域をマーキングすることを試みるのではな
く、その区域や状態を言葉で表現して定めることでなされます。

委員会は救済を球のライと意図するスイング区域への障害となる損傷だけに制
限することを選ぶことができます。

ローカルルールひな型 F-10
「［動物の種類］によって生じた[コースの区域を明記、例えば、ジェネラルエ
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リア]の損傷の区域は規則16.1bに基づき救済が認められる修理地として扱われる。

［しかし、その損傷がプレーヤーのスタンスにだけ障害となっている場合、救
済は認められない。］

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

F-11　蟻塚
目的　蟻塚はルースインペディメントであり、規則15.1に基づいて取り除くこ
とができます。蟻塚は規則16.1に基づき罰なしの救済が認められる動物の穴で
はありません。

しかし、蟻塚を取り除くことが困難であったり、不可能である状況(大型、硬
い、あるいは円錐形の場合)があるでしょう。そうした場合、委員会はそうした
蟻塚を修理地として扱う選択肢をプレーヤーに与えるローカルルールを採用す
ることができます。

火蟻は危険な動物の状態とみなされ、規則16.2に基づく罰なしの救済を受ける
ことができるので、そうしたローカルルールは火蟻には必要ありません。

ローカルルールひな型 F-11
「[蟻塚の種類を説明]蟻塚は、プレーヤーの選択で、規則15.1に基づいて取り
除くことができるルースインペディメントか、規則16.1に基づき救済が認めら
れる修理地である。

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

F-12　動物の糞
目的　鳥や他の動物の糞は規則15.1に基づいて取り除くことができるルースイ
ンペディメントです。

しかし、糞のフェアプレーへの影響が懸念される場合、委員会は糞を規則16.1
に基づき救済が認められる修理地として扱う選択肢をプレーヤーに与えること
ができます。

パッティンググリーン上に球がある場合、糞を修理地として扱うことでは必ず
しも完全な救済にならない場合、委員会は罰なしにプレーの線からその糞を取
り除くために、たとえプレーの線やストロークに影響する他の状態を改善する
ことになるとしても、プレーヤーがグリーン用の小枝や鞭、あるいは類似のメ
ンテナンス用具を使うことを認めることもできます。
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ローカルルールひな型 F-12
「プレーヤーの選択で、［救済が与えられる糞を明記、例えば、ガチョウの糞
や犬の糞］は次のどちらかとして扱うことができる：

•• 規則15.1に基づいて取り除くことができるルースインペディメント。または、

•• 規則16.1に基づき救済が認められる修理地。

［糞がパッティンググリーン上で見つかる場合、プレーヤーはプレーの線から
糞を取り除くためにパッティンググリーンの近くに置いてあるグリーン用の小
枝や鞭を使うこともできる。そうした道具を使うことでプレーの線やストロー
クに影響する他の状態を改善しても、規則8.1aに基づく罰はない。］

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

F-13　動物の蹄による損傷
目的　鹿やヘラジカなどの動物の蹄がコース上に損傷を与えることがありま
す。この損傷はパッティンググリーン上では修理できますが(規則13.1参照)、
他のコース上では罰なしの救済を受けることはできません。委員会はすべての
そうした区域をマーキングする必要なしに、修理地としてその損傷から救済を
受けることをプレーヤーに認めたいと思うことでしょう。

動物による損傷はパッティンググリーン上では修理することができるので、委
員会はそうした損傷を修理地と宣言したり、プレーヤーにそうした損傷を修理
することを認めることができます。

ローカルルールひな型 F-13
「動物の蹄によって生じた損傷は規則16.1に基づき罰なしの救済が認められる
修理地である。

［しかし、パッティンググリーン上では、規則16.1は適用せず、そうした損傷
は規則13.1に基づいて修理することができる。］

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

F-14　ルースインペディメントの堆積
目的　1年のある時期では、木の葉、種子、あるいはドングリなどのルースイ
ンペディメントの堆積によってプレーヤーが自分の球を見つけることが困難と
なることがあります。委員会はジェネラルエリアやバンカーの中にあるそうし
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たルースインペディメントの堆積を規則16.1に基づき罰なしの救済が認められ
る修理地として扱うことを選ぶことができます。

ペナルティーエリアの中では異常なコース状態について救済を受けることがで
きないので、このローカルルールをペナルティーエリアについて使うことはで
きません。

このローカルルールはそうしたルースインペディメントによって問題が生じて
いるホールに限定するべきであり、状態が回復したならば速やかに撤回すべき
です。

ローカルルールひな型 F-14
「［ホール番号を明記］番ホールのプレー中、ジェネラルエリアやバンカーの
中にある一時的な［ルースインペディメントの種類を特定］の堆積は規則16.1
に基づき罰なしの救済が認められる修理地として扱われる。

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

F-15　パッティンググリーン上のキノコ
目的　パッティンググリーン上で生長しているキノコがフェアプレーの障害と
なるかもしれない場合、プレーヤーが規則16.1dに基づいて罰なしの救済を受
けることができるように委員会はキノコを修理地として扱うことができます。

ローカルルールひな型 F-15
「パッティンググリーンに生えているキノコは規則16.1dに基づいて罰なしの
救済が認められる修理地である。

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

F-16　一時的な水で満ちたバンカー
目的　バンカーや複数のバンカーが水浸しになった場合、プレーヤーは最大限
の救済を受けるか、1罰打でそのバンカーの外に救済を受けるかに限定される
でしょうから、規則16.1cに基づく罰なしの救済ではフェアプレーを実行する
ために十分ではないかもしれません。委員会は特定のバンカーを、そのバン
カーの外側で罰なしの救済を受けることができるようにするためにジェネラル
エリアの修理地として扱うことを選ぶことができます。

委員会はこのローカルルールを特定したバンカーでのみ使うべきであり、一時
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的な水で満ちたすべてのバンカーは修理地であると一概に規定するローカル
ルールを作ることは認められません。その理由はラウンド中に個々のバンカー
が完全に水浸しから部分的な水浸しに変わる可能性があり、ジェネラルエリア
の修理地として扱われたバンカーから罰なしの救済を受けられるプレーヤーが
いる一方で、球が入ったときには完全には水浸しになっていないのでバンカー
として扱わなければならないプレーヤーがいることは不適切となるからです。

ローカルルールひな型 F-16
「［バンカーの場所を挿入；例えば、5番グリーンの左側］にある水浸しのバ
ンカーはジェネラルエリアの修理地である。その水浸しのバンカーはそのラウ
ンド中はバンカーとして扱われない。

そのプレーヤーは規則16.1bに基づいて罰なしの救済を受けることができる。

コース上のその他すべてのバンカーは、一時的な水を含んでいるかどうかにか
かわらず、規則に基づくバンカーのままである。

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

F-17　すべての道路や通路を障害物として扱う
目的　人工の表面を持たない道路や通路がフェアプレーの障害となるかもしれ
ない場合、委員会はそうした道路を規則16.1に基づき罰なしの救済が認められ
る動かせない障害物として指定することを選ぶことができます。

ローカルルールひな型 F-17
「コース上のすべての道路や通路［あるいは、個別の種類や場所を特定］は、
たとえ人工の表面を持っていなくても、規則16.1に基づき罰なしの救済が認め
られる動かせない障害物として扱われる。

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

F-18　動かせる障害物を動かせない障害物として扱う
目的　委員会はコース上の特定の動かせる物(すべての杭(境界杭以外の)、ゴミ
箱、案内標識など)をプレーヤーが動かさないように、動かせないものとして扱
うことを選ぶことができます。

プレーヤーが動かせないものとして扱われる障害物を動かすことによって規則
8.1の違反となることもあるので、このローカルルールによって予期される結果
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を委員会は事前に十分に考慮すべきです。

ローカルルールひな型 F-18
「コース上のすべての杭［あるいは、動かせないものとみなされる動かせる障
害物を特定］は、規則16.1に基づき罰なしの救済が認められる動かせない障害
物として扱われる。規則15.2に基づいて救済を受けることはできない。

ローカルルールの違反の罰：一般の罰。」

F-19　パッティンググリーン周辺の縁取り用の溝
目的　芝がパッティンググリーン上に侵食することを防ぐために、縁取り用の
溝がパッティンググリーンのエプロンやフリンジに切られることがあります。
球をそうした溝からプレーすることは困難であるかもしれないので、委員会は
そうした溝を規則16.1に基づき罰なしの救済が認められる修理地として扱うこ
とを選ぶことができます。

球のライや意図するスイング区域への障害にだけ救済を認めるべきです。

ローカルルールひな型 F-19
「パッティンググリーンのエプロンやフリンジ周辺の縁取り用の溝は修理地で
ある。プレーヤーの球が溝の中にあるか、触れている場合、あるいはその溝が
意図するスイング区域の障害となる場合：

(a) ジェネラルエリアにある球。そのプレーヤーは規則16.1bに基づき罰なしの
救済を受けることができる。

(b) パッティンググリーン上の球(触れている球を含む)。そのプレーヤーは規則
16.1dに基づき罰なしの救済を受けることができる。

しかし、その縁取り用の溝がプレーヤーの線や、プレーヤーのスタンスにだけ
障害となっている場合、障害は存在しない。

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

F-20　コンクリート製の排水路
目的　洪水がよく起きるコースでは幅の狭いコンクリート製の排水路を見かけ
ることがあります。そうした排水路は次の理由でプレーの問題を生じさせます：

•• そうした排水路は規則ではペナルティーエリアと定義付けされる。

•• そうした排水路はカート道路に沿って設置されていることが多く、ペナル
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ティーエリアというよりはむしろ動かせない障害物に近い。

委員会はそうした排水路を、ペナルティーエリアではなく、ジェネラルエリア
の動かせない障害物として扱うことを選ぶことができます。

どのようなときに水路をジェネラルエリアの一部として定めることができるの
かについてはローカルルールひな型B-4を参照してください。

ローカルルールひな型 F-20
「人工の素材で作られ、カート道路に沿って設置されている排水路はジェネラ
ルエリアの動かせない障害物として扱われ、そのカート道路の一部である。プ
レーヤーは規則16.1bに基づいて罰なしの救済を受けることができる。

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

F-21　ペイントした線や点
目的　委員会がパッティンググリーンやフェアウェイの長さかそれ以下に刈っ
たジェネラルエリアの部分にペイントの線や点を施す場合(例えば、距離表示の
マーキング)、その委員会はそうしたペイントの区域を規則16.1に基づいて罰な
しの救済を受けることができる異常なコース状態として扱うことができます。

そうしたペイントの線や点がプレーヤーのスタンスにだけ障害となる場合、救
済を認める必要はありません。

その代わりに、委員会はそうしたペイントの線や点からの罰なしの救済を受け
ることができないことを明確にしておくことを選ぶことができます。

ローカルルールひな型 F-21.1
「パッティンググリーン上やフェアウェイの長さかそれ以下に刈ったジェネラ
ルエリアの部分にあるペイントの線や点は規則16.1に基づく救済が認められる
修理地として扱われる。	

しかし、ペイントの線や点がプレーヤーのスタンスにだけ障害となっている場
合、障害は存在しない。

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

ローカルルールひな型 F-21.2
「［区域を説明。例えば、フェアウェイの長さかそれ以下に刈っていない芝の
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区域］にあるペイントの線や点からの罰なしの救済は認められない。

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

F-22　臨時の動力線とケーブル
目的　臨時の動力線とケーブルは、競技会のために電力や通信手段を提供する
ためにコースに設置されることがよくあります。そうしたケーブルは地面を這
わせたり、空中や地下に設置されることがあります。そうした動力線とケーブ
ルは通常そこにあるものではなく、そのコースをプレーする挑戦の一部ではな
いので、委員会は臨時の動力線とケーブルがプレーの障害になる場合、追加の
救済を規定することを選ぶことでしょう。

ローカルルールひな型 F-22
「電力や通信用の臨時の動力線とケーブル(ならびに、そうした動力線やケーブ
ルを覆っているマットや支えているポール)は障害物である：

1.�それらが合理的な努力でその障害物やコースを損傷させずに動かすことがで
きる場合、それらは動かせる障害物であり、プレーヤーは規則15.2に基づい
て罰なしにそれらを取り除くことができる。

2.�それらがたやすく動かせない場合、動かせない障害物であり、プレーヤーは
次の通り救済を受けることができる：

(a) �球がジェネラルエリアやバンカーにある場合。そのプレーヤーは規則16.1
に基づいて救済を受けることができる。

(b) �球がペナルティーエリアにある場合。規則16.1bは、球をドロップして、そ
の球を次の救済エリアからプレーすることによって、ペナルティーエリア
内でそうした動かせない障害物による障害からの罰なしの救済を受ける追
加の選択肢をプレーヤーに認めるように修正される：

•• 基点：そのペナルティーエリア内の完全な救済のニヤレストポイント。

•• 基点から計測する救済エリアのサイズ：1クラブレングス。しかし、次の
制限がある：

•• 救済エリアの場所に関する制限：

»» 球が止まっていたペナルティーエリアでなければならない。

»» 基点よりホールに近づいてはならない。

»» 動かせない障害物によるすべての障害から完全な救済を受けなければ
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ならない。

3.�プレーヤーの球が臨時の高架の動力線やケーブルに当たったことが分かって
いる、または事実上確実な場合、そのプレーヤーはそのストロークを行った
場所から元の球か別の球をプレーすることによってそのストロークを再プ
レーしなければならない(規則14.6を参照)。

プレーヤーが再プレーをしたが、誤所からプレーした場合、プレーヤーは規
則14.7に基づいて一般の罰を受ける。

プレーヤーがそのストロークを再プレーしない場合、そのプレーヤーは一般
の罰を受け、そのストロークはカウントするが、プレーヤーは誤所からプ
レーしたことにはならない。

4.�ジェネラルエリアにある臨時の動力線とケーブルを埋めた溝でその上に芝を
被せてある部分は、たとえマーキングされていなくても、修理地である。プ
レーヤーは規則16.1に基づいて罰なしの救済を受けることができる。

しかし、2つの例外がある：

例外1－球が地面から立ち上がった高架のケーブルに当たる：球が地面から立
ち上がったケーブルに当たった場合、そのストロークはカウントし、その球を
あるがままにプレーしなければならない。

例外2－球が臨時の動かせない障害物を支えるワイヤに当たる：臨時の動かせ
ない障害物(TIO)を支えているガイワイヤはそのTIOの一部であり、委員会がそ
のガイワイヤがこのローカルルールに基づく臨時の高架の動力線やケーブルと
して扱われると規定している場合を除き、このローカルルールでは扱っていな
い。

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

F-23　臨時の動かせない障害物
目的　障害物がコース上やコースに隣接して臨時に設置される場合、委員会はそ
うした障害物が、動かせる障害物(規則15.2参照)、動かせない障害物(規則16.1参
照)、あるいは臨時の動かせない障害物(TIO)なのかを明記すべきです。

TIO(グランドスタンドやテントなど)は通常では存在しておらず、そのコースを
プレーする挑戦の一部とはみなされません。プレーヤーはTIOを動かせない障
害物であるかのように取り扱い、規則16.1で認められる救済の選択肢を使うこ
とを選べるとはいえ、そうした障害物は臨時に設置されているという特質か
ら、このローカルルールは動かせない障害物では認められない追加の救済の選
択肢を規定しています。
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このローカルルールが規定している追加の選択肢は、そのTIOがプレーヤーの
球とホールを結んだ直線上にある場合、(「介在の救済」として知られている)
ホールからの距離を保ったまま、横方向に動き、そのTIOがもはやプレーヤー
の球とホールの間にはなくなるようにする(「等距離の円弧」に沿って動くこと
でも知られている)ことによって、プレーヤーが救済を受けることができること
を含みます。

プレーヤーがTIOからの救済を受ける場合、このローカルルールと規則16の手
続きのどちらに基づくときであっても、そのプレーヤーは物理的な障害からの
完全な救済が保証されています。しかし、このローカルルールに基づく追加の
救済の選択肢を使って救済を受けるときにだけ、そのプレーヤーはTIOからの
介在の障害から完全な救済が通常は保証されています。

ローカルルールひな型 F-23
「TIOの定義：臨時の動かせない障害物(TIO)とは、通常は特定の競技会のため
にコース上やコースに隣接して臨時に設置され、固定されていたり、定義「動
かせる障害物」に適合しない構造物である。

TIOの例として、臨時のテント、スコアボード、グランドスタンド、テレビ
塔、トイレなどがある。

TIOには、TIOに接続され、そのTIOを支えているガイワイヤを含む。ただし、
委員会がそのTIOを支えているガイワイヤを動かせない障害物、あるいはロー
カルルールひな型F-22を使って臨時の高架の動力線またはケーブルとして扱う
と決めた場合を除く。

TIOの最も外側の縁は、球がそのTIOの下にあるかどうか、あるいはそのTIOが
プレーヤーの球とホールの間に介在しているかどうかを決めるときに使われ
る。

TIOの縁を定めたり、複数のTIOをつないでひとつの大きなTIOにするために杭
や線を使うことができる。

TIOは動かせない障害物と異なり、このローカルルールはTIOによる障害から
の追加の救済を規定している。それはプレーヤーが次のどちらかを使って救済
を受けることを選ぶことができることを意味する：

•• TIOが動かせない障害物であるかのように、規則16.1の異常なコース状態か
らの救済を受ける措置(この救済は球がペナルティーエリアにある場合やTIO
がアウトオブバウンズにある場合にも受けることができる)。

•• このローカルルールに基づいて受けることができる追加の救済の選択肢。
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a. 救済が認められる場合

TIOからの救済は通常、TIOの物理的な障害がある場合や介在の障害がある場
合に認められる。

このローカルルールに基づく障害とは、プレーヤーに次の障害がある場合を意
味する：

•• 物理的な障害。

•• 介在の障害。

•• 物理的な障害と介在の障害の両方。

(1) 臨時の動かせない障害物による物理的な障害の意味。次の場合、物理的な
障害が存在する：

•• プレーヤーの球がTIOに触れている、中や上にある。

•• そのTIOがプレーヤーの意図するスタンスの区域や意図するスイングの区域
の障害となる。

(2) 臨時の動かせない障害物の介在の障害の意味。次の場合、介在の障害が存在
する：

•• プレーヤーの球がTIOに触れている、中や上や下にある。

•• TIOがプレーヤーからホールに向かって介在している(つまり、球とホールを
結んだ直線上にTIOがある)。

•• TIOがプレーヤーからホールに向かって直接介在することになる箇所から、
ホールから等距離の円弧に沿って計ったときに、その球が1クラブレングス
以内にある(この1クラブレングスの幅の区域は一般に「廊下」と呼ばれる)。

(3) 障害があるのに救済が認められない場合。

その球がTIOに触れていたり、中や上にあるときは、常に救済を受けることが
できる。

しかし、その球がTIOに触れておらず、中や上にもない場合、次のどれか一つ
でも適用となるときにはこのローカルルールに基づく救済はない：

•• 物理的な障害か介在の障害のどちらかから：

»» プレーヤーが罰なしの救済を受けることが認められないTIO以外の何か他
のものが理由で、その球をあるがままにプレーすることが明らかに不合
理である場合(例えば、球がそのTIOの外側のブッシュの中にあるために
そのプレーヤーがストロークを行うことができない場合)、救済はない。
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»» そのプレーヤーがその状況下では明らかに不合理なクラブ、スタンスや
スイングの種類、プレーの方向を選択することによってのみ障害が生じ
る場合、救済はない。

•• 介在の障害から：

»» プレーヤーがその球をプレーしてそのTIOまで届かせることが明らかに不
合理な場合、救済はない。

»» (a) TIO(その「廊下」を含む)がそのストロークのプレーの線上にあり、
かつ、(b)結果的にその球をホールへの直線上に運ぶことになる「合理的
にプレーすることができる可能性があるストローク」があることをプ
レーヤーが示せない場合、救済はない。

b. ジェネラルエリアにある球への障害からの救済

プレーヤーの球がジェネラルエリアにあるときにTIO(アウトオブバウンズにあ
るTIOを含む)による障害がある場合、そのプレーヤーは元の球か別の球を次の
救済エリアにドロップし、その救済エリアからプレーすることによって罰なし
の救済を受けることができる：

•• 基点：物理的な障害と介在の障害の両方からの障害がなくなる完全な救済の
ニヤレストポイント。

•• 基点から計測する救済エリアのサイズ：基点から1クラブレングス以内のす
べての区域。しかし、次の制限がある：

•• 救済エリアの場所に関する制限：

»» ジェネラルエリアでなければならない。

»» 基点よりホールに近づいてはならない。

»» そのTIOによる物理的な障害と介在の障害の両方からの完全な救済となら
なければならない。

プレーヤーにTIOからの物理的な障害がある場合、この救済措置を使う代わり
に、そのプレーヤーはそのTIOが動かせない障害物であるかのように扱って、
規則16.1の異常なコース状態からの救済を受ける措置を使って救済を受けるこ
とを選ぶことができる。規則16.1に基づくこの救済措置は、球がペナルティー
エリアにある場合やTIOがアウトオブバウンズにある場合にも受けることがで
きる。プレーヤーが他の救済規則に基づいて処置することができる方法につい
ては、このローカルルールのf 項を参照。
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c. バンカーやペナルティーエリアにある球への障害からの救済

プレーヤーの球がバンカーやペナルティーエリアにあるときにTIO(アウトオブ
バウンズにあるTIOを含む)による障害がある場合、そのプレーヤーは罰なしの
救済か罰ありの救済のどちらかを受けることができる：

(1) 罰なしの救済：バンカーやペナルティーエリアからプレーする。そのプ
レーヤーはb項に規定されている罰なしの救済を受けることができる。ただ
し、障害がなくなる完全な救済のニヤレストポイントとその救済エリアは、そ
のバンカーやペナルティーエリアの中でなければならない。

そのバンカーやペナルティーエリアの中に障害がなくなる完全な救済のニヤレ
ストポイントがない場合であっても、そのプレーヤーはそのバンカー内やペナ
ルティーエリア内で最大限の救済を受けることができるポイントを基点として
使うことで前記に規定されているこの救済を受けることができる。

(2) 罰ありの救済：バンカーやペナルティーエリアの外からプレーする。1罰打
で、そのプレーヤーは元の球か別の球を次の救済エリアにドロップし、その救
済エリアからプレーすることができる。

•• 基点：そのバンカーやペナルティーエリアの外で、ホールに近づかず、物理
的な障害と介在の障害の両方がなくなる完全な救済のニヤレストポイント。

•• 基点から計測する救済エリアのサイズ：基点から1クラブレングス以内のす
べての区域。しかし、次の制限がある：

•• 救済エリアの場所に関する制限：

»» そのバンカーやそのペナルティーエリア、パッティンググリーン以外で
あれば、どのコースエリアでもよい。

»» 基点よりホールに近づいてはならない。

»» そのTIOによる物理的な障害と介在の障害の両方からの完全な救済となら
なければならない。

TIOからの物理的な障害がある場合、この救済措置を使う代わりに、プレー
ヤーはそのTIOが動かせない障害物であるかのように扱って、規則16.1cの異常
なコース状態からの救済を受ける措置を使って救済を受けることを選ぶことが
できる。

規則16.1bに基づくこの救済措置は、球がペナルティーエリアにある場合やTIO
がアウトオブバウンズにある場合にも受けることができる。球がペナルティー
エリアにある場合、基点と救済エリアはそのペナルティーエリアの中でなけれ
ばならない。
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他の救済規則に基づいてプレーヤーが救済を受ける方法については、このロー
カルルールのf 項を参照。

d. TIOの中の球が見つからない場合の救済

プレーヤーの球は見つかっていないが、TIOの中に止まったことが「分かって
いる、または事実上確実」な場合：

•• そのプレーヤーはその球がコース上でそのTIOの縁を最後に横切ったと推定
した地点を完全な救済のニヤレストポイントを決めるためのその球の箇所と
して使うことによって、このローカルルールに基づく救済を受けることがで
きる。

•• プレーヤーがこの方法で救済を受けるために別の球をインプレーにした時点で：

»» 元の球はもはやインプレーの球ではなく、プレーしてはならない。

»» このことはたとえその球が3分の捜索時間(規則6.3b参照)が終了する前に
コース上で見つかったとしても同じである。

しかし、その球がそのTIOの中に止まったことが「分かっている、または事実
上確実」ではない場合、そのプレーヤーはストロークと距離の罰に基づいてプ
レーしなければならない(規則18.2参照)。

e. TIOの救済措置を修正する委員会の権限

このローカルルールを採用する場合、委員会はb項とc項の救済措置のどちら
か、あるいは両方を次の通り修正することができる：

(1) ドロップゾーンの使用を任意または強制とする。委員会はこのローカル
ルールに基づく救済を受けるための救済エリアとしてのドロップゾーンを使用
することをプレーヤーに認めたり、求めることができる。そうする場合、委員
会は物理的な障害からの救済についてだけ、あるいは介在の障害からの救済に
ついてだけドロップゾーンを追加することができ、また、両方の種類の障害か
らの救済についてドロップゾーンを追加することもできる。

(2)「両サイド」の救済の選択肢。委員会はこのローカルルールのb項とc項に基
づいて認められる救済の選択肢に加えて、プレーヤーにTIOの反対側で救済を
受ける選択肢を認めることができる。しかし、プレーヤーが規則16.1の救済措
置を使う場合には両サイドの救済は認められない。

f. プレーヤーは他の救済規則に基づいて処置できる

(1) 規則16.1の措置を使うこと、またはこのローカルルールを使うことで救済
を受ける。a項に定められるTIOからの物理的な障害がある場合、プレーヤーは
次のいずれかの措置を取ることができる：
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•• 規則16.1の救済措置を使うことを選ぶ。

•• このローカルルールを使う。

しかし、プレーヤーはこれらの選択肢のひとつに基づいて救済を受けた後に、
もう一方の選択肢に基づいて救済を受けることはできない。

そのプレーヤーが規則16.1の異常なコース状態からの救済を受けるための措置を
使うことに決める場合、そのプレーヤーはそのTIOを動かせない障害物であるか
のように扱い、その球がある場所に基づいて次の救済を受けなければならない：

•• ジェネラルエリアでは、規則16.1bの措置を使う。

•• バンカーでは、規則16.1cの措置を使う。

•• ペナルティーエリアでは、その球がバンカー内にあるときのように規則
16.1cの措置を使う。

•• パッティンググリーンでは、規則16.1dの措置を使う。

(2) 規則17、規則18、規則19に基づいて救済を受ける。このローカルルールは
プレーヤーがこのローカルルールに基づいてTIO救済を受けるのではなく、規
則17、規則18、規則19に基づいて救済を受けることを妨げない。

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

F-24　ペナルティーエリア内の動かせない障害物からの罰なしの救済
目的　プレーヤーの球がペナルティーエリアの中にあり、そのプレーヤーに動か
せない障害物からの障害がある場合、罰なしの救済は認められません(規則
16.1a(2)参照)。しかしながら、委員会がペナルティーエリア内の特定の障害物か
ら罰なしの救済を与えたい思う事例があるでしょう。

このローカルルールを使う場合、委員会はどの動かせない障害物に適用し(すべ
ての動かせない障害物からの罰なしの救済を認めるのではなく)、すべてのホー
ルに適用しない場合は、どのホールに適用するのかを明記すべきです。

ローカルルールひな型 F-24
「[ホール番号を明記]のペナルティーエリアの中にある[どの動かせない障害物
なのかを明記]による障害からの救済は次の修正と共に規則16.1bに基づいて認
められる：

•• 基点：完全な救済のニヤレストポイントはそのペナルティーエリアの中でな
ければならない。
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•• 基点から計測する救済エリアのサイズ：1クラブレングス。しかし、次の制
限がある。

•• 救済エリアの場所に関する制限：

»» 球が止まっている同じペナルティーエリアの中でなければならない。

»» 基点よりホールに近づいてはならない。

»» その動かせない障害物によるすべての障害から完全に救済を受けなけれ
ばならない。

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

F-25　異常なコース状態の上、中、下を通さずに完全な救済のニヤレス
トポイントを決定する
目的　プレーヤーに薄いフェンスや壁などの異常なコース状態からの障害がある
可能性があり、その完全な救済のニヤレストポイントがその異常なコース状態の
反対側となる場合、それが救済の結果に関して重大かつ望ましくない影響を与え
るかもしれません。

プレーヤーは物を越えたり、通してクラブレングスを計測することが認められ
ていますが、委員会はその異常なコース状態の上、中、下を通さずに完全な救
済のニヤレストポイントを決定しなければならないことを要求したいと思うか
もしれません。

また、委員会は物を越えたり、通して計測できることをプレーヤーに禁止する
このローカルルールひな型を使いたいと思うかもしれません。

ローカルルールひな型  F-25.1
「規則16.1に基づいて救済を受ける場合、[異常なコース状態とホール番号を明
記]の上、中、下を通さずに完全な救済のニヤレストポイントを決めなければな
らない。

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

ローカルルールひな型  F25.2
「[異常なコース状態とホール番号を明記]から救済を受ける場合、その救済エ
リアは、異常なコース状態の基点がある側と同じ側でなければならない。
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ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」

F-26　境界フェンスや壁の門
目的　委員会がプレーヤーに境界フェンスや壁の閉まっている門(例えば、その門
が私有地への入り口となっている場合)から罰なしの救済を受けることを禁止した
い場合、その門が閉じているときは、境界物の一部として扱うことができます。

このローカルルールの実施はその門を動かすとプレーヤーが規則8.1の違反と
なってしまう可能性があるので前もって委員会は十分に検討をするべきです。

ローカルルールひな型 F-26
「境界の壁とフェンスに取り付けられた閉まっているすべての門は境界物の一
部である。規則15.2または規則16.1に基づいてそのような門からの救済は認め
られない。

しかし、開いている門は境界物の一部とはみなされず、閉じたり、別の位置に
動かしたりすることができる。」

8G　特定の用具の使用制限

G-1　適合ドライバーヘッドリスト
目的　競技会で使用されているドライバーが適合していることへの疑念を払拭
するため、委員会はプレーヤーに用具規則に基づき審査されて適合していると
承認されたヘッドを持つドライバーだけを使うように求めることを選ぶことが
できます。適合ドライバーヘッドリストはRandA.orgで閲覧できます。

このローカルルールは高い技量を有するプレーヤーに限定された競技会(すなわ
ち、プロフェッショナルやエリートアマチュアの競技会)にだけ使用することを
推奨します。

このローカルルールが実施されていなかったとしても、使用するドライバーは
用具規則の規定に適合しなければなりません。

ローカルルールひな型 G-1
「プレーヤーがストロークを行うために使うドライバーはR&Aが発行する最新
の適合ドライバーヘッドリストに掲載されているクラブヘッド(モデルとロフト
で識別される)を持つものでなければならない。

このリストは定期的に更新され、RandA.orgで閲覧できる。
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例外－1999年より前のドライバーヘッド：1999年より前に製造されたクラブ
ヘッドを持つドライバーはこのローカルルールから免除される。

このローカルルールに違反したクラブでストロークを行ったことに対する罰：
失格。

適合ドライバーヘッドリストに掲載されていないドライバーを持ち運んでいる
だけで、そのドライバーでストロークを行っていないのであれば、このローカ
ルルールに基づく罰はない。」

G-2　溝とパンチマークの仕様
目的　2010年1月1日に施行となり、用具規則はドライバーとパターを除くすべ
てのクラブについて新しい溝とパンチマークの仕様を規定するように改定され
ました。４年間という告知期間が与えられるまで、2010年より前に製造された
クラブはこうした仕様に適合することは求められません。

しかし、委員会は現行の用具規則に収録されているすべての仕様に適合するク
ラブだけを使用することをプレーヤーに求めるローカルルールを採用すること
を選ぶことができます。このローカルルールは、高い技量を有するプレーヤー
に限定された競技会(すなわち、プロフェッショナルやエリートアマチュアの競
技会)にだけ使用することを推奨します。

どのクラブを使用することができるのかを見つける支援として、RandA.orgで
用具データベースを閲覧することができます。

ローカルルールひな型 G-2
「ストロークを行うとき、プレーヤーは2010年1月1日に施行された用具規則の
溝とパンチマークの仕様に適合するクラブを使わなければならない。

現行のゴルフ規則への適合性がテストされたフェアウェイウッド、ハイブリッ
ド、アイアン、ウェッジの用具データベースはRandA.orgで閲覧できる。

このローカルルールに違反したクラブでストロークを行ったことに対する罰：
失格。

こうした溝とパンチマークの仕様に適合しないクラブを持ち運んでいるだけ
で、そのクラブでストロークを行っていないのであれば、このローカルルール
に基づく罰はない。」

G-3　適合球リスト
目的　競技会で使用されている球が適合していることへの疑念を払拭するため
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に、委員会はプレーヤーに用具規則に基づき審査されて適合していると承認さ
れた球だけを使うように求めることを選ぶことができます。

適合球リストはRandA.orgで閲覧でき、毎月更新されます。

このローカルルールが実施されていなかったとしても、使用する球は用具規則
の規定に適合していなければなりません。

ローカルルールひな型 G-3
「ストロークを行うときに使用する球はR&Aが発行する最新の適合球リストに
掲載されていなければならない。

このリストは定期的に更新され、RandA.orgで閲覧できる。

適合球リストに掲載されていない球をドロップ、リプレース、プレースしても
まだプレーしていなければ、そのプレーヤーは、罰なしに、規則14.5に基づい
てその誤りを訂正することができる。

このローカルルールに違反して最新のリストに掲載されていない球でストロー
クを行ったことに対する罰：失格。」

G-4　ワンボールルール
目的　プレーヤーがそのホールの特徴やラウンド中にプレーするショットに応
じて異なるプレー特性を持つ球を使うことを防ぐために、委員会は適合球リス
トに掲載されている一種類の球を使うことをプレーヤーに求めることを選択で
きます。

適合球リスト上で個別に掲載されているそれぞれの球は異なる球とみなされま
す。同一マーキングで色の異なる球は異なる球とみなされます。

このローカルルールは高い技量を有するプレーヤーに限定された競技会(すなわ
ち、プロフェッショナルやエリートアマチュアの競技会)にだけ使用することを
推奨します。

ローカルルールひな型 G-4
「ラウンド中、プレーヤーがストロークを行うそれぞれの球は適合球リスト上
で一種類の球として登録されている同じブランド・同じモデルの球でなければ
ならない。

異なるブランドおよび/またはモデルの球がドロップ、リプレース、あるいはプ
レースされたが、まだプレーしていない場合、そのプレーヤーは規則14.5に基
づいて、罰なしに、誤りを訂正することができる。誤りを訂正する場合、プ
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レーヤーはそのラウンドをスタートしたときに使っていたものと同じブラン
ド・同じモデルの球を使用しなければならない。

プレーヤーがこのローカルルールに違反となる球をプレーしたことを発見した
場合、そのプレーヤーは次のティーイングエリアからプレーするときに、その
ラウンドを始めたときに使っていたものと同じブランド・同じモデルの球を使
用しなければならない；そうしなかった場合、そのプレーヤーは失格となる。

その発見がホールのプレー中に起きた場合、そのプレーヤーは違反してプレー
した球でそのホールのプレーを終えるか、あるいは正しいブランドとモデルの
球をこのローカルルールに違反してプレーしていた球を拾い上げていた箇所に
プレースすることができる。

ローカルルールに違反した球でストロークを行った罰：

そのプレーヤーはこのローカルルールに違反していたその各ホールに対して1
罰打を受ける。」

G-5　距離計測機器の使用を禁止する
目的　規則4.3はプレーヤーに距離を計測する用具を使用すること(特定の要件
を満たすことを条件とする)を認めていますが、委員会は電子的な距離計測機器
の使用を禁止することを選ぶことができます。

ローカルルールひな型 G-5
「規則4.3a(1)は次のように修正される：

ラウンド中、プレーヤーは電子的な距離計測機器を使用して距離情報を得ては
ならない。

ローカルルールの違反の罰－規則4.3の罰則参照。」

G-6　動力付き移動機器の使用を禁止する
目的　委員会はプレーヤーがあらゆる動力付きの移動機器(ゴルフカートなど)
をラウンド中に使用することを禁止することを選ぶことができます。そうした
禁止は、委員会が「歩く」ということがその競技会でのプレーの欠かせない一
部とみなす場合や、動力付き移動機器の使用が危険であったり、コースを損傷
させる可能性がある場合に妥当です。

このローカルルールを採用するとき、ホール間の距離が離れているあるホール
から別のホールまで送迎したり、ストロークと距離の罰に基づいてこれからプ
レーし直す、あるいはプレーし直したプレーヤーを乗せてあげることを委員会
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のメンバーに認める場合など、委員会は動力付きの移動機器を限定された方法
で認めることができます。

プレーヤーが委員会からの許可なしに乗車を受け入れた場合、その委員会はも
し要請されていれば乗車を認めていた状況であったならば、その罰を免除する
ことができます。例えば、球を紛失してティーイングエリアに戻る必要があっ
たプレーヤーが、その場に対応できる委員会のメンバーがいなかったときに、
ボランティアからの乗車の申し出を受けた場合、もし委員会のメンバーが要請
されていればそのプレーヤーを乗車させていたのであれば、その委員会は罰を
免除できるでしょう。

しかし、ローカルルールで動力付きの移動機器が認められていない場合、プ
レーヤーはコースすべてを歩くべきというのがこのローカルルールの原則であ
り、プレーヤーがまだその距離を歩いていない場合には許可を与えるべきでは
ありません。例えば、プレーヤーがティーショット後に飲食物を買うためにど
こかに立ち寄り、その後、球がある場所まで向かうまでの乗車をボランティア
から打診され、それを受け入れた場合、このローカルルールに基づく罰は免除
されるべきではありません。

ローカルルールひな型 G-6
「ラウンド中、プレーヤーやキャディーは動力付きの移動機器に乗車してはな
らない。ただし、委員会が認めた場合や、事後承認された場合を除く。

［ストロークと距離の罰に基づいてプレーする、あるいはプレーしたプレー
ヤーは動力付きの移動機器に乗車することが常に承認される。］

［プレーヤーとキャディーは［ホールを特定］と［ホールを特定］の間で送迎
車に乗車することができる。］

ローカルルールの違反の罰：

そのプレーヤーはこのローカルルールの違反があった各ホールに対して一般の
罰を受ける。この違反がプレーするホールとホールの間で起きた場合、罰は次
のホールに適用する。」

G-7　特定の種類のシューズの使用を禁止する
目的　コースを損傷から保護するために、委員会はメタル製や伝統的なデザイ
ンのスパイクのシューズの使用を禁止することができます。

委員会は望ましくない損傷を生じさせる可能性のある他の特徴を持つシューズ
の使用も禁止することもあるでしょう。
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ローカルルールひな型 G-7
「規則4.3aは次のように修正される：

ラウンド中、プレーヤーは下記のシューズを履いてストロークを行ってはなら
ない：

•• 伝統的なスパイク－すなわち、地面を深く貫くようにデザインされた一つあ
るいは複数の鋲を有するスパイク(メタル製、セラミック製、プラスチック
製、その他の材質かは問わない)。

•• 全体あるいはその一部がメタルのデザインのスパイク(そうしたメタルがコー
スに接触する可能性がある場合)。

ローカルルールの違反の罰－規則4.3の罰則参照。」

G-8　オーディオ・ビデオ機器の使用を禁止、または制限する
目的　規則4.3a(4)はプレーしている競技に関連しない出来事についてオーディ
オを聞くためやビデオを見るために用具を使うことを認めています。しかし、
委員会はラウンド中に完全にオーディオ・ビデオ機器を使うことを禁止する
ローカルルールを採用することができます。

ローカルルールひな型 G-8
「規則4.3a(4)は次のように修正される：

ラウンド中、プレーヤーはいかなる内容であっても個人のオーディオ・ビデオ
機器を視聴してはならない。

ローカルルールの違反の罰－規則4.3の罰則参照。」

G-9　壊れた、または著しく損傷したクラブの取り替え
目的　規則4.1a(2)は、クラブを乱暴に扱った場合を除き、プレーヤーがラウン
ド中に損傷したクラブを修理したり取り替えることを認めています。しかし、
委員会はクラブを取り替えることをそのクラブが壊れた、または著しく損傷し
た場合(亀裂が入ったクラブを含まない)に制限するローカルルールを採用する
ことができます。

ローカルルールひな型  G-9
「規則4.1a(2)は次のように修正される。

ラウンド中(規則5.7aに基づいてプレーが中断されている場合を含む)にプレー
ヤーやそのキャディーが損傷させたクラブは「壊れた、または著しく損傷し
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た」場合にだけ取り替えることができる。この修正を除いて、規則4.1a(2)は適
用される。

このローカルルールに関して：

次の場合にクラブが「壊れた、または著しく損傷した」ことになる：

•• シャフトがバラバラになる、裂ける、曲がる(シャフトがへこんでいるだけの
場合を除く)。

•• クラブフェースのインパクトエリアが目に見えて変形している(クラブフェー
スに傷が入っている、亀裂が入っているだけの場合を除く)。

•• クラブヘッドが目に見えて、著しく変形している(クラブヘッドに亀裂が入っ
ているだけの場合を除く)。

•• クラブヘッドがシャフトから外れている、または緩んでいる。

•• グリップが緩んでいる。

例外：クラブフェースとクラブヘッドは単に亀裂が入っているというだけでは
「壊れた、または著しく損傷した」ことにはならない。

ローカルルールの違反の罰―規則4.1b参照。」

G-10　46インチを超える⻑さのクラブの使⽤を禁⽌する
目的　許容されるクラブの最⼤⻑を制限するため、委員会はパターを除くクラ
ブの最⼤⻑を46インチに制限するローカルルールを採⽤することを選ぶことが
できます。

測定許容誤差の0.20インチが46インチを超えて認められます。

クラブの⻑さの測定⽅法の説明は⽤具規則パート2.1c、図3を参照のこと。 

このローカルルールは⾼い技量を有するプレーヤーに限定された競技会(すなわ
ち、プロフェッショナルやエリートアマチュアの競技会)にだけ使⽤することを
推奨します。

 誤解を避けるために、このローカルルールひな型が施⾏される場合、⾝体的な
必要性からプレーヤーに 46インチを超えるクラブの使⽤を認める例外は適⽤で
きません。

ローカルルールひな型 G-10
「ストロークを⾏うとき、プレーヤーはパターを除き46インチの⻑さを超える
クラブを使用してはならない。
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このローカルルールに違反したクラブでストロークを⾏なったことに対する
罰：失格。

こうした⻑さの仕様に適合しないクラブを持ち運んでいるだけで、そのクラブ
でストロークを⾏なっていないのであれば、このローカルルールに基づく罰は
ない。」

G-11　グリーンリーディング資料の使⽤を制限する
目的　規則4.3そして詳説4.3a/1では具体的に詳細なグリーンリーディング資料
のサイズと縮尺を制限しています。しかし、プレーヤーとキャディーがパッ
ティンググリーン上でプレーの線を読む⽀援のために⾃分たちの⽬と判断⼒だ
けを使うことを確実にするために、プレーヤーたちが彼らのラウンドを通じて
その競技会での使⽤が承認されたヤーデージブックだけを使うことに制限され
るという要求により、委員会はグリーンリーディング資料の使⽤をさらに制限
することができます。

このローカルルールは最も⾼いレベルの競技ゴルフだけ、その場合であっても
委員会がヤーデージブックの承認⼿続きを取り⾏うことが現実的である競技会
だけを対象としています。

このローカルルールを採⽤する場合、委員会はプレーヤーが使⽤することがで
きるヤーデージブックの承認に責任があり、承認されたヤーデージブックは最
⼩限の詳細(著しい傾斜、段、傾斜で球が⽌まらないエッジなどのグリーンの部
分を⽰す)だけを記したパッティンググリーン図を含むべきです。

プレーヤーとキャディーはパッティンググリーン上でプレーの線を読む⽀援と
するために、このローカルルールに基づいて認められるメモである限りは、承
認されたヤーデージブックに⼿書きのメモを加えることができます。

ローカルルールひな型G-11
「規則4.3aは次のように修正される： 

ラウンド中、プレーヤーは委員会が承認したヤーデージブックだけを使⽤する
ことができる。この制限は、ホールロケーションシートを含め、その他のあら
ゆるコース図にも適⽤される。

さらなる制限がプレーヤーによって使⽤される⼿書きのメモとパッティンググ
リーン上でプレーの線を読む⽀援となる可能性のあるその他のあらゆる資料に
適⽤される：

•• ⼿書きのメモは、プレーヤーとそのプレーヤーのキャディーだけが承認され
たヤーデージブックや承認されたホールロケーションシートにラウンド前や
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ラウンド中に加えることができ、そのプレーヤーやキャディーだけによって
収集された情報に限定される。

•• ⼿書きのメモは、コースやテレビ放送を⾒ることによってプレーヤーやその
プレーヤーのキャディーの個⼈的な経験を通じてのみ得られた情報を含むこ
とができる。ただし、以下で得られた情報に限定される：

»» 転がしたり、プレーした球(そのプレーヤー、キャディー、あるいは誰か
別の⼈によってかどうかにかかわらず)を観察したりする間。

»» そのプレーヤーやキャディーのパッティンググリーンについての判断⼒
や⼀般的な観察を通じて。

こうした⼿書きのメモやその他の資料へのさらなる制限は、そうした情報が、
プレーヤーがパッティンググリーン上でプレーの線を読む⽀援とならない場合
(スイング思考やそのプレーヤーのクラブ番⼿ごとのキャリー距離のリストを含
む⼿書きや印刷された情報など)には適⽤されない。

ラウンド中、プレーヤーが下記を使⽤した場合：

•• 委員会が承認していないヤーデージブック、その他のコース図、またはホー
ルロケーションシート。

•• 認められていない⽅法で得られた⼿書きのメモや情報を含む承認されたヤー
デージブックや承認されたホールロケーションシート。

•• パッティンググリーン上でプレーの線を読む⽀援となる可能性のあるその他
のあらゆる資料(特定のグリーンであるか、⼀般的なグリーンであるかどうか
にかかわらず)。

そのプレーヤーはこのローカルルールの違反となる。

「使⽤する」とは、以下のものを⾒ることを意味する：

•• 委員会が承認していないヤーデージブック、その他のコース図、ホールロ
ケーションシートのどのページでも。

•• ⾒ることでそのプレーヤーやキャディーがパッティンググリーン上でプレー
の線を読む⽀援となる可能性のある場合、以下のどれであっても：

»» 認められていない⽅法で得られた⼿書きメモや情報を含む承認された
ヤーデージブックや承認されたホールロケーションシートのページ。

»» その他のあらゆる資料。
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このローカルルールの違反の罰：

・ 最初の違反の罰：一般の罰

・ 2回目の違反の罰：失格。」

G-12　パッティンググリーンからのストロークのためにプレーの線を読
む支援となる資料の使用の禁止
目的　詳説4.3a/1は、グリーンを読むというプレーヤーの能⼒がパッティング
技術の本質的な⼀部であり続けるように、ラウンド中にプレーヤーがパッティ
ンググリーンの⾃分のプレーの線を読む⽀援として使うことができる詳細な
パッティンググリーンマップや同様の電⼦的/デジタル資料のサイズと縮尺を制
限しています。しかし、委員会は、そのような目的のためにいかなる資料の使
用も禁止することによって、プレーヤーがパッティンググリーンのプレーの線
を読む判断、技術、能力をさらに重視することを選ぶことができます。

ローカルルールひな型G-12
「規則4.3aは次のように修正される：

ラウンド中、プレーヤーは、パッティンググリーンから行われるストロークの
ためのプレーの線を読む支援とするために、いかなる手書きの資料、コピーさ
れた資料、電子的またはデジタルの資料も使用してはならない。

このローカルルールの違反の罰：

・ 最初の違反の罰：一般の罰

・ 2回目の違反の罰：失格」

8H　�どんな人がプレーヤーを援助したり、プレーヤーにアド
バイスを与えることができるのかを定める

H-1　キャディーの使用を禁止したり、要求する；キャディーの制限
目的　委員会は規則10.3を次のように修正することを選ぶことができる。

•• キャディーの使用を禁止する。

•• プレーヤーにキャディーの使用を要求する。

•• プレーヤーのキャディーの選択を制限する(アマチュアをキャディーにするこ
とを求める、親や親せき、その競技会の別のプレーヤーなどをキャディーに
することを認めないなど)。
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ローカルルールひな型 H-1.1
キャディーが認められないとき：

「プレーヤーはラウンド中キャディーを使用してはならない。

ローカルルールの違反の罰：プレーヤーはキャディーに援助してもらったその
各ホールに対して一般の罰を受ける。違反がホールとホールの間で起きたり、
ホールとホールの間まで続く場合、 プレーヤーは次のホールで一般の罰を受け
る。」

ローカルルールひな型 H-1.2
プレーヤーがキャディーとして使用できる人について制限がある場合：

「プレーヤーはラウンド中に［禁止されるキャディーの種類を特定。例えば、
親や保護者］を自分のキャディーとして使ってはならない。

ローカルルールの違反の罰：そのプレーヤーはそうしたキャディーの支援を受
けた各ホールに対して一般の罰を受ける。違反がホールとホールの間で起きた
り、ホールとホールの間まで続く場合、プレーヤーは次のホールで一般の罰を
受ける。」

ローカルルールひな型 H-1.3
プレーヤーがキャディーを使用するように要求されるとき：

「プレーヤーはラウンド中にキャディーを使用しなければならない。

ローカルルールの違反の罰：プレーヤーはキャディーを使わなかったその各
ホールに対して一般の罰を受ける。」

H-2　ティーム競技でアドバイス・ギバーを指名する
目的　規則24.4aに基づき、ティーム競技(ティームと個人の両方の競技がある
場合を含む)で委員会は各ティームにコース上でプレーしているティームメン
バーにアドバイスを与えることができる1名、あるいは2名を指名することを認
めることができます：

•• 「アドバイス・ギバー」はアドバイスを与える前に委員会に届け出ていなけ
ればなりません。

•• 委員会はその人が与えることができるアドバイスの種類を制限することがで
きます(球がパッティンググリーン上にあるときに、アドバイス・ギバーがプ
レーの線を指示することを認めないなど)。



590

•• 委員会はアドバイス・ギバーがコースの特定の部分(パッティンググリーンな
ど)に立ち入ることを禁止することができます。

•• 委員会が各ティームに2名のアドバイス・ギバーを認めることは、その競技
会の特質からそれが正当化される場合(例えば、競技会でキャディーの使用が
禁止されていたり、各ティームに多くの選手がいる場合)を除き、一般的では
ありません。

•• 委員会はアドバイス・ギバーによる違反行為に対する適切な罰を決めるべき
です。それは禁止されている方法で援助を受けた特定のプレーヤーへの罰で
あるかもしれませんし、あるいはそのティーム全体への罰(例えば、ストロー
クプレー競技で、そのティームのスコアに２打を加えること)であるかもしれ
ません。

ローカルルールひな型 H-2
「各ティームはそのティームのプレーヤーがラウンド中にアドバイスを求めた
り、受けることができるアドバイス・ギバーを［1または2］名指名することが
できる。ティームはそのティームのプレーヤーがラウンドを始める前に、各ア
ドバイス・ギバーを委員会に届け出なければならない。

［ティームはアドバイス・ギバーをラウンド中に変更することができるが、
ティームがアドバイス・ギバーを変更する場合は委員会に伝えなければならな
い。］

［アドバイス・ギバーは、ティームのプレーヤーの球がパッティンググリーン
上にある場合、プレーの線を指示してはならない［あるいは、パッティンググ
リーン上に立ち入ってはならない］。

ローカルルール違反の罰：規則10.2に基づく一般の罰。]」

H-3　ティームキャプテンになることができる人の制限
目的　規則24.3に基づき、ティーム競技では委員会はティームキャプテンにな
ることができる人と規則24.4aに基づくティームキャプテンの行動に制限を加
えることができます。アドバイス・ギバーが認められる場合(ローカルルールひ
な型H-2参照)、ティームキャプテンはアドバイス・ギバーを兼任することもで
きます。

ローカルルールひな型 H-3
「ティームキャプテンは［資格制限を挿入。同じ倶楽部のメンバーなど］でな
ければならない。」

8 ローカルルールひな型
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H-4　アドバイス・ギバーをプレーヤーサイドの一部として扱う
目的　委員会はゴルフ規則がその人の行動に適用されるようにアドバイス・ギ
バーはそのサイドのメンバーと同じステータスを持つと規定することができま
す(例えば、アドバイスギバーがプレーヤーの球を動かす原因となった場合、プ
レーヤーは規則9.4に基づく1罰打を受ける)。

ローカルルールひな型 H-4
「アドバイス・ギバーは自分のティームの各メンバーとの関連において、その
サイドのメンバーと同じステータスを持つ。」

H-5　アドバイス：同じ組のティームメンバー
目的　規則24.4cに基づき、プレーヤーのラウンドのスコアがティームスコア
の一部としてのみカウントされるストロークプレーでは、委員会は同じ組でプ
レーしているティームメンバーがパートナー同士ではない場合でも互いにアド
バイスを与えることを認めるローカルルールを採用することができます。

ローカルルールひな型 H-5
「規則10.2は次のように修正される：

同じティームの2人のプレーヤーが同じ組で共にプレーしている場合、そうし
たプレーヤーはラウンド中にお互いにアドバイスを与えたり、求めることがで
きる。」

8I　プレーヤーがいつどこで練習することができるのかを定める

I-1　ラウンド前の練習
目的　規則5は競技会のラウンド前やラウンドとラウンドの間にコース上で練
習することを扱っています：

•• マッチプレー(規則5.2a)。マッチプレーのプレーヤーは、同じ時間にプレー
することから、通常コース上で練習する機会が平等にあるので、ラウンド前
やラウンドとラウンドの間にコース上で練習することができます。

•• ストロークプレー(規則5.2b)。プレーヤーは、通常異なる組で異なる時間に
プレーすることから、コース上で練習する機会が平等にはないでしょうか
ら、競技日のラウンド前にコース上で練習してはなりません。しかし、プ
レーヤーは競技日にその日の競技のプレーが終了した後で練習することがで
きます。

8 ローカルルールひな型
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•• マッチプレーとストロークプレー(規則5.5b)。ホールの終了後、次のホール
を始める前に、プレーヤーは終了したばかりのホールのパッティンググリー
ン、次のホールのティーイングエリア、練習グリーンやそれらの近くでパッ
トやチップの練習をすることができます。

コース上での練習を認めるかどうかについては、プレーヤーへの公平性、コー
スセットアップやコース管理作業への妨げとなる可能性、ラウンド前やラウン
ドとラウンドの間の時間、競技とは関係なくそのコース上でプレーすることが
奨励される場合など多くの異なる検討事項があります。

このような理由やその他の理由から、そうした練習を完全に認める、あるいは
禁止する、あるいはそうした練習をいつ、どこで、どのように行ってよいのか
について制限することによって、委員会は本来の規定を修正するローカルルー
ルを採用することを選ぶことができます。

ローカルルールのひな型 I-1.1
「規則5.2aは次のように修正される：

プレーヤーはラウンド前やラウンドとラウンドの間に競技コース上で練習して
はならない。

［あるいは、プレーヤーが限定された方法で練習することが認められるとき：
そうした制限といつ、どこで、どのようにコース上で練習することができるか
を説明。］

このローカルルールの違反の罰：

•• 最初の違反の罰：一般の罰(プレーヤーの最初のホールに適用される)。

•• 2回目の違反の罰：失格。」

ローカルルールひな型 I-1.2
「規則5.2bは次のように修正される：

プレーヤーはラウンド前やラウンドとラウンドの間に競技コースで練習するこ
とができる。

［あるいは、プレーヤーが限定された方法で練習することが認められるとき：
そうした制限といつ、どこで、どのようにコース上で練習することができるか
を説明。］

［あるいは、プレーヤーがラウンド前やラウンドとラウンドの間の両方でコー
ス上で練習することが禁止されるとき：「プレーヤーはラウンド前やラウンド

8 ローカルルールひな型
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とラウンドの間に競技コースで練習してはならない。」］」

I-2　直前のパッティンググリーン上やその近くでの練習を禁止する
目的　規則5.5bはプレーヤーに、2つのホールのプレーの間に終了したばかり
のパッティンググリーンやその近くでパッティングやチッピングの練習をする
ことを認めています。しかし、そうした練習がプレーのペースに影響を与える
可能性があるときや他の理由(例えば、プレーヤーが将来のホールの位置に対し
て練習パッティングをすることを禁止する)のために、委員会はそうした練習を
禁止することを選ぶこともできます。委員会はホールとホールの間の練習グ
リーンやその近くでプレーヤーがパッティングやチッピングをすることを禁止
することもできます。

ローカルルールひな型 I-2
「規則5.5bは次のように修正される：

2つのホールのプレーの間、プレーヤーは次のことをしてはならない：

•• 終了したばかりのパッティンググリーンやその近くで練習ストロークを行
う。

•• 終了したばかりのパッティンググリーンの表面をこすったり、球を転がすこ
とによってパッティンググリーン面をテストする。

•• ［練習グリーンやその近くで練習ストロークを行う。］

ローカルルールの違反の罰：一般の罰。」

8J　悪天候時やプレーを中断する措置

J-1　プレーの中断と再開の方法
目的　規則5.7bは委員会がプレーの即時中断を宣言した場合、プレーヤーに直
ちにプレーを止めることを要求しています。委員会はプレーヤーに即時中断を
明確に知らせる方法を使うべきです。

次の信号が通常使われており、可能であればすべての委員会がこうした信号を
使うことを推奨します。

即時中断：　　1回の長いサイレン
通常の中断：　3回の連続するサイレン
プレー再開：　2回の短いサイレン　



594

8 ローカルルールひな型

ローカルルールひな型 J-1
「危険な状況のためのプレーの中断は［使用する信号を挿入］によって伝えら
れる。その他すべての中断は［使用する信号を挿入］によって伝えられる。ど
ちらの場合も、プレーの再開は［使用する信号を挿入］によって伝えられる。
規則5.7b参照。」

J-2　一時的な水の除去
目的　委員会はパッティンググリーン上の一時的な水を除去するために、委員
会のメンバー、委員会が指名した人(例えば、メンテナンススタッフの一員)、
あるいはプレーヤーにとってどんな行動が適切であるかを明確にするローカル
ルールを採用することができます。

ローカルルールひな型 J-2
「プレーヤーの球がパッティンググリーン上にあり、パッティンググリーン上
の一時的な水が障害となっている場合、そのプレーヤーは次のことができる：

•• 規則16.1dに基づいて罰なしの救済を受ける。

•• プレーヤーのプレーの線にスクイージーをかけてもらう。

•• ［委員会が認めた場合に限り、球がパッティンググリーン近くのコースエリ
アにあるときにそのパッティンググリーンにスクイージーをかけてもら
う。］

そうしたスクイージーはプレーの線に直交させて、ホールを越えた合理的な距
離(すなわち、少なくとも1ローラーレングス)まで行うべきであり、［誰がスク
イージーを実行できるのかを特定。例えば、メンテナンススタッフ］によって
のみ実行されるべきである。」

8K　プレーのペースの方針
速やかなプレーを推奨し、強化するために、委員会はプレーのペースの方針を
定めたローカルルールを採用するべきです。次のローカルルールひな型は委員
会がプレーのペースの問題を扱うために選ぶことができる方法のいくつかの例
を規定しています。委員会は利用可能な人員に適した他のローカルルールを採
用することができますので、完全なリストはありません。

他の方針のサンプルはRandA.org で閲覧できます。
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K-1　ラウンドやラウンドの一部についての最大時間
目的　コース上にレフェリーがわずかしかいない、あるいは誰もいない競技会
では、プレーヤーがラウンドや特定のホール数を終えるために妥当と思われる
時間制限を規定するシンプルなローカルルールを委員会が策定するのが望まし
いでしょう。そうした時間制限は組の人数やプレー形式によって異なります。
組が所定の時間制限を超えてコース上でアウトオブポジションとなった場合、
その組の各プレーヤーは罰の対象となります。

ローカルルールひな型 K-1
「組がラウンド［あるいはホール数を明記］を前の組からスタート間隔より遅
れ、スタート時間［あるいは、要求事項を明記］から［時間を明記。例えば、 
3時間45分］を超えて終えた場合、その組のすべてのプレーヤーは1罰打［ある
いは要求事項を明記］を受ける。」

K-2　ホール毎とショット毎のプレーのペースの方針
目的　コース上に適切な数のレフェリーがいる競技会では、委員会は各ホール
に認められる決められた許容時間を定めるプレーのペースの方針を実施するこ
とができ、プレーヤーがその許容時間を超えた場合、各ストロークをプレーす
る最大時間が規定されます。

次のローカルルールひな型は、組がアウトオブポジションとなった場合、プ
レーヤーが個々に計測されるストロークプレー競技のための方針の例です。

プレーのペースの方針で使うことができる修正した罰の段階もローカルルール
ひな型K-3に詳述されています。

アウトオブポジションとなるための選択肢

組はプレーしたホール数に対して配分された時間を超え、前の組に対して遅れ
た場合にアウトオブポジションとなります。組がいつアウトオブポジションに
なるのかを定める場合、その方針ではその組が前の組を参照してどんな場合に
アウトオブポジションとみなされるのかを明記すべきです。

ローカルルールひな型K-2に規定する方針は、その組が前の組からスタート間
隔以上となった場合にアウトオブポジションとなることを定めます。

代わりに、アウトオブポジションの定義は前の組に関連してそのコースの組の
場所に基づくことができます。例えば：

•• その組がパー3のティーに到着する前に、前の組のすべてのプレーヤーが次
のホールのティーイングエリアからストロークを行った。
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•• その組のすべてのプレーヤーがティーイングエリアからストロークを行う前
に、パー4またはパー5のホールが完全に空いた。

ストロークを行うための時間

組が計測される場合、各プレーヤーは自分のストロークを規定時間内に行わな
ければなりません。委員会はすべてのストロークを同じ時間内で行うように要
求できますし、特定の場所(ティーイングエリアやパッティンググリーン)から
最初にプレーするプレーヤーに追加の時間を認めるように以下に示す選択的な
文言を採用することができます。

複数ラウンドのストロークプレー競技のバッドタイム

複数のラウンドにわたるストロークプレー競技では、委員会はバッドタイムを
その競技全体を通じて持ち越すことを決めることができます。例えば、プレー
ヤーが第1ラウンドでこのローカルルールに基づくバッドタイムを受けた場
合、その後のラウンドでの次のバッドタイムは2回目のバッドタイムとなり、2
回目のバッドタイムの罰が適用となります。

バッドタイムをストロークプレーからマッチプレーに、または1つのマッチか
ら別のマッチプレー競技に持ち越すことは適切ではありません。

ローカルルールひな型 K-2
「最大許容時間

最大許容時間とは、組がラウンドを終了するために必要と委員会が考える最大
時間である。最大許容時間はホール毎と合計時間の形式で示され、ゴルフをプ
レーすることに関連するすべての時間を含む(例えば、ルーリングやホールと
ホールの間を歩く時間)。

［コース名を挿入］で18ホールを終了するために割り当てられる最大時間は
［最大時間を挿入。例えば、4時間05分］である。次の措置は組が「アウトオ
ブポジション」となった場合にだけ適用する。

アウトオブポジションの定義

最初の組とスターターズギャップの後の組は、そのラウンドのどの時点でもそ
の組の累積時間がプレーしたホール数に認められる時間を超えた場合、「アウ
トオブポジション」とみなされる。2組目以降の組は、［組がいつ前の組との
位置関係においてアウトオブポジションとなるのかを特定(上記の例を参照)］
となり、[かつ、プレーしたホール数に認められる時間を超えた場合]、「アウ
トオブポジション」とみなされる。
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組がアウトオブポジションとなった場合の措置

1.�レフェリーはプレーのペースを観視し、「アウトオブポジション」となった
組を計測すべきかどうか決める。情状酌量をする状況(例えば、長時間のルー
リング、紛失球、アンプレヤブルの球など)があったかどうかの判断が行われ
る。

そのプレーヤーたちを計測するという決定が行われた場合、その組の各プ
レーヤーは個々に計測される対象となり、レフェリーは各プレーヤーにその
組が「アウトオブポジション」であり、計測されることを告げる。

例外的な状況では、組の全員ではなく、その組の中の個人のプレーヤー、3人
組の中の2人のプレーヤーが計測されることがある。

2.�ストローク毎に割り当てられる最大時間は［40秒など、制限時間を明記。］
である。

［最初にa) パー3のホールのティーショット；b) グリーンへのアプローチ
ショット；c) チッピングやパッティングをプレーするプレーヤーには追加の
10秒が認められる。］

計測はプレーヤーが球に到達するのに十分な時間を要し、そのプレーヤーの
プレーする順番となり、何の障害も邪魔もなくプレーできるようになったと
きに始まる。距離を確認したり、クラブを選択するために要する時間は次の
ストロークのために要した時間としてカウントする。

パッティンググリーン上では、計測はプレーヤーが自分の球の位置をマーク
し、拾い上げ、ふき、リプレースし、プレーの線の障害となる損傷を修理
し、プレーの線上のルースインペディメントを取り除くための合理的な時間
が認められた後に始まる。ホールの反対側、および/または後ろからラインを
読むために費やされた時間は次のストロークのために費やされた時間の一部
としてカウントされる。

計測はそのプレーヤーのプレーする順番となり、何の障害も邪魔もなくプ
レーできるとレフェリーが決めた瞬間から開始される。

計測は組が遅れを取り戻したときに終了となり、プレーヤーにそのことが告
げられる。

ローカルルールの違反の罰：

•• 最初のバッドタイムの罰：口頭による警告。

•• 2回目のバッドタイムの罰：1罰打。

•• 3回目のバッドタイムの罰：一般の罰(2回目のバッドタイムの罰に加えて適
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用される)。

•• 4回目のバッドタイムの罰：失格。

プレーヤーは計測されている間にストローク毎に割り当てられた最大時間を超
えたときだけ、このローカルルールに違反するバッドタイムと評価される。プ
レーヤーがバッドタイムを告げられるまでは、さらなるバッドタイムとなるこ
とはない。

同じラウンドで再度アウトオブポジションとなった場合の措置

組がラウンド中に2度以上「アウトオブポジション」となる場合、上記の措置
がそれぞれの場合に適用される。同じラウンドでのバッドタイムと罰の適用は
そのラウンドが終了するまで持ち越される。」

ローカルルールひな型K-2に含めるための追加の選択肢
ローカルルールひな型K-2には含まれていませんが、委員会は必要な場合に下
記の選択肢を含むことができます。：

•• アウトオブポジションの定義を、計測をする前にプレーヤーに公式な警告(オ
フィシャルウォーニング)(例えば、プレーヤーの位置を改善するために少な
くとも1ホールを与える)を与えなければならないことを規定するために修正
することができる。

•• 組がアウトオブポジションとなった場合の処置を、計測を始める前にプレー
ヤーが距離を計算する合理的な時間が許されることを規定するために修正す
ることができる。

•• 同じラウンド中に再度アウトオブポジションとなった場合の処置を、バッド
タイムをその競技のストロークプレーラウンドの最後まで持ち越すことを規
定するために修正することができる。

•• レフェリーはいつでも1ショットをプレーするための特定の時間(例えば120
秒)以上かかっているプレーヤーを観察し、その組がインポジションであった
としても、その超過したショット時間をそのプレーヤーに知らせて計測する
ことを方針に規定することができる。

K-3　プレーのペースの罰の段階の修正
目的　委員会はプレーのペースの方針の違反の罰を、最初のバッドタイムの罰
を1罰打となるように修正することができます。委員会は最初のバッドタイム
に対する1罰打の代わりに一般の罰を適用することもできます。
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ローカルルールひな型 K-3
「ローカルルールひな型K-2の罰則を次のように修正する。

ローカルルールの違反の罰：

•• 最初のバッドタイムの罰：1罰打。

•• 2回目のバッドタイムの罰：一般の罰(最初のバッドタイムの罰に加えて適用
される)。

•• 3回目のバッドタイムの罰：失格。」

8L　スコアカードの責任

L-1　プレーヤーまたはマーカーの証明がないことに対する規則
3.3b(2)に基づく罰の修正
目的　規則3.3b(2)はスコアカードのホールのスコアがプレーヤー、マーカー
(またはその両者)によって証明されていなかった場合に失格の罰を課していま
す。

しかし、委員会がその罰打を2罰打に修正することがより適切であると考えた
場合、そうすることを選択することができます。

ローカルルールひな型 L-1
「規則3.3b(2)は次のように修正される：

プレーヤーが、そのプレーヤー、マーカーのいずれか(またはその両者)によっ
てホールのスコアが証明されていないスコアカードを提出した場合、プレー
ヤーは一般の罰(2罰打)を受ける。

罰はそのプレーヤーのラウンドの最後のホールに適用する。」

L-2　スコアカードのハンディキャップをプレーヤーの責任とする
目的　規則3.3b(4)はプレーヤーのハンディキャップがスコアカードに示されて
いることを要件としておらず、その競技のそのプレーヤーのネットスコアを算
出するためにそのプレーヤーのハンディキャップストロークを計算することは
委員会の責任であると規定しています。

しかし、状況によっては、委員会がプレーヤーのハンディキャップを計算する
ことが難しい場合があります。例えば、委員会が競技運営を援助するコン
ピューターシステムを持っていない場合や、委員会がプレーヤーのハンディ
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キャップのデータベースにアクセスできない場合などです。

そのような状況の場合、委員会は、プレーヤーにスコアカードにそのプレー
ヤーのハンディキャップを示すことを要求するために規則3.3b(4)の修正を選択
することができます。その地域を管轄するハンディキャップシステムの運用に
より、委員会はスコアカードに示さなければならないハンディキャップを特定
する必要があるかもしれません。

ローカルルールひな型 L-2
「規則3.3b(4)は次のように修正される：

プレーヤーはスコアカードに自分のハンディキャップ[示すことになるハンディ
キャップを特定する、例えば、ハンディキャップインデックス、コースハン
ディキャップ、プレーイングハンディキャップ]を示す責任がある。

委員会がプレーヤーのラウンド終了時にそのプレーヤーからスコアカードを一
旦受理したら、その委員会には次の責任がある。

•• プレーヤーのスコアを加算すること。

•• プレーヤーのネットスコアを計算するためにプレーヤーのハンディキャップ
ストロークを適用すること。

プレーヤーが正しいハンディキャップの記載がないスコアカードを提出した場
合：

•• スコアカード上の多すぎるハンディキャップ、または示されていないハン
ディキャップ。これがプレーヤーが受け取るストローク数に影響した場合、
そのプレーヤーはハンディキャップ競技から失格となる。影響しなかった場
合、罰はない。

•• スコアカード上の少なすぎるハンディキャップ。プレーヤーに罰はなく、そ
の示されている少なすぎるハンディキャップを使用してのネットスコアが有
効となる。

8M　障がいを持つプレーヤーのためのローカルルールひな型

M-1　車輪付きの移動器具を使用するプレーヤーのための球のプレース
目的　いくつかの車輪付き移動器具の機能には球が止まった場所に関してプ
レーヤーのスタンス(その器具が最初に位置していた場所に基づく)が速やか
に、そして一貫してとることができない場合を生じさせます。

委員会はこのローカルルールを車輪付き移動器具を使用するプレーヤーが望ま
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しいセットアップの位置を実現するために何回もその機器を置きなおす必要が
なくなるようにそのプレーヤーを援助するために採用することができます。

このローカルルールはパッティンググリーン、ジェネラルエリア、ペナル
ティーエリア、バンカーを含むコース上のどこででも適用できます。

車輪付き移動器具を使用するプレーヤーが安全を確保する必要があること(例え
ば、この器具を急な斜面に置くこと)の決定に関して影響を与えることはこの
ローカルルールの目的ではありません。そのような場合、他の救済規則(例え
ば、規則19に基づくアンプレヤブルや、規則17に基づくペナルティーエリアの
救済)を適用することができます。

ローカルルールひな型 M-1
「ストロークを行う前に、車輪付き移動器具を使用するプレーヤーは、元の球
か別の球をこの救済エリアの中にプレースして、そこからプレーすることによ
り、罰なしの救済を受けることができる。

•• 基点：元の球の箇所。

•• 基点から計測する救済エリアのサイズ：基点からホールに近づかない6イン
チ。しかし、次の制限がある。

•• 救済エリアの場所に関する制限：

»» 同じコースエリアでなければならない。

»» 元の球がフェアウェイの芝の長さかそれ以下に刈られているジェネラル
エリアに止まっていたのでなければ、フェアウェイの芝の長さかそれ以
下に刈られている場所であってはならない(つまり、例えば、ラフの中の
球をフェアウェイにプレースすることはできない)。

このローカルルールに基づいて救済を受ける場合、プレーヤーは球を複数回プ
レースすることが認められる(例えば、最初に球をプレースした場所がスタンス
からやや離れ過ぎていた場合)。

例外―球をプレーすることが明らかに不合理な場合、救済はない。
球をあるがままにプレーすることが明らかに不合理な場合、このローカルルー
ルに基づく救済はない(例えば、球がブッシュの中にあるためにそのプレーヤー
がストロークを行うことができない場合)。

ローカルルールに違反して誤所から球をプレーしたことに対する罰：規則
14.7aに基づく一般の罰。」
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M-2　車輪付き移動器具を使用するプレーヤーに対する特定のバン
カーからの罰なしの救済
目的　特定のバンカーのデザインや形状は車輪付き移動器具を使用するプレー
ヤーが球をプレーするためにそのバンカーに出入りすることがとても難しく、
または事実上不可能である状況を生じさせます。

規則25.4nは、車輪付き移動器具を使用するプレーヤーがバンカー内のアンプ
レヤブルの球に対する救済を受けることができるように規則19.3を修正し、プ
レーヤーは1罰打でそのバンカーの外に後方線上の救済を受けることができま
す。しかし、とりわけ、車輪付き移動器具を使用するプレーヤーだけが参加す
る競技では、委員会が特定のバンカーやコース上のすべてのバンカーからの罰
なしの救済を与えることが適切であると考えた場合には、そうするべきです。

ローカルルールひな型 M-2
「車輪付き移動器具を使用するプレーヤーのために、[具体的なバンカーを特
定、またはコース上のすべてのバンカー]はジェネラルエリアの修理地とする。
プレーヤーは規則16.1bに基づいて救済を受けることができる。」

M-3　運動失調症やアテトーシスのプレーヤーのための規則10.1b(ク
ラブをアンカリングすること)の制限された例外
目的　極度の痙攣や震えを生じさせる運動失調症やアテトーシスのプレーヤー
は何かしらの方法でアンカリングをしたストロークをすることなしにパットを
することがほぼ不可能な場合があります。これらの状況はその状態の症状が極
度に体の動きと連動するようなストロークを行う際に関連する最小限の動きに
起因してパッティングに特に影響します。

このローカルルールは、次の3つの要件を満たすことを条件に、委員会がその
ようなプレーヤーに規則10.1b(クラブをアンカリングすること)に基づく罰を免
除することを認めます。

•• プレーヤーがWR4GDパスまたはEDGAアクセスパスを持っている。

•• プレーヤーが運動失調症やアテトーシスの症状を持っている。

•• その状態がそのプレーヤーのパットする能力に著しい悪影響を与える明らか
な証拠(例えば、プレーヤーは通常ラウンド毎に50を超えるパットを要する)
があると委員会が決定する。
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ローカルルールひな型 M-3
「運動失調症やアテトーシスよってプレーヤーのパットする能力に著しい悪影
響を与える明らかな証拠があると委員会が決定し、プレーヤーがWR4GDパス
やEDGAアクセスパスを持っている場合、そのプレーヤーは規則10.1b(クラブ
をアンカリングすること)に基づく罰を免除される。」

8 ローカルルールひな型
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9　他のプレー形式
マッチプレー、ストロークプレー、パートナーやティームのプレーの最も定着
した形式は規則1～25で詳述されています。このセクションでは、代わりとな
る様々なプレー形式の概要を説明しています。そうした形式で必要となる規則
1～25への修正の詳細はRandA.orgで閲覧できます。

ゴルフ規則やプレーしている形式のための追加の修正でカバーされていない状
況は委員会が解決すべきでしょう:

•• すべての事情を考慮する。

•• その状況を、合理的で、フェアで、類似の状況がゴルフ規則やその形式のた
めの修正に基づいて扱われる場合と一貫性のある方法で取り扱う。

9A　修正ステーブルフォード
修正ステーブルフォードは、良いプレーに対してより高いポイントを与える一
方で、悪いプレーに対してもポイントを差し引くプレー形式です。例えば、
バーディーには４ポイント、パーには２ポイントが与えられ、ボギー以下は1
ポイントを差し引きます。

9B　グリーンサム
グリーンサムは、両方のパートナーがティーイングエリアからプレーし、２つ
のティーショットのうちの１つを選ぶというフォアサムの変化形です。ティー
ショットが採用されなかったパートナーが次のストロークをプレーし、球が
ホールに入るまでその後の各ストロークを交互の順番でプレーします。例え
ば、最初のホールでプレーヤーAのティーショットが採用された場合、プレー
ヤーＢが次のストロークをプレーし、その次はプレーヤーＡがプレーする、と
いったように、その球がホールに入るまで交互にプレーします。２番目のホー
ルでは両方のプレーヤーがティーイングエリアからプレーし、この過程が繰り
返されます。

グリーンサムの他の変化形は次のものを含みます：

•• パインハーストフォアサム：両方のプレーヤーがティーショットを打ち、お
互いの球を交換します。つまり、プレーヤーＡがプレーヤーＢの球をプレー
し、プレーヤーＢがプレーヤーＡの球をプレーします。２打目の後、どちら
の球を引き続きプレーしていくのかを選択し、その後はその球をホールに入
るまで交互に打ってプレーしていきます。

•• チャイニーズ、あるいはセントアンドリュースグリーンサム：ラウンドの最
初のホールをスタートする前に、プレーヤーたちはどちらのプレーヤーがす
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べての奇数ホールで２打目をプレーするのか(もう一方のプレーヤーがすべて
の偶数ホールで２打目をプレーするのか)を決めます。このプレーヤーの選択
はそのホールで誰のティーショットが採用されるのかにかかわらず適用され
ます。ホールでのその後の各ストロークは交互の順番で行われます。

9C　スクランブル
スクランブルは2人、3人、あるいは4人のティームでプレーします。各プレー
ヤーは各ホールでティーイングエリアからプレーし、ティーショットのうちの
１つを選択し、すべてのプレーヤーがその地点からそれぞれの２打目をプレー
します。２打目のうちの１つを選択し、すべてのプレーヤーがその地点からそ
れぞれの３打目をプレーする、といったように、球がホールに入るまでそのよ
うに行います。

基本的なスクランブルの形式の多くの変化形が存在します。そうした変化形の
いくつかは下記のものを含みます：

•• テキサススクランブル：４人のティームスクランブルで、ラウンド中に
ティームの各メンバーのティーショットが採用される最小数が通常は求めら
れます。テキサススクランブルのいくつかの形式では、各パー３のホールの
プレー中はプレーヤーが自分の球をプレーすることを求めています。

•• フロリダスクランブル(通称「ドロップアウト(ステップアサイド、スタンド
アサイド、スタンドアウト)・スクランブル」)：ショットが採用されたプ
レーヤーは次のショットをプレーしないという規定があります。

•• 一人スクランブル：各プレーヤーはショットを２回打って、一つの球を選
び、その場所からショットを２回打って、再び一つの球を選び、その場所か
らショットを２回打って、といったように球がホールに入るまでそのように
行います。

9D　4人中ベスト2人のスコアをカウント
これは４人のティームイベントで、各ホールのティームスコアとしてその
ティームの２人のメンバーのスコアだけをカウントします。

9 他のプレー形式
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